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起

と

儀

礼
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素
麺
地
蔵
の
縁
起
と
日
光
責
め

輪
王
寺
の
強
飯
式

ご
う
は
ん
し
き

日
光
山
輪
王
寺
の
三
仏
殿
で
四
月
二
日
に
行
わ
れ
る
強
飯
式
は
、
「
日
光
責
め
」
と
も
い
わ
れ
る
。
現
在
の
行
事
は、

三
仏
殿
に

導
師

・
山
伏
・
強
飯
頂
戴
人
が
着
座
し
、
山
伏
が
採
灯
護
摩
供
を
行
う
。
法
螺
員
の
音
と
と
も
に
山
伏
姿
の
強
飯
僧
が
大
杯
を
持

っ
て
入
堂
し
御
神
酒
頂
戴
の
儀
を
行
う
。
強
飯
僧
が
頂
戴
人
の
前
に
高
盛
飯
の
大
椀
を
置
き
、
大
先
達
が
頂
戴
人
の
祈
願
文
を
読
請

し
て
諸
願
成
就
を
祈
願
す
る
。
強
飯
僧
は
ひ
れ
伏
し
た
頂
戴
人
の
頭
上
に
高
盛
飯
の
大
椀
を
頂
か
せ
て
、
「
三
社
権
現
よ
り
賜
る
御

供
」
の
旨
を
告
げ
る
。
大
先
達
は
強
飯
の
由
来
を
口
上
し
、
日
光
山
の
珍
物
を
盛
っ
た
莱
膳
を
授
け
、
七
難
即
滅
、
七
福
即
生
の
毘

沙
門
天
の
金
甲
(
輪
じ
め
状
の
鉢
巻
)
を
頂
戴
人
の
頭
上
に
授
け
る
。
最
後
に
強
飯
僧
が
大
き
せ
る

・
ね
じ
れ
棒

・
金
剛
杖
で
煙
草

を
強
い
、
「
お
め
で
と
う
七
十
五
杯
」
と
大
声
で
言
い
、
手
に
し
た
持
物
を
頂
戴
人
に
投
げ
出
し
て
終
わ
る
。
近
世
に
は
正

・
四

・

五
月
の
東
照
宮
祭
礼
の
時
に
輪
王
寺
や
東
照
宮
別
当
で
、
参
詣
の
奉
行
や
大
名
に
飯
や
素
麺
な
ど
を
強
い
て
も
て
な
し
た
。

強
飯
式
は
中
世
の
修
験
儀
礼
の
変
容
と
説
明
さ
れ
て
き
た
が
[
l
]
、
福
原
敏
男
氏
は
近
世
に
権
力
者
な
ど
を
も
て
な
し
た
饗
応
儀

わ
の
う
は
ん

札
で
あ
る
椀
飯
を
も
と
に
演
出
化
さ
れ
て
成
立
し
た
と
指
摘
し
て
い
る

[2
]
。
本
章
で
は
強
飯
式
の
起
源
説
話
の
成
立
と
伝
播
を
検



討
し
、
縁
起
と
儀
礼
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。

日
光
責
め
の
由
来
と
作
法

日
光
責
め
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
天
保
八
年

(一

八
三
七
)
刊
の

[
3
]

に、

ぜ

す

ひ

ん

ね

ぢ

強
飯

当
出
御
吉
例
の
強
飯
な
り
。
世
に
日
光
責
と
称
し
、
所
々
の
別
所
に
日
光
責
の
道
具
を
数
品
掛
け
な
ら
べ
置
け
り
。
捻

ぼ

う

き

せ

る

も

う

た

き

の

ぞ

そ

う

め

ん

棒
、
或
は
大
な
る
姻
管
等
を
設
く
。
む
か
し
滝
尾
へ
地
蔵
変
じ
来
り
、
索
麺
を
乞
ひ
け
る
ゆ
ゑ
、
地
蔵
を
責
め
し
よ
り
始
れ
り

?強t
4飢え
井容

議議格

曹の

Z
P、ノ

向
終
乃
持

『日
光
山
志
』
巻
之

と
も
い
ふ
。

と
あ
る
。
日
光
責
め
は
、
古
く
は
飯
ば
か
り
で
は
な
く
素
麺

を
も
強
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
ん
ば
る

大
和
金
春
座
の
大
蔵
虎
明
が
、
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)

日光の強飯式 (r日光)11直拝図誌J)

か
ら
正
保
二
年
(
一
六
四
五
)
に
か
け
て
筆
写
し
た
狂
言
台
本

集
に
、
「
日
光
山
」

[
4
]

と
題
す
る
狂
言
が
あ
り
、

日
光
山
の

寺
坊
で
素
麺
を
強
い
食
わ
せ
て
責
め
た
話
と
な
っ
て
い
る
。

日
光
山

《
¥
問
、
京
の
も
の
下
り
て
》

縁起と儀礼

此
春
は
み
ち
の
は
て
ま
で
い
そ
か
ん
と
/
¥
、
行
は
月
ほ

し
の
花
も
ち
る
柳
の
酒
は
の
ま
ね
と
も
な
を
あ
し
も
と
は

よ
ろ
/
¥
国
々
す
き
て
日
光
の
御
寺
に
は
や
く
着
に
け
り
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図@

《
¥
く
た
び
れ
た
ほ
ど
に
、
さ
う
め
ん
を
所
望
し
て
く
は



ふ
云
て
所
望
す
る
也、

愛
に
て
み
な
/
¥
い
で
候
、
ぼ
う
を
も
っ
て
い
で
、
せ
め
こ
ろ
さ
ふ
と
云
て
せ
む
る
、
ど
う
じ
い
で
、

た
す
け
い
と
云
て
た
す
く
る
也
》
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御
と
う
し
さ
ま
の
御
き
よ
ひ
の
/
¥
た
へ
な
る
ゆ
へ
に
か
た
/
¥
を
は
や
く
た
す
く
る
と
の
た
ま
へ
は
あ
ら
あ
り
か
た
の
御
こ

と
や
と
て
/
¥
都
へ
と
て
こ
そ
の
ほ
り
け
れ

こ
の
狂
言
で
は
、
棒
を
も
っ
て
食
わ
せ
責
め
る
が
、
途
中
で
童
子
が
助
け
に
は
い
る
話
と
な
ワ
て
い
る
。
日
光
責
め
の
作
法
に

棒
が
用
い
ら
れ
、
責
め
る
段
と
助
け
る
段
と
い
う
二
段
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
日
光
山
を
語
る
狂
言
と
し
て
、

日
光
責
め
の
具
体
的
な
様
相
が
奈
良
の
狂
言
界
で
知
ら
れ
て
い
た
。
近
世
の
饗
応
儀
礼
の
椀
飯
振
る
舞
い
(
大
盤
振
る
舞
い
)
か
ら

見
れ
ば
、
狂
言
で
強
い
た
素
麺
は
、
も
て
な
し
の
ご
馳
走
で
あ
り
、
こ
れ
を
振
る
舞
う
側
と
、
振
る
舞
わ
れ
て
困
惑
す
る
側
と
が
滑

稽
な
芸
能
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

日
光
責
め
の
様
相
は
、
竹
村
立
義
が
文
化
十
五
年

(
一八

一
八
)
の
日
光
へ
の
旅
を
記
し
た

『日
光
巡
拝
図
誌
」
[
う
]
巻
の
三
に

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

是
は
日
光
三
所
の
権
現
一
説
尾
新
宮

の
別
所
一
辺
を
に
て
行
ふ
儀
式
也
。
右
三
所
の
粁
に
多
き
な
る
ね
ぢ
り
棒
、
大
根
、
注
連
を

懸
お
け
り
。
是
日
光
責
め
の
具
な
り
。

と
し
て
、
山
伏
が
「
祭
文
の
ご
と
き
こ
と
」
を
、
平
伏
す
る
頂
戴
人
に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

其
方
定
て
聞
伝
へ
て
あ
ら
ふ
。
抑
当
山
古
来
古
法
万
代
不
易
の
強
飯
と
い
へ
ば
、
東
照
大
権
現
井
当
山
地
主
三
所
日
光
大
権
現
、

垂
跡
大
己
責
尊
、
大
黒
天
の
宝
袋
ハ
弁
才
天
の
如
意
宝
珠
、
毘
沙
門
天
の
金
甲
三
天
剛
行
の
密
法
を
終

(修
)
し
、

一
度
此
強

飯
を
受
る
者
は
、
四
魔
三
障
悪
魔
降
伏
、
武
運
長
久
請
願
円
満
、
子
孫
繁
栄
、
寿
命
長
遠
、
何
の
疑
ふ
事
あ
ら
ん
。
殊
に
今
般

御
修
復
、
結
構
御
成
就
、
其
身
に
お
い
て
も
満
足
で
あ
ら
ふ
。
是
に
依
て
今
日
御
料
理
と
し
て
、
お
ほ
け
な
く
も
東
照
宮
よ
り

一
盃
二
盃
に
あ
ら
ず
、
七
十
五
盃

一
粒
も
残
さ
ず
取
あ
げ
て
飲
め
さ
う
。
殊
更
御
馳
走
と
し
て
中
禅
寺

下
し
給
る
所
の
強
飯
、



き

か

ら

か

わ

と

う

が

ら

し

た

で

の
木
辛
皮
、
寂
光
の
野
大
根
、
御
花
畑
の
蕃
淑
、
妻
の
海
の
妻
、
品
々
珍
物
を
取
揃
て
下
さ
る
。
難
レ
有
づ
か
づ
か
お
っ
と
り

上
げ
て
飲
め
さ
う
。
中
々
容
易
に
は
い
く
ま
い
。
早
々
取
あ
げ
て
飲
め
さ
う
。

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
責
め
る
。

夫
よ
り
高
盛
の
飯
、
妻
、
と
う
が
ら
し
の
類
持
出
、
担
大
勢
の
山
伏
、
大
き
な
る
ね
ぢ
り
棒
、
大
き
せ
る
杯
持
出
、
両
の
戸
障

子
を
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
た
た
き
の
め
せ
の
め
せ
と
せ
む
る
。
其
時
其
飯
を
少
く
い
た
だ
く
、
抱

一
人
の
山
伏
は
ち
ま
き
程
な

し

め

る
注
連
を
其
者
の
頭
に
巻
時
、
平
伏
の
ま
ま
二
三
尺
後
に
さ
が
る
。
是
は
逃
た
る
真
似
也
と
言
、
是
に
て
事
は
て
て
、
又
員
を

吹
て
山
伏
皆
々
内
に
入
な
り
。

最
後
に
頭
に
授
か
る
注
連
は
、
現
在
で
は
見
沙
門
天
の
金
甲
と
い
わ
れ
て
い
る
。
金
甲
と
は
強
固
な
兜
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

日
光
責
め
を
受
け
終
え
た
者
に
は
、
武
運
長
久
な
ど
の
功
徳
が
授
け
ら
れ
る
。
そ
の
象
徴
と
し
て
毘
沙
門
の
金
甲
を
冠
し
、
健
強
な

人
と
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
通
過
儀
礼
で
も
あ
っ
た
。

日
光
の
本
宮
権
現
・
新
宮
権
現
・
滝
尾
権
現

(三
社
権
現
)

日
光
責
め
は
、

の
そ
れ
ぞ
れ
の
別
所
ご
と
に
行
わ
れ
た
。
た
と
え
ば

滝
尾
権
現
の
別
所
で
の
日
光
責
め
は
、

せ
め

坂
の
上
は
御
別
所
、
此
所
に
て
日
光
責
と
て
食
物
を
好
む
者
あ
れ
ば
、
そ
の
食
物
を
与
へ

、
強
ひ
責
む
る
な
り
。
故
に
桧
棒
・

大
き
せ
る
な
ど
責
道
具
、
表
に
か
け
置
り
。
滝
の
向
ふ
を
そ
う
め
ん
谷
と
い
ふ
。

(『
日
光
巡
拝
図
誌
』
巻
の
二
)

と
あ
る
。

氏
家
の
素
麺
地
蔵
説
話

縁起と儀礼213 

「
日
光
山
志
』
に
あ
る
責
め
を
受
け
た
地
蔵
と
は
、
栃
木
県
さ
く
ら
市
氏
家
の
勝
山
城
社
近
く
に
あ
る
堂
原
地
蔵
堂
(
地
蔵
院
満



図⑫ 満願寺の勝軍地蔵(素麺地蔵、
『勝山城一氏家氏栄光のl時代-J)

願
寺
)

の
勝
軍
地
蔵
で
あ
る
[
図
⑫
]
。
こ
の
地
蔵
は
素
麺
地
蔵
と
も
い

日
光
責
め
に
あ
っ
た
者
を
、
地
蔵
が
哀
れ
ん
で
、

日
光
責
め
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わ
れ
、

を
行
う
者
を
い戒
め
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
こ
の
伝
説
は
、
昭
和
七

年
(
一
九
三
二
)
『
氏
家
郷
土
誌
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
『
下

野
の
昔
噺
』
三
(
一
九
五
五
年
)
・
『栃
木
の
民
話
』
第
一
集
(
一
九
六

一
年
)
・
『
下
野
伝
説
集
』

四
(
一
九
六

一
年
)
な
ど
に
掲
載
さ
れ
、
栃

木
県
で
は
著
名
な
伝
説
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
諸
書

り
は
、
寺
社
縁
起
や
地
誌
な
ど
の
文
献
に
依
拠
し
て
再
話
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

に
記
さ
れ
た
伝
説
は
、

口
頭
伝
承
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
よ

堂
原
地
蔵
堂
の
縁
起
は
、
『
那
須
記
』
巻
之
九
の
四
「
氏
家
原
軍
附
地
蔵
縁
記
言
」

[
6
]

に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
『
那
須
記
」
は
、

下
野
国
那
須
郡
小
口
村

(現

・
那
須
鳥
山
市
)
の
大
金
重
貞
が
延
宝
四
年

(一

六
七
六
)
に
著
し
た
地
方
の
軍
記
物
語
で
あ
る
。
近
世

に
撰
述
さ
れ
た
軍
記
は
戦
国
軍
記
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
巻
九
の
「
氏
家
原
軍
附
地
蔵
縁
記
言
」
の
条
に
、
「
地
蔵
縁
記
を
開
テ
見
に
」

と
し
て
、
後
光
厳
院
の
こ
ろ
、
太
宰
府
か
ら
下
野
国
に
左
遷
さ
れ
た
氏
家
太
宰
少
弐
周
綱
が
、
勝
山
城
を
築
き
、
満
願
寺
を
建
立
し

た
が
、
後
に
延
文
二
年
(
一
三
五
七
)
に
鬼
怒
河
よ
り
現
れ
た
海
神
か
ら
勝
軍
地
蔵
の
石
像
を
授
か
り
、
勝
軍
山
竜
宝
寺
と
改
め
た

と
い
い
、
不
動
堂
・
毘
沙
門
堂
・
奥
院
、
別
社
に
太
郎
房

・
飯
縄
三
郎
房
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

堂
原
地
蔵
堂
は
、
江
戸
時
代
に
は
地
蔵
院
満
願
寺
と
称
し
、
奥
州
街
道
氏
家
宿
の
伝
馬
町
で
問
屋
と
本
陣
を
兼
務
し
た
平
石
家
の

持
仏
堂
で
あ
っ
た
。
平
石
家
は
、
後
述
の

『氏
家
記
録
伝
』
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
氏
家
勝
山
城
主
氏
家
氏
の
旧

臣
で
、
満
願
寺
に
中
世
末
期
か
ら
の
墓
地
を
有
し
て
お
り
、
戦
国
時
代
か
ら
満
願
寺
に
関
与
し
て
き
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
地
蔵
縁

記
」
で
は
地
蔵
堂
は
延
文
二
年
の
建
立
だ
と
さ
れ
、
別
当
に
太
郎
坊
・
飯
綱
三
郎
坊
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
房
名
は
京
都
愛
宕
山
に



あ
る
愛
宕
大
権
現
奥
の
院
の
坊
名
で
あ
り
、
勝
軍
地
蔵
は
愛
宕
大
権
現
の
本
地
仏
で
あ
る
。
堂
原
地
蔵
堂
の
勝
軍
地
蔵
は
、
京
都
愛

宕
山
の
愛
宕
信
仰
を
勧
請
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

『那
須
記
』

「
地
蔵
縁
記
」
の
中
の
霊
験
諦
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

百
一
代
後
小
松
院
時
世
、
至
徳
二
年
乙
丑
五
月
下
旬
、
(
即
)
(周
)
綱
末
葉
氏
家
左
衛
門
尉
永
山
、
満
願
寺
阿
閣
梨
ニ
一言
テ
目
、
予

思
量
有
、
至
一ゴ

一
荒
山
一一
、

封

筒

則
一
F
拍

子

一軒

併

記

信

号

、

恥

護

刊

に

可

-一
祈
三
所
権
現
↓
、
阿
闇
梨
昇
-一
日
光
一一
、

ム
チ

豊
城
命
等
ヲ
拝
礼
ス
、
一日土
二
寺
院
一一飢
ニ
及
、
素
麺
ヲ
乞
以
レ
答
責
ご
素
麺
寸
腹
余
死
ス
、
故
地
蔵
聖
亡
失
ヲ
怒
テ
齢
四
五
沙
弥
ト
化
一ア
至
一J

件
坊
-一
一
、
欲
喰
一一
素
麺
イ
、
強
力
ノ
悪
僧
数
十
人
集
一一
市
素
麺
↓
、
飽
満
ンタリ
ト
云
テ
退
ン
ト
λ

、
以
レ
答
ヲ
怒
テ
猶
責
ム
、
沙
弥
方
便
ニテ
西
ニ

サ
ウ

小〈口投
ル
、
日
光
素
麺
尽
テ
操
動
ス
、
難
レ
求
レ
之
ヲ
不
可
、
沙
弥
偉
碩
為
喰
還
二
戸
ユ悲
僧
↓
日
、
我
氏
家
勝
箪
地
蔵
也
、
寺
ノ
聖
リ
ヲ

被
一一
責
亡

一
対

タ
可
取
怨
敵
↓
、
寺
内
ノ
老
僧
集
テ
乞
-一
慈
悲
↓
、
地
蔵
免
テ
虚
空
ニ
去
ル
、
西
谷
満
一J
素
麺
一如
一一
雪
山

¥

諸
人
奇
怪
ス
、

フ
ツ

夫
日
光
責
ニ
在
ニ
由
来

¥

万
茶
ト
羅
神
ト
云
神
ハ
奉
川
柳
川
レ
村
一一
源
右
大
将
↓
、
其
神
日
光
ニ
遷
リ
玉
、
以
来
一

山
富
テ
貴
キ
也
、
依
一通一

神
↓ルニ
山
ノ
名
ヲ
号
コ
墨
神
山
↓
、
歌
ニモ
往
古
ハ
一
年
二

人
二
人
阿
責
死
也
、
至
徳
以
来
至
け
今
唱
失
フ
、
地
蔵
御
方
便
ノ
故
也
、

タ
ト

夫
ョ
リ
食
ニ
無
滞
者
ヲ
職
九一
地
蔵
ノ
素
麺
一一
也、

に
お
け
る
素
麺
地
蔵
の
説
話
は
、

(百

一
代
後
小
松
院
の
時
世
、
至
徳
二
年
乙
丑
五
月
下
旬
、
周
綱
の
末
葉
、
氏
家
左
衛
門
尉
永
山
、
満
願
寺
阿
閤
梨
に
一言
ひ
て
日
は
く
、

「
予
思
ん
量
る
有
り
。
二
荒
山
に
[
此
の
山
高
山
に
て
雨
風
す
。
二
荒
山
と
号
す
。
荒
れ
の
故
か
と
。
弘
法
大
法
師
山
に
登
り
て
日
光
山

と
改
む
c

又
源
頼
朝
公
廟
を
築
き
堂
を
建
て
、
此
の
時
荒
神
山
と
号
す
。
〕
三
所
権
現
を
祈
る
べ
し
。
」
と
。
阿
閣
梨
日
光
に
昇
り
、
豊
城

のム叩位
一寸
を
拝
礼
す
。
寺
院
に
至
り
飢
え
に
及
び
、
素
麺
を
乞
ふ
に
、
答
を
以
て
素
麺
を
責
め
腹
余
し
て
死
す
。
故
に
地
蔵
、
聖
の
亡
失

縁起と儀礼

を
怒
り
て
、
齢
四
五
の
沙
弥
と
化
し
て
件
の
坊
に
至
り
て
、
官
一糸
麹
を
喰
は
ん
と
欲
す
。
強
力
の
悪
僧
数
十
人
集
ま
り
て
、
素
麺
を
責
む
。

「
飽
満
し
た
り
。
」
と
云
ひ
て
退
か
ん
と
す
。
答
を
以
て
怒
り
て
猶
ほ
責
む
。
沙
弥
方
便
に
て
西
谷
に
投
ぐ
。
日
光
の
素
麹
尽
き
て
牒
動
す
。
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之
を
求
む
と
蹴
も
不
可
な
り
。
沙
弥
偉
碩
と
為
し
て
喰
ひ
、
選
り
て
悪
僧
を
責
め
て
日
は
く
、
「
我
氏
家
勝
軍
地
蔵
な
り
。
寺
の
聖
を
責



め
亡
ぼ
さ
れ
、
太
だ
怨
敵
を
取
る
べ
し
。」
寺
内
の
老
僧
集
ま
り
て
慈
悲
を
乞
ひ
、
地
蔵
免
し
て
虚
空
に
去
る
。
西
谷
素
麺
満
ち
て
雪
山

一
諸
人
奇
怪
す
。
夫
れ
日
光
責
め
に
由
来
在
り
。
万
茶
と
羅
神
と
云
ふ
神
は
、
源
右
大
将
を
神
に
瑠
ひ
奉
る
。
其
の
神
日
光

の
ご
と
し
。
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に
選
り
玉
ひ
、
以
来
一
山
富
て
貴
き
な
り
。
閉
雷
神
た
る
に
依
り
、
山
の
名
を
墨
神
山
と
号
す
。
歌
に
も
、
往
古
は
一
年
に
二
人
問
責
し
て

死
な
す
な
り
。
至
徳
以
来
、
今
に
至
り
て
唱
へ
失
ふ
。
地
蔵
御
方
便
の
故
な
り
。
夫
れ
よ
り
食
に
滞
り
無
き
者
を
「
地
蔵
の
素
麺
」
に
聡

ふ
な
り
。)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
至
徳
二
年

(
一
三
八
五
)
に
氏
家
の
満
願
寺
の
僧
が
、
領
主
氏
家
左
衛
門
尉
永
山
か
ら
日
光
山
へ
の
代
参
を
命

じ
ら
れ
、

日
光
山
の
坊
で
素
麺
を
責
め
食
わ
さ
れ
死
ん
だ
。
そ
こ
で
勝
軍
地
蔵
が
僧
に
化
し
て
素
麺
を
食
い
尽
く
し
て
、
強
力
の
悪

僧
を
戒
め
た
と
い
う
。
日
光
の
素
麺
滝
の
名
の
由
来
と
「
地
蔵
の
素
麺
」
と
い
う
諺
の
由
来
も
記
さ
れ
て
い
る
。
中
世
の
氏
家
氏

は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
で
あ
っ
た
宇
都
宮
朝
綱
の
子
公
頼
が
氏
家
勝
山
城
を
築
い
て
氏
家
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
『
太
平
記
』
巻
二
十

九
「
薩
多
山
合
戦
事
」
に
、
氏
家
中
務
大
輔
周
綱
、
太
宰
少
弐
周
綱
が
み
え
る
。
『
下
野
国
誌
』
(
嘉
永
元
年
〔
一
八
四
八
〕)
巻
九
の

「
氏
家
系
図
」
に
よ
る
と
、
公
頼
の
五
代
に
周
綱
と
あ
る
が
、
氏
家
左
衛
門
尉
永
山
は
み
あ
た
ら
な
い
。
「
地
蔵
縁
記
」
は
、
江
戸
時

代
初
期
に
堂
原
地
蔵
堂
(
満
願
寺
)
に
存
在
し
て
、
『
那
須
記
』
を
著
す
資
料
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
那
須
記
』
が
著
さ
れ
た
約
十
年
後
の
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
に
は

『下
野
風
土
記
』
[
7
」
が
著
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の

よ
う
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。

氏
家
宝
原
地
蔵
糊
一
川
一
句
明
日
υ日
白

世
ニ
称
ル
ソ
ウ
メ
ン
地
蔵
ト
云
ハ
是
也
。
昔
氏
家
ノ
人
日
光
山
へ
参
詣
ス
。
日
光
別
所
ノ
作
法
ハ
、
何
ニ
テ
モ
望
好
ム
所
ノ
食

ヲ
シ
イ
喰
ス
ル
事
ナ
リ
。
氏
家
ノ
者
此
別
所
へ
行
、
素
麺
ヲ
ノ
ソ
ミ
シ
ニ
、
「
安
キ
事
也
。
」
ト
テ
、
以
ノ
外
ニ
シ
イ
喰
セ
ラ
レ

テ
、
終
ニ
命
ヲ
失
フ
。
氏
家
地
蔵
、
所
ノ
モ
ノ
ヲ
殺
サ
レ
シ
事
ヲ
無
念
ニ
思
ヒ
、
僧
ノ
形
ト
ナ
リ
テ
日
光
別
所
ニ
至
リ
、
「
氏

家
ノ
僧
也
。
」
ト
テ
、
又
素
麺
ヲ
好
ム
。

レ
イ
ノ
如
ク
シ
イ
テ
喰
ス
レ
共
、
サ
ラ
ニ
ア
ク
事
ナ
シ
。
ア
タ
カ
モ
大
海
へ
小
水
ノ



流
ヲ
入
ル
カ
如
シ
。
日
光
ノ
素
麺
不
残
喰
ツ
ク
シ
、
近
郷
遠
里
ノ
ソ
ウ
メ
ン
ヲ
ア
タ
ユ
レ
共
、
サ
ラ
ニ
ア
ク
事
ナ
シ
。
モ
ハ
ヤ

別
所
ノ
カ
モ
不
叶
、

ス
ベ
キ
ヤ
ウ
ナ
夕
、

ア
キ
レ
ハ
テ
ケ
ル
。
立
タ
ル
作
法
ヲ
ヤ
ブ
リ
、
僧
ハ
氏
家
ノ
意
趣
ヲ
ト
ケ
テ
帰
リ
ケ

jレ。扱
此
ノ
僧
ノ
帰
シ
ア
ト
ニ
テ
、

ウ
シ
ロ
ノ
谷
ヲ
見
ケ
レ
ハ
、
素
麺
ニ
テ
埋
メ
ケ
ル
、

ソ
レ
ヨ
リ
シ
テ
此
谷
ヲ
素
麺
谷
ト
云
、
滝

尾
ヱ
行
道
ニ
有
。
此
僧
ヲ
氏
家
ニ
テ
タ
ズ
ヌ
レ
共
、

サ
ラ
ニ
其
人
ナ
シ
。
故
ニ

此
地
蔵
、
僧
ト
変
セ
シ
事
疑
ナ
シ
。
ソ
レ
ヨ
リ

名
ツ
ケ
テ
素
麺
地
蔵
ト
云
伝
ヱ
タ
リ
。

氏
家
カ
マ
カ
淵
制
一
切
付
'
b
f
わ
け
リ
ン

此
淵
鬼
怒
川
ノ
流
ノ
内
也
。
西
ニ
ア
タ
ツ
テ
羽
黒
ト
云
山
有
。
此
淵
ヨ
リ
竜
灯
ア
ガ
ル
。
古
ヱ
ヨ
リ
伝
云
。
此
淵
ニ
ハ
水
府
有

ト
。
予
思
ヱ
ラ
ク
、
宇
都
宮
往
願
寺
如
来
ノ
縁
起
一
一
、
安
部
貞
任
ヲ
氏
家
ニ
テ
調
伏
ス
ト
。
本
尊
ハ
不
動

・
地
蔵
也
ト
。
古
ヱ

此
ノ
所
ニ
地
蔵
有
テ
、
故
ニ
不
動
ノ
種
子
ヲ
採
テ
憾
給
淵
ト
云
ヘ
ル
カ
。
地
蔵
ハ
ソ
ウ
メ
ン
地
蔵
ナ
ル
ベ
シ
。
然
ラ
ハ
将
軍
地

蔵
ナ
ラ
ン
。
古
ヱ
ノ
地
蔵
ハ
焼
失
シ
テ
、
今
ハ
新
キ
石
地
蔵
ナ
リ
。
又
思
ヱ
ラ
ク
、
水
ノ
ウ
ズ
マ
ケ
ル
ヲ
、
俗
ニ
称
シ
テ
カ
マ

ガ
淵
ト
云
ヱ
ル
カ
。
古
へ
ヨ
リ
名
有
淵
ナ
ル
故
ニ
此
ニ
出
セ
リ
。

こ
こ
に
は
、
年
代
や
領
主
の
名
は
伝
え
ら
れ
ず
、
氏
家
地
蔵
の
信
者
が
日
光
へ
参
詣
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
好
物
を
強
い
る
日
光

の
別
所
(
別
当
)

の
作
法
が
あ
り
、
氏
家
地
蔵
が
こ
の
作
法
を
破
る
話
と
な
っ
て
い
る
。
『
那
須
記
』

で
は
西
の
谷
に
素
麺
が
満
ち

縁起と儀礼

た
と
い
う
が
、
『下
野
風
土
記
」
で
は
、
素
麺
谷
は
日
光
山
の
北
東
方
の
滝
の
尾
に
あ
る
と
い
い
、
滝
の
尾
の
別
所
で
素
麺
に
よ
る

責
め
が
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
年
代
が
下
っ
て
、
宝
暦
五
年

(
一
七
五
五
)
の

『氏
家
記
録
伝
」
[8
]

に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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ム
地
蔵
堂
炎
焼
建
立

並
奇
特
ノ
事



向
大
永
中
、
片
岡
氏
青
谷
氏
建
立
以
来
五
十
余
年
、
難
転
繁
昌
、
盛
者
必
衰
、
射
性
時
不
至
、
精
舎
終
焚
也
、
元
亀
三
壬
亥

(
申
)
年
殿
(
天
)
下
平
、
信
長
公
之
代
、
勝
山
城
主
氏
家
中
務
佐
、
与
道
城
宿
飛
山
城
主
平
石
能
登
守
嫡
男
佐
渡
入
道
道
連
、
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翁
意
建
立
而
如
故
也
、
同
年
四
月
下
旬
、

奉
為
開
眼
入
仏
了
、
同
年
六
月
下
旬
ノ
頃
、
中
務
佐
託
地
蔵
院
之
弟
子
目
、
我
在
駕
、

可
則
参
詣
日
光
三
社
権
現
、
宿
願
姑
代
当
山
也
、
弟
子
者
冠
命
、
乃
参
詣
中
品
下
品
鰻
堂
、
而
至
瀧
尾
別
処
飯
飢
駕
、
乞
素

麺
、
然
所
衆
強
力
山
僧
並
左
右
、
期
弄
市
将
用
食
責
害
之
、
己
顔
色
顕
也
、
懸
地
蔵
菩
薩
哀
彼
等
於
業
障
、
齢
現
四
五
之
化
沙

弥
、
ノ
至
別
処
同
乞
素
麺
、
欲
諸
強
僧
等
為
之
食
責
、
則
調
膳
居
化
沙
弥
前
也
、
阪
時
僧
雌
捜
々
謹
更
無
飽
、
期
満
山
素
麺
一

健
尽
、
化
沙
弥
之
腹
言
未
満
也
、
衆
僧
等
今
驚
健
之
合
掌
言
真
高
僧
、
非
常
人
凡
人
如
何
如
斯
能
乎
、
爾
時
化
沙
弥
面
光
赫
然

告
強
僧
等
言
、
汝
等
向
戯
弄
欲
害
人
其
業
報
無
免
処
、
我
衰
(
哀
)
汝
等
故
現
此
己
往
(
己
後
)
止
如
此
罪
、
吾
是
氏
家
地
蔵

也
、
如
消
失
ム
矢
、
然
所
樵
夫
来
告
目
、
従
是
西
方
満
素
麺
子
一
谷
也
、
大
衆
除
佐
之
則
行
見
無
違
ム
矢
、
寒
此
尊
妙
応
不
運
勝
計

者
也
、
可
信
仰
可
帰
休
(
依
)
也
、
元
亀
三
壬
亥
(
申
)
年
秋
七
月
吉
田
地
蔵
院
住
僧
栄
慎
鐘
記

(向
に
大
水
中
、
片
岡
氏
と
青
谷
氏
の
建
立
以
来
五
十
余
年
、
転
た
繁
昌
す
と
雛
も
、
盛
者
必
衰
、
時
な
く
至
ら
ず
し
て
、
精
舎
終
に
焚

す
。
元
亀
三
壬
申
年
(
一
五
七
二
)
、
天
下
平
ら
ぎ
、
信
長
公
の
代
、
勝
山
城
主
氏
家
中
務
佐
、
道
城
宿
飛
山
城
主
平
石
能
登
守
、
嫡

男
佐
渡
入
道
道
連
と
、
意
を
合
は
せ
て
建
立
し
て
故
の
如
し
。
同
年
四
月
下
旬
、
開
眼
入
仏
を
為
し
奉
り
了
ぬ
。

同
年
六
月
下
旬
の
頃
、

(氏
家
)
中
務
佐
、
地
蔵
院
の
弟
子
に
託
し
て
日
は
く
、
「
我
駕
に
あ
り
。
則
ち
、
日
光
三
社
権
現
に
参
詣
し
、
宿
願
し
て
姑
く
当
山
に

代
は
る
べ
し
。」
と
。
弟
子
は
命
を
冠
し
、
乃
ち
中
品
、
下
品
、
僕
堂
に
参
詣
し
て
、
瀧
尾
の
別
処
に
主
り
て
、
飯
に
飢
す
。
素
麺
を
乞

ふ
。
然
る
所
、
衆
の
強
力
山
僧
、
左
右
に
並
び
、
剛
弄
し
て
将
に
食
を
用
ゐ
て
責
め
之
を
害
せ
ん
と
す
。
己
に
顔
色
顕
る
。
懸
に
地
蔵
菩

薩
、
彼
等
の
業
憶
に
哀
れ
み
、
齢
四
、
五
の
化
し
た
る
沙
弥
に
現
じ
、
別
所
に
至
り
て
、
同
じ
く
素
麺
を
乞
ふ
。
諸
の
強
僧
等
、
之
を
食

と

と

の

そ

し

い

買
に
為
さ
ん
と
欲
し
、
即
ち
膳
を
調
へ

、
化
し
た
る
沙
弥
の
前
に
居
る
。
阪
の
時
、
強
僧
は
捜
々
し
て
-語
る
と
難
も
、
更
に
飽
く
こ
と
な

h
E
eぼ

く
、
満
山
の
素
麺
を
期
し
て
健
り
尽
く
す
。
化
し
た
る
沙
弥
の
腹
、
未
だ
満
た
ず
と
言
ふ
。
衆
僧
等
、
今
、
之
に
驚
催
し
、
合
掌
し
て
言



は
く
、

「真
に
高
僧
な
り
。
常
人
に
非
ず
。
凡
人
、
何
如
に
、
斯
の
如
く
能
く
せ
ん
か
o
」
と
。
爾
る
時
に
、
化
し
た
る
沙
弥
、
商
光
赫
然

と
し
て
強
僧
等
に
告
げ
て
言
は
く
、
「
汝
等
、
向
に
戯
弄
し
て
人
を
害
せ
ん
と
欲
す
。
其
の
業
報
、
免
れ
ざ
る
所
。
我
、
汝
等
を
哀
れ
む

故
に
、
此
に
現
ず
。
己
後
、
此
の
如
き
罪
を
止
め
よ
。
五日は固定
、
氏
家
の
地
蔵
な
り
。」
と
。
消
え
る
如
く
失
せ
た
り
。
然
る
所
、
樵
夫

来
た
り
て
告
げ
て
日
は
く
、

「是
よ
り
西
方
、
素
麺
に
て

一
谷
を
満
た
す
。」

と
。
大
衆
斡
て
之
を
怪
し
み
、
即
ち
行
き
て
見
る
に
、
違
ふ

ま
こ
と

あ

げ

こ
と
な
し
。
寒
に
此
尊
の
妙
応
、
勝
て
計
る
に
不
逗
の
者
な
り
。
信
仰
す
べ
し
。
帰
依
す
べ
し
。
元
亀
三
壬
申
年
秋
七
月
吉
日

地
蔵
院

住
僧
栄
愉
護
み
て
記
す
。)

お
お
む
ね

『那
須
記
』
所
収
の
「
地
蔵
縁
記
」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
地
蔵
の
霊
験
の
年
代
を
元
亀
三
年

(
一
五
七

一一)
と
し
、
責
め
が
行
わ
れ
た
場
所
を
滝
の
尾
の
別
所
と
明
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、

以
上
の
三
話
は
、
氏
家
の
満
願
寺
(
地
蔵
堂

・
地
蔵
院
)
を
中
心
に
、
室
町
時
代
の
氏
家
の
領
主
を
登
場
さ
せ
、
そ
の
年
代
が
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
氏
家
満
願
寺
の
地
蔵
霊
験
謹
が
、
十
七
世
紀
の
中
期
に
は
成
立
し
、
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
成
立
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、

『那
須
記
』
や

『氏
家
記
録
伝
』
に
あ
る
よ
う
に
、
地
蔵
堂
は
戦
国
時
代
末
期
に
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
て

お
り
、
再
建
時
に
新
た
に
霊
験
語
を
成
立
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
堂
建
立
の
勧
進
の
た
め
や
、
新
造
の
神
仏
へ
の
信
仰
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
、
霊
験
謹
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

地
蔵
堂
の
再
建
の
時
期
は
、

『氏
家
記
録
伝
」
で
は
元
亀
三
年
と
す
る
が
、
説
話
の
成
立
時
期
か
ら
十
七
世
紀
初
期
と
考
え
ら
れ

る
。
日
光
山
輪
王
寺
は
近
世
初
期
に
天
海
に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
た
天
台
宗
の
寺
院
だ
が
、
そ
れ
以
前
の
中
世
に
は
真
言
宗
の
満
願
寺

が
存
在
し
た
。
素
麺
地
蔵
の
説
話
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
家
満
願
寺
の
再
建
に
は
日
光
山
が
深
く
関
与
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
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四

近
世
談
義
書
の
素
麺
地
蔵
説
話
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元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)
に
越
前
敦
賀
の
必
夢
龍
山
が
撰
述
し
て
京
都
で
刊
行
さ
れ
た

『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
妙
」

[
9
]

巻
十

一
に
は
、
地
蔵
の
不
断
殺
生
の
功
徳
の
例
証
と
し
て
、

次
に
そ
れ
を
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。

日
光
責
め
を
す
る
旅
龍
の
亭
主
を
地
蔵
が
戒
め
る
説
話
を
収
録
し
て
い
る
。

廿
五

日
中2光
昔古責
ノシ物
事語
ナ
jレ 並
地
蔵
日3化
光3禅
ニウ僧

寛2食
屋1素
ア麺
リ因
。縁

ロ
タ

コ

ワ

ク

ク

シ

ワ

ウ

ラ

イ

リ

ヨ

ジ

ン

ア

彼
ノ
寛
屋
中
私
ノ
法
度
ヲ
ナ
シ
、
往
来
ノ
旅
人
食
物
ヲ
何
ニ
テ
モ
飽
キ

タ
ヒ
ヒ
ト

モ

チ

ノ

ソ

ズ

イ

ブ

ン

シ

フ

マ

チ

ウ

マ

ン

テ
見
タ
イ
ト
云
人
ア
レ
パ
、
心
得
タ
リ
ト
テ
、
若
シ
餅
ノ
望
ミ
ナ
ル
人
ニ
ハ
、
随
分
強
イ
テ
振
ル
舞
イ
、
コ
ト
/
¥
ク
重
満
シ

ヲ

フ

ア

マ

タ

タ

ヨ

ポ

ウ

ハ

ラ

イ

ク

タ

ピ

ヲ

ヲ

ロ

テ
、
イ
ヤ
ト
云
ト
キ
、
大
地
へ
押
シ
臥
セ
、
人
余
多
立
チ
寄
リ
、
棒
ヲ
以
テ
腹
ヲ
上
ヨ
リ
下
へ
幾
度
モ
押
シ
下
シ
、
其
レ
ヨ
リ

ヒ

ヲ

タ

イ

ワ

キ

ク

テ

ヒ

ラ

モ

チ

ク

挽
キ
起
コ
シ
テ
、
五
体
ヲ
四
五
人
シ
テ
脇
ヨ
リ
ツ
カ
マ
エ
、
サ
テ
口
ヲ
開
キ
、
又
餅
ヲ
食
ラ
ハ
セ
、
モ
ハ
ヤ
少
シ
モ
ナ
ラ
ン
ト

ヲ

フ

ヲ

サ

ヒ

ヲ

イ

ク

タ

ピ

云
フ
ト
キ
、
又
タ
大
地
へ
押
シ
臥
セ
、
棒
ヲ
以
テ
右
ノ
如
ク
ニ
押
シ
下
ゲ
、
又
挽
キ
起
コ
シ
テ
、
餅
ヲ
ク
ラ
ワ
セ
、
幾
度
モ

セ

セ

コ

ロ

ニ

ツ

カ

ウ

セ

メ

カ

ヤ

ウ

コ

ロ

カ

ズ

ス

如
レ
是
責
ム
ル
程
-
一
、
終
ニ
責
メ
殺
ス
、
是
レ
ヲ
日
向
責
ト
云
。
加
様
ニ
シ
テ
殺
シ
タ
ル
男
女
、

其
ノ
数
数
百
人
ナ
リ
。

ハ

タ

ゴ

ヤ

フ

ピ

ン

ヲ

ボ

メ

ユ

へ

然
ル
-
一
、
彼
ノ
地
ニ
地
蔵
菩
薩
ノ
尊
像
ア
リ
。
彼
箆
屋
共
ノ
年
々
二
人
ヲ
殺
ス
コ
ト
ヲ
不
便
ニ
思
シ
ル
召
ス
由
ニ
ヤ
、
「
或
ト

ゼ

ン

ツ

イ

ゾ

メ

ン

ア

ク

ナ

ホ

ト

フ

マ

キ
禅
僧
ト
化
シ
テ
彼
箆
屋
ニ
至
リ
、
我
レ
終
ニ
素
麺
ヲ
飽
ク
マ
テ
食
ハ
セ
。」

ト
云
玉
へ
パ
、
「
成
ル
程
振
ル
舞
ハ
ン
。
」
ト
云
。

ト

カ

ク

カ

ケ

ク

ソ

メ

ン

ナ

ニ

ホ

ド

其
ト
キ
禅
僧
ノ
云
ク
、
「
兎
角
掛
ニ
シ
テ
食
フ
ベ
シ
。
我
レ
素
麺
ヲ
其
方
ノ
何
程
モ
振
舞
ホ
ト
食
ツ
ク
サ
ス
パ
、

ハ
タ
ゴ

ヲ
取
ベ
シ
。
又
我
其
方
ノ
強
ユ
ル
ホ
ド
食
ワ
ズ
ン
パ
、
我
カ
命
ヲ
取
リ
玉
へ

。
」
ト
云
玉
ヘ
パ
、
箆
屋
、

カ

タ

サ

ツ

形
セ
ン
。
」
ト
云
ヒ
ケ
レ
パ
、
禅
僧
モ
「
心
得
タ
リ
。
」
ト
テ
、
各
々
一
札
ヲ
シ
テ
取
リ
カ
ハ
セ
、

ハ
ゐ
ノ
イ
J

素
麺
ヲ
出
、
ン
玉
へ
。
」
ト
ア
レ
パ
、
箆
屋
、

復
次
ニ
、

Jし、

得
タ
リ其
。 ノ

互持方
ニノ
手テ命

「心
得
タ
リ
。
」

ト
テ
出
シ
ケ
ル
ニ
、

十
人
J~ 

カ

モ
食
ス
jレ
程
ノ
少
ン
ノ
内「
ニ早
食クク

サ
テ
禅
僧
ノ
云
ク
、



モ

ク

タ

ハ

ン
ギ

リ

ス

ギ

モ

リ

モ

タ

「
少
シ
ッ
、
盛
リ
玉
フ
故
ニ

、
食
ヒ
足
ラ
ズ
。
大
半
切
ヲ
十
四
五
ナ
ヲ
シ
、
其
レ
ニ

杉
成

ニ
盛
リ
立

マ

ヘ

ナ

ラ

ア

y

モ

テ
、
上
ヘ
ヨ

リ
汁
ヲ
カ
ケ
テ
、
我
カ
前
ニ
並
べ
玉
へ

。
」
ト
申
サ
レ
ケ
レ
パ
、
「
心
得
タ
リ
。
」
ト
テ
、
大
半
切
十
五
集
メ
テ
盛

タ

セ

グ

ナ

ツ

コ

レ

ホ
ド

ク

カ

タ

ハ

ラ

ズ

イ

ブ

ン

リ
立
テ
ケ
ル
ヲ
、
利
那
ノ
間
ダ
ニ
食
尽
ク
シ
、
「
是
程
食
フ
テ
モ
片
腹
ニ
モ
ナ
シ
。
随
分
出
シ
玉
ヘ
。
」
ト
有
リ
ケ
レ
パ
、
兜
屋

メ

ン

ツ

キ

ン

ジ

ヨ

ユ

ク

ダ

ン

ヲ

モ

ム

キ

ハ

ナ

ア

ク

タ
ウ

手
前
ノ
素
麺
ハ
皆
ナ
尽
ク
ス
故
-
一、

近
所
ノ
箆
屋
ニ
行
キ
テ
、
件
ノ
趣
ヲ
附
シ
ケ
レ
パ
、

亭
主
、
兜
屋
中
ノ
悪
党
者
ノ
共
ヲ

ヨ

ピ

ヨ

サ

ウ

ダ

ン

ソ

メ

ン

ノ

コ

ト

y

カ

サ

ア

呼
寄
セ
相
談
シ
テ
、
日
向
中
ノ
素
麺
ヲ
残
一フ
ズ
取
リ
ヨ
セ
、
町
中
ニ
山
ノ
如
ク
ニ
積
ミ
重
ネ
テ
、
「
随
分
飽
キ
玉
へ

。
」
ト
云。

ク
ワ

7
ン

シ

ン

テ

イ

カ

ナ

ン

カ

其
ノ
ト
キ
禅
僧
、
「
サ
テ
モ
過
分
ナ
ル
皆
皆
ノ
心
底
哉
。
爾
ラ
パ
早
ク
出
シ
玉
ヘ
。
」
ト
云
ヒ
玉
へ
パ
、
「
心
得
タ
リ
。
」
ト
テ
、

モ

ナ

ラ

ア

ト

ゼ

ン

/

¥

ハ

イ

半
切
十
五
ニ
盛
リ
並
べ

、
跡
ヨ
リ
漸
々
ト
出
シ
ケ
ル
ヲ
、
半
切

一
盃
ヲ
一
呑
ヅ

、
ニ
呑
ミ
玉
フ
ホ
ド
ニ
、
少
時
ノ
内
ニ

山
ノ
如

ツ

ア

ク

ツ

ニ

ツ

カ

ウ

ス

ク
ニ
積
ミ
挙
ケ
タ
ル
ヲ
、
皆
ナ
食
ヒ
尽
ク
シ
、

其
ノ
上
ニ
テ
、
「
早
ク
出
シ
玉
へ

。
」
ト
ア
リ
ケ
レ
ド
モ
、
日
向
中
ニ
素
麺
透
キ

ヲ

ド

ロ

イ

カ

ク

ゴ

ト
ナ
ケ
レ
パ
、
皆
皆
驚
キ
、
物
ヲ
モ
言
ハ
ズ
ア
キ
レ
ハ
テ
、
居
タ
リ
ケ
リ
。
其
ト
キ
禅
ノ
僧
云
ク
、
「
亭
主
覚
悟
シ
玉
へ

。
只

ザ

ン

キ

ア

ヤ

マ

イ

ノ

チ

ン

ヤ

メ

ン

タ

フ

ソ

シ
ヤ
ウ

今
汝
ヲ
災
害
ス
ベ
シ
。
」
ト
ア
リ
ケ
レ
パ
、
各
々
座
敷
ニ
出
テ
亭
主
、
「
謬
リ
候
マ
¥
命
ハ
御
赦
免
ア
ラ
レ
。
」
ト
達
テ
訴
訟

ジ
キ
ゼ
メ

y
カ
マ
ツ

マ

ジ

キ

サ

ツ

レ

ン
パ
ン

ス
ル
ナ
リ
。
其
ノ
ト
キ
禅
僧
ノ
云
、
「
爾
ラ
パ
箆
屋
中
、
向
後
往
来
ノ
旅
人
ヲ
食
責

ニ
仕
ル
間
敷
キ
ト

一
札
ヲ
ナ
シ
、
連
判
ヲ

ワ

タ

カ

ン

ニ

ン

y
、

ン

ガ

タ

キ

シ
テ
渡
サ
パ
、
堪
忍
セ
ン
。
」
ト
ア
リ、

各
各
謹
ン
デ
難
レ
有
リ
仰
セ
ナ
リ
ト
テ
、

一
札
連
判
シ
テ
渡
シ
ケ
リ
。
其
ト
キ
彼

一

ウ

ケ

ト

モ

ン

ク

ワ

イ

ユ

札
ヲ
請
取
リ
門
外
へ
出
デ
玉
フ
ト
見
エ
テ
行
ク
エ
知
レ
ズ
、
皆
皆
不
思
議

一
一
思
ヒ
居
タ
ル
一
一
、
彼
亭
主
、
其
ノ
後
、
地
蔵
堂
エ

E
ク
チ

参
詣
シ
尊
像
ヲ
拝
ス
ル
ニ
、
彼
箆
屋
中
禅
僧
三
渡
シ
タ
ル

一
札
ヲ
左
ノ
御
手
ニ
ニ
ギ
リ、

御
口
ニ
素
麺
ツ
キ
テ
ア
リ
、
彼
ノ
者

サ
ウ
ガ
ン

ナ
E
ダ

テ

ン

カ
タ

ノ
双
眼
ヨ
リ
一
疾
ヲ
流
シ
、
我
等
ガ
悪
心
ヲ
転
ゼ
ン
為
メ
一
一
、
此
程
ノ
御
僧
ハ
此
ノ
地
蔵
尊
ナ
リ
ト
テ
、
人
人
ニ
語
リ
ケ
レ
パ
、

キ

セ

ン

ア

タ

ニ

近
国
ノ
近
所
ノ
貴
賎
男
女
結
縁
セ
ン
ト
テ
門
前
ニ
市
ヲ
ナ
ス
、
彼
ノ
亭
主
、
又
或
ル
山
へ
行
キ
ケ
ル
一
一
、
谷
ア
ハ
ヒ
ニ
素
麺
山

ツ

カ
サ

ソ

メ

ン

イ

ヨ

/

¥

カ

ン

ノ
如
ク
ニ
積
ミ
重
ネ
テ
ア
リ、

サ
テ
コ
ソ
地
蔵
ノ
マ
イ
リ
タ
ル
素
麺
ハ
是
レ
ナ
リ
ト
テ
、

弥
霊
験
ヲ
感
ジ
、
其
ヨ
リ
彼
ノ
火
口

ヲ
地
蔵
素
麺
谷
ト
云
ヒ
民
ル
ト
ナ
ン
。
日
記
市

ソ

コ
ト
ハ
ザ

世
間
ノ
諺
ニ
モ
、
能
ク
素
麺
ヲ
食
ス
ル
者
ア
レ
パ
、

ツ

ヒ
尽
ク
シ
、

禅
僧
ノ
云
、
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サ
レ
パ
、

h
J' 

「
禅
僧
ノ
素
麺
ヲ
食
ウ
ヤ
ウ
」

ナ
ト
云
ハ
、

ハ
ジ

此
霊
験
ヨ
リ
始
マ



ヲ
モ

レ
リ
。
按
ス
ル
ニ
、
夫
レ
地
蔵
尊
ハ
弥
々
殺
生
ヲ
誠
メ
玉
フ
事
此
ノ
利
生
ニ
ア
ラ
ハ
レ
リ
、
世
尊
モ
此
罪
重
キ
故
ニ
五
戒
ノ
第

オ

キ

ヨ

ク

シ

セ

ツ

シ

ユ

一
ニ
示
シ
置
玉
フ
ナ
レ
パ
、
人
人
ッ
、
シ
ム
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
ヤ
。
按
ス
ル
ニ
、
夫
レ
、
仏
菩
薩
ノ
利
益
ニ
ヲ
イ
テ
ハ
、
抑
止
摂
取

ノ
二
門
ア
リ、

地
蔵
菩
薩
殺
生
ヲ
誠
メ
玉
フ
コ
ト
ハ
、
抑
止
門
ナ
リ
。
若
シ
人
ア
ツ
テ
殺
生
ヲ
ナ
ス
ト
イ
へ
ト
モ
、
菩
薩
ニ
有

ク
ス

縁
ナ
レ
パ
、
助
ケ
玉
フ
コ
ヲ
摂
取
門
ト
云
フ
ナ
リ
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、

日
光
責
め
を
行
っ
た
の
は
、

日
光
の
門
前
町
の
旅
能
屋
で
あ
り
、
責
め
殺
さ
れ
た
者
は
そ
の
旅
龍
の
不
特
定
多

数
の
客
で
あ
る
。
素
麺
を
大
食
し
た
地
蔵
の
所
在
地
は
記
さ
な
い
が
、
「
彼
ノ
地
ニ
」
と
あ
る
の
で
日
光
の
門
前
町
で
あ
る
。
話
の

発
端
と
結
末
に
、
禅
僧
と
旅
龍
の
亭
主
が
一
札
を
取
り
交
し
あ
っ
て
い
る
趣
向
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
下
野
で
書
か
れ
た
素
麺

地
蔵
の
説
話
に
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
説
話
は
「
禅
僧
の
素
麺
食
う
よ
う
」
と
い
う
諺
の
由
来
語
と
な

っ
て
い
る
。

撰
者
必
夢
は
、
こ
の
話
を
「
古
師
ノ
伝
説
」
と
し
て
い
る
。「
延
命
地
蔵
薩
経
直
談
秒
」
の
中
で
は
、
鎌
倉
建
長
寺
の
地
蔵
(
十

一
巻
六
十
四
話
)
と
こ
の
日
光
の
地
蔵
説
話
の
二
話
が
「
古
師
ノ
伝
説
」
で
あ
る
。
「
伝
説
」
と
は
伝
聞
の
意
味
で
あ
り
、
二
話
と
も

関
東
の
説
話
で
あ
る
。
必
夢
は
越
前
に
生
ま
れ
、
京
都
と
江
戸
僧
上
寺
に
遊
学
し
た
[
叩
]
。
そ
の
い
ず
れ
か
の
地
で
、
日
光
の
説
話

を
伝
聞
し
た
の
だ
ろ
う
。
『
日
光
巡
拝
図
誌
』
巻
三
に
も
、
「
京
辺
に
住
人
、
か
の
日
光
あ
た
り
の
土
民
の
、
其
昔
に
は
、
人
に
倒
を

ふ
る
ま
ふ
と
て
、
ひ
た
責
め
に
強
い
る
と
言
物
語
を
聞
に
、
同
じ
か
る
べ
し
と
号
一
守
え
る
な
ど
、
皆
日
光
の
土
地
に
て
強
い
る
ご
と
く

の
み
思
へ
る
は
誤
り
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
日
光
を
遠
く
離
れ
た
京
都
で
は
、

日
光
の
町
方
で
も
日
光
責
め
が
行
わ
れ
て
い

た
と
す
る
風
聞
が
あ
り
、
世
間
話
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。

『延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
」
で
は
、
地
蔵
が
禅
僧
に
化
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
禅
僧
の
素
麺
食
う
よ
う
」
と
い
う
諺
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
諺
は
、
慶
安
三
年

(
一
六
五
O
)
刊

『か
た
こ
と
」
に
あ
り
、
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)
刊
の
俳
諾

『世
延
焼
草
』
曳
言

之
話
に
は
「
禅
僧
の
素
麺
」
と
あ
る
。『
か
た
こ
と
』

は
、
近
世
初
期
に
お
け
る
京
言
葉
の
記
録
で
あ
り
、
流
れ
る
よ
う
に
物
事
が

は
こ
ぶ
こ
と
の
比
聡
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。『
那
須
記
』
所
収
の
「
地
蔵
縁
記
」
に
あ
る
「
地
蔵
ノ
素
麺
」
と
問
機
の
意
味
で
あ



る
。
こ
れ
ら
の
前
後
関
係
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も
説
話
の
筋
立
て
に
し
た
が
っ
た
諺
と
な
っ
て
い
る
。

五

素
麺
地
蔵
説
話
の
成
立
と
伝
播

素
麺
地
蔵
の
説
話
は
、
日
光
責
め
の
儀
礼
に
も
と
づ
い
た
説
話
で
あ
る
。
日
光
責
め
に
お
い
て
実
際
に
素
麺
を
強
い
た
か
は
、
こ

の
説
話
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。
素
麺
を
食
べ
る
習
慣
が

一
般
化
し
た
近
世
初
期
に
、
大
蔵
虎
明
本
の
狂
言

「
日
光
山
」
に
一不

日
光
責
め
に
素
麺
を
結
び
つ
け
る
観
念
が
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
。

さ
れ
る
よ
う
に
、

一
方
、
そ
の
当
時
の
上
方
で
は
、
禅
僧
が
流
れ

る
よ
う
に
素
麺
を
食
べ
る
様
相
が
固
定
的
観
念
と
な
っ
て
、
「
禅
僧
の
素
麺
」
の
諺
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
狂
言
「
日
光
山
」
で
は
、

素
麺
を
強
い
る
日
光
責
め
が
行
わ
れ
、
旅
人
が
苦
し
ん
で
い
る
と
、
童
子
が
日
光
責
め
を
制
止
し
て
旅
人
は
救
わ
れ
る
。
こ
の
童
子

を
地
蔵
に
置
き
か
え
る
と
、
地
蔵
が
日
光
責
め
を
代
受
苦
し
、
地
蔵
信
者
の
頂
戴
人
を
救
済
す
る
と
い
う
趣
向
と
な
る
。
し
か
し
救

う
べ
き
頂
戴
人
は
死
ん
で
い
る
の
で
、
地
蔵
が
日
光
の
僧
に
勝
っ
て
こ
れ
を
戒
め
、
頂
蔵
人
の
意
趣
返
し
を
行
う
と
い
う
趣
向
と
し

た
の
が
、
氏
家
満
願
寺
の
「
地
蔵
縁
記
」
で
あ

っ
た
。
氏
家
の
素
麺
地
蔵
の
説
話
は
、
狂
言

「
日
光
山
」
を
基
調
に
し
た
地
蔵
霊
験

語
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

地
蔵
が
童
子
ま
た
は
青
年
僧
に
身
を
化
し
て
人
々
を
救
済
す
る
の
は
、
地
蔵
霊
験
語
に
著
し
い
類
型
で
あ
る
。
そ
の
僧
が
素
麺
を

食
べ
る
姿
は
、
諺
の
「
禅
僧
の
素
麺
」
を
「
地
蔵
の
素
麺
」
と
置
き
か
え
て
、

日
光
責
め
の
苦
し
み
と
は
逆
の
姿
と
し
て
、
流
れ
る

よ
う
に
す
る
す
る
食
べ
る
地
蔵
の
姿
と
見
た
て
た
。
素
麺
地
蔵
の
説
話
の
成
立
に
は
、
当
時
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
諺
の
影
響
も
は
た

ら
い
て
い
た
。

こ
う
し
て
日
光
責
め
の
由
来
を
語
る
説
話
と
し
て
素
麺
地
蔵
の
説
話
が
成
立
す
る
と
、
地
蔵
の
方
便
と
し
て
素
麺
を
投
げ
捨
て
た

と
い
う
説
話
の
趣
向
を
、
特
定
の
土
地
に
結
び
つ
け
た
在
地
伝
承
が
成
立
し
て
く
る
。
そ
れ
が
素
麺
谷
や
素
麺
滝
で
あ
る
。
『
日
光
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山
巡
拝
図
誌
」

や

『日
光
山
志
』
で
は
、

日
光
山
の
北
東
方
の
滝
尾
の
滝
の
近
辺
を
素
麺
谷
、
西
方
の
含
満
が
淵
の
南
を
素
麺
の
滝

と
し
て
い
る
。
滝
尾
の
滝
を
素
麺
の
滝
と
い
う
の
は
誤
り
だ
と
も
記
し
て
お
り
、
素
麺
地
蔵
の
説
話
が
、
滝
の
尾
別
所
で
実
際
に
行
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わ
れ
た
日
光
責
め
(
強
飯
)
の
由
来
語
と
し
て
、
滝
尾
で
語
ら
れ
、
そ
の
地
に
結
び
付
け
て
在
地
化
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

素
麺
滝
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
七
年
(
一
九
O
四
)
刊

『栃
木
通
鑑
』
[
日
に
、

O
素
麺
滝

向
河
原
よ
り
三
町
余
、
鳴
虫
山
の
北
辰
に
懸
れ
り
、
滝
の
高
さ
二
丈
、
数
級
に
分
れ
て
翻
流
せ
り
、
其
状
素
麺
を

懸
る
に
似
た
り
と
そ
、
足
を
湿
さ
す
し
て
爆
を
昇
降
す
る
こ
と
得
し
量
奇
な
ら
す
や

と
あ
る
よ
う
に
、
滝
の
姿
を
素
麺
に
見
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
同
様
に
、

日
光
以
外
の
地
に
素
麺
地
蔵
の
説
話
が
在
地
化
し
て
い
っ
た
。
出
羽
羽
黒
山
の
中
台
の
滝
に
も
素
麺
の
伝
承
が

あ
り
、
{
玉
、
氷
七
年

(
一
七
一

O
)
ご
ろ
成
立
の

『三
山
雅
集
』
巻
下

[ロ
]
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

中
台
ノ
滝

破
尺
道
の
下
の
澗
流
な
り
。
峯
入
修
業
の
拝
所
な
り
。
帰
伏
信
厚
の
者
、
明
王
の
来
現
を
拝
す
る
こ
と
時
々
な
り
。
こ
の
所
領

主
よ
り
除
地
の
渓
中
な
り
。
い
に
し
へ
堂
守
あ
り
て
、
本
尊
御
長
一
尺
余
の
鉄
仏
の
尊
像
、
慈
覚
大
師
の
御
作
霊
験
あ
ら
た
に

ま
し
ま
し
て
、
こ
の
堂
の
前
を
馬
上
に
て
往
来
す
る
事
あ
た
は
ず
。
そ
の
か
み
こ
の
住
持
他
所
の
お
り
か
ら
、
遠
来
の
壇
越
来

る
。
既
に
帰
ら
ん
と
せ
し
時
、
小
僧
一
人
出
合
ひ
、
こ
れ
こ
れ
と
物
し
て
素
麺
を
饗
応
す
。
日
一
那
か
さ
ね
て
住
持
に
出
逢
ふ
て
、

右
の
あ
ら
ま
し
を
謝
礼
す
。
住
持
あ
や
し
く
思
ひ
、
院
内
隣
屋
を
間
へ
ど
も
誰
も
知
ら
ず
。
た
だ
不
動
尊
の
御
手
に
索
麺
の
摺

付
き
た
る
を
見
る
。
さ
て
は
明
王
、
小
僧
に
変
じ
て
か
く
物
し
給
ふ
よ
と
顕
は
れ
、
世
に
索
麺
不
動
と
唱
ふ
。
今
南
谷
修
行
寺

の
本
尊
と
な
り
給
ふ
。
か
か
る
奇
特
も
有
り
け
る
事
、
氏
家
の
索
麺
地
蔵
な
ど
云
へ
る
に
お
な
じ
き
霊
験
に
こ
そ
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
素
麺
は
遠
来
の
檀
越
を
も
て
な
す
饗
応
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
羽
黒
山
で
は
、
素
麺
不
動
の
饗
応
利

益
の
説
話
と
な
っ
て
い
る
。
寺
社
で
の
饗
応
に
素
麺
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
た
説
話
で
あ
る
。
ま
た
氏
家
の
素
麺
地
蔵
に



つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
奥
州
街
道
の
要
地
で
あ
る
氏
家
宿
か
ら
、
説
話
の
要
素
が
伝
来
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
東
海
道
の
難
所
で
あ
っ
た
駿
河
国
宇
津
ノ
谷
峠
に
も
素
麺
地
蔵
が
あ
り
、
現
在
で
は
字
津
ノ
谷
峠
の
東
側
の
字
津
山
慶
竜

寺
(
静
岡
市
字
津
ノ
谷
、
曹
洞
宗
)
に
把
ら
れ
て
い
る
。
木
村
文
輝
氏
は
こ
れ
を
詳
細
に
報
告
し
て
お
り
、
「
東
海
道
宇
津
之
谷
峠
地

蔵
大
菩
薩
略
縁
起
」
(
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
、
近
世
版
本
)
の
冒
頭
[
日
]
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

抑
東
海
道
宇
津
之
火
口
峠
地
蔵
尊
ハ
、
人
皇
五
十
二
代

嵯
峨
天
皇
の
御
字
、
弘
仁
三
年
、
弘
法
大
師
東
遊
の
節
、
衆
生
教
化
の

み
づ
か
ら
地
蔵
の
尊
像
を
き
ざ
み
、
野
州
宇
津
の
宮
の
山
奥
に
安
置
せ
ら
る
。
此
処
の
人
、
欲
心
深
く
し
て
、
人
の

あ
た
ひ

難
儀
を
よ
ろ
こ
び
、
旅
人
の
も
て
な
し
に
、
家
々
皆
、
素
麺
を
う
り
、
多
く
椀
数
を
な
ら
ベ
、
理
不
仁
に
債
を
と
る
。
其
仕
業
、

た
め
、

実
に
人
を
お
ひ
お
と
す
に
ひ
と
し
。
時
に
、
大
師
御
作
の
地
蔵
尊
は
遊
歴
の
僧
と
現
し
、
垂
跡
愛
宕
権
現
ハ
白
髪
の
老
人
と
あ

ら
わ
れ
、
同
し
く
其
処
に
ゆ
ひ
て
、
素
麺
を
食
す
。
出
す
に
随
て
、
両
人
足
を
喰
ふ
。
い
か
ほ
ど
出
し
て
も
飽
た
る
休
な
く
、

猶
し
き
り
に
こ
れ
を
喰
ふ
。
其
家
麺
っ
き
て
、
隣
家
に
も
ら
ふ
。
隣
家
も
ま
た
尽
く
。
近
所
を
あ
つ
む
。
其
辺
、
貯
も
皆
つ
き

あ
や
ま
ち

た
り
。
人
々
あ
き
れ
て
過
を
謝
し
、
其
故
を
問
へ
ば
、
只
後
の
谷
を
ゆ
び
ざ
す
。
是
を
見
れ
ば
、
素
麺
流
れ
て
た
き
の
ご
と
し
。

な
を
い
ま
し
め
て
い
わ
く
、
「
汝
等
、
人
の
難
儀
を
悦
ぶ
事
な
か
れ
。
欲
心
を
遅
し
う
す
る
事
な
か
れ
。
只
、
慈
悲
を
専
ら
に

し
て
善
に
は
し
た
が
ふ
べ
し
。
悪
に
は
そ
む
く
べ
し
。
善
悪
と
も
に
汝
よ
り
出
る
も
の
ハ
、
汝
に
か
へ
る
。
今
、
我
等
に
あ
た

へ
し
素
麺
も
、
悉
く
汝
に
か
へ
す
」
と
い
っ
て
、
本
体
を
現
じ
、
け
す
が
如
く
に
さ
り
玉
ふ
。
今
、
其
処
を
名
づ
け
て
素
麺
谷

と
い
ふ
。

縁起と儀礼

こ
の
後
に
、
野
川
宇
津
の
宮
の
素
麺
地
蔵
が
駿
州
字
津
ノ
谷
に
出
現
し
て
、
宇
津
ノ
谷
峠
の
食
人
鬼
を
退
治
し
、
宇
津
ノ
谷
峠
に

把
ら
れ
た
話
が
続
く
。
宇
宙
淳
ノ
谷
峠
の
素
麺
地
蔵
の
話
は
、
旅
人
を
も
て
な
す
素
麺
を
茶
屋
が
押
し
売
り
し
て
責
め
る
と
い
う
趣
向

で
あ
り
、
『
那
須
記
』
『
下
野
風
土
記
』
『
氏
家
記
録
伝
』
よ
り
も
、
『
延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
』

の
素
麺
地
蔵
の
話
に
近
く
、
素
麺
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が
な
く
な
っ
て
近
所
の
助
力
を
頼
む
点
で
も
近
似
し
て
い
る
。
宇
津
ノ
谷
峠
の
地
蔵
は
野
州
素
麺
谷
か
ら
移
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、



宇
津
ノ
谷
峠
の
西
側
に
あ
る
坂
下
地
蔵
の
由
来
と
し
て
、
宝
永
二
年
(
一
七
O
五
)
に
著
さ
れ
た
『
駿
府
巡
検
記
』
に
、
こ
の
地
蔵

が
日
光
へ
赴
い
て
素
麺
を
大
食
し
た
と
い
う
説
話
が
記
さ
れ
て
い
る
[
目
。
元
禄
期
の
談
義
本
に
記
さ
れ
た
素
麺
地
蔵
の
説
話
が
改
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変
さ
れ
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
素
麺
地
蔵
と
称
す
る
地
蔵
が
杷
ら
れ
、
素
麺
の
儀
礼
と
伝
説
を
と
も
な

っ
た
も
の
が
あ
る
日
]
。

[
1
]
尾
島
利
雄

『
栃
木
県
民
俗
芸
能
誌
』
(
錦
正
社
、
一
九
七
三
年
)
。
中
川
光
慈
「
日
光
山
の
延
年
舞
と
強
飯
式
」

(
『
修
験
道
の
美
術

・
芸

能

文

学
(
こ
」
名
著
出
版
、
一
九
八

O
年
)
。
内
藤
正
敏
「
強
飯
式
に
見
る
日
光
修
験
の
生
命
観
」
(
『
日
本
「
異
界
」
発
見
」

(J
T
B
、

一
九
九

八
年
)
。

[
2
]
福
原
敏
男
『
神
仏
の
表
象
と
儀
礼
オ
ハ
ケ
と
強
飯
式
』
(
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
振
興
会
、
二

O
O
三
年
)
。

[
3
]
『日
本
名
所
風
俗
図
会
』
2

(
角
川
書
庖
、
一
九
八
O
年
)
。

[
4
]
池
田
広
司
・
北
原
保
雄

『大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
本
文
篤
』
下
(
表
現
社
、
一
九
八
三
年
)
。

[
う
]
高
崎
寿
校
-
訂
『
日
光
巡
拝
図
誌
|
江
戸
庶
民
の
旅
日
記
|
」
(
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
八
八
年
)
。

[6]
『栃
木
県
史
』
史
判
編
、
中
世
五
ご
九
七
六
年
)
。

[
7
]
久
野
俊
彦
「
『
下
野
風
土
記
」
校
本
(
上
)
|
近
世
前
期
下
野
の
地
誌
・
民
間
説
話
集
|
」
(
「国
語
教
育
と
研
究

』
四
六
、
二

O
O
七
年
)
。

[
8
]
『
氏
家
記
録
伝
」
宝
暦
五
年
荒
板
三
郎
右
衛
門
藤
原
信
瑞
の
写
本
。
翻
刻
は
西
導
寺
荒
川
祐
海
お
よ
び
中
津
原
直
一
が
昭
和
二
十
八
年
に
写
し

た
栃
木
県
立
図
書
館
蔵
複
写
本
に
よ
っ
た
。
こ
の
写
本
に
は
句
読
点
・
訓
点
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
省
略
し
、
新
た
に
読
点
を
付
し

た
。

[9]
渡
浩
一
一
編

『延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
』
(
勉
誠
社
、
一
九
八
五
年
)
の
影
印
か
ら
翻
刻
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
次
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

①
漢
字
は
通
行
の
新
字
体
と
す
る
。
②
漢
字
に
付
し
て
あ
る
振
り
仮
名
は
も
と
の
ま
ま
と
す
る
が
、
送
り
仮
名
と
し
て
利
用
で
き
る
も
の
は
漢

字
の
下
に
移
し
て
送
り
仮
名
と
す
る
。
③
読
解
の
使
の
た
め
に
句
読
点
と
会
話
の
「
」
を
付
し
た
。

[叩
]
久
野
俊
彦
「
撰
者
必
夢
の
事
蹟
」
(
渡
浩
一
一
編

『延
命
地
蔵
菩
薩
経
直
談
紗
』
注

[9]
白書)
。



[日
]
舟
橋
一
也

『一
向
毛
文
庫
前
編
栃
木
通
鑑
」
(
阿
毛
文
庫
本
部
、

[ロ
]
『日
本
名
所
風
俗
図
会
』

1

(角
川
書
庖
、
一
九
七
八
年
)
。

[
日
]
木
村
文
輝
「
駿
河
国
宇
津
ノ
谷
峠
の
地
蔵
伝
説
「
素
麺
地
蔵
」
の
食
人
鬼
退
治
を
中
心
と
し
て
|
」
(
『愛
知
学
院
大
学
禅
学
研
究
所
紀
要
』

三
二
、
二

O
O
四
年
)
。

[
凶
]
木
村
文
相
叫

『宇
津
ノ
谷
峠
の
地
蔵
伝
説
|
日
光
か
ら
来
た
素
麺
地
蔵
|」
(
静
岡
新
聞
社
、
二

O
O
七
年
)
。

[口
]
栃
木
県
日
光
市
清
流
の
天
台
宗
清
滝
寺
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
吉
井
の
浄
土
宗
其
福
寺
、
石
川
県
金
沢
市
野
町
の
真
言
宗
千
手
院
に
素
麺
地
蔵

が
杷
ら
れ
て
い
る
。
千
手
院
の
素
麺
地
蔵
に
は
素
麺
を
大
食
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
真
福
寺
の
素
麺
地
蔵
に
は
、
願
が
叶
っ
た
ら
素
麺
を

供
え
る
慣
習
が
あ
る
(
注

[
M
]
書)。

一
九
O
一二年)。
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縁

起

と

民

間

信

仰

|

|

「庚
申
縁
起
』
と
庚
申
信
仰
の
変
容

『庚
申
縁
起
』

の
三
類
型

庚
申
の
日
に
は
徹
夜
し
て
眠
ら
ず
、
身
を
慎
め
ば
長
生
き
で
き
る
と
い
う
信
仰
が
庚
申
信
仰
で
あ
る
。
庚
申
の
信
仰
は
、
東
晋
の

か
っ
こ
う

さ
ん
し

葛
洪
の
『
抱
朴
子
』
(
一
三
七
年
ご
ろ
成
立
)
に
、
人
間
の
体
内
に
は
三
戸
が
お
り
、
庚
申
の
日
に
天
に
昇
っ
て
、
寿
命
を
つ
か
さ
ど

る
神
に
人
間
の
過
失
を
報
告
し
、
早
死
に
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
記
す
こ
と
に
由
来
す
る
。
日
本
に
庚
申
信
仰
が
伝
わ
っ
た
の
は
八
世

紀
の
後
半
で
、
円
仁
の
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
」
承
和
五
年
(
八
三
人
)
十
一
月
二
十
六
日
の
条
に
、
そ
の
晩
に
中
国
の
人
は
み
な

寝
な
か
っ
た
の
は
、

日
本
の
正
月
庚
申
の
夜
と
同
じ
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
[
l
]
。
十
世
紀
に
な
る
と
、
天
皇
を
中
心
と
す
る
庚
申
の

行
事
が
、
宮
中
で
恒
例
と
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
中
国
の
仏
教
で
行
っ
た
守
庚
申
会
と
同
様
に
、
酒
食
を
し
て
詩
歌
管
絃
な
ど
の

遊
び
を
し
な
が
ら
徹
夜
し
た
。
こ
れ
を
「
庚
申
{
寸
り
」
と
い
い
、
十
五
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
は
庚
申
の
晩
に
徹
夜
を
し
て
い
た
。

十
五
世
紀
末
に
は
、
『
老
子
守
庚
申
求
長
生
経
』
に
基
づ
い
て
、
僧
侶
に
よ
っ
て
『
庚
申
縁
起
』
が
つ
く
ら
れ
、
こ
れ
が
庚
申
信

仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
由
来
物
語
と
作
法
の
書
と
さ
れ
た
。
大
分
県
宇
佐
八
幡
宮
蔵
『
庚
申
因
縁
記
』
に
は
、
「
明
応
五
年
(
一

四
九
六
)
丙
辛
丁
迄
」
と
あ
り
、
ウ
一
=口
経
卿
記
』
天
正
十

一
年

(
一
五
八
三
)
九
月
二
日
条
に
「
庚
申
草
子
」
と
見
え
る
。『
庚
申
縁



起
」
は
十
五
世
紀
中
に
は
成
立
し
、
流
布
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
庚
申
縁
起
」
は
各
地
か
ら
江
戸
時
代
の
写
本
が
多
数
発
見

さ
れ
て
お
り
、
か
な
り
多
く
書
写
さ
れ
て
流
布
し
て
い
た
。

は
、
三
類
型
に
大
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
A

『庚
申
の
本
地
』
と
称
さ
れ
る

一
群
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た

『庚
申
縁
起
」

御
伽
草
子
の
本
地
物
に
属
す
る
文
芸
で
も
あ
る
。
そ
の
梗
概
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
宝
元
年

(七
O
こ

正
月
七
日
の
庚

八
歳
の
童
子
が
現
れ
た
。
童
子
は
、
帝
釈
天
の
使
い
で
、
庚
申
の

夜
は
徹
宵
し
て
庚
申
の
儀
礼
を
守
り
、
年
六
度
の
庚
申
の
日
の
夜
は
、
深
更
の
時
刻
に
し
た
が

っ
て
、
五
穀
・
丸
物
・
赤
飯
を
順
次

に
供
え
、
文
殊
・
薬
師
・
青
面
金
剛
・
観
音

・
阿
弥
陀
を
順
次
に
念
仏
し
、
悪
念
な
く
男
女
通
ぜ
ず
待
て
ば
六
地
獄
や
三
病
[2
]

か
ら
逃
れ
、
三
世
に
わ
た
る
功
徳
を
得
る
と
告
げ
て
去
っ
た
。
こ
れ
以
後
は
、
日
本
に
庚
申
待
ち
が
広
ま
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う

の
作
法
が
説
か
れ
て
い
る
。

申
の
日
の
申
の
時
に
、
天
王
寺
の
民
部
憎
都
の
も
と
へ
、

十
七、

に、

『庚
申
の
本
地
』
に
は
、
庚
申
の
由
来
と
庚
申
待
ち

(
庚
申
講
)

窪
徳
忠
氏
は
「
庚
申
縁
起
集
」

[
3
]

と
し
て
三
十
三
種
の

『庚
申
縁
起
』
を
翻
刻
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

B
「青
面
金
剛
王

垂
化
記
』
と
称
す
る
も
の
が
あ
り
、

A

『庚
申
の
本
地
』
と
は
異
な

っ
た
説
話
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
梗
概
を
示
す
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
天
竺
摩
罰
珠
謝
国
の
大
王
に
子
が
な
い
た
め
、
諸
天
に
祈
る
と
、
星
が
后
の
腹
中
に
入
り
、
懐
胎
し
て
青
光
太
子
が
生
ま
れ

た
。
と
こ
ろ
が
太
子
は
、

三
歳
に
な
っ

て
も
耳
を
ふ
さ
ぎ
、
眼
と
口
を
閉
じ
、
不
動
不
言
で
あ
っ
た
。
太
子
は
三
界
を
守
護
す
る
青

面
金
剛
の
化
身
で
あ
っ
た
。
後
に
仙
人
か
ら
悪
魔
降
伏
の
利
剣
を
授
か
り
、
遍
歴
し
て
諸
魔
と
戦
い
、
不
眠
の
調
経
に
よ
り
悪
魔
を

死
な
せ
た
。
太
子
が
岩
屋
に
龍
っ
た
時
、
七
人
の
臣
下
が
庚
申
の
日
の
祈
轄
に
よ
っ
て
太
子
の
出
現
を
待
つ
と
、
太
子
は
三
頭
六
管

の
青
面
金
剛
と
し
て
現
れ
、
日
本
の
天
王
寺
南
大
門
外
の
僧
忠
賢
の
も
と
に
垂
遮
し
た
と
い
う
。
こ
の
他
に
山
崎
閤
斎
に
よ
る
垂
加

神
道
か
ら
は
、
神
道
説
に
よ
っ
て
猿
田
彦
命
が
登
場
す
る
C

「神
道
庚
申
記
」
が
著
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、

『庚
申
縁
起
』
に
は
A

『庚
申
の
本
地
』
、
B
『青
面
金
剛
王
垂
化
記
』
、
C

『神
道
庚
申
記
』
の
三
類
型
が
存

在
す
る
。
『
庚
申
の
本
地
』
は
和
文
で
あ
り
、
こ
れ
を
庚
申
講
に
お
い
て
読
諦
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
(
[
表
⑤
]
⑬
の
②
の
事
例
)
、

縁起と民間信仰229 



広
く
流
布
し
た
。

一
方
の
『
青
面
金
剛
王
垂
化
記
』
『
神
道
庚
申
記
」
は
漢
文
で
あ
り
、
前
者
に
比
較
し
て
読
諦
し
に
く
く
、
あ
ま

り
流
布
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
述
べ
る

「庚
申
縁
起
』
と
は
、

A 

「庚
申
の
本
地
』
を
指
す
こ
と
に
し
て
、
検
討
し
て
ゆ

230 

き
た
い
。

四
天
王
寺
と
青
面
金
剛

「
庚
申
'
縁
起
」
が
成
立
し
た
十
五
世
紀
か
ら
、
そ
れ
が
流
布
し
た
十
九
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
内
容
に
は
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
窪
氏
の
資
料
に
も
と
、
つ
い
て
作
成
し
た
対
照
表
に
よ
っ
て
そ
れ
を
検
討
し
て
ゆ
く
[
表
⑤]。

番
号
は
窪
氏
が
年
代
順
に
配
列

し
て
付
し
た
も
の
で
あ
る
(
以
下
番
号
は
表
の
資
料
番
号
)。

『庚
申
縁
起
』
の
語
り
始
め
は
、

四
天
王
寺
の
僧
の
も
と
に
童
子
が
来
臨
す
る
場
面
で
あ
る
。
四
天
王
寺
の
僧
は
、

い
ず
れ
の
諸

本
も
「
民
部
僧
都
」
を
称
す
る
が
、
僧
名
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
「
重
善
」

(
①
)
、
「
し
ゃ
う
せ
ん
」

(
②
)
、「
乗
泉
」
(
③
E
)、
「
忠
賢
」

(③
I
⑫
⑮
)
、
「
基
範
」

(
⑤
⑮
⑬
@
@
@
)
、
「
尊
記
」
(
⑨
)
、
「
智
衆
」

(
@
)
を
あ
げ
て
い
る
。
四
天
王
寺
で
は
、
延
宝
八
年

(
一
六

の
四
天
王
寺
庚
申
堂
蔵
の
略
縁
起

(
⑨
)
に
、
「
行
法
尊
記
上
人
」
と
あ
る
が
、
寛
政
八
年

(一

七
九
六
)
刊

『摂
津
名
所
図

会
」
四
天
王
寺
庚
申
堂
の
条
に
は
、
「
文
武
帝
御
宇
大
宝
元
年
正
月
七
日
庚
申
の
日
、
当
寺
住
侶
正
善
院
民
部
僧
都
章
範
感
得
あ
り

し
霊
場
な
り
。
き
れ
ば
本
朝
最
初
の
庚
申
と
す
」
と
あ
る
。
大
和
国
小
泉
金
輪
院
の
『
庚
申
縁
起
』
(
@
)
で
も
、
「
四
天
王
寺
ノ
塔

頭
正
善
院
ニ
ア
マ
降
テ
」
と
あ
る
。
牽
範
と
い
う
僧
の
実
在
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
四
天
王
寺
の
塔
頭
の
正
善
院
の
伝
承
と
し
て

八

O
)

『庚
申
縁
起
』
が
成
立
し
、
「
正
善
」
と
い
う
僧
名
が
付
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
年
代
を
下
る
に
し
た
が

っ
て
正
善
院
の

名
は
失
わ
れ
、
民
部
僧
都
と
だ
け
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
童
子
の
姿
は
、

①
②
③
I
④
で
は
「
十
七
、
人
ば
か
り
の
童
子
」
と
あ
る
が
、

⑤
⑨
⑬
⑫
@
で
は
「
青
衣
総
角
の
童
子
」
と
さ
れ
、
さ
ら
に
③
E
⑩
⑬
で
は
「
青
面
金
剛
童
子
」
と
な

っ
て
い
る
。
十
六
世
紀
末
か



表
⑤ 

『庚
申
縁
起
』
対
照
表
(
「
類
型
」
項
目
は

A
e
『庚
申
の
本
地
』
、
B
e
『青
面
金
剛
王
垂
化
記
」
、
C

『神
道
庚
申
記
』

⑮ ⑬ ⑬ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ③ ③ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ E ③ ② ① 警

庚届縁起
縁H起lp E 
庚縁待起申
庚縁起申
庚之申

庚待之縁起申 超克守炭縫E担
庚縁起申
H雑E E待申fi 起H待申E 庚記申

庚縁之起申
庚待申 化記育間金 庚之申 庚因申 書

御本地
々 縁起

縁祭杷
縁起 主垂剛 本地 縁記 名
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ら
は
、
童
子
は
青
面
金
剛
と
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
庚
申
待
ち
に
お
け
る
礼
拝
対
象
の
主
尊
を
青
面
金
剛
と
説
い

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
末
の
庚
申
講
で
は
「
南
無
青
面
金
剛
」
と
唱
え
、
青
面
金
剛
一
尊
を
刻
む
石
造
物
が
、
天

庚
申
信
仰
の
主
尊
が
青
面
金
剛
と
説
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

B 

「青
面
金
剛
王
垂
化
記
』

正
十
九
年
(
一
五
九
一
、
宮
崎
県
高
原
町
)
と
文
禄
五
年
(
一
五
九
六
、
大
阪
府
熊
野
町
)
に
造
立
さ
れ
て
い
る

[
4
]
。
こ
の
時
期
に
は

の
類
型

(③
I
⑮
)
は、

し
た
が
っ
て
、

十
六
世
紀
以
降
の
作
成
と
考
え
ら
れ
る
。

4義~jJj 

青面金剛{象(大阪市四天王寺庚申堂版)
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結
衆
に
よ
る
庚
申
待
ち

234 

さ

ん

し

で
は
、
童
子
は
、
庚
申
を
守
っ
て
徹
宵
の
勤
行
を
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
守
庚
申
と
は
、
道
教
で
説
く
三
戸
説
に

も
と
e

つ
い

て
、
庚
申
の
日
に
徹
夜
を
し
て
三
戸
の
虫
が
昇
天
し
て
人
の
罪
過
を
告
げ
る
の
を
抑
え
止
め
る
こ
と
で
あ
る
。『
庚
申
縁

起
』
で
は
、
十
七
世
紀
以
前
の
①
j
⑦
に
「
庚
申
を
守
る
」
と
あ
り
、
そ
の
作
法
と
し
て
、
「
心
ヲ
シ
ツ
メ
テ
、
申
ノ
時
南
ニ
向
テ

『庚
申
縁
起
』

水
ヲ
ア
ピ
、
浄
衣
ヲ
着
テ
南
ニ
棚
ヲ
構
テ
、
申
ノ
刻
ヨ
リ
守
ヘ
シ
」
(
①
)
と
あ
る
。
こ
の
作
法
は
藤
原
頼
長
が
天
養
二
年
(
一

四

五
)

一
月
十
四
日
庚
申
に
、
友
人
と
守
三
戸
を
行
な
い
、
老
子
の
図
を
掛
け
て
老
子
経
を
講
じ
、
「
庚
申
経
に
拠
り
、
夜
半
己
後
、

は
-
ヲ
こ
う
し
く
わ
う
て
い
し
は
う
じ
ゃ
う
し
め
い
じ
し
し
つ
に
ふ
え
フ
め
い
し
ち
う
ニ
り
が

『彰
侯
子
・
黄
帝
子
(
彰
常
子
カ
)
・
命
児
子
、
悉
入
窃
冥
之
中
、
去
離
我

余
及
び
客
、
皆
正
南
に
向
か
ひ
再
拝
す
。
呪
に
日
は
く
、

民
』
〈
一
二
戸
、
悉
く
館
か
な
冥
の
中
ニ
入
り
我
が
身
を
去
り
離
れ
よ
〉
一
仁
慨
は
o

鶏
鳴
の
後
に
就
寝
す
。」
(
『台
記
』

て
い
る
。
こ
れ
は
南
面
し
て
呪
言
を
唱
え
て
庚
申
を
守
る
作
法
で
あ
り
、

原
漢
文
)
と
記
し

『老
子
守
庚
申
求
長
生
経
』
に
依
拠
し
た
勤
行
で
あ
っ
た
。

同
様
の
守
庚
申
の
作
法
は
、
正
和
二
年
(
一
一
三

一一一)
十
月
三
日
庚
申
の

『花
園
天
皇
震
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀
以
降
の

『庚
申
縁
起
』
で
は
、
同
様
の
勤
行
作
法
を
説
き
な
が
ら
、
こ
れ
を
「
庚
申
を
待
つ
」
と
記
し

文
献
で
は
、
天
文
八
年

(
一
五
三
九
)

て
い
る
。
庚
申
待
ち
の
古
例
で
は
、
埼
玉
県
川
口
市
実
相
寺
付
近
に
文
明
三
年
(
一
四
七
二
「
申
待
供
養
」
の
庚
申
板
碑
が
あ
り
、

の

『賂
川
親
俊
日
記
』
に
「
申
待
」
と
あ
る
の
が
初
見
で
あ
る

[う
]。

十
五
世
紀
中
か
ら
、

関
東
で
は
結
衆
に
よ
っ
て
庚
申
板
碑
が
造
立
さ
れ
て
お
り
、
結
衆
と
い
う
共
同
祈
願
に
お
い
て
、
神
仏
の
来
臨
を
迎
え
る
の
が
「
待

つ
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
宮
中
女
官
の
日
記
で
あ
る

『御
湯
殿
の
上
の
日
記
」
(
文
明
九
年

〔
一
四
七
七
〕

1
文
政
九
年
〔

一
八

二
六
〕
)
に
よ
れ
ば
、
十
六
世
紀
に
は
、
「
申
待
」
と
「
庚
申
ま
ほ
り
」
の
表
現
が
共
存
し
て
い
る
が
、
十
七
世
紀
に
は
「
庚
申
ま
ほ

り
」
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、
「
庚
申
待
」
と
な
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
よ
う
な
庚
申
守
り
か
ら
庚
申
待
ち
へ
の
変
化
は
、

十
干



十
二
支
の
一
つ
で
あ
る
庚
申
を
神
格
化
し
て
「
庚
申
さ
ま
」
と
い
う
札
持
対
象
を
想
定
し
て
共
同
礼
拝
す
る
結
衆
の

一
結

(結
成
)

を
基
盤
に
し
て
い
た
。
こ
の
集
団
が
村
落
で
恒
常
化
す
る
と
、
庚
申
講
と
称
さ
れ
て
い

っ
た
。
十
五
世
紀
の

『庚
申
縁
起
』
に
は
、

冒
頭
に
平
安
時
代
以
来
の
守
庚
申
の
勤
行
作
法
が
説
か
れ
て
お
り
、
{
寸
庚
申
の
勤
行
を
集
団
化
さ
せ
、
結
衆
に
よ
る
庚
申
待
ち
を
成

立
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
。

四

庚
申
待
ち
の
座
敷
と
礼
拝
対
象

庚
申
を
祭
記
す
る
場
に
つ
い
て
は
、
「
庚
申
ノ
座
敷
ニ
ハ
、
南
方
ニ
向
テ
香
ヲ
焼
キ
、
赤
色
ノ
花
ヲ
立
テ
、
燈
明
又
飯
ヲ
備
ヘ
、

夜
半
ニ
ハ
丸
キ
菓
子
ヲ
備
へ

、
暁
ニ

ハ
飯
ヲ
備
、
諸
ノ
供
物
ヲ
奉
備
ヘ
シ
」
(
①
)
と
あ
る
。
「
座
敷
」
と
は
、
「
人
々
が
坐
り
、
ま

た
は
集
合
す
る
部
屋
や
広
間
」

(『
日
葡
辞
書』

一六
O
三
年
)

で
あ
り
、
結
衆
に
よ
る
庚
申
待
ち
の
荘
厳
と
し
て
、

仏
前
に
供
え
る

三
具
足

(花
瓶
燭
台
・
香
炉
)
を
供
え
て
仏
教
的
に
様
式
化
し
て
い
る
。
『
庚
申
縁
起
』
①
に
は
礼
拝
本
尊
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

成
亥
・
子
丑

・
寅
卯
の
三
時
刻
に
、
そ
れ
ぞ
れ
文
殊
と
薬
師
、
青
面
金
剛
と
釈
迦
、
六
観
音
と
阿
弥
陀
を
念
じ
、
過
去

・
現
在
・
未

来
の
三
世
の
功
徳
を
受
け
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
不
動
・

摩
利
支
天
を
加
え
る
も
の
も
あ
る
。

す
る
の
で
は
な
く
、

つ
ま
り
、
特
定
の
一
尊
を
礼
拝

一
夜
の
三
時
刻
に
そ
れ
ぞ
れ
諸
仏
が
来
臨
す
る
の
を
待
ち
迎
え
て
念
仏
す
る
の
が
庚
申
待
ち
で
あ
っ
た
。

文
禄
四
年

(
一
五
九
五
)
二
月
十
七
日
庚
申
の

『御
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は
、
「
か
う
し
ん
の
ほ
そ
ん
、
き
り
か
く
し
の
ま
へ

に
か
け
ら
る
へ
色
々
の
物
と
も
ま
い
る
」
と
あ
り
、
庚
申
の
本
尊
と
な
る
軸
が
掛
け
ら
れ
た
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
神
仏
で
あ
っ
た

か
は
不
明
だ
が
、
『
庚
申
縁
起
』
に
記
さ
れ
た
念
仏
対
象
の
諸
尊
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
十
五
世
紀
に
造
立
さ
れ
た
庚
申

待
ち
の
板
碑
で
は
、
釈
迦
・
薬
師
・
阿
弥
陀
・
文
殊

・
観
音
・
勢
至

・
不
動
・
摩
利
支
天
・
青
面
金
剛
が
主
尊
と
し
て
刻
ま
れ
て
い

る
。
『
庚
申
縁
起
」

で
は
、
庚
申
待
ち
の
勤
行
と
し
て
、
諸
仏
の
念
仏
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
主
尊
を
特
定
し
て
念
仏
す
る
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の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
具
足
の
荘
厳
を
求
め
て
仏
教
的
な
祭
杷
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
庚
申
待
ち
で
は
そ
の
主
尊
が
求

め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
諸
仏
の
う
ち
の
複
数
尊
ま
た
は

一
尊
が
礼
拝
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

236 

十
六
世
紀
末
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
礼
拝
対
象
の
諸
仏
の
一
つ
に
す
ぎ
・
な
か
っ
た
青
面
金
剛
を
主
尊
と
す
る
石
造
物
が
現
れ
、
十

七
世
紀
後
半
か
ら
は
青
面
金
剛
の
一
尊
が
庚
申
さ
ま
と
し
て
全
国
的
に
普
及
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
『
庚
申
縁
起
」
に
も

現
れ
て
お
り
、

⑤
の
天
正
九
年
(
一
五
八
二
以
降
の

『庚
申
縁
起
』
に
は
、
子
丑
の
刻
の
念
仏
対
象
か
ら
釈
迦
が
除
か
れ
、
青
面

金
剛
の
み
と
な
る
も
の
が
あ
り

(
⑤
⑨
⑫
@
@
@
)
、
青
面
金
剛
の
像
容
の
記
述
が
詳
し
く
記
さ
れ
る
も
の
も
現
れ
る

(①
I
⑦
⑨
⑬

ぬ
盛

昭
命
)
@
)。

五

庚
申
の
呪
言
と
呪
歌

四
世
紀
初
頭
の

『抱
朴
子
』
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

三
世
紀
に
は
中
国
で
成
立
し
、
道
教
に
よ

っ
て
広
ま
り
守
庚

申
が
行
な
わ
れ
た
。
日
本
に
は
、
平
安
時
代
の
八
世
紀
の
後
半
ご
ろ
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

三
戸
説
が
庚
申
守
り
を
行
う
主
た
る

三
戸
説
は
、

理
由
と
な
っ
て
い
た

7
1
『庚
申
縁
起
」

で
は
、
庚
申
を
守
る
根
拠
と
し
て
三
戸
昇
天
説
を
説
く
が
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
諸
本

に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
三
戸
昇
天
説
は
守
庚
申
の
根
拠
で
あ
っ
て
も
、
庚
申
待
ち
の
諸
仏
の
来
臨
に
は
直
接
は
関
わ

ら
・
な
か
っ
た
。
特
に
、
青
面
金
剛
が
三
戸
を
焚
滅
駆
除
し
て
伝
戸
病

(肺
結
核
)
を
治
病
す
る
と
い
う

『陀
羅
尼
集
経
』
の
講
説
は
、

三
戸
昇
天
説
を
凌
駕
し
て
三
病
除
け
の
功
徳
を
説
く
よ
う
に
な
る
。

そ
の
一
方
で
、

「老
子
守
庚
申
求
長
生
経
」
に
あ
る
三
戸
の
呪
言
は
、

三
戸
説
を
述
べ
な
い

「
庚
申
縁
起
』
に
も
記
さ
れ
、
他
の

呪
歌

・
呪
文
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
(
②)。

庚
申
経
の
文
に
日
く



ほ
、
つ
ど
、
つ
じ

命
に
し

ょ
う
し
ゃ
し

里
か
し
。

ほ
う
し
ゃ
う
じ

あ
か
つ
き
の
歌
に
日
く
、

そ
う
き
ゃ
う
や

い
な
や
か
り
ね
の

此
歌
七
へ
ん
よ
む
へ
し
。

我
か
と
こ
に

ね
た
れ
と
ね
ぬ
そ

ね
ぬ
そ
ね
た
れ
と

か
や
う
に
よ
み
て
、
ね
の
時
、
我
が
歯
を

三
度
九
度
な
ら
し
て
ね
へ
し
。

諸
行
無
常

是
生
滅
滅
己

寂
滅
為
楽

こ
の
文
を
百
八
遍
と
な
へ
て
ま
ほ
る
べ
し

こ
れ
は
、
平
安
時
代
に
藤
原
頼
長
が

『台
記
』
に
-記
し
た
守
庚
申
の
呪
言
に
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
徹
宵
を
終
え
て

暁
を
迎
え
て
寝
る
時
の
歌
と
い
う
呪
歌
は
、
保
元
二
j
一一
一年
(
一

一
五
八
)
に
成
立
し
た
藤
原
清
輔
の
歌
学
書
『
袋
草

一
五
七

1
一

子
』
巻
凹
「
希
代
歌
」
の
中
の
「
請
文
歌
」
に
、

庚
申
セ
テ
ヌ
ル
前
文

し
や
む
し
は

わ
か
と
こ
を

ね
た
れ
と
ね
ぬ
そ

ね
、
と
ね
た
る
そ
ぬ

と
あ
る
。
『
枕
草
子
』
に
は
、
守
庚
申
の
徹
宵
を
「
庚
申
す
」
と
い

っ
て
い
る
か
ら
、
「
庚
申
せ
で
寝
る
一嗣
文
」
の
歌
は
、
守
庚
申
を

い
ね
や
さ
り
ね
や

断
念
し
て
寝
る
た
め
の
方
便
と
し
て
唱
請
す
る
呪
歌
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
眠
気
に
耐
え
ず
に
眠
る
方
便
は
、

『老
子
守
庚
申
求

長
生
経
』
に
も
見
え
る
の
で
、
そ
の
影
響
に
よ
る
作
歌
で
あ
る

[7
]
。
し
か
し
、
こ
れ
と

『庚
申
縁
起
」
の
「
あ
か
つ
き
の
歌
」
と

で
は
、
初
句
に
異
句
が
あ
る
。
『
袋
草
子
』
は
貞
享
二
年

(
一
六
八
五
)
に

『清
輔
雑
談
集
』
と
題
す
る
説
話
集
と
し
て
改
編
さ
れ

て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
「
希
代
之
和
歌
の
事
」
に

庚
申
せ
て
ぬ
る
諦
文

し
ゃ
う
け
う
が

ね
た
と
て
き
た
か

ね
た
れ
そ
ね
ぬ
そ

ね
ぬ
そ
ね
た
れ
そ

ね
ぬ
こ
と
の
を

と
あ
る
。
十
五
世
紀
の
『
庚
申
縁
起
』

の
「
あ
か
つ
き
の
歌
」
と
初
句
が
同
じ
で
あ
る
。
『
袋
草
子
」
は
歌
の
口
伝
を
記
し
た
も
の
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で
あ
り
、

口
承
の
世
界
か
ら
こ
の
呪
歌
を
採
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
の
庚
申
の
呪
歌
は
、
中
世
を
経
て
唱
請
さ
れ
る
う
ち

に
変
容
を
う
け
な
が
ら
も
、
近
世
に
ま
で
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

「袋
草
子
』
改
編
本
の

「清
輔
雑
談
集』

は
、
そ
の
当
時

238 

に
流
布
し
て
い
た
呪
歌
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
出
版
物
と
し
て
大
衆
の
求
め
と
理
解
に
応
じ
た
の
で
あ

っ
た
。
貞
享
年
間
の

『武
徳

編
年
集
成
』
に
も
、

(信
長
の
)
「
今
度
ノ
和
睦
ハ
庚
申
ノ
夜
ノ
俗
歌
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
「
和
睦
シ
テ
セ
ヌ
ガ
如
キ
ト
云
フ

心
也
」
と
い
う
意
味
だ
と
あ
る
。
眠

・
不
眠
を
不
明
に
す
る
歌
、
も
の
ご
と
を
暖
昧
に
す
る
歌
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
戸
呪
言

・
庚
申
呪
歌

・
四
句
偶
文
と
歯
呪
・

打
呪
に
つ
い
て
は
、

山
形
県
遊
佐
町
十
日
町
の
庚
申
講
で
、
現
在
で

も
こ
れ
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
五
十
嵐
文
蔵
氏
が
報
告
し
て
い
る

[8
]
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
庚
申
講
で
は
、
ま
ず
「
諸
行
無
常
、

か
の
え
さ
る

是
生
滅
法
、
生
一
滅
々
己、

寂
滅
為
楽
」
を
百
遍
唱
え
、

「庚
申
、
大
申
、
小
申
、
中
の
申、

男
の
申
は
い
や
ま
さ
る
」
を
三
遍
唱
え
、

「
庚
申
、
大
申
、
小
申
、
中
の
申
、
寝
た
る
ぞ
、
寝
ぬ
ぞ
、
ね
た
れ
か
し
」
を
三
遍
唱
え
、
と
ん
と
ん
と
頭
を
三
固
た
た
く
。
次
に
、

「
し
よ
う
ぎ
よ
う
や
、

い
ね
や
我
と
こ
に
、
寝
た
る
ぞ
、
寝
ぬ
ぞ
、
ね
た
る
か
な
」
を
三
遍
唱
え
、
「
法
こ
う
ぢ
、
法
鉢
ぢ
、
法
矢
ぢ
、

我
は
て
ん
ぜ
ん
、
汝
す
み
や
か
に
南
の
方
へ
走
ら
ざ
れ
や
、
又
か
え
ら
ざ
れ
、
利
我
我
利
我
身
」
と
三
遍
唱
え
、
歯
を
か
ち
か
ち
と

三
遍
噛
み
合
わ
せ
る
。
次
に
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
て
五
体
投
地
札
を
三
十
三
回
行
い
、
「
南
無
観
世
音
大
菩
薩
」
と
唱
え
て
、

同
様
に
三
十
三
回
の
礼
を
行
う
。
こ
れ
ら
が
終
わ
っ
て
、
「
庚
申
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言

っ
て
、
会
食
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
儀
礼
は
、
こ

の
講
中
に
伝
来
す
る

「庚
申
記
』
⑤
(
天
正
九
年
〔

一
五
八
二
奥
書
、
元
治
二
年

〔一

八
六
五
〕

写
)
に
記
さ
れ
て

い
る
。
「庚
申
縁
起
』
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

呪
文
の
唱
請
を
可
能
に
し
、
そ
れ
を
確
実
に
実
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
縁

起
が
民
間
の
儀
礼
を
支
え
て
い
る
。

--'--
/、

庚
申
の
禁
忌
・
励
行
と
功
徳



庚
申
の
禁
忌
で
顕
著
な
の
は
、
睡
眠
と
男
女
同
会
で
あ
り
、
{
寸
庚
申
に
そ
む
く
こ
と
と
さ
れ
る
。
特
に
、
垣
根
の
も
と
に
寝
る
の

の
は
、
魔
王
が
垣
根
の
方
に
退
く
か
ら
だ
と
い
う

(⑫)。

ま
た
、
庚
申
の
夜
は
、
悪
念
な
く
悪
雑
談
や

五
辛
・
四
足
の
食
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
十
八
世
紀
ま
で
の
『
庚
申
縁
起
』
に
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、

を
禁
じ
た

(
①
②
⑫
一の
〉⑫
)

立
腹
を
な
さ
ず
に
過
ご
し
、

十
九
世
紀
以
降
に
は
あ
ま
り
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
「
一
切
の
生
あ
る
も
の
は
、
し
き
も
つ
を
え
て
ね
ふ
る
こ
と
を
忘

る
〉
あ
い
だ
、
し
き
物
を
せ
っ
せ
つ
い
た
さ
ば
、
ね
ふ
る
こ
と
な
し
」

(
②
)
と
い
う
食
物
不
眠
と
、
「
く
わ
っ
け
い

(活
計
こ

を

励
行
し
て
い
る
。
活
計
と
は
、
「
安
楽
な
暮
ら
し
と
気
晴
ら
し
を
楽
し
む
こ
と
」

(
『
日
菊
辞
書
』)
で
あ
る
。
飲
食
と
娯
楽
を
励
行
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
飲
食
と
雑
談
の
禁
忌
を
説
く
必
要
が
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
励
行
も
十
八
世
紀
中
期
以
降
は
記
さ
れ
な
く
な

る
。
庚
申
講
が
、
共
同
飲
食
し
な
が
ら
夜
を
徹
し
て
談
笑
す
る
娯
楽
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
と
、
「
話
は
庚
申
の
晩
」
「
庚
申
の
晩
の

大
食
ら
い
」
と
さ
れ
て
、
こ
の
夜
は
村
の
諸
伝
承
が
伝
え
ら
れ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
。

十
五
世
紀
の

『庚
申
縁
起
』
で
は
、
庚
申
の
功
徳
は
三
世
の
守
護
で
あ
り
、
諸
願
成
就
を
中
心
に
、

三
世
逆
修
・
供
物
七
倍
・
除

七
難
成
七
福
・
除
三
病
の
功
徳
を
説
く
。
こ
の
う
ち
、

三
世
逆
修
は
十
六
世
紀
ま
で
、
供
物
七
倍
も
十
七
世
紀
ま
で
の

『庚
申
縁

起
』
に
見
ら
れ
る
。
=
一
病
除
け
や
子
孫
長
久
は
、
後
代
に
も
詳
し
く
説
か
れ
、
そ
の
他
に
火
難
・
水
難
・
盗
賊
・
強
敵
・
喧
嘩
・
調

伏

・
殺
害
な
ど
の
諸
難
を
除
け
る
功
徳
や
、
知
恵
・
子
授
け
・
財
徳
・
出
世
・
武
勇
・
学
問
な
ど
の
功
徳
が
付
加
さ
れ
た

『
庚
申
縁

起
』
も
現
れ
た

(
⑮
@
)
。

過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
功
徳
か
ら
、
現
世
の
み
の
利
益
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
た
め
で
あ
る
。
庚

申
講
の
流
布
・
盛
行
と
と
も
に
、
庚
申
講
が
飲
食
と
娯
楽
を
中
心
と
し
た
宴
席
と
し
て
定
着
し
て
現
世
利
益
が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
、

『庚
申
縁
起
」
も
そ
の
時
世
の
庚
申
講
の
利
益
に
適
応
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
{
寸
庚
申
か
ら
庚
申
待
ち
、
さ
ら
に
庚
申
講
へ
の
移

行
に
は
、
『
庚
申
縁
起
』
が
読
請
さ
れ
、
作
法
書
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。
ま
た
、
庚
申
講
の
動
向
に
合
わ
せ
て
『
庚
申
縁
起
』
も

変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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[
1
]
窪
徳
忠

『庚
申
信
仰
の
研
究
」
上
(
原
書
房
、

一
九
八

O
年
)
。

[
2
]
三
病
に
つ
い
て
、

『目
前
川
辞
令
』
ご

六
O
三
年
)
に
は
、
ラ
イ
ピ
ヤ
ウ
(
績
病
)
ク
ツ
チ
(
繊
痢
)
・
テ
ン
ガ
ウ
(
痴
狂
)
と
あ
る
。

[
3
]
窪
徳
忠
、
注

[
l
]
容
。

[
4
]
小
花
波
平
六
「
庚
申
信
仰
礼
拝
対
象
の
変
遷
」

(同
編

『庚
申
信
仰
』
雄
山
閥
、

一
九
八
八
年
)。

[
う
]
小
花
波
平
六
「
守
庚
申
よ
り
庚
申
待
へ
|
十
五
世
紀
関
東
の
夜
念
仏
月
待
と
庚
申
待
信
仰
|
」
(
注

[4
]
啓
所
収
)。

[6
]
窪
徳
忠
、
注

[
l
]

書。

〔

7
]
窪
徳
忠
、
注

[
l
]
書。

[
8
]
五
十
嵐
文
蔵
「
庄
内
地
方
の
庚
申
信
仰
「
庚
申
縁
起
」
の
口
承
性
」
(
『庄
内
民
俗
』
三

O
、

一
九
九
一
年
)
。
五
十
嵐
文
蔵
「
十
日
町
の

庚
申
講
」
(
『庚
申
信
仰
の
伝
播
と
縁
起
」
小
学
館
ス
ク
エ
ア
、

二
O
O
二
年
)
。
『
庚
申
信
仰
の
伝
播
と
縁
起
」
に
は
、
山
形
県
内
の
二
十
五
種
、

そ
の
他
四
種
の

『庚
申
縁
起
』
が
紛
刻
さ
れ
て
い
る
。

240 



N 

絵
解
き
と
縁
起

資
料



資
料
① 

242 

「
御

伝

私

考

』
|
|
近
世
後
期
『親
霊
且
人
絵
伝
」
絵
解
き
本

書

誌
筆
者
架
蔵
。
写
本
二
冊
。
外
題
は
表
紙
左
上
に
「
御
伝
私
考

上
(
下
こ
と
墨
書
で
打
付
書
。
内
題
は
「
御
絵
伝
指
図
第
一
巻
」

(
上
冊
)
・
「
絵
伝
指
図
」
(
下
冊
)
。
上
冊
・
下
冊
の
裏
表
紙
見
返
し

に
「
勝
見
寺
主
」
と
墨
書
。
縦
二
二
・
八
×
横
二
ハ

・
0
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
袋
綴
。
表
紙
は
紺
地
。
紙
数
は
上
冊
四
十
二
丁
、

下
情
五
十
七
丁
。
本
文
は
施
版
さ
れ
た
罫
紙
を
使
用
す
る
。

一
面

の
行
数
は
十
二
行
。
片
仮
名
を
主
と
し
た
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
。

頭
注

・
振
り
仮
名
は
と
も
に
本
文
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
文
中
に

墨
書
の
O
印
と
「

印
が
あ
り
、
朱
に
よ
る
読
点
が
あ
る
。

凡

例
て
翻
刻
に
当
た
っ
て
、
漢
字
は
、
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
異

体
字
・
略
字
も
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
略
字
は
、
山
上
正

尊

『仏
教
用
語
略
字
嚢
』
(
同
朋
大
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
六

年
補
訂
版
)
を
参
照
し
た
。
合
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

て
小
書
き
は
小
字
で
表
し
た
。

て
破
損
な
ど
に
よ
り
不
読
の
箇
所
は
、
字
数
分
を
口
で
示
し
た
。

て
墨
書
の
円
環
印
「
0
」
・
和
歌
表
示
「
「
、
」

・
訓
点

・
振
り
仮

名
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
朱
点
及
び
朱
に
よ
る
訓
点
・
振
り
仮
名
傍
線
・

o
印

「

」
印
は
省
略
し
た
。

て
改
丁
部
分
は
、
』

(
1
オ
)
の
よ
う
に
丁
数
と
表
裏
の
略
号

を
示
し
た
。

一
、
判
読
の
便
を
考
え
、
私
に
句
点

(。)
・
読
点
(
、
)
・
並
列
点

(
・)
を
付
し
、
適
宜
に
段
落
を
設
け
た
。
四
幅
本
『
親
驚

聖
人
絵
伝
』
の
図
の
表
題
を

{
}

に
入
れ
て
新
た
に
付
し

た
。
指
図
及
び
段
落
の
番
号
は

{
1
}

の
よ
う
に
付
し
た
。



書
名
・
経
典
名
に
は
新
た
に

『

は
「
」
を
付
し
た
。

て
明
ら
か
な
誤
字
や
宛
字

(后
H

後
、
才
H

歳
、
布
H

敷
、
日
一H

桜
な
ど
)
は
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
が
、
右
傍
に
*
を
付
し
て

そ
の
下
に

(
)
で
注
記
し
た
。

一
、
抹
消
の
文
字
は
翻
刻
し
な
か
っ
た
。

て
朱
書
に
よ
る
訂
正
や
加
入
に
は
、

〈
〉

を
付
し
た
。

一
、
余
白
に
記
入
さ
れ
た
注
は
、
本
文
の
適
切
な
箇
所
に
加
入
し

《
》

を
付
し
た
。

』
を
付
し
た
。
会
話
文
に

T 

b 
h 

図@r御伝私考j上 。上冊 l了表、下
下11ft1丁表(ともに筆者架蔵)
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御
伝
私
考

上
』
(
前
表
紙
)

御
絵
伝
指
図
第
一
巻

【親
驚
聖
人
絵
伝
第
一
図
(
第
一
幅
)
青
蓮
門
前
}

{
l
}
O
サ
テ
此
レ
ヵ
、

粟
田
口
青
蓮
院
宮
御
ハ
ン
昌
ノ
体
也
。

人
皇
八
十
一
代
安
徳
天
皇
、
養
和
元
年
三
月
十
五
日
ナ
リ
。
御
登

山
ノ
御
絵
相
ナ
リ
。

{
2
}
O
桜
ハ

、
有
三
由
。

て
示
時
候
。
二
、
示
為
発
心
仕
切
。

立
ヨ
ラ
ハ
花
ノ
コ
カ
ケ
モ
仮
ノ
宿
心
ト
メ
ナ
ト
嵐
吹
ナ
リ

ヵ
、
ル
栄
耀
ノ
御
事
モ
、
栄
花
ノ
花
ノ
モ
ト
ニ
ノ
リ
ス
テ
¥
終

ニ
法
花
一
乗
ノ
大
白
牛
車
ニ
ノ
リ
カ
エ
、
廿
年
ノ
問
、
叡
山
ノ
深

*
 

山
ニ
ア
ソ
ハ
セ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
、
過
三
百
由
旬
宝
堵
(
搭
)
直
至

道
場
ハ
、
ナ
ヲ
マ
ハ
リ
道
ト
思
百
サ
レ
、
廿
九
歳
ニ
シ
テ
、
有
為

ノ
大
白
牛
車
ヲ
、
弘
誓
ノ
舟
ニ
ノ
リ
カ
へ
、
法
然
サ
マ
ト
此
吉
水

ヨ
リ
梓
入
レ
テ
、
目
出
度
往
生
ヲ
ト
ケ
サ
セ
ラ
レ
タ
。
一
一
一
ニ
、
示

不
定
露
命
。

ア
ス
マ
テ
ト
オ
モ
フ
等

y
キ

【3
}
O
車

ニ
難
ア
リ
。
通
ス
ル

ニ
有
三
由
。
一

二、

『世
継
ノ

*

*

 

翁
ノ
物
語
』
ニ
ハ
、
后
(
後
)
白
川
(
河
)
ノ
院
ノ
御
即
位
ニ
ハ
、

*
 

御
所
車
八
百
輪
(
綱
)
ニ
ア
マ
ル
。
近
代
公
卿
マ
ツ
シ
ク
シ
テ
、

土
御
門
ノ
院
ノ
御
即
位
ニ
ハ
、
三
百
輪
(
綱
)
ニ
不
レ
備
ト
云
一三

本細
(
網
)
代
ノ
長
柄
ノ
皇
…
』
(
l
オ
)
塗
ハ
、
御
所
車
ノ
長
柄
ニ
カ

タ
ト
ツ
タ
モ
ノ
チ
ヤ
。
二
ニ
、
時
ノ
宣
位
ハ
兎
モ
角
モ
、
御
家
柄

ニ
ヨ
リ
テ
御
召
ナ
サ
レ
タ
。

【4
】
我
祖
ハ
日
野
家
ニ
御
生
レ
、
藤
原
氏
テ
モ
御
歴
今
チ
ャ
。

*
 

天
津
児
家
(
屋
)
根
命
ヨ
リ
廿
一
代
カ
、
大
職
冠
鎌
足
ノ
六
代
ノ

キ

玄
孫
内
麻
邑
公
ニ
、
二
人
ノ
御
子
、
兄
ハ
真
夏
(
楯
)
、
弟
ハ
冬

*
 

嗣
公
也
。
真
夏
(
楯
)
ハ
日
野
家
ノ
先
祖
、
冬
嗣
カ
九
条
サ
マ
ノ

御
先
祖
ナ
リ
。
五
摂
家
ト
ナ
リ
玉
フ
。
今
モ
五
摂
家
ハ
千
石
余
、

日
野
家
ハ
八
百
石
也
。
従
一
位
迄
ニ
ナ
リ
玉
フ
。
爾
レ
ハ
御
所
車
ニ

召
レ
玉
フ
御
家
柄
ナ
リ
。
一一一

ニ
、
御
身
代
カ
御
歴
々
ナ
リ
。
今
ノ

公
卿
サ
マ
方
ハ
、

ア
ツ
ラ
ヘ
シ
沓
ヲ
矢
パ
セ
ノ
舟
ニ
シ
テ
膳
処
マ
ハ
ル
マ
テ
粟
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津
ト
モ
マ
テ

ト
。
「
彼
方
ハ
ト
ナ
タ
テ
御
坐
リ
マ
ス
。
当
今
サ
マ
テ
ハ
御
坐
リ

マ
セ
ヌ
ヵ
。」
「
イ
ヤ
万
路

(里
)
小
路
大
納
言
チ
ヤ
。
」
卜
云
云。

又
貧
乏
人
カ
豆
腐
ノ
糟
ヲ
買
ニ
ユ
ク
。
向
フ
ヨ
リ
、
「
下
ニ
イ
ヨ

/

¥
。
」
「
ト
ナ
タ
テ
御
坐
ル
。
」
「
飛
鳥
井
大
納
言
。」
ト
云
。

O

世
ノ
中
ハ
タ
ツ
タ
一
文
テ
大
違
イ
君
ハ
ア
ス
カ
ヒ
我
ハ
糟
カ

J
e

云
一玄

白本

{う
}
六
百
年
ノ
昔
、
ン
ハ
、
淳
和

・
奨
(
奨
)
学
ノ
両
院
ハ
、
禁

*
 
底
(
庭
)
ニ
ア
リ
テ
御
捌
キ
ナ
サ
レ
テ
、
堂
」
(l
ウ
)
上
方
カ
皆

大
名
チ
ヤ
。
ソ
ノ
ト
キ
ノ
日
野
家
ハ

、
知
行
カ
八
十
万
石
ア
リ
タ

*
 

ト
云
フ
。
即
チ
日
野
ノ
御
家
布
(
敷
)
ハ

、
醍
醐
ノ
三
宝
院
ヨ
リ



半
里
未
申
ニ
日
野
村
ア
リ
。
今
ハ
菩
提
処
ハ
カ
リ
ア
リ
。
日
野
薬

本

師
コ
レ
ナ
リ
。
法
界
寺
ト
云
フ
濫
鰐
ハ
、
御
先
祖
家
出
一
市
(
宗
)
卿、

*
 

伝
教
大
師
戒
日
二
壇
)
堂
建
立
ノ
ト
キ
、
勅
使
ニ
立
、
ソ
ノ
返
礼

二
、
唐
ヨ

リ
伝
来
ノ
薬
師
也
ト
テ
附
属
ス
。
「
此
レ
ヲ
信
仰
シ
玉

ハ
¥
子
孫
-
二
宗
開
閥
ノ
高
僧
生
レ
玉
ハ
ン
。
」
ト
ノ
玉
へ

リ
。

*

*

 

故
ニ
、
家
宗
卿
法
界
寺
七
堂
伽
藍
ヲ
建
立
ス
。
后
(
後
)
二
回
録

(
禄
)
セ
リ
。
今
ハ
薬
師
ハ
カ
リ
ア
リ
。
乳
薬
師
ト
云
フ
コ
古
へ

ハ
不
知
、
今
ハ
寺
中
八
箇
寺
ア
リ
。
ス
ヘ
テ
天
台
宗
ニ
テ
肉
食
妻

*
 

帯
ス
。
法
界
寺
ニ
若

(松
)
若
丸
童
形
ノ
御
影
ア
リ
。
臼
野
代
々

ノ
御
墓
ア
リ
等。

{6}
俗
、
御
所
車
ニ
付
テ
上
来
自
行
ヲ
弁
ス
。
今
約
化
他
而
弁
文
。

直
ニ
流
転
輪
廻
ノ
車
チ
ャ
。
輪
ハ
九
尺
、
地
獄

・
餓
鬼

・
玄回生

・

修
羅
・
人
・
天
ノ
六
道
ハ
分
段
生
死
也
。

声

聞

縁

覚

菩

薩

ハ

変
易
生
死
也
。
九
尺
ハ
九
界
ノ
迷
ヒ
ニ
象
ル
也
。
即
チ
、

『心
地

観
経
』

ニ
、
有
情
輪
廻
六
道
但
如
車
輪
天
一一
始
終
一ト
。
我
々
カ
、

*
 

四
川
四
悪
赴

(趣
)
・
六
欲

』
(2
オ
)
党
天
・
四
禅
・
四
無
色

・

無
想

・
五
那
合
、
此
五
有
界
ノ
問
タ
ヲ
迷
フ
コ
ト
ハ
、
車
ノ
ク
ル

/
¥
メ
ク
ル
カ
如
シ
。

{
7
}
O
此
二
ツ
ノ
長
柄
ハ

、
二
種
生
死
ノ
迷
ノ
長

ニ
タ
ト
フ
。

ソ
レ
モ
何
故
ナ
レ
ハ

、

{
8】

O

コ
コ
ニ
縄
ア
リ
。
此
縄
ハ
、
痴
閤
ノ
心
体
。
加熱
ニ
恵
明
一

故
云
二
無
明
-文
。
無
明
ノ
牛
カ
曳
故
チ
ャ
。

{
G
ノ
}
ソ
ノ
牛
ニ
生
老
病
死
ノ
四
足
ア
リ
等
。
ソ
ノ
牛
ヲ
離
シ
テ

書
テ
ア
ル
等
。
『
選
択
集
』
三
心
章
ノ
心
ロ
。
牛

ハ
是
無
明
ノ
迷

ノ
根
本
也
。
『
大
経
』
ノ
上
へ
テ
ハ
、
等
覚
ノ
弥
勤
サ
ヘ
不
了
仏

智
ノ
人
ト
オ
ト
シ
メ
、
五
慈
痛
焼
ノ
悪
人
モ
明
信
仏
智
ノ
人
ト
ホ

メ
玉
フ
。
竜
樹
ハ
疑
花
不
開
等
。
天
毅
ト
曇
驚
ト
ハ
、
不
実
功
徳

ノ
人
ト
モ
、
無
明
猶
在
ノ
人
ト
モ
、
ヲ
ト
シ
メ
サ
セ
ラ
レ
タ
。
賛

ニ
ハ
疑
情
ノ
サ
ハ
リ
等
。
文
章
ニ
ハ
ウ
タ
カ
ヒ
ノ
コ
、
口
、
ツ
ユ

チ
リ
ホ
ト
モ
、
ッ
マ
シ
キ
等
。
罪
ハ
俄
悔
ス
レ
ハ
、
消
シ
テ
下
サ

ル
、
光
明
ノ
縁
カ
ア
ル
。
疑
ハ
助
ル
手
掛
リ
ハ
ナ
ィ
。

*

テ
イ

【
叩
}

『荘
子
』
ノ
雑
篇
ニ
、
近

(
匠
)
石
ト
云
大
工
、
部
ト
云
処

ニ
左
宣
ア
リ
。
鼻
端
ノ
白
土
ヲ
塗
リ
、
ソ
ノ
薄
キ
コ
ト
蝉
羽
ノ

如
シ
。
斧
ヲ
以
テ
オ
ト
ス
。
部
人
立
テ
自
若
ト
シ
テ
不
レ
失
オ
ト

*
 

ス
。
世
人
大
ニ
褒
ム
。
大
宗
ノ
元
若
(
君
)
、「
寡
人
カ
為
メ
ニ
セ

ョ
。」
ト
テ
、
「
家
中
ノ
者
、』
(2
ウ
)
鼻
ノ
上
ニ
白
土
ヲ
ツ
ケ
テ

*

*

 

出
ヨ
。」

近

(匠
)
石
云
夕
、
「
邸
入
巳

(己
)
二
死
セ
リ
。
彼
者

ハ
拙
者
ヲ
信
シ
テ
鼻
ヲ
マ
カ
ス
ユ
へ
、
ソ
ノ
業
カ
ナ
リ
マ
ス
。
御

家
中
サ
マ
カ
タ
ハ

、
鼻
ハ
見
事
ナ
レ
ト
モ
、
私
シ
ヲ
疑
テ
御
坐
ル

ユ
ヘ
、
業
ハ
出
来
マ
セ
ヌ
。
」
ト
云
フ
。
感
心
シ
テ
帰
シ
玉
へ
リ

キ

ト
云云
。
弥
陀
ハ
近
(
匠
)
石
ナ
リ
。
マ
カ
セ
ハ
罪
ノ
白
土
モ
オ

ト
ス
。
疑
フ
テ
不
任
故
ニ
不
落
等
。
助
ケ
玉
フ
縁
ナ
シ
。
可
知
。

{日
}
O

コ
ノ
駒
ハ
、
伯
父
範
綱
卿
ノ
召
ス
駒
也
。
心
猿
意
馬
ト

云
フ
コ
卜
ア
リ
。
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{ロ】
O
松
ハ
十
八
ノ
公
ト
書
。
十
八
願
ノ
松
ノ
下
ト
ニ
、
意
馬

ヲ
ツ
ナ
キ
ト
メ
タ
ル
コ
ト
。
弁
可
知
。

今
ハ
ハ

ヤ
六
字
ノ
綱
ニ
シ
ハ
ラ
レ
テ
コ
、
ロ
ノ
マ
、
ニ
ナ
ラ

ヌ
ウ
レ
シ
サ

《
木
モ
萱
モ
枯
レ
テ
ル
ノ
ヘ
ニ
唯
猪
リ
松
ノ
ミ
残
ル
弥
陀
ノ

名
号
》

此
松
ハ
、
四
幅
中
ニ
根
サ
シ
テ
校
ハ
ヒ
コ
ル
コ
ト
。
太
子
ノ
辞
世

極
楽
へ
今
カ
ヘ
ル
ナ
リ
世
ノ
中
ノ
迷
へ
ル
人
ノ
道
シ
ル
ヘ
シ

-ア

{
川口
}
三
歳
ノ
ト
キ
桃
花
ヲ

ス
テ
¥
詠
メ
モ
ナ
キ
松
ノ
枝
ヲ*
 

翫
ヒ
玉
フ
ハ
、
十
八
願
ヲ
ハ
シ
メ
玉
フ
コ
ト
。
満
九
十
年
御
励

(普
)
労
ノ
上
へ
、
カ
タ
ミ
ニ
御
真
影
ヲ
御
遊
シ
ナ
サ
レ
タ
ハ
、

タ
ト
ヘ
テ
云
へ
ハ
、
衛
ノ
霊
公
、
美

(弥
)
子
液
ヲ
愛
シ
テ
宰
相

ホ

ト
シ
、
遠
(
蓮
)
伯
玉
ヲ
用
ヒ
玉
ハ
ス
。
英
雄
王
広
』

(3
オ
)
諌

メ
テ
傾
ス
。
ツ
ヰ
ニ
我
境
内
ノ
北
ノ
隅
一
一、
北
堂
ト
テ
一
ノ
堂
ヲ

立
テ
、
子
息
ニ
遺
言
シ
テ
云
ク
、
「
君
三
度
諌
メ
テ
不
レ
用
ハ

、
我

*
 

腹
カ
イ
ロ
口
(
破
損
、
切
リ
カ
)
死
セ
ン
。
乍
去
骸
(
体
)
タ
ヲ

葬
ス
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
。
吾
魂
ハ
此
シ
カ
ハ
ネ
ニ
留
メ
テ
、
五
口
念
力

*

*

 

ヲ
以
テ
一
度
ハ
美

(弥
)
子
殺
ヲ
去
テ
、
越

(蓮
)
伯
玉
ヲ
用
ヒ

サ
セ
ス
ハ
オ
ク
マ
イ
。」
ト
。
昼
夜
ニ
城
ヲ
ニ
ラ
ム
。
終
ニ
一
一一年

ホ

*

タ
ツ
テ
、
美
(
弥
)
子
暇
ノ
悪
露
顕
シ
テ
市
ニ
晒
サ
レ、

溢

(蓬
)

伯
玉
ヲ
用
ヒ
玉
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
霊
公
、
カ
ノ
北
堂
ヲ
ト
フ
ラ
イ
テ
、

メ

ム

「
生
テ
ハ
以
レ
詞
謀
、
死
以
レ
骸
諌
。
忠
哉
孝
哉
。
」
ト
ノ
玉
へ
ハ
、

死
骸
ハ
忽
チ
シ
ミ
/
¥
ト
ク
タ
ケ
タ
ト
。『
史
記
」o

今
御
本
山
御

本

影
堂
ヨ
リ
昼
夜
ニ
ナ
カ
メ
、
一
度
ハ
雑
行
ノ
美

(弥
)
子
椴
ヲ
去

*
 

テ
信
念
ノ
遮

(遜
)
伯
玉
ヲ
用
サ
セ
ス
ト
云云。

{
M
}
O
松
ノ

二
本
ア
ル
ハ
、
第
十
八
願
ノ
松
ニ
ハ
、
必
ス
三
十

五
ノ
願
ノ
実
生
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
御
示
シ
ナ
サ
レ
タ
。
女
中
方
自
ヲ

サ
マ
サ
レ
ヨ
。
病
人
ナ
ヲ
ス
ヲ
名
医
ト
云
フ
。
女
人
カ
助
ル
テ
、

弥
陀
ノ
手
柄
カ
顕
ル
。
竜
樹
モ
天
親
モ
、
菩
薩
貌
ナ
サ
レ
テ
浄
土

へ
マ
イ
ラ
セ
玉
フ
ハ
ナ
イ
。

O
巡
礼
モ
今
日
ハ
ハ
レ
ヌ
ル
和
歌
祭
リ

四
月
十
七
日
ノ
和
歌
浦
ノ
マ
ツ
リ
ハ
、』
(3
ウ
)
京
・
大
坂
ノ

歴
々
ノ
町
人
テ
モ
御
垣
ノ
内
へ

這
入
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
巡
礼
ハ
カ

リ
ハ
這
入
ラ
ル
、

。
コ
レ
ハ
昔
、
ン
、
紀
州
ノ
御
先
祖
南
竜
続
サ
マ

ハ
、
東
照
家
康
公
ノ
御
胤
テ
御
三
男
ニ
ア
タ
ラ
セ
ラ
レ
、
紀
州
へ

御
入
国
ナ
サ
レ
タ
年
、
四
月
十
七
日
始
メ
テ
御
祭
リ
。
巡
礼
カ
這

入
フ
ト
シ
タ
レ
ハ
、

警
護
ノ
役
人
打
鄭
ス
。
ト
キ
ニ
南
竜
院
、

簾

ノ
内
ヨ
リ
外
ノ
者
ヲ
出
シ
テ
、
「
巡
礼
ヲ
入
テ
見
セ
ヨ
。
」
、
ト
鶴

*
 

ノ
一
声
。
ソ
レ
ヨ
リ
后

(後
)
チ
、
外
ノ
者
ハ
入
レ
ヌ
。
巡
礼
ハ

カ
リ
カ
這
入
ル
。
此
度
ノ
極
楽
ノ
御
構
へ
ノ
内
エ
ハ
誰
カ
正
答
。

五
障
三
従
ノ
垢
タ
ラ
ケ
ノ
女
人
ノ
巡
礼
カ
、
第
一
番
ノ
正
客
チ
ヤ
。

縮
緬
倫
子
キ
テ
モ
、
本
綿
ヲ
ツ
キ
合
セ
、
真
中
一一、

奉
納
酋
国
三
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十
三
処
、
南
無
大
悲
観
世
音
菩
薩
、
京
室
町
同
行
人
人
、
嘘
ノ
皮

チ
ヤ
。
ソ
ノ
一
日
巡
礼
仲
間
へ
這
入
テ
、
御
祭
リ
見
度
ハ
カ
リ
テ

似
セ
テ
行
ノ
チ
ャ
。
今
モ
十
向
満
位
ノ
ウ
へ
一
一
、
信
機
・
信
法
ノ

二
枚
ノ
木
綿
ヲ
、
機
法

一
体
ト
縫
ヒ
合
セ
、
奉
納
酋
国
三
十
三
処

テ
ハ
ナ
イ
、
帰
命
尽
十
方
等
、
一
念
帰
命
ノ
負
摺
オ
イ
テ
、
女
人

ノ
巡
礼
ノ
尻
カ
ラ
付
テ
、
極
楽
へ
御
相
伴
ニ
御
坐
ル
ノ
チ
ヤ
等
。』

(4
オ
)

{口
}
O
桜
車
留
ノ
桜
。

{凶
}
0
口

(破
損
、
松
カ
)
駒
留
メ
ノ
松
。
此
十
八
願
ニ
付
テ
、

今
天
下
四
海
浪
静
ニ
、
弓
ハ
袋
、
矢
ハ
筒
ニ
、
鉄
砲
テ
湯
口

(破

損
、
ヲ
カ
)
ワ
カ
ス
世
界
卜
ナ
リ
タ
ハ

、
ヒ
ト

ヘ
ニ
神
君
権
現
サ

マ
ノ
御
仁
徳
ト
ハ
申
シ
ナ
カ
ラ
、
ソ
ノ
モ
ト
ハ
弥
陀
ノ
十
八
願
御

守
リ
故
チ
ヤ
。
既
ニ
家
康
公
十
八
歳
ノ
御
ト
キ
、

三
河
ノ
桶
狭
間

*
 

ニ
テ
武
田
勝
頼
ト
対
陳

(陣
)
ノ
ト
キ
御
敗
北
ナ
サ
レ
、
御
馬
回

リ
ノ
士
カ
十
八
騎
ニ
テ
、
菩
提
処
大
樹
寺
へ
入
セ
ラ
レ
、
十
八

人
カ
車
坐

ニ
テ
、
家
康
サ
マ
ハ
真
中
一
一
、
己

ニ
鎧
ノ
上
帝
ヲ
解

キ
御
切
腹
ノ
御
用
意
。
ソ
ノ
ト
キ
登
誉
上
人
御
諌
メ
申
シ
、「
君

ニ
ハ
イ
ヵ
、
御
生
害
。」
「
サ
レ
ハ
、
今
日
ハ
カ
ラ
ス
、
味
方
ノ

敗
北
。
イ
タ
ツ
ラ
ニ
命
ナ
カ
ラ
へ
テ
恥
ヲ
サ
ラ
サ
ン

ヨ
リ
、

士キ

ヒ
冥
加
、
腹
カ
ツ
サ
ハ
キ
弓
矢
ノ
神
へ
手
向
ン
。
」
ト
。
和
尚
完

(莞
)
爾
ト
シ
テ
笑
ヒ
、
「
ァ
、
流
石
ハ
御
若
太

(
大
)
将
、
今
拙

寺
ハ
君
ノ
菩
提
処
、
出
家
ノ
役
目
、
一
句
ノ
教
化
仕
ラ
ン
。
人
身

*
 

甚
難
受

(得
)
仏
法
甚
難
値
。
今
年
十
八
歳
ニ
ナ
リ
玉
ヒ
、
人
界

ニ
生
レ
出
、
武
将
ノ
家
ニ
生
レ
玉
フ
ト
モ
、
夕
、
郡
ヲ
掠
メ
国
ヲ

奪
ヒ
、
我
天
下
ヲ
取
ラ
ハ
、
子
孫
ニ
栄
花
ヲ
』
(4
ウ
)
ツ
タ
ヘ

ン
ト
ア
ル
思
召
ナ
ラ
ハ
、
コ

レ
名
利
ノ
コ
、
ロ
ヨ
リ
求
メ
玉
フ
ナ

レ
ハ
、
一
日

一
天
下
ヲ
掌
握
シ
玉
フ
ト
モ
、
永
久
ニ
伝
ル
事
不

能
。
君
ハ
浄
土
宗
鎮
西
派
ニ
在
セ
ハ
、
我
天
下
ヲ
取
ラ
ハ
、
何
卒*
 

日
本
国
中
念
仏
ヲ
弘
メ
、
津
々
浦
々
迄
弥
陀
ノ
本
願
ヲ
弘
メ
タ
イ

(ク
)
、
弥
陀
ノ
御
代
宣
タ
ラ
ン
ト
思
召
サ
ハ
、
光
明
ノ
摂
護
ア
リ

テ
、
自
然
ト
天
下
ハ
御
身
ニ
帰
ス
ル
ハ

、
恰
モ
掌
ノ
内
ニ
援
ル
カ

如、ン
。
君
ノ
御
宝
算
ハ
イ
ク
ツ
ニ
マ
シ
マ
ス
ソ
。」
僅
ニ
十
八
歳
、

討
残
サ
レ
ノ
御
残
卒
、
眼
前
ニ
サ
ヘ
キ
ル
十
八
人
ニ
シ
テ
、

君
ノ

御
生
レ
在
所
ハ
松
平
村
。
ソ
ノ
ト
キ
和
尚
手
ヲ
叩
キ
、
「
御
年
ハ

十
八
歳
、
御
馬
回
リ
十
八
人
、
御
在
処
ハ
松
平
村
、
松
ハ
十
八
ノ

公
ト
カ
ク
。
今
弥
陀
ノ
本
願
カ
ク
マ
テ
詞
ノ
ツ
カ
ウ
ハ
士
口
兆
/
¥
、

御
目
出
度
御
馬
ニ
召
サ
レ
ヨ
。
」
ト
憶
病
神
ノ
ツ
イ
タ

(家
脱
カ
)

康
公
ヲ
御
引
立
申
シ
、
御
馬
ニ
召
サ
セ
、
登
誉
和
尚
カ
御
口
ヲ
ト

リ
、
三
百
人
ノ
所
化
中
ヲ
先
陣
サ
セ
シ
ニ
、
坊
主
ノ
コ
ト
ナ
レ

ハ
、
葬
礼
ハ
度
々
シ
タ
レ
ト
モ
軍
ハ
始
メ
テ
チ
ヤ
。
各
々
竹
鎗
ヲ

持
、
ワ
ア
/
¥
/
¥
。
平
生
読
経
ノ
ク
セ
テ
、
鯨
波
ヲ
ア
ケ
タ
中
ニ

モ
祖
調
ト
云
フ
大
釈
有
。』

(3
オ
)
余
ノ
所
化、

大
樹
寺
ノ
山
門

ノ
貫
ノ
キ
ヲ
大
袈
裟
ニ
持
上
ケ
、
縦
横
無
尽
ニ
フ
リ
マ
ハ
シ
、
実

*

*

 

ニ
目
醒
布
(
敷
)
見
へ
タ
ヵ
、
武
田
勝
頼
大
音
声
ニ
テ
、
「
徳
河
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(
川
)
家
ニ
ハ
死
ヲ
覚
悟
、
坊
主
ヲ
カ
ラ
ニ
葬
礼
ヤ
ウ
ノ
陳
(
陣
)

*
 

取
、
連
モ
ノ
コ
ト
ニ
、
経
雌
子
着
テ
、
出
陳
(
陣
)
コ
ソ
イ
タ
サ

レ
ョ
。
」
ト
瑚
ラ
レ
、
家
康
サ
マ
ニ
ハ
弥
々
恥
入
テ
御
坐
ル
処
ヵ
、

キ

不
思
議
ヤ
、
西
方
ヨ
リ
一
陳
(
陣
)
ノ
風
吹
来
レ
ハ
、
大
樹
寺
ノ

境
内
ノ
木
葉
、
一
寸
二
寸
ノ
山
蜂
ト
化
シ
テ
、
味
方
ニ
ハ
一
疋
モ

ク
イ
付
ズ
、
敵
勢
テ
ン
デ
ニ
、
「
ア
イ
タ
/
¥
。」

蜂
ハ
プ
ン
/
¥
/
¥
。

彼
是
晩
景
ニ
及
ヒ
、
ツ
イ
ニ
敵
モ
此
有
形
ニ
防
キ
兼
、
蜘
ノ
子
散

ス
ヤ
ウ
ニ
犬
走
ニ
逃
去
ル
。
味
方
ハ
勝
鯨
波
ヲ
ア
ケ
テ
引
取
ケ
リ
。

ソ
ノ
ト
キ
神
君
ハ
大
樹
寺
ノ
仏
前
ニ
テ
、
一
俣
ハ
滝
津
瀬
ノ
如
夕
、

「
今
日
和
尚
ノ
教
化
ハ
馬
耳
ニ
風
吹
コ
ト
ク
思
ヒ
シ
ニ
、
イ
カ
ニ

モ
我
武
将
ノ
家
ニ
生
レ
、
只
名
利
ノ
タ
メ
ニ
天
下
ヲ
ト
リ
、
子
孫

ニ
栄
花
ヲ
ツ
タ
へ
ン
ト
ハ
、
コ
レ
私
ノ
了
簡
ナ
リ
。
何
ソ
仏
神
ノ

冥
加
ニ
叶
ハ
ン
ヤ
o
」
ト
ノ
玉
ヒ
テ
、
登
山
耳
目
和
尚
ヨ
リ
日
課
ヲ
授

*
 

リ、
』
(
う
ウ
)
毎
日
一
万
辺

(遍
)
ノ
日
課
怠
リ
ナ
ク
、
戦
中
ニ

テ
モ
常
ニ
念
仏
シ
玉
ヒ
ヌ
ト
ア
リ
。
ソ
ノ
后

(
後
)

ハ
関
東
ニ
十

人
権
林
ヲ
タ
テ
玉
ヘ
リ
。

{口】

O

此一

一人
ハ
相
談
ノ
体
。
若
キ
人
ハ
侍
従
之
介
、
一
人
ハ

縫
之
介
ナ
リ
。
ト
モ
ニ
松
若
君
ノ
御
傍
ニ
仕
ヘ
タ
ル
近
習
ナ
リ
。

侍
従
之
介
ハ
年
若
シ
。
無
妻
子
ナ
リ
。
君
ヲ
思
フ
テ
出
家
シ
テ
、

*
 

長
ク
仕
へ
ラ
レ
タ
リ
。
正
全

(詮)一
房
ナ
リ
。
(
慈
脱
カ
)
鎮
和
尚

ノ
弟
子
ナ
リ
。
縫
之
介
ハ
家
ニ
カ
ヘ

ル
ナ
リ
。
妻
子
モ
ア
リ
、
家

ニ
カ
ヘ
ラ
レ
ヌ
ト
ハ
水
臭
イ
方
也
。

{同
}
O
此
車
ニ
居
眠
セ
ラ
ル
、
体
。

O
此
長
柄
持
ヤ
を
持
ノ
雑
兵
原
ハ

、
若
君
サ
マ
ノ
コ
ト
モ
オ
モ
ハ

ス
、
春
ノ
長
イ
日
ニ
、
四
方
山
ノ
雑
談
附
シ
。
ス
ヘ
テ
四
人
ノ
機

類
ア
リ
。
叡
山
マ
テ
御
供
ス
ル
親
切
ト
、
家
ニ
カ
ヘ
ル
不
実
ト
水

臭
イ
。
水
浅
黄
テ
水
色
ノ
裳
束
ヲ
書
テ
ア
ル
。
サ
テ
車
番
ハ
退
屈

シ
テ
眠
ル
。
雑
兵
原
ハ
雑
談
附
シ
。
マ
コ
ト
ニ
人
ノ
コ
、
ロ
ノ
違

ハ
、
コ
ノ
折
掛
垣
ノ
片
芝
ノ
カ
タ
チ
チ
ヤ
ト
ナ
リ
。

【
印
]
O
此
築
地
槍
皮
葺
ノ
御
門
ノ
内
一
一
、
ワ
サ
ト
カ
タ
チ
カ
ヒ

ニ
ナ
リ
テ
、
折
』

(
6
オ
)
掛
酒
一
カ
書
テ
ア
ル
。
昔
ノ
附
ニ
ハ
ナ

*
 

ィ
。
今
此
坐
テ
モ
サ
ツ
ト
四
人
ノ
機
類
カ
ア
ル
。
日
一
(
樫
)
那
ノ

尻
カ
ラ
付
テ
参
ル
丁
稚
ハ
、
御
車
番
チ
ヤ
。
ス
ヤ
/
¥
眠
ル
女
房

衆
ノ
尻
カ
ラ
付
テ
参
ル
下
女
ハ
、
コ
ノ
雑
兵
原
チ
ヤ
。
「
御
前
ソ

ノ
箸
シ
ハ
誰
レ
ニ
モ
ロ
フ
タ
。
」
「
工
、

。
ワ
タ
シ
ハ
、
ォ
キ
セ
ン

ニ
シ
テ
モ
ラ
ヒ
マ
シ
タ
。」
「
私
モ
オ
キ
セ
ン
持
テ
シ
テ
モ
ラ
ヒ

タ
イ
。
」
ト
、
隅
へ
ヨ
リ
テ
蚊
ノ
晴
ク
ヤ
ウ
ニ
、
ブ
ウ
/
¥
ト
雑
談
。

又
タ
無
宿
善
ノ
者
ハ
、
ナ
ン
ノ
ヒ
(
マ
脱
カ
)
ア
レ
ハ
坊
様
逮
ノ

口
過
キ
。
地
獄
・
極
楽
ハ
此
世
ニ
ア
ル
ト
、
傍
テ
一
坐
モ
参
ラ
ヌ

ハ
、
比
縫
之
介
チ
ヤ
。
水
臭
イ
水
浅
黄
チ
ャ
。
又
勧
化
ト
ア
レ
ハ
、

付
テ
回
リ
テ
聴
聞
シ
タ
イ
ト
云
信
者
ハ
侍
従
之
介
チ
ヤ
。
極
楽
迄

御
供
ヲ
ス
ル
ノ
チ
ヤ
。
ソ
コ
テ
人
ノ
心
ノ
形
カ
揃
ヌ
コ
ト
ハ
、
此

芝
垣
モ
、
何
処
ゾ
テ
ハ
根
カ
朽
リ
テ
、
風
カ
吹
倒
シ
テ
コ
ケ
ル
如

ク
眠
ル
モ
ノ
モ
、
雑
談
附
ノ
雑
兵
モ
水
臭
ヒ
。
縫
之
助
モ
、
ド
フ
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マ
フ

デ
一
度
ハ
無
常
ノ
吹
風
ニ
タ
ヲ
レ
テ
仕
舞
ホ
ト
ニ
、
悪
人
ノ
真
似

ヲ
セ
フ
ヨ
リ
、
善
人
ノ
真
似
ヲ
セ
ヨ
ヲ
ャ
。

{
却
】
O
此
車
輪
カ
竪
横
九
尺
ハ
九
界
。

{れ
}
長
柄
ハ

二
種
生
死
。』

(6
ウ
)

{力一
}
牛
ハ
心
ノ
愚
痴
ニ
タ
ト
ヘ
テ
、
弁
シ
テ
、

{
お
}
全
体

『御
当
流
ノ
二
巻
ノ
伝
』
、
『凹
幅
ノ
御
絵
』

ハ
、
他

宗
ノ
伝
記
ト
ハ
違
フ
テ
、
年
序
ノ
次
第
ニ
ヵ
、
ヮ
ラ
ス
、

任
放
不

覇
ニ
御
示
、
ン
ハ
、
御
開
山
御
一
代
ノ
行
状
ニ
コ
ト
ヨ
セ
テ
、
真
宗

安
心
ノ
一
流
ヲ
ノ
ヘ
玉
フ
。
『
四
幅
ノ
絵
相
』
ハ
、
安
心
ノ
長
陀

羅
チ
ヤ
。
例
セ
ハ
、
紫
式
部
ハ
石
山
寺
ニ
コ
モ
リ
テ
、
月
ノ
湖
水

ニ
ウ
ツ
ル
ヲ
見
テ
書
レ
タ
ル

『源
氏
六
十
帖
』
ハ
、
辞
ハ
荘
子
ノ

偶
言
ニ
カ
ク
。
時
ノ
天
子
ノ
治
世
ニ
コ
ト
ヨ
セ
テ
、

《
法
華
-
ア
ン

ダ
イ
ノ
安
心
ヲ
述
へ
玉
フ
ナ
リ
。
今
ハ
吾
御
開
山
御
一

代
ニ
コ
ト

ヨ
セ
テ
、
浄
土
》
崎町土

(二
字
桁
字
)
真
宗

一
流
ノ
安
心
ヲ
述
へ

玉
ヒ
タ
ヵ
、
此

『御
伝
記
」
也
。
『
御
絵
相
』
ナ
リ
。
依
リ
テ
一

木

一
草
迄
カ
、
御
安
心
ニ
引
込
ミ
チ
ヤ
。
ソ
レ
ニ
付
テ
、

{M
}
O
車
香
ハ
、
古
来
ノ
説
ニ
、
コ
レ
ハ
日
野
家
ニ

仕
へ
タ
若

*
 

狭
ノ
介
卜
云
人
ニ
テ
、
眠
軸

(輪
)
者
有
憂
体
ト
古
書
ニ
ア
リ
テ
、

田
疋
ハ
若
君
ノ
御
別
レ
ヲ
悲
ラ
ル
、
体
チ
ヤ
ト
ア
ル
。
昔
へ
ノ
車
匿

ノ
コ
ト
。
悉
陀
太
子
ノ
因
縁
。

{
お
}
O
此
門
内
ニ
、

三
人
ノ
土
問
ニ
ツ
ク
ホ
ウ
テ
居
ル
ハ
、
若

君
ノ
御
供
ノ
人
々
也
。

{
V
A
}

O

門
外
へ

用
事
ア
リ
ケ
ニ
立
向
セ
ラ
レ
タ
ル
体
ハ
、
青
蓮

続
ノ
俗
家
老
日
野
』
(
7
オ
)
源
十
郎
也
。
「
松
若
丸、

今
宵
ノ

中
ニ
出
家
得
度
サ
セ
マ
ス
ル
。
度
牒
ノ
義
、
宜
ク
願
泰
ル
。」
ト
、

本

坐
一主
ヨ
リ
禁
底
(
庭
)
へ
奏
問
ノ
体
也
。
ト
キ
ニ
御
出
家
ノ
作
法

*

*

 

ハ
ム
ハ
ケ
布

(カ
敷
)
コ
ト
テ
、
浄
行
優
婆
塞
ト
テ
、
先
叡
山
ア
タ

リ
テ
モ
、
ア
タ
マ
カ
ラ
ス
ツ
ト
出
家
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
九
年
ノ
間
ハ
、

試
ノ
為
ニ
俗
形
有
髪
ニ
テ
学
問
ヲ
サ
セ
、
イ
ヨ
/¥
ソ
ノ
器
量
ア

ル
モ
ノ
ト
見
込
テ
、
夫
カ
ラ
九
年
目
一
一
、

一
山
ノ
碩
学
ヨ
リ
イ
ロ

*
 

/
¥
ノ
法
門
難
結
(
詰
)
セ
ラ
レ
、
ソ
レ
ヲ
二
答
釈
シ
、
ソ
レ

ヨ
リ
一
山
納
得
ノ
上
、
度
繰
ヲ
願
フ
ニ
付
テ
ハ
、
マ
ツ
生
レ
シ
国*
 

主
ヨ
リ
付
文
カ
有
テ
、
ソ
ノ
節
今
ノ
寺
社
奉
行
ト
云
フ
如
キ
玄
審

*
 

(蕃
)
・
治
部
省
ノ
両
役
所
ア
リ
テ
、
ソ
ノ
役
所
ノ
奥
卯

(印
)
カ

*
 

ス
ハ
リ
テ
、
禁
底

(庭
)
ヘ
願
上
テ
、
出
家
カ
ユ

(
ル
サ
脱
カ
)

レ
ル
ノ
チ
ヤ
ト
ア
ル
。
夫
ヲ
略
シ
タ
ヵ
、
当
時
長
橋
ノ
局
ヨ
リ
オ

ク
ル
給
旨
チ
ヤ
。
尤
モ
土
日
ハ
寺
ト
云
ハ
、
今
時
ノ
如
ク
沢
山
ニ
ハ

ナ
イ
。
太
子
ノ
時
分
ニ
、
国
分
寺
ト
云
テ
、
一
国
-
二
筒
寺
ッ
、

建
立
ナ
サ
レ
タ
卜
ア
ル
。
又
京
辺
ニ
ハ

、
寺
ト
云
ハ
三
井
寺
、
山

ト
云
ハ
叡
山
、
洛
中
ニ
ハ

一
箇
寺
モ
ナ
シ
。
今
俗
人
ニ
』
(7
ウ
)

手
本
ヲ
書
テ
文
字
ヲ
教
へ
テ
ク
レ
ル
仁
モ
ナ
カ
リ
タ
。
皆
ナ
寺
へ

ユ
カ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
依
テ
三
井
寺
ヤ
叡
山
へ
往
テ
習
タ
故
ニ
、

寺

入
シ
タ
ト
云
フ
等
。
此
下
ニ
ロ
チ
過
坊
主
タ
ン
ト
出
来
ル
故
ニ
軽

蔑
ス
ル
。
寺
エ
参
リ
タ
ラ
、
送
リ
テ
出
ナ
ン
タ
ト
云
テ
ボ
ヤ
ク
。
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送
リ
テ
ホ
シ
ク
ハ
死
ナ
シ
ヤ
レ
。
何
ト
キ
テ
モ
送
リ
テ
ヤ
ル
等
。

{親
鷲
聖
人
絵
伝
第
二
図
(
第
一
幅
)
青
蓮
客
殿
・
得
度
剃
髪
】

{
l
】
O
此
処
ハ
車
問
蓮
院
ノ
方
丈
ノ
体
。
機
カ
上
へ
貫
キ
テ
書
テ

*
 

ア
ル
等
。
坐
主
モ
叡
山
ノ
掛
所
、
禁
底
(
庭
)
へ
出
入
ナ
サ
ル
、

ニ
、
逮
イ
故
ニ
、
多
ク
ハ
此
寺
へ
住
居
シ
玉
フ
。

{
2
}
O
緋
ノ
装
束
ハ
、
法
性
寺
関
白
忠
通
公
ノ
御
息
、
月
輪
殿

下
ノ
兄
公
也
。
慈
円
僧
正
ト
云
フ
也
。
又
有
明
ノ
僧
正
ト
モ
申
タ
。

無
動
寺
ノ
大
乗
院
ハ
目
ノ
下
カ
近
江
ノ
湖
水
チ
ヤ
。

フ
モ
ト
ニ
ハ
千
尋
ノ
浪
ヲ
カ
タ
シ
キ
テ
枕
ノ
モ
ト
ニ
有
明
ノ

月

{
3
}
O
装
束
ノ
堂
上
ハ
、
伯
父
範
綱
卿
也
。
御
出
家
御
願
ノ
体
也
。

*
 

「
児
ハ
有
範
カ

一
子
、
松
若
丸
九
歳
ニ
ナ
リ
マ
ス
。
未
幼
雅

(稚
)

ニ
御
坐
レ
ト
モ
、
頻
ニ
出
家
ヲ
願
ヒ
マ
ス
ル
故
、
今
日
ハ
貴
坊
へ

誘
引
仕
リ
マ
シ
タ
ヵ
、
何
卒
御
弟
子
ノ
一
分
ニ
召
加
へ
』
(8
オ
)

ラ
レ
、
宜
ク
御
教
示
ノ
程
願
上
ル
。
」
ト
ノ
玉
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
和

尚
ノ
仰
セ
ラ
レ
ハ

、
「
年
序
モ
ユ
カ
ヌ
ニ
、
十
歳
未
満
ニ
シ
テ
出

家
シ
タ
イ
ト
ハ
神
妙
ノ
至
リ
。
マ
ツ
/
¥
十
五
歳
マ
テ
ハ
、
ソ
ノ

児
ノ
ス
カ
タ
ニ
テ
、
此
山
寺
ニ
滞
留
ア
リ
テ
、
手
習
学
問
イ
タ
サ

レ
ヨ
。
イ
ヨ
/
¥
十
五
歳
ニ
ナ
リ
、
得
度
イ
タ
サ
レ
テ
、
遅
カ
ラ

ヌ
コ
ト
。
」
ト
一
通
リ
ノ
御
挨
拶
ナ
リ
。
処
カ
松
若
丸
ハ
、
伯
父

サ
マ
ノ
袖
ニ
ス
カ
リ
、
シ
ク
/
¥
ト
御
泣
ナ
サ
レ
タ
。
ソ
ノ
ト
キ

範
綱
御
覧
ナ
サ
レ
、
「
サ
ス
カ
小
児
ノ
コ
ト
ユ
へ
、
折
角
連
テ
マ

イ
リ
マ
シ
タ
カ
、
又
々
里
ト
心
カ
出
来
、
母
ノ
元
へ
帰
リ
タ
イ
カ
、

ア
ノ
ヤ
ウ
ニ
泣
マ
ス
ル
。
」
ト
。
ソ
ノ
ト
キ
松
若
君
、
伯
父
サ
マ

ノ
袖
ヲ
ヒ
カ
へ
、
「
実
母
ノ
元
ヘ
カ
ヘ
リ
タ
キ
野
心
ア
リ
テ
泣
テ

ハ
御
坐
ラ
ヌ
。
師
ノ
御
坊
ノ
御
仰
セ
ニ
、
十
五
歳
マ
テ
有
髪
テ
此

山
寺
三
逗
向
田
セ
ヨ
。
」
ト
ノ
仰
。

《
慈
鎮
和
尚

儲
シ
ケ
レ
ト
一
枚
ヲ
ラ
ン
桜
衣
サ
テ
ソ
仏
ケ
ノ
タ
ネ
ト
ナ
ル
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一フン
》

兼
テ
承
ル
出
息
入
息
不
待
命
終
、

ア
ス
マ
デ
ト
オ
モ
フ
コ
、
ロ
ハ
等

慈
円
僧
正
ノ
日
ク
、
「
ア
ツ
ハ
レ
ノ
器
量
モ
ノ
。
見
弟
子
不
如
於

師
ト
。
一

山
ノ
碩
学
へ
ハ
拙
僧
ヨ
リ
コ
ト
ハ
リ
オ
ク
ヘ
シ
。
ィ
ヵ

ニ
モ
願
ヒ
ノ
通
リ
、
今
宵
ノ
」
(8
ウ
)
中
ニ
得
度
ノ
儀
式
用
意

ス
ヘ
シ
。
」
ト
云
云
。
《
『
大
経
」
ニ
云
夕
、
願
我
作
仏
斎
聖
法
王
過

度
生
死
際
不
解
脱
。》

{4
}
O
壁
ノ
張
附
ニ
鳳
風
ア
リ
。
雛
ノ
ト
キ
カ
ラ
違
フ
。
仏
ノ

御
化
身
ナ
ル
カ
故
ニ
、
九
歳
出
家
、
弘
法
図
利
生
縁
ニ
ヌ
ク
メ
ラ

レ
、
松
若
丸
ト
云
フ
雛
ニ
ナ
リ
、
ヤ
カ
テ
衆
生
済
度
ノ
羽
ヲ
ヒ
ロ

ケ
テ
日
本
中
ヲ
朔
ル
等
。

中

々

ニ

唐

ノ

鳥

モ

コ

ス

桐

葉

落

セ

秋

ノ

夕

暮

*

聖
人
ノ
世
ニ
来
儀
ス
ル
。
上
宮
太
子
ノ
ト
キ
ニ
、
三
河
ニ
鳳
風



*
 

(
来
)
寺
カ
立
ツ
。
鳳
来
寺
ト
云
フ
ヲ
、
后
(
後
)
チ
ニ
宝
来
寺

ト
書
。
五
口
祖
、
亀
山
院
ヨ
リ
親
鷲
聖
人
ト
ノ
玉
フ
コ
ト
。

マ
ノ}
O
牡
丹
カ
ア
リ
、
周
茂
叔
ハ
花
ノ
官
問
責
ト
云
フ
。

年
ヲ
ヘ
テ
数
ソ
フ
色
ノ
フ
カ
ミ
草
フ
カ
ク
モ
ト
メ
ル
宿
ノ
花

国

フ
カ
ミ
草
ト
ハ
牡
丹
ノ
コ
ト
。
我
祖
宗
門
ハ
ン
昌
ノ
コ
ト
。
『
大

報
恩
経
」
ニ
、
衆
生
発
菩
提
心
其
事
非
一
或
因
思
愛
或
因
別
難
。

イ
カ
サ
マ
播
州
書
写
山
ノ
性
空
ハ
、
時
朝
大
納
言
ノ
中
ニ
仕
ヘ
テ
、

*
 

小
太
良

(
郎
)
ト
云
フ
草
履
取
ナ
リ
シ
ヵ
、
此
家
ニ
松
影
ノ
硯
ト

テ
、
重
宝
ア
リ
シ
ヲ
、
拝
見
シ
押
頂
キ
シ
ヵ
、
下
郎
ノ
手
ニ
触
タ

ル
答
メ
ニ
ヤ
、
取
落
シ
テ
打
破
リ
シ
ヲ
、
十
三
ニ
ナ
ル
御
公
達
、

「
ワ
カ
破
リ
。
」
ト
爺
御
ニ
詫
シ
テ
』

(
9
オ
)
取
セ
ン
ト
、
ツ
ミ

ヲ
覆
ヒ
玉
フ
。
大
納
言
ヤ
カ
テ
御
帰
リ
、
「
自
ラ
誤
リ
テ
破
リ
シ

ソ
。
」
ト
詫
シ
玉
へ
ハ
、
爺
御
ハ
即
時
ニ
児
ヲ
殺
シ
玉
フ
。
ソ
ノ

*
 

ト
キ
小
太
良

(郎
)、
「
復
相
ハ
私
シ
ナ
リ
。
」
ト
機
悔
セ
ン
ト
思

ヒ
シ
カ
、
「
又
殺
サ
レ
テ
ハ
益
ナ
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
公
達
ノ
菩
提
ノ

*

*

 

タ
メ
ニ
出
家
シ
テ
、
弔
ヒ
奉
ン
。
」
ト
雑
(
薙
)
髪
セ
シ
ヵ
、
后

本

(後
)
ニ
聖
(
性
)
空
上
人
ト
問
へ
ケ
リ
。

又
、
遠
藤
武
者
接
遠
ハ
、
朋
輩
ノ
士
ヒ
源
ノ
渡
リ
カ
妻
、
袈
裟

御
前
ヲ
懲
シ
テ
、
艶
致
目
算
々
通
セ
シ
ヵ
、
返
答
モ
タ
シ
カ
タ
ク
、

「
我
夫
夜
々
髪
ヲ
洗
フ
テ
臥
ス
ル
。
今
夜
忍
ヒ
入
、
ヌ
レ
髪
ヲ
印

シ
ニ
殺
シ
玉
フ
ヘ
シ
。
」
ト
テ
、
自
ラ
カ
ミ
ア
ラ
フ
テ
臥
ス
故
ニ
、

渡
リ
(
盛
遠
カ
)
首
切
リ
テ
見
レ
ハ
、
恋
人
ナ
リ
。
故
ニ
発
心
シ

テ
菩
提
ヲ
弔
フ
。
文
覚
上
人
ナ
リ
。
又
、
渡
リ
ハ
出
家
シ
テ
俊
乗

坊
重
源
ト
ナ
ル
也
。
是
等
ハ
怨
憎
カ
因
縁
ト
ナ
ル
。
可
知
。

又
、
弘
法
ヤ
伝
教
ハ
、
幼
少
ノ
ト
キ
ヨ
リ
無
常
ヲ
観
シ
テ
出
家
ス

ル
。
仏
菩
薩
ノ
権
者
ノ
証
拠
ニ
ハ
、
御
時
代
ニ
ハ
名
ハ
高
ナ
ケ
ネ

ト
モ
、
末
代
ニ
ナ
ル
ホ
ト
顕
レ
ル
等。

{
6
}
O
極
念
入
ノ
『
御
絵
』

ニ
ハ
、
此
外
ニ
寒
梅
ト
菖
蒲
ノ
花

カ
書
テ
ア
ル
。
寒
梅
ハ
雪
』

(
9
ウ
)
ヲ
凌
キ
テ
咲
ク
。
《
鶴
亀
・

松
竹
ノ
模
様
、
直
衣
ニ
袈
裟
着
玉
フ
ハ
我
祖
聖
人
也
。
》
菖
蒲
ハ

六
月
ニ
咲
ク
。
突
、
暑
ヲ
厭
ハ
ス
、
叡
山
廿
年
修
行
、
如
此
ト
ナ
リ
。

歌
ニ
、
梅
ノ
花
ニ
ホ
フ
ア
タ
リ
ノ
夕
暮
ハ
ア
ヤ
ナ
キ
人
ニ
詠
メ
ラ
レ

ツ

二
月
頃
ノ
梅
ナ
レ
ハ
ニ
ホ
フ
。
ハ
ツ
寒
梅
ハ
寒
中
ニ
ハ
ヤ
ニ
ホ
フ

ユ
へ
、
何
ナ
ル
人
モ
驚
ヌ
ハ
ナ
シ
。
吾
祖
モ
三
十

・
四
十
ニ
シ
テ
、

学
問
ノ
花
モ
咲
テ
法
門
ノ
蒸
モ
ス
ル
ハ
常
ノ
人
ナ
リ
。
祖
師
ハ
寒

梅
ノ
知
キ
ナ
リ
。《
O
仏
師
ノ
三
万
可
弁
。》

【

7
}
《
O
左
右
ノ
二
僧
、
一
人
ハ
十
乗
院
ノ
阿
悶
梨
軒
町
、

一
人

ハ
尊
勝
院
ノ
阿
閑
梨
祐
存
。

@
如
是
。
性
範
ノ
手
元
ヲ
明
笑
ニ
色

ヲ
花
ニ

一静
、
九
歳
ノ
黒
ノ
髪
、
湯
ニ
テ
湿
サ
セ
ラ
レ
、
「
流
転
三

界
中
」
ト
唱
ヒ
テ
、
心
ト
共
ニ
剃
盈
サ
セ
ラ
レ
、
範
宴
ト
名
ノ
リ
、

二
十
年
難
行
等
。
次
死
後
、
手
次
僧
ニ
髪
盈
ラ
ル
、
コ
ト
可
弁
。》
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{
8
}
O
又
、
菖
蒲
ハ
、

ア
ヤ
メ
草
曳
テ
モ
タ
エ
ヌ
長
キ
根
ノ
イ
カ
ニ
浅
香
ノ
沼
ニ

ハ
フ
ラ
ン

生
ヘ
テ
ン

祖
ハ
九
歳
ノ
ア
リ
サ
マ
ハ
、
ア
ヤ
メ
ノ
花
シ
ホ
ラ
シ
キ
形
チ
、
根

ハ
五
籾
永
籾
ノ
フ
カ
イ
沼
ヨ
リ
、
日
本
国
中
ニ
根
カ
ハ
ヒ
コ
リ
、

*
 
后

(後
)
ニ
真
宗
興
立
シ
玉
フ
。

{
0ノ
}
O
白
直
綴
ハ

、
御
召
使
ノ
伴
僧
。

O

コ
ノ
児
ハ
慈
鎮
和
尚
ノ
朝
夕
御
給
仕
ノ
人
也
。
貴
人
ノ
御
客
ニ

ハ
、
ウ
シ
ロ
ム
ク
カ
礼
ナ
リ
。

{叩
]
O
表
ノ
方
丈
ニ
テ
、
ソ
ノ
夜
得
度
ノ
体
。

O
権
智
坊
阿
閤
梨
性
範
剃
万
ノ
役
。
御
門
跡
様
御
得
度
ハ
、
今
ニ

申一

H
蓮
院
ノ
宮
へ
御
ナ
リ
。
夜
中
ニ
御
剃
髪
ナ
リ
。
』
(
叩
オ
)

《
有
範
綱

(有
綱
カ
)

八
重
桜
今
日
九
重
ニ
香
ハ
セ
テ
松
ヲ
手
向

ノ
法
ノ
フ
イ
テ

宗
祖
黒
髪
ヲ
何
惜
ミ
ナ
ン
此
春
ハ
法
ノ
花
咲
ク
此
身
ナ
ル
モ
ノ

和
尚
剃
リ
度
キ
ハ
心
ロ

ノ
内
ノ
乱
レ
髪
老
ノ
白
髪
ハ
ソ
ル
ト
ソ

ラ
ズ
ト
》

摂
政
関
白
ニ

モ
ナ
リ
玉
フ
ヘ
キ
御
身
カ
、
私
シ
ユ
へ
ニ
御
出
家
。

御
俗
体
ノ
拝
ミ
オ
サ
メ
ナ
レ
ハ
、
ッ
、
シ
ン
テ
拝
礼
ア
ラ
レ
ヨ
。

*
 

{日
}
O
此
範
綱
ハ
、
凹
十
ニ
ナ
レ
ト
モ
、
イ
マ
タ
后

(後
)
世
ト

モ
未
来
ト
モ
気
カ
付
ヌ
ニ
、
松
若
丸
漸
ク
九
歳
ニ
シ
テ
早
出
家
ト

*
 

ハ
、
「
ヤ
レ
/
¥
恥
布

(敷
)
我
心
ナ
リ
。
」
ト
テ
、
「
オ
イ
ナ
ル

者
ヲ
青
蓮
院
へ
ト
モ
ナ
イ
テ
」
ト
書
テ
、
(
空
白
)
家
ヅ
ト
二
セ

ン
ト
歌
書
ニ
ア
リ
。

{ロ】
O
此
坐
主
ノ
前
ナ
ル
机
ノ
上
ニ
、
香
櫨
香
箱
・
水
瓶
ノ

類
、
皆
ナ
得
度
式
ニ
付
テ
入
用
ノ
具
ヲ
弁
へ
サ
セ
ラ
レ
タ
ル
体
ナ

リ
。
委
ク
云
ヘ
ハ
色
々
ノ
儀
式
ア
リ
テ
、
先
、
香
湯
ヲ
以
テ
大
地

七
尺
四
方
ヲ
ソ
、
キ
、
四
方
ノ
ス
ミ
ニ
腿
ヲ
カ
ケ
、
末
席
ニ
出
家

ス
ル
人
ヲ
坐
セ
シ
メ
、
正
客
ニ
ハ
和
尚
ト
阿
閣
梨
ト
ノ
高
坐
ヲ
オ

*
 

キ
、
初
ハ
在
家
ノ
素
服
ナ
カ
ラ
、
故
郷
ノ
方
ヲ
向
テ
、

『請

(清
)

信
士
度
人
経
』
ノ
文
、
流
転
三
界
中
止
ノ
文
ヲ
ト
ナ
へ
、
夫
ヨ
リ

白
衣
ヲ
着
シ
、
阿
閤
梨
ノ
前
ニ
テ
、
帰
依
大
世
尊
、
得
度
三
有
、

若
又
願
諸
衆
生
、
普
入
無
為
楽
ト
ト
ナ
へ
、
四
方
ノ
髪
ヲ
ソ
リ、

和
尚
ノ
前
ニ
テ
剃
テ
貰
フ
。
初
メ
テ
袈
裟
ヲ
戴
キ
首
ニ
』
(
叩
ウ
)

カ
ケ
、
「
善
哉
値
仏
者
、
何
人
不
喜
哉
、
我
今
獲
法
服
、
福
田
子

時
会
」
ト
称
へ
テ
、
ツ
ヰ
ニ
入
沙
門
ノ
身
ト
成
ト
ア
ル
。
今
ハ
コ

ノ
業
ミ
ナ
略
シ
タ
モ
ノ
。

{
日
}

ト
キ
ニ
此
ト
キ
剃
落
サ
セ
玉
フ
髪
ヲ
、
手
ラ
児
ノ
姿
ヲ
キ

サ
マ
セ
ラ
レ
、
ソ
ノ
御
首

ニ
ウ
ヱ
テ
、
母
御
吉
光
女
へ
送
ラ
セ
ラ

レ
タ
カ
、
今
植
髪
ノ
御
影
ナ
リ
。

コ
、
袈
裟
ヲ
召
シ
玉
フ
ハ
云
何
。
答、

『大
経
」

ニ
、
而
著
法
服
剃
除

毅
髪
ト
一式云。

悉
陀
太
子
、
浄
飯
王
ノ
子
ト
ナ
リ
テ
、
今
初
メ
テ

出
家
シ
玉
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
。
因
位
ヲ
云
へ
ハ
、
久
遠
ノ
薩
淫
等
、
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弁
可
弁
。
今
モ
吾
祖
初
メ
テ
出
家
ニ
ア
ラ
ス
。
本
ト
ハ
弥
陀
ノ
化

身
法
蔵
因
位
等
。

柄
ト
ナ
リ
テ
再
ヒ
雪
ノ
重
荷
カ
ナ

竹
ト
キ
雪
ヲ
オ
ホ
ィ
、
又
タ
傘
ト
ナ
リ
テ
雪
ノ
フ
ル
ト
キ
重
荷
ヲ

オ
ホ
フ
等
。

{M}
サ
テ
御
九
ツ
ノ
御
得
度
ヨ

リ
、
廿
九
歳
ニ
シ
テ
吉
水
入
室
。

ソ
ノ
間
ノ
廿
年
、
叡
山
ノ
御
修
行
ハ

此
雲
間
ニ
略
シ
テ
ア
ル
也
。

十
歳
・
十

一
・
十
二

十
三
十
四
ノ
間
ハ
、
慈
円
僧
正
』
(
日

オ
)
ニ
仕
へ
テ
御
学
問
。
ソ
ノ
暇
ニ
ハ
、
竹
谷
ノ
静
厳
僧
都
智

浄
僧
都

・
延
真
僧
正
様
、
方
々
ニ
テ
御
研
究
。
三
井
ノ
慶
詐

・
醍

醐
ノ
寛
雅
等
ニ
仕
へ
サ
セ
ラ
レ
、
十
五
歳
ノ
御
ト
キ
ヨ
リ
十
六
・

十
七
・
十
八
ハ
、
南
都
ニ
御
修
学
ア
ル
。

東
大
寺
新
造
ノ
屋
ト
テ
、
二
月
堂
ノ
前
ノ
寺
ニ
テ
、
今
ニ
範
宴

少
納
言
ノ
御
逗
留
ノ
寺
カ
ア
ル
。
ソ
ノ
本
尊
ノ
足
ノ
ノ
(
ニ
子
桁

字
)
甲
ニ
針
カ
折
テ
ア
ル
。

コ
レ
ハ
昔
、
御
関
山
ノ
跡
ヲ
慕
フ
テ

御
歩
行
ナ
サ
レ
タ
ユ
ヘ
、
山
室
{
寸
カ
針
ヲ
打
タ
ノ
チ
ヤ
、
ト
ア
ル
。

ソ
ノ
節
、

『般
若
』
ノ
理
趣
分
ヲ
書
写
ナ
サ
レ
テ
、
春
日
へ
奉
納

ナ
サ
レ
タ
ト
ア
ル
。
十
八
ノ
御
年
ニ
ハ
、
招
提
寺
ニ
テ
行
乗
法
印

ニ
シ
タ
カ
ヒ
、
律
ノ
奥
義
ヲ
究
メ
、
十
九
ノ
御
年
ノ
秋
九
月
十
三

日
、
河
内
国
磯
長
ノ
御
廟
へ
参
詣
ナ
サ
レ
、
我
三
尊
等
ノ
霊
告
ア

*

*

 

リ
。
十
余
戴

(
歳
)

ノ
后

(後)、

二
十
九
歳
ニ
シ
テ
吉
水
ニ
入
、

*
 

賛
ニ

仏
智
不
恩
義
(
議
)
ノ
誓
願
ヲ
等
、

ト
ア
リ
。
「
信
受
本
願

*
 

前
念
命
終
后

(後
)
念
即
生
」

ト
ノ
玉
フ
。
我
等
モ
信
ヲ
ヱ
ヌ
昔

ハ
、
ム
チ
ヤ
テ
ク
ラ
シ
タ
ノ
チ
ャ
。
夫
カ
必
至
無
上
浄
信
暁
三
有

生
死
之
雲
晴
ト
、
信
前
ハ
夜
中
ノ
道
中
、
松
ヤ
杉
ノ
立
木
ヲ
ハ
、

高
入
道
テ
ハ
ナ
イ
カ
ト
』
(
日
ウ
)
オ
チ
オ
ソ
レ
、
荏
ノ
穂
ヲ
幽

霊
カ
ト
オ
モ
フ
タ
カ
、
夜
カ
ア
ケ
ル
ト、

ハ
ツ
キ
リ
分
ル
。
昔、ン

*
 

ハ
日
ノ
善
悪
ヲ
機
見
、
悪
布
(
敷
)
方
角
ノ
善
悪
ヲ
機
ニ
カ
ケ
タ

ハ
、
松
ヤ
杉
ヲ
高
入
道
カ
ト
オ
モ
フ
知
ク
チ
ャ
。
一

念
帰
命
ノ
夜

カ
明
ケ
ル
ト、

コ
レ
ハ
雑
行
雑
修
、
コ
レ

ハ
自
力
ト
、
サ
ツ
ハ

リ

分
レ
ル
ソ
ヤ
。
諺
歌
ニ
、

*
 

焼
ハ
灰
埋
メ
ハ
土
ト
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
イ
ラ
ヌ
后

(後
)
生
ト
ア

本

サ
ケ
リ
テ

実

ニ

后

(
後
)
生
ノ
ア
ル
コ
ト
ヲ
本
ニ
今
マ
テ
シ

ラ
ナ
ン
タ
福
徳
ヲ
神
ヤ
仏
ケ
ニ
祈
リ
ナ
ハ
福
徳
モ
ア
ル
ヤ

ウ
ニ
現
世
ノ
欲
ニ
目
カ
ク
レ

テ

過

去
ノ
因
縁
シ
ラ
ナ
ン
タ

悪
ヲ
ス

ル
ト
キ
オ
ソ
ル
、
機
マ
タ
善
事
ヲ
ス
ル
ヲ
ヤ
自
慢
カ
先

ニ
ト
モ
ニ
地
獄
ノ
種
ナ
ル
コ

ト
ヲ
本
ニ
今
マ
テ
知
ラ
ナ
ン

*
 

タ

親

ハ

夕

、

コ

ノ

世

ノ

親

ト
ノ
ミ
シ
リ
テ
久
遠
己

(以
)

来
ノ
御
仏
ヲ
真
実
大
悲
ノ
親
サ
マ
ト

本
ニ
イ
マ
、
テ
シ
ラ
ナ

雑
行
ヤ
雑
修
自
力
カ
疑
ノ
永
カ
ノ
イ
ト
マ
ノ
ス
タ
リ

本
願
タ
ノ
ム
一
念
ト
本
ニ
今
マ
テ
知
ラ
ナ
ン
タ

『御伝私考j

/ 

タ
場
ノ、

幾
度

カ

タ
ノ
ン
テ
ミ
テ
モ
オ
チ
ツ
カ
ヌ

オ
ノ
カ
タ
ノ
ム
ヲ
タ
ノ
ミ

ン

本
願
他
力
ノ
御
助
ケ
ト

間
ヘ
ヌ
ウ
チ
ハ
朝
夕
ノ
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助
ノ

本
ニ
今
マ
テ
知
ラ
ナ
ン
タ
御

礼
拝
恭
』
(
ロ
オ
)
敬
ヤ
称
名



浄
土
へ
参
ル
タ
ネ
ト
シ
テ
仏
恩
報
謝
ト
シ
ラ
ナ
ン
タ

ヵ
、
ル
末
世
ニ
生
レ
タ
ワ
タ
シ
祖
師
ノ
教
ヲ
ソ
ノ
マ
、
ツ
タ

ヘ
キ
カ
セ
玉
フ
ハ
知
識
ノ
恩
卜
本
ニ
今
マ
テ
知
ラ
ナ
ン
タ

オ
モ
ヒ
カ
ケ
ナ
キ
藤
原
氏
ニ
御
誕
生
ア
ル
吾
祖
師
サ
マ
ヲ
越

後
・
関
東
ノ
ウ
キ
旅
ハ
私
ユ
ヘ
ト
ハ
知
ラ
ナ
ン
タ
弥
陀
ノ
摂

取
ノ
光
リ
ノ
中
ト
オ
モ
ヤ
タ
シ
ナ
メ
身
ノ
谷
ヲ
信
ヲ
ヱ
タ
レ

ハ
正
定
不
退
コ
ン
ナ
御
慈
悲
ト
知
ラ
ナ
ン
タ

ソ
レ
カ
今
ハ
、
外
ニ
功
徳
善
根
モ
ソ
ナ
ヘ
ル
ハ
、
雑
行
御
念
ヤ

御
掃
除
ハ
、
信
ノ
上
カ
ラ
ハ
御
敬
ヒ
、
夫
カ
御
助
カ
聞
ヘ
ヌ
カ

ラ
、
往
生
ノ
根
ツ
キ
ト
息
フ
ハ
、
雑
行
雑
修
マ
タ
同
シ
。
御
称

名
モ
信
ノ
上
カ
ラ
ハ
御
礼
報
謝
、
ソ
レ
カ
御
助
カ
キ
コ
ヘ
ヌ
カ
ラ
、

*
 
后

(後
)
生
ノ
タ
メ
卜
思
フ
カ
自
力
。
夕
、
ツ
ミ
フ
カ
キ
モ
ノ
ヲ
、

占
中

願
力
ノ
御
不
恩
義

(議
)
テ
、
此
侭
ノ
御
助
ケ
ト
拝
ミ
ツ
ケ
タ
ハ
、

我
心
ヲ
オ
カ
ミ
ツ
ケ
タ
カ
、
ア
ナ
タ
ノ
御
光
明
ノ
御
メ
ク
ミ
テ
、

オ
カ
ミ
ヱ
サ
セ
テ
下
サ
レ
タ
ノ
チ
ャ
。

モ

我
自
ニ
テ
月
ヲ
ミ
ル
ソ
ト
オ
モ
フ
マ
シ
月
ノ
光
リ
テ
月
ヲ
コ

ソ
ミ
レ

何
モ
角
モ
ア
ナ
タ
カ
ラ
ノ
御
回
向
テ
御
浄
土
マ
イ
リ
ス
ル
ゾ

嬉
シ
キ
』
(
ロ
ウ
)

丁
度
、
内
ノ
亭
主
カ
五
日
サ
キ
ニ
江
戸
へ
出
立
。
近
処
カ
ラ
ノ

留
守
見
舞
ニ
、
内
方
ノ
御
亭
主
サ
マ
ハ
江
戸
へ
御
出
弁
等
。
何
ノ

/
¥
五
日
マ
へ
ニ
出
立
。

マ
タ
伊
勢
ノ
桑
名
カ
、
宮
へ
ツ
カ
ヌ
道

中
チ
ヤ
ケ
レ
ト
モ
、
コ
、
ロ
サ
ス
ハ
江
戸
ヘ
ユ
ク
ト
テ
、

出
立
ス

レ
ハ
、
道
中
ニ
イ
テ
モ
江
戸
へ
行
タ
体
チ
ャ
。
信
ノ
一
念
カ
迷
ノ

家
ヲ
フ
ミ
出
シ
タ
ノ
チ
ヤ
。

マ
タ
極
楽
ノ
江
戸
へ
ハ
往
生
ハ
セ
ヌ
。

五
十
年
相
続
ハ
道
中
チ
ヤ
等
。

{
口
}
サ
テ
此
雲
間
ニ
、
叡
山
二
十
年
ノ
御
修
学
ノ
コ
ト
ヲ
御
含

ミ
、
ソ
レ
ヲ
取
広
ケ
テ
云
へ
ハ
、

『御
伝
』

ニ
、
隠
遁
ノ
志
ニ
ヒ

カ
レ
テ
ト
ア
ル
。

一
去
万
里
宿
徳
家
恥
ト

『止
観
」
ノ
文
。
叡
山
カ

浮
世
ヲ
離
レ
タ
隠
遁
ノ
土
地
チ
ヤ
カ
ト
云
ニ

、
コ
レ
ニ
ハ
訳
ノ
有

コ
ト
ナ
リ
。
慈
鎮
和
尚
へ
、
歌
題
カ
恋
ト
云
、

我
恋
ハ
松
ヲ
時
雨
一
一
染
兼
テ
真
葛
原
-
一
風
サ
ハ
ク
ラ
ン

ト
、
堂
上
評
シ
テ
、
「
不
犯
ノ
身
ニ
不
似
合
名
歌
ナ
リ
。
」
ト
ソ
シ

リ
疑
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
ニ
、
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人
毎
ニ
ヒ
ト
ツ
ノ
ク
セ
ハ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
吾
ニ
ハ
ユ
ル
セ
シ
キ

シ
マ
ノ
ミ
チ

土
御
門
ノ
院
ノ
ト
キ
也
。
手
業
ニ
ナ
レ
ヌ
鷹
ヲ
ヨ
マ
セ
ヨ
ト
ア
ル
。

ハ
シ
タ
カ
ノ
ミ
ヨ
リ
ノ
羽
風
フ
キ
タ
テ
、

』
(
日
オ
)
オ
ノ

レ
ト
ハ
ラ
フ
袖
ノ
白
雪

ト
、
禁
庭
へ
御
使
ハ
範
宴
君
ナ
リ
。
師
匠
ハ
ミ
ヨ
リ
ヲ
ヨ
ム
。
弟

子
ハ
ヒ
タ
リ
ヲ
ヨ
メ
ヨ
ト
勅
命
ア
リ
。

雪
フ
レ
ハ
身
ニ
シ
キ
ソ
フ
ル
ハ
シ
タ
カ
ノ
夕
、
サ
キ
ノ
羽
ヤ

白
フ
ナ
ル
ラ
ン

ト
、
大
キ
褒
美
ア
リ
テ
、
ヒ
ワ
ダ
色
ノ
御
衣
ヲ
下
サ
ル
。
ソ
ノ
ト



キ
帰
リ
ト
云
フ
ノ
道
ス
カ
ラ
、
浮
生
ノ
交
衆
ヲ
食
リ
テ
、
徒
ニ
仮

名
ノ
修
学
ニ
ツ
カ
レ
ン
ト
テ
、
隠
遁
ノ
心
ロ
仕
切
リ
ナ
リ
等
。

ソ
レ
ヨ
リ
六
角
堂
へ
通
ヒ
玉
フ
ナ
リ
。
御
本
山
ノ
御
長
朝
ニ
マ
イ

ψ

a

T

ψ
年

ル
サ
へ
太
義

(大
儀
)
ナ
ル
-
一
、
五
十
丁
、

三
堅
十
八
丁
等
。
番

*
 

太
ハ
門
ヲ
立
結

(詰
)
メ
盗
人
ノ
用
心
。
ソ
レ
ヲ
腹
ヵ
、
メ
テ
、

「
叡
山
ノ
衆
徒
、
宿
願
ア
リ
テ
六
角
堂
へ
参
能
ス
ル
モ
ノ
、
通
シ

テ
タ
ベ
。
」
ト
、
番
太
ニ
サ
ヘ
小
腰
ヲ
ヵ
、
メ
サ
セ
ラ
レ
タ
ソ
ヤ
。

通
ヒ
小
町
ノ
名
ハ
、

何
故
ニ
深
草
ノ
少
将
カ
通
タ
ヲ
、
通
ヒ
少
将

ト
ハ
イ
ワ
ヌ
。
通
ハ
セ
タ
小
町
ヲ
通
ヒ
小
町
ト
云
フ
。
聖
人
ハ
通

ハ
セ
玉
へ
ト
モ
、
通
ハ
セ
タ
ハ
我
等
ナ
リ
。

{親
驚
聖
人
絵
伝
第
三
図
(
第
一
隅
)
吉
水
入
室
}

第
二
段
建
仁
第

一
ノ
暦
春
ノ
コ
ロ
等
。

{
1
}
O
士
口
水
御
庵
室
ノ
体
ナ
リ
。
士
口
水
ト
ハ
、
今
ノ
知
恩
院
ト

東
大
谷
ト
ノ
ア
イ
夕
、』
(
日
ウ
)
丸
山
安
養
寺
ノ
境
内
少
シ
奥
へ

行
ク
ト
、
吉
水
ノ
旧
跡
石
碑
ア
リ
。
ソ
コ
ニ
池
カ
ア
ル
。
コ
レ
カ

*
 

御
庵
室
ノ
底

(庭
)
前
ノ
池
チ
ヤ
。
ソ
ノ
上
カ
権
阿
弥
・
蓮
阿
弥

ト
云
フ
坊
ア
リ
。
ソ
ノ
門
前
カ
昔
ノ
御
庵
室
ノ
跡
チ
ヤ
。
昔
、
ン
ハ

コ
ノ
ヤ
ウ
ニ
筋
塀
築
地
ハ
ア
ル
マ
イ
。
今
ノ
知
恩
院
ノ
御
繁
昌
ヲ

以
テ
、
古
ニ
及
ホ
シ
テ
書
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
法
然
サ
マ
ハ
御
庵
室
ニ

*

*

*

 

テ
往
生
シ
玉
フ
。
今
知
恩
院
ハ
元
祖
ノ
御
滅
后

(後
)
ニ
、
築
后

*
 

(筑
後
)
ノ
久
留
米
ノ
領
内
ノ
香
月
ノ
庄
ニ
生
レ
タ
性

(聖
)
光
坊

弁
阿
上
人
ノ
建
立
ユ
へ
、
鎮
西
浄
土
宗
ナ
リ
。
今
ノ
御
影
堂
ア

*
 

タ
リ
ヵ
、
昔
ノ
知
思
院
。
ソ
ノ
下
ノ
山
門
ノ
北
崇
養
(
泰
)
院
カ
、

大
谷
ノ
御
本
廟
。
法
然
サ
マ
ノ
御
影
堂
ト
井
ン
テ
ア
タ
リ
カ
、
夫

ヵ
東
照
権
現
カ
鎮
西
派
故
、
ア
ナ
タ
カ
天
下
ヲ
ト
ラ
セ
ラ
レ
テ
、

今
ノ
ヤ
ウ
ニ
知
恩
院
弘
ル
ニ
付
、
大
谷
ハ
五
条
ノ
東
へ
御
タ
ノ
ミ

ニ
ヨ
リ
テ
引
ル
。
寺
町
へ
大
雲
院
モ
御
影
堂
モ
引
ト
リ
タ
ア
ト
ヵ
、

知
恩
院
境
内
ニ
ナ
ル
也
。
ヨ
リ
テ
御
庵
室
テ
ハ
、
昔
、
ン
ノ
吉
水
ノ

コ
ト
チ
ヤ
。』

(M
オ
)

{
2
}
O
此
白
装
束
テ
御
沓
ヲ
召
シ
テ
御
坐
ル
ハ
、
御
開
山
ナ
リ
。

白
装
束
ハ
僧
都
ノ
衣
体
。
廿
九
歳
ノ
御
姿
タ
。
叡
山
廿
年
ノ
御
苦
労

*
 

ハ
此
御
影
ニ
オ
サ
メ
テ
ア
ル
ホ
ト
ニ
、
機
(
気
)
ヲ
付
テ
御
礼
。

ナ
ニ
ノ
ア
ナ
タ
カ
弥
陀
ノ
御
化
身
。
二
十
年
自
力
ノ
修
行
ナ
サ
レ

ス
ト
モ
ト
思
へ

ト
モ
、
「
酢
モ
辛
モ
オ
レ
カ
ッ
ト
メ
テ
知
テ
居
ル
。

中
々
ツ
ト
マ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
オ
レ
サ
へ
ス
テ
タ
。
日
定
ヲ
手
本
ニ
雑
行
ス

テ
ヨ
。
」
ト
、
我
々
へ
御
催
促
。
又
此
吉
水
へ
御
入
室
マ
テ
ニ
凡

*
 

三
年
、
根
本
中
堂
、
ソ
ノ
外
枝
末
ノ
智
正
屈

(窟
)
へ
参
後
。
ア
マ

ツ
サ
へ
百
日
ノ
間
六
角
堂
へ
通
セ
ラ
レ
、
ツ
ヰ
ニ
観
音
ノ
御
告
ニ

ヨ
リ
、
吉
水
へ
御
入
ラ
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
末
ノ
世
ノ
同
行
、
兎
角
迷

運
ネ
ハ
、
法
ハ
キ
カ
レ
ヌ
ト
云
フ
御
手
本
チ
ヤ
。

{3
}
O
輿
ハ
、
純
宴
少
僧
都
ノ
召
サ
セ
ラ
レ
タ
御
輿
也
。

{4
】
外
ハ
御
家
来
ノ
僧
。

マ
ノ}
御
児
ハ
御
召
使
ヒ
ノ
児
。
僧
正
ニ
ハ
十
二
人
、
僧
都
ニ
ハ

『御伝私考j255 



六
人
ッ
、
児
ヲ
召
使
ハ
セ
ラ
ル
、
ト
ア
ル
。
丁
度
、
御
本
山
テ
御

法
事
、
御
ネ
リ
ノ
ト
キ
ハ
大
童
子

・
小
童
子
ト
テ
、
御
門
跡
サ
マ

カ
児
ヲ
御
連
ナ
サ
レ
ル
通
リ
。
今
モ
六
人
御
連
』
(M
ウ
)
ナ
サ

レ
タ
ル
ヲ
、

一
人
画
テ
略
シ
テ
ミ
セ
玉
フ
。

{6
】

O
権
智
坊
阿
閤
梨
性
範
、
是
ハ
慈
鎮
和
尚
ノ
上
足
ノ
弟
子
也
。

是
レ
ハ
今
日
吉
水
御
入
室
ヲ
御
見
届
ニ
ツ
カ
ハ
サ
ル
、
体
也
。

*

*

 

{

『
/

】

O
侍
従
之
介
入
道
証
全
(
正
詮
)
也
。
兼
テ
聴
聞
ノ
通
リ
、

御
近
習
チ
ヤ
。
叡
山
ニ
御
ツ
キ
ソ
イ
申
シ
テ
、
御
給
仕
セ
ラ
レ
タ

ト
ア
ル
。

{
8
}
O
サ
テ
是
ナ
ル
ハ
、
太
夫
坊
覚
明
也
。
慈
鎮
ノ
ミ
モ
ト
テ

ハ
乗
観
坊
、

士口
水
テ
ハ
西
仏
坊
ト
云
。
本
ト
ハ
歴
々
ノ
大
名
ノ

本

子
チ
ヤ
。
即
、
清
和
天
皇
第
四
ノ
皇
子
、
繁

(
滋
)
野
ノ
親
王
ト

申
ス
カ
在
タ
。
ソ
ノ
御
方
ノ
御
目
ニ
燕
ノ
糞
カ
入
リ
、
御
目
ヲ

本

ナ
ヤ
マ
セ
ラ
レ
、
信
機
国
ノ
水

(
沓
)
掛
ト
云
処
へ
御
入
湯
ナ
サ

レ
、
湯
ノ
女
ニ
御
手
ヵ
、
リ
、
出
来
サ
セ
ラ
レ
タ
御
男
子
ヲ
取
立

*
 

ヵ
、
雲
(
海
)
野
ノ
家
大
名
チ
ャ
。
即
、
今
ノ
松
代
ハ
真
田
伊
豆

*

*

 

{
寸
サ
マ
十
万
石
ア
リ
。
御
先
代
カ
雲

(
海
)
野
家
チ
ャ
。
ソ
ノ
雲

本

(
海
)
野
ノ
九
代
ノ
后
(
後
)
胤
、
信
濃
』

(口
オ
)
{
寸
幸
親
ノ
一
子
、

也
事

進
士
蔵
人
道

(通
)
広
ト
云
カ
、
コ
ノ
西
仏
坊
ノ
俗
名
チ
ャ
。

ソ
ノ
ト
キ
ノ
文
章
博
士
ト
テ
、
ス
サ

マ
シ
イ
学
者
ニ
シ
テ
、
京
都

ノ
勧
学
院
ニ
テ
、
始
終
儒
書
ノ
講
釈
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。
処
カ

*
 

折
柄
、
南
都
輿
福
寺
カ
ラ
請

(招
)
待
ニ
ア
ツ
カ
リ
、
商
都
ニ
遊

学
セ
ラ
ル
、
折
柄
、
彼
ノ
大
相
国
清
盛
入
道
ハ
、
娘
ヲ
入
内
サ
セ
、

建
礼
門
院
ト
称
シ
奉
リ
シ
カ
、
ソ
ノ
頃
、
彼
ノ
鳥
羽
ノ
法
皇
、
離

宮
へ
押
込
、
御
製
ノ
高
倉
ノ
院
ハ
、
新
院
ノ
御
所
ト
テ
オ
シ
コ
メ
、

我
孫
ノ
安
徳
天
皇
ヲ
御
世
ニ
立
テ
、
自
身
ハ
自
ラ
関
白
職
ト
ナ
リ
、

*
 

天
下
ノ
政
事
(
治
)
ヲ
ホ
シ
イ
マ
、
ニ
ス
ル
ユ
へ

、
彼
ノ
高
倉
院

ノ
弟
御
一
一
、
高
倉
ノ
宮
ト
云
カ
在
セ
シ
ヵ
、
彼
ノ
清
盛
ノ
我
侭
ヲ

亙
心
ミ
、
亡
サ
ン
ト
テ
、
源
三
位
頼
政
ヲ
惣
大
将
ト
シ
テ
、
軍
ヲ
セ

ラ
レ
タ
。
御
評
判
ノ
オ
リ
カ
ラ
、
カ
ノ
高
倉
宮
ヨ
リ
三
井
寺
へ

、

仏
敵
ノ
清
盛
ヲ
亡
ス
ナ
レ
ハ
、
何
卒
味
方
ヲ
タ
ノ
ム
、
ト
ノ
御
教

書
。
三
井
寺
ヨ
リ
興
福
寺
・
東
大
寺
」
(
口
ウ
)

モ
御
味
方
ニ
ト

テ
、
南
都
へ
高
倉
ノ
宮
ニ
御
カ
タ
ラ
ヒ
申
サ
フ
、
ト
云
返
書
カ
参

タ
。
ソ
ノ
ト
キ
コ
ノ
進
士
蔵
人
、
「
ソ
ノ
返
書
ハ
オ
レ
カ
書
フ
。
」

ト
テ
、
清
盛
入
道
ハ
武
家
ノ
糟
、
平
家
ノ
塵
挨
ナ
リ
ト
書
出
シ
タ
。

ツ
イ
ニ
頼
政
一
戦
ニ
及
ヒ
シ
ヵ
、
利
ア
ラ
ス
シ
テ
打
負
、
宇
治
ノ

平
等
院
扇
ノ
芝
ニ
テ
、
腹
ヲ
ア
ハ
ヒ
テ
死
ナ
レ
タ
。
処
カ
清
盛
憤

リ
強
ク
、
治
承
四
年
極
月
廿
八
日
、
平
ノ
重
衡
ヲ
以
テ
、
南
都
東

*
 

大
寺
大
仏
殿
焼
払
タ
。
ナ
ヲ
モ
コ
ノ
道
(
通
)
広
、
誰
ア
ラ
フ
ソ
、

コ
ノ
入
道
ヲ
、
「
武
家
ノ
糟
糠
、
平
家
ノ
塵
挨
」
ト
ヌ
カ
シ
タ
ハ
、

サ
カ
ハ
リ
ツ
ケ

「
逆
呆
ニ
ア
ハ
ス
。
連
レ
テ
来
。
」
ト
キ
ヒ
シ
ク
吟
味
。

*
 

ソ
コ
テ
道
(
通
)
広
ハ
、
南
都
ニ
テ
西
来
坊
ト
云
寺
へ
ユ
キ
、
信

教
ト
云
フ
出
家
ニ
ナ
ラ
レ
タ
レ
ト
モ
、
ナ
ヲ
モ
ツ
ヨ
ク
穿
義

(詮

議
)
ユ
へ
、

北
国
へ
逃
、
木
曾
義
仲
ニ
ツ
カ
ヱ
、
名
ヲ
太
夫
坊
覚
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*
 

明
ト
モ
ラ
ハ
レ
タ
ヵ
、
后

(
後
)

ニ
ハ
カ
ノ
入
道
清
盛
モ
、
ソ
ノ

前
重
盛
公
モ
死
レ
タ
。
サ
ア
、
ソ
レ
カ
ラ
北
国
ヨ
リ
』
(
凶
オ
)

義
仲
オ
コ
リ
、
平
家
ヲ
西
国
ニ
ホ
ッ
ク
タ
セ
シ
カ
余
リ
、
義
仲
朝

日
将
軍
ト
呼
レ
ル
ホ
ド
ニ
身
ノ
威
光
ニ
オ
コ
リ
シ
ヵ
、
ッ
、
ミ
ノ

判
宣
ノ
議
言
ヨ
リ
、
ツ
イ
ニ
関
東
カ
ラ
範
頼
・

義
経
討
手
ニ
向
ヒ
、

粟
津
カ
原
一
戦
ニ
ホ
ロ
ヒ
、
使
ル
カ
タ
ナ
ク
叡
山
ニ
登
リ
、
慈
鎮

*
 

和
尚
ノ
弟
子
ト
ナ
ラ
レ
タ
ヵ
、
終
ニ
后

(後
)
生
菩
提
カ
苦
ニ
ナ

リ
テ
、
出
家
シ
タ
テ
ハ
ナ
ケ
ネ
ト
モ
、
便
ル
主
人
モ
ナ
ク
、
亦
世

ノ
盛
衰
テ
、
マ
ア
坊
主
ニ
ナ
レ
ト
ノ
出
家
。
ソ
ノ
ト
キ
乗
観
坊
ト

下
サ
レ
タ
。

処
ヵ
、
叡
山
中
ニ
仏
学
者
ハ
沢
山
ナ
レ
ト
モ
、
オ
ソ

*
 

ラ
ク
ハ
儒
書

一
巻
キ
ハ
己

(己
)
レ
カ
片
腕
ホ
ト
知
タ
モ
ノ
ハ

ア

ル
マ
イ
ト
恩
ヒ
シ
ニ
、
範
宴
少
納
言
サ
マ
ト
ハ
弟
子
朋
輩
ノ
コ
ト

テ
ハ
ア
リ
、
仏
学
ノ
ヒ
マ
ニ
儒
書
ノ
哨
ヲ
ス
ル
ニ
、
範
宴
僧
都

*
 

ハ
ミ
ナ
ソ
ラ
覚
ヘ

。
『
史
記
』
・
『左
伝
』
・
『文
選
」
・
『准

(准
)

南
子
」
・
『戦
国
策
』
ナ
ン
テ
モ
来
イ
チ
ャ
。
ソ
コ
テ
ア
ラ
キ
モ

ト
ラ
レ
、
「
ヤ
レ
/
¥
、
叡
山
中
ニ

学
者
ハ
ア
リ
ウ
チ
、
此
ノ
方

ハ
勧
学
院
ニ
テ
文
章
ノ
博
士
ト
ナ
リ
、
儒
書
一
マ
キ
ハ
我
レ
ニ

及
者
』
(凶
ウ
)
ハ

ナ
イ
。
」
ト
恩
ヒ
シ
ニ
、
「
サ
テ
ハ
、
範
宴
サ

マ
ハ
夕
、
人
テ
ハ
在
ヌ
。
」
ト
帰
依
ノ
思
ヒ
カ
オ
コ
リ
シ
ヵ
、
ソ

*
 

ノ
后

(
後
)
ア
ル
ト
キ
ノ
夢
二
、
根
本
中
堂
ニ
御
礼
ヲ
ス
ル
ト
思

ヒ
シ
ニ
、
薬
師
如
来
カ
、
タ
チ
マ
チ
ニ
範
宴
少
納
言
ト
オ
カ
マ

レ
、
又
西
方
ノ
観
音
ヵ
、
雲
間
ニ
顕
レ
玉
フ
ト
ノ
夢
チ
ャ
。
又
御

関
山
ト
オ
カ
マ
レ
マ
ス
。
或
ト
キ
ハ
範
宴
少
納
言
、
御
机
ニ
ヨ
リ

*
 

ヵ
、
リ
テ
御
坐
ル
ト
夢
ミ
シ
ヵ
、
忽
チ
正
(
生
)
身
ノ
弥
陀
ト
拝

*
 

マ
レ
玉
フ
。
ヵ
、
ル
霊
夢
ヲ
七
辺
(
遍
)
マ
テ
見
テ
、
邪
見
ノ
角

ヲ
オ
ラ
レ
、
終
ニ
慈
鎮
和
尚
ニ
コ
ト
ハ
リ
、
「
私
シ
ハ
範
宴
僧
都

ニ
ツ
イ
テ
、
何
角
ノ
コ
ト
ヲ
御
尋
申
シ
上
タ
フ
御
坐
ル
。
」
ト
ソ

ノ
ト
キ
坐
主
モ
、
「
コ
ナ
タ
ハ
範
宴
ニ
有
縁
ノ
人
ナ
レ
ハ
、
範
宴

ニ
ツ
イ
テ
マ
ナ
フ
へ
シ
。」
ト
テ
、
慈
鎮
和
尚
ヨ
リ
御
譲
リ
ノ
弟

子
ヵ
、
コ
ノ
西
仏
坊
チ
ャ
。
コ
ナ
タ
カ
即
チ
今
ノ
西
仏
、
信
州
塩

崎
ノ
康
楽
寺
ノ
開
基
チ
ヤ
。
ソ
ノ
西
仏
ノ
弟
子
カ
浄
賀
法
眼
ト
テ
、

覚
如
サ
マ
ノ
御
時
代
ニ
御
命
令
ヲ
蒙
リ
、
此

『四
幅
ノ
御
絵
』
ヲ
、

「
コ
フ
書
。
ソ
フ
書
。
」
ト
ノ
御
指
図
』
(
げ
オ
)
ヲ
蒙
リ
テ
書
レ

*
 

タ
ノ
チ
ャ
。
ヵ
、
ル
暦

(
歴
)
々

ノ
学
匠
サ
へ
、
御
徳
ヲ
慕
フ
テ

帰
依
セ
ラ
ル
、
モ
ノ
。
御
流
レ
ノ
門
徒
ト
シ
テ
御
帰
依
申
ス
マ
イ

ヨ
フ
ハ
ナ
ヒ
ト
テ
、
ワ
サ
/
¥
ト
御
示
シ
ナ
サ
レ
タ
。ψaT 

{
Oノ
】

O
正
ク
範
宴
大
僧
都
、
始
メ
テ
法
然
上
人
へ
御
値

(
会
)
ナ

サ
ル
、
体
。

キ

*

O
元
祖
上
人
六
十
九
歳
ノ
御
老
体
。
御
手
ニ
珠
数

(
数
珠
)
ヲ
ツ

マ
ク
リ
、
御
念
仏
オ
コ
タ
リ
玉
ハ
ヌ
体
相
。
ト
キ
ニ
此
範
宴
サ
マ

ノ
御
尋
ネ
、
「
私
シ
ハ
久
ク
山
内
ニ
コ
モ
リ
、
慈
鋲
ノ
会
下
ハ
云

*
 

ニ
及
ハ
ス
、
一
山
ノ
碩
学
諸
宗
ノ
達
者
ニ
値

(
会
)
、
出
離
ノ
要

道
ヲ
研
究
ス
レ
ト
モ
、
余
法
ハ
末
世
ノ
機
ニ
及
難
ィ
。
今
上
人
ニ

ハ
末
代
ノ
時
機
相
応
ノ
要
法
ヲ
見
究
メ
玉
フ
コ
ト
ア
ラ
ハ

、
何
卒
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シ
タ
シ
ク
教
へ
玉
へ

。
」
ト
ソ
ノ
ト
キ
法
然
上
人
、
「
柳
カ
愚
底
ニ

存
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
夕
、
弥
陀
ノ
本
願
ニ
助
ケ
ラ
レ
、
念
仏
シ
テ

*
 

コ
ソ
往
生
ス
ル
ヨ
リ
外
ニ
弁
へ
タ
ル
義

(
儀
)
候
ハ
ス
。
」

ト
只

*

*

 

タ
一
口
チ
ニ
御
答
。
サ
ア
何
ソ
六
筒
布
(
カ
敷
)
経
論
引
テ
御
答

ヘ
カ
ト
一
玄
へ
ハ
、
「
只
弥
陀
ノ
」
(
口
ウ
)
本
願
不
思
議
ニ
助
ラ
レ
、

念
仏
シ
テ
往
生
ス
ル
ヨ
リ
弁
ヘ
タ
ル
コ
ト
候
ハ
ス
。
」
卜
御
答
ハ
、

弥
陀
ノ
本
願
ハ
智
恵
タ
テ
シ
テ
ハ
参
ラ
レ
ヌ
。

二
文
不
知
ノ
身
ニ

ナ
ラ
ネ
ハ
、
往
生
ハ
ナ
ラ
ヌ
ト
、
末
ノ
世
ノ
御
手
本
チ
ヤ
。
処
カ

御
開
山
ハ
、
ソ
ノ
一
句
ノ
下
ニ
領
解
氷
消
ト
テ
、
多
念
ノ
疑
カ
一

時
ニ
晴
サ
セ
ラ
レ
テ
、
直
ニ
天
台
ヲ
ス
テ
¥
浄
土
門
ニ
御
入
ナ

サ
レ
タ
ソ
ヤ
。
ソ
コ
テ
サ
テ
ハ
速
ナ
ル
了
解
、
マ
コ
ト
ニ
大
唐
ノ

ホ

道
縛
禅
師
ノ
機
(
気
)
風
ノ
御
仁
ナ
リ
ト
テ
、
道
縛
ノ
縛
ノ
字
ト
、

源
空
ノ
空
ノ
字
ト
ヲ
取
テ
、
縛
空
ト
下
サ
レ
タ
。
サ
テ
御
関
山
ノ

一
念
帰
命
カ
、
直
ニ
末
代
ノ
惣
御
門
徒
ノ
往
生
チ
ャ
。

丁
度
、
須
達
長
者
、
釈
迦
如
来
サ
マ
ヲ
我
国
ノ
舎
衛
国
へ
招
待
シ

度
ト
テ
、
金
口
利
弗
サ
マ
ヲ
一雇
フ
テ
、
香
院
太
子
ノ
別
業
ヲ
モ
ラ

ヒ
、
金
ヲ
引
ツ
メ
テ
買
求
メ
、
夫
カ
ラ
伽
藍
ノ
縄
張
ヲ
セ
ラ
レ

タ
。
舎
利
弗
ノ
御
指
図
テ
、
ソ
コ
ヱ
ハ
大
講
堂
、
コ
、
ヱ
ハ
十
一
一
一

重
ノ
塔
ヲ
立
、
コ
レ
ヘ
ハ
山
門
ト
、
ア
ラ
マ
シ
伽
藍
ノ
縄
張
カ
ス

ム
ト
、
』
(
凶
オ
)
舎
利
弗
ア
ヲ
ム
キ
、
発
爾
ト
笑
ミ
ヲ
含
セ
ラ
レ

*
 

タ
。
云
何
ト
問
へ
ハ
、
「
今
マ
紙
(
紙
)
園
精
舎
ノ
縄
張
カ
ス
ン
テ
、

早
ヤ
其
元
カ
未
来
生
レ
ル
切
利
天
ニ
、
宮
殿
カ
出
来
マ
シ
タ
。
」

ト
云
レ
タ
。
「
夫
ハ
見
度
。
見
セ
テ
下
サ
レ
。
」
ソ
ノ
ト
キ
舎
利
弗

ヵ
、
須
陀
ニ
天
眼
ヲ
カ
シ
テ
ヤ
リ
、
ミ
セ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。
何
ト

*
 
砥

(祇
)
園
精
舎
ノ
縄
張
カ
済
ム
ナ
リ
。
早
未
来
生
レ
ル
宮
殿
カ

出
来
ル
ソ
ャ
。
今
御
関
山
、
吉
水
テ
初
メ
テ
一
念
帰
命
ノ
御
了
解

ノ
処
カ
、
末
世
末
代
ノ
御
門
徒
ノ
礎
地
場
カ
、
定
タ
ノ
チ
ヤ
ソ
ヤ
。

地
場
ハ
定
ツ
テ
モ
、
普
請
サ
セ
ス
ハ
ナ
ラ
ナ
ィ
。
ソ
ノ
普
請
ト
ハ
、

聞
其
名
号
等
。

{
印
}
O

コ
、
一
一
一
人
ノ
御
弟
子
ハ
、
西
山
派
ノ
開
山
善
恵
坊
性

先
エ
ナ
リ
。
此
御
方
ハ
、
元
祖
ノ
門
人
テ
居
ナ
カ
ラ
、
二
十
人
ノ
願

ヲ
勧
ル
御
方
。
依
テ
始
メ
ハ
、
ト
モ
ニ
此
坐
中
ニ
御
坐
タ
レ
ト

モ
、
元
祖
カ
御
閉
山
へ
ノ
御
附
ノ
他
力
往
生
ノ
旨
カ
合
点
カ
ユ
カ

ヌ
。
ソ
コ
テ
ソ
ツ
ト
立
テ
尻
ム
ケ
テ
御
坐
ル
。
非
常
ノ
言
ハ
不
レ

入
二
常
人
之
耳
一
。
』
(
凶
ウ
)
何
程
下
地
カ
ラ
御
弟
子
テ
モ
、
宿
善

カ
ナ
ケ
レ
ハ
聴
聞
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
余
ノ
御
方
ノ
御
了
解
。

{
日
】
手
前
ノ
悪
イ
コ
ト
ヲ
、
此
池
ノ
ホ
ト
リ
ニ
葦
ヲ
ヵ
、
セ
テ

御
知
ラ
セ
。
即
チ
元
祖
ノ
歌
ニ
、

阿
弥
陀
仏
ト
云
ヨ
リ
外
ハ
津
ノ
国
ノ
難
波
ノ
コ
ト
モ
ア
シ
カ

258 

リ
ヌ
ヘ
シ

ト
ア
リ
テ
、
善
恵
坊
ノ
御
了
解
ハ
、
表
ハ
一
類
往
生
念
仏
ノ
義
ヲ

立
テ
、
於
テ
、
紘
一
テ
傍
正
開
会
ト
テ
、
此
念
仏
申
ス
ヒ
マ
/
¥

*

*

 

ニ
ハ
、

『法
華
』
モ
ヨ
メ
、
『
惟
(
維
)
摩
経
」
モ

『
勝
目
安
(
霊
)

経
」
モ
ト
ナ
ヘ
ヨ
、
何
ヲ
ス
ル
モ
、
本
ト
念
仏
胎
内
ノ
功
徳
ト
サ



ヘ
オ
モ
ヘ
ハ
、

『大
般
若
経
』

ヲ
調
フ
ヵ
、
ヤ
ツ
ハ
リ
念
仏
ノ
胎

内
ノ
功
徳
ナ
レ
ハ
、
直
ク
ニ
『
大
般
若
経
』
カ
念
仏
チ
ヤ
ト
御
勧

メ
、
由
テ
此
葦
ヲ
書
テ
ミ
セ
テ
、
本
願
ノ
御
誓
ノ
正
定
業
ノ
念
仏

ヨ
リ
、
外
ニ
イ
ロ
/
¥
ト
云
訳
、
ン
テ
、
雑
行
ツ
ト
メ
ル
ハ
悪
ル
ヒ

ソ
ヨ
ト
テ
、
阿
弥
陀
仏
ト
云
ヨ
リ
外
ハ
等
。

一日
}
O
柳
カ
ア
リ
テ
、
ソ
ノ
下
ニ
雑
木
ノ
書
テ
ア
ル
ハ

、
歌
、

青
柳
ノ
糸
ハ
カ
リ
コ
ソ
ナ
ヒ
キ
ケ
レ
木
毎
ニ
春
ノ
風
ハ
フ
ケ

ト
モ

ト
元
祖
ノ
春
風
一
一
』
(
印
オ
)
ナ
ヒ
キ
玉
フ
ハ
、

五
口
祖
ハ
カ
リ
柳

ニ
タ
ト
フ
ル
也
。
外
ノ
御
弟
子
衆
ハ
、
丁
度
、
雑
木
ノ
春
風
ニ
ナ

ヒ
カ
ス
、
元
祖
ノ
御
教
化
ノ
風
ニ
ナ
ヒ
カ
ヌ
、
ツ
レ
ナ
イ
自
力
ノ

青
味
タ
ツ
タ
雑
木
見
ル
ヤ
ウ
ナ
弟
子
衆
チ
ヤ
ソ
ヨ
ト
、
柳
ト
雑
木

ト
ニ
カ
キ
ワ
ケ
テ
ア
リ
。
昔
、
ン
ハ
カ
リ
テ
ハ
、
今
モ
ソ
ノ
如
ク
ナ

リ
。
善
知
識
ノ
御
教
化
ニ
ナ
ヒ
カ
ヌ
身
ハ
ト
ウ
ヂ
ヤ
。
ト
テ
モ
ナ

レ
ハ
、
柳
ニ
ナ
ル
マ
ヒ
カ
ヤ
。

身
ハ
柳
ド
ウ
ナ
リ
ト
吹
ソ
チ
ノ
風

助
ケ
玉
へ
ハ
願
ヒ
チ
ヤ
。
加
熱
心
チ
ヤ
ナ
イ
。
運
心
チ
ヤ
ナ
イ
。
只

コ
レ
大
悲
ノ
勅
命
ニ
信
順
ス
ル
心
ナ
リ
。
サ
テ
ハ
ソ
フ
デ
ゴ
ザ
リ

マ
ス
カ
ト
ナ
ピ
カ
イ
テ
ハ
叶
ヌ
。

O
此
御
門
前
ノ
柳
ハ
、
門
内
ノ
池
ノ
辺
リ
ノ
柳
ト
ハ
違
テ
、
元
祖

二
時
へ
ル
ト
、

春
ノ
来
ル
道
シ
ル
ヘ
ニ
ヤ
我
宿
ノ
青
柳
ハ
ナ
ヲ
開
ケ
ナ
ン

春
風
ノ
御
客
カ
ア
リ
タ
テ
、
柳
ノ
主
人
モ
眉
ヲ
開
イ
テ
喜
ン
夕
、

ト
云
歌
ノ
コ
、
ロ
ナ
リ
。
今
、
範
宴
少
納
言
ノ
春
風
ノ
御
客
カ
ア

リ
テ
、
法
然
上
人
ノ
柳
モ
、
眉
ヲ
』
(
ゆ
ウ
)
開
イ
テ
御
喜
ヒ
ナ

サ
レ
ル
ト
云
コ
ト
ヲ
示
ス
。

{日
}
O
門
内
ノ
柳
ハ
御
開
山
、

春
風
ハ
元
祖
ナ
リ
。
ア
リ
ヤ
コ

リ
ヤ
ニ
ナ
ル
。
即
チ
歌
ニ
、

春
風
ニ
池
ノ
氷
リ
ノ
ト
ケ
ソ
メ
テ
結
ヒ
カ
ネ
タ
ル
青
柳
ノ
糸

此
ト
キ
ハ
範
宴
少
納
言
、
今
迄
ハ
叡
山
二
十
年
ノ
御
修
学
ハ
、
池

ニ
氷
リ
ノ
ハ
リ
ツ
メ
シ
如
夕
、
ソ
レ
カ
他
力
ノ
ア
夕
、
ヵ
ナ
、
法

然
上
人
ノ
御
教
化
ノ
春
風
ニ
ア
ハ
セ
ラ
レ
、
今
ハ
絢
ニ
ハ
リ
ツ
メ

タ
一

心
三
観
ノ
氷
モ
解
ケ
ソ
メ
テ
、
第
十
八
願
ノ
柳
ノ
枝
ニ
御
助

ケ
ハ
一
定
ト
、
極
楽
参
リ
ノ
縁
リ
ノ
糸
ヲ
ム
ス
ヒ
カ
へ
玉
フ
ソ
ヨ
、

ト
云
コ
ト
ヲ
示
シ
玉
フ
。

【凶
}
O
此
池
ノ
中
ノ
驚
ハ
元
祖
。
ナ
セ
鴛
ニ
御
タ
ト
ヘ
。
サ
レ

*
 

ハ
鴛
ハ
中
(
仲
)
ノ
ム
ツ
マ
シ
キ
モ
ノ
。
昔
関
東
ノ
阿
曾
沼
ト
云

処
ノ
領
主
、
一
日
狩
ニ
獲
物
ナ
シ
。
池
ノ
ホ
ト
リ
ニ
テ
、
驚
ノ
メ

ト
リ
ヲ
討
テ
、
カ
ヘ
リ
食
ス
。
驚
ノ
オ
ト
リ
男
ト
化
シ
テ
来
リ
、

六
日
ノ
暮
ハ

サ
ヒ
シ
キ
モ
ノ
ヲ
阿
曾
沼
ノ
マ
コ
モ
カ
ク
レ
ノ
独

リ
寝
ソ
ウ
キ

カ
タ

ト
告
ル
ト
オ
モ
ヒ
シ
カ
、
忽
チ
オ
ト
リ
ト
ナ
リ
、
カ
ノ
領
主
ノ
肩

ニ
ト
マ
リ
、
」
(
却
オ
)
羽
夕
、
キ
ス
ル
ト
、
首
ヒ
カ
落
タ
。
仇
取

ニ
来
タ
。
依
テ
、
驚
ノ
雄
リ
ノ
羽
ヲ
剣
キ
羽
ト
云
フ
。
夫
程
ニ
翁
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ハ
仲
ヨ
キ
モ
ノ
。

{
口
}
今
両
上
人
ヲ
二
羽
ノ
鴛
ニ
タ
ト
ヘ
タ
ハ
、
御
仲
ノ
ヨ
イ
ニ

喰
タ
モ
ノ
。
驚
ハ
吾
祖
、
池
ノ
内
ハ

元
祖
。
我
祖
ヲ
岩
ノ
ノ
(
一

字
桁
字
)
上
ニ
オ
ク
ハ
、
岩
ハ
叡
山
ア
タ
リ
ノ
釈
迦
何
人
ソ
。
我

何
人
ソ
。
弥
紡
モ
如
ナ
リ
。
我
モ
如
ナ
リ
。

一
如
ニ
シ
テ
無
二
如

ト
云
フ
カ
、
自
力
ノ
見
識
ノ
高
イ
ニ
御
除
へ

。

{凶
}
又
、
元
視
ニ
タ
ト
へ
、
鴛
ノ
池
ノ
中
ニ
ウ
キ
マ
ス
ル
ハ
、

水
ハ
卑
ヒ
処
へ
流
レ
下
ル
モ
ノ
。
今
元
祖
ハ
十
悪
ノ
法
然
房
、
ヱ

ホ
シ
モ
キ
サ
ル
男
ナ
リ
。

一
代
ノ
聖
教
ヲ
ヨ
ク
/
¥
学
ス
ト
モ
、

一
文
不
知
ノ
尼
入
道
ニ
同
ク
シ
テ
、
智
者
ノ
振
舞
ヲ
セ
ス
シ
テ
、

唯
一
向
ニ
念
仏
ス
ヘ
シ
ト
ア
ル
御
卑
嫌
ニ
タ
ト
へ
タ
モ
ノ
也
。

{
口
}
サ
テ
外
ニ
友
ナ
ク
、
タ
ツ
タ
二
羽
御
堂
田
ナ
サ
レ
タ
ハ
、
コ

レ
モ
古
歌
ニ
、

我
宿
ノ
手
飼
ノ
鴛
ヤ
是
ナ
ラ
ン
ム
レ
タ
ツ
ア
ト
ノ
ツ
カ
イ
ノ

コ
レ
ル

下
地
ツ
カ
イ
ノ
驚
ヲ
飼
オ
キ
シ
カ
、
此
節
十
羽
モ

二
十
羽
モ
外
ヨ

リ
来
タ
ト
オ
モ
ヒ
シ
ヵ
、
マ
タ
ム
レ
タ
ツ
』
(
初
ウ
)
テ
何
処
へ

カ
飛
テ
イ
タ
ア
ト
ニ
、
ツ
カ
イ
ノ
驚
カ
二
羽
ノ
コ
リ
タ
カ
、
ヤ
ツ

ハ
リ
下
地
カ
ラ
飼
オ
キ
シ
驚
テ
ア
リ
タ
カ
、

ト
云
フ
歌
ノ
コ
、
ロ

也
。
吉
水
へ
、
一
日
一ハ
三
百
八
十
余
人
大
勢
ア
ツ
マ
ラ
セ
ラ
レ
タ

レ
ト
モ
、
皆
面
々
ノ
安
心
ノ
異
例
併
ヨ
リ
、

化
土
へ
群
立
玉
へ
ト

モ
、
ア
ト
ニ
残
ラ
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
元
祖
ト
ノ
両
上
人
。

コ
レ
ハ
追

付
、
一
同
ニ
真
実
報
土
ノ
大
宝
池
へ
、
ノ
功
徳
水
ノ
中
へ
コ
ソ
往

生
ヲ
ト
ク
ル
ト
仰
セ

ラ
ル
、
ソ
ト
云
。
化
土
へ
ヤ
ル
阿
弥
陀
サ
マ

ハ
意
地
カ
ワ
ル
イ
。
切
角
浄
土
へ
引
取
ラ
ハ

、
皆
ク
ル
メ
テ
真
実

報
土
へ
往
生
サ
セ
タ
カ
ヨ
イ
。
ソ
レ
ニ
化
土
テ
難
儀
サ
セ
ル
ト
ハ

ト
オ
モ
へ
ト
モ
、
ソ
フ
テ
ハ
ナ
イ
、
皆
一
真
実
報
土
へ
参
ル
ノ
チ

ャ
。
間
レ
ト
モ
、
十
九

・
二
十
ノ
行
者
ハ
、
弥
陀
ノ
本
願
ヲ
疑
タ

罪
カ
、
目
ニ
覆
テ
真
実
報
土
カ
拝
レ
ヌ
ノ
チ
ヤ
。

o

m¥

丁
度
、
昔
弘
法
大
師
カ
、
延
喜
ノ
帝
へ
ユ
メ
ノ
御
告
カ
ア

リ
タ
。
昔
我
値
ニ
薩
場
一、
親
伝
ニ
因
明
¥

起
こ
無
比
誓
願
一、
侍
二

辺
地
異
域
一、
昼
夜
憐
ニ
万
民
-、
値
ニ
普
賢
』
(
れ
オ
)
悲
願
-、
内

身
証
一一
三
味
一、
俊
二
慈
氏
下
生

一、
我
久
居
ニ
土
中

一、
衣
破
生
ニ
安

髪
一、
卜
云
云。

夫
ヨ
リ
袈
裟
衣
並
ニ
剃
刀
ヲ
清
浄
ニ
ウ
タ
セ
テ
、

般
若
寺
ノ
観
賢
僧
正
ト
資
校
中
納
言
ヲ
使
ト
シ
テ
使
サ
ル
。
観
賢

ノ
弟
子
浮
性
カ
、
「
何
卒
ツ
イ
テ
行
度
。
」
ト
願
ハ
レ
タ
ヲ
召
連
ラ

レ
タ
ヵ
、
観
賢
ハ
親
ク
弘
法
ヲ
拝
ミ
、
石
ノ
カ
ラ
ト
ノ
中
へ
這
入
、

髪
ヲ
剃
リ
衣
ヲ
召
サ
セ
玉
フ
-
一
、
浮
性
ハ
得
見
エ
ヌ
。
「
ソ
チ
カ

罪
カ
深
イ
ヒ
ユ
ヘ
チ
ャ
。
機
悔
シ
テ
モ
拝
レ
ヌ
。
手
ヲ
コ
、
へ
コ

セ
ヨ
。
」
ト
、
カ
ノ
観
賢
僧
正
カ
弟
子
ノ
手
ヲ
取
テ
、
大
師
ノ
御

膝
ヲ
撫
サ
ス
ニ
、
手
ニ
ア
タ
リ
ナ
カ
ラ
、
目
テ
ハ
オ
カ
マ
レ
ヌ
。

ソ
ノ
撫
タ
ル
手
ニ
五
分
法
身
ノ
香
ヒ
カ
ノ
コ
リ
、

一
生
テ
ヲ
ア
ラ

ハ
ス
。
ソ
ノ
撫
タ
ル
手
ハ
、
認
ミ
錠
リ
一
生
、
頭
ニ
カ
ケ
ラ
レ
タ

ヵ
、
真
言
ノ
祈
祷
袈
裟
ノ
始
リ
。
何
ト
コ
レ
ヲ
合
点
セ
ヨ
。
大
師
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ハ
師
匠
ノ
観
賢
二
ハ
拝
シ
テ
、
弟
子
ノ
浮
性
ニ
ハ
拝
レ
ヌ
コ
ト
ナ

ラ
、
大
師
ニ
隔
テ
ハ
ナ
イ
。
拝
レ
ヌ
ノ
ハ
此
方
ノ
』
(
れ
ウ
)
ツ

ミ
ノ
フ
カ
イ
ユ
ヘ
チ
ャ
。
今
モ
同
シ
真
実
報
土
へ
往
生
シ
テ
、
居ψmT 

乍
ラ
弥
陀
カ
拝
レ
ヌ
ノ
ハ
、
ア
ナ
タ
ニ
隔
ハ
ナ
ケ
ネ
ト
モ
、
己

(己
)
カ
本
願
ヲ
疑
タ
ツ
ミ
カ
、
目
ニ
カ
ス
ミ
テ
拝
レ
ヌ
ノ
カ
化

土
チ
ャ
。
ア
ナ
タ
ハ
平
等
覚
也
。
拝
レ
ヌ
ハ
手
前
ノ
罪
径
也
。

{
国
}

O
吉
水
ノ
池
ノ
体
。
此
水
ニ
徳
カ
ア
ル
。

一
、
卑
ニ
流
ノ

徳
也
。
今
、
弥
陀
ノ
本
願
ヲ
信
ス
ル
手
前
テ
ハ
、
弥
勅
テ
サ
へ
悪

漏
不
浄
碍
ハ
我
等
愚
痴
身
。
横
川
ハ
如
予
頑
魯
者
量
敢
。
元
祖

ハ
、
一
代
ノ
教
ヲ
ヨ
ク
/
¥
学
ス
ト
モ
等
。
ソ
ノ
信
機
ノ
ク
ホ
タ

マ
リ
へ
、
御
助
ケ
ノ
水
ハ
留
ル
ソ
ヤ
。
由
テ
騎
慢
ノ
嶺
ニ
ハ
智
恵

ノ
法
水
不
停
ト
。
故
ニ
我
祖
モ
、
コ
ノ
驚
カ
岩
ノ
上
ヨ
リ
己
ニ
水

中
ニ
飛
込
ン
ト
ス
ル
。
我
身
ハ
ワ
ロ
キ
イ
タ
ツ
ラ
モ
ノ
ト
、
浄
土

へ
御
帰
入
ノ
休
ヲ
知
ラ
セ
リ
。
昔
ハ
法
ヲ
、
天
子
始
メ

一
人
ノ
関

白
月
輪
兼
実
公
迄
御
信
仰
。
今
一
ア
ハ
彼
方
方
ニ
ハ
法
ハ
ナ
イ
。
又

ι* 

町
人
・
百
性
(
姓
)
テ
モ
、
有
徳
ナ
モ
ノ
ニ
ハ
法
ハ
ナ
ィ
。
兎
角

貧
ナ
モ
ノ
ニ
ア
ル
。
依
リ
テ
』
(
泣
オ
)
昔
ハ
上
ニ
ア
リ
タ
カ
、

段
々
下
へ
流
レ
下
リ
、
今
テ
ハ
旅
多
羅
穣
村
ニ
有
ル
ヨ
ウ
ニ
ナ
リ

タ
。
水
カ
自
然
ト
高
イ
処
ヨ
リ
卑
ニ
下
ル
ノ
道
理
チ
ヤ
。
亦
今
日

少
々
金
テ
モ
ア
ル
ト
ヵ
、
亦
宣
家
仕
宣
・
高
{
毘
ニ
進
ン
タ
ト

也市、

テ
、
タ
カ
テ

(カ
)
人
間
チ
ャ
。
我
慢
ヲ
高
フ
シ
テ
、
法
モ
間
カ

ス
、
ク
ワ
タ
/

¥m
へ
ツ
タ
リ
下
リ
ニ
、

三
悪
道
へ
ハ
マ
ル
。
只
ア

カ
リ
/
¥
テ
、
オ
チ
ハ
ヲ
シ
ラ
ヌ
ナ
リ
。
不
断
オ
ソ
ロ
シ
ク
オ
モ

フ
ヘ
キ
ナ
リ
。
町

一

-voト
ア
ル
ト
モ
、
心
高
キ
ニ
止
ル
ナ
ヨ
。

谷
ノ
戸
オ
モ
ヘ

。
モ
ト
ノ
鴛
チ
ヤ
。

*
 

此
前
モ
猫
好
ナ
男
カ
、
「
村
中
テ
庄
屋
ホ
ト
ア

(
ヱ
)
ラ
ヒ
モ
ノ

ハ
ナ
イ
o
」
ト
テ
、
猫
ノ
名
ヲ
庄
屋
ト
名
ケ
ル
。
近
処
ノ
男
カ
云

ニ
ハ
、
「
庄
屋
ヨ
リ
代
宣
カ
ヱ
ラ
ヒ
。
代
{毘
ト
名
ク
ヘ
シ
。」
ト
云

フ
。
「
イ
カ
サ
マ
、
代
官
ト
ツ
ケ
ヨ
フ
。
」
代
官
ヨ
リ
ハ
大
名
カ
ヱ

*
 

ラ
イ
。
大
名
ト
ツ
ケ
ヨ
。
大
名
ヨ
リ
ハ
公
家
(
方
)
サ
マ
カ
ヱ
ラ

ヒ
。
八
ム
方
ト
ツ
ケ
ヨ
。
公
方
サ
マ
ヨ
リ
天
子
サ
マ
カ
ヱ
ラ
ィ
。
天

子
ト
ツ
ケ
ル
。
天
子
サ
マ
テ
モ
御
天
道
サ
マ
カ
ヱ
ラ
イ
。
天
道
ト

ツ
ケ
ヨ
。
天
道
サ
マ
ヨ
リ
雲
カ
ヱ
ラ
ィ
。
雲
カ
出
ル
』
(
刀
ウ
)

ト
カ
ク
レ
サ
ツ
チ
ヤ
ル
。
雲
カ
ヱ
ラ
イ
。
雲
ト
ツ
ケ
ヨ
。
雲
モ
風

カ
吹
ハ
チ
ル
。
風
カ
ヱ
ラ
ィ
。
風
ト
ツ
ケ
ヨ
。
風
テ
モ
扉
風
ヲ
立

ル
卜
這
入
ヌ
。
扉
風
ト
ツ
ケ
ヨ
。
扉
風
モ
鼠
ニ
ハ
叶
ヌ
。
喰
破
ル
。

鼠
ト
ツ
ケ
ョ
。
鼠
ノ
猫
ニ
ハ
叶
ハ
ヌ
。
ヤ
ツ
ハ
リ
本
ト
ノ
猫
ニ
シ

テ
オ
キ
マ
セ
フ
。

*

*

*

 

己

(
己
)
ハ
金
持
チ
ヤ
。
己
(
己
)
ハ
高
禄
カ
ア
ル
。
巳

(
己
)

ハ
宣
カ
高
イ
ノ
卜
身
ヲ
持
ア
ケ
テ
モ
、
臨
終
ノ
一
念
ハ
、
一
生
ツ

ク
リ
重
タ
罪
カ
追
寄
セ
テ
、
日
ヲ
イ
カ
ラ
シ
テ
、
地
獄
へ
落
ネ
ハ

ナ
ラ
ヌ
ソ
ヤ
。

『御伝私考』

イ
フ
ナ
ラ
ク
奈
落
ノ
底
ニ
イ
リ
ヌ
レ
ハ
利
利
モ
首
陀
モ
カ
ハ

261 

ラ
サ
リ
ケ
リ



チ
ン
コ
ロ

死
ル
ト
、
天
子
サ
マ
テ
モ
、
子
供
カ
狗
子
サ
ケ
ル
コ
ト
ク
、
釜
ノ

中
ヘ
ザ
ン
ブ
リ
ト
ハ
メ
ル
ソ
ヤ
。
サ
ア
、
コ
ン
ナ
追
付
焼
テ
仕
舞

フ
体
タ
ニ
、
ナ
ン
ニ
モ
位
ハ
ナ
イ
ホ
ト
ニ
、
只
我
身
ハ
悪
キ
徒
ラ

*
 

モ
ノ
ト
、
機
(
気
)
ヲ
ヒ
ク
フ
持
テ
、
本
願
ヲ
信
セ
ヨ
ト
テ
、
水

ヲ
御
書
ナ
サ
レ
タ
ヵ
、
第
一
流
レ
卑
徳
ナ
リ
。

{
印
}
第
一
一
ニ
、
斎
物
徳
也
。
水
ハ
地
中
カ
ラ
ハ
ヱ
上
ル
五
穀
ヲ

初
メ
、
草
木
マ
テ
皆
水
湿
ヲ
カ
リ
テ
ソ
タ
ツ
。
其
』
(
お
オ
)
中

別
シ
テ
、
米
ハ
田
種
ト
テ
、
水
カ
体
ニ
ナ
リ
テ
実
ル
。
干
魅
ス*
 

ル
ト
植
付
カ
ナ
ラ
ヌ
。
大
皐
ニ
雲
寛
ヲ
見
ル
如
ク
ト
テ
、
百
性

(
姓
)
ノ
貌
色
カ
ナ
イ
。
依
テ
水
サ
ヘ
ア
レ
ハ
、
春
ハ
苗
代
、
夏

ハ
植
付
水
草
ヲ
ト
リ
、
秋
ハ
実
ラ
シ
、
冬
オ
サ
メ
ト
リ
テ
、
今

各
々
我
等
カ
胸
ニ
ハ
結
構
ナ
宿
善
ノ
団
地
カ
ア
ル
ソ
ャ
。
ナ
レ
ト

モ
雑
行
ノ
ス
、
キ
ノ
根
ヤ
ラ
、
雑
修
ノ
笹
ノ
根
カ
カ
ラ
ミ
、
ソ
ノ

上
自
力
ノ
石
瓦
多
イ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
疑
ノ
狐
カ
ス
マ
ヒ
処
ニ
ス
ル
。

善
知
識
ノ
御
教
化
ノ
鍬
鋤
テ
、
雑
行
雑
修
ノ
笹
ヤ
ス
、
キ
ノ
根
ヲ*
 

ホ
リ
カ
ヱ
シ
、
自
力
ノ
石
瓦
ヲ
ノ
ケ
、
疑
ノ
狐
ヲ
オ
ヒ
ヤ
リ
、
后

(
後
)
生
大
事
ノ
畔
ヲ
付
、
聴
聞
ノ
水
ヲ
タ
ク
ハ
へ
、
一
念
帰
命

ノ
植
付
ヲ
ス
マ
イ
ヵ
。
信
心
ノ
米
ヲ
取
マ
ヒ
ヵ
。
世
間
ノ
ウ
へ
付

ハ
、
植
付
テ
カ
ラ
米
ヲ
ト
ル
ノ
ハ
ヒ
マ
カ
入
、
今
一
念
帰
命
ノ
植

付
ス
ル
ナ
リ
。
往
生
一
定
ト
信
心
ノ
実
カ
入
ル
ト
一
時
チ
ヤ
。
穂

モ
実
カ
入
ル
ト
ウ
ツ
ム
ク
。
信
心
ノ
実
カ
入
ル
ト
、
同
行
モ
シ
ン

ナ
リ
ト
ア
タ
マ
カ
ウ
ツ
ム
カ
ス
ノ
ハ
、
信
心
ヲ
得
ラ
レ
タ
ナ
リ
。

ウ
ツ
ム
カ
ヌ
ノ
ハ
、
信
心
ノ
実
ノ
入
ラ
ヌ
ノ
チ
ヤ
。
依
リ
テ
』

(お
ウ
)
当
流
ノ
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ミ
マ
イ
ラ
セ
、
タ
ノ
ミ
申
セ
ト
ハ
、

空
腹
ナ
ト
キ
ニ
御
飯
タ
ベ
タ
イ
ト
オ
モ
フ
ニ
ウ
ソ
ハ
ナ
イ
。
又
飯

ホ
ト
タ
ノ
ミ
ニ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
ナ
イ
。
今
地
獄
一
定
ノ
腹
カ
ヘ
ツ
タ

レ
ハ
、
助
テ
ヤ
ラ
フ
ノ
本
願
ヲ
余
念
ナ
ク
、
御
飯
ノ
如
ニ
思
フ
コ

ト
ヲ
、
タ
ノ
ミ
マ
イ
ラ
ス
ル
ト
ハ
仰
ラ
レ
タ
ソ
ャ
。
依
テ
八
朔
ヲ

タ
ノ
ミ
節
句
ト
云
フ
ハ
、
八
朔
カ
オ
ト
リ
タ
足
ヲ
カ
シ
コ
マ
リ
、

江
戸
テ
モ
大
名
衆
ハ
公
方
サ
マ
へ
御
目
見
、
ソ
ノ
中
ニ
御
老
中
カ

キ

国
士
ノ
方
々
、
外
様
ノ
面
々
、
附

(
譜
)
代
ノ
者
共
、
「
八
朔
ノ

御
祝
儀
申
シ
上
マ
ス
。
」
ト
ノ
披
露
、
京
・
大
坂
テ
モ
歴
々
ノ
町

人
ハ
、
別
家
ヨ
リ
主
人
ノ
方
へ
、
八
朔
ニ
礼
ニ
ユ
ク
ハ
、
「
御
主

人
ヲ
米
ノ
コ
ト
ク
ニ
存
シ
マ
ス
。
田
ノ
笑
ニ
思
ヒ
マ
ス
ル
。
」
ト

ユ
ク
ノ
チ
ヤ
。
又
八
朔
ヲ
ナ
セ
タ
ノ
ミ
ノ
節
句
ト
云
ナ
レ
ハ
、
八

朔
ハ
田
ニ
笑
ノ
入
ル
節
ト
云
コ
ト
チ
ャ
。

又
田
ノ
実
ノ
米
ホ
ト
結
構
ナ
モ
ノ
ハ
ナ
イ
。
ナ
セ
ニ
米
ノ
穂
ヲ
稲

ト
云
。
命
ノ
根
ト
云
コ
ト
テ
、
イ
ネ
ト
云
タ
ノ
ナ
リ
。
餅
ニ
ナ
ル

*
 

草
、
酒
ニ
ナ
ル
草
、
米
カ
反
(
変
)
シ
テ
何
」

(M
オ
)
ニ
モ
ナ
ル
。

ソ
コ
テ
タ
ノ
ミ
ト
云
縁
ヨ
リ
、
国
ス
ケ
ル
、
回
ノ
シ
ム
、
回
カ
ラ

ト
云
フ
カ
出
ル
。
回
ニ
水
カ
シ
ミ
込
テ
有
ハ
、
追
付
米
カ
出
来
ル

ト
テ
、

喜
フ

ユ
へ
、
タ
ノ
ミ
タ
ノ
シ
ム
。
田
ニ
米
カ
出
来
ル
ト
、

*
 

金
銀
ノ
回
リ
カ
善
(
喜
)
ヒ
、
ソ
コ
テ
タ
カ
ラ
ト
云
。
依
テ
フ
カ

ク
タ
ノ
ミ
マ
イ
ラ
セ
テ
ト
ハ
、
空
腹
ナ
ト
キ
ニ
米
ホ
ト
タ
ノ
ミ
ハ
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ナ
イ
。
今
地
獄

ニ
疋
ノ
腹
カ
へ

リ
タ
レ
ハ
、
助
ケ
テ
ヤ
ラ
フ
ノ
御

六
字
ノ
マ
コ
ト
ヲ
、
米
ノ
コ
ト
ク
ニ
思
へ
、
余
へ
コ
、
ロ
ヲ
フ
ラ

ヌ
コ
ト
ヲ
フ
カ
ク
タ
ノ
ム
ト
ハ
、
御
意
ナ
サ
レ
タ
ト
キ
ニ
、

此
飯

ト
云
モ
ノ
ヵ
、
格
別
ニ
砂
糖
ナ
メ
ル
ヤ
ウ
ニ
甘
フ
モ
ナ
イ
ヵ
、
一

日
ナ
ク
テ
ハ
ク
ラ
サ
レ
ヌ
。
コ
ノ
信
心
ノ
御
飯
カ
、
今
金
ヒ
ロ
フ

タ
ヤ
ウ
ニ
モ
嬢
フ
ナ
イ
ヵ
、

一
息
/
¥
ニ
無
常
ノ
腹
カ
ヘ
ル
ト
オ

モ
ヘ
ハ

、
片
時
モ
ハ
ナ
サ
レ
ヌ
。
夫
テ
御
飯
ハ
ク
ウ
テ
ミ
テ
モ
、

飛
立
ホ
ト
ニ

甘
フ
ハ
ナ
イ
カ
、
倹
約
シ
テ
モ
、
三
度
宛
ハ
タ
ヘ
ネ

ハ
ナ
ラ
ヌ
。
御
信
心
ノ
飯
モ
、
称
へ
テ
見
テ
モ
、
サ
ノ
ミ
嬉
フ
ナ

ケ
ネ
ト
モ
、
御
思
オ
モ
ヘ
ハ
、
朝
夕
二
度
ノ
御
礼
ハ
ヵ
、
サ
レ
ヌ
。

ソ
ノ
如
ク
、
ソ
ノ
信
心
ノ
御
飯
ハ
、
モ
ト
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
米
。

ソ
ノ
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
米
ハ
、
御
聴
聞
ノ
水
カ
ナ
ケ
レ
ハ
取
』

(M
ウ
)
得
ラ
レ
ヌ
ソ
ャ
。
依
リ
テ
聴
聞
ノ
水
ヲ
タ
ク
ハ
ヱ
ヨ
ト
テ、

コ
、
ニ
吉
水
ノ
体
ヲ
御
書
。

{
却
}

三
、
養
物
徳
。
サ
テ
水
ノ
徳
ヲ
段
々
弁
ス
ル
ニ
、
今
日
ノ

人
間
ハ
鼻
ノ
下
ヲ
養
フ
ユ
へ
ニ

、
勢
出
シ
テ
働
ク
ノ
チ
ヤ
。
其
養

フ
食
味
ノ
料
理
ノ
根
本
カ
、
水
カ
ナ
ク
テ
ハ
ト
、
ナ
ハ

ヌ
。
醤
油

モ
水
テ
仕
込
ム
。
酢
モ
酒
モ
水
テ
仕
込
。
味
噌
モ
水
テ
ア
ラ
フ
テ

仕
カ
ケ
テ
焚
テ
、
又
コ

リ
鉢
テ
コ
ロ
/
¥
ス
リ
テ
汁
ニ
ス
ル

モ

水
、
米
ヲ
洗
フ
モ
水
、
鍋
釜
へ
仕
カ
ケ
ル
ノ
モ
水
、

箸

ニ
カ
ケ
ル

ホ
ト
ノ
料
理
ニ
水
ノ
御
蔭
ヲ
蒙
ヌ
モ
ノ
ハ
ナ
ィ
。
ナ
ン
ト
、
食
物

ノ
親
王
カ
水
チ
ヤ
。
今
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
水
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
、
八
家

九
宗
ノ
御
証
リ
ノ
料
理
ハ
調
ヌ
。
禅
宗
ノ
坐
禅
ノ
御
飯
モ
南
無
阿

弥
陀
仏
テ
仕
掛
ル
。
真
言
宗
ノ
醤
油
モ
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
水、

法

華
宗
ノ
ダ
ブ
/
¥
ノ
味
嶋
汁
モ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
水
テ
仕
掛
ル

ノ
チ
ヤ
。
依
テ
天
台
大
師
ハ
、
以
弥
陀
為
法
門
主
者

一
切
ノ
御
証

リ
ノ
料
理
ハ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
水
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ハ
出
来
ヌ
ト
云

ハ
シ
ヤ
ル
ノ
チ
ヤ
。

一
切
香
水
出
ニ
於
摩
利
山
-、

一
切
恒
河
出
二

無
熱
池
一文
。』

(
お
オ
)
一

切
ノ
善
法
ハ
弥
陀
海
ヨ

リ
出
ル
。
何

株
左
右
チ
ャ
。
弥
陀
ノ
本
願
カ
一
転
ノ

一
乗
ト
ナ
リ
、
其
小
乗
ノ

五
戒

・
五
善
カ

一
転
シ
テ
神
ノ
正
直
、
儒
道
ノ
五
常

・
五
倫
ト
ナ

*
 

リ
タ
ノ
チ
ャ
。
ト
ン
ト
神
道
ノ
高
マ
箇
(
カ
)
原
ノ
酒
モ
、
仁
義

礼
智
信
ノ
酢
モ
、
元
ト
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
水
カ
体
ニ
ナ
リ
テ
出

来
タ
ノ
チ
ヤ
。
依
テ
天
台
宗
カ
一
転
シ
テ
出
来
タ
ル
。
日
蓮
宗
テ

*
 

モ
平
生

ハ
念
仏
申
サ
ヌ
ケ
レ
ト
モ
、
『法
華
』
ノ
属

(嘱
)
累
品

説
オ
ハ
ル
ト
、
王
宮
ノ
騒
動
カ
オ
コ
リ
、
浄
土
ノ

『観
経
』
ヲ
説

ニ
行
チ
ヤ
ル
。
夫
カ
ラ
又
帰
テ

『法
務十
」
ノ
二
十
二
口問
薬
王
口
問
ヲ

*
 

説
テ
ヤ
ル
ニ
、
我
滅
后

(後
)
々
五
百
歳
時
若
有
女
人
間
二
薬
王

本
師
品
一如
説
修
行
即
往
生
二
安
楽
世
界
一、
文
o

ト
味
ヒ
コ
ト
カ

説
テ
ア
ル
。
『
法
華
経
』

ニ
、
女
人
成
仏
ト
女
人
往
生
ト
二
ツ

二

分
テ
説
テ
ア
ル
。
成
仏
ハ
仏
在
世
ノ
八
歳
ノ
竜
女
一
人
ニ
カ
キ
ル
。

*
 

五
々
百
歳
ノ
后

(後
)
ノ
末
ノ
世
ノ
女
人
ハ
、
如
説
ニ
修
行
シ
テ

極
楽
へ

参
ル
ト
説
テ
ア
ル
。
只
参
ル
ト
説
タ

ハ
カ
リ
テ
参
ル
因
カ

説
テ
ナ
ィ
。
ィ
ヵ
、
シ
テ
参
ラ
レ
マ

ス
ト
云
機
ニ
ナ
レ
ハ
、
是
非
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「
法
華
』
ヤ
メ
テ
『
浄
土
ノ
三
部
経
』
へ
』
(
お
ウ
)
来
テ
、
具
三

心
者
必
生
彼
園
、
ツ
イ
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
信
心
ニ
這
入
ラ
ネ
ハ
ナ

ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
説
テ
ア
ル
。
依
テ
短
念
仏
長
法
華
、
念
仏
ヲ
ヒ
ル
ケ

タ
カ

「法
華
」
八
軸
ト
ナ
リ
、
コ
フ
ヒ
ロ
ケ
テ
称
へ
テ
御
坐
ル
ノ

チ
ヤ
。夕

立
ヤ
法
華
カ
ケ
込
阿
弥
陀
堂

ナ
ン
ホ
日
蓮
宗
カ
宗
法
テ
、
平
生
念
仏
称
ヘ
ス
ニ
居
テ
モ
、
マ
サ

カ
ノ
ト
キ
ハ
称
ヘ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
カ
ノ
善
光
寺
サ
マ
ヵ
、
江
戸
ヘ

開
帳
ニ
イ
カ
レ
行
シ
ナ
カ
、
戻
リ
ニ
ハ
甲
斐
ノ
国
ヲ
通
ラ
シ
ヤ
ル

ニ
、
甲
州
ハ
法
華
カ
多
ヒ
。
カ
ノ
如
来
ノ
御
車
を
村
送
リ
ニ
セ
ネ

ハ
ナ
ラ
ヌ
。
ソ
ノ
ト
キ
ハ
念
仏
ノ
カ
ケ
声
テ
オ
ク
ル
ノ
チ
ャ
。
ア

ル
法
華
ノ
在
処
ニ
庄
屋
カ
出
テ
、
大
キ
デ
ン
モ
ノ
テ
、
「
オ
レ
ヵ
、

ソ
チ
ノ
畑
ニ
ナ
ニ
マ
ヒ
タ
。
」
ト
一玄
へ
ハ
、
ミ
ナ
カ
御
輿
モ
チ
/
¥
、

「
菜
蒔
タ
/
¥
。
」
其
次
ノ
在
処
法
華
宗
、
今
度
ハ
庄
屋
カ
、
「
オ

タ

ン

ホ

レ
ハ
コ
ノ
酒
器
ニ
甘
酒
ヲ
入
レ
タ
。
コ
ノ
タ
ン
ホ
ハ
、
ナ
ニ
タ
ン

ホ
。
」
ト
云
へ
ハ
、
「
甘
ヒ
タ
ン
ホ
/
¥
。
」
ト
云
フ
。

コ
レ
ラ
ハ

片
言
ナ
カ
ラ
モ
、
ミ
ナ
念
仏

ニ
ナ
リ
テ
送
タ
ト
云
フ
附
シ
カ
ア
ル
。

ス
リ
ャ
、
何
宗
テ
モ
、
ッ
、
マ
ル
処
ハ
念
仏
テ
ナ
ケ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ

ユ
へ
、
法
華
宗
ノ
ミ
ナ
カ
ミ
ノ
』
(
話
オ
)
智
者
大
師
ハ

、
平
生

ニ

『法
華
」
読
前
、
臨
終
ニ
ハ

『観
経
」
ヲ
ヨ
ン
テ
念
仏
門
ニ
入

テ
往
生
ナ
サ
レ
タ
。
ソ
ノ
ト
キ
ニ
四
十
八
願
、
荘
厳
浄
土
、
悲
池

宝
閣
、
易
往
而
無
人
、
ト
云
フ
四
句
ノ
御
文
ヲ
作
セ
ラ
レ
タ
。
ソ

*
 

ノ
コ
ト
ヲ
元
晩
『
弥
陀
経
ノ
疏
』
ニ
、
鳴
(
鳴
)
呼
明
二
教
観
一敦

智
如
乎
、
臨
終
挙
観
経
、
賛
浄
土
而
長
行
、
ト
ホ
メ
テ
ア
ル
ソ

ャ
。
ソ
ノ
外
真
言
テ
モ
ッ
、
マ
ル
処
ハ
念
仏
、

「大
師
入
定
記
」

ニ
、
コ
ノ
山
ハ
、
止
。

空
海
カ
コ
、
ロ
ノ
ウ
チ
ニ
咲
花
ハ
弥
陀
ヨ
リ
外
ニ
シ
ル
人
ソ
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ナ
キ

大
徳
寺
ノ
真
珠
院
ノ
一
休
、
逮
磨
ノ
費
ニ
サ
ト
リ
タ
ト
云
フ
。
キ

ヤ
ツ
ガ
胸
ニ
ナ
ニ
カ
ア
ル
。
ヘ
ン
テ
ツ
モ
ナ
キ
ア
ハ
ラ
ホ
ネ
カ
ナ
。

九
年
マ
テ
坐
禅
ス
ル
コ
ソ
無
益
ナ
レ
マ
サ
カ
ノ
ト
キ
ハ
南
無

ノ
一
声
古

一
休
真
筆
、
京
寺
町
底
山
寺
ニ
ア
リ
。

サ
ア
、
諸
宗
ノ
サ
ト
リ
ハ
、
料
理
ノ
体
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
、
依
テ

コ
、
ニ
吉
水
ノ
体
ヲ
ノ
コ
ス
。

{親
鷺
聖
人
絵
伝

六
角
堂
之
段

{
1
}
祖
師
三
十
一
歳
、
四
月
五
日
ノ
夜
七
ツ
時
ノ
御
夢
。
六
角

堂
へ
御
参
箆
。
コ
ノ
通
リ
ニ

観
音
』
(
話
ウ
)
カ
白
装
束
ニ
白
蓮

ニ
入
リ
、
「
善
信
，
55555555t¥
。
」
ト
御
呼
ナ
サ
レ
、
「
行
者
宿
報
止
。
」
ト

御
告
。

一
入
合
点
セ
ス
ニ
、
「
一
切
群
生
ニ
説
ヲ
カ
ム
ヘ
シ
。
」

ト
、
此
処
ニ
チ
イ
サ
フ
ト
リ
テ
間
テ
御
坐
ル
カ
御
開
山
。
ソ
レ
カ

ラ
ソ
ロ
/
¥
御
坐
ヲ
夕
、
セ
ラ
レ
、
御
堂
ノ
正
面
ヨ
リ
東
ヲ
御
覧

ナ
サ
レ
タ
レ
ハ
、
峨
々
タ
ル
岳
山
ト
ハ
、
我
々
カ
人
ニ
マ
ケ
マ
イ

第
四
図

(第
一一
服
)
六
角
夢
想
】



ノ
騎
慢
ノ
コ
、
ロ
ヲ
峰
ニ
タ
ト
へ
、
オ
シ
イ
ホ
シ
イ
食
欲
ノ
フ
カ

キ
ハ
谷
々
ニ
御
タ
ト
ヘ
、
或
ハ
可
愛
ト
オ
モ
ヘ
ハ
、
メ
ツ
タ
ニ
愛

シ
、
ニ
ク
ヒ
ト
オ
モ
へ
ハ
、
ヘ
ラ
ヘ
ッ
ト
ウ
ニ
ク
ヒ
、
ソ
ノ
出
ツ

入
ツ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
左
乍
ラ
山
ノ
如
ク
。
ソ
ノ
ト
キ
叢
林
線
刺
ム

チ
ヤ
ク
チ
ヤ
ト
ハ
へ
シ
ケ
リ
タ
。
イ
ハ
ラ
カ
ラ
タ
チ
ニ
御
喰
へ
ナ

サ
レ
タ
ハ
、
此
坐
ノ
御
門
葉
、
我
入
カ
胸
ノ
中
等
。
数
千
万
億
ノ

有
情
ト
ハ
、
私
カ
コ
ト
、
引
受
テ
聴
問
、
御
開
山
ハ

三
十

一
ノ
年
、

我
々
ヲ
恋
コ
カ
レ
、
夢
二
見
タ
ト
御
意
ナ
サ
レ
タ
ソ
ヤ
。
五
口
々
ハ

ユ
メ
ニ
タ
モ
御
関
山
ヲ
見
ヌ
。
ア
ナ
タ
ノ
石
ヲ
枕
ノ
御
苦
労
ヲ
、

一
晩
テ
モ
ユ
メ
ニ
ナ
リ
ト
モ
見
タ
コ
ト
カ
ア
ル
カ
ヤ
。
子
カ
孫
カ

ノ
コ
ト
、
毎
晩
/
¥
見
ル
。
ウ
ツ
ホ
ラ
ホ
ニ
ナ
リ
テ
打
込
ネ
ハ
、

夢
二
ハ
ミ
ヌ
モ
ノ
チ
ヤ
。

ウ
夕
、
ネ
ニ
コ
ヒ
』
(
幻
オ
)
シ
キ
人
ヲ
見
テ
シ
ヨ
リ
ユ
メ

テ
テ

ご
字
術
字
)
ウ
モ
ノ
ハ
タ
ノ
ミ
ソ
メ
ニ
キ

小
町
若
キ
時
、
ホ
レ
コ
ム
ト
ユ

メ
ニ
マ
テ
見
ル
。
御
開
山
ハ

三
十

一
ノ
御
年
、
ア
ン
マ
リ
コ
ヒ
コ
カ
レ
、
ユ
メ
ニ
マ
テ
ミ
タ
卜
仰
ル

夢
船

(想
)
ノ
段
チ
ャ
。

F
b刊
一
世
官
、

此
夢
二
凹
種
。
四
日
見
一
-
一
、
無
明
習
気
ノ
夢
。
水
瓜
ヲ
盗
ミ
逃
ル

ト
テ
、
氷
ノ
上
ニ
テ
ス
ヘ
リ
テ
コ
ケ
ル
。
夏
冬
一
時
ノ
ア
ト
カ
タ

モ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
ミ
ル
煩
悩
ノ
所
以
。
ア
ル
ヒ
ハ
牛
ニ
ツ
カ
レ
ス
ル
。

二
ニ

、
四
大
遍
増
ノ
夢
c

熱
気
ニ
ハ
水
ニ
入
病
ノ
所
以
c

三
ニ
、

巡
猟
旧
識
ノ
夢
、
見
タ
コ
ト
モ
、
開
タ
コ
ト
モ
、
仕
タ
コ
ト
モ
ミ

ル
。
四
ニ
ハ
、
善
悪
先
非
夢
。
人
間
一
生
ノ
浮
沈
善
悪
ト
モ
ニ
夢

ノ
シ
ラ
セ
カ
ア
ル
モ
ノ
チ
ヤ
。
コ
ト
ニ
仏
菩
薩
カ
凡
夫
ニ
告
玉
フ

コ
ト
ハ
、
ユ
メ
テ
ナ
ケ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
殊
ニ
観
音
ハ

『普
門
口
問
』

二
、
応
以
長
者
居
士
宰
{
臣
婆
羅
門
姉
大
身
得
度
者
、
即
見
婦
女
身

而
為
説
法
ノ
御
約
束
ア
レ
ハ
、
「
善
信
、
其
肉
食
挟
子
ノ
宗
旨
、

弥
陀
本
願
助
ル
ト
云
導
キ
ヲ
セ
ヨ
。
」
ト
ノ
御
告
。
コ
ト
ニ
コ
、

ニ
白
姿

・
白
衣
・
白
袈
裟
・
白
蓮
華
、
白
ツ
ク
メ
ハ
、
菩
薩
ノ
ク

ロ
ト
ヲ
ヤ
メ
テ
、
在
家
ノ
素
人
仲
間
へ
這
入
、
弥
陀
ノ
本
願
』

(幻
ウ
)
ヲ
弘
メ
ヨ
ウ
テ
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
御
知
ラ
セ
。
又
末
世
ニ
、

袈
裟
変
シ
テ
白
カ
ラ
ン
ト
。一日引い叩」

*
 

{
2
}
黒
(
玄
)
人
ノ
出
家
ノ
ミ
ナ
素
人
ニ
ナ
ル
ト
云
コ

ト、

其

素
人
ノ
白
ノ
法
カ
弥
陀
ノ
本
願
ユ
へ
、

『大
経
』

ニ
ハ
、
求
専
清

白
之
法
ト
。
見
世
ノ
代
物
テ
モ
、

此
レ
ハ
京
ム
キ
、
コ
レ
ハ
田
舎

ム
キ
ト
分
ル
。
御
開
山
ハ
仏
法
ノ
タ
カ
ヒ
カ
御
上
手
チ
ヤ
。
何
シ

テ
モ
末
代
ノ
素
人
ム
キ
ハ
弥
陀
ノ
本
願
ナ
リ
ト
テ
、
観
音
ト
相
談

*
 

シ
テ
肉
食
ノ
宗
旨
ヲ
関
キ
玉
フ
。
左
リ
甚
五
良
(
郎
)
、
菊
池
藤

*

*

 

五
良
(
郎
)
両
人
カ
鼠
ヲ
ツ
ク
リ
、
猫
ニ
目
利
。
藤
五
良

(郎
)

本

*

ノ
ハ
一
日
一
座
タ
レ
ト
モ
、
体
カ
木
ユ
へ
、
甚
五
良
(
郎
)
ハ
才

*
 

(
細
)
工

ハ
不
調
法
ナ
レ
ト
モ
、
睦
へ
テ
嫁
(
縁
)
ノ
下
テ
、
頭

マ
カ
ラ
カ
チ
/
¥
喰
。
体
カ
鰹
節
ユ
へ
ニ
細
工
ニ
ハ
カ
マ
ハ
ヌ
。

禅
宗
ナ
ト
ハ
不
許
輩
酒
入
山
門
。
細
工
カ
ヨ
ケ
レ
ト
モ
、
安
心
ノ

体
カ
自
力
ノ
木
ユ
ヘ
ニ
、
在
家
ノ
素
人
カ
ク
イ
ツ
カ
ヌ
。
今
海
土
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真
宗
、
細
工
ハ
肉
食
妻
帯
下
手
ナ
レ
ト
モ
、
安
心
ノ
鼠
カ
六
字
ノ

鰹
節
ユ
ヘ
、
在
家
ノ
素
人
ノ
猫
カ
、
ニ
ヤ
ン
/
¥
ト
喰
付
ソ
ャ
。

広
大
ノ
白
蓮
花
ニ
端
坐
シ
テ
等
。
観
音
ノ
ス
カ
タ
ノ
ワ
リ
合
ニ
ハ
、

蓮
華
カ
大
キ
ナ
、
コ
レ
ハ
肉
食
妻
帯
ノ
モ
ノ
モ
』
(
沼
オ
)
タ
ス

ケ
ル
ト
ア
ル
。
大
キ
ナ
弥
陀
ノ
本
願
ヨ
リ
、
御
回
向
ノ
南
無
阿
弥

陀
仏
、
信
心
ノ
御
法
卜
テ
、
蓮
花
ニ
御
タ
ト
へ

。

{3
}
コ
ノ
信
心
ヲ
蓮
花
ニ
タ
ト
ヘ
ル
ニ
ハ
、
有
五
訳
。
一

ハ、

決
泥
不
染
徳
。
高
原
地
陸
ニ
ハ
不
生
蓮
華
、
湿
決
泥
能
生
蓮
華
、

「論
」
口
(
日
カ
)
。
二
ニ
、
一
茎
一
花
ノ
徳
也
。
他
宗
ハ
梅
ヤ
サ

ク
ラ
ノ
如
シ
。
同
行
一
人
ノ
校
一
本
ニ
、
信
心
ノ
花
カ
沢
山
ニ
サ

ク
。
御
当
流
ハ
蓮
華
、
同
行
一
人
ノ
枝
一
本
二
信
心
ノ
花
一
ツ

也
。一
ニ
ニ
、
花
菓
同
時
ノ
徳
也
。
信
心
ノ
花
カ
一
念
発
起
ス
ル
ナ

リ
。
往
生
ニ
疋
ノ
極
楽
参
ノ
実
ヲ
結
フ
也
。
四
ニ
、
一
花
多
菓
ノ

徳
。
往
相
回
向
ノ
信
心
ノ
花
ハ

一
ツ
テ
、
還
柑
回
向
ノ
笑
ハ
沢
山

也
。
五
ニ
、
中
庭
外
真
ノ
徳
也
。
蓮
花
ノ
茎
ハ
外
ハ
真
、
内
ハ
ス

キ
ト
ヲ
ル
。
信
心
ノ
同
行
ハ
外
ハ
仁
義
五
常
ヲ
守
リ
、
内
は
御
助

ケ
一
定
ト
ス
キ
ト
ヲ
ル
。
コ
フ
云
訳
ユ
へ
一
一

、
広
大
ノ
白
蓮
花
ヲ

御
示
也
。
為
蓮
故
花
、
々
関
蓮
現
、
花
落
蓮
成
ト
テ
、
法
花
宗
テ

ハ
妙
法
蓮
花
ト
テ
、
法
ハ
蓮
花
ニ
タ
ト
ヘ
タ
レ
ト
モ
機
ヲ
タ
ト
ヘ

ス
。
今
ハ
信
ス
ル
機
ヲ
蓮
花
ニ
タ
ト
ヘ
テ
、
是
人
中
芥
陀
利
華
ト

ア
ル
ソ
ャ
。
只
御
タ
ト
ヘ
カ
ト
一
玄
へ
ハ
、
追
」
(
却
ウ
)
付
コ
ノ

通
リ
、
蓮
花
ヲ
足
ノ
下
ニ
フ
マ
ヘ
ル
ヤ
ウ
一
一
、
御
サ
ト
リ
ノ
身
ニ

ナ
ル
ノ
チ
ヤ
ソ
ャ
。
『
安
楽
集
」

ニ
ハ
、
立
テ
ハ
即
チ
帝
釈
前
ニ

ψ
a
T

ユ

在
リ
、
坐
ス
レ
ハ
則
党
玉
、
在
レ
后

(後
)
、
極
楽
へ
参
ル
ト
、
ル

リ
ノ
大
地
サ
へ
直
ニ
ハ
フ
マ
ス
マ
イ
。
一

足
々
々
蓮
花
ヲ
ハ
ヤ
カ

シ
、
ソ
ノ
上
へ
ヲ
フ
ム
ヤ
ウ
ト
。
依
テ
右
ノ
足
ヲ
向
フ
へ
ヤ
レ
ハ
、

右
カ
ラ
ニ
ヨ
キ
リ
ト
蓮
花
カ
上
リ
等
。
竹
田
出
雲
ノ
細
工
テ
モ
仏

ノ
椀
テ
カ
ナ
ワ
ン
。
ソ
ノ
蓮
花
ハ
誰
カ
作
タ
。
『
観
経
』
ノ
第
七

花
坐
観
ニ
、
蓮
花
ノ
コ
ト
ヲ
長
々
ト
説
テ
、
是
本
法
蔵
比
丘
願
力

所
成
、
我
々
カ
極
楽
テ
ハ
ク
草
履
迄
、
フ
マ
シ
テ
下
ル
、

。
今

コ
、
ニ
観
音
カ
御
蓮
花
ニ
ノ
リ
テ
、
迎
ヒ
ニ
出
掛
ケ
ヨ
フ
ト
ア
ル

*
 

還
相
回
向
ヲ
示
シ
、
マ
タ
左
リ
ノ
御
手
ニ
、
少
(
小
)
サ
イ
蓮
ヲ

持
テ
御
坐
ル
ハ
、
信
ヲ
ヱ
タ
モ
ノ
ハ
、
コ
ノ
蓮
花
ニ
ノ
セ
テ
ツ
レ

テ
ユ
カ
フ
ト
ノ
往
相
回
向
ヲ
示
ス
。
ソ
ノ
蓮
花
ニ
ノ
ル
ハ
、
蓮
花

ノ
如
キ
清
涛
ノ
信
心
ヲ
ヱ
ス

ハ
、
ソ
ノ
信
心
ト
ハ
等。

【

4
}
O
サ
テ
此
三
人
ノ
寝
テ
在
ス
ハ
、
我
祖
・
元
祖
・
月
輪
ノ

*
 

御
三
人
ナ
リ
。
岡
崎
ト
吉
水
ト
殿
下
ハ
、
御
屋
布

(敷
)
ト
ニ
テ
、

同
シ
夢
ヲ
見
玉
フ
コ
ト
ヲ
示
シ
テ
書
玉
フ
也
。

ア
ル
ト
キ
殿
下
、
』
(
円
オ
)
元
祖
一
一
御
尋
ネ
一
一

、
「
在
家
ノ
申
ス

念
仏
ト
、
上
人
ノ
念
仏
ト
、
何
レ
カ
勝
リ
マ
ス
。
」
ソ
ノ
ト
キ
ノ

御
返
答
ニ
、
「
ワ
カ
カ
シ
コ
ク
テ
称
フ
ル
ニ
非
ス
。
御
回
向
ノ

信
徳
ヨ
リ
称
へ
ア
ラ
ハ
ス
ナ
レ
ハ
、
ソ
ノ
利
益
カ
ワ
ル
コ
ト
ナ

シ
。
」
「
爾
ラ
ハ
、
私
ニ
一
人
ノ
娘
玉
日
一
一
、
智
一
人
ヲ
タ
マ
ワ
レ

カ
シ
。
」
ソ
ノ
ト
キ
、
「
善
信
房
参
ル
ヘ
シ
。
」
ト
、
夫
ヨ
リ
御
同
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*
 
事
(
車
)
ニ
テ
、
関
白
ノ
館
へ
到
リ
、
翌
日
ニ
玉
日
宮
ト
御
同
車

ナ
サ
レ
、
吉
水
ヘ
入
セ
ラ
レ
玉
へ
ハ
、
「
子
細
ナ
キ
坊
守
カ
ナ
。
」

ト
、
ソ
ノ
ト
キ
元
祖
真
筆
ニ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
楢
書
、
下
-
一
源

空
御
手
判
、
左
ニ
行
書
ニ
テ
南
無
阿
弥
陀
仏
、
下
ニ
善
信
御
手
判
、

右
ニ
南
無
阿
弥
陀
仏
、
草
書
ニ
テ
、
下
ニ
玉
日
御
手
判
。
今
京
一

条
通
リ
ノ
榊
木
町
西
宗
寺
ト
テ
、
西
山
派
ノ
浄
土
宗
ノ
宝
物
。
コ

レ
ヲ
肉
食
妻
帯
証
拠
ノ
名
号
ト
云
フ
。
京
都
へ
登
ノ
節
ハ
、
百
文

テ
開
帳
可
拝
。
サ
ア
、
コ
レ
カ
天
台
宗
テ
云
フ
同
事
性
ノ
御
慈
悲

チ
ャ
。
凡
夫
ヲ
導
ク
ハ
、
オ
レ
モ
凡
夫
チ
ヤ
。
妻
カ
可
愛
、
味
ヒ

肴
カ
ス
キ
チ
ヤ
ト
、
随
類
応
同
シ
テ
、
御
勧
ナ
サ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。

O

源
ト
ノ
頼
光
カ
鬼
ヲ
退
治
ニ
大
江
山
ニ
ユ
カ
レ
タ
ト
キ
ハ
、

「
手
前
モ
カ
ネ
テ
』
(
卸
ウ
)
鬼
神
道
ヲ
学
タ
ク
テ
マ
イ
リ
マ
シキ

タ
。
」
「
ソ
レ
ナ
レ
ハ
、
先
人
ノ
肉
ヲ
喰
へ
ナ
ラ
へ

。
」
ト
テ
、
以

(持
)
テ
来
タ
若
イ
女
ヲ
ツ
レ
ダ
シ
テ
、
キ
ヤ
ツ
/
¥
泣
ヲ
、
フ

ト
モ
、
ヵ
ラ
サ
キ
、
血
ナ
マ
ク
サ
キ
人
ノ
肉
、
「
サ
ラ
ハ
賞
翫
ツ

カ
マ
ツ
ル
。
」
ト
、
ガ
ジ
/
¥
ト
ク
ワ
レ
タ
ソ
ャ
。
此
レ
凡
夫
ノ

鬼
ニ
付
合
ニ
ハ
、
尽
十
方
ノ
弥
陀
モ
愚
禿
親
驚
ト
ヤ
ツ
シ
。
ア
ラ

レ
モ
ナ
イ
肉
食
モ
ナ
サ
レ
タ
ソ
ャ
。
コ
、
ヵ
智
恵
ナ
リ
。

*
 

O
赤
膚
ニ
オ
ヒ
ヲ
常
盤
(
磐
)
ノ
雪
ノ
ハ
タ

夫
ト
義
朝
ノ
敵
キ
ノ
清
盛
ニ
、
ナ
ン
ノ
枕
ヵ
、
ヵ
ワ
セ
タ
カ
ロ
フ
、

ケ
レ
ト
モ
イ
ヤ
ト
云
ハ
、
豊
若
・
牛
若
・
乙
若
ノ
三
人
ヲ
、
イ
モ

サ
シ
ニ
セ
ラ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ユ
へ
、
我
子
カ
可
愛
サ
ニ
、

ク

*
 

ヒ
ヒ
ゲ
ツ
ラ
ノ
清
盛
ニ
タ
ワ
ム
レ
タ
ハ
、
常
盤
(
磐
)
御
前
チ
ヤ
。

ケ
レ
ト
モ
、
今
モ
玉
日
ノ
{
呂
ト
御
祝
言
ナ
サ
レ
タ
イ
コ
ト
ハ
ナ
ケ

ネ
ト
モ
、

末
世
ノ
衆
生
ヲ
ウ
タ
カ
ワ
セ
テ
、
地
獄
ニ
ヤ
リ
テ
ハ
等
。

雲
助
ハ
賃
銭
カ
ア
テ
。
三

ツ
井
ノ
庖
ノ
売
子
ハ
、
別
家
サ
セ
テ
モ

ロ
フ
カ
ア
テ
。
御
開
山
ハ
、
末
代
ノ
衆
生
カ
疑
晴
シ
テ
信
心
ヲ
得

テ
、
極
楽
ヘ
マ
イ
ル
カ
ア
テ
ナ
リ
。

マノ
}
O
六
角
堂
ハ
四
角
ナ
リ
。
夢
ハ
吉
水
禅
房
ニ
テ
夢
中
ノ
所

*
 

見
ヲ
書
顕
ス
』
(
刊
オ
)
ト
キ
一
一
、
本
尊
ハ
観
音
一
寸
八
歩

(分
)
、

*
 

太
子
七
世
ノ
守
リ
本
尊
、
像
送
日
本
皇
子
衡
山
弥
弥

(陀
)
徳
蓮
、

ト
カ
キ
、
阿
波
路
嶋
へ
上
ラ
セ
玉
フ
。
太
子
御
頚
ニ
ハ
ナ
シ
玉
ハ

ス
。
ト
キ
ニ
コ
ノ
六
角
堂
ヘ
御
安
置
ノ
滋
綴
ハ
、
十
六
歳
ノ
ト
キ*
 

守
屋
ノ
大
臣
退
治
ナ
サ
レ
、
四
天
王
寺
建
立
ニ
付
、

山
城
ノ
愛
岩

(宕
)
ノ
郡
ハ
深
山
ナ
リ
。

コ
レ
ニ
伽
藍
ヲ
タ
テ
ン
ト
材
木
ヲ
キ

リ
玉
フ
。

一
人
ノ
童
子
ア
ラ
ハ
レ
、
「
コ
レ
明
ノ
明
星
也
。
東
ニ

禿
杉
ア
リ
。
紫
雲
タ
ナ
ヒ
キ
来
リ
玉
へ

。」
ト
案
内
ス
。
六
角
堂

ノ
鎮
守
ナ
リ
。
サ
テ
至
リ
玉
フ
一
一

、
六
方
ニ
根
サ
ス
。
太
子
斧
ヲ

以
テ
切
玉
フ
。
ソ
ノ
オ
ト
切
利
天
へ
モ
ヒ
、
ク
。
ク
タ
ヒ
レ
、
シ

ハ
ラ
ク
マ
ト
ロ

ミ
玉
フ
。
右
観
音
ノ
告
ニ
ヨ
リ
、
六
角
ノ
根
サ
ス

方
へ
柱
ヲ
立
テ
安
置
ス
。
ユ
ヘ
ニ
、
今
ニ
ム
ハ
角
堂
ハ
杉
ノ
天
井
ナ

『街l伝私考j

*
 

ト
キ
ニ
此
六
角
ハ
、
六
道
ノ
衆
生
ヲ
斎
(
済
)
度
ノ
表
示
。
観
音

ハ
六
道
ヲ
済
フ
。
聖
観
音
ハ
地
獄
、
千
手
観
音
ハ
餓
鬼
、
馬
頭
観
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本

音
ハ
畜
生
、
十
一
面
ハ
修
羅
多
、
垣
(
准
)
泥
ハ
人
間
、
如
意
輪

ハ
天
上
。
越
中
富
山
ノ
反
魂
丹
、
ウ
ソ
ニ
ユ
カ
ヌ
処
ヵ
、
ア
ル
カ

シ
ラ
ヌ
ヵ
、
」
(犯
ウ
)
観
音
ハ

ユ
カ
シ
ャ
ラ
ヌ
処
カ
ナ
イ
。
一一一月

時
分
ハ
、
ソ
ロ
/
¥
ト
這
ハ
シ
ャ
ラ
ウ
ト
オ
モ
ハ
レ
ヨ
ヵ
、
ソ
レ

ハ
逮
フ
。
勿
体
ナ
イ
。一
民
ヲ
ハ
、
千
手
観
音
ト
タ
レ
カ
云
フ
タ
カ

シ
ラ
ヌ
カ
、
訊
ハ
兎
角
人
ニ
ツ
カ
ネ
ハ
、
渡
世
カ
ナ
ラ
ヌ
。
観
音

ハ
ソ
シ
ラ
レ
ヨ
、
嫌
レ
ヨ
ヵ
、
兎
角
人
ニ
ト
リ
付
テ
、
御
済
度
ナ

サ
レ
ル
カ
ラ
、
タ
ト
ヘ
タ
カ
シ
ラ
ヌ
。
ソ
ノ
観
音
カ
、
人
ニ
ト
リ

ツ
カ
シ
ヤ
ル
ト
云
ハ
、

『湖
水
抄
」
ノ
中
ニ
、
江
川
長
尾
村
ノ
普

門
山
ノ
観
音
ヵ
、
住
持
了
山
ニ
御
告
ニ
、

夕
、
タ
ノ
メ
シ
メ
シ
カ
原
ノ
サ
シ
モ
ク
サ
ワ
レ
世
ノ
中
ニ
ア

ラ
ン
カ
キ
リ
ハ

ソ
ノ
観
音
モ
我
カ
ラ
テ
御
済
度
ヵ
。
其
光
柔
額
普
照

一
切
ハ
弥

陀、

三
十
三
触
光
柔
鞍
ノ
光
明
ヲ
カ
リ
テ
御
済
度
。
丁
稚
ノ
持
ツ

*
 
挑

(
提
)
灯
ハ
、
旦
那
ノ
モ
ノ
ナ
リ
等
。
賛

ニ

観

音

勢

至
モ
ロ

ト
モ
ニ
等
、
ト
ア
レ
ト
モ
、
勢
至
堂
カ
ナ
ィ
。
ア
リ
テ
モ
ス
ク
ナ

ィ
。
コ
ノ
コ
ト
末
ニ
見
合
ス
ヘ
シ
。

*

*

 

{
/
O
}

O

サ
テ
コ
、
ロ

(
ニ
)
鐘
堂
カ
ア
リ
。
桓
武
天
王
(
皇
)
ノ

御
ト
キ
、
町
ワ
リ
ニ
六
角
堂
カ
町
ノ
真
中
ニ
ア
タ
ル
故
、
明
日
ハ

北
へ
引
フ
ト
評
定
。

一
夜
ノ
中
ニ
堂
ハ
北
へ
、
鐘
堂
ハ
南
へ
不
思

*
 
義
(
議
)
ト
鐘
楼
』
(
引
オ
)
ユ
へ
、
ワ
サ
/
¥
書
玉
フ
。
堂
ヤ
鐘

楼
サ
ヘ
ワ
キ
ヘ
ニ
シ
リ
ヨ
ル
モ
ノ
。
悪
人
モ
十
万
億
土
往
生
ス
ル

ハ
、
チ
カ
ヒ
ハ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
示
ス
。
ト
キ
ニ
此
仏
閣
ニ
鐘
楼
ノ
ア

*
 

ル
ハ
、
本
ト
天
竺
砥

(紙
)
園
精
舎
ニ
、
四
ノ
鐙
ヲ
作
ラ
セ
ラ
レ
、

大
目
連
カ
ヨ
リ
外
ニ
撞
手
ノ
ナ
キ
鐙
ハ

、

一二
、
戒
律
院
ノ
銅
ノ

鐘
。
重
サ
三
十
万
斤
、
四
天
王
カ
作
ラ
レ
タ
ト
ア
リ
。
二

ニ
、
戒

掃
院
ノ
鐘
。
重
サ
十
万
斤
、
盃
ノ
如
ク
転
輪
王
ノ
所
造
ト
ア
リ
。

三
ニ
、
論
師
院
ノ
銭
。
形
チ
鼓
ミ
ノ
如
ク
、
乾
達
婆
ノ
所
造
ト
ア

リ
。
四
-
一
、
修
多
羅
院
ノ
鐙
。
ハ
ッ
カ
米
十
石
ヲ
入
ル
、
、
過
去

抱
楼
孫
仏
ノ
所
造
ト
ア
リ
。
夫
カ
オ
ノ
/
¥
諸
行
無
常
ト
ヒ
、
ク

ト
ア
ル
。
依
テ
キ
ク
モ
ノ
菩
提
心
ヲ
オ
コ
ス
ト
ア
ル
カ
、
イ
マ
ハ

邪
見
ニ
シ
テ
、
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六
ミ
ナ
人
ノ
暮
ル
、
ハ
カ
リ
鐘
キ
イ
テ
身
ノ
入
相
ヲ
シ
ル
人
ソ

ナ
キ

『因
果
経
」

ニ
、
聞
声
臥
不
起
来
報
、
受
一一
蛇
身
一合
掌
発
菩
提
心、

賢
聖
皆
歓
喜
ス
、
ト
ア
リ
。

{7
】

O
是
ナ
ル
灯
箆
ハ
唐
金
。
当
時
ハ
石
ノ
灯
箆
ハ

二
百
年
来

*
 

ノ
コ
ト
。
詩
選
(
仙
)
堂
ノ
石
川
丈
山
ノ
作
チ
ヤ
ト
」
(
引
ウ
)
ア

ル
。
昔
ハ
ミ
ナ
金
灯
箆
ト
ミ
ヱ
ル
。
南
都
大
仏
前
二
、
俊
乗
坊

唐
レ
(
ニ
子
街
字
)
ヨ
リ
伝
来
ノ
金
灯
仕
組
チ
ャ
。
ト
キ
ニ
ス
ヘ
テ

仏
前
へ
仏
ヲ
献
ス
ル
ハ
、
『
御
伝
文
』

ニ
、
明
ニ
無
漏
ノ
恵
灯
ヲ

ヵ
、
ヶ
テ
等
。
火
ハ
閤
ヲ
消
ス
。
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
火
ハ
、
煩
悩

ノ
閤
ヲ
滅
シ
玉
フ
。

本

*

{
8
]
O

コ
レ
ニ
、
ダ
イ
/
¥
カ
ミ
ヱ
ル
。
蜜
棟
(
柑
)
・
九
年
保



(
母
)
・
種
、
ス
ヘ
テ
橘
ノ
類
ナ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
中
澄
ヲ
橘
ト
云
フ
。

モ
ト
聖
徳
太
子
ノ
ト
キ
波
リ
植
へ
玉
フ
ヲ
、
橘
ノ
京
ト
云
フ
。
今

、
ミ
モ
ス
ソ

禁
庭
ノ
右
近
ノ
橘
卜
テ
植
玉
フ
。
日
本
ノ
帝
ハ
御
裳
川
ノ
ナ
カ
レ

キ
ヨ
ク
、
燈
皇
天
大
神
宮
ノ
御
血
脈
ツ
タ
ハ
ラ
セ
玉
フ
コ
ト
ヲ
祝

シ
タ
モ
ノ
。
今
ハ
真
宗
妻
帯
ア
リ
テ
、
血
脈
相
承
ユ
ヘ
ニ

、
種
々*
 

法
脈
モ
ツ
タ
ハ
ラ
セ
玉
フ
コ
ト
ヲ
示
ス
。
橘
ノ
諸
兄
公
、
橘
ノ
性

(姓
)
ヲ
タ
マ
フ
ト
キ
、
橘
ノ
花
サ
へ
霜
、
木
葉
サ
ヘ
霜
ハ
オ
ケ

*
 

ト
モ
、
常
盤
(
磐
)
ノ
木
態
体
ノ
草
木
ハ
皆
冬
枯
ニ
ナ
ル
。
樫
ハ

霜
ノ
節
モ
、
オ
ヒ
ヲ
シ
テ
ヨ
ケ
サ
ヘ
ス
レ
ハ
、
五
年
モ
八
年
モ
ア

ル
。
軒
ノ
露
サ
ヘ
ヨ
ケ
レ
ハ

、
何
テ
モ
御
恩
嬉
ヤ
ノ
。
黄
ナ
ル
色

ハ
人
目
ニ
モ
タ
ノ
モ
シ
イ
。

{
O
ノ

}
O
柳
カ
ア
ル
。
歌
ニ
、

青
柳
ノ
糸
ハ
カ
リ
コ
ソ
ナ
ヒ
キ
ケ
レ
木
コ
卜
ニ
春
ノ
風
ハ
フ

ケ
ト
モ
』
(
ロ
オ
)

外
ノ
門
人
カ
タ
ハ
、
柳
ヤ
柏
ノ
春
風
ニ
ナ
ヒ
カ
ヌ
コ
ト
ク
、
元
祖

ノ
雑
行
ス
テ
、
自
力
ハ
ナ
レ
ヨ
、
ト
ア
ル
ニ
シ
タ
カ
ヒ
玉
ハ
ス
。

我
祖
ハ
雑
行
ス
テ
、
自
力
ハ
ナ
レ
ヨ
、
ト
ア
ル
ニ
シ
タ
カ
ヒ
玉
フ
。

ソ
J

、

元
祖
ノ
傍
ニ
、
捨
雑
帰
正
ノ
宗
意
ヲ
顕
サ
ン
ト
テ
、
命
ニ
随
一
ア
、

玉
日
ノ
宮
ニ
配
偶
在
ス
コ
ト
ヲ
表
示
ス
ト
云
也
。

{叩
】
ト
キ
ニ
、

他
宗
カ
ラ
腿
宗
旨
ト
ワ
ラ
ヘ
ト
モ
、
夫
ハ
五
十

歩
ヲ
以
テ
百
歩
ヲ
笑
フ
ノ
チ
ャ
。
二
人
酔
テ
モ
ト
ル
ニ
、
ア
ト
カ

ラ
先
ニ
ユ
ク
モ
ノ
ヲ
、
「
コ
レ
コ
ナ
タ
ハ
千
鳥
足
チ
ヤ
。
ヒ
ヨ
ロ

/
L，。
」
ソ
ウ
云
フ
男
カ
片
足
ミ
ゾ
へ
這
入
テ
居
ル
。
コ
チ
ノ
宗

旨
ヲ
笑
へ
ト
モ
、
オ
ノ
レ
カ
サ
マ
ヲ
ミ
ヨ
。
妾
ヲ
オ
イ
テ
、
大
黒

ト
云
フ
破
戒
ノ
僧
ハ
牛
ト
ナ
ル
。
大
黒
柱
ハ
牛
木
ヲ
ノ
セ
ル
ユ
へ
、

又
大
黒
柱
槌
テ
コ
ッ
ク
。
ウ
チ
テ
コ
ッ
ク
ユ
へ
、
ト
キ
ニ
他
宗
ニ

清
僧
ヲ
立
ラ
レ
ル
ハ
、
仏
成
道
十
八
年
ノ
間
ハ
仏
弟
子
タ
リ
ト
モ
、

人
カ
供
養
ス
ル
肉
ハ
ミ
ナ
召
上
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。
夫
カ

『拐
伽

経
」
崎
市
什
川
市
時
大
恵
菩
薩
、
問
世
尊
言
、
外
道
、
尚
述
、
不

許
食
肉
、
何
況
、
如
来
大
悲
、
含
畜
而
許
自
他
、
令
食
肉
、

一
切

衆
生
従
本
、
以
展
転
因
縁
、
常
』
(
臼
ウ
)
為
一一
六
親
一、
故
不
レ
応
レ

食
レ肉
不
浄
、
気
分
所
生
長
、
不
応
食
肉
、
衆
生

〈故
〉
気
、
悉

生
怖
畏
、
如
腕
陀
羅
、
故
不
応
食
肉
、
令
諸
呪
術
、
不
成
故
、
不

応
食
肉
、
文
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
仏
肉
食
ヲ
制
シ
玉
へ

ト
モ
、
又

律
ノ
中
ニ
ハ
五
種
ノ
浄
肉
ハ
不
レ
苦
ト
許
シ
テ
ア
ル
。
一

ニ
、
自

死、

二
、
鳥
残
、
三
、
光
乾
、
四
、
為
我
不
殺
、
五
、
不
期
食
ス

ル
ハ
大
事
ナ
イ
ト
ア
ル
。
釈
迦
ノ
御
胸
ハ
ヒ
ロ
イ
。
若
食
シ
テ
菩

提
ノ
サ
マ
タ
ケ
ニ
ナ
ル
ナ
ラ
ハ
、
喰
テ
菩
提
ノ
サ
マ
タ
ケ
ニ
ナ
ラ

ス
ハ
、
五
種
ノ
浄
肉
ハ
ク
ヱ
。
食
不
食
ニ
ヨ
ラ
ス
、
夕
、
菩
提
心

カ
大
事
チ
ヤ
。
依
テ

『菩
提
心
経
』

一
一
ハ
、
食
不
妨
菩
提
心
能
菩

提
心
、
文
。
肴
ハ
喰
〈
へ
〉
タ
ケ
レ
ト
モ
、
喰
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
。
喰

〈
ハ
〉
ス
ニ
イ
テ
ハ
、
ソ
ノ
喰
タ
イ
モ
ノ
ソ
ト
、
忘
念
菩
提
心
ヲ

妨
ケ
ル
ト
ア
ル
。
又
女
一房
持
テ
モ
菩
提
ノ
妨
ケ
ニ
ナ
ラ
ス
ハ
持
。

ヨ
リ
テ
仏
在
世
、

『大
経
』
列
衆
議
口
恩
義
等
ノ
十
六
正
士
ノ
菩
薩
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ハ
、
女
房
持
テ
修
行
ナ
サ
レ
タ
。
ヨ
テ
元
祖
モ
魚
喰
者
往
生
セ
ン

ニ
ハ
、

鵜
コ
ソ
往
生
セ
ン
ト
、
喰
ト
不
喰
ト

ニ
ハ
ヨ
ラ
ヌ
。
只
念

仏
申
ス
モ
ノ
往
生
セ
ン
ス
ル
。

O
又
ハ
姿
ヲ
持
テ
念
仏
申
サ
レ
ス
ハ
、
委
ヲ
ス
テ
、
念
仏
申
ス
」

(
日
オ
)
へ
シ
。
妻
ヲ
ス
テ
、
念
仏
申
サ
レ
ス
ハ
、
持
テ
念
仏
申

ス
ヘ
シ
。
モ
ツ
ニ
モ
ヨ
ラ
ス
、
モ
タ
サ
ル
ニ
モ
ヨ
ラ
ス
。
念
仏
ス

ル
モ
ノ
ヲ
コ
ソ
往
生
セ
ン
ス
ル
。
ト
ン
ト
ア
ナ
夕
方
ノ
ム
ネ
ハ
一

ツ
チ
ャ
。
又

『大
原
談
義
』
ニ
モ
、
永
弁
ノ
問
ヲ
、
元
祖
ノ
御
答
、

難
禁
酒
姪
肉
辛
、
唯
是

一
日
ブ
禁
制
也
。
不
止
忘
念
者
、
不
謂
戒

行
具
足
、
文
。
ナ
ン
ホ
清
僧
テ
候
ト
テ
、
肩
ヲ
ハ
リ
テ
キ
ハ
ツ
テ

モ
、
ウ
ナ
ギ
ノ
カ
ハ
ヤ
キ
カ
ハ
ナ
へ
這
入
。
女
二
日
カ
付
ハ
、
戒

行
具
足
ト
ハ
云
ハ
ヌ
。
姿
ハ
賢
善
精
進
テ
モ
、
心
カ
ク
サ
リ
テ
イ

ル
。
蒔
絵
ノ
重
箱
ニ
馬
糞
ヲ
入
レ
タ
コ
ト
ク
チ
ャ
。
カ
ケ
タ
重
箱

テ
モ
、
胸
ノ
中
カ
他
力
信
心
ノ
牡
丹
餅
ナ
レ
ハ
、
極
楽
参
リ
ノ
腹

ハ
フ
ク
レ
ル
ソ
ヤ
。
ス
リ
ャ
、
コ
チ
ノ
御
関
山
ハ
、
傘
ノ
亭
ノ
雨

テ
、
傘
カ
ア
ル
ユ
へ
雨
ハ
フ
ツ
テ
モ
大
事
ナ
イ
。
弥
陀
ノ
本
願
カ

ア
ル
ユ
へ
ニ
、
肴
ク
フ
テ
モ
大
事
ナ
イ
ト
仰
ル
ノ
ヵ
、
左
右
テ
ハ

ナ
イ
。
末
世
ノ
弘
法
ハ
時
ト
方
便
ト
ヲ
ミ
ス
へ
ニ
ヤ
ナ
ラ
ヌ
。
末

代
ハ
清
僧
ハ
夕
、
ス
。
肉
食
ナ
カ
ラ
、
弥
陀
ノ
本
願
テ
ナ
ク
ハ
助

カ
ラ
ヌ
、
ト
云
コ
ト
ヲ
見
抜
テ
、
御
開
キ
ノ
浄
土
真
宗
チ
ヤ
。
裟

婆
へ
出
テ
恩
ヒ
付
カ
セ
ラ
レ
タ
ノ
カ
ト
云
へ
ハ
、
」
(
日
ウ
)
極
楽

カ
ラ
ノ
御
相
談
チ
ャ
。

{日
}
O
大
坂
ノ
日
本
橋
テ
、
士
ノ
万
二
出
家
ノ
衣
ノ
袖
ヲ
引
カ
ケ
、

コ
レ
ハ
ト
無
礼
ヲ
答
メ
振
リ
上
ル
。
出
家
ハ
不
惜
身
ノ
一
体
ノ
境

*
 
界
(
涯
)
ナ
レ
ハ
、
因
縁
ノ
業
ノ
ナ
ス
処
ト
、
覚
悟
シ
テ
手
ニ
不

*
 

動
ノ
卯
(
印
)
ヲ
ム
ス
フ
。
金
シ
ハ
リ
ト
出
カ
ケ
、
士
ハ
ス
ク
ニ

太
万
フ
リ
上
ナ
カ
ラ
、
貌
カ
赤
フ
ナ
リ
、
坊
主
ハ
シ
ス
マ
シ
タ
貌

テ
、
能
莫
三
愛
陀
乃
至
詞
摩
、
文
。
ト
ナ
ヘ
テ
オ
ル
。
ャ
レ
ミ
ヨ

ト
見
物
人
山
ノ
如
ク
ニ
集
ル
。
巾
着
キ
ラ
レ
、
懐
中
ト
ラ
レ
、
処

へ
一
人
ノ
士
カ
来
テ
、
此
土

ハ
我
朋
友
、
詫
シ
テ
分
レ
ル
。
御
土

モ
坊
主
モ
挨
拶
ノ
士
モ
、
ミ
ナ
巾
着
切
ノ
中
間
カ
仕
業
チ
ヤ
。
今

モ
ソ
ノ
如
ク
、
弥
陀
ハ
愚
禿
ノ
親
鷲
沙
門
ト
ナ
リ
テ
助
ル
ソ
ヨ
ト
、

フ
リ
ア
ケ
タ
利
剣
、
即
固
定
ノ
名
号
ノ
太
刀
ヲ
、
ヵ
、
ル
モ
ノ
モ
御

助
ケ
ト
、
受
サ
セ
ラ
レ
タ
ル
処
へ
、
観
音
カ
玉
日
ノ
宮
ト
ナ
リ
テ
、

肉
食
妻
帯
、
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ
モ
マ
イ
ラ
レ
ル
ソ
ト
、
他
力
方
使
ノ

本

御
挨
拶
。
サ
テ
モ
/
¥
不
恩
義
(
議
)
チ
ヤ
ト
、
ヨ
リ
タ
カ
ル
御

門
徒
ノ
見
物
人
ヲ
、
疑
ヒ
ノ
巾
着
切
テ
、
極
楽
へ
オ
サ
メ
取
フ
ト

一玄
一
E

。
{ロ】
O
サ
テ
又
大
師
聖
人
ス
ナ
ハ
チ
勢
至
ノ
化
身
等
ト
ア
リ
、
」

(M
オ
)
此
六
角
夢
想
ヵ
、
ヒ
ト
ヘ
ニ
真
宗
繁
盛
ノ
奇
瑞
、
念
仏

*
 

弘
輿
ノ
表
示
ナ
リ
。
ナ
セ
ニ
己

(
己
)
レ
カ
袈
裟
カ
ケ
ナ
カ
ラ
、

肉
食
妻
帯
ハ
、
観
音
ノ
化
身
ノ
太
子
ノ
御
行
状
ニ
ナ
ラ
イ
、
愚
禿

ノ
身
カ
他
力
ノ
信
心
ヲ
ス
、
ム
ル
ハ
、
勢
至
ノ
化
身
法
然
ヨ
リ
相

承
。
菩
薩
ノ
御
手
引
カ
ラ
開
イ
タ
浄
土
真
宗
チ
ヤ
。
夫
程
ニ
大
切
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ナ
二
菩
薩
ナ
レ
ハ
、
ナ
セ
ニ
当
流
ニ
ハ
御
供
養
ナ
サ
レ
ヌ
。
サ
レ

ハ

〈観
音
ハ
〉
裟
婆
ノ
化
身
、
太
子
ノ
方
テ
供
養
。
勢
至
ハ
裟
婆

化
身
ノ
法
然
ノ
方
テ
御
供
養
申
ス
。
ナ
セ
ニ
マ
タ
本
地
ヲ
マ
ツ
リ

テ
ハ
、
何
ソ
サ
ハ
リ
カ
ア
ル
ヵ
。
サ
レ
ハ
、
ス
ナ
ト
云
テ
モ
仕
度

カ
ル
現
世
祈
リ
、
若
モ
観
音

・
勢
至
ヲ
弥
陀
ノ
傍
立
ニ
シ
タ
レ*
 

ハ
、
真
中
ノ
弥
陀
ヲ
サ
シ
オ
キ
テ
、
脇
立
ノ
観

・
勢
ヲ
祈
リ
、
后

(
後
)
生
ノ
大
事
ヲ
フ
ミ
カ
ブ
ラ
フ
カ
ト
テ
、
取
テ
除
ケ
テ
下
サ*
 

レ
タ
ノ
チ
ヤ
。
御
本
山
ノ
阿
弥
陀
堂
ヤ
御
影
堂
ノ
御
門
ニ
ハ
布

(敷
)
居
カ
ナ
イ
。
ア
レ
ハ
倹
約
ヵ
。
不
爾
、
諸
国
ノ
門
葉
カ
御

本
山
へ
御
礼
ヲ
ト
ヶ
、
ソ
コ
テ
ア
タ
リ
ノ
大
ナ
コ
ト
ヲ
、
ウ
カ

*

*
 

/
¥
ナ
カ
メ
テ
足
下
ニ
機
(
気
)
カ
付
ヌ
。
ソ
コ
テ
布

(敷
)
居

*
 

ヲ
入
レ
タ
レ
ハ
、
フ
ミ
カ
フ
ロ
フ
ト
テ
、
ワ
サ
ト
布
(
敷
)
居
ハ

イ
レ
テ
下
サ
レ
ヌ
ノ
チ
ヤ
。
観
・
勢
二
菩
薩
ヲ
」

(M
ウ
)
並

ヘ

タ
ラ
ハ
、
現
世
ヲ
祈
リ
テ
未
来
ヲ
フ
ミ
カ
ブ
ロ
フ
カ
ト
テ
、
除
テ

下
サ
レ
タ
ノ
チ
ヤ
。

*
 

{
一日
}
爾
レ
ト
モ
、
阿
弥
陀
サ
マ
一
人
ア
ル
キ
。
手
挑

(提
)
灯

テ
ア
ル
カ
セ
マ
ス
ル
ト
ハ
勿
体
ナ
イ
。
薬
師
ニ
サ
へ
日
光
菩
薩
・

月
光
菩
薩
、
不
動
ニ
ハ
セ
イ
タ
カ

・
コ
ン
カ
ラ
、
役
ノ
行
者
ニ
サ
へ

前
鬼
・
後
鬼
カ
付
テ
ア
リ
。
大
名
ニ
ハ
近
習
、
新
町
ノ
太
夫
ニ
サ

へ
禿
カ
二
人
付
。
夫
二
本
地
法
皇
ノ
阿
弥
陀
サ
マ
ヲ
、
一
人
ア
ル

キ
サ
セ
マ
ス
ル
ハ
、
勿
体
ナ
イ
ト
恩
ヘ
ト
モ
、
ム
カ
シ
ハ
惰
サ
マ*
 

サ
へ

一
人
ア
ル
キ
ナ
サ
レ
タ
コ

ト
ヵ
、

『太
平
記
」

ニ
ア
ル
。
后

*

*
 

(
後
)
醍
醐
天
皇
、
軍
ノ
ト
キ
、
加

(
賀
)
茂
ノ
基
親

(久
)
ノ
娘

織
部
ノ
姫
、
タ
ツ
タ
一
人
夜
中
ニ
忍
ハ
セ
ラ
レ
タ
カ
、

数
ナ
ラ
ヌ
美
濃
ノ
北
山
タ
時
雨
ツ
レ
ナ
キ
松
ハ
フ
ル
甲
斐
モ

ナ
シ

*

*

 

ト
御
詠
ナ
サ
レ
、
ツ
ヰ
ニ
受
代
(
入
内
)
セ
ラ
レ
タ
ソ
ヤ
。
慈
悲

ニ
二
ツ
ハ

ナ
イ
ト
テ
、
弥
陀
カ
只
一
人
、
我
々
カ
ハ
ニ
フ
ノ
小
屋

ノ
ソ
ノ
中
へ
、
御
成
リ
ナ
サ
レ
テ
下
サ
レ
ル
カ
、

一
尊
一
仏
ノ

*
 

浄
土
真
宗
ノ
御
仏
檀
(
壇
)
チ
ヤ
。
爾
レ
ト
モ
、
『
観
経
』
テ
ハ
、

住
立
空
中
ノ
弥
陀
ニ
ハ
、
二
菩
薩
カ
ヘ
ハ
リ
付
テ
在
ス
テ
ナ
イ
カ

ト
云
一
一

、
去
レ
ハ
章
提
希
モ
十
九
ノ
要
門
、
当
分
ノ
観
機
ト
ス
レ

ハ、

三
尊
カ
向
ハ
シ
ヤ
レ
ト
モ
、
弘
願
ノ
実
機
ト
ス
レ
ハ
、

二
菩

薩
ニ
ハ
目
ハ
』
(
お
オ
)
ツ
カ
ヌ
。
只
弥
陀
一
尊
ヲ
オ
カ
ミ
付
ラ

*

*
 

レ
タ
ユ
へ
、
見
無
了

(
量
)
寿
仏
巳

(
己
)
接
足
作
礼
、
ト
説
テ

ア
ル
。
依
テ
弥
陀
モ
方
使
要
門
ノ
行
者
ニ
向
フ
ト
キ
ハ
、
イ
ツ
テ

モ
三
体
チ
ヤ
。
ヶ
レ
ト
モ
弘
願
ノ
機
ニ
向
フ
ト
キ
ハ
、
イ
ツ
テ
モ

*
 

一
体
チ
ヤ
。
タ
ト
ヘ
ハ
鴻
ノ
池
ノ
内
義
(
儀
)
テ
モ
、
花
見
遊
山

ノ
ト
キ
ハ
、
大
勢
腰
元
ヲ
ツ
レ
ル
ケ
レ
ト
モ
、
年
モ
ユ
カ
ヌ
三
カ

四
ノ
若
息
子
ノ
折
カ
ラ
、
乳
母
モ
守
モ
ソ
ハ
ニ
居
ヌ
。
只
一
人
庭

ヘ
オ
リ
テ
、
井
戸
ノ
手
桶
ノ
上
ニ
ノ
ホ
リ
、
ハ
マ
リ
カ
ケ
テ
居
ル

ヲ
ミ
タ
レ
ハ
、
ヤ
レ
腰
元
ヨ
、
カ
イ
ゾ
イ
ヨ
、

ト
云
テ
ハ
居
ラ
レ

ヌ
。
只
一
人
ハ
タ
シ
テ
飛
ン
テ
ユ
キ
、
ツ
カ
マ
ヘ
ル
ソ
ヤ
。
弥
陀

モ
定
散
二
善
ノ
要
門
ノ
機
ニ
向
フ
ト
キ
ハ
、
花
見
遊
山
ニ
ユ
ク
コ
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ト
夕
、
観
・
勢
ノ
腰
元
ツ
レ
玉
へ
ト
モ
、
極
楽
ノ
跡
取
ノ
第
十
八

願
ノ
弘
願
、
他
力
ノ
正
定
緊
ノ
ワ
レ
/
1
1
ヵ
、
在
家
止
住
ノ
井
戸

ノ
手
桶
ノ
上
へ
、
只
今
ニ
地
獄
ノ
底
ヘ
オ
チ
カ
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
極

*
 

楽
ノ
御
坐
布
(
敷
)
ニ
居
ル
ニ
モ
イ
ラ
レ
ス
、
只
御
一
仏
飛
テ
御

坐
ラ
セ
ラ
レ
タ
カ
、
一
尊
一
仏
ノ
御
当
流
ノ
如
来
サ
マ
チ
ヤ
。
ソ

テ

ヲ

コ
テ
、
三
悪
火
坑
臨
々
歓
入
、
若
挙
レ
足
以
非
レ
済
レ
迷
、
繋
牢
、

何
時
得
免
。

{親
驚
聖
人
絵
伝
第
五
図
(
第
一
幅
)
蓮
位
夢
想
}

蓮
位
夢
想
段
』
(
H
U

ウ
)

{
1
}
上
ハ
三
十
一
歳
、
今
ハ
八
十
八
歳
、
五
十
七
年
違
フ
。
年

序
ニ
ヵ
、
ヮ
ラ
ス
、
法
明
安
心
ヲ
取
扱
フ
。
勝
手
ノ
ヨ
イ
ヨ
フ
ニ

明
シ
玉
フ
ユ
へ
ニ
、
右
カ
ラ
云
コ
ト
ヲ
左
カ
ラ
云
ヲ
、
ヵ
、
先
キ

*
 

ニ
云

コ
ト
ヲ
后

(
後
)
ニ
云
ォ
、
ヵ
。
夕
、
ッ
、
マ
ル
処
ハ
、
信

ヲ
取
ラ
ソ
フ
為
、
人
ヲ
ヨ
ン
テ
馳
走
ヲ
ス
ル
ニ
、
腹
カ
大
フ
ナ
レ

ハ
喰
ヌ
ユ
ヘ
ニ
、
三
献
目
ニ
味
ヒ
モ
ノ
ヲ
サ
キ
へ
出
ス
カ
如
ク
可

*
 

知
。
依
テ
前
后
(
後
)
ニ
元
祖
ハ
勢
至
ノ
化
身
、
太
子
井
ニ
玉
日

ハ
観
音
ノ
化
身
。
今
我
祖
ノ
本
地
カ
知
レ
ヌ
ユ
ヘ
、
蓮
位
夢
想
ヲ

以
テ
、
弥
陀
ノ
化
身
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
ソ
ャ
。
御
閉
山
ハ
、
オ
レ

ハ
弥
陀
チ
ヤ
ト
テ
、
チ
ツ
ト
ハ
カ
リ
鼻
ヲ
高
フ
ナ
サ
レ
テ
御
坐
ル

カ、
六、
仏
ケ
ニ
ハ
仏
ケ
ト
オ
モ
フ
コ
、
ロ
ナ
ク
テ
夕
、
ア
ハ
レ
ミ
テ

ス
ク
フ
ハ
カ
リ
ソ

無
量
ニ
シ
テ
、
衆
生
済
度
ノ
宣
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
顕
シ
玉
フ
仏
チ
ャ
。

*
 

ソ
コ
カ
有
智
恵
故
、
不
住
生
死
、
有
慈
悲
故
、
不
住
浬
伴
(
繋
)

*
 

チ
ヤ
。
最
モ
御
関
山
ハ
、
御
託
リ
仲
間
ノ
黒
(
玄
)
人
ヲ
ヤ
メ
テ
、

在
家
ノ
素
人
ナ
リ
テ
、
悲
哉
愚
禿
親
鷲
沈
没
等
、
ト
ノ
玉
フ
。

六
ツ
、
メ
ト
モ
カ
ク
レ
ヌ
モ
ノ
ハ
夏
ノ
虫
身
ヨ
リ
ア
マ
レ
ル
光
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リ
ナ
リ
ケ
リ

ト
コ
ヤ
ラ
ニ
弥
陀
ノ
化
身
カ
顕
ハ
レ
ル
。

九
十
九
新
左
衛
門
ノ
内
ニ
奉
公
シ
テ
居
ル
道
助
、
表
ハ
草
履
ツ
カ

*
 

ミ
シ
テ
モ
、
ト
コ
ヤ
ラ
』
(
v
m
オ
)
飯
沼
勝
五
良
(
郎
)
元
春
カ
シ

レ
ル
。
ヨ
リ
テ
胸
中
ノ
夜
光
ノ
玉
カ
ク
シ
テ
モ
、
カ
ク
サ
レ
ヌ
光

リ
ハ
自
然
ト
顕
ル
、

。
表
ハ
愚
禿
ノ
親
鷲
ト
カ
ク
レ
テ
モ
、
敬
礼

大
悲
等
。
胸
中
ノ
他
力
ノ
玉
ノ
光
リ
ハ
、
自
然
ト
ア
ラ
ハ
レ
ル
。

ソ
ン
ナ
コ
ト
ハ
誰
カ
云
フ
。
色
ヲ
モ
香
ヲ
モ
知
人
ソ
知
ル
。
辱
ク

モ
聖
徳
太
子
モ
ノ
云
人
カ
云
フ
ノ
チ
ャ
。
ト
コ
カ
ラ
モ
茶
々
ノ
入

レ
ヤ
ウ
ハ
ナ
ィ
。
依
テ
素
人
貌
シ
テ
御
坐
テ
モ
、
本
地
ハ
弥
陀
チ

ヤ
。
興
法
ノ
因
ウ
チ
ニ
萌
シ
等
。

{2
}
内
証
ハ
弥
陀
仏
ノ
血
脈
ヲ
ツ
タ
ヘ
サ
セ
ラ
レ
タ
御
関
山
、

依
テ
御
教
化
ハ
神
道

・
仏
道
カ
見
分
テ
御
勧
メ
ユ
へ
ニ

、
『正
信

偶
』
ノ
正
ノ
字
ハ
正
直
ノ
正
ノ
字
チ
ヤ
。
神
明
ハ
正
直
ノ
コ
、
ロ

ミ
タ
マ

ヲ
御
魂
ト
ス
。
六
根
清
浄
ノ
ホ
カ
ニ
正
直
ナ
ク
、
サ
ア
、
信
ノ
上

カ
ラ
、
母
カ
丸
三
年
ノ
煩
ヒ
ヲ
カ
ハ
ト
リ
。
母
ノ
恩
ヲ
恩
ヒ
、
キ



タ
ナ
イ
ト
思
ハ
ス
、
私
ニ
取
セ
テ
下
サ
レ
、
辱
イ
ト
、
ヲ
カ
ハ
ヲ

押
戴
ク
ノ
ヵ
、
日
ニ
見
不
浄
意
不
見
不
清
、
鼻
ニ
ク
サ
イ
ト
不
浄

ヲ
カ
イ
テ
モ
、
心
ニ
不
浄
ヲ
ヵ
、
ヌ
ノ
チ
ヤ
。
一
旦

ハ
胸
ニ
悪
ユ

ミ
ヲ
恩
ヒ
ツ
イ
テ
モ
、
信
ノ
上
カ
ラ
恥
テ
セ
ヌ
ノ
ヵ
、
ソ
コ
カ
心

ニ
不
浄
ヲ
思
フ
ト
モ
、
ナ
カ
ニ
不
浄
ヲ
思
ハ
ヌ
ノ
チ
ヤ
。
サ
ア
、

信
ノ
上
カ
ラ
親
ニ
一
一
一
角
』
(
話
ウ
)
ナ
目
ヲ
ム
〈
セ
〉
カ
ス
。
主
ノ

モ
ノ
ハ
カ
ス
メ
ス
。
舛
目
・
秤
目
ヲ
箆
ス
。
御
回
向
ノ
信
徳
カ
ラ

コ
、
ロ
正
直
ニ
シ
テ
下
サ
レ
。
ソ
ノ
正
直
ノ
心
ノ
中
ハ
、
神
明
ハ

御
ヤ
ト
リ
チ
ヤ
ソ
ヤ
。

{
3
}
O
朝
キ
リ
カ
ヨ
ヘ
ハ
、
コ
ツ
チ
ニ
波
シ
{
寸
、
旅
シ
テ
遠
国

ノ
旅
宿
ニ
ト
マ
リ
、
朝
早
フ
立
ツ
。
ス
サ
マ
シ
イ
キ
リ
チ
ャ
。
何

カ
向
フ
ニ
ア
ル
。
渡
{
寸
カ
居
ル
ト
思
ヒ
、
「
ヲ
、
ィ
、
/
¥
。
」
ト

呼
ニ
、
足
下
蒲
原
ノ
中
ニ
船
頭
カ
舟
底
ニ
ネ
テ
、
「
コ
、
チ
ヤ
。
」

「
ォ
、
ソ
コ
カ
。
」
大
神
宮
ヤ
八
幡
サ
マ
ハ
、
伊
勢
ヤ
山
城
ノ
八
幡

ニ
御
坐
ル
。
向
フ
ニ
御
坐
ル
ト
思
フ
タ
ヵ
、
弥
陀
ヲ
タ
ノ
ム
一
念

帰
命
ノ
足
元
ニ
御
坐
ル
ソ
ヤ
。
又
煩
悩
ノ
霞
ニ
カ
ク
レ
テ
ミ
ヘ
ヌ

ノ
チ
ヤ
。

{4
}
O
サ
テ
コ

レ
ナ
ル
ハ
、
祖
師
八
十
八
歳
御
姿
タ
。
紅
衣
乱

髪
ハ
、
正
ク
聖
徳
太
子
十
六
歳
ノ
御
ス
カ
タ
。

マ
ノ】O
コ
レ
ニ
ネ
テ
居
ル
ハ
、

下
問
ノ
蓮
位
。
此
蓮
位
ノ
系
図
ハ
、

*
 

清
和
天
皇
ノ
后
(
後
)
胤
多
田
満
仲
六
代
ノ
孫
、
源
三
位
頼
政
ノ

惣
領
、
伊
豆
守
仲
国
ノ
次
男
頼
家
。
コ
ノ
頼
家
ノ
子
、
大
キ
ニ
禁

庭
ヲ
ウ
ラ
ミ
、
仁
寿
殿
ニ
火
ヲ
掛
ケ
西
国
へ

出
奔
。
シ
カ
ル
ニ
ソ

ノ
謀
叛
、
八
十
三
代
土
御
門
ノ
ノ

(一

字
桁
字
)
御
字
建
仁
三
年

ニ
ア
ラ
ハ
レ
、
二
家
ノ
分
ハ
ミ
ナ
カ
ラ
メ
ト
ラ
レ
、
刑
罪
ニ
行
ハ

*
 

ル
、

。
』
(
日
オ
)
爾
ル
-
一
、
蓮
位
ハ
坂
東
常
陸
ノ
下
問

(
妻
)
ノ

城
主
兵
庫
守
宗
重
ト
云
ヒ
シ
ヵ
、
翌
年
建
仁
四
年
、
三
条
河
原
ニ

テ
首
例
ラ
レ
ル
ヲ
、
聖
人
命
乞
シ
テ
弟
子
ト
シ
玉
フ
。
コ
ノ
世
テ

頚
ノ
坐
ニ
ナ
ヲ
ル
ノ
モ
ヵ
、
未
来
御
蓮
華
ノ
坐
ニ
ナ
ヲ
ル
ト
云
コ

ト
テ
、
蓮
位
房
ヨ
下
サ
レ
ル
。《
八
十
代
高
倉
院
ノ
ト
キ
内
復
炎

上
ス
、
治
承
二
年
ナ
リ
。》《
祖
三
十
二
歳
ノ
ト
キ
、
元
久
元
年
ニ

宗
重
ヲ
モ
ラ
イ
テ
蓮
位
ト
ス
。》

依
テ
本
カ
大
名
チ
ヤ
ユ
ヘ
、
格

*

*

 

別
聖
人
ヲ
ウ
ヤ
ワ
マ

(
マ
ワ
)
ス
。

【

/

O
}

爾
ル
ニ
、
建
長
八
年
辰
二
月
九
日
ノ
夜
ノ
ユ
メ
ニ
、
カ
タ

シ
ケ
ナ
ク
モ
、
此
世
ニ
ト
リ
テ
ハ
御
主
人
家
ノ
用
明
天
皇
儲
君
聖

徳
太
子
、
九
尺
ハ
カ
リ
飛
去
、
低
頭
平
身
シ
テ
、
藤
原
ノ
正
統
有

範
ノ
一
子
、
御
家
来
筋
ノ
御
関
山
ヲ
、
本
地
ヲ
ア
カ
メ
テ
敬
礼
大

慈
等
。
コ
ト
ハ
リ
ナ
ル
カ
ナ
、
裟
婆
テ
コ
ソ
御
家
来
筋
、
極
楽
カ

ラ
ナ
カ
メ
ル
ト
、
御
本
地
ハ
大
慈
阿
弥
陀
仏
。
ヨ
リ
テ
観
音
ノ
垂

迩
ノ
太
子
カ
、
本
地
ヲ
ア
カ
メ
テ
居
タ
リ
、
立
タ
リ
。
ツ
ム
リ

*
 

ヲ
ス
リ
付
テ
拝
シ
玉
フ
ヲ
見
テ
、
我
慢
ナ
蓮
位
大
盤
(
磐
)
石
テ
、

ツ
ム
リ
ヲ
ウ
チ
ヒ
シ
カ
ル
、
如
夕
、
「
五
口
御
師
匠
ハ
正
真
ノ
阿
弥

陀
如
来
ニ
在
ス
カ
、
正
真
ノ
阿
弥
陀
如
来
ナ
レ
ハ
、
御
足
ノ
ウ
ラ

ヲ
ナ
メ
テ
ナ
リ
ト
モ
敬
ヒ
奉
ラ
ス
ハ
ナ
ラ
ヌ
ノ
ニ
、
コ
ノ
蓮
位
カ
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追
付
焼
テ
捨
ル
コ
ン
ナ
シ
ヤ
レ
カ
ウ
ベ
ヲ
下
ケ
ズ
、
敬
ナ
ン
タ
ト

*
 

ハ
、
ヤ
レ
/
L
¥
」
(
日
ウ
)
悲
布

(
敷
)
ヤ
。
」
ト
。

{7
}
ソ
ノ
コ
、
ロ
ヲ
コ
、
ニ
、
楓
ノ
下
ニ
紅
葉
フ
ミ
ワ
ケ
崎
鹿

*
 

カ
書
テ
シ
ラ
セ
テ
ア
ル
。
后

(後
)
鳥
羽
ノ
院
ノ
歌
ニ
、

時
雨
ス
ル
竜
田
ノ
山
ノ
紅
葉
鳥
モ
ミ
チ
ノ
衣
キ
テ
ヤ
ナ
ク
ラ

ン

鹿
モ
秋
比
ハ
委
ヨ
ヒ
ニ
山
々
ヲ
カ
ケ
メ
ク
レ
ト
モ
、
雑
木
ノ
落
葉

ノ
下
テ
ハ
ナ
カ
ヌ
。
ヵ
、
ヤ
ク
紅
葉
ノ
下
テ
ナ
ク
。
太
子
ハ
衆
生

済
度
ノ
妻
ヨ
ヒ
ニ
、
諸
宗
ノ
山
々
ヲ
メ
ク
リ
玉
へ
ト
モ
、
聖
道

門
ノ
雑
行
ノ
雑
木
ノ
下
テ
ハ
、
次
ロ
嵯
賛
莫
ノ
声
ヲ
上
ケ
玉
ハ
ス
。

ヵ
、
ル
真
宗
ノ
他
力
本
願
ノ
テ
リ
ヵ
、
ヤ
ク
紅
葉
ノ
下
テ
ハ
、
六

〈王
ヘ

〉

字
名
号
ノ
モ
ミ
チ
ヲ
フ
ミ
ワ
ケ
チ
ヤ
ナ
ィ
。
六
字
キ
、
ヮ
ケ
嬉
ユ

ヤ
ク
ノ
音
ヲ
ア
ケ
、
我
祖
徳
ノ
妻
ヨ
ヒ
一
一
、
観
音
化
身
ノ
太
子
ハ

ル
カ
九
尺
ハ
カ
リ
飛
去
リ
テ
、
敬
礼
大
慈
等
、
ト
ア
カ
メ
玉
フ
。

{8
】
又
、
六
角
夢
想
ノ
段
ニ
ハ
、
観
音
カ
高
坐
ニ
在
ス
。
御
閉

山
ヲ
下
ニ
オ
キ
、
「
善
信
々
々
。
」
ト
ヨ
ヒ
ス
テ
ニ
ナ
サ
レ
、
御
納

得
ノ
有
無
ハ
シ
ラ
ネ
ト
モ
、
オ
シ
ツ
ケ
ニ
衆
生
済
度
ノ
為
ナ
レ
ハ
、

我
ハ
玉
女
ト
ア
ラ
ハ
レ
テ
居
ル
。
コ
ナ
タ
ト
夫
婦
ノ
チ
キ
リ
ヲ
ム

*
 

ス
ヒ
、
仮
ニ
モ
海

(倍
)
老
同
穴
ノ
ヨ
シ
ミ
ナ
シ
。

一
切
衆
生
ノ

疑
ヲ
ハ
ラ
シ
、
最
下
往
生
ノ
手
本
ヲ
出
サ
ン
ト
、
勿
体
ナ
イ
本
師

ノ
弥
陀
ニ
、
肉
食
妻
』
(
M
M

オ
)
帯
ヲ
勧
シ
ハ
、
是
非
ナ
夕
、
衆

生
カ
可
愛
サ
ノ
ア
マ
リ
テ
ノ
事
ト
ハ
云
モ
ノ
¥
六
角
ノ
観
音
カ
、

無
理
ニ
御
勧
申
シ
タ
ハ
カ
リ
テ
、
貴
キ
弥
陀
ヲ
腫
坊
主
ト
迄
下
リ

玉
へ
ト
ハ
、
思
へ
ハ
/
¥
冥
加
ナ
イ
ト
、
ム
カ
シ
ノ
無
礼
ヲ
御
挨

拶
ノ
九
郎
判
宣
義
経
ハ
、
頼
朝
ト
不
不

(
一
字
術
字
)
和
、
奥
州

秀
衡
ヲ
タ
ノ
ミ
オ
チ
テ
ユ
ク
ト
テ
、
東
大
寺
大
仏
殿
ノ
勧
進
ト*
 

テ
、
山
伏
修
験
ノ
姿
ニ
テ
、
加
賀
ノ
富
樫
ノ
一
一
属
カ
マ
モ
ル
安
達

(
宅
)
ノ
関
ヲ
通
ル
ト
キ
、
義
経
ヲ
ウ
ツ
コ
ト
、
弁
慶
カ
方
便
可
知
。

主
人
ノ
義
経
-
一
、
不
礼
ヲ
弁
慶
カ
詫
ル
。
ソ
ノ
夜
ノ
泊
リ
ニ
テ
可

知
。
今
モ
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
、
本
師
ノ
弥
陀
ヲ
「
善
信

/

¥
。
」

ト
呼
捨
子
ン
テ
、
行
者
宿
報
等
、
ト
ア
ラ
勿
体
ナ
ヤ
。
衆
生
済
度

ノ
方
便
ナ
ラ
リ
ヤ
コ
ソ
ト
、
今
申
シ
詫
ヒ
玉
フ
体
也
。

{
G
ノ}
我
二
菩
薩
ノ
引
導
ニ
順
シ
テ
等
。
サ
テ
世
ニ
観
音
堂
ア
リ

テ
モ
、
勢
至
堂
ハ
マ
レ
ナ
リ
。
観
音
ハ
ツ
ユ
ハ
ラ
イ
シ
テ
、
ア
ト*
 

へ
勢
至
カ
出
テ
念
仏
ヲ
弘
メ
玉
フ
。
漢

・
楚
ノ
ト
キ
、
張
良
・
陣

*
 

(練
)
平
観
音
ハ
表
へ
出
テ
軍
、
一
新
柄

(何
)
勢
至
ノ
如
キ
ハ
、
肉

*
 

証
ノ
俵
(
兵
)
一板
ノ
運
送
ノ
コ
ト
ク
チ
ヤ
。
大
名
ナ
レ
ハ
、
観
音

サ
マ
カ
軍
ノ
ト
キ
ハ
番
頭
。
長
州
ハ
納
内
』
(
犯
ウ
)
ユ
へ
表
へ

ハ
出
ル
。
勢
至
ハ
小
荷
駄
奉
行
ト
云
、
シ
マ
リ
方
ノ
奉
行
チ
ヤ
。

ユ
ヘ
ニ
表
ヘ
ハ
出
玉
ハ
ヌ
ユ
へ
勢
至
堂
ハ
ナ
イ
。

タ
ト
ヘ
ハ
金
比
羅
へ
参
ル
。
大
坂
ヨ
リ
丸
亀
へ
ツ
ク
。
朝
ハ
ラ
カ

ラ
男
ノ
宿
引
。
サ
テ
七
ツ
時
分
、
金
比
羅
ヘ
ユ
ク
ト
、
旅
屋
ノ
門

口
女
ノ
宿
引
。
「
止
リ
ナ
サ
レ
。
」
亭
主
出
テ
、
「
御
泊
リ
黍
イ
。
」

尻
オ
ロ
シ
腰
カ
ケ
ワ
ラ
ヅ
ヌ
ク
。
奥
へ
通
ル
。
勝
手
ハ
料
理
人
、
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コ
チ
/
¥
切
リ
サ
パ
キ
シ
、

亭
主
ニ

ツ
ケ
マ
ト
ハ
ル
。
ア
レ
テ
合

点
セ
イ
。
太
子
ハ
御
開
山
ヨ
リ
六
百
年
マ
ヘ
ノ
朝
パ
ラ
カ
ラ
、
日

本
ノ
丸
亀
へ
聖
徳
太
子
ノ
男
ト
ナ
リ
、
仏
法
ノ
宿
引
。
末
代
ノ
七

ツ
ト
キ
、
大
谷
本
願
寺
ノ
金
比
羅
ノ
町
ニ
ハ
、
浄
土
真
宗
ノ
宿
引

ハ
、
六
角
堂
ノ
観
音
ヵ
、
玉
日
ノ
宮
ト
赤
マ
ヘ
タ
レ
。
禅
宗
ナ
ト

ハ
、
宗
旨
ノ
ミ
セ
ツ
キ
ハ
ヨ
ケ
レ
ト
モ
、
宿
引
ハ
、
達
磨
カ
目
ヲ

ム
イ
テ
居
ル
ユ
へ
、
愛
相
カ
ナ
イ
ユ
へ
泊
リ
手
カ
ナ
ィ
。
浄
土
真

宗
ハ
キ
タ
ナ
イ
宗
旨
ナ
レ
ト
モ
、
宿
引
カ
玉
日
ノ
宮
サ
マ
ユ
ヘ
ニ

*

*

 

ク
イ
ッ
ク
。
煩
悩
ノ
風
巴
布
(
敷
)
包
コ
チ
ヘ
御
渡
シ
、
后
(
後
)

生
大
事
ノ
手
ヲ
引
込
テ
下
サ
ル
ユ
へ
、
』
(
妙
オ
)
イ
カ
ナ
ル
モ
ノ

モ
一
盃
ハ
マ
リ
込
ム
ソ
ヤ
。
ソ
コ
テ
弥
陀
ノ
化
身
ノ
御
開
山
ノ
御

亭
主
サ
マ
ハ
、
御
留
メ
申
シ
マ
セ
フ
ノ
勅
命
ヲ
、
カ
タ
シ
ケ
ナ
イ

ト
受
タ
処
カ
信
順
チ
ヤ
。
ソ
ノ
信
順
ノ
一
念
カ
キ
、
ヒ
ラ
ク
一
念
。

ソ
コ
テ
疑
ノ
尻
オ
ロ
シ
、
往
生
治
定
ト
腰
カ
ケ
テ
、
雑
行
ノ
ワ
ラ

ン
ス
ヲ
ヌ
キ
ス
テ
タ
処
チ
ヤ
。
夫
人
方
四
千
ノ
光
明
ノ
中
へ
、
摂

取
不
捨
ト
御
案
内
チ
ヤ
ソ
ャ
。

【
叩
}
ト
コ
ロ
テ
、

勢
至
化
身
ノ
法
然
サ
マ
ハ
、
一
法
句
ノ
御
勝

手
ノ
安
心
ノ
料
理
人
チ
ヤ
。
『
選
択
集
』
十
六
章
段
ヲ
『
一
枚
起

*
 

請
』
ノ
鈎
(
包
)
丁
テ
、
唐

・
我
朝
ノ
モ
ロ
/
¥
ノ
智
者
逮
ノ

は

(

観
念
ノ
念
ニ
モ
ア
ラ
ス
、
は
(
サ
ア
、
此
レ
テ
合
点
、

観
音
ノ
宿
引
。
六
百
年
己
(
以
)
前
ノ
ア
サ
ハ
ラ
カ
ラ
太
子
ノ

男
、
浄
土
真
宗
ノ
門
口
ノ
宿
引
ハ
玉
日
ノ
宮
。
宿
引
ハ
表
へ
出
ル

モ
ノ
ユ
へ
、
世
界
中
ニ
観
音
堂
ハ
沢
山
。
勢
至
ハ
御
勝
手
ノ
料
理

人
ハ
表
へ
ハ
出
ヌ
モ
ノ
ユ
へ
ニ
、
勢
至
堂
ハ
ナ
イ
。
ト
キ
ニ
元
祖

ノ
料
理
人
、
安
心
ノ
料
理
此
通
リ
ニ
仕
リ
マ
シ
タ
。
御
関
山
ハ
御

*
 

亭
主
役
チ
ヤ
。
サ
テ
泊
リ
手
ハ
、
我
人
ト
ウ
テ
モ
后
(
後
)
生
ノ

宿
ト
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
日
ノ
チ
リ
/
¥
ノ
同
行
カ
イ
カ
イ
見
エ
ル

ソ
ヤ
。

人
間
モ
生
レ
タ
処
カ
夜
明
チ
ヤ
。
十
カ
五
ツ
ト
キ
、

二
十
カ
四
ツ
、

三
十
カ
真
昼
、
四
十
、
五
十
』
(
知
ウ
)
暮
合
、
五
十
ス
キ
タ
衆
ハ
、

モ
フ
ズ
ン
ブ
リ
暮
タ
ノ
チ
ヤ
。
六
十
ハ
初
夜
ノ
太
鼓
カ
ド
ン
/
¥

ナ
ル
ソ
ヤ
c

ア
ノ
腰
カ
イ
タ
ム
ト
ハ
、
パ
チ
カ
太
鼓
ノ
フ
チ
ニ
ア

タ
ル
ノ
チ
ャ
。
夫
ニ
グ
ズ
/
¥
何
ヲ
シ
ヲ
ル
ノ
チ
ャ
。
宿
引
ハ
玉

日
宮
、

御
教
化
ノ
手
ヲ
引
レ
、
浄
土
真
宗
ニ
泊
ラ
フ
ソ
ヘ
。
我
ハ

*
 

カ
ラ
ヒ
ノ
尻
オ
ロ
シ
、
后
(
後
)
生
大
事
ノ
腰
ヲ
カ
ケ
、
雑
行
ノ

*
 

ワ
ラ
ジ
ヌ
キ
ス
テ
¥
御
光
明
ノ
御
坐
布

(
敷
)

へ
通
ラ
フ
ソ
ヤ
。

夫
カ
ラ
御
聴
聞
ノ
箸
ヲ
ト
リ
、
御
安
心
ノ
御
料
理
タ
ヘ
ル
ノ
チ
ヤ
。

世
間
ノ
料
理
ハ
タ
ベ
ヤ
ウ
ニ
、
小
笠
原
流
カ
ア
ル
。
今
ハ
何
ノ
ヤ

ウ
モ
ナ
ィ
。
何
ノ
ワ
ツ
ラ
ヒ
モ
ナ
ィ
。
世
間
ノ
料
理
ハ
口
テ
喰
。

今
ハ
聞
其
名
号
ト
耳
カ
ラ
ク
ウ
ノ
チ
ヤ
。
今
ヵ
、
ル
モ
ノ
カ
御
助

ケ
テ
ア
ル
マ
イ
。
カ
ノ
疑
ヒ
ノ
ヘ
ツ
タ
ノ
カ
止
ン
テ
、
往
生
一
定

ト
ハ
ラ
ノ
フ
ク
レ
タ
ノ
カ
喰
タ
ノ
チ
ヤ
。

世
間
ノ
料
理
ハ
一
度
喰
テ
モ
マ
タ
ヘ
ル
。
今
ハ
一
度
タ
ヘ
タ
レ
ハ

臨
終
マ
テ
ヘ
ラ
ス
。
其
筈
チ
ヤ
。
五
劫
永
劫
ノ
御
念
ノ
入
タ
御
料
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*
 

理
チ
ヤ
。
ト
コ
テ
モ
坐
布

(敷
)
へ
通
リ
御
食
喰
フ
タ
レ
ハ
、
ソ

*
 

ノ
宿
屋
ハ
出
ラ
レ
ヌ
。
一

度
光
明
ノ
御
坐
布

(敷
)
へ
通
レ
ハ
、

イ
カ
ニ
地
獄
へ
落
ン
ト
オ
モ
フ
ト
モ
、
ワ
カ
ハ
カ
ラ
ヒ
ニ
テ
地
獄

へ
モ
落
ス
シ
テ
、
御
光
明
ノ
内
テ
宿
ト
ラ
ネ
ハ
』
(
判
オ
)
ナ
ラ

ヌ
ソ
ャ
。
ソ
コ
テ
亭
主
ヵ
、
「
何
ニ
モ
御
構
ヒ
申
シ
マ
セ
ヌ
。
宜

フ
御
休
ミ
ナ
サ
レ
マ
セ
イ
。
」
「
コ
レ
ハ
馳
走
テ
コ
サ
リ
マ
ス
。
礼

云
フ
ソ
ャ
。
」
今
ハ
御
構
ヒ
チ
ヤ
ナ
イ
。
摂
取
不
捨
ト
構
ヒ
通
シ

ニ
シ
テ
下
サ
ル
カ
ラ
ハ
、
此
度
御
礼
ハ
申
サ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ソ
ャ
。

*
 

サ
テ
御
勧
化
ノ
御
座
布

(敷
)
へ
通
リ
、
御
安
心
ノ
箸
取
タ
カ
ヤ
。

マ
タ
コ
ワ
イ
貌
付
テ
居
ル
衆
ハ
、
浄
土
真
宗
ノ
門
口
へ
来
ヌ
。
野

中
ノ
道
中
チ
ヤ
。
現
世
祈
ニ
ヵ
、
リ
テ
イ
ノ
ル
。
和
良
ハ
欲
ト
愚

*
 

痴
ト
ノ
オ
イ
ハ
キ
ニ
偶

(巡
)
フ
テ
居
ル
ノ
チ
ャ
。
又
折
角
浄
土

本

真
宗
ノ
宿
ト
リ
御
教
化
ノ
御
座
布

(敷
)
テ
膳
部
ス
ヘ
ラ
レ
ナ
カ

ラ
、
「
夫
ニ
ハ
及
ハ
ヌ
。
」
ト
テ
、

昼
ノ
ク
イ
ノ
コ
シ
ノ
雑
行
ノ
弁

当
喰
フ
テ
イ
ル
和
良
カ
ア
ル
。
又
安
心
ノ
膳
部
ヲ
御
聴
聞
ノ
箸
取

テ
、
往
生
治
定
ト
呑
込
フ
ト
シ
テ
モ
、
マ
イ
ラ
リ
ヨ
ウ
ヤ
ラ
、
参

ラ
レ
ナ
イ
ヤ
ラ
ト
、
疑
ノ
ム
カ
ツ
キ
ノ
ク
ル
同
行
モ
ア
ル
カ
ラ
、

心
得
易
ノ
安
心
ヤ
、
ア
ラ
ユ
キ
ヤ
ス
ノ
浄
土
ヤ
、
御
料
理
ハ
ヨ
イ
。

南
無
ト
タ
ノ
メ
ハ
、
必
ス
阿
弥
陀
ハ
御
助
ケ
ト
呑
込
ム
テ
、
往

生
ハ
治
定
ト
満
腹
シ
ヨ
フ
ソ
ャ
。
世
間
ノ
宿
テ
ハ
相
客
カ
大
事
。

今
相
客
ハ
則
我
善
親
友
大
聖
釈
迦
如
来
チ
ヤ
ソ
ャ
。
夫
ハ
マ
タ

*
 
機

(気
)
カ
ハ
リ
マ
ス
マ
イ
カ
ト
一玄
ヘ
ハ
、
下
主
近
フ
』
(
判
ウ
)

ア
ナ
タ
ノ
方
カ
ラ
、
「
ソ
チ
モ
極
楽
参
リ
ヵ
。
己
レ
モ
極
楽
へ
マ

イ
ル
ヨ
イ
ツ
レ
チ
ヤ
。
連
レ
ニ
ナ
ラ
フ
。
」
ト
仰
セ
ラ
レ
ル
ソ
ヤ
。

「
ソ
チ
モ
初
メ
テ
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
不
案
内
テ
ア
ラ
フ
。
ォ
レ
カ

*
 

先
へ
立
テ
案
内
シ
ヤ
ゥ
。
」
ト
、

三
十
年
ム
カ
シ
ニ
御
浬
伴
(
般
市
)

ニ
入
ラ
セ
ラ
レ
テ
モ
、

『大
経
」
ヤ

『観
経
」

ハ
道
テ
待
合
シ
テ

御
坐
ル
ノ
チ
ヤ
。
夫
テ
極
楽
ノ
東
門
口
へ
這
入
マ
テ
、
待
ワ
ヒ
タ

凡
夫
カ
正
客
チ
ヤ
ト
、
サ
へ

ご

字
桁
字
)
キ
ヘ
這
入
レ
ト
仰
ル

ソ
ヤ
。
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{
日
}
唐
之
亭
伯
、
夏
ノ
頃
燕
市
へ
ユ
ク
ニ
昼
ハ
ア
ツ
ィ
。
六
月

ノ
月
夜
ニ
ユ
ク
ニ
、
五
里
ハ
カ
リ
山
道
ナ
リ
。
連
ホ
シ
ク
思
ヒ
シ

ニ
、
向
へ
一
人
ノ
人
行
ク
ヲ
見
テ
呼
フ
ニ
、
彼
者
滞
リ
見
レ
ハ

鬼
ナ
リ
。
人
間
ト
シ
ラ
ハ
一
口
ニ
ク
ワ
ン
ト
オ
モ
イ
、
早
速
ニ
、

「
拙
者
ハ
鬼
ノ
子
ナ
リ
。
親
死
テ
人
間
ニ
奉
公
ス
ル
ユ
へ
、
五
体

カ
人
臭
ィ
。
コ
レ
ヨ
リ
先
生
ノ
弟
子
ト
ナ
リ
、
通
力
ヲ
オ
シ
ヱ
玉

へ
。
」
ト
等
。
道
ニ
テ
鬼
、
亭
伯
ニ
オ
ハ
レ
ル
コ
ト
。
「
鬼
ノ
嫌
イ

ハ
何
ソ
。」
ト
問
へ
ハ
、
「
ツ
バ
ナ
リ
。」
卜
云
。
遂
ニ
未
明
ニ
燕

市
ニ
イ
タ
ル
。
日
輪
ニ
ハ
チ
テ
羊
ト
ナ
ル
。
カ
ノ
羊
居
寝
リ
ス
ル
。

*

*

 

「
羊
売

(買
)
フ、
』
(
引
オ
)
羊
売

(買
)
フ
。」
ト
呼
ン
テ
、
一

貫
文
ニ
売
リ
、
本
ノ
鬼
ニ
カ
ヱ
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ト
テ
、
唾
ヲ
カ
ケ
ル

コ
ト
、
別
記
。
何
ト
、
ヵ
、
ル
鬼
ノ
連
ニ
ナ
ル
ノ
ハ
、
「
オ
レ
モ

鬼
チ
ヤ
。
」
ト
鬼
仲
間
ニ
這
入
ラ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
人
間
ト
シ
ラ
ハ
、

一
口
ニ
ク
フ
テ
仕
舞
フ
ソ
ヤ
。
御
関
山
モ
、
凡
夫
ノ
鬼
ヲ
連
レ
ニ



シ
テ
、
極
楽
へ
御
参
リ
ナ
サ
レ
ル
ニ
ハ
、
「
己
レ
モ
凡
夫
ノ
鬼
チ

ヤ
」
ト
、
鬼
仲
間
へ
御
這
入
ナ
サ
レ
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
己
レ
ハ
託

リ
ノ
身
チ
ヤ
ト
仰
ル
ト
、
疑
ヒ
ノ
口
ヲ
ア
ケ
テ
喰
フ
テ
仕
舞
ソ
ャ
。

今
亭
伯
ハ
、
「
オ
レ
モ
鬼
チ
ヤ
。
」
ト
ハ
云
タ
レ
ト
モ
、
マ
ン
サ
ラ

人
間
ノ
生
肉
ハ
ク
ワ
ナ
ン
タ
。
今
御
関
山
ハ
、
コ

レ
モ
凡
夫
ノ
鬼

チ
ヤ
ト
云
タ
ハ
カ
リ
テ
ハ
得
心
ス
マ
イ
ト
テ
、
勿
体
ナ
イ
肉
食
マ

テ
ナ
サ
レ
テ
下
サ
レ
タ
ソ
ャ
。
今
ハ
鬼
ハ
背
中
ニ
負
フ
タ
カ
思
ノ

外
カ
ル
カ
ツ
タ
。
今
ハ
御
流
ノ
御
門
徒
ヲ
、
御
開
山
ハ
、
御
一
生

涯
御
勧
化
ノ
背
中
ニ
オ
イ
ツ
メ
ニ
ナ
ナ

ご

字
桁
字
)
サ
レ
テ
下

サ
ル
ノ
チ
ヤ
。

*
 

処
カ
彼
鬼
モ
、
イ
ツ
マ
テ
モ
鬼
テ
居
ル
機
(
気
)
チ
ヤ
ケ
レ
ト
モ
、

夜
ア
ケ
テ
朝
日
カ
出
シ
ヤ
ル
ト
、
恥
フ
テ
仕
方
ナ
シ
ニ
羊
ニ
ナ
リ

タ
。
凡』

(引
ウ
)
夫
ノ
鬼
モ
、
イ
ツ
マ
テ
モ
凡
夫
ノ
鬼
テ
イ
ル

気
ナ
レ
ト
モ
、
宿
善
ノ
夜
ア
ケ
テ
、
摂
取
ノ
光
明
ノ
日
輪
ニ
恥
チ

テ
、
シ
ヤ
ウ
コ
ト
ナ
シ
ニ
、
今
ハ
御
同
朋
御
同
行
ト
羊
ニ
ナ
リ
タ

ノ
チ
ヤ
ソ
ャ
。
今
ノ
羊
モ
夕
、
羊
テ
居
ル
ナ
レ
ハ
、
ウ
ル
コ
ト
ハ

ナ
ラ
ヌ
。
夫
カ
ツ
ル
/
¥
ト
寝
タ
ユ
ヘ
ニ
、
一
貫
文
ニ
ウ
リ
付
タ

ソ
ヤ
。
此
御
同
行
モ
、
夕
、
羊
テ
居
テ
ハ
信
心
ノ
銭
ニ
ハ
ナ
ラ*
 

ヌ
。
往
生
治
定
ト
ヨ
ク
寝
入
タ
ノ
テ
、
不
可
称
不
可
説
不
可
恩
義

(
議
)

ノ
ア
タ
ヒ
ヲ
取
タ
ノ
チ
ヤ
。
ソ
シ
テ
今
ノ
亭
伯
ハ
、
カ
ノ

羊
カ
、
モ
ト
ノ
鬼
ニ
カ
エ
ラ
ヌ
ヨ
ウ
一
一
、
ツ
ハ
キ
マ
テ
カ
ケ
テ
オ

イ
タ
ソ
ヤ
。
コ
ノ
信
心
決
定
ノ
羊
ヵ
、
モ
ト
ノ
凡
夫
ノ
鬼
ニ
カ
ヘ

ラ
ヌ
ヤ
ウ
一
一
、
正
定
来
不
退
ノ
ツ
ハ
キ
マ
テ
御
カ
ケ
ナ
サ
レ
タ
ソ

ャ
。
因
縁
一
出
セ
ハ
、
ツ
ハ
キ
マ
テ
カ
タ
ト
ヘ
ニ
ナ
リ
タ
。
サ
ア

ナ
ン
ト
、
今
ノ
亭
伯
ハ
鬼
連
レ
ニ
ナ
ル
ニ
、
鬼
チ
ヤ
ト
ヤ
ツ
タ
ハ
、

発
明
チ
ヤ
。
今
マ
御
開
山
ハ
、
凡
夫
ノ
鬼
ヲ
ツ
レ
テ
御
浄
土
参
リ

ハ
、
オ
レ
モ
凡
夫
ノ
鬼
チ
ヤ
ト
ハ
、
誠
ト
ニ
真
宗
末
代
ノ
名
師
チ

ャ
。
蓮
位
夢
想
等。

ヒ
y

セ
ン

*

{
ロ
}
衡
陽
ノ
』
(
心
オ
)
張
鐙
ノ
姫
備
良

(娘
)、
王
宙
カ
萄
ノ

*
 

国
へ
梓
(
稼
)
キ
ニ
ユ
ク
カ
ト
、
恋
フ
テ
足
掛
四
年
丸
三
年
夫
婦
、

兄
ト
妹
ト
二
人
ヲ
モ
フ
ケ
ル
。
旅
中
波
世
カ
仕
難
ク
古
郷
へ
帰
ル
。

王
宙
サ
キ
へ
行
詫
ヒ
ス
ル
一
一
、
張
鎧
カ
ム
ス
メ
ハ
、
四
年
広
イ
納

戸
ニ
寝
テ
居
ル
。
二
人
ツ
イ
ニ
一
人
ト
ナ
ル
。

コ
レ
ヲ

『無
門

〈ボ
ウ
〉

*

関
』

ニ
、
情
郎

(娘
)
離
魂
ノ
話
ト
云
フ
。
今
極
楽
ノ

一
法
句
ノ

*
 

御
サ
ト
リ
ノ
御
納
戸
ニ
コ
サ
ル
。
情
良

(娘
)
サ
マ
ハ
、
悪
人
凡

夫
ノ
王
宙
ヲ
慕
フ
テ
、

此
裟
婆
ノ
萄
ノ
国
マ
テ
、
愚
禿
ノ
親
驚
ト

御
成
ナ
サ
レ
タ
ソ
ヤ
。
今
ノ
ハ
タ
ツ
タ
四
年
ノ
逗
留
、
ア
ナ
タ
ハ

*
 

満
九
十
年
ノ
御
逗
留
チ
ヤ
。
借
良
(
娘
)
ト
王
宙
ハ
細
部
難
辛
苦
ノ

世
帯
ノ
中
ニ
モ
、
子
カ
二
人
マ
テ
出
来
タ
。
今
ハ
御
流
レ
ノ
御
門

徒
末
世
末
代
ノ
ソ
ノ
中
ニ
モ
、
宿
善
到
来
ノ
御
縁
カ
イ
タ
リ
、
御

信
心
ノ
子
マ
テ
設
ケ
サ
ッ
シ
ャ
ツ
タ
。
最
フ
切
テ
モ
キ
ラ
レ
ヌ
御

*
 

同
朋
ノ
中

(仲
)
ト
ナ
リ
ナ
サ
レ
テ
下
サ
レ
タ
ソ
ャ
。
乍
去
リ
、
』

(心
ウ
)
コ
ノ
裟
婆
ノ
局
ノ
国
テ
ハ
、
証
リ
ノ
渡
世
カ
仕
悪
ヒ
ユ
へ
、

至
安
養
界
証
妙
果
、
マ
ル
/
¥
弘
誓
ノ
船
ニ
ノ
リ、

極
楽
ノ
東
門
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*
 

ノ
斬
(
軒
)
ノ
下
マ
テ
潜
付
タ
ノ
ヵ
、
臨
終
ノ
一
念
チ
ャ
。
ト
キ

*

*

 

ニ
不
恩
義

(
議
)
ハ
裟
婆
ヨ
リ
帰
ラ
セ
ラ
レ
タ
。
御
開
山
ノ
情
良

(
娘
)
ハ
、

別
ノ
御
方
ト
恩
フ
タ
レ
ハ
、
極
楽
ノ
一
法
句
ノ
御
納

*
 

戸
ニ
御
坐
ル
。
弥
陀
ノ
借
良
(
娘
)
サ
マ
ノ
御
体
へ
、
ス
コ
/
¥

御
這
入
ナ
サ
レ
タ
。
夕
、
一
体
ト
ナ
ラ
セ
ラ
レ
ル
ソ
ャ
。
ソ
コ
ヲ

見
テ
御
坐
ル
ユ
へ
二
、
聖
徳
太
子
ハ
御
開
山
ヲ
敬
礼
大
士
阿
弥
陀

仏
ト
敬
ヒ
玉
フ
ソ
ャ
。』

(
釘
オ
)

勝
見
寺
主
』
(
後
表
紙

見
返
し

上
冊
止

御
伝
私
考

下
』
(
前
表
紙
)
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絵
伝
指
図

【親
驚
聖
人
絵
伝

ヘ

『選
択
集
』
附
属

{
1
】
元
祖
七
十
三
、
五
日
祖
三
十
三
歳
。
頃
ハ
人
皇
八
十
三
代
土

御
門
院
、
元
久
三
年
四
月
十
四
日
、
内
外
題
ノ
三
十
八
字
ヲ
書
与

へ
玉
フ
。

{2
}
此
二
人
ノ
僧
、
内
ハ
正
全

(
詮
)
房
、
外
ハ
念
仏
一
房
。
一

ノ
不
審
ア
リ
。
此

『集
』

ニ
釈
源
空
ト
ア
ル
ヘ
キ
一
一
、
釈
縛
杢
ト

ハ
、
此

『集
』

ハ
師
匠
役
ニ
書
タ
レ
ト
モ
、
本
地
弥
陀
ノ
ソ
ナ
タ

*
 

カ
可
書
ナ
リ
。
書
ヲ
附
属
ス
ル
ハ
太
(
大
)
切
ナ
リ
。
「
抱
朴
子
」

ニ、

萄
モ
非
其
人
積
金
難
如
山
此
道
以
無
告
。
黄
石
公
、
『六

踏
』
・
『三
略
』
ヲ
張
良
ニ
譲
ル
。
芭
蕉
ハ
、

『文
台
」
ヲ
其
角
ニ

ユ
ツ
ル
。』

(
l
オ
)

【

3
}
柳
ア
リ
。

O
花
落
テ
己
レ
ト
時
メ
ク
青
柳
ノ
枝
ヨ
リ
ミ
ユ
ル
千
代
ノ
春
風

早
春
ヨ
リ
ハ
ヤ
春
風
ニ
ア
ヒ
、
芽
ヲ
フ
キ
出
ス
ハ
柳
ノ
徳
ナ
リ
。

余
ノ
草
木
ハ
芽
フ
キ
カ
遅
イ
也
。
他
ニ
コ
ト
ナ
ル
コ
ト
、
ソ
ノネ

上
二
、
七
十
三
歳
ノ
寿
像
ヲ
授
リ
玉
フ
。
賛
ハ
空
師
也
。
正
全

(
詮
)
坊
へ
タ
ノ
ミ
テ
画
シ
玉
フ
。
若
我
ノ
賛
、
可
知
。

{4
】
O
蔭
ヒ
タ
ス
水
サ
へ
色
ノ
翠
ナ
ル
ニ
庭
ノ
楓
ノ
ヲ
ナ
シ
若

第
六
図
(
第
二
幅
)
選
択
附
属

・
真
影
銘
文
}



+莱

マ
ス
/
¥
ミ
ト
リ
カ
歌
ノ
意
。『
集
』
御
附
属
一
一
、
御
寿
像
マ
テ

写
サ
セ
ラ
レ
タ
ハ
、
ソ
ノ
如
シ
。
又
師
ハ
七
十
三
ナ
レ
ハ
余
命
ナ

シ
。
『
集
」

ハ
心
ヲ
附
属
、
画
ハ
形
ヲ
附
属
。
腸
モ
姿
モ
皆
ツ
カ

ハ
ス
代
レ
我
。
長
ク
弘
法
ヲ
タ
ノ
ム
ト
ナ
リ
。
当
善
知
識
、
天
保

四
亥
霜
月
ノ
御
法
条
ニ
、
吉
水
ノ
大
谷
ニ
流
レ
来
テ
。』

(1
ウ
)

{
う
}
大
納
言
実
方
、
奥
州
阿
古
屋
ノ
松
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、

陸
奥
ノ
阿
古
屋
ノ
松
ニ
コ
カ
ク
レ
テ
出
子
ン
月
ノ
出
モ
ヤ
ラ

ヌ
カ
ワ

老
人
ノ
臼
ク
、
「
ソ
レ
ハ

三
十
三
箇
国
ノ
ト
キ
読
タ
。
六
十
六
国

ト
ナ
リ
シ
ヨ
リ
、
松
ハ
出
羽
ノ
名
所
ト
ナ
ル
。
」
ト
云
フ
。
浄
土

真
宗
ノ
名
目
阿
古
屋
ノ
松
ノ
名
所
ハ

、
西
鎮
ノ
奥
州
ニ
ハ
ナ
ィ
。

我
大
谷
ノ
出
羽
ノ
名
所
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

塩
屋
切
腹
ノ
ト
キ
、
「
力
弥
/
¥
、
由
良
ノ
介
ハ
マ
タ
参
上
仕
ラ

ヌ
。
」
追
返
相
尋
ル
。
「
ァ
、
ェ
、
」
云
テ
、
「
残
念
。
」
ト
、
短
刀

逆
手
ニ
取
リ
、
己
ニ
引
廻
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
、
花
道
カ
ラ
、
ハ
タ

/
L
¥
「由
良
ノ
介
遅
カ
リ
タ
。
子
細
ハ
サ
タ
メ
テ
聞
タ
テ
ア
ラ

*
 

フ
。
」
「
此
場
ニ
及
ン
テ
御
最
后
(
後
)
ノ
ホ
ト
ヲ
、
美
フ
奉
存
マ

ス
ル
。
」
ト
、
ス
ラ
リ
ト
ヌ
イ
テ
引
廻
シ
、
「
由
良
ノ
介
、
コ
ノ
九

寸
五
分
ハ
汝
チ
ヘ
カ
タ
ミ
ニ
ユ
ツ
ル
。
我
極
付
憤
ヲ
ハ
ラ
セ
ヨ
。
」

「ハ

、
ァ
。」
ト
押
戴
イ
テ
、
切
先
』
(2
オ
)
打
守
リ
、
ノ
リ
ヲ
ナ
メ
、

無
念
ノ
一
涙
夕
、
ハ
ラ
/
¥
/
¥
。
次
ノ
問
-
二
家
中
ト
テ
、
唾
ヲ

ノ
ン
テ
押
合
へ

ト
モ
、
ゥ
ラ
ミ
ノ
九
寸
五
分
ヲ
ユ
ツ
ラ
レ
タ
ハ
、

由
良
ノ
介
一
人
。
吉
水
ノ
一
家
中
三
百
八
十
余
人
ノ
中
、

『選
択

集
』
ノ
御
譲
ハ
五
口
祖
也
。
由
良
ノ
介
ハ
、
酒
豪

・
遊
興
・
茶
屋
カ

ョ
ィ
。
本
心
ハ
敵
打
、
志
ハ
不
断
也
。
五
口
祖
ハ
肉
食
妻
帯
等
。
御

本
意
ハ
茸
円
キ
原
ノ
鷺
ヲ
見
テ
モ
、
念
仏
弘
道
ノ
助
縁
等
。
四
十
七

人
ハ
直
レ
師
ノ
館
へ
忍
入
、
敵
ノ
首
ヲ
取
ル
。
祖
師
ハ
五
口
々
ノ
煩

悩
ノ
敵
ヲ
ト
リ
、
様
楽
へ
帰
フ
カ
御
心
ノ
内
、

金
剛
堅
固
等。

四

十
七
人
敵
ノ
首
取
タ
処
ヵ
、
忠
臣
蔵
ノ
ハ
テ
ノ
太
鼓
、
ヵ
、
ル
モ

ノ
ヲ
モ
御
助
ケ
ト
、
開
名
信
義
ノ
一
念
ニ
、
疑
ノ
オ
チ
タ
カ
、
迷

本

ノ
生
死
ノ
果
テ
ノ
太
鼓
也
。
千

(泉
)
岳
寺
ニ
テ
主
人
ノ
御
供
ト

追
腹
切
ル
o
』
(2
ウ
)
由
良
ノ

(介
脱
カ
)
辞
世
ニ

、

今
ハ
夕
、

心
ロ
モ

ハ
ル
、
身
モ
ハ
ル
、
浮
世
ノ
外
ニ

ヵ
、
ル

雲
ナ
シ

力
弥
ノ
辞
世
ニ
、

極
楽
へ
コ
、
ロ
シ
ツ
カ
ニ
通
ル
ヘ
シ
阿
弥
陀
卜
共
ニ
四
十
八

人

{6}
『選
択
本
願
念
仏
集
』
、
題
ハ
一
部
ノ
惣
票
也
。
三
重
ノ
ヱ

ラ
ヒ
ア
リ
。
選
ハ
十
九
ノ
雑
行
也
。
択
ハ
二
十
ノ
自
力
ナ
リ
。
此

念
仏
ハ
単
信
無
行
ノ
念
仏
ニ
ア
ラ
ス
等
。
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
イ
ワ

レ
ニ
、
疑
ヒ
ハ
レ
カ
当
体
カ
信
ナ
リ
。
蓮
師
ハ
当
流
ニ
ハ
弥
陀
ヲ

タ
ノ
ム
カ
念
仏
也
ト
。『
選
択
集
」
十
六
章
ノ
中
、
初
メ
カ
捨
聖

道
帰
浄
土
門
、
第
二
章
カ
浄
土
門
中
ニ
捨
雑
帰
正
、
第
三
章
ハ
ソ

『御伝私考j279 



ノ
正
行
南
無
阿
弥
陀
ナ
リ
。
加
盟
…
雑
ソ
ノ
上
ニ
廃
助
傍
ノ
三
義
ヲ
タ

テ
、
、
コ
レ
等
ノ
三
義
、
最
難
知
諸
聖
者
取
捨
在
心
今
若
依
善

導
以
初
為
正
等
。
小
本
廿
六
、
弁
可
知
。
ソ
レ
カ
ラ
三
心
掌
ニ
ハ
、

念
仏
行
者
必
可
具
三
心
、
ト
夕
、
ト
ナ
ヘ
テ
ハ
ナ
イ
。
信
心
ヲ
得

*
 

テ
ク
レ
ヨ
、
ト
云
テ
オ
イ
テ
、
次
ニ
浬
伴
(
般
市
)
城
以
信
為
能
入
、

ト
ノ
玉
フ
。』

(3
オ
)
此
念
仏
為
本
ハ
、
念
仏
ノ
イ
ワ
レ
ヲ
キ
イ

テ
信
ヲ
ト
レ
ヨ
、
ト
云
コ
ト
、
他
力
往
生
ノ
正
因
也
。

{7
}
芭
蕉
カ
初
メ
テ
江
一
戸
へ
ユ
行
ク
。
宗
匠
ヵ
、
「
遠
来
ノ
御
客
、

筆
者
ヲ
タ
ノ
ミ
マ
ス
。
」

ト
挨
拶
。
芭
蕉
着
坐
。
勿
論
不
男
ユ
へ

ニ
笑
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
江
戸
宗
匠
ヵ
、

サ
シ
出
テ
、
馬
鹿
ニ
ミ
ユ
ル
サ
ク
ラ
カ
ナ

卜
。
翁
、
「
少
シ
御
考
ナ
サ
レ
ハ
句
ニ
ナ
リ
マ
セ
ウ
。
」
「ヱ

、
ァ
、

。」

サ
シ
出
テ
、
業
カ
ゲ
ニ
咲
タ
サ
ク
ラ
カ
ナ

*
 

ト
。
「
サ
テ
ハ
、
彼
方
タ
ハ
芭
焦
(
蕉
)
先
生
テ
ハ
御
坐
ヌ
ヵ
。
」

「
イ
カ
ニ
モ
左
様
。
」

ト
一
玄
フ
。
今
モ
元
祖
、
外
ハ
聖
道
門
ニ
対
シ
、

念
仏
為
本
ノ
行
々
相
対
、
初
メ
カ
ラ
称
ル
ハ
カ
リ
テ
ハ
ナ
ィ
。
等
、

卜
ノ
玉
フ
ト
。
念
仏
易
行
カ
弘
ラ
ヌ
也
。
仏
法
ノ
大
海
ニ
ハ
以
信

為
能
入
、
マ
ツ
念
仏
ノ
由
レ
ヲ
キ
、
ヒ
ラ
キ
、
信
ヲ
取
テ
カ
ラ
、

〈
ナ
モ
ア

E
タ
仏
〉

申
ス
念
仏
キ
、
ヒ
ラ
ク
。
信
ノ
当
体
念
仏
ナ
レ
ハ
、
信
心
カ
本
チ

ヤ
ト
御
覧
ナ
サ
レ
テ
、
信
心
為
入
ト
ノ
玉
フ
ハ

、
敬
礼
大
慈
阿
弥

陀
仏
ノ
御
開
山
。』

(3
ウ
)
芭
蕉
翁
ノ
コ
ト
。
可
弁
レ
合
也
。

{8
】
《
キ
、
ス
》

O

コ
、
ノ
張
付
ニ
、
雑
ノ
精
処
ヲ
書
テ
ア
リ
。

*
 

春
ノ
野
ニ
阿
セ
ル
雑
子
ノ
妻
乞
ニ
巳
(
己
)
カ
有
家
ヲ
人
ニ

シ
ラ
ル
、
弁

*
 

今
祖
モ
他
ニ
異
ナ
ル
御
附
属
故
、
外
ノ
御
弟
子
ノ
返
(
偏
)
執
ア

リ
。
爾
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
行
体
正
夕
、
ヨ
ク
足
本
ト
ヲ
守
セ
ラ
ル
、

。

ソ
コ
テ
コ
ノ
蕊
〈
ノ
十
化
。

モ

ル

ツ

チ

{
9
}
O
葵
ハ

足
衛
花
ト
云
フ
。
土
ギ
ハ
ヨ
リ
枝
葉
サ
カ
ヘ
ル
。

人
ニ
ア
シ
モ
ト
ヲ
ミ
セ
ス
ヨ
ク
守
ル
ユ
ヘ
ニ
、
足
街
花
ト
云
フ
。

キ
《
葵
ハ
衛
ナ
リ
。
葉
ヲ
傾
ケ
日
ニ
向
へ
、
其
根
ヲ
テ
ラ
サ
シ
メ

*
 

、
ス
。
》
『
唯
(
准
)
南
子
』
一
一
、
聖
人
法
猶
ニ
葵
之
向
F

日
ト
。
日
本

*

夕
、
ヒ
ラ

テ
ハ
己
ニ
長
徳
八
年
、
文
章
博
士
大
江
医
(
匡
)
衡
ノ
時
ニ
、
仁

猶
軍
草
木
目
下
識
葵
傾
。
文
。

亦
夕
、
清
女

『枕
草
紙
』
ニ
ヤ
ラ

云
へ
リ
。
葵
ハ
ト
リ
ワ
ケ
テ
ミ
ネ
ト
モ
、
カ
ケ
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
傾

ク
。
ナ
ン
ソ
ア
へ
テ
草
木
ノ
心
ト
モ
オ
ホ
ヘ
ス
ト
。
又
歌
ニ
、
」

280 

(
4
オ
)ソ
ノ
ヤ
ミ
ノ
御
影
ノ
ヤ
マ
ノ
諾
業
革
ナ
カ
キ
世
カ
ケ
テ
ワ
レ

ヤ
タ
ノ
マ
ン

《
「
夫
木
集
』

師
光
明
》

*
 

五
月
五
日
加
(
賀
)
茂
ノ
マ
ツ
リ
一
一、

堂
上
ノ
葵
ヲ
冠
ニ
サ
シ
玉

フ
ハ
、
日
出
ル
ヨ
リ
日
入
マ
テ
サ
ク
花
、
堂
上
ノ
御
身
ノ
上
、
天

子
一
人
ニ
ツ
カ
ヱ
玉
ヒ
テ
、
外
へ
心
ヲ
フ
リ
玉
ハ
ヌ
忠
節
ノ
マ
コ

ト
ヲ
示
ス
ナ
リ
。
我
祖
モ
爾
リ
。
葵
ノ
日
ニ
随
テ
関
ク
。『
歎
異
抄
」、

親
鷲
ニ
オ
イ
テ
ハ
等
。

ヒ

メ

ヨ

リ

{
叩
}
O
姫
百
合

ハ
元
祖
。
O
撫
子
ノ
花
我
祖
。
《
姫
ハ
子
ヲ
愛
ス



ル
者
、
故
ニ
元
祖
ハ
姫
百
合
、
我
祖
ハ
撫
子
ナ
リ
。》

姫
百
合

ヵ
、
撫
子
ノ
如
ク
我
祖
ヲ
寵
愛
シ
玉
ヘ
ト
モ
、

三
百
八
十
余
人
ノ

*
 
返

(偏
)
執
ノ
簸
ニ
ヘ
タ
テ
ラ
レ
テ
、
今
マ
テ
附
属
ナ
カ
リ
シ
ニ
、

今
ハ
コ
ラ
ヘ
フ
ク
ロ
ノ
緒
カ
キ
レ
テ
御
附
属
也
。
歌
ニ
、

*
 

タ
ク
ヒ
ナ
キ
簸
キ
ニ
シ
ノ
フ
姫
百
合
ノ
ソ
イ
フ
シ
シ
タ
ル
床

(常
)
夏
ノ
花

撫
子
ヲ
、
ナ
ゼ
ト
コ
ナ
ツ
ノ
花
ト
云
フ
。
染
殿
ノ
后
キ
、
若
キ
ト

キ
ニ
御
形
チ
ス
ク
レ
テ
、
ウ
ル
ハ
シ
ク
オ
ハ
シ
マ
シ
ケ
レ
ハ
、
撫

*

ト
コ

ナ
y

子
ノ
女
御
ト
申
シ
タ
。
夫
レ
ニ
ハ
、
ヵ
リ
、
撫
子
ヲ
床

(常
)
夏

ノ
花
ト
云
タ
ト
ア
ル
。
ス
ヘ
テ
』

(4
ウ
)
夏
カ
ラ
秋
へ
ム
ケ
テ

*
 

サ
ク
ユ
へ
、
床
(
常
)
夏
ノ
花
ト
云
フ
也
。
愛
ヲ
「
化
巻
』

二、

務
哀
ノ
ア
マ
リ、

蒙
恩
許
見
聞
製
作
等
。
爾
ラ
ハ
、
我
祖
ノ
撫
子

ノ
如
ク
御
寵
愛
ハ
カ
リ
テ
、
サ
ノ
ミ
御
徳
ハ
ナ
イ
カ
ト
云
フ
ニ
、

我
祖
ノ
御
徳
ハ
弟
子
ナ
カ
ラ
モ
、
竹
ニ
虎
ノ
住
ム
如
ク
ナ
リ
ト
テ
。

{日
}
O
此
杉
戸
ノ
画
ニ
虎
ヲ
カ
ク
也
。
元
祖
ハ
学
問
ノ
広
キ
コ

ト、

千
里
ノ
竹
薮
。
竹
ノ
コ
、
ロ
ハ
虎
カ
シ
ル
。
竹
ハ
一
尺
ハ
サ
ミ
ニ

節
ア
リ
。
四
季
-
一
不
替
色
。
外
直
ニ
シ
テ
内
通
リ
、
君
子
ノ
徳
也
。

捨
聖
閑
閑
地
、
一
尺
/
¥
ニ
他
力
ヲ
顕
シ
、
生
涯
相
喜
ノ
イ
ロ
カ

ワ
ラ
ス
。
外
ハ
清
僧
、
内
ハ
御
助

一
定
ト
通
ラ
セ
玉
フ
。
君
子
ノ

操
ヲ
ソ
ナ
へ
玉
フ
。
千
里
ニ
ハ
ヘ
シ
ケ
リ
タ
ル
竹
ノ
コ
ト
ク
也
。

吾
祖
ハ
、
左
ナ
カ
ラ
虎
ノ
如
ク
也
。
虎
ハ
皮
ヲ
モ
テ
ノ
コ
シ
、
人

ハ
名
ヲ
以
テ
ノ
コ
ス
。
我
祖
モ

一
天
四
海
ニ
比
類
ナ
キ
勧
化
等。

{
ロ
}
《
カ
キ
ツ
ハ
タ
》
O
杜
若
ハ
カ
ヲ
ヨ
草
ト
云
フ
。
又
、
井
帯

花
ト
モ
云
フ
。
帯
ハ
葉
一
ツ
テ
井
ン
テ
』
(
う
オ
)
咲
ク
。
仲
陸

キ
カ
ヲ
ヨ
草
也
。
歌
ニ
、

ム
ツ
マ
シ
ク
井
ン
テ
サ
ケ
ル
カ
ヲ
ヨ
草
花
ヲ
ハ
タ
レ
カ
余
所

一
一
ミ
ル
ラ
ン

又
、
必
ノ
字
ノ
カ
タ
チ
ニ
咲
出

テ

¥

カ

ワ
ラ
ヌ
色
ヲ
ナ
ス
カ
、

カ
ホ
ヨ
草
ナ
リ
。
此
寿
像
ノ
賛
、
彼
仏
今
現
在
乃
至
必
得
往
生
、

約
束
チ
カ
ヘ
ヌ
、
カ
ナ
ラ
ス
ト
云
フ
字
ノ
カ
タ
チ
ニ
咲
ク
也
。

{日】

O
此
手
水
鉢
。
コ
レ
モ
歌
ニ
、

手
ニ
ム
ス
フ
軒
端
ニ
近
キ
清
水
ニ
モ
蓋
卜
リ
テ
見
ヨ
有
明
ノ

月

疑
葦
ア
レ
ハ
、
本
願
ノ
月
不
移
影
。

ク
ス
カ
ツ
ラ

{
M】

0
#右
葉
ノ
士
局

。
歌
ニ
、

*
 

垣
根
ナ
ル
若
葉
ノ
葛
モ
秋
来
レ
ハ
巳

(
己
)
カ
問
ニ
/
¥
紅

葉
シ
ヌ
ラ
ン

*
 

三
百
八
十
余
人
ノ
返

(偏
)
執
ノ
篠
ニ
、
ヵ
、
ル
葛
ノ
葉
ノ
如
ク

宿
善
到
来
ノ
秋
カ
到
ラ
ハ
、
ソ
レ
/
¥
二
信
心
嬉
ノ
紅
葉
ス
ル
ソ

ト
シ
ラ
セ
玉
フ
。

f御伝私考j

{口
]
O
妻
戸
ニ
雀
ノ
書
テ
ア
リ
。
オ
コ
リ
ノ
御
書
ニ
ス
、
メ
ノ

サ
へ
ツ
ル
等
。
此
レ
ハ
真
性
僧
正
ノ
ト
キ
、
五
日
祖
、
殿
下
御
出
合

ノ
コ
ト
、
可
弁
。
』
(
う
ウ
)
元
祖
ノ
御
名
代
ト
シ
テ
逃
テ
帰
リ
玉

フ
。
ソ
レ
ヲ
ホ
メ
玉
フ
コ
ト
。
ソ
ノ
坐
ヲ
シ
ナ
ヨ
ク
取
リ
ナ
シ
テ
、
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相
手
ト
ナ
リ
玉
ハ
ス
ニ
帰
ラ
セ
ラ
ル
、
コ
ト
。
御
褒
美
ニ
真
筆
ノ

御
書
、
井
ニ
御
影
下
サ
ル
、
コ
ト
。

我
娘
ヤ
近
所
ノ
娘
ヲ
ツ
レ
テ
伊
勢
参
リ
。
向
フ
ヨ
リ
酒
酔
喧
嘩
ヲ

仕
掛
ル
コ
ト
。
大
勢
ノ
ケ
ン
サ
イ
述
レ
テ
、
「
天
下
ノ
大
道
、
ォ
レ

一
人
ノ

モ
ノ
カ
。」
ヤ
イ
。「
ト
ホ
フ
モ
ナ
イ
。
ト
ウ
ソ
/
¥
、
堪
忍
。
オ
カ
ム
/
¥
。」

「
了
簡
ナ
ラ
ヌ
。
」
「
人
ノ
首
切
テ
モ
了
間
セ
イ
。
」
一
玄
へ
ハ
ス
ム
カ
ト
、
胸
先
ヲ

ト
リ
テ
ヵ
、
ル
ヲ
、
「
ト
ウ
ソ
、
堪
忍
/
¥
。」
ト
云
テ
、
棺
手
ニ
ナ
ラ
ヌ
。
若

ト
キ
ニ
兵
法
ノ
タ
シ
ナ
ミ
モ
ア
レ
ト
モ
等
。

「
勧
善
懲
悪
ノ
仏
法
ノ
大
道
ヲ
、
ツ
ミ
ア
リ
ナ
カ
ラ
助
ケ
ル
ハ

、

弥
陀
ノ
行
カ
、
我
行
ニ
ナ
ル
ハ
ノ
、
ア
マ

(
ツ
脱
カ
)
サ
へ
女
人

ヵ
、
真
実
報
土
へ
往
生
ス
ル
ノ
ト
、
仏
法
ノ
大
道
ヲ
我
侭
ニ
取
扱

フ
法
然
カ
邪
法
、
汝
チ
善
信
房
、
ソ
ノ
門
人
ト
ア
ル
カ
、
サ
ア
明

白
ニ
返
答
セ
ヨ
。
」
ト
騎
慢
ノ
棒
テ
、
御
開
山
ヲ
打
ヒ
シ
カ
フ
ト

セ
ラ
レ
タ
ノ
ヲ
、
程
ヨ
フ
ア
イ
シ
ラ
フ
テ
、
御
相
手
ナ
サ
ラ
ス
ニ

ノ
カ
レ
テ
、
御
帰
ナ
サ
レ
タ
ノ
チ
ャ
。
愚
禿
/
¥
ト
、
ア
ナ
タ
ニ

ア
タ
マ
ヲ
サ
ケ
サ
セ
タ
ハ
、
私
ユ
ヘ
チ
ャ
。』

(
6
オ
)

{凶】

O
扉
風
ノ
函
ニ

、
松
ニ
鶴
ノ
巣
コ
モ
リ
。
古
語
ニ
、
燕
雀

胡
知
鴻
鵠
之
志
ト
。
弁
。
真
性
僧
正
ヲ
始
メ
、
三
百
人
ノ
御
門

侶
、
イ
カ
ホ
ト
難
問
シ
カ
ケ
玉
フ
ト
モ
、
マ
コ
ト
ニ
雀
ノ
サ
ヱ
ツ

ル
如
。
五
口
祖
ハ
サ
ナ
カ
ラ
鶴
ノ
如
ク
ナ
リ
。
雀
ハ
三
在
所
ヵ
、
四

在
所
サ
へ
俳
佃
セ
ヌ
。
鶴
ハ

日
本
ノ
地
ヲ
離
レ
、
方
壷
蓬
莱
芳
州

ノ
仙
人
ノ
居
ル
処
マ
テ
等
。
叡
山
ノ
御
方
ハ
修
行
ノ
羽
ネ
ヲ
ヒ
ロ

ケ
テ
モ
、
名
字
即
カ
観
行
即
。
天
台
大
師
テ
サ
へ
、
ヤ
ウ
ヤ
ク
五

品
ノ
位
テ
ナ
イ
ヵ
。
雀
ノ
一
里
一
村
ヲ
漸
ク
飛
フ
如
ク
ナ
リ
。
他

力
ノ
翼
サ
ヲ
ヒ
ロ
ケ
テ
、
十
万
億
ノ
仏
土
ヲ
コ
エ
、
真
実
報
土

中

ノ
仏
境
介
(
界
)
マ
テ
至
リ
玉
フ
。
吾
祖
ノ
大
鶴
テ
ア
ル
ソ
ヨ
ト
。

云
云
。
ソ
ノ
浄
土
真
宗
ノ
巣
箆
リ
ノ
雛
鳥
ト
ハ
、
末
世
末
代
ノ
御

門
菜
、
一
坐
/
¥
カ
、
御
勧
化
ノ
銅
ハ
ミ
ヲ
サ
セ
テ
、
追
付
極
楽

ノ
七
宝
樹
林
へ
、
往
生
ノ
巣
立
ヲ
サ
セ
テ
、
ツ
レ
カ
ヘ
ラ
フ
ノ
御

表
示
ナ
リ
。』

(6
ウ
)
又
、
鶴
ヲ
画
タ
ハ
、
万
代
ト
松
ニ
ハ
君
ヲ

*
 

祝
ヒ
、
鶴
千
載
(
歳
)
ノ
カ
ケ
ニ
住
ン
ト
オ
モ
ヘ
ハ
、
鶴
千
年
ノ

長
寿
。
仏
ケ
仲
間
ノ
無
量
寿
ハ
弥
陀
ナ
リ
。
ソ
ノ
弥
陀
ハ
十
八
願

ノ
松
ニ
住
ミ
玉
フ
。
弁
。
五
口
祖
ハ
大
鳥
ノ
丹
頂
ノ
鶴
ヲ
知
一
フ
ヌ
ヵ
。

自
力
門
ノ
雀
メ
ナ
リ
。
非
常
之
言
不
入
常
人
耳
。
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{親
鴛
聖
人
絵
伝

六
信
行
両
坐

{
1
】
サ
テ
コ
レ
ハ
、
元
久
二
年
八
月
廿
目
、
信
行
両
坐
御
願
ヒ

ノ
体
。

O
元
祖
卜
我
祖
、
此
条
尤
可
爾
ト
。
即
翌
日
集
会
ノ
ト
キ
等
。

{
2
}
O

コ
レ
ナ
ル
ハ
性
信
・
勢
観
・
念
仏
坊
也
。

O
翌
日
来
集
ノ
体
。

{
3
}
O
此
行
坐
三
百
八
十
余
人
。
水
瓜
畑
ノ
地
震
也
。
学
問
ノ

*
 

身
ノ
入
リ
タ
モ
ア
リ
、
年
タ
ケ
タ
棚
ノ
落
ク
(
タ
)
モ
ア
リ
。
棚

第
七
図
(
第
二
幅
)
両
座
進
言

・
信
行
両
座
】



*
 

ハ
不
落
共
、
大
勢
寄
』
(
7
オ
)
合
、
結

(
詰
)
合
タ
ニ
、
ヨ
ク
床

カ
オ
チ
ナ
ン
タ
等
。

一4}
O

此
レ
ハ
信
ノ
坐
、
夕
、
五
人
也
。
其
間
一
畳
通
リ
ア
ケ

*
 

テ
、
一
師
両
段

(断
)
ノ
御
捌
キ
也
。
丁
度
、
唐
ノ
景
帝
ト
日
后

ト
御
仲
カ
悪
ク
、
ク
ワ
ク
シ
ツ
ノ
ア
ヒ
タ
ト
ナ
リ
、
王
郭
ト
云
臣

下
、
「
景
帝
ノ
味
方
ナ
レ
ハ
一肩
ヲ
ヌ
ケ
。
日
后
ノ
御
味
方
ナ
レ
ハ

左
リ
ノ
肩
ヲ
ヌ
ケ
。」

北
開
不
破
左
返
ノ
肩一
、
ミ
ナ
左
ノ
一屑
ヲ
ヌ

キ
、
太
子
ノ
味
方
ニ
ナ
リ
タ
。
其
ト
キ
、

「
サ
テ
ハ
、
我
モ
御
太

子
ノ
御
味
方
ト
ナ
ラ
ン
。
」
ト
左
ノ
肩
ヲ
ヌ
カ
レ
タ
ト
ア
ル
。
大

勢
ヨ
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
人
吟
味
ハ
ナ
ラ
ヌ
故
ニ
、
今
モ
一
畳
通
ア

ケ
テ
、
右
ハ
行
、
左
ハ
信
ト
分
ケ
玉
フ
也
。
《
此
故
事
不
分
、
本

ノ
マ
、
書
ス
o
V

此
信
行
分
坐
ハ
、
元
祖
ノ
発
起
ア
ル
ヘ
キ
ヲ
、

我
祖
発
起
シ
玉
フ
ハ
、
上
ノ
段
ニ
『
選
択
集
』
附
属
、
真
影
附
属
。

「
我
ニ
カ
ハ
リ
テ
弘
通
セ
ヨ
。
」
ト
ノ
玉
フ
。

*
 

【
う
}

O
此
三
人
ハ
、
性
信

・
勢
観
念
仏
ハ
、
己
(
巳
)
二
分
坐

御
相
談
ノ
ト
キ
モ
、
ソ
ノ
坐
ニ
居
合
、』
(
7
ウ
)
委
ク
聞
ナ
カ
ラ

行
坐
ニ
ツ
ク
。
又
信
心
争
論
ニ
モ
、

師
ノ
信
ハ
違
フ
ト
云
フ
ハ
、

{
6
}
O
此
松
ノ
時
雨
ニ
色
替
ヘ
ヌ
コ
ト
ク
、
ソ
ヨ
ト
云
フ
ヲ
シ

ラ
シ
テ
松
カ
書
テ
ア
ル
。
歌
ニ
、

カ
ス
ナ
ラ
ヌ
美
濃
ノ
小
山
ノ
タ
時
雨
ツ
レ
ナ
キ
松
ハ
フ
ル
カ

ヒ
モ
ナ
シ

松
ノ
時
雨
ニ
幾
度
逢
テ
モ
色
カ
ヘ
ヌ
如
也
。

{
7
}
信
行
分
坐
ハ
、
授
ル

『
(
選
脱
カ
)
択
集
』
ハ
他
力
ノ
念
仏

ナ
レ
ト
モ
、
受
ル
機
ニ
自
力
他
力
ア
リ
。
廃

・
助
・
傍
ヲ
タ
テ
、

最
難
知
ト
。
元
祖
モ
縦
客
ニ
勧
メ
、
機
嫌
ヲ
ミ
テ
御
坐
タ
処
ナ
リ
。

御
己
証
ト
云
へ
ハ
、
若
依
善
導
以
初
為
正
ト
、
雑
自
ヲ
ス
テ
、
一

心
ニ
ナ
レ
、
ト
云
フ
カ
元
祖
ノ
場
チ
ヤ
。
爾
ル
ニ
行
不
退
ノ
人
ハ
、

念
仏
ハ
カ
リ
テ
ハ
イ
カ
ヌ
ト
テ
、
口
根
ヲ
持
ソ
ヘ
ル
自
力
ヲ
不
離

故
ニ
、
此
世
テ
ハ
不
退
ニ
ハ
イ
ラ
レ
ヌ
、
臨
終
マ
テ
退
転
ナ
ク
、

至
誠
心
ヲ
ハ
ケ
ミ
、
称
へ
ル
正
念
ニ
シ
テ
来
迎
ヲ
待
チ
、
彼
上
ニ

至
テ
不
退
ニ
至
ル
ト
云
フ
カ
、
行
』
(8
オ
)
不
退
ノ
人
ノ
心
得
也
。

{
8
}
信
不
退
ハ
、
間
名
信
喜
ノ
一
念
ニ
、
滅
罪
光
摂
ノ
益
ニ
ア

ツ
カ
リ
、
仏
ヨ
リ
往
生
ヲ
治
定
セ
シ
メ
、
即
得
往
生
住
不
退
転
ノ

身
ノ
上
ト
ナ
レ
ハ
、
タ
ト
ヒ
ワ
ス
レ
テ
口
チ
ニ
ハ
称
へ
ス
ト
モ
、

憶
念
ノ
信
ハ
ツ
ネ
ニ
シ
テ
、
仏
恩
報
ス
ル
恩
ヒ
ア
リ
。
常
不
退
常

住
不
断
ノ
念
仏
ノ
行
者
也
。
勿
論
、
在
レ
此
信
願
持
名
非
二
裟
婆

境
内
之
人
一、
光
明
摂
取
ノ
身
ノ
上
ナ
レ
ハ
、
マ
コ
ト
ニ
位
行
念

ノ
三
不
退
ナ
リ
。
ツ
イ
知
レ
ル
コ
ト
テ
ハ
ナ
ィ
。
蓮
祖
ハ
、
聖
道

門
ニ
テ
ア
リ
シ
人
身
ノ
、
上
人
へ
マ
イ
リ
テ
、
浄
土
ノ
法
門
ヲ
等
。

{
Q
ノ
}
兎
角
ニ
、

三
ツ
子
ノ
ク
セ
カ
八
十
迄
ナ
リ
。
禅
僧
カ
医
者

ニ
パ
ケ
テ
女
郎
買
ニ
ユ
キ
、
茶
ヲ
ト
ル
ト
キ
一
一
、
袖
ヲ
シ
ヤ
ク
ル

*
 
僻

(癖
)
セ
カ
ア
リ
。
女
郎
ヵ
、
「
彼
方
ハ
本
道
ヵ
。
外
科
ヵ
。」

「
ハ
ィ
、
本
堂
ハ
七
間
四
面
シ
ヤ
。」
ト
云
フ
タ
。』

(
8
ウ
)
又
加

*
 

賀
ノ
宰
相
殿
、

一
日
一ハ
古
国
府
ノ
勝
興
寺
、
后

(後
)
ニ
加
賀
守

『御ゐ伝在、考j283 



ニ
ナ
リ
玉
フ
等
。
勝
興
寺
ノ
ト
キ
、
御
近
習
カ
朝
飯
ヲ
ソ
ナ
ヘ
ル

ニ
、
「
斎
ヲ
上
ケ
マ
セ
フ
。
」
夕
飯
ノ
ト
キ
、
「
非
時
サ
シ
上
ケ
マ

*
 

ス
。
」
殿
様
モ
間
ナ
シ
テ
、
御
明

(
叱
)
リ
モ
ナ
シ
。
脇
ヨ

リ
役

人
カ
申
サ
ヌ
ヤ
ウ
ニ

、
「
武
門
テ
ハ
斎
ノ
非
時
ノ
ト
云
フ
ハ
キ
ラ

*
 

ヒ
マ
ス
。
」
ト
云
フ
。

「
何
カ
様
マ
以
后
(
後
)
ハ
イ
フ
ナ
。
云
へ

*
 

ハ
巳
(
己
)
レ
カ
寺
内
ニ
オ
カ
ヌ
。
」
聖
道
門
ノ
人
々
ヵ
、
元
祖

ノ
会
下
テ
調
ヘ
ラ
レ
ル
ト
キ
ハ
、

角
力
ノ
地
取
リ
c

恥
カ
イ
テ
モ

大
事
ナ
イ
ヵ
。
臨
終
ノ
四
本
柱
ノ
内
チ
カ
本
ン
ノ
勝
負
チ
ヤ
。
己

レ
カ
動
メ
フ
リ
ャ
、
称
へ
フ
リ
ニ
、
日
カ
ヵ
、
ル
ナ
レ
ハ
、

化
土

ノ
土
俵
際
テ
タ
ヲ
レ
テ
、
真
実
報
土
ノ
関
へ
ハ
ヌ
ケ
ラ
レ
ヌ
。

O

此
処
カ
信
行
不
退
。
常
時
起
行
果
極
楽
菩
提
。
徳
本
ノ
弟
子
歌
、

ゐ，

阿
弥
陀
仏
ノ
チ
カ
ヒ
ノ
イ
カ
テ
逮
フ
ヘ
キ
タ
ノ
ム
ワ
レ
ラ
ニ

マ
コ
ト
ア
リ
セ
ハ

ナ
マ
/
¥
シ
イ
自
力
。』

(9
オ
)
信
不
退
ナ
ラ
ハ
、

阿
弥
陀
仏
ノ
誓
ヒ
ノ
マ
コ
ト
ア
ラ
ハ
レ
テ
タ
ノ
ム
心
ノ
オ
コ

リ
コ
ソ
ス
レ

ア
ナ
タ
ヨ
リ
ノ
発
願
回
向
、
ソ
ノ
御
回
向
ノ
信
心
ユ
へ

、
イ
ツ
テ

モ
往
生
治
定
、
退
転
ナ
シ
。
勿
論
口
ニ
ワ
ス
レ
テ
居
テ
モ
、
憶
念

ノ
信
心
カ
ツ
ネ
ニ
シ
テ
、
心
ノ
内
ノ
喜
ヒ
モ
不
退
転
。
モ
ト
ヨ
リ

一A
念
発
起
ノ
ト
キ
、
仏
ノ
カ
タ
ヨ
リ
正
定
緊
不
退
転
。
報
謝
ノ
大

行
モ
、
不
退
位
行
念
ノ
三
不
退
也
。*
*

 

{
叩
}

一
番
カ
聖
覚
、

二
番
白
川
三
椅
(
二
階
)
堂
ノ
信
空
、
三

番
カ
遅
ク
来
カ
板
東
一
ノ
剛
ノ
者
、
篠
頭
ノ
緩
カ
シ
ラ
、
武
川

*

*

 

ノ
国
ノ
住
人
、
熊
谷
ノ
次
良
(
郎
)
直
実
入
道
蓮
性
(
生
)
一
房
也
。

本

ソ
ノ
日
ハ
、
東
マ
ノ
一
子
、
小
次
良
(
郎
)
直
家
ヨ
リ
状
カ
マ
イ

リ
、
ソ
ノ
返
答
ニ
ヒ
マ
カ
入
、
イ
キ
セ
キ
ト
、
祇
園
真
葛
カ
原
マ

テ
出
カ
ケ
タ
ヵ
、
土
口
水
ノ
山
ニ

一
面
ノ
雲
気
カ
立
ッ
。

ト
ク
ト
詠

メ
テ
、
去
ル
元
暦
元
年
二
月
七
日
、
カ
ノ
西
国
一
ノ
谷
ノ
矢
合

セ
、
源
平
双
方
ノ
戦
ニ
、
夜
モ
未
明
ト
オ
ホ
シ
キ
』
(
9
ウ
)
コ

*
 

ロ
ヨ
リ
、
平
家
ノ
陳
(
陣
)
中
ニ
ハ
赤
雲
カ
タ
ナ
ヒ
キ
、
源
氏
ノ*
 

陣
中
ニ
ハ
白
雲
カ
タ
ナ
ヒ
キ
、
ス
ク
ニ
上
ニ
ナ
リ
下
ニ
ナ
リ
、
堅

(
竪
)

ニ
通
リ
、
横
ニ
通
リ
、
前
代
未
聞
ノ
雲
立
ノ
軍
コ
ソ
奇
怪

*
 

ナ
レ
。
爾
ル
処
一
一
、
一
陳
(
陣
)
ノ
風
吹
来
レ
ハ
、
サ
シ
タ
ナ
ヒ

キ
シ
平
家
ノ
赤
雲
、
源
氏
ノ
白
雲
カ
ト
リ
巻
シ
ヵ
、
四
方
ニ
矢
呼

*
 

ヒ
ノ
音
、
流
石
ニ
気
早
キ
九
良
(
郎
)
判
宣
、
ヒ
ヨ
鳥
越
ヨ
リ
逆

*
 

カ
落
シ
、
平
家
ノ
陣
中
へ

ト
結
(
誌
)
カ
ケ
シ
ヵ
、
コ

ハ
叶
ハ
シ

本

*

ト
、
建
霊

(礼
)
門
院
、
安
徳
天
皇
ヲ
守
護
シ
奉
リ
、
八

(
屋
)

島
ヲ
サ
シ
テ
逃
行
玉
ヒ
、
権
中
納
言
知
感
ハ
シ
メ
、
天
皇
御
一
人

ハ
オ
ト
サ
ン
ト
、
我
モ
/
¥
ト
落
行
タ
リ
。
今
此
士
ロ
水
ノ
山
上
ニ
、

ア
ヤ
シ
ケ
ナ
ル
雲
気
ノ
立
ハ
、
多
ク
人
ヲ
タ
ム
ロ
ス
。
「
ハ
テ
心

得
ヌ
。
」
ト
暫
ク
タ
メ
ラ
ヒ
、
「
世
捨
人
ノ
沙
門
ノ
身
ト
シ
テ
、
坊

主
ノ
軍
ハ
ア
ル
マ
イ
シ
、
コ
レ
コ

ソ
智
恵
ク
ラ
ベ
ノ
論
議
問
答
ノ

軍
ト
ミ
エ
ル
。
学
問
ナ
ラ
不
及
、
マ
タ
安
心
〈
ナ
〉
ラ
二
番
ト

下
ラ
ヌ
、
イ
サ
カ
ケ
ツ
ケ
テ
極
楽
マ
イ
リ
ノ
先
」
(
叩
オ
)
陣
シ
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*
 

テ
ク
レ
ン
ソ
。」
ト
掌
多
(
駄
)
天
ノ
コ
ト
ク
ニ
カ
ケ
ツ
ケ
シ
ヵ
、

*
 

案
ノ
如
ク
吉
水
ノ
御
庵
室
ハ
、
御
坐
布
(
敷
)
-
二
杯
僧
サ
マ
方

カ
御
坐
ル
。

{日
}
O
此
通
ニ
熊
谷
、
下
駄
モ
ツ
ヱ
モ
ヤ
リ
ハ
ナ
シ
。
善
信
上

人
ノ
御
執
筆
。
「
ナ
ニ
コ
ト
ソ
ヤ
。」
ト
。
「
今
日
ハ
信
不
退
、
行

不
退
ノ
。」
等
。
問
フ
、
「
信
不
退
ノ
着
帳
ハ
何
人
。」
答
テ
ノ

玉
フ
、
「
二
人
ナ
リ
。」
ト
。
熊
谷
赤
面
シ
テ
、
「
夫
ハ
ド
イ
ツ
ヂ

ャ
。」
「
聖
覚

・
信
空
ノ
御
両
人
。」
ト
ノ
玉
フ
。
「
ァ
、
、
口
惜
シ

ゲ
ン

ャ
。
去
ル
元
暦
元
年
正
月
廿
日
、
宇
治
川
ニ
着
テ
、

川
ノ
先
陣
ハ
、

梶
原
・
佐
々
木
c

橋
ケ
タ
ノ
先
陣
ハ
、
熊
谷
|
|
ノ

一
子
小
次

*
 
良

(郎
)
直
家
ナ
リ
。
又
二
月
七
日
ノ
晩
、
一
ノ
谷
ノ
矢
合
セ
ハ
、

平
山
ノ
武
者
所
季
重
ト
て
二
ノ
即
近
ヲ
ア
ラ
ソ
ヒ
シ
ヵ
、
名
利

ノ
先
陣
ハ
ス
レ
ト
モ
、
出
離
生
死
ノ
一
大
事
、
極
楽
参
ノ
先
陣
ハ
、

第
三
番
目
へ
オ
ク
レ
タ
ヵ
。
残
念
ヤ
。
」
ト
大
音
挙
テ
泣
レ
タ
ト

ア
ル
。
』
(
叩
ウ
)
人
皆
無
音
ノ
間
タ
執
事
上
人
等
。

{ロ
}
釈
縛
空
ト
、
四
番
目
ニ
附
ケ
玉
フ
。

{日
】
三
百
八
十
余
人
ノ
門
侶
群
居
ス
ト
云
へ
ト
モ
等
。
昔、ン、

古
物
ヲ
好
ム
金
持
チ
、
井
出
ノ
玉
川
ノ
蛙
ノ
日
干
、
長
良
カ
橋
ノ

株
ノ
カ
ン
ナ
ク
ズ
ト
云
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヲ
、
五
十
両
百
両
テ
買
、
貧

乏
シ
テ
乞
食
ト
ナ
ル
。
陶
淵
明
ノ
済
酒
巾
ヲ
頭
ニ
オ
キ
、
公
丹
ノ

杖
、
茶
入
ノ
袋
二
ス
ル
ヤ
ウ
ナ
古
代
ノ
キ
レ
ヲ
、
ツ
キ
ア
ハ
セ
テ

肩
ニ
カ
ケ
、
利
休
楽
茶
碗
ヲ
持
チ
、
門
へ
立
テ
、
「
ナ
ン
ソ
下
サ

レ
。」
卜
云
フ
。
主
人
、
寛
、
氷
通
宝
ヲ
ヤ
リ
タ
レ
ハ
、
「
辿
モ
ナ
ラ
、

古
銭
ヲ
下
サ
レ
。」
ト
云
フ
。
昔
、
ン
ノ
ク
セ
ヵ
、
貧
乏
ニ
ナ
リ
テ

モ
、
古
物
ヲ
好
ン
タ
ト
云
附
シ
チ
ヤ
。
聖
道
門
諸
雲
一
莫
作
修
善
奉

*

*

 

行
ノ
僻

(癖
)
カ
、
浄
土
門
へ
ハ
イ
リ
テ
モ
、
息
慮
疑
心
療

(廃
)

悪
修
善
定
散
二
心
ノ
止
ヌ
カ
、
行
不
退
也
。

{凶
}
良
暫
ア
リ
テ
、
大
師
聖
人
仰
ラ
レ
テ
日
ク
。
「
五
番
目
ニ
附

キ
玉
フ
。」』
(
孔
オ
)
「
ソ
ノ
ト
キ
門
業
ア
ル
ヒ
ハ
。」
等
。
「
ヤ
レ

/
¥
、
仕
舞
タ
。」
ト
残
念
カ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。

{
口
}
ト
キ
ニ
熊
谷
ハ
、
ワ
ッ
ト
泣
出
、
「
信
不
退
ノ
中
、
前
ハ
聖

キ

覚
サ
マ
ト
信
空
サ
マ
ト
、
后

(後
)
ト
ハ
緯
空
サ
マ
ト
御
師
匠
ト
、

キ

ソ
ノ
間
ニ
コ
ノ
蓮
性
(
生
)
ヲ
挟
ン
テ
下
サ
レ
。
ワ
キ
道
へ
逃
ヌ

ヤ
ウ
ニ
ツ
レ
テ
居
テ
下
サ
ル
、

。」
ト
男
泣
ニ
セ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。

同
行
二
人
カ
大
キ
ナ
歌
ヲ
ヨ
ミ
ク
ラ
ベ
、*
 

極
楽
へ

一
足
ト
ピ
ニ
参
ル
ナ
リ
炎

(閤
)
魔
ソ
コ
ノ
ケ
ア
タ

マ
ケ
ラ
レ
ナ

サ
キ
ハ
弥
陀
ア
ト
ハ
開
山
中
ハ
ワ
レ
ヒ
ツ
タ
テ
ラ
レ
テ
参
ル

極
楽

*
 

商
人
ハ
帳
ノ
ヨ
コ
レ

ル
ヲ
ヨ
ロ
コ
フ
。
炎
(
閤
)
魔
ハ
ナ
ケ
キ
玉

フ
。

*
 

{
V

山
}
サ
テ
信
不
退
・
行
不
退
、
太

(大
)
切
ナ
処
ト
云
へ
ハ
眠
ル
。

外
ノ
因
縁
タ
ト
ヘ
チ
ヤ
ト
云
へ
ハ
、
目
ヲ
サ
マ
ス
。
主
人
カ
築
着

テ
戻
リ
タ
レ
ハ
、
犬
カ
吠
ル
。
姿
タ
ニ
目
カ
附
、
体
ニ
白
カ
附
ヌ
。
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ユヒ

修
多
羅
ハ
、
月
ノ
指
ス
指
ノ
如
、
ン
。
可
知
。
御
安
心
ノ
月
サ
ヘ
ミ

レ
ハ
、
因
縁
タ
ト
へ
ノ
指
見
ル
ニ
ハ
不
及
。」

(
日
ウ
)
朝
夕
ニ
ハ

紅
顔
ア
リ
テ
等
。
タ
へ
死
タ
ワ
ロ
ヵ
、
今
朝
幽
霊
ニ
ナ
リ
テ
来

タ
コ
ト
ニ
ナ
ル
。
文
面
通
知
リ
テ
モ
等
。
不
具
足
ノ
女
同
行
カ
、

弥
陀
成
仏
ノ
コ
ノ
カ
タ
ハ
等
。
「
私
シ
ノ
ヤ
ウ
ナ
カ
タ
ハ
モ
ノ
モ
、

御
助
ケ
ト
仰
ル
コ
ト
ト
存
シ
テ
、
御
難
有
。
」
ト
云
フ
。
「
ソ
モ

/
¥
、
男
子
モ
女
人
モ
、
菜
虫
マ
テ
モ
御
助
ナ
サ
ル
、

。
」
ト
喜

*
 

ン
タ
。
解
脱
ノ
光
輪
キ
ハ
モ
ナ
シ
。
御
花
ソ
(
ク
)
イ
カ
フ
ル
鼠

マ
テ
、
光
明
テ
ラ
シ
テ
ホ
カ
ラ
カ
ニ
、
自
力
モ
ミ
ナ
如
来
ノ
光
明

ノ
御
力
ラ
テ
、
ホ
カ
ラ
カ
シ
下
サ
ル
、

。
又
、
泉
州
尾
崎
ノ
御
坊

ノ
門
徒
、
長
右
エ
門
ノ
婆
婆
ハ
不
回
向
ト
云
ハ
、
信
ノ
上
カ
ラ
ハ

御
喜
ヒ
ノ
フ
ヱ
ル
コ
ト
、
存
シ
マ
ス
。
此壮
一寸ハ

、
御
文
面
ハ
間
違

テ
モ
、
ソ
ノ
身
一
人
ニ
引
受
テ
喜
へ
ハ
、
御
正
意
ニ
叶
フ
。

【
口
}
往
生
ノ
サ
ハ
リ
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ヵ
、
行
不
退
ハ
、
浄
土
門
中

ニ
入
ナ
カ
ラ
、
雑
行
モ
』
(
ロ
オ
)
正
行
モ
ワ
カ
ラ
ス
。
正
行
中

ニ
入
ナ
カ
ラ
、
雑
修
専
修
カ
分
ラ
ス
。
専
修
中
ニ
帰
シ
ナ
カ
ラ
、

*
 

自
力

・
他
力
カ
分
ラ
ヌ
ユ
ヘ
ニ
、
元
祖
ノ
御
巳
(
己
)
証
ニ
叶
ヌ
。

信
不
退
ハ
、
雑
モ
ス
テ
修
モ
ハ
ナ
レ
自
ヲ
ヤ
メ
、
弥
陀
他
力
団
向

ユ
ヘ
ニ
、
信
行
位
ト
モ
ニ
不
退
、
皆
不
退
也
。
行
不
退
ト
ハ
、
ス

ツ
ホ
ン
ト
丹
、
下
駄
ト
ヤ
キ
味
噌
、
行
不
退
ハ
信
不
退
ニ
ハ
カ
ナ

ハ
ヌ
。
吾
祖
ハ
真
実
信
心
必
具
名
号
、
信
不
退
ナ
レ
ハ
、
行
モ
不

退
ニ
カ
ナ
フ
。
口
ニ
ワ
ス
レ
テ
称
ヘ
ネ
ト
モ
、
憶
念
ノ
心
ツ
ネ
ニ

シ
テ
、
仏
恩
報
ユ
ル
オ
モ
ヒ
ア
リ
。

{
国
}
業
平
ノ
歌
、

ウ
ツ
声
ハ
秋
ナ
キ
時
ヤ
咲
ナ
ラ
ン
花
コ
ソ
シ
ラ
メ
根
サ
へ
枯

286 

、ヰハ

菊
ハ
、
秋
カ
ス
キ
テ
花
ハ
散
テ
モ
、
根
サ
ヘ
カ
レ
ス
ハ
、
マ
タ
翌

年
秋
ヲ
向
タ
レ
ハ
、
又
咲
ナ
レ
ハ
、
花
ハ
チ
リ
テ
モ
散
ヌ
道
理
ト

云
フ
歌
ノ
心
チ
ヤ
。
口
ニ
ワ
ス
レ
テ
居
テ
モ
、
信
心
ノ
根
サ
へ
枯

ス
ハ
、
又
御
法
縁
ノ
秋
ヲ
向
レ
ハ
、
称
名
』
(
ロ
ウ
)
ノ
花
ハ
咲
ク
。

*
 

依
テ
他
力
ノ
行
者
ハ
、
称
ル
ト
キ
ハ
行
テ
相
(
商
)
売
、
称
ヘ
ヌ

*
 

ト
キ
ハ
信
テ
相
(
商
)
売
ス
ル
。
念
称
是
一
ト
云
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ヌ

ト
御
尋
候
ト
キ
、
思
ヒ
内
ニ
ア
レ
ハ
、
イ
ロ
ホ
カ
ニ
ア
ラ
ル
、
ナ

リ
。
サ
レ
ハ
、
信
ヲ
得
タ
ル
体
ハ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
/
¥
ト
心
得

レ
ハ
、
ロ
モ
心
モ
可
ナ
リ
。「
御
一
代
問
書
」
云
々
。

{印】

行
不
退
ハ
、
ナ
ン
マ
ン
タ
/
¥
常
念
シ
テ
モ
、
口
ニ
ハ
カ

*
 

リ
相

(商
)
売
シ
テ
、

心
ハ
向
田
主
也
。
」
(
日
オ
)
称
名
憶
念
ス
レ

ト
モ
、
不
備
処
願
ト
、
酒
屋
ノ
六
尺
桶
、
呑
口
チ
ノ
ツ
メ
ヌ
イ
テ
、

口
ア
テ
、
居
ル
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
。
イ
カ
ニ
酒
好
チ
ヤ
ト
テ
モ
、
口
ノ

*
 

中
ヘ
タ
フ
/
¥
這
入
。
后
(
後
)
ニ
ハ
頭
痛
八
百
等
。
大
坂
一
心*
 

寺
ニ
、
常
念
仏
ノ
坊
主
死
ヌ
コ
ト
ヵ
。
O
シ
ン
タ
レ
ハ
、
三
日
己

(以
)
以
前
カ
ラ
念
仏
申
サ
ス
ニ
、
死
二
タ
イ
ト
云
タ
。
可
知
。

{
却
}
信
ノ
同
行
ハ
、
ア
イ
サ
/
¥
ニ
申
セ
ト
モ
、
ソ
レ
カ
常
念

仏
ノ
行
者
チ
ヤ
。
酒
好
ハ
、
朝
四
時
分
ハ
霜
消
シ
チ
ヤ
ト
テ
一
杯
、



七
ツ
時
分
ニ
ハ
一
日
ノ
算
用
酒
、
寝
シ
ナ
ニ
ハ
ネ
サ
ケ
、
サ
メ
カ

ネ
呑
ノ
カ
味
ヒ
。
『
御
文
章
』
ニ
、
ト
ナ
ヘ
ツ
メ
ニ
セ
ヨ
ト
ハ
ナ

ィ
。
時
々
思
ヒ
出
シ
テ
モ
、
此
嬉
シ
サ
、
ア
リ
カ
タ
サ
ヲ
オ
モ

ハ
¥
夕
、
南
無
阿
弥
陀
仏
/
¥
、
靭
ニ
ハ
慎
悪
ノ
霜
消
、
タ
ヘ

ニ
ハ
食
欲
ノ
棚
オ
ロ
シ
、
夜
寝
シ
ナ
ハ
寝
酒
ノ
称
名
引
カ
ケ
/
¥
、

声
嬉
ヤ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
。
』
(
日
ウ
)《
ア
イ
サ
/
¥
テ
モ
》
人

ノ
内
へ
行
度
コ
ト
ニ
酒
ヲ
呑
、
「
ア
ソ
コ
ノ
家
ハ
酒
ノ
タ
ヘ
ヌ
内

チ
ヤ
。
」
ト
云
フ
。
ア
イ
サ
/
¥
申
シ
テ
モ
、
他
力
ノ
行
者
常
念

仏
ノ
同
行
チ
ヤ
。
旅
宿
屋
ニ
毎
日
ト
マ
リ
テ
居
ネ
ト
モ
、
通
ル
度

ヒ
ニ
泊
ル
ヲ
常
客
。
面
ニ
墨
付
タ
ハ
、
鏡
ニ
向
ハ
ネ
ハ
知
レ
ヌ
。

心
ロ
ノ
邪
正
ハ
、
聖
教
ヲ
モ
テ
正
ネ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
今
往
生
ノ
肝
要
、

*
 

自
宗
ノ
骨
目
、
『
選
択
集
』
ノ
御
巳
(
己
)
証
ニ
叶
ヌ
。
三
百
八

十
余
人
ノ
御
弟
子
サ
へ
、
安
心
ヲ
取
リ
違
フ
。
況
ヤ
、
末
代
ノ
ワ

レ
/
¥
、

一
往
聴
聞
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
等
。

*
 

{孔
}
O
能
…
火
口
カ
下
駄
ヲ
ヌ
キ
ス
テ
、
杖
笠
ヲ
橡
(
縁
)
ノ
上
へ
ナ

ケ
ヤ
ラ
レ
タ
ハ
、
下
駄
ハ
雑
行
ヲ
ス
テ
、

笠
ハ
疑
ヲ
ハ
ナ
レ
、
杖

ハ
自
力
ヲ
ス
テ
ル
ト
云
コ
ト
。
笠
ヲ
キ
ル
ト
天
窓
カ
ク
ラ
フ
ナ

ル
。
疑
ヒ
ハ
法
体
ノ
空
カ
ク
ラ
フ
ナ
ル
。
此
功
徳
、
此
口
根
ト
持

チ
カ
ケ
ル
ユ
へ
ニ
、
自
力
ヲ
杖
ニ
タ
ト
フ
ル
也
。
煩
悩
ノ
シ
ル
ヒ

*
 

道
ヲ
ア
ル
ク
ユ
ヘ
ニ
、
后
(
後
)
生
大
事
ノ
足
ヨ
コ
レ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
、

雑
行
ノ
下
駄
ハ
ク
。
』
(
凶
オ
)
信
不
退
ノ
御
坐
へ
ナ
ヲ
ル
ト
キ
ハ
、*
 

雑
行
ノ
下
駄
ハ
イ
ラ
ヌ
ユ
ヘ
、
ヌ
キ
ス
テ
タ
。
本
願
ノ
御
坐
布

(敷
)
ヘ
タ
ス
ケ
玉
ヘ
ト
通
ル
ニ
ハ
、
雑
行
ノ
下
駄
ハ
イ
ラ
ヌ
ソ
ャ
。

*
 

御
坐
布
(
敷
)
へ
下
駄
ハ
イ
テ
通
ル
ア
ン
ホ
ン
タ
ン
ハ
ナ
イ
。
本

*

*

 

願
ノ
御
坐
布

(敷
)
ノ
真
中
一
一
、
御
光
明
ノ
巨

(矩
)
燈
マ
テ
シ

テ
下
サ
レ
タ
ソ
ャ
。
往
生
治
定
ト
足
ノ
ハ
シ
テ
、
御
報
謝
ノ
枕
ヲ

*
 

シ
テ
休
マ
セ
テ
下
サ
ル
ノ
チ
ヤ
。
巨

(矩
)
健
二
ア
タ
リ
テ
居
ル

モ
ノ
ニ
、

笠
ヲ
キ
ヌ
ヵ
、

下
駄
ハ
カ
ヌ
カ
ト
云
モ
ノ
ハ
ナ
ィ。

夫

*
 

ニ
御
宗
旨
ノ
内
へ
御
札
ス
、
メ
ニ
ク
ル
モ
ノ
ハ
、
巨
(
矩
)
健
二

本

*

ア
ツ
タ

(タ
ツ
)
テ
居
ル
者
一
一
、
下
駄
ハ
カ
ヌ
ト
云
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
。

ソ
ン
ナ
コ
ト
ヲ
云
フ
ト
、
燐
カ
西
国
ス
ル
ワ
イ
ノ
ゥ
。
信
ノ
上
カ*
 

ラ
ハ
、
オ
シ
ヤ
ホ
シ
ヤ
。
煩
悩
ハ
オ
コ
ル
ト
モ
、
本
願
ノ
御
坐
布

(敷
)
テ、

壁
ノ
外
ノ
西
風
ヲ
キ
イ
テ
居
ル
ノ
チ
ャ
。
心
ロ
ヤ
ウ

*
 

ハ
ナ
ケ
ネ
ト
モ
、
往
生
ノ
サ
ワ
リ
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ソ
ャ
。
后

(後
)

*

*

 

生
大
事
ノ
床
ヲ
布

(敷
)
キ
、
摂
取
ノ
雨
戸
ヲ
占

(閑
)
メ
、
光

*
 

明
ノ
巨

(矩
)
燈
一
一
、
往
生
治
定
ト
安
堵
シ
テ
、
煩
悩
』
(M
ウ
)

ノ
雨
風
ノ
音
ト
ヲ
キ
ク
ハ
カ
リ
チ
ャ
。

{辺
}

O
張
付
ニ
鷲
。

又
ハ
世
モ
羽
音
ナ
ラ
フ
ル
鳥
ハ
ア
ラ
シ
ウ
へ
見
ヌ
鷲
ノ
雪
ノ

通
ヒ
路

此
レ
ハ
、

三
百
八
十
余
人
ノ
御
弟
子
方
、
騎
慢
ヲ
表
ス
。
表
テ
ハ

愚
痴
ニ
カ
へ
レ
ノ
浄
土
門
ニ
帰
シ
ナ
カ
ラ
、
心
ハ
重
道
門
ノ
釈
迦

何
人
ソ
、
我
何
人
ソ
ノ
見
識
、
知
ヱ
ノ
磐
、

学
問
ノ
身
ヲ
タ
ヨ
リ

ニ
、
人
ヲ
オ
ト
シ
ム
ル
ハ
、
諸
鳥
ヲ
ト
リ
ク
ラ
フ
鷲
ノ
如
ク
也
。
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*
 

【
お
}
O
雑
木
ア
リ
。
雑
行
ヲ
修
シ
玉
フ
ニ
タ
ト
ヘ
タ
リ
。
『
后

(
後
)
千
載
集
』
ニ
、

同
シ
野
ニ
ワ
ケ
テ
時
雨
ハ
ワ
カ
ネ
ト
モ
草
モ
木
業
モ
テ
リ
カ

ハ
リ
ッ
、

ト
、
御
助
二
疋
ノ
十
八
願
ノ
紅
葉
ナ
ル
モ
ア
リ
。
イ
ツ
マ
テ
モ
杉

ヤ
柏
ノ
如
ク
、
自
力
ノ
青
木
テ
ク
ラ
ス
モ
ア
ラ
フ
。
末
ノ
程
コ
ソ

思
ヒ
知
ラ
ル
、
ト
ナ
リ
。

{M
}
O
松
ニ
藤
ハ
、
信
不
退
ノ
徳
ヲ
示
ス
。
此
レ
ニ
一
一
一
義
ア
リ
。

一
二
、
{
倍
善
深
広
ノ
徳
。
『
続
千
載
集
』

ニ、

二
葉
ヨ
リ
チ
キ
リ
オ
キ
」
(
口
オ
)
テ
ヤ
藤
ナ
ミ
ノ
小
高
キ

松
ニ
ヵ
、
リ
ソ
メ
ケ
ン

法
蔵
菩
薩
ノ
二
葉
ヨ
リ
、
衆
生
往
生
ノ
約
束
ア
リ
タ
ナ
リ
。
O
二

*
 

ニ
、
由
機
成
法
徳
。
『
清
助
(
繍
)
ノ
歌
ノ
集
』

ニ、
*
 

フ
シ
ナ
ミ
ノ
咲
ヵ
、
ラ
ス
ハ
イ
カ
ニ
シ
テ
常
盤

(磐
)
ノ
松

ノ
春
ヲ
シ
ラ
マ
シ

悪
人
女
人
ノ
ユ
カ
ン
タ
藤
カ
、
ヵ
、
ル
モ
ノ
モ
御
助
ト
カ
ラ
ミ
付
、

開
名
信
喜
ノ
花
カ
咲
ク
。
諸
仏
ハ
往
生
嘆
セ
シ
メ
等
。
三
、
依
法

成
機
徳
。
『
続
千
載
集
」

ニ、

イ
ク
春
モ
花
ノ
サ
カ
リ
ノ
松
カ
枝
ニ
ヒ
サ
シ
ク
ヵ
、
レ
宿
ノ

藤
波

*
 

大
地

ニ
ハ
ヒ
コ
リ
テ
居
レ
ハ

、
子
共
(
供
)
モ
折
邪
魔
ト
テ
、
鎌

テ
切
ル
。
松
ニ
ヨ
リ
テ
高
ケ
レ
ハ
、
サ
ハ
リ
ハ
ナ
ィ
。
今
モ
十
八

願
ヲ
信
シ
テ
ノ
ホ
レ
ハ
、
悪
魔
モ
サ
ハ
ラ
ス
。
四
重
破
人
モ
ヨ
ラ

ス
、
等
覚
ノ
高
キ
ニ
上
ル
故
也
。

{
お
】
此
中
ニ
、
信
不
退
ノ
帳
ニ

、
祖
師
サ
マ
カ
ラ
ツ
ケ
テ
モ
ラ

フ
タ
人
ハ
何
人
』
(
ロ
ウ
)
ア
ル
ソ
。
死
ネ
ハ
寺
ノ
過
去
帳
ニ
ハ

ッ
ク
カ
、
歌、

梓
弓
ハ
ツ
ヘ
キ
身
ト
ハ
恩
ハ
ネ
ト
カ
ネ
テ
ナ
キ
名
ノ
カ
ス
ニ

コ
ソ
イ
レ
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過
去
帳
ニ
ツ
ケ
テ
モ
ラ
フ
テ
モ
、
信
不
退
ノ
帳
ニ
ツ
ケ
テ
モ
ラ

*
 

ハ
ヌ
ト
、
炎
(
悶
)
魔
サ
マ
ノ
帳
ニ
ツ
ク
ソ
ヤ
。
ス
ル
ト
地
獄
チ

ヤ
ソ
へ

。
大
谷
へ
骨
ヲ
オ
サ
メ
テ
モ
、
祖
師
ノ
御
喜
ナ
サ
ル
、

ハ
、
極
楽
へ
マ
イ
リ
タ
胴
カ
ラ
ノ
骨
ス
ク
ナ
ク
テ
、
地
獄
ノ
ヌ
ケ

カ
ラ
ノ
骨
カ
タ
ン
ト
ア
ラ
フ
。
聖
人
サ
マ
ノ
御
カ
タ
ミ
チ
ヤ
ソ
ャ
。

コ
、
ノ
亭
主
ハ

、
死
テ
ア
ト
ハ
ト
ウ
ス
ル
。
ア
ト
ハ
ト
ウ
モ
ナ
ラ

フ
カ
、
信
心
カ
ナ
イ
カ
、
往
先
ヲ
ト
ウ
ス
ル
。

{親
驚
聖
人
絵
伝

信
心
争
論
ノ
段

{
l
】
O
吾
祖
。

o
聖
信
房
堪
空
・
勢
観
(
房
脱
カ
)
源
智

・
念
仏

房
念
阿
也
。

*
 

O
五
口
祖
ノ
背
后

(後
)

ハ
、
住
蓮

・
安

楽

成

党

・
隆

寛

聖

空

善

恵

也

。』
(
vm
オ
)
聖
道
門
テ
ハ
、
一
法
ニ
オ
イ
テ
、
生
滅

ノ
智
見
ヲ
ナ
セ
ハ

、
小
乗
ノ
信
無
生
ノ
智
見
、
大
乗
ノ
信
無
碍
ノ

第
八
図

(第
二
幅
)
信
心
静
論



智
見
、
通
教
ノ
信
無
作
ノ
智
見
。
円
如
ノ
信
法
ハ
、
一
苦
集
滅
ナ

レ
ト
モ
、
ソ
ノ
智
見
ノ
浅
深
ニ
ヨ
リ
テ
、
信
心
ニ
浅
ト
深
ト
ア
ル
。

依
テ
元
祖
ハ
師
匠
タ
ケ
ノ
信
心
、
弟
子
ハ
弟
子
タ
ケ
ノ
信
心
ト
オ

中
小
り

J
hy

モ
フ
テ
御
坐
ル
者
ユ
ヘ
チ
ヤ
。
歌、
ド
ロ

心
得
テ
居
ナ
カ
ラ
ス
ヘ
ル
雪
ノ
道
可
弁
知
。

*
 

争
論
ノ
コ
ト
可
弁
。
源
杢
師
出
テ
、
御
判
談

(断)。

同
行
カ
、

本
堂
テ
安
心
ノ
間
違
話
シ
。
直
ニ
住
持
カ
出
テ
問
セ
ヨ
ト
云
フ

コ
ト
。
源
先
エ
カ
信
心
モ
、
善
信
一
房
ノ
信
心
モ
、
此
ノ
モ
カ
有
難
。

本

我
々
モ
チ
ヤ
。
町
内
ニ
五
人
組
ノ
中

(仲
)
間
へ
這
入
テ
サ
へ
、

袴
ノ
ス
レ
ル
コ
ト
ヲ
ワ
ス
レ
テ
喜
フ
。
今
ハ
信
心
ノ
仲
間
入
レ
。

極
楽
ノ
参
会
ノ
正
客
等
。

悔
ミ
ニ
行
テ
是
非
モ
ナ
イ
コ
ト、

一一一一一円。

花
ヲ
ミ
テ
モ
、
一
一
打川。

『御
文
寧
」
』
(
凶
ウ
)
ニ

、
ヒ
ト
タ
ヒ
モ
タ
レ
モ
カ
レ
モ
ト
兼
ル

コ
ト
。
今
モ
ソ
レ
チ
ヤ
。
源
空
カ
信
心
モ
等
。
ナ
セ
ニ
一
ツ
チ

ャ
。
出
処
カ
一
ツ
ユ
ヘ
、
小
判
ハ
大
名
カ
判
テ
モ
六
十
目
、
人
カ

ヒ
ロ
フ
テ
モ
《
江
戸
金
テ
》
六
十
目
。
十
八
願
ノ
金
坐
ヨ
リ
出
タ

信
心
ノ
小
判
等
。
持
タ
モ
ノ
カ
ド
コ
ヤ
ラ
違
フ
。
ア
タ
マ
カ
金
ネ

ヒ
カ
リ
モ
セ
ヌ
カ
等
。
信
心
ノ
金
持
モ
遠
ソ
ヤ
。
色
ニ
モ
ソ
ノ
ス

カ
タ
ハ
ミ
ユ
ル
ナ
リ
。
世
間
テ
ハ
、
違
タ
コ
ト
ヲ
、
月
ト
ス
ツ
ホ*
 

ン
、
下
駄
ト
焼
味
噌
。
親
ト
子
ノ
違
ヒ
ハ
、
清
盛
ト
重
盛
。
将
基

(棋
)
ノ
駒
テ
ハ
香
車
ト
角
。
虫
テ
云
へ
ハ
、
蜂
ハ
ア
ヲ
ム
イ
テ

ブ
ウ
/
¥
ト
穴
へ
入
ル
。
蟻
ハ
ウ
ツ
ム
ケ
ニ
ス
ボ
/
¥
ト
入
。
歌、

丸
盆
ニ
豆
腐
ヲ
イ
レ
テ
行
ク
チ
ン
パ
丸
シ
四
角
シ
長
シ
短
シ

種
々
違
タ
コ
ト
モ
ア
ル
。
人
間
テ
ハ
、

天
子
サ
マ
ト
乞
食
ホ
ト
ノ

違
タ
コ
ト
ハ
ナ
ィ
。
彼
方
タ
ハ
雲
ノ
上
人
、
コ
ナ
タ
ハ
コ
モ
ノ
ウ

ヱ
人
。

{
2
}
爾
レ
ト
モ
、
乳
ハ
カ
リ
ハ
一
ツ
チ
ャ
。
御
太
子
サ
マ
モ
乳

ニ
砂
糖
ハ
イ
レ
ラ
レ
ヌ
。
』
(
打
オ
)
乞
食
ノ
子
ノ
乳
チ
ヤ
ト
テ
、

唐
辛
ノ
昧
モ
セ
ヌ
。
母
ノ
慈
悲
ニ
モ
二
ツ
ハ
ナ
イ
。
此
乳
ヲ
ノ

ミ
、
初
メ
タ
ハ
イ
ツ
チ
ヤ
。
オ
ホ
ヘ
タ
人
ハ
ナ
イ
。
先
ツ
母
カ
産

落
シ
、
七
日
ハ
カ
リ
苦
五
香
ヲ
ノ
マ
セ
、
胎
内
ノ
毒
ヲ
下
シ
、
ソ

レ
カ
ラ
乳
合
セ
ト
テ
、
三
ツ
凹
ツ
ニ
モ
ナ
ル
近
所
ノ
子
供
ニ
ノ
マ

セ
、
ソ
レ
カ
ラ
生
レ
タ
子
ヲ
フ
ト
コ
ロ
ニ
タ
キ
、
左
リ
ノ
手
テ
堅

ヒ
口
ヲ
ア
ケ
、
右
ノ
手
テ
乳
房
ヲ
モ
チ
、
シ
ユ
ツ
ト
シ
ホ
リ
コ

*
 

ム
処
ロ
ヵ
、

一
念
帰
命
チ
ヤ
。
ソ
ノ
后

(後
)
ハ
児
子
カ
乳
味
ヲ

*

*

 

シ
リ
テ
、
少

(
小
)
ヒ
口
チ
テ
乳
房
ヲ
加
(
怪
)
へ

、
ク
ツ
/
¥

/
¥
ト
ノ
ム
ソ
ヤ
。
先
ツ
始
メ
ハ
、
御
宿
善
ノ
五
香
ヲ
ノ
マ
セ
、

雑
行
自
力
ノ
胎
毒
ヲ
下
シ
等
。
サ
ア
、
呑
ハ
シ
メ
タ
コ
ト
ヲ
覚
へ

ハ
ナ
イ
。
母
ハ
知
テ
居
ル
。
仏
ハ
シ
ル
。
衆
生
ハ
覚
ヘ
ヌ
。
ソ
コ

テ
乳
ハ
母
ノ
懐
ロ
ニ
ア
リ
ナ
カ
ラ
、
母
ノ
呑
ノ
チ
ヤ
ナ
イ
。
子
ノ

養
育
チ
ヤ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
ノ
乳
モ
爾
リ
。
『
行
巻
』

-
一
、
如
来

*
 
巳

(巳
)
ニ
発
願
シ
テ
回
=
施
衆
生
一ノ
行
也
。
ソ
レ
テ
乳
ハ
右
ト

左
リ
ト
形
チ
ハ
二
ツ
。
出
ル
乳
汁
ハ
一
ツ
也
。
光
寿
ノ
二
ッ
、
出

ツ
ル
』
(
打
ウ
)
乳
汁

ハ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
一
ツ
チ
ヤ
。
御
恩
ウ
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レ
シ
ヤ
ノ
味
ハ
カ
ハ
ラ
ヌ
。
夜
テ
モ
昼
テ
モ
、
夏
テ
モ
不
暑
、
冬

テ
モ
不
冷
、
同
シ
加
減
チ
ヤ
。
乳
ハ
歯
ノ
ナ
イ
子
カ
ノ
ム
。
南
無

阿
弥
陀
仏
、
無
歯
ノ
翁
モ
ト
ナ
ヘ
ヤ
ス
ィ
。
南
舌
無
唇
阿
喉
弥
唇

陀
舌
仏
唇
舌
也
。
カ
キ
ク
ケ
コ
ノ
牙
歯
音
ナ
ク
等
。

ソ
シ
テ
乳
ニ
、
母
ノ
食
シ
タ
ル
飯
モ
汁
モ
、
平
モ
謄
モ
焼
物
モ
、

皆
ナ
寵
ル
ナ
リ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
ニ
ハ
、
万
善
万
行
ミ
ナ
コ
モ
ル

ナ
リ
。
母
食
ノ
辛
モ
苦
モ
、
甘
フ
ナ
リ
テ
乳
味
ニ
出
ル
。
因
位
ノキ

銀
難
辛
苦
、
皆
ナ
南
無
阿
弥
陀
仏
ニ
ナ
リ
テ
甘
フ
、
ソ
シ
テ
、
少

(
小
)

ヒ
子
カ
泣
テ
居
ル
ト
キ
モ
、
直
一
ク
ニ
引
抱
へ
テ
、
乳
房
ヲ

フ
ク
メ
ル
ト
、
鼻
ヲ
ク
ツ
/
¥
云
ハ
シ
テ
呑
ソ
ャ
。
ホ
シ
ヤ
オ
シ

ヤ
ト
、
泣
サ
カ
ツ
テ
居
ル
ト
キ
モ
、
大
悲
ノ
親
カ
、
南
無
阿
弥
陀

仏
ノ
乳
ヲ
フ
ク
メ
テ
下
サ
ル
ト
、
煩
悩
ノ
鼻
ク
ツ
/
¥，ィ
ワ
セ
テ
、

南
無
阿
弥
陀
仏
/
¥
ト
称
ル
ソ
ヤ
。
夜
ノ
寝
シ
ナ
ノ
ソ
へ
乳
モ
、

乳
フ
サ
ク
ワ
ヘ
テ
寝
入
、
』
(
四
オ
)
同
行
中
モ
、
夜
ノ
ネ
シ
ナ

ニ、

南
無
阿
弥
陀
仏
御
称
名
ヲ
、
ソ
ヘ
乳
ニ
ス
ル
ソ
ャ
。

阿
弥
陀
仏
ト
声
ニ
ト
ナ
ヘ
テ

〈
マ
〉
ト
ロ
マ
ン
永
キ
寝
リ
ト

元
祖

ナ
リ
モ
レ
ツ
ラ
ン

此
イ
ワ
レ

ユ
ヘ
ニ

、
太
子
サ
マ
モ
乞
食
ノ
子
モ
問
シ
イ
ワ
レ
。
源

先
エ
カ
信
心
モ
、
善
信
房
カ
信
心
モ
、

母
親
ノ
フ
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
南

無
阿
弥
陀
仏
ノ
信
心
也
。
サ
ラ
ニ
カ
ハ
ラ
ヌ
他
力
回
向
。
信
心
カ

ワ
ラ
ハ
、
ワ
カ
マ
イ
ラ
ン
浄
土
へ
ハ
、
ヨ
モ
マ
イ
リ
タ
マ
シ
。
ョ

ク
/
¥
コ
、
ロ
ヱ
ラ
ル
ヘ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
未
来
ハ
別
々
可
知
。

{
3
}
O
松
ハ
、
元
祖
ノ
信
心
ト
、

(
五
ロ
脱
カ
)
祖
ノ
信
心
ト

一
ツ

本

ナ
リ
ノ
タ
ト
へ
。
慈
童
(
道
)
法
親
王
歌
、

染
カ
ヌ
ル
時
雨
ハ
余
所
ニ
ス
ク
レ
ト
モ

ツ
レ
ナ
キ
松
ニ
ノ
コ

ル
コ
カ
ラ
シ

時
雨
ニ
逢
テ
モ
紅
葉
セ
ヌ
ツ
レ
ナ
キ
松
ノ
如
ク
、

三
人
ハ
元
祖
ノ

御
教
化
ノ
時
雨
レ
ニ
逢
ナ
カ
ラ
他
力
ノ
紅
葉
セ
ヌ
松
ノ
知
シ
。
時

雨
ノ
ト
ホ
リ
ス
キ
テ
ヨ
リ
ア
ト
ニ
、
木
枯
ノ
ノ
コ
ル
如
ク
、
師
ノ

サ
リ
玉
フ
ア
ト
ニ
ハ
、
サ
ワ
/
t
¥
思
ヒ
、
又
云
フ
等
。

{4
}
O
雑
木
ノ
ア
イ
タ
ニ

、

ハ
ゼ
ノ
テ
リ
葉
カ
ア
ル
。
ウ
ル
シ

ノ
木
也
。
楓
ヨ
リ
ア
カ
シ
。
』
(
国
ウ
)
「
セ
ウ
遥
院
ノ
歌
集
』

ニ、

松
枝
ノ
木
ノ
問
ヲ
出
ル
紅
葉
々
ハ
夕
、
一
入
ニ
深
キ
色
カ
ナ

ハ
ゼ櫨
ハ
別
シ
テ
秋
ノ
諸
木
ノ
中
ニ
モ
赤
フ
ナ
ル
。
三
百
八
十
余
人
ノ

雑
木
ノ
中
ニ
モ
、
五
回
祖
ハ
他
力
信
心
ノ
色
深
ク
、
格
別
ニ
テ
リ

ヵ
、
ャ
キ
玉
フ
ハ
、
ハ
ゼ
ノ
葉
ノ
照
ル
如
ク
チ
ャ
。

マ
ノ}
O

マ
タ
少
々
ウ
ス
キ
照
業
ハ
、

聖
覚

目
信
先
エ

・
熊
谷
ナ
リ
。

「拾
遺
集
」
ノ
歌
、

一一光

モ
ミ
チ
葉
ノ
ウ
ス
キ
モ
コ
キ
モ
自
ラ
心
ロ
ノ
ウ
チ

ニ
分
テ
コ

ソ
ミ
レ
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本

見
訳
ケ
手
ハ
元
祖
ナ
リ
。
信
心
争
論
ハ
建
武
(
永
)
元
年
八
月
十

六
日
ナ
リ
。

{
6
}
O
萩
ノ
咲

コ
ロ
ナ
リ
。
今
師
三
十
四
歳
。
元
祖
ト
我
祖
ト

信
心
一
致
ノ
旨
ヲ
示
シ
テ
、
一
本
ト
ノ
萩
ヲ
画
ケ
リ
。
萩
ニ
ナ
ソ



ラ
ヘ
テ
三
徳
ヲ
ア
ク
。

一
ニ
、
示
信
機
徳
。
歌、

身
ヲ
モ
ナ
ヲ
思
ヒ
ハ
ス
テ
シ
秋
ハ
キ
ノ
花
モ
古
校
ニ
咲
キ
ナ

レ
シ
ソ
ト
、

萩
ハ
フ
ル
枝
ト
テ
ス
テ
ラ
レ
ヌ
。
秋
ヲ
向
ヘ
タ
レ
ハ
花
カ
サ
ク
。

凡
夫
ノ
古
校
モ
、
宿
善
ノ
秋
ヲ
ム
カ
ヘ
タ
レ
ハ
、
ヵ
、
ル
モ
ノ
ヲ

モ
御
助
ソ
ト
、
信
心
ノ
花
カ
サ
ク
。

{
7
}
二
、
信
法
徳
ヲ
示
ス
。
『
風
雅
集
』

ニ
、
安
嘉
門
院
、

ワ
レ
モ
マ
タ
萩
ノ
下
校
』
(
印
オ
)
ノ
秋
ナ
ラ
ン
モ
ト
ノ
コ
、

ロ
ヲ
人
ノ
問
ヘ
カ
シ

萩
ノ
花
カ
サ
キ
タ
フ
テ
モ
、
ヒ
ト
リ
テ
ニ
咲
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
必

ス
校
ヲ
カ
リ
テ
サ
ク
。
吾
木
ノ
信
心
ハ
、
弥
陀
本
願
ノ
枝
ヲ
カ
リ

テ
咲
、
不
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
依
テ
、
花
ハ
去
年
宿
カ
リ
テ
咲
セ
テ
モ
ラ
ヒ
、

校
ノ
恩
ヲ
知
リ
、
今
年
モ
去
年
ノ
古
枝
ニ
咲
ク
。
人
間
カ
如
来
広

大
ノ
思
ヲ
不
知
ハ
、
萩
ノ
花
ニ
ハ
オ
ト
ル
ソ
ト
ナ
リ
。

本

{
8
]
一二

ニ
、
示
信
心

一
致
。
『
統
選

(撰
)
択

(一

字
桁
字
)
吟
』

二
巻
、
政
為
卿
、

咲
シ
ヨ
リ
色
ヲ
ヒ
ト
ツ
ニ
ナ
カ
メ
ケ
リ
水
ノ
古
江
モ
花
ノ
色

カ
ナ

池
ノ
水
ハ
翠
ナ
レ
ト
モ
、
岸
ノ
萩
ノ
咲
テ
紫
ナ
ル
ヵ
、
水
ニ
ウ
ツ

リ
テ
紫
ニ
ナ
リ
、
水
モ
紫
、

一
様
ニ
ナ
リ
タ
。
元
祖
ノ
紫
カ
、
我

祖
ノ
池
水
ニ
ウ
ツ
リ
テ
、
信
心
一
致
ノ
紫
ニ
ナ
リ
タ
。
紫
金
蓮
台
。

【

9
}
O
妻
戸
ニ
雀
ノ
画
ハ
、

秋
ノ
回
ノ
刈
穂
ノ
ア
ト
ノ
村
雀
モ
ト
メ
ア
ル
身
ハ
サ
ハ
カ
シ

キ
カ
ナ

往
生
ヲ
願
ヒ
求
ム
ル
三
人
ハ
爾
リ
。
雀
ノ
サ
ハ
カ
シ
キ
カ
如
、
ン
。

{叩】

O
扉
風
ノ
山
水
ハ
、

高
根
ナ
ル
山
ハ
オ
チ
コ
チ
カ
ハ
レ
ト
モ
流
ハ
オ
ナ
シ
谷
川
ノ

水

可
弁
合
。
』
(
川口
ウ
)

{日
}
O
サ
テ
此
三
人
ノ
中
、
勢
観
房
源
智
ハ
元
祖
御
寵
愛
也
。

元
祖
ノ
カ
ク
シ
子
ナ
リ
ト
、
世
間
ニ
晦
ス
ル
ナ
リ
。
平
家

一
門
帰

*
 

依
ア
リ
テ
、
内
大
臣
重
盛
ハ
シ
メ
、
薩
摩
守
忠
則

(度
)
ナ
ト
モ

西
国
へ
落
ル
前
晩
一
一
、
歌
師
匠
俊
成
卿
ノ
館
へ
行
、
「
『千
載
集
』

*

*

 

ヲ
御
選

(撰
)
ト
承
ル
。
カ
ネ
/
¥
読

(
詠
)
ミ
オ
キ
シ
、

漣
ヤ
志
賀
ノ
都
ハ
ア
レ
ニ
シ
ヲ
ム
カ
シ
ナ
カ
ラ
ノ
山
桜
カ
ナ

*
 

御
入
下
サ
レ
ョ
。」
ト
。
「
勅
諌
(
勘
)
ノ
身
ナ
レ
ハ
、
詠
人
不
知

ト
シ
テ
入
ン。
」
ト
受
合
フ
。
大
ニ
喜
ヒ
、
夫
ヨ
リ
元
祖
ニ
来
リ

テ
往
生
ヲ
ト
フ
。
「
南
無
阿
弥
陀
仏
ト
打
込
カ
ナ
。
ソ
ノ
マ
、
ニ

敵
モ
味
方
モ
西
ヘ
コ
ソ
ユ
ケ
。
」
ト
御
形
見
ヲ
イ
夕
、
キ
テ
、
御

別
レ
申
タ
ト
ア
ル
。

*
 

越
前
三
位
道

(通
)
盛
、
カ
ネ
テ
元
祖
ヲ
御
帰
依
。
平
家
サ
カ
ン

ノ
ト
キ
館
タ
へ
招
待
。
夫
婦
御
教
化
ニ
ア
ツ
カ
ラ
レ
タ
。
此
勢
観

*
 

坊
ハ
道

(通
)
盛
ノ
タ
ネ
ナ
リ
。
北
ノ
方
ハ
小
宰
相
ノ
局
。
平
家

没
落
ノ
ト
キ
、
元
祖
ヲ
タ
ノ
ミ
吉
水
ニ
来
リ
隠
レ
玉
フ
。
産
オ
ト

*
 

シ
テ
后

(後
)
チ
入
水
ス
。
遺
言
ニ
ヨ
リ
テ
、
元
祖
ヒ
サ
ノ
上
ニ

ri朗l伝私考』291 



*
 

テ
育
テ
玉
フ
。
」
(
却
オ
)
『
選
択
集
」
附
属
ノ
ト
キ
、
縁
(
縁
)
側*
 

ニ
児
一
人
ミ
ヱ
ル
。
勢
観
ナ
リ
ト
古
来
云
伝
。
時
ニ
カ
ノ
三
位
道

(
通
)
盛
、
カ
ネ
/
¥
参
内
ノ
折
柄
、
上
西
門
院
ノ
宣
女
小
宰
相

本

ノ
局
ト
云
ハ
、
頭
ノ
刑
部
則
(
愈
)
方
ノ
娘
二
シ
テ
、
禁
中
ノ
第

本

一
ノ
美
女
ナ
リ
ト
聞
へ
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
道
(
通
)
盛
、

我
恋
ハ
細
谷
川
ノ
丸
木
橋
フ
ミ
カ
ヘ
サ
レ
テ
ヌ
ル
、
袖
カ
ナ

*
 

ト
云
フ
文
モ
ラ
ヒ
、
小
寄

(
宰
)
相
ノ
局
オ
ト
シ
ケ
レ
ハ
、
門
院

ノ
御
前
へ
出
ル
ニ
、
コ
レ
ハ
ウ
ラ
ミ
ノ
歌
、
ア
マ
リ
ツ
レ
ナ
ク
ス

ル
モ
女
ノ
道
ナ
ラ
ス
、
自
ラ
返
歌
シ
テ
ツ
カ
ハ
サ
ン
ト
テ
、

我
恋
ハ
細
谷
川
ノ
丸
木
橋
フ
ミ
カ
へ
シ
テ
ハ
落
サ
シ
メ
ハ
ヤ

*
 

ト
、
道

(
通
)
盛
ハ
一
一
一
十

ニ
シ
テ
、
生
田
ノ
森
二
、
近
江
ノ
源
三

成
綱
ノ
為
ニ
討
レ
、
局
ハ
二
十
二
歳
、
ト
モ
ニ
相
果
冥
土
ノ
ツ
レ

ト
ハ
オ
モ
へ
ト
モ
、
胎
内
ニ
ワ
ス
レ
カ
タ
ミ
ノ

一
子
ヲ、

苧
ミ
ケ

レ
ハ
ト
テ
相
果
テ
¥
母
子
ト
モ
ニ
冥
キ
ヨ
リ
冥
キ
ニ
迷
モ
ホ
ン

イ
ナ
ラ
ス
ト
、
夫
レ
ヨ
リ
元
祖
へ
マ
イ
リ
、
世
ヲ
忍
フ
身
ヲ
カ
コ

チ
、
御
カ
ク
マ
イ
ニ
ア
ツ
カ
リ
、
御
庵
室
ニ
テ
十
月
満
テ
出
産
。

ヵ
、
ル
御
恩
フ
カ
キ
勢
観
ナ
レ
ト
モ
、
宿
善
ナ
キ
ハ
、
」
(
却
ウ
)

元
祖
ノ
信
ト
我
信
ト
ハ
ワ
カ
ル
卜
了
解
イ
タ
サ
レ
タ
リ
。
今
我
人

ハ
六
百
余
年
ノ
末
ナ
レ
ト
モ
、
信
心
一
致
ノ
旨
ヲ
解
シ
テ
、
同
シ

浄
土
へ
参
ル
コ
ト
、
可
喜
、
司
信
。

{親
鷲
聖
人
絵
伝

第
九
図
(
第
二
幅
)
入
西
鑑
察

・
定
禅
夢
想

入
西
房
鑑
察
ノ
段

本

{
l】

O
祖
師
七
十
歳
。

O
入
西
方
(
房
)
。

o
蓮
位
房
。

師
ハ
水

ノ
如
ク
、
弟
子
ハ
魚
ノ
如
ク
、
遠
慮
ニ
及
ヌ
/
¥
。

ミ
ナ
人
ノ
カ
ク
シ
ヲ
キ
ツ
ル
罪
谷
ヲ
シ
ル
ゾ
仏
ノ
心
ロ
ハ
ロ
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カ
ン
日
ヲ
ヘ
ッ
、
フ
カ
ク
ナ
リ
ユ
ク
紅
葉
々
ノ
色
ニ
ソ
秋
ノ
ホ
ト

ハ
シ
リ
ケ
ル

{2
}
入
西
心
ヲ
見
ヌ
カ
レ
、
恥
入
タ
ル
貌
ノ
紅
葉
ノ
イ
ロ
ヲ
、

コ
ノ
紅
葉
ニ
知
ラ
セ
リ
。

{
3
}
O
朝
貌
ハ
、
定
禅
ノ
朝
ハ
ヤ
ク
来
レ
ル
ヲ
シ
ラ
セ
テ
函
ク
。

*
 

一4}
O
犬
ノ

コ
ト
ハ
、
コ
レ
ハ
一
往
ノ
説
。
后

(後
)
チ
ニ
委
ク

弁
ス
ル
。

マ
ノ}
定
禅
ノ
夢
ハ
、
「
善
光
寺
ノ
本
願
ノ
御
坊
コ
レ
ナ
リ
。
」
ト

驚
キ
敬
フ
ハ
、
此
ノ
ス
、
キ
ノ
穂
ノ
タ
カ
ク
秀
テ
、
風
ニ
ナ
ヒ
、

テ
人
目
ニ
見
ワ
ケ
ル
ニ
タ
ト
フ
。
」
(
幻
オ
)

咲
マ
シ
ル
千
草
ハ
ミ
ヘ
デ
白
砂
ノ
尾
花
ハ
カ
リ
ソ
月
ニ
ミ
へ

ケ
ル

外
ノ
草
ノ
紫
モ
、
昼
ハ
ワ
カ
レ
ト
モ
夜
ハ
ワ
カ
ラ
ス
。
ス
、
キ
ハ

カ
リ
ハ
夜
モ
ミ
ワ
ケ
ラ
ル
、

。
他
流
ノ
祖
師
ハ
上
代
ノ
昼
コ
ソ
ミ

ユ
レ
。
末
代
ノ
夜
ハ
ヒ
カ
リ
ハ
ナ
ィ
。

{6
}
天
台
ニ
ハ
直
ニ
徳
ニ
付
、
空
仮
中
ノ
三
諦
ヲ
観
ス
ル
ハ
附*
 

法
観
。
又
ハ
事
々
物
々
眼
前
ノ
コ
ト
ニ
ヨ
ソ
ヱ
観
ス
ル
ハ
、
柁



*
 

(
托
)
事
観
也
。
今
一
々
草
木
ニ
ヨ
ソ
ヘ
テ
安
心
ヲ
示
ス
ハ
、
柁

(托
)
事
観
ニ
同
シ
。
書
写
ノ
性
空
、
馬
士
カ
ク
ツ
ヲ
ハ
カ
ス
ニ
、

「
足
々
。
」
ト
云
フ
、
「
イ
ツ
レ
ノ
馬
ソ
。
」
ト
問
、
「
府
生
殿
ノ
馬

也
。
」
サ
テ
ハ
、
馬
士
サ
へ
阿
字
観
ヲ
ナ
ス
。
阿
字
本
不
生
也
。

蓮
師
ハ
、
病
中
ニ
空
善
カ
品川
ヲ
ア
ケ
レ
ハ
、
法
ヲ
キ
ケ
/
¥
ノ
催

促
。
山
科
西
宗
寺
ハ
放
鷺
山
ナ
リ
。
我
々
ハ
妻
ヤ
子
ヲ
、
先
達
ハ

催
促
。

{
7
}
簸
ノ
朝
貌
。
慈
鎮
、

ク
レ
ユ
ケ
ハ
モ
ト
ノ
垣
根
ニ
カ
ヘ
ル
ラ
ン
夕
、
一
時
ノ
朝
貌

ノ
+
化

我
祖
モ
ハ
ヤ
七
十
歳
、
朝
貌
ノ
サ
カ
リ
ア
タ
ナ
ル
如
ク
、
何
時
モ

シ
レ
ヌ
故
ニ
、
入
西
』
(
幻
ウ
)
御
影
ヲ
ネ
カ
フ
モ
、
イ
ソ
カ
ル
、

也
。一8}
シ
ナ
ノ
ナ
ル
ホ
ヤ
野
ノ
ス
、
キ
穂
ニ
イ
テ
、
引
ハ
カ
レ
ン

君
ニ
ソ
ヒ
ケ
ン

*
 

ソ
ム
カ
ヌ
コ
、
ロ
、
入
西
方

(
房
)
、
写
シ
ト
リ
度
ハ
ウ
ツ
シ
ト
レ
。

ア
ヘ
テ
ソ
ム
キ
王
ハ
ヌ
御
心
ノ
柔
和
ナ
コ
ト
ヲ
タ
ト
ヘ
タ
リ
。
又

常
陸
ノ
国
ニ
行
カ
ハ
、
ヒ
カ
レ
テ
行
フ
ソ
ヨ
ト
也
。

一Oノ}
O
菊
ハ
、

ツ
ユ
シ
モ
ノ
色
ヲ
カ
サ
ネ
テ
ユ
ク
春
ノ
ノ
コ
ル
カ
タ
見
ニ
サ

ケ
ル
白
菊

花
ノ
隠
逸
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
御
在
世
ノ
春
ハ
、
花
モ
ア
リ
香
モ
ア

レ
ト
モ
、
七
十
歳
ノ
今
ハ
、
御
生
涯
御
名
残
ニ
ノ
コ
サ
セ
玉
フ
御

影
ハ
、
菊
ノ
コ
ト
ク
也
。
年
中
ノ
露
霜
ヲ
ウ
ケ
テ
咲
菊
ノ
如
ク

ナ
リ
。
菊
ハ
白
ト
赤
ト
紫
ト
黄
ト
四
色
。
ソ
ノ
上
二
葉
ハ
ス
ヘ
テ

青
色
。
合
シ
テ
五
色
ハ
、
真
宗
ノ

一
流
五
派
ト
ナ
ル
表
示
也
。

*
 

{
叩
】
ト
キ
ニ
入
西
ノ
望
ミ
ヨ
リ
御
機

(
寄
)
附
セ
ラ
レ
、

今
モ

夢
二
マ
カ
セ
テ
御
一
類
ハ
カ
リ
。
翌
年
七
十
一
歳
ニ
シ
テ
、
御
彫
刻

カ
本
廟
ノ
御
真
影
也
。

「
身
ノ
カ
ハ

リ
ヲ
ト
ラ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
妨
ケ
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
人
ナ
シ
。

*
 

努
/
¥
ワ
ツ
ラ
ヒ
』
(
辺
オ
)
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
。
后

(後
)
ノ
カ
タ

ミ
ニ
、
コ
ノ
文
ヲ
ツ
カ
ワ
シ
候
ナ
リ
。
ア
ナ
カ
シ
コ
/
¥
。
寛
元

元
年
十
二
月
廿

一
目
、
弥
女
へ
釈
親
鷲
」

*
 

此
ノ
ユ
ツ
リ
文
ハ
高
田
ニ
ア
リ
ト
云
フ
。
后

(後
)
チ
御
往
生
。

三
十
三
間
堂
ノ
門
ノ
マ
ヘ
ヲ
東
半
里
ハ
カ
リ
、
延
仁
寺
-
一
葬
送
。

今
ニ
旧
跡
ア
リ
。
正
骨
二
十
五
粒
ヲ
、

十
六
粒
ハ
御
弟
子
へ
御
分

骨
、
余
ハ
大
谷
へ
納
メ
、
小
骨
ト
御
胴
骨
ハ
ク
タ
キ
テ
、
添
ニ
和

シ
テ
塗
リ
申
シ
テ
、

一
天
無
二
ノ
御
真
影
等
。

{
日
}
信
濃
路
ヤ
仏
ノ
御
国
ヨ
キ
ヒ
カ
リ
月
ホ
カ
ラ
〈
カ
ニ
〉
照

ス
蕎
麦
畑

善
光
寺
ノ
本
願
御
坊
コ
レ
ナ
リ
。
毘
奈
耶
城
、
月
蓋
長
者
娘
、
十

三
歳
疫
病
ノ

コ
卜
。
釈
迦
ノ
カ
ラ
ニ
モ
及
ハ
ス
。
一

七
日
西
方
ヲ

念
ス
。
村
中
念
仏
ス
ル
。
月
蓋
ノ
門
上
空
ニ

、
三
尊
来
迎
。
釈
迦

モ
阿
難
・
目
連
御
見
舞
。
病
平
愈
ス
。
御
形
タ
ヲ
ト
メ
奉
ン
ト

『御伝私考j293 



願
フ
。
閤
浮
檀
金
ヲ
、
目
連
竜
宮
へ
』
(
辺
ウ
)
貰
ヒ
ニ
ツ
カ
ス
。

二
仏
ノ
光
明
子
ン
テ
、
融
合
三
尊
出
来
。
次
生
ハ
月
蓋
、
百
済
聖

明
王
、
日
本
テ
ハ
本
田
善
光
。
都
へ
ノ
ホ
リ
難
波
ノ
池
ニ
テ
等
。

臼
ノ
上
ニ
安
置
ノ
コ
ト
。
善
助
堕
獄
、
皇
極
天
皇
ノ
コ
ト
。
ソ
ノ

如
来
ハ
御
開
山
サ
マ
等
。
ソ
ノ
善
光
寺
へ
往
テ
拝
レ
ル
カ
拝
メ
ヌ
。

ソ
ノ
如
来
カ
分
身
シ
テ
、
祖
師
へ
ア
タ
ヘ
玉
フ
。

{
ロ
}

『御
一
代
記
』
ニ、

他
宗
ニ
ハ
名
号
ヨ
リ
画
像
等
。
ソ
ノ
名

号
聞
ウ
ル
一
念
カ
、
心
ロ
ニ
真
仏
ヲ
オ
カ
ン
タ
ノ
チ
ヤ
。
子
ノ
母

ヲ
オ
モ
フ
如
ク
ニ
テ
等
。
現
前
恥
当
来
跡
仏
心
者
大
慈
悲
是
。

御
助
ケ
カ
キ
コ
ヘ
タ
一
念
カ
、
真
仏
ヲ
拝
ン
タ
ノ
チ
ヤ
。《
心
付

テ
可
見
。》

拝
ン
タ
ハ
カ
リ
ヵ
、
追
付
自
身
モ
極
楽
テ
無
蔵
寿
如

来
サ
マ
チ
ヤ
。
ミ
ク
シ
ハ
カ
リ
ノ

コ
ト
。
二
説
挙
尊
略
卑
。
肩
一
カ

ラ
下
ハ
着
物
テ
カ
ク
ス
。
入
者
惟
一
箇
之
小
天
地
ト
云
フ
カ
、
イ

ヵ
サ
マ
サ
フ
チ
ヤ
0

1

-

*
 

{
日
}
此
間
タ
ニ
、
昨
わ
れ
わ
o

天
地
森
羅
万
像
(
象
)
カ
能
ル
。
ア

タ
マ
ノ
丸
イ
カ
天
、
』
(
お
オ
)
両
眼
カ
日
月
、
鼻
カ
山
、
穴
ハ
凹

ウ
y

{八
、
口
ノ
口
答
。
鼻
口
ヨ
リ
、
フ
ウ
/
¥
ノ
息
ハ
風
。
風
々
引
セ

キ
ハ
雷
。
オ
コ
リ
震
フ
ハ
地
震
。
ノ
ホ
セ
ル
、
ク
ワ
ッ
ト
ス
ル
ノ

ハ
皐
ハ
ツ
。
汗
セ
ノ
出
ル
ト
キ
ハ
洪
水
。
耳
ノ
穴
二
、
鼻
ノ
穴
*

*

 

二
、
口
ノ
穴

一
ツ
テ
仕
舞
。
イ
マ
二
ツ
ア
レ
ト
モ
、
チ
ト
六
箇
布

(
カ
敷
)
迷
惑
。
此
七
穴
ハ
七
曜
。
一疾

・
鼻
汁

・
唾
レ
雨
、
歯
石
、

髪
木
、
産
毛
州
、
皮
大
地
ト
シ
テ
見
レ
ハ
、
天
地
ノ
コ
ト
カ
皆
ナ

h
w

(
参
)
ル
。
『
倶
企
乙

一
一
、
離
中
致

刊
合
中
致
時
。
ソ
シ
テ
眼

ハ
一
役
、
内
弁
U
M一一一、

契
飯
ノ
コ
ト
、
口
ハ
三
役
、
息
ト
食
ト
言
ト
、

役
人
カ
四
人
、
喉

・
舌
・
歯
・
唇、

体
中
テ
、
イ
ツ
チ
ヒ
マ
ハ
隣
チ

ャ
。
肩
カ
ラ
上
ハ
貴
ヒ
ユ
へ
、
枕
ノ
台
ニ
ノ
セ
ル
。
肩
カ
ラ
下
ハ

卑
ヒ
ユ
へ
ニ
、
着
物
ヲ
キ
ル
。
南
無
ノ
二
字
カ
御
ク
シ
、
阿
弥
陀*
 

仏
ノ
体
ヲ
略
ス
。
タ
ス
ケ
玉
フ
ハ
彼
方
ニ
御
成
就
。
コ
チ
ニ
全

(
詮
)
サ
ク

ハ
イ
ラ
ヌ
。
南
無
ノ
二
字
ヲ
了
解
セ

ヨ
。
』
(
お
ウ
)

*
 

{)凶}
治
承
四
年
七
月
七
日
、
真
葛
箇

(カ
)
原
ニ
テ
、
元
祖
半

金
色
ノ
善
導
ニ
逢
、
歌
、

年
久
シ
サ
ト
リ
玉
へ
ル
弥
陀
仏
ヲ
仏
ケ
ニ
ナ
サ
ヌ
ワ
カ
コ
、
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ロ
カ
ナ

{口
}
O
此
入
酋
房
唯
円
ハ
、
常
陸
久
慈
郡
大
門
村
枕
石
寺
ノ
開
基
。

*
 

第
二
代
目
カ
入
西
方
(
房
)
唯
円
。
彼
御
開
山
ヲ
槍
ノ
下
ニ
ネ
サ

セ
オ
ツ
タ
親
父
ノ
伴
カ
、
此
入
西
房
チ
ヤ
。
法
如
様
、

大
谷
ノ
流
レ
ニ
口
ヲ
ソ
、
ク
ノ
ハ
石
ヲ
枕
ラ
ノ
カ
ケ
ニ
ソ
ア

リ
ケ
リ

我
々
カ
宿
善
ノ
夜
ノ
明
ル
ヲ
待
兼
ル
ト
仰
ル
コ
ト
チ
ャ
。
元
ト
ハ

近
江
国
ノ
住
人
、
日
野
左
エ
門
頼
秀
ト
云
一
門
ノ
士
ヒ
ナ
リ
。
慨

キ

悔
シ
テ
カ
ラ
ハ
、
金
仏
日
一

(
壇
)
ノ
内
へ

、
如
来
サ
マ
モ
、

『御

和
賛
』
・
『御
文
章
」
モ
御
招
待
申
シ
テ
カ
ラ
、
御
給
仕
申
サ
ヌ
テ

ハ
ナ
ィ
。
ヨ
テ
、
親
驚
ハ
四
十
一
歳
、
十
二
月
三
日
、
初
メ
テ

一

度
雪
ノ
上
ニ
ネ
タ
テ
ハ
ナ
ィ
。
信
ノ
ナ
キ
同
行
ヲ
ミ
レ
ハ
八
寒
ノ



上
へ
等
。
入
西
房
ハ
、
聖
人
四
十
一
歳
ヨ
リ
七
十
歳
マ
テ
、

三
十

*
 

年
御
給
仕
ニ
退
屈
』
(
討
オ
)
モ
セ
ス
。
又
御
滅
后

(後
)
モ
御
絵

ヲ
願
ヒ
、
先
キ
ニ
仕
ヘ
タ
コ
ト
ク
、
御
給
仕
カ
シ
タ
イ
ト
願
ハ
レ

タ
カ
手
本
ナ
リ
。
ソ
レ
ヨ
リ
御
在
世
ノ
御
弟
子
方
へ
モ
御
免
ナ
サ

ル
。
爾
ル
一
一
、
今
マ
ハ
寺
へ
下
サ
レ
テ
、
在
家
へ
御
免
カ
ナ
イ
ト

オ
モ
ハ
レ
ヨ
ヵ
、
左
右
テ
ハ
ナ
イ
ソ
ヘ

。
寺
へ
下
サ
ル
、
ハ
、
ソ

ノ
寺
々
ノ
門
徒
中
へ

下
サ
ル
、
ノ
チ
ヤ
。
ト
キ
ニ
毎
年
/
¥
、
報

恩
議
ニ
阿
弥
陀
サ
マ
ハ
カ
リ
、
御
開
山
へ

ハ
別
ニ
ソ
ナ
ヘ
ヌ
。
此

下
世
説
執
宗
ノ
コ
ト
。

{
凶
}
O
桔
梗
ハ
、
上
人
七
十
歳
、
古
卿
マ
テ
御
丈
夫
ニ
在
ス
コ

ト
ハ
、
此
花
ノ
如
ク
也
ト
。
御
ヨ
ハ
ヒ
ノ
ヨ
ハ
/
¥
シ
キ
コ
ト
ハ、

女
郎
花
ノ
如
ク
ニ
ウ
ツ
リ
玉
フ
等
。

{口
}
O
鶴
ニ
松
ハ
、
裟
婆
ノ
御
化
益
コ
ソ
ハ
八
十
九
年
ナ
レ
。

御
本
地
ハ
極
楽
ノ
阿
弥
陀
如
来
、
千
年
ノ
松
ニ
千
年
ノ
鶴
ノ
如
ク

ナ
リ
。
巣
コ
モ
ル
鶴
ナ
リ
。
歌
ニ

、

万
代
ト
松
ニ
ソ
君
ヲ
祝
ヒ
鶴
千
年
ノ
蔭
ニ
住
ン
ト
オ
モ
ヘ

ハ

素

性

{日】

O

絵
ヲ
弁
ス
ル
ニ
、
附
属
ノ
処
ノ
杉
戸
ニ
燕
。
争
論
ノ
処

ニ
雀
。
此
レ
ハ
、
取
ニ

タ
ラ
』

(
M
ウ
)
ヌ
燕
雀
何
知
鵠
鴻
志
位
一寸。

可
弁
。
浄
土
へ
巣
立
サ
セ
テ
下
サ
ル
コ
ト
。《
歌
》
、

百
年
ト
イ
ク
ル
心
ノ
ハ
カ
ナ
サ
ヨ
弥
陀
ノ
御
国
ハ
無
量
寿
ナ

ル
モ
ノ

{印
}
O
此
犬
ハ
、
歌
、

主
シ
ラ
ヌ
園
部
ノ
里
ニ
来
テ
ミ
レ
ハ
答
へ
ヌ
サ
キ
ニ
犬
ソ
ト

カ
ム
ル

定
善
ハ
初
メ
テ
参
リ
ミ
ツ
ケ
ラ
レ
ヌ
。
先
ニ
ト
カ
ム

ル
体
。
浅
々

*
 
布
(
敷
)
云
方
カ
。
此
ハ
、
三
幅
目
ノ
騒
動
ハ

、
末
世
ノ
狗
法
カ

起
ル
ト
云
コ

ト
ヲ
知
ス
。
私
考
宜
シ
。

{
却
}
又
夕
、
江
州
八
幡
ノ
近
所
ノ
山
中
ニ
、
犬
八
幡
ト
云
フ
ア

リ
。
狩
人
、
道
ノ
ソ
ハ
ニ
寝
ル
。
犬
シ
キ
リ
ニ
袖
ヲ
引
ク
ユ
ヘ

ニ
、
カ
ン
シ
ャ
ク
起
シ
テ
切
殺
ス
。
犬
ノ
首
飛
ン
テ
、
木
ノ
上
ノ

ウ
ハ
、
ミ
ニ
喰
付
殺
ス
。
洞
ヲ
立
テ
、
マ
ツ
ル
也
。
犬
ス
ラ
大
思

ヲ
知
ル
也
。
況
ン
ヤ
人
間
ヲ
ヤ
。
今
入
西
モ
、
恩
ヲ
報
セ
ン
ト
テ
、

御
影
ヲ
願
フ
テ
、
生
涯
給
仕
シ
テ
厚
恩
ヲ
報
セ
ン
為
メ
也
。

【
れ
}

四
幅
ノ
上
ノ
段
、
皆
ナ
本
地
ヲ
顕
シ
、
又
タ
徳
ヲ
ア
ラ
ハ

シ
テ
等
。
四
幅
目
ニ
ハ
、
浄
賀
願
テ
、
ハ
、
キ
ヲ
以
テ
ツ
カ
へ
、

報
恩
ノ
相
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
。
』
(
お
オ
)
虎
ノ
皮
ノ
前
乗
ハ
、
虎
ヲ
以

テ
名
ヲ
残
ス
。
浄
賀
ハ
御
絵
ヲ
カ
キ
テ
末
代
ニ
名
ヲ
ノ
コ
ス
。
令

恩
報
恩
ト
ア
ル
。

【
刀
}

ナ
カ
/
¥
ニ
雲
ヨ
リ
上
ハ
イ
サ
シ
ラ
ス
見
ユ
ル
ハ
カ
リ
モ

高
キ
富
士
カ
ナ

ル

ユ

ヲ

ス

カ

御
影
ヲ
御
残
シ
ハ

、
仮
初
ノ
事
テ
ハ
ナ
イ
。
祭
レ
神
如
レ
在
、

『花

厳
経
」

ニ
ハ
、
真
仏
来
入
本
像
中
。
播
州
性
空
、
六
根
浄
ヲ
得

ル
。
寛
平
法
皇
参
諸
説
法
中
、
貌
シ
カ
メ
、
「
ァ
、
哀
レ
ャ
、
訊
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ノ
泣
声
カ
ス
ル
。
」
家
来
一
民
ヲ
ヒ
ネ
ル
。
兼
実
公
吉
水
へ
御
出
ノ

*
 

節
、
廊
下
ノ
ソ
ハ
ニ
俗

(浴
)
室
、
元
祖
風
巨
ニ
入
リ
上
リ
玉
フ
。

*
 

風
口
白
布
(
敷
)
ノ
上
ニ
足
ノ
ハ
シ
テ
、
浴
衣
ノ
ナ
リ
ニ
テ
居
玉
フ
。

頭
上
ノ
陽
気
光
明
ト
ナ
ル
。
ソ
ノ
コ
ト
ヲ
源
空
光
明
ハ
ナ
タ
シ
ム

生
守
。

*
 

{
M

O
}

正
全

(詮
)
房
画
ス
。
兼
実
内
々
画
セ
玉
フ
。《
此
狩
衣
ノ

*
 

カ
タ
ソ
テ
以
テ
、
正
全

(詮
)
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
画
セ
玉
フ
。》

半
日

ハ
カ
リ
、
元
祖
ト
殿
下
ト
御
附
シ
。
元
祖
、
正
全

(詮
)
ヲ
召
シ

テ
、
「
先
魁
我
像
ヲ
ウ
ツ
サ
セ
テ
ア
ラ
フ
。
」
ト
、
」
(
お
ウ
)
殿
下

御
コ
ト
ハ
リ
、
御
挨
拶
。
御
覧
ナ
サ
レ
テ
、
「
人
ノ
ソ
ハ
ニ
テ
法

然
カ
足
カ
タ
レ
出
ス
筈
ナ
シ
。
絵
ヲ
書

ニ
心
得
ナ
シ
。」
「
改
メ
マ

セ
フ
ヵ
。
」「
ィ
ャ
、
足
ヲ
ヒ
ク
テ
ア
ロ
フ
。
」
ト
、
ミ
テ
居
ル
問
ニ

御
足
ヲ
引
玉
フ
。
浴
衣
ノ
上
へ
ヲ
墨
染
ニ
シ
テ
、
御
袈
裟
ヲ
書
玉

フ
。
嵯
峨
二
尊
院
ノ
足
ヒ
キ
ノ
御
影
ナ
リ
。

*
 

又
、
晃
殿
司
、
看
病
ノ
画
、
母
病
気。

鎌
倉
将
軍
泰
仲

(ト
キ
)

ノ
招
待
ニ
行
ク
。
フ
ス
マ
ニ
自
絵
、
夜
看
病
ノ
コ
ト
。
今
、
晃
殿

司
ハ
夜
ハ
カ
リ
看
病
。
御
開
山
ハ
昼
モ
マ
イ
ラ
ヌ
カ
ト
誘
テ
ク
レ

ル
ニ
、
白
昼
ニ
モ
御
開
山
カ
御
介
抱
。
天
ニ
口
ナ
シ
。
以
レ
人
イ

ワ
シ
ム
ト
テ
、
御
勧
化
ハ
オ
レ
カ
ス
ル
ノ
チ
ヤ
ナ
イ
。
直
ニ
御
関

山
カ
、
口
ヲ
カ
シ
テ
御
勧
化
チ
ヤ
。

{M
}
疑
ヒ
ノ
枕
ラ
カ
ア
カ
リ
タ
カ
ヤ
、
同
行
中
。
」
(
話
オ
)
善

光
寺
ハ
信
州
丹
波
島
ノ
川
西
柳
原
庄
、

川
ハ、

一
里
二
十
一
瀬
ア

*
 

リ
。
鎌
(
謙
)
信
ト
信
玄
ト
合
戦
ノ
場
所
也
。
ソ
ノ
ト
キ
邪
魔
ニ

也
事

ナ
ル
ト
テ
、
甲
州
へ
引
取
、
ソ
ノ
后

(後
)
甲
州
善
光
寺
ヲ
タ
テ
、

御
朱
印
カ
五
百
石
。
軍
オ
サ
マ
リ
テ
、
又
夕
、
信
州
ニ
善
光
寺
カ

出
来
タ
。
ソ
コ
テ
五
代
目
常
憲
院
様
ノ
御
時
代
ニ
、
甲
州
カ
ラ
、

此
方
カ
本
真
チ
ヤ
ト
公
事
ニ
ナ
ル
。
依
之
上
野
ヨ
リ
本
光
上
人
、

目
付
ハ
水
野
長
門
守
・
織
田
段
物
、
信
州
へ
下
リ
甲
州
ノ
如
来
ヲ

取
寄
、
堂
内
ニ
白
幕
ヲ
ハ
リ
、
夜
中
ノ
頃
、
一
山
ノ
本
願
上
人
ヲ

初
メ
出
席
シ
テ
、
先
ツ
甲
州
ノ
如
来
ヲ
取
出
シ
、
掛
目
三
貫
六
百

*
 

目
、
マ
コ
ト
ニ
閤
浮
日
一
(
檀
)
金
ノ

一
光
三
尊
シ
ヤ
。
夫
カ
ラ
信

*
 

州
ノ
如
来
様
、
七
重
ノ
御
戸
張
、
四
重
マ
テ
本
願
上
人
明

(関
)

ル
。
ハ
ネ
ヲ
ト
サ
レ
ル
。
上
野
ノ
本
光
上
人
、
五
重
マ
テ
御
ア
ケ
、

処
ヵ
、
如
来
ノ
大
光
明
強
テ
、
「
不
徳
ノ
我
等
拝
ン
テ
ハ
、
イ
カ

*
 

ナ
ル
罰
ヲ
蒙
ラ
ン
。
カ
ク
不
恩
義

(
議
)
ア
レ
ハ
、
公
事
相
分
一
ア

御
坐
ル
。
」
ソ
ノ
由
、
将
』
(
話
ウ
)
軍
へ

言
上
。
今
ニ
信
州
カ
正

真
ノ
如
来
サ
マ
チ
ヤ
。
爾
レ
ハ
、
信
州
ノ
善
光
寺
カ
月
蓋
伝
来
ナ

リ
。
御
分
身
ハ
イ
ヵ
、
ト
云
ニ
、
法
隆
寺
南
無
仏
ノ
舎
利
モ
、
ト

キ
/
¥
フ
ヱ
テ
二
粒
ニ
モ
ナ
ラ
シ
ヤ
ル
。
ソ
ノ
フ
ヱ
サ
セ
ラ
レ
タ

ト
キ
ニ
、
分
タ
ノ
ヵ
、
天
王
寺
ヤ
橘
寺
ノ
舎
利
チ
ャ
。
善
光
寺
ノ

御
本
尊

一
体
ナ
レ
ト
モ
、
衆
生
・
済
度
ノ
為
ニ
、
何
体
ニ
モ
御
分
身
。

依
リ
テ
高
田
ニ
モ
御
開
山
へ
、
汝
カ
済
度
ヲ
助
ケ
ン
ト
テ
、
身
ヲ

分
ケ
テ
与
へ
玉
フ
ナ
リ
。

鉄
界
仙
人
サ
へ
、
五
口
口
チ
ヨ
リ
我
姿
タ
ヲ
フ
ク
等
。
十

九

二

十
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ノ
行
者
ヲ
来
迎
ナ
サ
ル

、
弥
陀
モ
ソ
レ
チ
ヤ
。
正
真
ノ
弥
陀
ハ
、

移

浄
土
ニ
、
一
坐
無
為
亦
不
動
也
。
十
八
願
ノ
行
者
ハ
、
真
実
報
土

ノ
真
仏
ノ
光
明
摂
取
チ
ャ
。
ト
キ
ニ
御
関
山
ハ
、
正
真
ノ
弥
陀
如

来
也
。
御
分
ケ
処
チ
ヤ
。
』
(
幻
オ
)
ナ
イ
ソ
ヤ
、
等
。
雑
行
シ
タ

我
心
止
メ
タ
ハ
、
彼
方
ノ
御
心
ヲ
モ
ラ
フ
タ
ノ
チ
ャ
。

空
蝉
ハ
身
ヲ
カ
ヱ
テ
ケ
ル
木
ノ
モ
ト
ニ
ナ
キ
人
カ
ラ
ノ
ナ
ツ

カ
シ
キ
カ
ナ

ウ
ツ
セ
ミ
ノ
羽
ニ
オ
ク
ツ
ユ
ノ
木
カ
ク
レ
テ
シ
ノ
ヒ
/
¥
ニ

ヌ
ル
、
袖
カ
ナ

念
仏
申
シ
候
へ
ト
モ
ユ
ヤ
ク
嬉
ノ
コ
、
ロ
等
。

{
お
}
此
唯
円
ハ
、
入
西
ノ
コ
ト
。
親
モ
親
、
子
モ
子
チ
ヤ
。
祖

師
ニ
御
宿
サ
ヘ
カ
サ
ヌ
モ
ノ
カ
、
打
テ
篠
テ
信
者
ト
ナ
リ
、
御
尋

ノ
コ
ト
。
二

ツ
不
審
ア
リ
。
ソ
ノ
ヨ
ロ
コ
ハ
ヌ
ノ
テ
、
往
生
ハ

一

定
ト
ハ
。
盗
人
ニ
逃
道
ヲ
等
。
又
、
イ
ソ
キ
浄
土
へ
ノ
下
。
出
羽

横
沢
ニ
ア
リ
タ
コ
ト
。
苧
女
カ
入
牢
コ
ト
。

{親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
図
(
第
三
幅
)
念
仏
停
止
}

三
幅
目
御
流
罪
段
』
(
幻
ウ
)

*
 

{
1
4
】
五
条
内
裏
。
人
皇
八
十
二
代
后

(後
)
鳥
羽
院
ノ
内
裏
也
。

キ

本
内
裏
ハ
、
治
承
元
丁
酉
四
月
廿
八
日
図
録

(禄
)
ス
。
故
ニ
仮

内
装
也
。
ソ
ノ
節
、
邦
綱
卿
ノ
別
業
ヵ
、
五
条
通
ニ
ア
リ
タ
。
ソ

レ
ヲ
内
裏
ト
ス
。
御
普
請
中
ノ
仮
内
裏
也
。

{
2
}
此
門
ハ
、
築
地
ノ
北
ノ
端
ノ
陽
明
門
也
。
念
仏
停
止
ノ
札

ヲ
、
覚
師
略
シ
テ
カ
キ
玉
ハ
ス
。

【

3
】
O
僧
ハ
、

『照
蒙
記
』

ニ
、
ソ
ノ
ト
キ
ノ
寺
社
奉
行
二
位
ノ

尊
超
ト
云
。
『
康
楽
寺
伝
」
ニ
ハ
、
南
都
叡
山
ト
日
番
ニ
出
ル
カ
、

五
位
法
師
ノ
一
人
ナ
リ
ト
云
フ
。
南
都
杯
ニ
ハ
、
寺
中
ノ
僧
{
匡
ノ

外
二
、
衆
徒
テ
、
頭
ハ
丸
フ
テ
俗
事
ヲ
サ
ハ
ク
役
人
カ
ア
ル
。
扶

持
ヲ
モ
ラ
ヒ
、
妻
持
ヲ
シ
テ
居
ル
坊
主
ノ
役
人
也
。
又
、
坊
箆
ト

ハ
違
フ
卑
ヒ
役
人
チ
ャ
。
此
度
、
両
聖
人
ノ
流
刑
ニ
付
、

若
シ
禁

庭
ニ
私
シ
ノ
御
沙
汰
モ
ア
ラ
フ
カ
ト
出
張
ス
ト
モ
云
へ
リ
。

{
4
}
O
周
防
ノ
判
宣
元
国
、
念
仏
停
止
ニ
付
、
非
常
ヲ
イ
マ
シ

ム
ル
役
也
。
』
(
珂
オ
)

O
伊
賀
ノ
判
宣
末
貞
、
同
役
ナ
リ
。

{
う
}
O
住
建
・
安
楽

・
善
縛
・
正
願
ノ
四
人
ヲ
ト
ラ
ヘ
ル
体
。

刊一四一

い八純
叶
ユ
hh
A
U
M
h

小
松
谷

へ
御
見
舞
ノ
カ
ヘ

リ
一
一
、
停
止
ノ

札
ヲ
見
へ
テ
不
思
不
知
ニ

云
フ
、
「
輪
王
位
高
ケ
レ
ト
モ
、
七
宝

久
ク
止
ラ
ス
。
天
上
楽
フ
カ
ケ
レ
ト
モ
、
五
衰
ハ
ヤ
ク
現
ス
ル
ソ

カ
シ
。
十
方
諸
仏
ノ
証
誠
シ
玉
フ
念
仏
ヲ
停
止
ト
ハ
、
日
月
モ
地

ニ
ヲ
チ
タ
ル
ヵ
。
」
ト
一
波
ヲ
流
シ
、
「
南
無
阿
弥
陀
/
¥
。
」
「
ソ
レ

ク
セ
モ
ノ
。
」
卜
追
カ
ケ
ル
。

{
6
}
O
片
手
ニ
草
履
ヲ
ヌ
キ
持
テ
、
足
ヲ
ハ
ヤ
メ
テ
ニ
ケ
ル
体

*
 

也
。
表
(
素
)
襖
ヲ
着
ス
ル
ハ
、
古
へ
ノ
風
儀
也
。
信
長
ノ
時
代

*

*

 

ニ
、
袖
ヲ
キ
リ
上
下

(
株
)
ト
ス
。
同
行
カ
、
住
蓮
等
ト
供
々
ニ
、
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小
松
谷
へ
見
舞
ニ
ユ
キ
シ
人
ナ
リ
。
サ
テ
、
「
住
蓮
ハ
カ
リ
、
近

衛
ノ
牢
へ
入
レ
テ
置
テ
ハ
ス
マ
ヌ
。
念
仏
申
シ
タ
ハ
同
罪
ナ
リ
。
」

ト
テ
、
名
乗
出
テ
、
、
入
牢
ト
モ
/
¥
ニ
ス
ル
。

7}
O六
角
中
納
言
親
働
(
経
)
卿
、
参
内
ノ
体
。

現
U
W

夕
刊V
抑

川
、
ス
ふ
う
』
(
見
ウ
)

{
8
}
O
見
渡
セ
ハ
柳
サ
ク
ラ
ヲ
コ
キ
マ
セ
テ
ミ
ヤ
コ
ソ
春
ノ
錦

ナ
リ
ケ
リ

{
Gノ
}
O
親
恒
卿
ハ
、
八
坐
ノ
評
定
ヲ
云
渡
シ
玉
フ
。

{
叩
}
O

ソ
ノ
節
ノ

《
イ
ブ
カ
シ
》
非
常
ノ
役
人
ユ
ヘ
ニ
、
引
前

巾
ヲ
ォ
、
フ
テ
居
ル
体
。

{
日
}
法
然
上
人
、
五
十
四
ノ
御
ト
キ
、
大
原
問
答
。
顕
真
僧
正

ヲ
始
メ
、
諸
宗
ノ
ヒ
シ
リ
方
、
皆
ナ
念
仏
ニ
帰
シ
玉
フ
。
中
ニキ

モ
高
野
ノ
明
遍
、
醍
醐
ノ
俊
乗
御
弟
子
ト
ナ
ル
。
ソ

ノ
上
ニ
后

(
後
)
白
川
ノ
法
皇
・
上
西
門
院
ノ
宮
・
関
白
兼
笑
公
、
堂
上
不

*
 

知
数
。
武
家
一
ア
ハ
、
小
松
内
大
臣
重
盛
・
越
前
三
位
道
(
通
)

*
 

盛

・
備
中
守
師
盛
・
薩
摩
守
忠
則
(
度
)
、
源
氏
ハ
平
山
ノ
武
者

+

A

T

ψ

a

T

占晶
T

所
末
(
季
)
重
ヲ
始
メ
、
薗
田

・
甘
粕

・
態
(
熊
)
井

・
宇
津

(
都
)
富
弥
三
良
(
郎
)
頼
綱
等
。

イ
ニ
シ
へ
ノ
ヨ
ロ
ヒ
ニ
カ
ハ
ル
紙
子
サ
へ
風
ノ
イ
ル
ヤ
モ
通

ラ
サ
リ
ケ
リ

*

*

 

三
歳
ノ
章
子
モ
八
十
ノ
翁
モ
、
珠
数

(
数
珠
)
カ
ケ
タ
モ
ノ
ハ
人

間
仲
間
テ
ナ
ク
、
京
中
ノ
士
口
水
参
リ
。
故
ニ
門
人
ハ
、
聖
道
ハ
雑

行
自
力
。
神
明
ヲ
軽
蔑
シ
テ
自
負
ス
ル
。

{
ロ
}
治
承
元
年
ヨ
リ
三
年
マ
ヘ
、
叡
山
大
講
堂
ノ
鐙
ヲ
ナ
ラ
シ
、

専
修
念
仏
停
止
ノ
』
(
却
オ
)
奏
聞
イ
タ
シ
タ
イ
ノ
内
談
、
一
山

ノ
評
定
ヲ
、
坐
主
顕
真
ヨ
リ
、
内
々
元
祖
へ
申
入
レ
玉
フ
。
ソ
コ

テ
元
祖
七
箇
条
ノ
起
請
文
、
八
十
余
人
ノ
連
判
シ
テ
、
叡
山
ヘ
ツ

カ
ハ
ス
。
七
十
九
番
目
ニ
、
御
開
山
モ
縛
空
ト
御
判
ヲ
遊
ス
。
云

ハ
、
ァ
ヤ
マ
リ
証
文
チ
ヤ
。
嵯
峨
二
尊
院
ニ
ア
リ
。

{
日
}
ト
キ
ニ
導
善
釈
魔
、
鹿
谷
ニ
住
蓮

・
安
楽
、
六
時
礼
賛
ヲ

*
 

ツ
ト
メ
、
折
節
后

(
後
)
鳥
羽
院
ノ
上
皇
、
熊
野
詣
テ
ノ
留
主
ニ
、

御
寵
愛
ノ
松
虫
鈴
虫
二
人
ノ
宣
女
出
家
ノ
コ
ト
。
紀
州
粉
川
寺

ニ
カ
ク
レ
、
念
仏
ス
ル
コ
卜
。
還
御
ア
リ
テ
逆
鱗
、
念
仏
停
止
。

流
罪
死
罪
等
。

{は
}
元
祖
、

恋
シ
ク
ハ
南
無
阿
弥
陀
仏
ヲ
ト
ナ
フ
へ
シ
ワ
レ
モ
六
字
ノ
中
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ニ
コ
ソ
ス
ム

我
祖
、
別
レ
路
ハ
雲
井
遥
カ
ニ
へ

タ
ツ
ト
モ
心
ハ
同
シ
花
ノ
台
ソ

源
空
モ
シ
流
刑
ニ
昨
(
処
)
セ
ラ
レ
玉
ハ
ス
等
。
同
夜
船
匂
へ
V
川
一
ル

リ
カ
ヵ
、

ル
ナ
リ
。

{
口
}
渋
柿
ヤ
丸
八
年
ノ
思
シ
ラ
ス

雑
行
自
力
ノ
シ
フ
柿
ヲ
ト
リ
、
御
勧
化
ニ
』
(
羽
ウ
)

*
 

ニ
ナ
リ
、
行
末
ハ
后

(
後
)
生
大
事
ノ
柿
ニ
ナ
リ
、

ヨ
ク
合
柿

ヤ
カ
テ
海
土



テ
蓮
花
。
柿
ノ
上
テ
安
坐
ト
ハ
、
夫
カ
此
上
ナ
シ
ノ
最
上
柿
チ
ヤ
。

【親
鷲
聖
人
絵
伝

御
流
罪
ノ
段

一i}
サ
テ
コ
レ
ナ
ル
ハ
、
仁
寿
殿
也
。
天
下
ノ
訴
ニ
ヨ
リ
、
評

定
ノ
御
殿
。
仁
心
テ
コ
ト
フ
キ
ナ
カ
ク
オ
サ
マ
ル
御
殿
ナ
リ
。

{
2
}
C
此
竹
ハ
、
異
国
ヨ
リ
ワ
タ
ル
竹
ト
云
フ
女
竹
チ
ャ
。
歌
ニ
、

ヨ
メ
竹
ノ
折
ヘ
ク
モ
ナ
ク
ナ
ヒ
ク
コ
ソ
世
ニ
フ
ル
道
ノ
コ
、

第
十
一
図
(
第
三
幅
)
九
卿
詮
議
}

ロ
ナ
リ
ケ
リ

別
シ
テ
女
竹
ハ
シ
ナ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
、
本
仁
心
ヲ
モ
テ
、
シ
ナ
ヤ
カ

ニ
天
下
ノ
政
ヲ
執
行
シ
玉
フ
コ
ト
ヲ
シ
ラ
ス
。
尤
モ
、
竹
ハ
内
ス

キ
ト
ヲ
リ
、
外
直
ク
、
一
尺
ハ
サ
ミ
一
一
節
、
四
季
色
タ
カ
ハ
ス
。

君
子
ノ
徳
ヲ
ソ
ナ
ヘ
タ
モ
ノ
ユ
ヘ
、
コ
レ
ヲ
ウ
ユ
ル
ハ
、
全
ク
御

政
事
ニ
私
ナ
キ
コ
ト
ヲ
示
ス
。

*

タ
チ
'
ナ

{
2

・J
}
O
橋
(
橘
)
ハ
、
右
近
ノ
橘
テ
ア
ル
ト
云
フ
。
左
右
テ
ハ
ナ

o
 

J
』

*
 

{4
】
コ
レ
ハ
、
御
川
ノ
水
ト
テ
、
加
(
賀
)
』
(
叩
オ
)
茂
川
ヵ
、

今
モ
丑
寅
ノ
ス
ミ
ヨ
リ
ナ
カ
レ、

ヨ
テ
築
地
ノ
ソ
ト
ノ
ミ
ソ
へ
流

レ
出、

ソ
ノ
御
庭
前
へ
流
ル
、
体
。

マ
ノ}
O
此
六
人
ハ
、
八
坐
ノ
評
定
衆
。
八
人
シ
テ
天
下
ノ
訴
訟

コ
ト
ヲ
御
捌
キ
也
。
山
陰

・
山
陽
道
、
五
畿
内
ノ
外
二
五
道
ヲ
ソ

ヘ
ル
ト
八
ツ

ニ
ナ
ル
。
ソ
レ
ヲ
一
ッ
、
御
捌
ナ
サ
ル
、
テ
、
八
坐

ノ
評
衆
ト
云
フ
。
今
ハ
六
人
、
ハ
カ
ナ
イ
。
コ
レ
ニ
一
人
、
此
三

人
坐
ヲ
ユ
ツ
リ
合
テ
ア
ケ
テ
ア
ル
。

{6
}
O
此
親
恒
卿
モ
八
坐
ノ
一
人
チ
ヤ
。
『
百
人
一
首
』

ニ、

中

納
言
家
持
杯
、
八
坐
ノ
評
衆
、

カ
サ
、

キ
ノ
ワ
タ
セ
ハ
シ

ニ
ル

ヲ
ク
シ
モ
ノ
シ
ロ
キ
ヲ

止

夜
更
行
迄
、
評
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
ヨ
ム
也
。

*
 

{
7
}
O
佐
々
木
三
良

(郎
)
吉
実
、
牢
屋
ノ
役
。
帯
二
弓
矢
¥

死
罪
云
渡
体
。

*
 

【

8
}
O
住
蓮
ハ
伊
勢
次
良

(郎
)
左
ヱ
門
清
原
ノ
信
園
、
安
楽
房

*
 

ハ
后

(後
)
白
河
ノ
北
面
ノ
士
安
部
ノ
判
宣
康
久
。
皆
歴
々
ノ
士
、

元
祖
弟
子
ト
ナ
ル
。
住
蓮
ノ
母
ハ
八
十
て
安
楽
ノ
母
ハ

七
十

三。

毎
日
/
¥
近
衛
ノ
牢
屋
へ
』
(
叩
ウ
)
助
命
ノ
願
ニ
出
ラ
レ
タ
。

承
元
元
年
二
月
九
日
、
近
衛
ノ
牢
ヲ
引
出
サ
レ
、
江
州
馬
淵
ニ
テ
、

佐
々
木
四
郎
吉
実
カ
毅
。
住
蓮
房
、

コ
ノ
コ
ロ
ノ
カ
ク
シ
念
仏
ア
ラ
ハ
レ
テ
弥
陀
ノ
浄
土
ヘ
カ
ラ

メ
ト
ラ
ル
、

首
打
レ
、
念
仏
高
声
ニ
称
へ
、
次
第
ヨ
ハ
リ
ニ
ナ
リ
テ
十
声
等
。

可
知
弁
。

【

Q
ノ]
六
条
河
原
ニ
テ
首
ウ
タ
レ
一
首
、
安
楽
房
、

極
楽
へ
参
ラ
ン
コ
ト
ノ
嬉
サ
ニ
身
ヲ
ハ
仏
ケ
ニ
マ
カ
セ
ヌ
ル
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*
 

首
ウ
タ
レ
ナ
カ
ラ
数
珠
ヲ
ツ
マ
ク
リ
、
一
一
一
返
(
遍
)
、

口
チ
ヨ
リ



青
蓮
花
カ
出
ル
。
善
縛
房

・
正
願
房
、
同
日
ニ
ウ
タ
レ
ル
也
。
源

*
 

信
和
尚
ハ
、
寛
信
元
年
丁
巳
六
月
十
日
御
往
生
。
西
行
「
選
(
撰
)

集
抄
』
ニ
、
叡
山
横
河
ノ
樗
厳
院
ノ
僧
都
、
御
往
生
ナ
サ
レ
シ
。

頃
ハ
六
月
ナ
レ
ト
モ
、
一
室
ノ
中
芥
々
ト
異
香
薫
シ
、
一
七
日
ノ

中
ニ
、
口
チ
ヨ
リ
青
蓮
花
カ
一一
一
本
ハ
ヘ
タ
。
ソ
ノ
節
ノ
政
所
字
治

殿
ヨ
リ
御
取
ヨ
セ
、
禁
中
』
(
引
オ
)
へ
上
覧
。
堂
上
一
統
信
仰

拝
見
ナ
サ
レ
、

一
本
ハ
宇
治
ノ
平
等
院
ニ
テ
開
帳
、
一
本
ハ
叡
山

ニ
テ
披
露。

此
恵
信
ヲ

一
山
ヨ
リ
念
仏
弘
通
ヲ
ソ
シ
ル
。
此
不
思

*
 
義
(
議
)
ヲ
見
テ
、
口
チ
ヲ
ト
チ
、

一
時
ノ
方
便
、
今
モ
青
蓮
ヲ

生
セ
シ
タ
ハ
、
誘
法
ノ
人
ノ
目
ヲ
オ
ト
ロ
カ
シ
、
信
ニ
イ
ラ
シ
メ

ン
タ
メ
ノ
方
便
ナ
ラ
ン
。

{
叩
】
住
蓮
等
、
停
止
ノ
札
ノ
前
ニ
テ
念
仏
申
サ
レ
タ
ハ
、
上
ヲ

オ
ソ
レ
ヌ
ト
云
モ
ノ
、
、
称
ヘ
ズ
ニ
居
ラ
レ
ヌ
故
ニ
、
オ
ノ
レ
ヲ

ワ
ス
レ
テ
申
サ
レ
タ
ハ
、
不
惜
身
命
也
。
例
セ
ハ
、
江
州
堅
田
ノ*
 

源
右
ヱ
門
、
親
子
三
人
カ
生
首
三
ツ
ソ
ロ
ヘ
テ
、
三
井
寺
カ
ラ
帰

*
 

(
返
)
ス
マ
イ
ト
云
フ
御
真
影
ヲ
取
リ
替

(
返
)
へ
ス
コ

ト
。
可

弁
。
今
ハ
静
説
ノ
世
、
箸
一
本
コ
ケ
タ
コ
ト
迄
ウ
ツ
タ
エ
ル
也
。

昔
ハ
本
山
焼
ハ
ラ
ハ
レ
テ
、
御
木
像
ヲ
円
満
院
へ
御
予
ケ
申
ス
コ

*
 

ト
。
「
帰

(
返
)

ス
ニ
、
生
首
三
ツ
持
チ
来
レ
。
」
ト
云
。
源
右
ヱ

門
、
子
源
兵
ヱ
ト
妻
ノ
首
ト
』
(
引
ウ
)
三

ツ
ヲ
、
外
ノ
問
行
へ

ワ
タ
ス
。
四
、
五
人
ツ
レ
テ
モ
チ
ユ
ク
コ
ト
。
蓮
師
ハ
、
此
嬉
サ

ノ
ア
マ
リ
ニ
ハ
、
師
匠
坊
主
ノ
在
所
等
。

【親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
二
図
(
第
三
幅
)
法
然
配
流
}

{
1
}
O
此
レ
ハ
小
松
谷
ノ
御
堂
。
大
仏
馬
町
ノ
東

ニ
ア
リ
。
今

ト
ホ
シ

ハ
火
燃
ト
云
テ
、
回
ノ
字
ナ
ト
ス
ル
。
内
大
臣
重
盛
公
、
四
十
人

体
ノ
弥
陀
ヲ
キ
サ
ミ
、
昼
夜
四
十
八
灯
ヲ
ト
モ
シ
玉
フ
ユ
へ
ニ
、

*
 

火
ト
ホ
シ
ト
ナ
ツ
ク
。
重
盛
ノ
后

(
後
)
、
忠
通
公
モ
ラ
ヒ
玉
ヒ
、

御
子
息
兼
実
公
ツ
タ
へ
、
此
レ
ヲ
元
祖
ニ
進
シ
玉
フ
。

チ
ト
セ
フ
ル
小
松
カ
原
ヲ
住
家

ニ
テ
無
量
寿
仏
ノ
ム
カ
イ
ヲ
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ソ
待

ト
元
祖
ノ
御
詠
ヲ
、
杉
戸
ニ
書
キ
玉
フ
。
イ
ヨ
/
¥
、
法
然
上
人
、

*
 
士口

(土
)
佐
ハ
タ
明
星
カ
岩
屋
へ
流
罪
ト
一
決
ス
。
建
、
水
二
年
二

月
廿
八
日
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
宣
旨
ハ
、
佐
右
エ
門
府
生
清
原
ノ
武
次

ヲ
使
ト
シ
テ
来
ル
。
イ
ワ
レ
有
テ
、
暫
ク
在
京
ナ
レ
ト
モ
、
土
口
水

ハ
退
院
也
。
番
人
カ
付
一
ア
、
小
松
谷
ニ
御
逼
塞
ナ
リ
。

{2
}
西
山
善
恵
ノ
御
イ
サ
メ
ノ
コ
ト
。
』
(
ロ
オ
)「
流
罪
カ
悲
ヒ

ト
テ
、
今
ヲ
モ
シ
ラ
ヌ
命
、
念
仏
カ
ヤ
メ
ラ
レ
ヌ
。
」
ト
ノ
コ

ト
。

「
天
竺
ノ
僧
伽
羅
ハ
、
后
キ
ニ
ア
タ
名
ヲ
取
テ
、
獅
子
園
へ
流
サ

ル
レ
ハ
、
観
音
ア
ラ
ハ
レ
テ
救
ヒ
玉
ヒ
、
唐
ノ

一
行
阿
閣
梨
ハ
、

楊
貴
妃
ニ
ア
タ
名
ヲ
ト
リ
テ
、
果
緩
国
へ
流
ル
、

。
閤
穴
道
ヲ
通

ル
ト
テ
、
九
曜
ノ
星
ア
ハ
ラ
レ
テ
、
道
ヲ
テ
ラ
ス
。
ヵ
、
ル
不
浄

ノ
ア
タ
名
サ
ヘ
、
仏
天
コ
レ
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
玉
フ
。
源
空
、
サ
セ
ル

聖
リ
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ト
モ
、
三
世
諸
仏
ノ
証
誠
ノ
念
仏
申
シ
タ
ト



テ
、
ヨ
モ
ヤ
見
捨
ハ
ナ
サ
ル
マ
シ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
/
¥
。
」
ソ

ノ
ト
キ
、
白
川
ノ
信
空
日
ク
、
「
拐
厳
院
ノ
恵
信
モ
、
天
台
ヲ
立

*
 

テ
、
念
仏
。
覚
パ
ン
モ
真
一
言
秘
蜜
(
密
)
テ
ア
リ
ナ
カ
ラ
念
仏
ス
。

*

*

 

東
大
寺
ノ
行
基
、
六
羅
波

(
波
緩
)
密
ノ
空
也、

禅
林
寺
ノ
永
観
、

ミ
ナ
本
宗
ヲ
立
テ
念
仏
シ
玉
フ
。
何
卒
上
人
モ
、
ナ
マ
シ
イ
ニ
浄

土
宗
ヲ
別
ニ
立
ラ
レ
ス
、
ヤ
ハ
リ
天
台
ニ
御
カ
エ
リ
ナ
サ
レ
テ
、

内
証
ニ
念
仏
シ
玉
フ
カ
。
又
タ
ワ
、
東
大
寺

・
興
福
寺
ニ
タ
ヨ

リ、

表
ハ
三
論

・
法
相
』
(
臼
ウ
)
ヲ
立
、
内
証
ニ
テ
念
仏
シ
玉
ヒ
ナ
ハ
、

ヵ
、
ル
難
題
ハ
御
坐
リ
マ
ス
マ
ィ
。
」
卜
云
モ
オ
ワ
ラ
ス
、
「
以
ノ

外
。
」
御
気
色
ア
シ
夕
、
「
ソ
ノ
方
ハ
ナ
ニ
ヲ
云
フ
ソ
。
天
台
ハ
四

土

ヲ

立

テ

¥

凡
夫
ノ
参
ル
ハ
、

凡
聖
同
居
土
也
。
真
実
報
土
ハ

別
教
テ
ハ
参
ラ
レ
ヌ
。
円
教
ノ
地
上
ノ
菩
薩
ノ
所
居
卜
自
負
ス
。

又
夕
、
賢
首
ハ
法
勝
変
化
土
自
愛
用
土
ト
タ
テ
¥
弥
陀
ノ
海
土

ハ
、
変
化
土
ニ
シ
テ
、
マ
コ
ト
ノ
浄
土
テ
ハ
ナ
ィ
。
商
ヒ
ノ
出
庖

ノ
コ
ト
夕
、
依
リ
テ
凡
夫
カ
マ
ヒ
ラ
ル
、

。
」
ト
云
フ
。
又
、
「
恵

信
ハ
顛
倒
シ
玉
ハ
ネ
ト
モ
、
弥
陀
ノ
浄
土
ハ
報
土
ト
判
釈
シ
玉
へ

ト
モ
、
天
台
ノ
本
宗
ヲ
ス
テ
ヤ
ラ
ス
。
今
仏
共
蓮
ト
ス
、
メ
、
真

実
報
土
ニ
往
生
ス

ル
ト
、
初
テ
改
メ

テ
勧
ル
テ
コ
ソ
、
弥
陀
ノ
正

意
モ
ア
ラ
ハ
レ
ル
ソ
ヨ
。
法
然
カ
命
ニ
カ
へ
テ
立
ル
浄
土
真

(一

字
街
字
)
宗
ヲ
、
流
罪
ニ
逢
カ
イ
ヤ
チ
ヤ
ト
テ
、

天
台
ニ
カ
へ
リ
、

三
論

法
相
ニ
シ
タ
カ
ヱ
ト
ハ
、
聞
モ
穣
ラ
ハ
シ
ィ
。
法
然
カ
一

宗
立
タ
カ
答
ト
ナ
リ
テ
、
八
裂
ニ
サ
カ
レ
テ
モ
、
車
サ
キ
ニ
セ
ラ

レ
テ
モ
、
心
ロ
ハ
タ
シ
ロ
マ
ヌ
ソ
ヨ
。
異
見
カ
マ
シ
イ
コ

ト
ハ
無

用
』
(
日
オ
)
ナ
リ
。
法
然
カ
身
ハ
、
ト
ウ
ナ
ラ
フ
ト
モ
、
末
代

ノ
衆
生
ノ
往
生
ニ
ハ
カ
ヘ
ラ
レ
ヌ
ソ
。
」
ト
テ
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
。

生
二
大
海
一魚
ハ
、
不
呑
ニ
余
水

一、
深
=
信
般
若
一者
、
於
一一
余
法
-

不
有
所
、
勝
ハ
死
ス
ト
モ
穂
ハ
ツ
マ
ヌ
。
マ
サ
カ
ノ
ト
キ
ニ
ウ
ロ

タ
エ
ヌ
ノ
カ
決
定
信
ナ
リ
。
」
大
坂
十
二
講
ノ
中
ニ
、
信
者
ノ
娘

メ
病
気
一
一
、
日
蓮
宗
ノ
吉
日
法
花
ヲ
、
両
親
ヨ

リ
ス
、
メ
ル
コ
ト

等
。
{
3
}
サ
テ
、
此
小
松
谷
ノ
御
堂
ト
テ
、
大
仏
馬
町
ノ
東
ニ
山

門
ア
リ
。
鎮
西
派
ノ
浄
土
宗
ナ
リ
。
九
条
様
ノ
御
位
牌
処
ナ
リ
。

「絵
詞
伝
」

一
一
、
十
六
日
ニ
小
松
谷
ヲ
御
出
立
ナ
サ
レ
テ
、
伏
見

*
 
術

(街
)
道
ノ

一
ノ
橋
、
法
性
寺
ノ
小
御
堂
ニ
入
ラ
セ
玉
フ
。

コ
レ
ハ
九
条
家
ノ
中
興
点
信
公
ノ
御
建
立
也
。
右
ニ
回
録
(
禄
)
ン
テ
、
今
来
初
寺
近
長
公

ノ
タ
テ
玉
7
0
東
福
寺
/
仏何回
一
(
壇
)
ノ
内
、
向
7
ノ
大
ナ
弥
陀
ペ
カ
ノ
法
性
寺
ノ
御
本

州
川
一
句
洛
外
ユ
ヘ
ニ
、
十
七
日
御
逗
留
ニ
一
ア
、
十
八
日
ニ
法
性

寺
ヲ
御
立
ナ
サ
レ
タ
ハ
、
十
六
、
七
日
両
日
ニ
御
逗
留
ハ
、
兼
実

公
ノ
御
願
ヒ
ニ
ヨ

リ
テ
ナ
リ
。
叡
山
カ
ラ
ハ
、
顕
真
僧
正
ヲ
ハ
シ

メ
、
竹
谷
ノ
静
厳
法
印
、
=
一
井
ノ
光
イ
ン
』
(
日
ウ
)
僧
正
、
大
原

ノ
本
性
上
人
、
嵯
峨
ノ
念
仏
房
、
或
ハ
醍
醐
ノ
寛
雅
、
仁
和
寺
ノ

慶
作
阿
閤
梨
、
皆
ナ
御
暇
乞
ニ
法
性
寺
へ
マ
イ
ラ
ル
、

ト
ナ
リ
。

O
ト
キ
ニ
、

今
ハ

十
八
日
小
松
谷
御
出
立
ノ
体
。

{4
}
O
追
立
ノ
宣
人
、
周
防
ノ
判
{
臣
元
国
・
伊
賀
判
宣
末
貞
也
。

「
土
佐
ノ
国
へ
、
流
入
藤
井
ノ
元
彦。

時
魁
オ
ク
ル
、
ハ
、

『御伝私考j301 
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オ
ソ
レ
ア
リ
。
早
々
出
立
ア
レ
ヨ
。
」
ト
大
音
ニ
ヨ
ハ
、
ル
。
御

弟
子
方
、
上
人
ニ
、
「
無
実
ノ
難
。
ソ
ノ
上
ニ
阿
責
ノ
声
ニ
ク
サ

ョ
。
」
ト
云
ヘ
ハ
、
上
人
、
「
末
世
ノ
同
行
ヵ
、
臨
終
ニ
、
獄
卒
ノ

追
立
ル
阿
責
ノ
声
。
」
等
。

マ
ノ}
上
人
ハ
、
ヵ
、
ル
墨
ノ
御
衣
ナ
レ
ト
モ
、
実
ハ
各
人
ユ
へ

-
一
、
梨
打
烏
帽
子
ニ
、
水
色
ノ
シ
夕
、
レ
、
白
ヒ
布
ノ
サ
シ
ヌ
キ

ナ
リ
。
根
宣
ノ
如
キ
ユ
へ
ニ
、
覚
師
略
之
。
ナ
ヲ
四
幅
中
ニ
、
元

祖
ノ
御
姿
御
暇
乞
ナ
リ
。

{
6
}
O
輿
立
浪
ニ
ミ
ユ
レ
ト
モ
、
ホ
ン
マ
ハ
夕
、
ノ
張
コ
シ
チ

*
 

ャ
。
「
ヵ
、
ル
浅
間
布

(敷
)
張
」

(M
オ
)
輿
ニ
ノ
セ
ラ
ル
、
コ

ト
、
勿
体
ナ
イ
。
」
ト
申
シ
上
タ
レ
ハ
、
ソ
ノ
ト
キ
、
「
末
ノ
世
ノ

同
行
、
ヵ
、
ル
火
車
ノ
カ
ワ
リ
ト
オ
モ
ヘ
ハ
繕
シ
ィ
。
」
ト
御
ヨ

ロ
コ
ヒ
等
。

*
 

{
7
r
}

O

白
純
色
ヲ
キ
タ
ル
ハ
御
コ
ン
カ
キ
、
賛
(
讃
)
州
迄
御
供

ノ
僧
。

*
 

【

8
}
O

マ
夕
、
墨
ノ
僧
カ
橡
(
縁
)
ニ
立
テ
居
ル
ハ
、
小
松
川
八
口
ノ

御
堂
御
預
リ
ノ
僧
也
。

{
0
ノ】
関
白
様
ニ
ハ
、
御
門
前
マ
テ
御
出
迎
イ
。
ソ
ノ
外
顕
真
・

静
厳
、
一
統
御
出
迎
ヒ
。
法
然
サ
マ
ノ
百
日
モ
御
ソ
リ
ナ
サ
レ
ヌ

真
白
毛
一
一
、
梨
打
烏
帽
子
、
水
色
ノ
ス
イ
カ
ン
、
祢
宜
ミ
ル
ヤ

ウ
ナ
御
姿
タ
テ
御
輿
ヨ
リ
御
出
マ
シ
。
皆
ノ
衆
カ
一
統
ニ
、
ワ

ッ
ト
声
ヲ
ア
ケ
テ
、
ナ
カ
シ
ャ
ツ
タ
ト
ア
ル
。
法
然
上
人
御
坐

*
 
布
(
敷
)
へ
通
セ
ラ
レ
テ
仰
一
一
、
「
法
然
ハ
、
ツ
ネ
/
¥
ノ
言
ハ
ニ
、

十
悪
ノ
法
然
、
烏
帽
子
モ
キ
サ
ル
男
ナ
リ
、
ト
申
セ
シ
ヵ
、
今
ハ

烏
帽
子
ヲ
キ
ル
コ
ト
ノ
ウ
レ
シ
ヤ
。
聖
道
門
ノ
人
々
ハ
、
智
恵
ヲ

ミ
カ
キ
テ
成
仏
シ
、
浄
土
門
ノ
人
ハ
、
愚
痴
ニ
カ
へ
リ
テ
仏
ト
ナ

ル
。
ヵ
、
ル
烏
帽
子
ノ
ス
カ
タ
コ
ソ
、
弥
陀
ノ
本
願
ノ
機
ニ
叶
フ

ナ
レ
。
」
ト
御
喜
ヒ
等
。』

(
Mウ
)

ソ
ノ
ト
キ
月
輪
サ
マ
、
二
日
ノ
間
夕
、
半
時
モ
傍
不
離
ニ
、
御
教

化
ヲ
聴
開
。
尤
モ
御
年
五
十
六
歳
子
ン
テ
、
日
頃
御
虚
弱
ノ
御
性

*
 

分
ナ
レ
ハ
、
上
人
ノ
御
前
ヘ
ヨ
リ
、
「
私
義
(
儀
)
、
年
半
白
ヲ
ス

キ
老
ノ
白
毛
、
コ
レ
マ
コ
ト
ニ
今
日
ア
リ
テ
、
明
日
ナ
キ
身
。
上

*

*

 

人
モ
七
十
五
歳
、
后
(
後
)
ノ
御
帰
洛
ニ
ハ
、
私
義
(
儀
)
ハ
往

生
ノ
先
達
。
オ
モ
ヘ
ハ
、
年
ホ
ト
ハ
カ
ナ
キ
モ
ノ
ハ
ナ
ィ
。
法
ヲ

キ
ク
ニ
ハ
教
ル
コ
ト
ク
ニ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
マ
タ
ナ
カ
ラ
へ
テ
カ

ナ
シ
キ
御
別
ニ
ア
イ
奉
ル
ト
ハ
。
」
ト
、
ワ
ア
/
¥
御
泣
ナ
サ
レ
タ

ト
ア
ル
。

サ
テ
十
六
、
七
日
ハ
、
畳
夜
ト
モ
ニ
関
白
ヲ
ハ
シ
メ
、
ソ
ノ
外
内

帰
依
ノ
顕
真
サ
マ
、
公
胤
僧
正
、
イ
ロ
/
¥
ノ
法
門
ノ
御
話
シ
ア

リ
テ
、
十
八
日
ニ
ハ
早
朝
ニ
御
出
輿
ト
云
折
柄
、
関
白
様
ノ
、
勿

体
ナ
イ
、
法
性
寺
ノ
門
前
マ
テ
御
見
送
ア
ソ
ハ
シ
、
御
輿
ノ
鞍
へ

ニ
取
付
、
ア
マ
リ
ニ
御
名
残
オ
シ
ク
、
「
何
ト
ソ
今
生
ノ
御
イ
ト

マ
コ
イ
ニ
、
今
一
匂
ノ
御
教
化
ヲ
。」

ト
ノ
玉
ヘ
ハ
、
「
罪
ハ
十
悪

モ
五
逆
モ
生
ル
、
ト
シ
リ
テ
、
小
罪
ヲ
モ
犯
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
行
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一
生
称
念
ス
ヘ
シ
。
」
文
、

ハ
一
念
モ
十
念
モ
生
ル
、
ト
信
シ
テ
、

等
。』

(
日
オ
)

{叩
}
O

ソ
ノ
ト
キ
領
送
使
、
佐
々
木
武
次
等
。
貴
賎
男
女
、
小

声
ニ
テ
念
仏
。

{
日
】
上
人
、
張
輿
ノ
物
見
カ
ラ
御
貌
ヲ
出
サ
セ
ラ
レ
、
御
言
ハ

ナ
ク
モ
、
御
心
ニ
テ
諸
人
へ
御
暇
乞
。
五
人
送
、
十
人
送
、
数
百

人
ノ
面
々
、
法
性
寺
ヨ
リ
鳥
羽
ヲ
サ
シ
テ
御
下
リ
。
鳥
羽
ノ
南
門

ト
ハ
今
淀
ノ
コ
ト
チ
ヤ
。
淀
ヨ
リ
川
舟
十
一
般
ニ
、
御
上
ヨ
リ
御

許
シ
ノ
弟
子
十
人
、
ソ
ノ
外
ニ
ツ
キ
ソ
イ
ノ
弟
子
、
清
原
ノ
武

*
 

次
家
来
、
巳
(
以
)
上
六
十
四
人
也
等
。
淀
川
ノ
神
崎
サ
シ
テ
御

下
リ
。
四
方
ノ
御
門
徒
カ
、
川
ノ
ッ
、
ミ
一
一
、
「
モ
ウ
コ
、
マ
テ

/

¥
。
」
ト
一
足
オ
ク
リ
。
次
第
/
¥
ニ
送
リ
シ
ヵ
、
御
舟
ノ
中

ノ
念
仏
カ
、
逮
サ
カ
リ
テ
モ
ヒ
ク
ウ
キ
コ
エ
、
御
舟
カ
ミ
ヱ
ヌ
ヤ

ウ
ニ
ナ
ル
ト
、
又
御
名
残
オ
シ
ウ
オ
モ
ヒ
、
二
丁
=
一
丁
イ
ソ
キ
御

傍
へ
ヨ
ル
ト
、
次
第
/
¥
ニ
御
舟
ノ
念
仏
カ
キ
コ
ヱ
ル
。
ソ
レ
ヲ

ウ
ツ
シ
タ
カ
、
浄
土
宗
ノ
ク
リ
ア
ケ
念
仏
チ
ヤ
。

*
 

{
ロ
}
サ
テ
、
此
レ
二
回

ツ
ノ
不
思
義

(
議
)
カ
ア
ル
。
十
六
日

ノ
晩
、
小
松
山
〈
口
ノ
御
庵
室
へ
、
十
六
人
ノ
』
(
日
ウ
)
盗
人
カ
ハ

イ
リ
、
法
然
上
人
ノ
御
教
化
ヲ
聴
聞
シ
、
御
弟
子
ト
ナ
リ
タ
。

{
日
}
サ
テ
神
崎
テ
五
人
ノ
傾
城
ヵ
、

一
句
ノ
御
教
化
ニ
ア
ツ
カ

リ
テ
、
ソ
ノ
夜
入
水
シ
テ
目
出
度
往
生
ヲ
ト
ケ
タ
。
ソ
ノ
ト
キ
ノ

*ι
 

御
教
化
ニ
、
「
ミ
メ
ハ
ヨ
ク
ト
モ
、
炎

(閤
)
王
冥
{臣
ハ
メ
デ
玉

ハ
ン
ヤ
。
形
ハ
尋
常
ナ
リ
ト
モ
、
猛
火
ノ
タ
メ
ニ
ハ
ク
ロ
ム
ヘ
シ
。

声
ハ
タ
へ
ナ
レ
ト
モ
、
叫
喚
地
獄
ニ
ハ
サ
ケ
ブ
ヘ
シ
。
髪
ハ
長
ク

ト
モ
命
ハ
短
カ
ラ
ン
。
」

{
M
】
一二

ニ
ハ
、
落
着
玉
フ
阿
波
国
万
歳
山
郭
見
ノ
浦
ノ
鬼
神
カ

御
済
度
。

*
 

{
口
}
四
ニ

ハ
、
賛
(
讃
)
州
塩
飽
ノ
庄
高
橋
入
道
西
忍
カ
母
、

ψ
a守
γ

ψ

餓
鬼
へ
御
済
度
。
后

(後
)
チ
ニ
賛

(
讃
)
州
丸
亀
ノ
西
紫
雲
一山

光
明
寺
ノ
コ
ト
。
*
 

南
無
ノ
般

(
船
)
阿
弥
陀
ノ
カ
イ
テ
ホ
ル
清
水
末
ノ
世
マ
テ

モ
仏
々
ト
ワ
ケ

{
凶
}
O
咲
ト
キ
ハ
花
ノ
カ
ス
ニ
モ
ア
ラ
ネ
ト
モ
散
ニ
ハ
マ
ケ
ヌ

山
サ
ク
ラ
カ
ナ

{口
}
O
又
、
松
ハ
中
納
言
行
平
、

立
ワ
カ
レ
イ
ナ
ハ
ノ
山
ノ
ミ
ネ
ニ
オ
フ
ル
松
ト
シ
関
ハ
今
カ

ヘ
リ
コ
ン

三
年
勤
番
カ
ス
ミ
、
京
ヘ
カ
ヱ
ラ
ル
、
ト
キ
、
御
別
レ
ヲ
オ
シ

ム、
』
(
話
オ
)
ソ
ノ
ヤ
ウ
ニ
マ
ツ
ナ
レ
ハ

、
タ
ツ
タ
今
ニ
マ
タ
善

カ
ヘ

リ
コ
ン
ト
。
今
モ
法
然
ヲ
待
ナ
レ
ハ
、
タ
ツ
タ
今
ニ
カ
ヘ
リ

コ
ン
ト
云
心
ロ

ヲ
一不
ス
ナ
リ
。

『御伝私考J

{親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
三
図
(
第
三
幅
)
親
鷲
配
流
}

祖
師
聖
人
御
流
出
伴
ノ
段
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{
l
}
コ
レ
ハ
岡
崎
ノ
御
坊
。
境
内
ニ
少
納
言
井
戸
ア
リ
。
祖
在

世
ニ
ホ
リ
玉
フ
。
承
元
元
年
三
月
十
六
日
御
出
立
ノ
体
。

{
2
}
兼
実
公
ヲ
始
メ
、
御
一
門
ノ
衆
中
、
井
ニ
玉
日
ノ
宮
、
五

*
 

年
御
流
罪
、

二
百
里
ヲ
隔
、
越
后
(
後
)
国
府
、
ホ
ト
ナ
ク
御
帰

洛
ノ
宣
旨
モ
ア
ラ
フ
、
ト
思
召
ト
モ
、
「
先
ツ
今
生
ノ
御
別
レ
。
」

卜
皆
々
御
愁
嘆
。
別
シ
テ
ハ
、
兼
実
公
五
十
六
歳
、
半
白
ノ
齢
モ

ス
キ
サ
セ
ラ
レ
、
「
再
会
ノ
期
モ
マ
タ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。」
ト
雨
ヤ

サ
メ
ト
御
泣
ナ
サ
レ
タ
。
「
モ
シ
善
信
帰
洛
ナ
キ
ウ
チ
往
生
セ
ハ
、

多
ク
ノ
衆
生
ヲ
導
キ
テ
、
ア
ト
ヨ
リ
目
出
度
往
生
仕
リ
、
共
ニ
浄

土
ノ
再
会
ヲ
得
奉
ン
。」

ト
テ
、

{
3
}
0
ヵ
、
ル
張
輿
ニ
御
乗
ナ
サ
レ
テ
、
粟
田
口
ヲ
東
へ
サ
シ
テ
、

逢
坂
ノ
関
ヲ
コ
ェ
、
大
津
打
出
ノ
浜
ヨ
リ
御
舟
ニ
召
サ
』
(
v
m
ウ
)

セ
ラ
レ
タ
ト
ア
ル
。

{
4
}
O

コ
レ
ナ
ル
騎
馬
二
人
ハ
、
追
立
ノ
{
巨
人
小
槻
ノ
行
連
。

*
 

今

一
人
ハ
、
領
送
使
右
エ
門
尉
秋
兼
、
「
越
后

(後
)
国
ノ
流
入

藤
井
ノ
善
信
早
ク
立
レ
ョ
。
」
ト
オ
ツ
タ
ツ
ル
ナ
リ
。

マ
ノ}
O
又
此
士
二
人
ハ
、
月
輪
サ
マ
ヨ
リ
御
附
人
、
朝
倉
主
膳
・

伊
賀
守
貞
尚
、
両
人
ヲ
御
馳
走
ニ
付
ケ
玉
フ
。

{
/

O

】
輿
ニ
ハ
上
下
三
十
六
人
ア
リ
。
彼
是
四
十
八
斗
リ
ノ
同
勢

ニ
テ
、
越
後
マ
テ
送
ラ
レ
タ
ト
ア
リ
。
夫
レ
絵
ニ
ハ
略
ス
。

{
7
}
O

コ
レ
ハ
蓮
位
。
背
中
ニ
御
霊
教
ヲ
負
荷
、
ナ
キ
/
¥
御
供
。

{
8
}
O
太
夫
坊
覚
明
西
仏
御
守
護
ノ
体
。
ソ
ノ
ト
キ
上
人
、
「
モ

シ
叡
山
ノ
衆
徒
待
伏
セ
ノ
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
。
心
ク
ハ
リ
用
心
セ

ョ
。
」
ト
ノ
玉
フ
ト
キ
、
西
仏
云
一京
、

オ
シ
カ
ラ
ヌ
露
ノ
命
ヲ
ナ
カ
ラ
ヘ
テ
ア
ハ
レ
サ
シ
モ
ニ
ア
ワ

ン
ト
ソ
思
フ

{
Q

ノ}
ト
キ
ニ
、
此
日
風
モ
ナ
ク
、
海
上
十
八
里
海
津
迄
御
着
。

御
二
倍
ノ
上
ニ
御
付
ノ
人
々
へ
仰
セ
渡
サ
レ
、
「
善
信
コ
レ
ヨ
リ

心
ノ
侭
ニ
、
道
々
辺
郡
回
会
ヲ
教
化
シ
テ
、
配
所
へ
勝
手
ニ
下
リ

タ
イ
ホ
ト
ニ
、
オ
ノ
/
¥
付
添
テ
ハ
、
賎
男
賎
女
近
所
悪
シ
。
」

ト
テ
、
」
(
日
オ
)
コ
レ
ヨ
リ
皆
キ
カ
へ
シ
玉
ヒ
テ
、
蓬
位

・
西
仏

ノ
ミ
ヲ
ツ
レ
、
荒
地
山
ノ
難
所
ヲ
コ
ヘ
、
越
前
今
庄
・
府
中
福

井

・
細
呂
木
・
金
津
、
加
賀
ノ
小
松
・
金
沢
、
越
中
ノ
富
山
ヲ

*
 

コ
へ

三
日
市
、
越
后

(後
)
ノ
市
振
ヨ
リ
、
外
浪
青
海
ノ
問
タ
ニ
、

親
シ
ラ
ス

・
比
丘
尼
コ
ロ
ハ
シ

・
猿
ス
へ
リ

・
駒
カ
へ
シ
ノ
難
所

ヲ
コ
へ
、
ア
ラ
レ
ヌ
御
難
儀
。
夫
レ
ヨ
リ
居
多
大
明
神
ノ
社
ニ
御

着
ナ
サ
レ
タ
カ
、
三
月
廿
九
日
ノ
晩
、
夜
ル
ノ
五
ツ
ス
キ
。
京
御

出
立
ヨ
リ
十
四
、
五
日
目
ニ
御
着
ナ
サ
レ
タ
。
ソ
ノ
夜
ハ
拝
殿
ニ

御
休
ミ
、
御
夕
飯
モ
御
洗
足
モ
ナ
ク
、
夕
、
南
無
阿
弥
陀
/
¥
、

モ
ロ
ト
モ
ニ
休
玉
ヒ
シ
ヵ
、
次
第
二
夜
モ
更
行
。

ヲ
キ

{
叩
}

ハ
ヤ
シ
ノ
、
メ
ト
オ
ホ
シ
キ
コ
ロ
、
国
府
ノ
代
{
臣
、
萩
原

民
部
少
輔
敏
景
、
早
馬
ニ
テ
来
リ
、
「
今
朝
七
ツ
コ
ロ
居
多
明
神

ノ
御
告
。
我
前
二
一
宿
シ
玉
フ
ハ
、
末
世
相
応
ノ
要
法
ヲ
勧
メ
玉

フ
明
師
ナ
リ
。
汝
カ
方
へ
早
ク
向
へ
奉
レ
。
」
卜
、
「
ソ
レ
ハ
カ
ネ
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テ
ヨ
リ
仰
波
サ
レ
ノ
在
ス
藤
井
ノ
善
信
、
々
々
上
人
ノ
コ
ト
ニ

ヤ
在
サ
ン
。
」
ト
御
迎
へ
ニ
参
ル
。
四
月
朔
日
ノ
旭
カ
拝
レ
玉
フ

ニ
、
ア
ラ
不
思
議
ヤ
、
』
(
灯
ウ
)
上
人
ノ
御
礼
ノ
内
ニ

、
南
無
阿

弥
陀
仏
ノ
六
字
カ
ア
ラ
ハ
レ
サ
セ
ラ
レ
タ
。
「
サ
テ
ハ
我
弘
ル
念

仏
、
北
国
ニ
ヒ
ロ
マ
ル
瑞
相
ナ
リ
。」
ト
テ
御
喜
ナ
サ
レ
、
敏
景

ノ
家
ニ
入
玉
フ
。
国
分
寺
ノ
住
侶
、
叡
山
ノ
御
同
学
ノ
人
ナ
リ
。

【日】

境
内
ニ
庵
室
セ
マ
キ
ユ
ヘ
ニ
、
法
場
村
大
場
ト
云
フ
。
小
丸

山
ニ
テ
御
教
化
ア
リ
。
御
袈
裟
掛
ノ
松
、
今
マ
ニ
ノ
コ
レ
リ
。

{
ロ
}
鏡
ケ
池
ニ
ウ
ツ
シ
テ
御
影
ヲ
書
キ
、
西
仏
ニ
与
ヘ
玉
フ
禿

ノ
御
影
ア
リ
。
禿
ノ
字
テ
奏
達
ス
ル
コ
ト
。

コ
レ
ヤ
コ
ノ
ム
カ
シ
ノ
コ
ト
オ
モ
ハ
レ
テ
オ
ツ
ル
涙
タ
ハ
小

丸
山
カ
ナ

野
ニ
出
ル
ト
ア
マ
タ
ノ
上
ニ
飛
雀
コ
イ
ツ
モ
春
ノ
ト
ヒ
ア
カ

リ
モ
ノ

ヨ
フ
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
出
テ
、
遊
フ
衆
ハ
、
御
旧
跡
巡
ル
ト
、
有
難

ナ
ル
祖
師
ノ
御
苦
労
カ
オ
モ
ハ
ル
、
ナ
リ
。
O

一
ツ
信
ヲ
ト
ラ
ヌ

ニ
依
テ
ワ
ロ
キ
ナ
リ
。
善
知
識
ノ
ワ
ロ
キ
ト
仰
セ
ラ
レ
候
ハ
、
信

ノ
ナ
キ
ヲ
ワ
ロ
キ
ト
仰
セ
ラ
レ
候
。
信
ノ
ナ
キ
ハ
ワ
ロ
』
(
郊
オ
)

キ
ニ
テ
ハ
ナ
キ
カ
」
ト
仰
ラ
レ
候
、
ソ
レ
ナ
レ
ハ
旧
跡
サ
ヘ
マ
ハ

ル
ト
信
心
カ
ト
ラ
レ
ル
ヵ
。
只
御
ス
カ
タ
ノ
御
旧
跡
メ
ク
ツ
タ
分

テ
ハ
往
生

ハ
ナ
ラ
ヌ
。
御
心
ノ
御
旧
跡
メ
ク
ラ
ス
ハ
等
ト
弁
。

{
日
]
此
御
心
ロ
ノ
御
旧
跡
ト
ハ
、

蓮
位
房
ノ
背
ニ
オ
ハ
レ
タ
ル

御
聖
教
ノ
植
ノ
中
ニ
ア
ル

『往
生
論
経
』
ヤ、

『選
択
集
」
ノ
御

*
 

ヌ
キ
カ
キ
ノ

『正
信
偶
』
ヤ

『御
利
賛

(讃
)』

チ
ャ
。
御
形
タ

ノ
御
旧
跡
オ
カ
ン
タ
ヨ
リ
ハ
等
。
七
祖
釈
迦
ノ
旧
跡
等
。
カ
ラ
ク

リ
目
鏡
日
本
中
見
セ
ル
コ
ト
。

【親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
四
図
右

(第
三
幅
)
越
後
巡
錫
}

稲
田
御
庵
室
ノ
段

*
 

【
1
]
浜
手
ニ
師
弟
三
人
御
歩
行
ノ
体
ハ
、
巨

(
居
)
多
ノ
浜
ト
モ
、

サ
イ
浜
ト
モ
云
へ
ト
、
コ
レ
ハ
五
年
御
逗
留
御
化
導
ノ
体
也
。

{2
}
此
橋
ハ
往
還
ノ
橋
、
イ
ニ
シ
ヘ
ハ
直
江
津
今
町
湊
先
キ
ニ

ア
リ
。

{3
}
順
徳
院
サ
マ
ナ
ト
ハ
、
北
条
高
時
ノ
乱
ニ
ア
ハ
セ
ラ
レ
、

*

*

*

 

后
(
後
)
鳥
羽
院
ハ
賛
(
讃
)
岐
、
順
徳
院
サ
マ
ハ
佐
土

(渡
)

カ
島
へ
御
左
遷
ノ
御
身
ト
ナ
リ
、
波
風
ア
ラ
キ
等
。」

(見
ウ)一一
一

*
 

年
間
越
后

(後
)
ニ
御
逗
留
ユ
へ
、
御
逢
ナ
サ
レ
、
「
善
信
ハ
オ

レ
カ
ナ
カ
セ
シ
カ
、
朕
モ
ツ
ラ
ヒ
身
ト
ナ
リ
、

善
信
房
ノ
教
化
ニ

ア
ツ
カ
ル
コ
ト
ノ
嬉
シ
ャ
。
」
ト
テ
一
人
ノ
皇
子
、
彦
成
親
王
ト

申
シ
奉
ル
ヲ
、
御
関
山
ノ
御
弟
子
ト
ナ
サ
レ
、
真
念
上
人
ト
申

*

*

 

奉
リ
タ
カ
、
后
(
後
)
ニ
ト
モ
ニ
佐
土

(波
)
カ
島
へ
渡
ラ
セ
ラ

*
 

レ
、
ヵ
ノ
真
念
上
人
ノ
御
開
閥
カ
勝
興
寺
チ
ヤ
。
夫
レ
ヲ
后

(後
)、

*
 

蓮
如
上
人
ノ
御
時
代
ニ
、
ヵ
、
ル
尊
キ
寺
ヲ
ハ
、
佐
土
(
渡
)
島

ニ
オ
ク
ハ
恐
レ
多
イ
ト
テ
、
越
中
へ
引
取
ナ
サ
レ
タ
ヵ
、
古
国
分

『御伝私考j30う



ノ
勝
興
寺
殿
ナ
リ
。
今
ハ
加
賀
守
様
ノ
御
家
門
也
。

{4
}
此
御
歩
行
ハ
、
承
元
四
年
頃
ヨ
リ
五
年
ノ
秋
ニ
向
ケ
、
越

*
 
后

(後
)
蒲
原
郡
鳥
屋
野

・
新
潟
、
所
々
御
経
廻
ナ
サ
レ
、
国
分

へ
往
来
ア
ソ
ハ
ス
体
相
ナ
リ
。
九
月
下
旬
ニ
、
勅
使
国
分
へ
下
リ

玉
フ
ヲ
、
御
受
ケ
ニ
カ
へ
リ
玉
フ
体
也
。
O
蓮
位
ハ
サ
キ
、
真
中

カ
祖
師
、
ア
ト
ハ
西
仏
ナ
リ
。
コ
、
ロ
ミ
ノ
ハ
シ
ト
モ
イ
ヘ
リ
。

【う
}
塩
ク
ム
ト
マ
ヤ
、
ク
ミ
桶
等
ア
リ
。
柿
サ
キ
ノ
御
旧
跡
ア
リ
。

前
ニ
八
房
梅

・
ツ
ナ
キ
カ
ヤ

・
三
度
架

・
合
酒
カ
サ
ク
等
。』

(円

オ
)
【/
O
}

建
暦
元
年
十
一
月
二
十
七
日
、
岡
崎
ノ
中
納

(言
脱
カ
)

範
光
卿
、
十
二
月
二
日
ニ
国
府
へ
御
着
ア
リ
。

{7
}
何
分
上
京
ト
思
召
シ
テ
モ
、
深
雪
ユ
ヘ
ニ
、
翌
二
月
上
旬

信
濃
路
へ
コ
ヱ
、
善
光
寺
へ
御
参
詣
ア
リ
テ
、
上
野
ノ
国
へ
コ
エ

*
 

サ
セ
ラ
レ
、
臼
(
碓
)
弁
峠
ヲ
コ
へ
、
四
辻
ト
云
フ
処
ニ
テ
、
京

都
ヨ
リ
下
ル
智
明
一
房
ニ
逢
ヒ
玉
ヒ
、
元
祖
ハ
権
中
納
言
光
殺
卿
ヲ

以
テ
、
勝
尾
寺
ヨ
リ
京
へ
御
勅
免
、
去
年
十
一
月
廿
日
御
帰
洛
、

正
月
朔
日
ヨ
リ
御
不
例
、
廿
五
日
ニ
御
往
生
ト
云云
。

{
8
}
夫
ヨ
リ
引
返
シ
テ
、
今
津
ト
云
処
ニ
テ
、
一
七
日
御
中
陰

ヲ
御
ツ
ト
メ
ナ
サ
ル
、

。

{
Q
ノ}
夫
ヨ
リ
常
陸
ヘ
コ
ヱ
、
稲
田
ニ
御
逗
留
ナ
サ
レ
タ
ト
ア
ル

ヵ
、
御
開
山
ノ

『御
伝
記
』。

ト
キ
ニ

『高
田
正
統
伝
』
、
井

『仏

光
寺
伝
』
ニ
ハ
、
建
暦
二
年
申
八
月
ニ
御
上
京
、
禁
庭
へ
御
参
内

ナ
サ
レ
、
夫
ヨ
リ
四
十
一
歳
ニ
シ
テ
江
州
湖
東
荒
木
ト
云
フ
処
ニ
、

安
藤
駿
河
守
宗
陸
ト
テ
、
日
野
家
ノ
大
名
カ
ア
リ
タ
。
月
寿
丸

・

花
寿
丸
ト
テ
、
七
ト
五
ト
ニ
ナ
ル
男
子
ヲ
、
庖
癒
ニ
テ
同
日
二
死

ナ
セ
、
家
督
ヲ
舎
」
(
知
ウ
)
弟
ニ
ユ
ツ
リ
テ
御
弟
子
ト
ナ
ル
。

源
海
ト
云
へ
リ
。
安
藤
駿
河
守
入
道
糠
海
ノ
附
属
ニ
ヨ
リ
、
京
ノ

東
山
科
ニ
一
宇
ヲ
建
立
シ
テ
、
上
人
へ
献
セ
ラ
レ
タ
。
上
人
大
ニ

喜
ヒ
玉
ヒ
、
興
正
寺
ト
名
ク
。
「
長
ク
住
シ
玉
ヘ

。
」
ト
ス
、
ム
レ

ト
モ
、
「
未
タ
念
仏
繁
昌
不
行
届
。
」
ト
テ
、
北
嶺
商
都
ノ
妬
ミ
ヲ*
 

オ
ソ
レ
、
常
州
小
島
ノ
郡
司
武
弘
、
井
ニ
鹿
島
大
宮
司
悪
五
良

(郎
)
為
久
入
道
性
信
ト
ノ
請
待
ニ
応
シ
テ
、
常
州
へ
下
リ
カ
ケ
ニ
、

伊
勢
へ
参
詣
。
訪

日

J

h

H
V

打
。
鴻
供

*
 

{叩
}
ソ
ノ
后

(後
)
、
輿
正
寺
第
七
世
了
源
上
人
ノ
ト
キ
、
人
皇

*
 

九
十
五
代
后

(後
)
醍
醐
天
皇
ノ
ト
キ
、
御
悩
ア
リ
テ
、
諸
山
御

祈
祷
仰
セ
付
ラ
ル
、

。
輿
正
寺
ヨ
リ
モ
御
祈
祷
ノ
札
上
ル
ヤ
ウ
ト
、

御
宣
旨
ア
リ
タ
カ
、
ソ
ノ
ト
キ
輿
正
寺
ノ
本
尊
、

同一日一
側
一
説
り

酬
明
天
子
ノ
御
居
間
ナ
ゲ
シ
ノ
上
ニ
、
ア
ラ
ハ
レ
サ
セ
ラ
レ
、
光

明
ヲ
ハ
ナ
チ
テ
、
玉
体
ヲ
テ
ラ
シ
玉
フ
。
忽
チ
御
悩
御
平
愈
ア
リ
。

*
 

改
メ
テ
仏
光
寺
ト
勅
号
タ
マ
ハ
ル
也
。
ソ
ノ
后
(
後
)、
本
願
寺

*

*

 

蓮
如
上
人
ニ
ト
キ
ニ
御
帰
依
ア
リ
テ
、」
(
仰
オ
)
教
牽

(経
豪
)

上
人
ヲ
蓮
教
上
人
ト
法
名
ヲ
御
モ
ラ
ヒ
ナ
サ
レ
、
本
願
寺
ニ
来
リ

玉
フ
。
脇
門
跡
ナ
リ
。
蓮
教
上
人
ノ
嫡
子
六
歳
ニ
ナ
リ
玉
フ
ヲ
、

御
ア
ト
へ
止
メ
テ
御
養
育
シ
タ
ヵ
、
今
ニ
寺
中
ニ
六
坊
ア
リ
。
シ
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ハ
ラ
ク
在
国
シ
マ
シ
マ
シ
ケ
リ
。
三
十
二
年
ノ
間
ヲ
、
シ
ハ
ラ
ク

ト
ハ
ノ
玉
ハ
ヌ
也
。
翌
春
マ
テ
御
逗
留
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
愚
禿
ノ
勅

答
。
卑
下
謙
退
ノ
言
ハ
也
。
我
身
ハ
ワ
ロ
キ
等
。

*
 

{日】

『大
論
』
-
一
、
前
后
(
後
)
波
羅
蜜
ア
リ
ト
モ
、
第
六
智
恵

波
羅
蜜
ナ
ク
ハ
、
鎧
甲
ヲ
着
テ
万
ナ
ヲ
モ
タ
ヌ
如
ク
ナ
リ
等
。
弥

陀
回
向
ノ
信
心
ノ
智
恵
ハ
ラ
ミ
ツ
ヲ
以
テ
、
煩
悩
ノ
敵
討
果
ス

*
 

等
。
春
藤
次
良
(
郎
)
左
エ
門
、
青
井
下
坂
二
ツ
胴
ヨ
ク
キ
レ
マ

ス
。
夫
カ
ラ
御
覧
シ
ノ
コ
ト
、
可
弁
。

{親
鷲
聖
人
絵
伝

稲
田
隠
遁
』
(
却
ウ
)

{
1
】
色
衣
祖
師
ノ
相
タ
也
。

{
2
}

O
諸
参
詣
素
襖
ヲ
着
テ
、

大
名
古
同
家
ナ
リ
。

{
3
}
O
錦
ノ
ア
ツ
モ
ノ
ヲ
着
タ
ル
ハ
鹿
島
ノ
明
神
。

{
4
】
O

橋
カ
ア
ル
。
稲
田
ノ
前
ニ
ア
ル
金
銀
水
也
。
上
人
ア
ル*
 

ト
キ
外
ヨ
リ
カ
ヘ
リ
玉
ヒ
テ
、
御
足
ヲ
ス
、
キ
玉
フ
ニ
、
金
銭

(銀
)
ノ
ナ
カ
ル
、
如
ク
、
入
リ
テ
取
ン
ト
ス
レ
ハ
ナ
シ
。
又
タ

水
ス
メ
ハ
ア
リ
。
智
相
好
ノ
御
開
山
ナ
リ
。
御
足
ノ
ウ
ラ
ニ
千
幅

輸
相
カ
御
ノ
コ
リ
ナ
サ
レ
タ
。
釈
迦
如
来
フ
ミ
玉
フ
足
ノ
ア
ト
ニ
、

光
明
ノ
コ
ル
ト
ア
リ
。
幽
棲
ヲ
シ
ム
等
。
ヵ
ス
カ
ナ
ス
マ
イ
ト
書

必
平

等
。
石
川
浜
田
ノ
家
中
二

、
歴
々
誹

(俳
)
諾
師
ア
リ
。
江
戸
ヨ

第
十
四
国
左

(第
三
一服
)
稲
田
興
法
}

一
万
ヲ
帯
ス
ル
。
ソ
ノ
近
郷
ノ

リ
行
脚
来
リ
逢
フ
。

*
 

{
う
}
角
ア
リ
ト
浮
世
ハ
ッ
カ
シ
腕
手

(
牛
)
脇
ニ
カ
ク
セ
卜
外

へ
出
ル
竹
ノ
子

棚
ノ
ス
ミ
ニ
砂
糖
ア
レ
ハ
、
赤
蟻
カ
タ
カ
ル
如
ク
、
稲
田
ノ
御
庵

室
へ
群
集
等
。
御
夢
合
セ
ノ
コ
ト
。
O
建
保
五
年
丁
沼
正
月
、
御

年
四
十
五
ヨ
リ
五
十
四
ノ
年
マ
テ
十
年
御
逗
留
。

{
/
O
}

O

結
城
七
良
友
(
郎
朝
)
光
、
玉
日
{
呂
ヲ
都
ヨ
リ
御
迎
ヒ
、
』

(引
オ
)
御
同
居
御
子
サ
マ
七
人
。
ソ
ノ
中
範
意
サ
マ
ハ
京
テ
産
、

岡
崎
ニ
墓
。
第
二
政
姫
、
第
三
宮
内
卿
善
鷲
、
稲
田
ノ
御
庵
室
テ

御
誕
生
也
。

{
7
}
O
関
東
・

北
国
二
十
五
年
ノ
御
苦
労
ト
云
へ
ト
モ
、

算
用

ス
ル
ト
廿
八
年
ニ
ナ
ル
也
。
三
十
五
歳
カ
ラ
三
十
九
迄
御
配
所
、

四
十
ノ
春
二
月
カ
ラ
四
十
て
二
迄
三
箇
年
御
在
京
。
小
島
郡
司

武
弘
ト
性
信
房
ノ
迎
ヒ
ニ
ヨ
リ
テ
、
再
ヒ
常
陸
ノ
御
下
向
。
ヵ
ノ

小
島
武
弘
カ
方
ニ
御
逗
留
、
四
十
二
、
三
、
四
ト
三
年
ハ
カ
リ
ナ

リ
。
ソ
ノ
間
一
一、

三
月
一
逗
留
、
=
一
月
寺
也
。
サ
テ
四
十
五
ヨ
リ
五

十
四
マ
テ
稲
田
。
コ
ノ
問
タ
ニ

『教
行
信
証
』
ノ
御
本
書
出
来
也
。

五
十
五
ヨ
リ
六
十
一
迄
ア
ル
ヒ
ハ
高
田
、
ア
ル
ヒ
ハ
結
城
、
ソ
ノ

外
処
々
ニ
依
リ
テ
、
玉
日
ノ
宮
御
墓
、
結
城
ニ
ア
リ
。
称
名
寺
ト

*
 

云
フ
。
六
十
二
ノ
年
御
上
京
、
前
后
(
後
)
二
十
八
年
也
。
稲
田

本

十
年
一
逗
留
ノ
中
ニ
、
種
々
ノ
不
恩
義
(
議
)
ア
リ
。

【

8
}
O
室
ノ
八
烏
ノ
神
主
大
沢
掃
門
カ
願
ヒ
ニ
ア
リ
テ
大
蛇
済

『御伝夜、考j307 



*
 

度
。
毎
年
人
御
』
(
引
ウ
)
供
ノ
ウ
レ
イ
カ
ヤ
ム
。
花
見
箇

(
カ
)

同
等
ノ
弁
。

ホ

{
O
ノ}
鹿
島
ノ
近
辺
、
鳥
ノ
巣
(
栖
)
村
、
悪
五
郎
将
監
カ
妻
、

妖
怪
カ
出
テ
人
ヲ
悩
マ
ス
ヲ
済
度
。

{叩
}
与
沢
村
喜
八
カ
女
房
死
テ
墓
カ
ラ
出
ル
。
血
盆
ニ
入
ル
ヲ

済
度
。

{
日
}
O
鹿
島
明
神
御
帰
依
。
釈
信
海
ト
法
名
ヲ
イ
夕
、
キ
玉
フ
。

稲
田
ニ
水
不
自
由
ナ
リ
ト
テ
、
境
内
へ
七
井
ノ
一
ツ
ヲ
献
上
ノ
コ

ト
。
尾
張
権
ノ
守
信
親
ト
云
神
主
カ
、
鹿
島
ノ
御
簾
ヲ
ア
ケ
テ
法

名
ア
ル
コ
ト
ヲ
見
テ
、
信
広
カ
御
弟
子
ト
ナ
リ
、
順
信
一
房
ト
下
サ

*
 

ル
。
鳥
巣

(栖
)
ノ
無
量
寿
寺
ノ
開
基
ナ
リ
。

{ロ
}
O
五
十
三
ノ
御
年
、
正
月
八
日
ノ
晩
、
芳
賀
郡
ノ
柳
島
ト

云
処
ニ
、
回
ノ
中
ニ
一
ツ
ノ
石
ア
リ
。
上
ニ
寝
玉
フ
。
ソ
ノ
夜
、

*
 

夜
明
ノ
明
星
ノ
コ
ト
。
高
田
御
建
立
ノ
因
縁
。
地
顕
ハ
平

(
真
)

問
ノ
城
主
大
内
ノ
時
レ
因
。

コ
ノ
国
時
ノ
舎
弟
、
国
マ
ハ
リ
シ

*
 

テ
』
(
位
オ
)
不
恩
義

(
議
)
ヲ
感
シ
テ
御
弟
子
ト
ナ
ル
。
真
仏
房
、

ψ

a

T

e

ゃ

一
一
族
皆
ナ
帰
シ
テ
、
后
(
後
)
白
川
(
河
)
院
へ
奏
問
シ
テ
勅
額
、

高
回
専
修
阿
弥
陀
寺
ト
云
フ
。
善
光
寺
如
来
夢
ノ
告
ニ
依
テ
、
聖

人
分
身
ノ
如
来
ヲ
迎
ヒ
ニ
参
リ
玉
フ
。
徳
不
孤
必
有
隣
、
桃
李
不

一言
自
為
践
等
。

{毅
鷲
聖
人
絵
伝

第
十
五
図

(
第
三
幅
)
板
敷
摂
化

・
弁
円
済

度
}
山
伏
教
化
ノ
段

{
l
}
O

コ
レ
ハ
、
播
磨
君
弁
円
教
化
ノ
段
。
上
ハ
順
機
、
今
ハ

逆
機
ニ
シ
テ
、

『御
文
』

ニ
、
凡
疑
誘
ノ
ト
モ
カ
ラ
少
夕
、
乃
至

多
シ
ト
ア
ル
。

{2
}
弁
円
ノ
徒
党
十
七
人
ハ
カ
リ
ヵ
、
御
開
山
カ
稲
田
十
年
御

逗
留
ニ
テ
御
教
化
。
一

向
専
修
ヲ
勧
メ
、
山
伏
第

一
ノ
職
分
、
現

世
祈
守
札
、
タ
ノ
ミ
手
モ
ナ
イ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
等
。
「
彼
方
ヲ
殺
サ

フ
。
」
ト
云
フ
。
春
風
晴
前
カ
庭
前
樹
、
夜
雨
何
穿
石
上
苔
。
木

ノ
高
イ
ハ
風
ツ
ヨ
ク
ア
タ
リ
、
人
モ
秀
ト
目
ニ
立
人
ノ
偏
執
モ
多

J
q

。

308 

道
端
ノ
ム
ク
ゲ
ハ
馬
ニ
ク
ワ
レ
ケ
リ

{3
}
全
体
コ
ノ
山
伏
ノ
、
岩
屋
ニ
コ
モ
リ
孔
雀
』
(
位
ウ
)
明
王

ノ
呪
ヲ
持
チ
、
五
色
ノ
雲
ニ
釆
シ
テ
諸
方
ノ
名
山
ニ
ノ
ホ
リ
、
世

*
 

界
ニ
ア
タ
ト
ナ
ル
鬼
神
ヲ
カ
リ
ツ
カ
イ
、
后
(
後
)
チ
ニ
大
峰
山

*
 

上
ヲ
ヒ
ラ
キ
、
ソ
ノ
后
(
後
)
大
峰
ニ
大
蛇
カ
ス
ン
テ
、
山
入
カ

ナ
ラ
ヌ
処
ヲ
、
醍
醐
ノ
霊
宝
僧
正
ト
云
カ
退
治
セ
ラ
レ
タ
。
コ

*
 

ノ
聖
宝
ハ
賛
(
讃
)
州
丸
亀
ノ
マ
へ
ノ
沙
弥
島
ノ
猟
師
ノ
子
チ

ャ
。
海
ノ
上
ヲ
下
駄
ハ
イ
テ
ア
ル
カ
レ
タ
ト
ア
ル
大
徳
チ
ャ
。
中

興
。
ヵ
ノ
大
峰
ノ
七
池
ト
云
フ
淵
ニ
大
蛇
カ
ス
ミ
、
人
ヲ
取
リ
噸

ヒ
、
山
ニ
ノ
ホ
ラ
レ
ヌ
ヲ
、
カ
ノ
僧
正
退
治
セ
ラ
レ
タ
。
今
ソ
ノ

処
ヲ
ア
ケ
ノ
峰
ト
云
。
山
上
参
リ
シ
タ
衆
ハ
知
リ
テ
居
ル
。
ソ
コ



テ
山
伏
ニ

二
派
ア
リ
。
有
髪
ノ
山
伏
ハ
本
山
派
ト
云
テ
、
天
台
宗

聖
護
院
ノ
支
配
ニ
シ
テ
、
役
ノ
行
者
ノ
開
基
ナ
リ
。
僧
形
ノ
山
伏

ハ
当
山
派
ト
云
テ
、
真
言
宗
醍
醐
ノ
三
宝
院
ノ
支
配
ニ
シ
テ
、
霊

宝
僧
正
ヲ
開
基
ト
ス
ル
コ
ト
チ
ヤ
。
今
ハ

一
人
ノ
僧
ア
リ
テ
山
伏

ト
云云。

当
山
派
ノ
山
伏
ト
ミ
ヘ
タ
リ
。

{
4
}
O
ト
キ
ニ
山
伏
卜
云
モ
ノ
ハ
、
芝
居
テ
モ
山
伏
ノ
出
ル
処

ハ
オ
ソ
ロ
シ
イ
ナ
リ
チ
ャ
。
』
(
的
オ
)
モ
ト
不
動
サ
マ
ヲ
マ
ナ
ン

*

*

 

タ
モ
ノ
チ
ヤ
。
ソ
ノ
不
動
ハ
表
巳
(
己
)
身
ノ
十
界
ト
テ
、

后

(後
)
ロ
ノ
火
炎
ハ
地
獄
、
御
色
ノ
黒
ハ
餓
鬼
、
御
口
チ
カ
ラ
ノ

焔
ハ
畜
生
、
貌
ノ
オ
ソ
ロ
シ
イ
ハ
修
羅
、
御
首
ノ
瑛
務
ハ
天
人
、

手
ニ
ハ
智
ヱ
ノ
利
剣
ハ
菩
薩
界
、
蓮
花
ハ
仏
界
、
左
ノ
手
ニ
縄
ヲ

モ
ツ
テ
御
坐
ル
ハ
人
間
界
、
善
ハ
助
ケ
、
悪
逆
ノ
モ
ノ
ハ
コ
ノ
縄

テ
ク
リ
上
テ
退
治
セ
フ
ト
、
ソ
ノ
不
動
ノ
ス
カ
タ
ヲ
ウ
ツ
シ
タ
カ

山
伏
チ
ヤ
。
ユ
ヘ
ニ
カ
ツ
ホ
ブ
シ
ハ
味
ヒ
カ
、

山
伏
ノ
ス
カ
タ
ハ

コ
ワ
イ
。

{
3
}

O
此
二
人
ノ
山
伏
ハ
、

一
人
ハ
天
門
返
ノ
小
川
坊
、

コ

ハ
小
山
寺
ノ
吉
祥
坊
ト
云
伝
ル
。
長
刀
ノ
サ
ヤ
ハ
ツ
シ
テ
待
伏
ノ

体
。
ス
ヘ
テ
十
八
人
ノ
徒
党
チ
ャ
。

*

ホカ

{
/
O
}
O

コ
、
ロ

(
ニ
)
一

人、

一
足
飛
ニ
行
ク
体
ハ
、
コ
ノ
外
ニ
、

マ
タ
ア
イ
カ
也
コ
ト
ア
ル
ト
云
ヲ
シ
ラ
ス
。

*
 

【

7
}
O
此
門
内
ニ

打
向
フ
山
伏
ヵ
、
正
ク
那
何

(珂
)
ノ
郡
塔
野

尾
村
ノ
住
人
、
出
豆一崎
ノ
僧
都
ト
云
テ
、
山
伏
中
ノ
頭
分
テ
、
コ
レ 人

カ
播
磨
ノ
公
弁
円
チ
ヤ
。

*
 

{
8
}
此
板
布

(敷
)
山
カ
ラ
稲
田
ノ
御
庵
室
へ
手
向
タ
ハ
、
二

段
目
ノ
手
向
チ
ャ
。

{
O
ノ}
夫
迄
ニ
彼
レ
カ
秘
法
ニ
』
(
行
ウ
)
人
ヲ
ノ
ロ
ヒ
殺
ス
調
伏

ノ
法
カ
ア
ル
。
御
関
山
ノ
人
形
ヲ
土
テ
コ
シ
ラ
へ
、
目
ニ
モ
鼻
ニ

モ
ク
キ
ヲ
サ
シ
、
夫
レ
ヲ
大
地
へ
ウ
メ
テ
、
ノ
ウ
マ
ク
サ
ン
マ
ン
タ
等。

腹
一
杯
ノ
ロ
ヒ
コ
ロ
ス
ツ
モ
リ
ナ
レ
ト
モ
、
サ
ス
カ
聖
人
ハ
大
権

ノ
聖
者
チ
ヤ
。
鉄
テ
コ
シ
ラ

ヘ
タ
牛
ヲ
蚊
カ
サ
ス
カ
如
ク
、
イ
カ

ナ
コ
ト
歯
カ
夕
、
ヌ
。

*
 

{叩】

ソ
レ
ヨ

リ
鹿
島

・
行
方
へ
御
出
ニ
ハ
、

此
板
布

(敷
)
山

ヲ
御
往
来
ナ
サ
レ
ル
テ
、
此
様
ニ
待
伏
シ
テ
殺
サ
フ
ト
出
掛
ケ
タ*
 

ノ
チ
ヤ
。
処
カ
、
ア
ル
カ
ト
ス
レ
ハ
ナ
シ
。
前
カ
ト
オ
モ
ヘ
ハ
后

*
 

(後
)
カ
等
。
「
何
レ
ニ
モ
、
合
点
ユ
カ
ヌ
坊
{
寸

(主
)
チ
ャ
。
ダ

マ
シ
打
カ
ヨ
イ
。
今
カ
ラ
庵
室
へ
往
イ
テ
、
カ
ノ
親
驚
ニ
向
ヒ
、

指
違
ヒ
ニ
ナ
リ
テ
死
ル
カ
。
モ
シ
モ
大
勢
カ
出
テ
、

ト
リ

マ
キ
タ

レ
ハ
、
内
外
ヨ

リ
ト
ツ
ト
、
十
八
人
カ
一
同
ニ
ハ
セ
ツ
ケ
、
サア、

ソ
ノ
ト
キ
ニ
益
切
ニ
シ
テ
呉
ン
。
今
一
同
ニ
打
向

ハ
¥

裏
ノ
方

へ
逃
ケ
出
ル
モ
シ
レ
ヌ
。
マ
ア
、
我
一
人
往
キ
テ
何
ニ
ナ
フ
、
御

目
ニ
ヵ
、
ラ
フ
。
」
ト
案
内
ヲ
乞
テ
、
親
驚
オ
チ
ッ
キ
貌
テ
出
タ

ラ
ハ
、
「
タ
ツ
タ
一
打
-
一
、
本
望
何
事
モ
我
胸
ニ
ア
ル
。
」
卜
弁

円
一
人
往
レ
タ
カ
、
此
ス
カ
タ
ナ
リ
。
山
伏
装
束
甲
由
同
ヲ
帯
シ
、

*

*

*

 

山
刀
ナ
ヲ
ネ
タ
』
(
判
オ
)
パ

(夕、
ハ
ネ
)、
合
シ
テ
弓
矢
ヲ
サ
ケ
、
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処
カ
、
御
関
山
ハ
左
右
ナ
ク
出
合
玉
ヒ
ケ
リ
。

{
日
}
此
処
カ
有
難
。
大
勢
ノ
弟
子
衆
ハ
、「
モ
ウ
シ
/
¥
山
伏
カ

彼
方
タ
ヲ
殺
シ
ニ
マ
イ
リ
マ
シ
タ
。
私
シ
共
カ
相
手
ニ
ナ
リ
マ
ス
。

彼
方
タ
ハ
御
隠
レ
ア
ソ
ハ
セ
。
」
ト
云
。
御
開
山
、
「
弟
子
一
人
設

ケ
タ
。
」
ト
テ
、
御
出
マ
シ
ナ
サ
レ
タ
カ
。

{ロ
}
此
山
伏
カ
、
聖
人
サ
マ
ヲ

一
目
拝
ム
ト
、
害
心
忽
チ
消
滅

シ
テ
、
無
性
ニ
身
毛
ヨ
タ
チ
、
ア
リ
カ
タ
ウ
ナ
リ
テ
来
タ
。
ソ
ノ

筈
ツ
チ
ヤ
、
山
伏
ノ
コ
ト
ユ
へ
、
モ
ト
人
相
ヲ
ヨ
ク
ミ
ル
。
御
関

山
ノ
御
面
体
ヲ
一
目
拝
ミ
タ
レ
ハ
、
実
ニ
無
相
好
ノ
凡
体
ナ
レ
ト

モ、

三
十
二
相
ノ
御
ヨ
ソ
オ
イ
、
一
時
ニ
ア
ラ
ハ
レ
サ
セ
ラ
レ
タ

ヵ
、
カ
ノ
山
伏
カ
騎
慢
ノ
心
中
モ
、
グ
ニ
ヤ
/
1
1
ト
、
ト
コ
ロ
テ

ン
ノ
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
テ
、
モ
ウ
ソ
コ
テ
喜

ハ
ス
ニ
ハ
居
ラ
レ
ヌ
。
大

*
 

地
ニ
ヒ
レ
フ
シ
、
ワ
ア
/
¥
泣
出
シ
テ
、
夫
カ
ラ
橡

(縁
)
ノ
端

シ
へ
上
リ
シ
ナ
ニ
、
刀
杖
ヲ
ス
テ
頭
巾
ヲ
等
。
此
通
リ
機
悔
ス
レ

ト
モ
、
聖
人
マ
タ
オ
ト
ロ
ケ
ル
色
ナ
シ
等
。

{日
}
御
開
山
ハ
悪
人
ナ
レ
テ
御
坐
ル
ユ
ヘ
、
ビ
ク
ト
モ
オ
ト
ロ

カ
セ
ラ
レ

ヌ
。
京
ノ
大
仏
北
ヤ
ク
ハ
ン
ヤ
町
ノ
子
供
ノ
コ
ト
。
正

*

*

 

月
三
箇
(
賀
)
日
カ
ス
メ
ハ
不
寝
故
、
枕
本
(
元
)
ニ
テ
』
(叫

ウ
)
カ
ナ
タ
ラ
ヒ
ヲ
夕
、
ク
ト
、
ネ
ム
リ
ツ
ク
コ
ト
。
鉦
ニ
ナ
レ

タ
故
、
可
弁
合
。
ツ
ヨ
イ
モ
ノ
ヲ
コ
カ
ス
テ
、
角
力
ノ
関
取
チ
ヤ
。

今
マ
発
露
機
悔
セ
ネ
ハ
、
弥
陀
ノ
本
願
ノ
御
手
柄
カ
シ
レ
ヌ
。
祖

師
ノ
御
手
柄
モ
シ
レ
ヌ
。
今
頃
ノ
同
行
ハ
、
当
場
ヲ
云
ヒ
ヌ
ケ
ン

ト
ス
ル
ノ
ミ
ナ
リ
等
。

{凶
}
手
次
ノ
マ
ヘ
テ
地
取
リ
ハ
、
マ
ケ
テ
モ
ヨ
イ
カ
四
本
柱
ノ

内
カ
大
事
ナ
勝
負
チ
ヤ
。
安
心
・
報
謝
・
師
徳
・
法
度
ノ
四
本
柱

ノ
中
テ
ア
シ
ト
ラ
レ
マ
イ
ソ
。
阿
弥
陀
如
来
ノ
四
十
八
手
ヲ
キ
ク

ト
キ
ハ
、
人
ニ
ハ
マ
ケ
テ
鬼
ニ
マ
ケ
ヌ
ソ
。
タ
ノ
ム
一
念
ノ
腹
サ

ヘ
ス
ハ
レ
ハ
、
我
慢
ハ
止
メ
ヨ
。
人
ニ
ハ
マ
ケ
テ
モ
、
臨
終
除
夜

ノ
鬼
ニ
ハ
マ
ケ
ヌ
ソ
ヤ
。
ト
リ
テ
オ
サ
へ
テ
浄
土
へ
マ
イ
ル
ソ
ヤ
。

隣
町
テ
泣
サ
レ
テ
モ
ト
ル
コ
ト
。

{
口
】
ソ
ノ
ト
キ
ノ
御
教
化
カ

「化
巻
」

ニ
ア
ル
。「
大
集
月
蔵

経
」
忍
辱
品
大
十
六
ニ
言
。
『
行
巻
』
二
十
丁
、
離
レ
於
二古
相
一、
修
二

習
正
見
一。

決
定
シ
テ
深
信
罪
福
因
縁
」
(
釘
オ
)

一
念
発
起
ノ
信

心
ヲ
、
得
仏
ノ
正
覚
ニ
コ
シ
ス
ヘ
ル
ナ
レ
ハ
、
禍
ヒ
ハ
ナ
ィ
。
禍

ヒ
ナ
ク
ハ
、
占
モ
祈
祷
モ
入
ラ
ヌ
。
孔
子
テ
サ
へ
不
恒
其
徳
成
承

之
辱
。
子
日
、
不
占
而
己
孝
悌
忠
信
ノ
マ
コ
ト
ヲ
恒
守
リ
サ
ヘ
ス

*

ド

レ
ハ

、
上
口
モ
祈
鵡
モ
不
入

(要
)。

夜
チ
ヤ
サ
カ
ヒ
挑

(提
)
灯

*
 

カ
入
用
、
白
昼
ニ
ハ
挑

(提
)
灯
ハ
イ
ラ
ヌ
等
。
目
ハ
ワ
ル
イ
ユ

へ
、
耳
カ
キ
コ
エ
ヌ
ユ
へ
、
歯
カ
ウ
ツ
ク
ユ
へ
、
九
頭
竜
権
現
へ

梨
子
タ
チ
マ
セ
ウ
。
ソ
ン
ナ
ワ
ツ
カ
ナ
祈
嬉
シ
カ
ナ
イ
。

【凶】

地
獄
ヲ
ノ
カ
レ
テ
極
楽
へ
マ
イ
ル
ワ
レ
ラ
。
「
大
経
』

ニ
ハ
、

我
於
無
了
却
普
為
大
施
主
等
。
貧
乏
ノ
根
タ
チ
ヲ
サ
セ
テ
ヤ
ラ
フ

ト
仰
ル
仏
ハ
、
弥
陀
チ
ヤ
。
ト
ン
ナ
貧
乏
カ
ト
オ
モ
ヘ
ハ
、

呑
ス
キ
テ
払
フ
ス
ミ
カ
ネ
ノ
コ
キ
リ
ニ
目
モ
ア
テ
ラ
レ
ヌ
年
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ノ
ク
レ
カ
ナ

大
工

ス
ラ
ク
ラ
ト
ヘ
ラ
ス
コ
フ
テ
モ
暮
ノ
貸
下
地
ア
ル
ノ
ニ
上
ヌ

左
{
匡

リ
ヲ
ス
ル

風
ヨ
リ
モ
払
ヒ
ヲ
ナ
ン
ト
正
気
散
煎
シ
ツ
マ
リ
テ
頭
痛
ス
ル

イ
シ
ヤ

ク
レ
コ
ノ
冬
ハ
論
語
同
断
孔
子
テ
モ
シ
ン
コ
ウ
シ
テ
モ
孟
子
テ
モ

ナ

シ

儒

者

」
(
む
ウ
)

節
季
ヲ
ハ
見
ス
テ
、
伊
勢
へ
年
マ
ヒ
リ
カ
ヱ
ラ
レ
シ
ナ
ノ
御

払

カ

ア

ル

神

道

者

此
世

一
旦
ノ
貧
乏
ハ
、
五
十
貫
目
ノ
富
ト
ル
カ
、
千
貫
目
ノ
富
テ

モ
ア
タ
レ
ハ
、
遁
レ
ラ
レ
ル
ヵ
、
地
獄
ノ
貧
乏
、
ヲ
レ
ヲ
ノ
カ
シ

テ
呉
レ
ヨ
ト
仰
ル
御
祈
祷
。
仏
ケ
ハ
阿
弥
陀
如
来
サ
マ
チ
ャ
。
ヨ

リ
テ
此
山
伏
モ
目
カ
利
テ
居
ル
等
。

*
 

【
口
}
懐
剣
ト
八
角
ト
金
剛
杖
ハ
、
稲
田
ノ
西
念
寺
ニ
ア
ル
。
負

(笈
)
ハ
江
戸
ノ
報
恩
寺
ニ
ア
ル
。
頭
巾
ト
柿
衣
ト
袈
裟
ハ
、
松

原
上
宮
寺
ニ
ア
ル
。

{
凶
}
O

ア
タ
ト
ナ
ル
弓
矢
モ
今
ハ
引
替
へ
テ
西
ニ
入
サ
ノ
山
ノ

端
ノ
月

*
 
后
(
後
)
チ
ニ
明
法
房
、
稲
田
ノ
庵
室
ニ
留
守
居
シ
テ
、
祖
師
ノ

オ
ソ
キ
ヲ
迎
ヒ
ニ
出
、

山
モ
山
道
モ
ム
カ
シ
ニ
カ
ハ
ラ
ネ
ト
カ
ハ
リ
ハ
テ
タ
ル
我
心

カ
ナ

可
弁

O
法
ノ
師
ヲ
ム
カ
ヘ
テ
コ
、
ニ
ア
シ
ヒ
キ
ノ
山
ハ
コ
ソ
ニ
モ
カ

ワ
ラ
サ
リ
シ
ヲ

同

{親
驚
聖
人
絵
伝

箱
根
ノ
段

【l
}
O
貞
、
水
元
壬
辰
年
、
御
年
六
十
一
歳
ト
云
へ
ト
モ
、

「康
楽

寺
』
ナ
ラ
ヒ
ニ

『高
田
ノ
正
統
伝
』
』
(
“
オ
)
ナ
ト
ニ
ハ
、
六
十

二
歳
ノ
春
、
武
蔵
国
麻
布
善
福
寺
了
海
上
人
モ
、
コ
ノ
ト
キ
ノ
入

*
 

社
。
ソ
レ
ヨ
リ
、

O
北
条
四
良
(
郎
)
時
政
ノ
二
男
、
北
条
従
四

位
佐
陸
奥
{
寸
平
ノ
義
時
、
明
朝
ヨ
リ
一
切
経
ヲ
取
寄
、
諸
宗
諸
山

ノ
歴
々
ヲ
呼
出
シ
、

三
十
二
人
ノ
高
徳
ヲ
招
キ
校
合
ノ
コ
ト
。
我

祖
モ
鎌
倉
ノ
一一一
浦
ニ
御
教
化
ナ
サ
レ
テ
、
御
坐
ラ
セ
ラ
レ
タ
ト
キ
、

義
時
ノ
子
息
武
蔵
守
泰
時
参
詣
シ
テ
、
右
ノ
訳
ヲ
言
上
シ
、
聖
人

ヲ
招
イ
校
合
ノ
席
へ
請
ス
。
蓮
位
坊
・
性
信
坊

・
慈
心
坊
・
顕
智

*
 

坊
・
順
信
一
房
・
唯
心
坊
・
尊
信
房
・
普
性
坊
己

(以
)
上
九
人
連

レ
玉
フ
。
開
寿
丸
問
フ
、
「
余
師
ハ
袈
裟
ヌ
キ
テ
食
、
上
人
ハ
着

ナ
カ
ラ
食
シ
玉
フ
ハ
、
之
何
恐
レ
タ
リ
。
」
ト
云云
、
再
三
間
フ
。

*
 

遂
ニ
、
「
開
寿
丸
ハ
幼
雅

(稚
)
ナ
リ
。
」
ト
テ
、
軽
蔑
シ
テ
問
セ

玉
ハ
ヌ
ト
ウ
ラ
ム
。
故
ニ
祖
師
答
テ
、
「
三
世
弘
ノ
瞳
幡
タ
ル
衣

故
ニ
、
不
徳
ナ
ル
身
ナ
レ
ト
モ
袈
裟
ノ
徳
ニ
テ
魚
得
脱
ス
。
」
ト

ノ
玉
フ
コ
ト
。
『
口
伝
抄
』
ニ
ア
リ
。
』
(
“
ウ
)

*
 

{
2】

O
八
月
十
六
日
、
江
津
真
楽
寺
昼
后

(後
)
御
出
立
ノ
コ
ト
。

第
十
六
図
右

(第
四
幅
)
箱
根
示
現
}

『御伝私考j311 



小
田
原
ニ
テ
晩
陰
、
一
里
登
ル
ト
湯
木
橋
、
右
ニ
ト
ル
本
箱
根
通

本

ト
云
フ
。
湯
坂
峠
登
ツ
メ
ル
ト
駒
筒
(
カ
)
峰
、
オ
リ
ル
新
芦
川

ト
云
。
坐
主
町
、
今
テ
サ
へ
樫
木
坂
猿
ス
へ
リ
。
孤
峰
風
冷
手
足

疑
掴
切
利
之
雲
幽
渓
水
液
如
踊
風
輪
底
。
称

(
祢
)
宜
ハ

四
{
匡
兵

本

*

庫
神
主
社
掌
。
箱
根
三
処
(
二
所
)
権
現
ハ
、
彦
炎
出
見
命
、
地

神
五
代
ノ
中
、
第
四
代
目
天
照
ノ
彦
、
四
十
代
光
仁
ノ
ト
キ
、
宗

(
宝
)
亀
元
年
ニ
出
現
。
社
領
二
百
石
。

*
 

{
3
}
O

『本
懐
集
」
ニ、

一一一
処

(所
)
権
現
ハ

三
世
ノ
覚
母
、
文

殊
菩
薩
。
俗
体
ハ
当
来
ノ
コ
ト
夕
、
女
体
ハ
施
無
為
観
音
。
皆
ナ

極
楽
界
中
出
現
ナ
レ
ハ
、
祖
師
ノ
御
通
リ
ヲ
、
将
軍
ノ
御
通
行
ヲ

諸
大
名
ノ
響
応
ノ
如
シ
。
仏
法
弘
通
神
慮
ニ
叶
フ
ユ
へ
也
。
杉
ノ

*
 

木
ト
云
へ
ハ
来
テ
見
ヨ
ト
云
フ
枕
言
(
詞
)
。
三
輪
明
神
ノ
コ
ト
。

《祖
師
、
杉
木
ノ
下
ニ
タ
チ
ヨ
リ
玉
フ
。》

{
4
}
O

コ
レ
ナ
ル
清
水
ハ
、
湖
水
ヨ
リ
流
レ
出
ル
。
古
歌
ニ
、

o
玉
ク
シ
ケ
箱
根
ノ
雲
』
(
灯
オ
)
井
カ
ク
レ
ナ
シ
ア
ケ
テ
モ

サ
ム
ル
月
ノ
水
海

十
月
ハ
、
出
雲
ノ
大
社
ノ
近
辺
ハ
、
小
豆
ノ
飯
ヲ
コ
シ
ラ
へ
、
神
在
ト
一
玄

7
也
。

今
、
聖
人
翌

一
日
御
逗
留
。

$
 

{
う
}

コ
レ
ヲ
サ
シ
上
ル
神
在
餅
、
后

(
後
)

ニ
セ
ン
サ
イ
モ
チ
ト
云
フ
也
。

九
字
十
字
ノ
名
号
ト
本
尊
下
ル
。
今
本
山
毎
月
朔
日
二
、
セ
ン
サ
イ
モ
チ
ソ
ナ

ヘ
ル
コ
ト
、
可
知
。

*
 

{
/
O
}

O

此
聖
教
ヲ
オ
ハ
レ
タ
ハ
性
信
房
、
俗
性
(
姓
)
上
ミ
ニ
ア

*
 

ル
。
常
州
ノ
小
島
ノ
郡
司
武
弘
カ
一
族
、
鹿
島
ノ
郡
司
五
良

(
郎
)
為
久
ト
云
。
至
リ
テ
強
気
ノ
郷
土
。
廿
七
才
ニ
シ
テ
熊
野

へ
参
詣
シ
テ
帰
リ
ニ
、
元
祖
上
人
ノ
御
教
化
ヲ
問
、
御
弟
子
ト
ナ

ル
。
若
キ
ユ
へ
ニ
吾
祖
ヘ
ユ
ツ
リ
玉
フ
。
コ
レ
ヨ
リ
武
弘
モ
ス
、

メ
ラ
レ
、
信
者
ト
ナ
ル
ナ
リ
。

附
附
刊
誌
叫
べ
…
即
日
一
戸
一可。

此
性
信
、

后

(後
)
ニ
下
総
ノ
豊
一
回
ノ
庄
横
曾
根
、
有
縁
大
ニ
弘
通
ス
。
箱

*
 

根
御
別
レ
ノ
后
(
後
)
ナ
リ
。
飯
沼
ノ
天
神
、
老
翁
ト
ナ
リ
参
詣
、

一
宇
ヲ
建
立
ス
。
杉
ノ
コ
ト
。

本

{7
】

O
天
福
元
年
正
月
十
日
ノ
夜
夢
想
。
社
ノ
称

(
祢
)
宜
ニ
告

夕
、
「
青
陽
ノ
嘉
儀
ニ
、
御
手
洗
ノ
池
ノ
鯉
二
尾
、
性
信
上
人
ノ

御
前
へ
ソ
ナ
ヘ
ヨ
。
」
ト
今
ニ
タ
エ
ス
。
江
戸
浅
草
高
竜
山
樹
徳

院
報
思
寺
、
祖
師
ヘ
モ
チ
来
リ
、
正
月
廿
八
日
御
講
ノ
料
理
、
』

(
幻
ウ
)
性
信
ノ
マ
ヘ

ニ
ソ
ナ
ヘ
ル
鏡
餅
二
重
、
天
神
へ
オ
ク
ル

等
。
京
ノ
水
カ
ツ
キ
ノ
外
ヘ
ス
キ
ト
ホ
ル
。
ト
キ
ニ
コ
ノ
性
信
坊

ヵ
、
『
正
像
末
ノ
和
賛

(
讃
)
ノ
見
聞
』

ニ
、
貞
永
頃
帰
洛
。
豆

州
箱
根
山
ニ
着
到
ス
。
師
忽
顧
頗
云
、
我
至
西
洛
、
執
耀
法
燈
東

海
、
群
萌
焼
閤
宅
碩
ハ
、
汝
向
田
東
海
並
目
済
東
方
。

【

8
}
O
又
、
箱
根
ニ
テ
夜
モ
ス
(
カ
脱
カ
)
ラ
ニ
暁
更
ニ
等
。
ソ

ノ
ト
キ
御
詠
ニ
、

O

マ
テ
シ
ハ
シ
カ
タ
ム
キ
月
ニ
モ
ノ
ト
ハ
ン
我
モ
西
ニ
ハ
メ
ク

ル
身
ナ
レ
ハ

ト
、
急
キ
テ
豆
州
ヲ
ヌ
ケ
、
駿
河
ノ
藤
枝
へ
ウ
ツ
リ
、
熊
谷
カ
念

312 



仏
ヲ
質
ニ
入
テ
、
銭
ヲ
カ
ラ
レ
タ
ル
古
跡
ヲ
ス
キ
、
阿
部
川

ヘ

ヵ
、
リ
玉
フ
。
大
洪
水
ナ
ル
ヲ
、
一
人
ノ
老
僧
案
内
シ
テ
浅
瀬
ヲ

*
 

フ
ミ
、
負

(
笈
)

ノ
中
ニ
入
リ
玉
フ
常
州
霞
ヶ
浦
ニ
テ
感
得
ノ
弥

*
 

陀
ト
云
へ
リ
。
后

(
後
)
錦
織
寺
ノ
本
尊
。

{
O
ノ

}
O

ソ
レ
ヨ
リ
遠
川
桑
白
田
ノ
専
信
一
房
ノ
カ
タ
へ
御
立
答
。
急

キ
帰
京
ノ
思
召
」
(
刊
オ
)
ナ
レ
ト
モ
、
「
ヵ
、
ル
有
縁
ノ
池
ヲ
見

捨
ル
モ
本
意
ナ
ラ
ス
。
」
ト
専
信
一
房
カ
方
ニ
テ
越
年
シ
玉
ヒ
タ
ト

ア
ル
。
ソ
ノ
間
ニ
笠
原
ノ
庄
桜
カ
池
ヲ
見
物
シ
玉
フ
。
「
此
池
ハ
、

比
叡
山
西
塔
ノ
宝
持
一房
ノ
阿
閤
梨
、
肥
后
(
後
)
ノ
源
光
ハ
名
字
、
観
行
位
テ

ハ
隔
生
即
忘
ス
ル
。
蛇
身
ヲ
ウ
ケ
テ
弥
批
判
ノ
出
世
ニ
ア
ハ
、
ャ
ト
、
智
ヱ
ア
ル

カ
ユ
へ
ニ
、
生
老
ノ
ハ
ナ
レ
カ
タ
キ
ヲ
知
リ
、
道
心
ア
ル
カ
ユ
へ
ニ
、
慈
尊
ニ

ア
ハ
ン
コ
ト
ヲ
願
フ
、
若
有
衆
生
間
此
経
者
、
於
。
無
上
道
住
不
退
転
ヲ
知
リ

玉
ハ
ル
コ
ト
ノ
残
念
ヤ
。」

ト
御
ナ
ケ
キ
ナ
サ
レ
タ
。

*

ヨ
ク

{叩
}
O
翼
(
翌
)
年
貞
、
氷
三
年
、
専
信
ノ
方
ヲ
立
チ
、
遠
州
浜
松

*
 

へ
越
へ
玉
フ
ト
キ
、

三
河
ノ

ア
ラ
ウ
ミ
郡
矢
萩

(作
)
ノ
御
堂
ニ

テ
七
日
御
説
法
ア
リ
。
焼
栗
ノ
御
旧
跡
モ
此
ト
キ
也
。

*
 

{
日
}
夫
レ
ヨ
リ
三
河
安
静
(
城
)
ノ
城
下
、
円
善
坊
ノ
方
ニ
テ

御
教
化
ア
リ
。
瞬
キ
ノ
御
影
ヲ
御
書
下
サ
レ
タ
。
サ
テ
ソ
レ
ヨ
リ
、

名
古
屋
カ
ラ
美
濃
路
へ
コ
ヱ
サ
セ
ラ
レ
、
道
々
御
隙
取
。

{
ロ
}
四
月
廿
三
日
江
川
木
部
村
一
一
、
天
安
堂
ト
テ
伝
教
大
師
ノ

*
 

彫
刻
セ
ル
毘
沙
門
堂
へ
御
参
詣
。
庵
主
ト
地
頭
民
部
ノ
太
(
大
)

輔
氏
連
ノ
夢
想
ヲ
得
、
聖
人
ヲ
請
ス
。
ソ
ノ
ユ
メ
一
一
、
霞
カ
浦
ノ

尊
像
ヲ
真
中
ニ
安
置
シ
、
傍
ラ
ニ
オ
キ
、
左
リ
ニ
聖
人
ノ
像
ヲ

願
ヒ
安
置
シ
奉
レ
、
ト
応
請
。
』
(
特
ウ
)
聖
人
ノ
像
ヲ
能
事
満
足

ノ
御
影
卜
云
フ
。
秋
七
月
迄
御
一逗
留
、
七
月
六
日
ノ
夜
寅
ノ
ト

キ
、
堂
内
ニ
天
女
ア
ラ
ハ
レ
、
錦
ヲ
オ
ル
。
横
三
尺
竪
一
丈
五
尺
。

*
 

ヵ
ノ
満
足
ノ
御
影
ノ
前
ニ
備

(供
)
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
天
聴
ニ
達
シ
、

*
 

八
月
二
日
勅
使
権
中
納
言
頼
資
卿
ヲ
以
テ
天
覧
ニ
備

(供
)
ル
ヤ

ウ
ト
詔
リ
有
。
由
テ
聖
人
、
此
錦
ヲ
モ
テ
御
帰
京
、
御
参
内
。
実

ニ
天
人
サ
ヘ
モ
供
敬
ス
ル
念
仏
ノ
大
法
。
コ
レ
ヒ
ト
へ
ニ
親
驚
ノ

徳
行
ノ
ア
ラ
ハ
レ
ナ
リ
ト
テ
、
天
人
護
法
錦
織
之
寺
ト
勅
額
ヲ
下

サ
ル
。紅

葉
々
ヲ
ワ
ケ
ッ
、
ュ
ケ
ハ
錦
着
テ
見
ル
人
ト
人
ノ
見
ル
ラ

ン

唐
朱
買
臣
ハ
山
中
ノ
柴
刈
親
父
也
。
柴
刈
タ
モ
書
物
ヲ
懐
ニ
ス
。

*
 

人
、
ラ
ウ
ラ
ウ
ス
。
后
(
後
)
チ

ニ
上
ヘ
ヨ
ヒ
出
サ
レ
、
学
問
カ
ヨ

イ
ト
テ
ソ
ノ
処
ノ
奉
行
ニ
ナ
リ
タ
。
斎
藤
別
当
実
盛
、
篠
原
合
戦

ノ
ト
キ
、
三
位
惟
盛
卿
ヨ
リ
赤
地
錦
ノ
シ
タ
タ
レ
ヲ
拝
領
シ
着
ラ

レ
タ
ヵ
、
越
前
ハ
古
郷
ナ
レ
ハ
、
錦
ヲ
カ
サ
ル
心
ロ
シ
ャ
ケ
レ
ト

モ、

三
国
ニ
珍
シ
キ
天
人
ノ
織
タ
錦
ヲ
ハ
、
天
覧
ニ
ソ
ナ
ヘ
ル
ト

云
ハ
、
天
上
ヌ
ケ
ノ
錦
ヲ
』
(
的
オ
)
カ
サ
ラ
レ
タ
等
。
O
聖
人

古
郷
ニ
カ
へ
リ
テ
等
。

*
 

【
日
】
笛
(
カ
)
様
ニ
禁
一
庭
堂
上
迄
ホ
マ
レ
ヲ
ト
リ
ナ
カ
ラ
、
御

隠
遁
ノ
御
志
ナ
レ
ハ

、
ソ
レ
ヲ
功
ニ
モ
思
召
サ
ス
、
伝
教
弘
法
ノ
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イ
カ
ナ
ル
大
伽
藍
ヲ
モ
建
立
ス
ヘ
キ
御
身
カ
、
他
宗
ノ
妬

ミ
モ
イ
ヵ
、
ト
、
扶
風
鳩
捌
ト
コ
ロ
/
¥
等
。
九
条
道
家
卿
ハ
、

兼
実
公
ノ
御
孫
ナ
レ
ハ
、
別
シ
テ
御
遺
言
モ
ア
リ
、
御
開
山
ヲ
御

敬
ヒ
ユ
ヘ
ニ
、
或
ハ
小
松
谷
法
勝
寺
小
御
堂
。
又
岡
崎
、
御
心
任

セ
ニ
御
住
居
、
ソ
ノ
中
オ
モ
ニ
花
園
ノ
御
殿
、
今
ハ
五
条
通
商
洞

院
ノ
東
側
北
ノ
角
ニ
浄
土
宗
ノ
大
泉
寺
山
勺
矧
一均一日
川初日
一
行
ぷ
下

門一
W
H
V
-一
御
住
居
。

{M
】
サ
テ
元
祖
ノ
御
墓
へ
御
参
詣
ア
リ
。
ス
キ
シ
昔
ノ
ア
リ
サ

マ
、
二
十
八
、
九
年
ニ
ナ
レ
ハ
、
友
ハ
ミ
ナ
古
人
ト
ナ
リ
、
見
知

人
モ
希
ナ
リ
。
年
々
歳
々
花
相
似
等
。
{
位
、

掛

川

県

御
M
V
4

月
ヤ
ア
ラ
ヌ
ス
キ
シ
昔
、
ン
ノ
春
ナ
ラ
テ
我
身
ヒ
ト
リ
ハ
モ
ト

景
(
業
)
平
ノ
歌

如
ク
、

ノ
身
ニ
シ
テ

【口
}
O
五
条
西
洞
院
ワ
タ
リ
等
。
ヵ
、
ル
市
中
ヲ
勝
地
ト
ハ
、

隠
遁
ノ
身
ニ
似
合
ヌ
ト
云
ニ
、
在
家
ヲ
ス
、
メ
ル
ニ
勝
手
ヨ
シ
ト
。

住
ニ
ケ
ン
春
ハ
吉
野
ノ
花
ノ
モ
ト
秋
ハ
』
(
的
ウ
)
嵯
峨
野
、

萩
ノ
下
露

ソ
レ
ハ
世
間
ノ
隠
居
ノ
コ
ト
、
『
序
分
義
』
一
一
、
明
如
来
遊
化
処

即
有
一
二
遊
王
宮
緊
治
為
化
在
俗
衆
二
遊
者
閤
屈
山
等
処
-一
為
化

*
 

出
家
衆
一、
釈
迦
ノ
応
化
モ
爾
リ
。
『
観
経
」

ハ
坐
布
(
敷
)
牢
内

等
。

伝
教
、
神
楽
岡
ニ
テ
一
万
三
礼
シ
テ
弥
陀
ノ
像
ヲ
魁
ミ
、
叡
山
へ

御
供
ナ
サ
レ
、
「
此
山
ニ
在
シ
テ
利
益
シ
玉
フ
ャ
。
又
、
京
近
辺

ニ
在
ス
ヤ
、
」
ト
ノ
玉
フ
ニ
、
「
山
。
」
ト
ノ
玉
フ
ト
キ
ハ
何
ト
モ

ナ
ク
、
「
京
近
辺
ニ
。
」
ノ
玉
フ
ト
、
一
一
一
度
迄
ウ
ナ
ツ
キ
玉
フ
。
御

本
山
モ
昔
ハ
高
坐
ア
リ
。
今
ハ
ナ
シ
。
在
家
ト
同
ク
等
。
コ
ノ
コ

ロ
昔
へ
口
決
ヲ
等
。
水
深
シ
テ
魚
勉
集
ル
弁
。
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{親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
六
図
左
(
第
四
幅
)
洛
陽
訪
問
]

【

1
】
O
常
陸
那
珂
西
郡
稲
田
ヨ
リ
丑
寅

一
里
ハ
カ
リ
、
大
部
郷

ノ
地
頭
、
佐
竹
刑
部
左
エ
門
末
賢
、
熊
野
参
諸
ノ
歩
ニ
ヵ
、
レ
、

参
リ
テ
ハ
雑
修
ニ
ナ
ル
カ
ト
、
ワ
サ
/
¥
尋
ニ
来
ル
。
『
蓬
原
』

啓
ノ
名
ニ
ハ
、
八
十
八
代
四
条
院
御
宇
仁
治
元
庚
申
二
月
二

、
ワ
サ

/
¥
尋
ニ
来
ル
、
極
月
参
詣
ノ
コ
ト
ヲ
。
又
タ
『
羽
車
』
ニ
ハ
、

八
十
九
代
亀
山
院
御
宇
弘
長
元
年
ト
ア
リ
。
何
レ
ニ
モ
ソ
ノ
年
越

ニ
参
ル
』
(
叩
オ
)
コ
ト
ヲ
、
ワ
サ
/
l
¥
春
二
月
ニ
タ
ツ
ネ
ニ
ノ

ホ
ル
。
銘
々
ハ
、
ワ
サ
/
¥
ト
コ
ロ
テ
ハ
ナ
ィ
。
御
坐
参
ル
モ
カ

テ
ラ
参
リ
チ
ヤ
。
今
度
ノ
御
勧
化
、
マ
タ
始
メ
カ
ラ
一
坐
モ
マ
イ

ラ
ヌ
。
マ
ア
、
御
斎
米
上
カ
テ
ラ
、
近
所
ノ
伯
母
エ
見
舞
カ
テ
ラ

ノ
コ
ト
、
云
云
。

*

レ
イ

{2
】
O
壁
ノ
張
付
ニ
石

(鵡
)
鵠
カ
書
テ
ア
ル
。

千
早
振
ル
神
代
ノ
昔
、
ン
タ
レ
カ
シ
ル
シ
ル
へ
ム
カ
シ
ノ
イ
ナ

ヲ
、
セ
鳥

*
 

ミ
ト
ノ
マ
ク
ハ
ヘ
ト
テ
、
夫
婦
ノ
道
モ
コ
ノ
鵠
(
鵠
)
鵠
カ
教
へ

-

f

v

-【

*

タ
ト
ア
ル
。
川
一門川ドハド
ハ判。

今
モ
鵠
(
鵡
)
鵠
ノ
如
ク
賢
ク
教
へ
ツ



タ
ヘ
タ
如
ク
、
聖
人
ニ
モ
ヨ
ク
仏
ニ
ナ
ル
道
ヲ
教
へ
玉
フ
表
示
。

{3
}
或
ハ
鴨
ノ
商
モ
ア
ル
。
西
行
、

コ
ト
ナ
ラ
ヌ
身
コ
ソ
ヤ
ス
ケ
レ
鴨
ノ
足
ミ
チ
カ
ク
テ
コ
ソ
浮

ム
瀬
モ
ア
レ

*
 

平
太
良
(
郎
)
、
無
願
無
行
ノ
足
ナ
ヘ
モ
、
ヵ
、
ル
者
ヲ
御
助
ト
、

ウ
カ
ム
本
願
ノ
瀬
モ
ア
ル
ト
表
示
。
*
 

O
上
ノ
段
ハ

、
五
日
祖
へ
権
現
ノ
響
(
饗
)
応
モ
ア
リ
、
ウ
チ
弟
子

*
 

平
太
良

(
郎
)
モ
天
人
致
敬
ノ
願
。
ト
キ
ニ
上
人
善
業
ノ
御
勧
化

ハ
此
段
也
。
山
伏
ハ

一
目
オ
カ
ム
。
忽
チ
ニ
害
心
消
ル
色
塵
説
法
。

ト
キ
ニ
人
ヲ
教
化
ス
ル
ニ
、
二
ツ
方
便
ト
直
示
ト
也
。
方
便
ト
ハ、

木
戸
ノ
万
作
大
病
ノ
コ

ト
、
云
云
。
爾
ル
ニ
、
或
ト
キ
件
ノ
平
太

*
 
良
(
郎
)
等
。

一4}
『六
要
』

ニ
、
但
按
一
一事
情
一縦
内
心
雌
信
仏
法
其
身
』
(
叩

ウ
)
未
捨
俗
塵
之
類
世
准
{
寸
礼
入
境
問
禁
可
謂
二
神
妙
-於
内
心
者

信
知
此
旨
全
不
可
及
動
転
者
敗
。
五
回
発
起
シ
テ
参
ル
テ
ナ
イ
。
地

頭
ノ
歩
等
。

*
 

{う】

若
ト
キ
立
願
シ
テ
、
大
峰
山
上
、
病
気
本
腹

(復
)
、
ソ

ノ
后
(
後
)
御
礼
参
セ
フ
ト
御
約
束
。
今
信
ヲ
得
タ
レ
ハ
、
参
ル

ニ
ハ
オ
ヨ
フ
マ
イ
ヵ
。
又
、
金
毘
羅
へ
立
願
、
「
叶
へ
テ
下
サ
レ
。

夫
カ
ラ
一
生
何
々
ヲ
タ
チ
マ
セ
フ
。」

ト
御
約
束
申
シ
タ
。
ク
ハ

*
 

ヌ
分
ハ
昔

(惜
)
シ
フ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
破
テ
喰
タ
レ
ハ
、
罰
カ
ア

タ
ラ
フ
カ
ト
、
心
ロ
ヵ
、
リ
ナ
カ
ラ
、
ナ
ケ
ヤ
リ
ニ
シ
テ
オ
ク
。

気
違
ヒ
ノ
ト
キ
云
タ
コ
ト
。
本
性
ニ
ナ
リ
テ
、
御
前
カ
ヤ
ウ
/
¥

ト
云
レ
タ
ト
テ
、
取
上
沙
汰
ス
ル
奴
ナ
レ
ハ
、
ソ
イ
ツ
カ
ヤ
ハ

リ

気
遠
チ
ヤ
。
此
願
叶
へ
テ
下
サ
レ
タ
ラ
、

一
生
何
々
ヲ
絶
マ
セ
フ
。

ミ
ナ
信
心
ノ
ナ
イ
狂
気
ノ
ト
キ
ニ
云
タ
ノ
チ
ャ
。
夫
レ
ヲ
信
心
決

定
ノ
正
気
ニ
ナ
リ
タ
上
へ
テ
、
ソ
チ
ハ
ソ
ノ
食
ヲ
タ
ツ
ト
云
タ
カ
、

ト
ウ
レ
シ
ヤ
、

ト
ネ
タ
ル
神
ナ
レ
ハ
、
ソ
ノ
神
カ
又
気
違
チ
ャ
。

ハ
ダ
シ
参
リ
セ
ス
ト
モ
、
彼
方
光
明
ノ
中
へ
御
見
舞
。

{
6
]

ア
サ
キ
リ
ヤ
呼
ハ
コ
チ
ラ
ニ
波
守
等
。

『論一品
開』

ニ
、
子
入
大
閥
、
毎
事
問
、
或
日
、
ス
ウ
人
子
知
礼
、

入
大
廟
、
毎
事
問
、
子
関
之
日
、
是
礼
也
。
ト、
』
(
只
オ
)

*
 

{
7
}
今
モ
シ
レ
テ
ア
ル
平
太
良
(
郎
)
、
タ
ツ
ネ
ニ
ワ
サ
/
¥
ノ

*
 

ホ
リ
タ
ハ

、
后
(
後
)
生
大
事
ユ
ヘ
チ
ヤ
。
梁
ノ
武
帝
、
猛
頭
律

師
ヲ
帰
依
、
碁
ノ
最
中
ニ
参
内
。
「キ
レ
。」
ト
ノ
玉
フ
コ
ト
。
市

ニ
出
シ
テ
毅
ス
。
帝
、
臨
終
ヲ
問
フ
。
臼
ク
、
「
過
去
ニ
小
僧
タ

リ
シ
ト
キ
、
樹
ヲ
ウ
ユ
ル
ト
キ、

一
疋
ノ
駈
矧
ヲ
切
殺
ス
。
ソ
ノ

*
 

ミ
、
ス
ハ

、
后

(
後
)
福
力
ヲ
修
シ
、
今
帝
王
ト
ナ
ル
。
ワ
レ
ハ
、

*
 

ソ
ノ
弥
沙
ナ
リ
。
誤
リ
テ
殺
タ
ル
順
后

(後
)
業
ノ
顕
レ
テ
、
今

殺
サ
ル
、

。」
ト
云
。
「梁
僧
伝
」。
世
ノ
中
ハ
ス
ム
ト
ニ
コ

ル
テ
大

違
。
蛇
ハ
人
ヲ
ノ
ム
。
茶
ハ
人
カ
ノ
ム
。
江
戸
テ
下
乗
橋
ノ
下
テ

鯉
ヲ
釣
タ
ト
テ
、
ト
ラ
マ
ヘ
ラ
レ
テ
、
首
オ
チ
ル
コ
ト
ニ
ナ
ル
。

奉
行
カ
云
ク
、
「
下
タ
テ
ハ
ア
ル
マ
ィ
。
下
モ
テ
ア
ラ
フ
。
」
ト
、

下
モ
ナ
レ
ハ
深
川
マ
テ
ハ
シ
モ
等。

命
助
タ
。
今
モ
マ
イ
リ
マ
セ

『御{云私考j315 



フ
カ
。
参
リ
マ
ス
マ
イ
ヵ
。
出
入
ノ
違
ヒ
テ
、
往
生
ノ
サ
ハ
リ
等
。

{8
}
聖
人
ソ
ノ
ト
キ
御
教
化
。
遠
方
カ
ラ
調
カ
ク
ル
コ
ト
ク
、

夫
聖
教
方
差
ナ
リ
止
。

琴
浦
ニ
朽
テ
ス
テ
タ
ル
ア
マ
小
舟
我
方
ニ
引
浪
モ
ア
リ
ナ
ン

タ
ツ
タ
一
ツ
ア
ル
。
唯
有
浄
土
一
門
等
。
経
釈
ノ
明
文
等
。
経
ハ

ア
ト

此
経
也
。
釈
ハ

『安
楽
集
』

ニ
引
、
次
テ
」
(
丸
ウ
)
若
論
起
悪

*
 

造
罪
者
不
異
暴
風
紋
雨
等
。
和
賛
(
讃
)
ニ
等
。
タ
ト
へ
ハ
遠
方

*
 

へ
征
キ
、
途
中
ニ
テ
大
荒
、
一
斬
(
軒
)
屋
ニ
ト
マ
レ
ト
云
。
泊

タ
レ
ハ
近
付
ノ
家
。
釈
迦
ノ
里
ト
ハ
一
一
一
千
ス
キ
、
弥
勅
ノ
処
マ
テ

ハ
五
十
六
億
等
。
中
ニ
唯
有
浄
土
一
門
可
知
。
真
実
大
悲
ノ
親
サ

マ
ノ
内
、
ト
マ
レ
ト
云
御
挨
拶
ト
コ
ロ
ヵ
、
摂
取
ノ
手
テ
ヒ
キ
ア

ケ
テ
下
サ
ル
。
夫
レ
ヲ
ブ
リ
キ
リ
テ
行
ク
カ
、
聖
道
自
力
ノ
足

強
也
。
御
辞
義
ナ
シ
ニ
泊
ル
カ
浄
土
門
チ
ヤ
。
雑
毒
虚
仮
ノ
善

根
功
徳
ノ
築
笠
ス
テ
、
現
世
祈
リ
ノ
脚
半
甲
拭
モ
ト
リ
テ
ヌ
ケ

テ
、
ヵ
、
ル
モ
ノ
ヲ
、
実
ニ
尻
オ
ロ
シ
タ
ヵ
、
泊
ル
筈
ニ
ナ
リ
タ

ノ
ナ
リ
。
煩
悩
ノ
ヒ
ト
シ
ホ
リ
ニ
成
リ
タ
着
物
ハ
、
必
光
摂
講
ノ

*
 

衣
裳
ト
キ
セ
カ
エ
、
本
願
ノ
御
坐
布
(
敷
)
ノ
真
中
テ
、
光
明
ノ

*
 
巨
(
矩
)
縫
ニ
ア
タ
リ
、
往
生
治
定
ト
足
ノ
ハ
シ
テ
、
長
旅
ノ
疲*
 

レ
モ
ヤ
ス
マ
リ
等
。
御
報
謝
ノ
枕
シ
テ
、
寝
タ
間
カ
裟
婆
ノ
夢
幼

(幻
)
シ
、
臨
終
一
念
ノ
暁
ノ
カ
ネ
ニ
目
カ
サ
メ
テ
等
。

{
9
}
O
恭
モ
三
国
ノ
祖
師
等
。
ト
ナ
タ
ニ
モ
、
少
シ
テ
モ
雑
行

ク
サ
イ
コ
ト
カ
ナ
ィ
。
竜
樹
ハ
疑
則
花
不
開
ト
。
天
親
ハ
一

心
帰

ム
叩
ト
。
鷲
師
ハ
他
想
無
関
雑
ト
。
道
縛
ハ
唯
有
浄
土
。』

(
刀
オ
)

善
導
ハ
一
向
専
称
等
ト
。
源
信
ハ
唯
称
弥
陀
等
ト
。
元
祖
ハ
往
生

極
楽
ノ
タ
メ
ニ
ハ
云
云
。
花
ト
云
へ
ハ
サ
ク
ラ
也
。
外
ノ
花
ヲ
根

シ
メ
ニ
セ
ヌ
。

{叩
}
O
念
仏
ハ

一
切
諸
仏
三
味
主
チ
ヤ
。
爾
ル
ニ

、

一
向
専
念

ノ
義
ハ
往
生
ノ
肝
臓
、
自
宗
ノ
骨
目
ナ
リ
。
雑
行
ス
テ
、
弥
陀
タ

ノ
ム
ト
ハ
、
人
間
ノ
体
タ
ニ
ハ
肝
臓
等
。
大
事
ナ
コ
ト
チ
ヤ
。
ソ

レ
ハ
論
釈
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
ヵ
。
御
経
ニ
ハ
、
三
経
ニ
陰
顕
ア
リ
ト
云

へ
ト
モ
等
。
此
一
節
ニ
、

三
経
ヲ
ナ
ラ
ヘ
テ
、
カ
ノ
一
向
専
念
ノ

義
ヲ
述
へ
ヲ
ク
。
此
下
カ
太
(
大
)
切
チ
ヤ
。
陰
顕
ト
ハ
陰
彰
顕

密
チ
ヤ
。
陰
ハ
カ
ク
ル
¥
彰
ハ
ア
ラ
ハ
ル
ト
云
テ
、
丁
度
寺
ノ

*
 

打
布

(
敷
)
カ
、
表
ハ
獅
子
ニ
牡
丹
、
楓
ニ
鳳
風
、
梅
ニ
鴛
、
波

二
千
鳥
ト
モ
ヨ
フ
ハ
分
レ
ト
モ
、
裏
ハ
ス
ヘ
テ
一
面
糸
ヲ
渡
シ
テ

ア
ル
。
表
ハ

『大
経
』
三
輩
章
、

『観
経
』
テ
ハ
九
品
ト
、
自
力

ノ
モ
ヤ
ウ
ト
リ
カ
ア
レ
ト
モ
、
弘
願
真
実
ノ
裏
カ
ラ
ミ
ル
ト
、
他

力
ノ
相
、
一
面
ニ
渡
テ
ア
ル
。
『
善
導
ノ
釈
」
ニ
、
裟
婆
教
主
由

其
清
故
広
浄
土
要
円
安
楽
能
入
顕
彰
別
意
弘
願
ト
。
祖
ハ
コ
ノ
文

ニ
依
リ
テ
、
陰
彰
顕
密
ト
云
コ
ト
ヲ
御
立
テ
ナ
サ
レ
タ
。
爾
ル

ニ、

『観
小
二
経
』

ハ
シ
ハ
ラ
ク
方
便
ヲ
帯
フ
ヘ
シ
。
一

他
力
ヲ

説
ク

『大
経
』

ニ
ハ
、
』
(
刀
ウ
)
顕
陰
ハ
ア
リ
ソ
フ
モ
ナ
イ
モ
ノ
。

去
レ
ハ
御
関
山
ハ
、

『大
経
』
三
輩
ナ
ト
ハ
『
観
経
』
ノ
九
品
ト

開
合
ノ
異
ニ
シ
テ
、

『大
経
』
ニ
ア
リ
ナ
カ
ラ
、
『
観
経
」

へ
ト
リ

316 



オ
ロ
ス
思
召
ナ
レ
ト
モ
、

今
ハ
義
ニ
オ
イ
テ
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
文

ノ
上
テ
ハ
陰
顕
カ
ア
ル
。
何
ト
云
-
一
、
先
『
大
経
』
ノ
三
輩
ニ
モ

一
向
ト
ス
、
メ
テ
等
。
上
議
ハ
捨
家
棄
欲
ノ
マ
コ
ト
ノ
出
家
、
中

輩
ハ
出
家
テ
ハ
ナ
ケ
ネ
ト
モ
、
諸
ノ
功
徳
ヲ
修
ス
ル
ノ
チ
ヤ
。
下水

輩

ハ
善
モ
修
セ
ス
功
徳
ナ
シ
。
世
間
ナ
ミ
ノ
凡
夫
也
。
共
ニ
后

(後
)
生
大
事
ノ
無
上
菩
提
心
ヲ
発
セ
ハ
、

一
向
専
念
無
量
寿
仏

ト
説
テ
ア
ル
。
ソ
レ
ヲ
流
通
分
ニ
、
ソ
ノ
捨
家
棄
欲
等
ノ
菩
提
心

ハ
沙
汰
ハ
ナ
イ
。
捨
家
等
ノ
菩
提
心
テ
参
ル
ノ
カ
一
向
専
念
ノ
了

解
テ
参
ル
ノ
カ
ト
一玄
へ
ハ
、
土
俵
キ
ハ
ノ
流
通
テ
ハ
、
菩
提
心
カ

足
ト
ラ
レ
テ
、
コ
ロ
リ
負
チ
ヤ
。
ヨ
ロ
/
¥
シ
イ
南
無
阿
弥
陀
仏

ヲ
称
へ
ル
。
行
ノ

一
念
ニ
、
早
ヤ
無
上
大
利
ノ
功
徳
ヲ
引
ク
ル
メ

テ
仕
舞
テ
、
弥
勅
菩
薩

へ
コ
レ
ヲ
附
属
シ
テ
、
仏
告
弥
勅
彼
仏
名

*
 

号
等
。

「
ソ
ナ
タ
モ
五
十
六
億
七
千
万
年
ノ
后

(後
)
チ
、
我
レ

カ
如
ク
仏
ニ
ナ
リ
テ
出
タ
ラ
、
我
通
リ
ニ
此
名
号
ヲ
、
オ
モ
ニ
勧

メ
ラ
レ
ョ
。
タ
ノ
ム
ソ
ャ
。」
釈
迦
カ
弥
勤
ニ
手
』
(
日
オ
)
ヲ
サ

ケ
テ
御
タ
ノ
ミ
ナ
サ
レ
タ
。
『
観
経
』
テ
ハ
九
品
ニ
シ
ハ
ラ
ク
等
。

表
ハ
定
散
自
力
雑
行
ハ
カ
リ
、
爾
シ
九
品
ノ
始
メ

ニ
三
心
ハ
説
タ

ヵ
。
三
心
以
為
正
目
ト
テ
、
ソ
ノ
三
心
ハ
九
品
ノ
惣
冠
リ
ニ
ナ
リ

テ
、
九
品
ハ
種
々
行
ハ
心
ロ
任
セ
ニ
ッ
ト
メ
テ
モ
、
往
生
ノ
因
カ

三
心
チ
ヤ
ユ
ヘ
ニ
、
仕
舞
ハ
汝
好
持
是
語
者
等
。
善
導
ハ
上
来
難

説
等。

{
日
}

『小
経
』
ノ

一
心
諸
仏
等
ト
。
弥
陀
ハ
光
寿
無
量一
也
。
光
明

ハ
衆
生
ノ
無
明
ヲ
断
シ
苦
因
ヲ
ヌ
キ
、
寿
命
ハ
衆
生
苦
楽
ヲ
絶
シ

玉
フ
。
ソ
レ
ヲ
間
違
ヌ
ト
諸
仏
証
誠
ス
。
ソ
ノ
名
義
ヲ
聞
説
阿
弥

陀
仏
ト
、
間
信
ス

ル
ヲ
、
執
持
名
号
一

心
不
乱
ト
云
フ
。
爾
ル
此

一
心
不
客
易
故
一
一
、
極
難
信
ソ
レ
ヲ
得
サ
セ
フ
ト
テ
、
受
合
玉
フ

勧
恒
沙
信
恒
沙
也
。

*

*

 

O
前
漢
ノ
王
陵
、
高
祖
ニ
使

(仕
)
フ
。
党

(
楚
)
項
羽
、
王
陵

ノ
母
ヲ
ト
ラ
へ
テ
、

戸
板
ニ
張
テ
戦
場
ヘ
モ
チ
、
「
王
陵
不
従
ハ

母
ヲ
釜
入
ニ
ス
ル
。
」
ト
一玄
フ
。
王
陵
悲
テ
血
ヲ
吐
モ
タ
ヘ
タ
リ
。

*

キ
全

(
詮
)
方
ナ
シ
。
ソ
ノ
后

(
後
)
チ
項
羽
ノ
方
へ
使
ヲ
ヤ
ル
。

ソ
ノ
使
ノ
前
ニ
テ
、
「
漢
ヲ
遁
レ
テ
我
一
一
従
へ

。
不
爾
者
母
ヲ
釜

入
ニ
セ
ン
。」
ト
云
フ
。
ソ
ノ
ト
キ
母
、
「
高
祖
ハ
長
者
也
。
二
心

ナ
ク
仕
へ
ヨ
。
我
死
ヲ
以
テ
使
者
ニ
』
(
日
ウ
)
送
ラ
ン
。
」
ト
テ
、

万
二
喉
ヲ
ツ
ラ
ヌ
キ
自
害
セ
リ
。
母

一
人
、
身
ヲ
ス
テ
、
サ
へ
、

王
陵
ハ

一
心
ニ
ナ
ル
。
恒
沙
仏
舌
ク
サ
レ
ナ
ハ
死
セ
ン
。
何
ソ
我

等

一
心
ニ
ナ
ラ
サ
ラ
ン
ヤ
。
論
主

一
心
和
尚

一
向
等
。

{親
驚
聖
人
絵
伝
第
十
七
図

(第
四
幅
)
熊
野
参
詣
】

{
1】

O

証
誠
殿
ノ
本
地
等
。
誓
ヲ
立
マ
コ
ト
ヲ
立
ヌ
ノ
コ

ト
ヲ

証
誠
殿
ト
云
フ
。
牛
王
ノ
コ
ト
。
ソ
ノ
筈
チ
ヤ
。
本
ト
ハ
弥
陀
ノ

化
身
。
若
不
生
老
ノ
誓
ヒ
ノ
マ
コ
ト
等。

餅
好
ハ
餅
、
酒
好
ハ
酒

也
。
サ
ケ
ト
云
名
ヲ
キ
ク
タ
ニ
モ
ウ
レ
シ
イ
一
一

、
呑
セ
ル
人
ハ
神

*

*

 

カ
仏
カ
。
山
田

(八
岐
)
ノ
オ
ロ
チ
モ
、
酒
呑
童
子
モ
酒
テ
退
治

『御伝私考j317 



等
。

{
2
}
O
証
誠
殿
モ
本
地
弥
陀
。

一
念
帰
命
カ
好
也
。
ヨ
リ
テ
ユ

メ
/
¥
冥
離
ヲ
メ
ラ
ス
等
。
ウ
ロ
/
¥
セ
ス
ト
参
詣
セ
ヨ
ト
。
証

誠
殿
ノ
本
地
即
等
。
『
御
文
章
』

ニ
、
神
明
ト
申
ハ
等
。
『
止
観
』

六
ニ
、
別
教
ノ
菩
薩
ハ
従
空
出
仮
ノ
下
ニ
和
光
同
塵
ハ
等
。
『
孝

子
経
』
、
和
其
光
同
其
塵
ト
。
『
維
摩
経
』
、
以
欲
釣
引
仏
道
。
淵

ノ
底
ノ
魚
ハ
網
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
飼
ニ
好
飼
ヲ
サ
シ
テ
オ
ロ
ス
コ
ト
。

我
等
ハ
御
教
化
ノ
網
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
息
才
延
命
ノ
飼
テ
ツ
リ
ア
ケ

*
 

ト
云
フ
コ
ト
。
垂
跡
(
迩
)
ト
ハ
、

『天
台
ノ
釈
』

一
一
、
非
本
無

以
顕
遮
非
迩
無
以
顕
本
。
」
(
日
オ
)
歌
ニ
、

道
ノ
辺
ノ
チ
リ
ニ
ヒ
カ
リ
ヲ
ヤ
ハ
ラ
ケ
テ
仏
モ
神
ト
ア
ラ
ハ

朱
省
院

レ
ニ
ケ
リ

仏
法
カ
ラ
神
道
へ
出
庖
ヲ
ス
ル
コ
ト
。
本
庖
ハ
京
、
江
戸

・
長
崎

ニ
モ
出
庖
ス
。
我
発
起
ニ
ア
ラ
ス
。
歩
ニ
カ
ラ
レ
テ
行
ク
へ
ニ
ハ
。

{3
}
鷲
宿
梅
ノ
歌
、

勅
ナ
レ
ハ
イ
ト
モ
カ
シ
コ
シ
鴛
ノ
宿
ハ
ト
問
へ
ハ
イ
ヵ
、
答

へ
ン

カ
シ
コ
シ
ノ
字
ハ
助
字
。
唯
カ
シ
コ
ト
云
コ
ト
、
オ
ソ
レ
ウ
ヤ
マ

フ
コ
ト
。
女
ノ
文
ニ

、
カ
シ
ク
、
穴
賢
ト
云
モ
爾
リ
。
神
ノ
御
威

光
ヲ
カ
シ
ロ
ム
ル
ニ
ア
ラ
ス
等
。
努
々
ト
ハ
、
チ
ツ
ト
ハ
カ
リ
ト

云
コ
ト
。
気
弱
ク
オ
モ
フ
ナ
。
此
レ
カ
仏
ノ
御
約
束
チ
ヤ
卜
云
コ

ト
。
ア
ノ
女
中
ナ
ト
ハ
、
間
分
タ
カ
ワ
ル
イ
。
今
迄
金
毘
羅
ニ
、

十
日
/
¥
ニ
御
寿
キ
ヲ
ト
ナ
へ
拝
マ
ス
。
コ
レ
カ
ラ
ヤ
メ
テ
、
弥

陀
ヲ
タ
ノ
メ
ハ
、
罰
ア
テ
ハ
ナ
サ
ル
マ
イ
カ
ト
云
ニ
、
丁
度
殿
カ

御
通
リ
。
下
女
ノ
オ
サ
ン
カ
御
目
ニ
ト
マ
リ
、
御
妾
ニ
ナ
サ
レ
ウ

ト
ア
ル
ニ
、
マ
ダ
オ
サ
ン
ハ
十
年
ノ
年
カ
ア
ル
ニ
、
勤
メ
ス
ニ
ハ

御
妾
ニ
ナ
ル
ト
テ
、
主
人
ハ
腹
ハ
タ
テ
ヌ
。
主
人
ハ
喜
ン
テ
、
憎

イ
ト
ハ
オ
モ
フ
マ
イ
カ
ヤ
等
。
』
(
日
ウ
)

{4
}
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
平
太
良

(郎
)
熊
野
ニ
参
詣
ス
等
。
ネ

テ
モ
サ
メ
テ
モ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
ハ
カ
リ
ノ
コ
ト
。
ハ
夕
、
ン
テ
無

為
ニ
参
着
ノ
夜
等
。
サ
テ
ハ
イ
ヵ
、
ト
オ
モ
フ
処
へ
、
聖
人
忽
然

ト
ア
ラ
ハ
レ
テ
等
、
可
知
。
甲
州
万
福
寺
ノ

『御
絵
伝
』

ハ
、
覚

如
様
ヨ
リ
直
ニ
下
サ
レ
、
満
足
ノ
御
絵
ト
云。

カ
ノ
絵
ハ
聖
人
マ

*
 

テ
カ
、
証
誠
殿
ノ
内
ヨ
リ
光
リ
ヲ
放
チ
、
平
太
良

(郎
)
ヲ
御
照

シ
ナ
サ
ル
、
ァ
リ
。
彼
ト
ハ
末
代
ノ
衆
生
迄
ヲ
イ
レ
テ
指
玉
フ
ナ

リ
。
御
関
山
ハ
仁
治
元
年
六
十
八
才
也
。
O

一
ツ
不
審
ア
リ
。
証

誠
殿
本
地
弥
陀
、
何
ソ
平
太
良

(郎
)
ノ
信
者
ヲ
ト
カ
ム
ル
ヤ
。

答、

三
ノ
ワ

(ケ
脱
カ
)
ア
リ
。
O

一
為
払
雑
修
失
故
、

O
二
為

開
念
仏
利
益
故
、
O
三
為
示
神
仏

一
体
故
ナ
リ
。

{
う
}
O
御
殿
ノ
ア
カ
キ
ハ
、
慈
悲
ノ
ス
カ
タ
也
。
他
宗
ノ
伽
藍

モ
神
殿
モ
ア
カ
シ
。
旭
ノ
赤
キ
ハ
慈
悲
也
。
天
上
ノ
日
カ
、
下
界

へ
下
リ
テ
火
ト
ナ
ル
。
ソ
ノ
日
輪
ノ
御
カ
ケ
テ
、
五
穀
モ
出
来
ル
。

食
モ
ト
、
ナ
フ
ル
。
間
モ
テ
ラ
ス
等
。
心
ノ
臓
赤
シ
。
愛
染
明
王

ノ
』
(
日
オ
)
赤
テ
モ
、
持
国
天
ノ
赤
モ
、
愛
慾
衆
生
ノ
慈
悲
ヲ
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シ
ラ
ス
也
。

{
6
}
O
駒
犬
ハ
、
白
沢
ト
云
獣
也
。
諸
獣
ノ
オ
ソ
ル
、
也
。
神

ノ
ス
ク
レ
テ
邪
悪
ノ
近
カ
ヌ
カ
如
、
ン
。

{
7
}
O
サ
テ
鼠
色
ノ
装
束
ハ
佐
竹
左
エ
門
末
賢
也
。

{
8
}
山
伏
ハ
先
達
ナ
リ
。

{
Q
ノ
}
女
中
ハ
佐
竹
ノ
室
ト
イ
へ
リ
。

ネ

{
印
}

O
横
ニ
ネ
ル
平
太
良
(
郎
)
也
。
解
脱
上
人
へ
、
春
日
明
神

面
ヲ
不
合
ハ
、
名
聞
ヲ
キ
ラ
フ
ト
ノ
玉
フ
コ
卜
。

*
 

{
日
}
和
泉
式
部
、
熊
野
ヘ
マ
イ
ル
。
社
日
一
(
壇
)
へ
足
フ
ミ
カ

ケ
ル
ト
不
浄
ア
リ
。
仰
天
シ
テ
、

ハ
レ
ヤ
ラ
ヌ
身
ニ
浮
雲
ノ
タ
チ
ナ
ヒ
キ
テ
月
ノ
サ
ハ
リ
ニ
ナ

ル
ソ
カ
ナ
シ
キ

ソ
ノ
ト
キ
通
夜
ノ
ユ
メ
一
一
、
権
現
、

モ
ト
ヨ
リ
モ
チ
リ
ニ
マ
シ
ハ
ル
我
ナ
ラ
ハ
月
ノ
障
ハ
何
カ
苦

、
ン
中
寸

*
 

唯
神
ハ
正
直
ノ
頭
へ
ニ
ヤ
ド
ル
。
ツ
ク
ロ
フ
ハ
神
底
(
慮
)
ニ
カ

ナ
ハ
ス
。
鷺
ノ
ヱ
ハ
薄
墨
ニ
テ
、
地
ヲ
ク
ロ
フ
ス
レ
ハ
、
自
ラ
鷺

ハ
出
来
ル
。
衆
生
ノ
ア
リ
ベ
ヵ
、
リ
ヵ
、
機
ノ
深
信
。

{
ロ
}
松
カ
ケ
ノ
ク
ラ
キ
モ
月
ノ
ヒ
カ
リ
カ
ナ

*
 

我
ハ
悪
イ
ト
、
機

(気
)
ノ
ッ
ク
ノ
モ
現
世
イ
ノ
ラ
ス
、
心
ロ
ニ

本
願
ヲ
信
ス
レ
ハ
等
。
六
根
清
浄
ノ
コ
ト
。
』
(
お
ウ
)

{
日
}
京
中
立
売
勝
福
寺
ニ
、
落
歯
ノ
真
影
ア
リ
。
『
節
分
ノ
夜
平

*
 

太
良
(
郎
)
物
語
』
ト
テ
、
往
古
ヨ
リ
御
影
前
ニ
テ
ヨ
ム
ト
ア
リ
。

{
M
}
佐
竹
モ
、
祖
師
ヨ
リ
法
名
ヲ
常
光
ト
イ
夕
、
キ
、
帰
国
ノ

*
 
后

(後
)
チ
、
入
道
シ
テ
寺
建
タ
リ
。
湊
ノ
常
光
寺
也
。

{口
}

O
ト
キ
コ
レ
カ
善
信
カ
オ
シ
エ
ニ
ヨ
リ
テ
等
。
答
エ
玉
フ

御
相
タ
也
。
陪
類
応
同
ノ
芝
居
シ
テ
見
セ
玉
フ
ナ
リ
。

{
凶
}
熊
野
権
現
ノ
事、

附
タ
リ
徐
福
ノ
コ
ト
。
秦
ノ
始
皇
帝
、

徐
福
仙
人
ニ
命
シ
テ
、
不
老
不
死
ノ
薬
リ
ヲ
求
メ
シ
ム
。
不
得
之

而
、
至
熊
野
拝
勝
誠
殿
、
本
地
無
量
寿
也
ト
。
開
之
目
、
「
今
世

ニ
不
可
得
也
。
ソ
ノ
図
ヲ
ウ
エ
テ
来
世
無
量
寿
ノ
果
ヲ
得
へ
シ
。」

ト
テ
命
終
セ
リ
。
ソ
ノ
墳
ア
リ
。

*
 

{
口
}

三
処

(所
)
権
現
ハ
、
社
家
ノ

「縁
起
』

ニ
、
天
竺
浄
党

大
王
五
代
ノ
孫
ニ
、
慈
悲
大
顕
王
ト
云
フ
ア
リ
。
「
我
魂
コ
レ
ヨ

リ
東
域
ニ
ワ
タ
リ
テ
、
万
民
ヲ
化
ス
。
」
ト
テ
、
八
角
ノ
水
日
間
ノ

玉
ト
ナ
リ
テ
、
九
州
豊
前
彦
山
へ
ト
ヒ
キ
タ
リ
、
人
王
十
代
崇
神

天
皇
即
位
』
(
対
オ
)
元
年
秋
八
月
、
夫
レ
ヨ
リ
直
ニ
紀
伊
州
岩

田
川
ノ
辺
ニ
飛
来
ル
。
阿
部
ノ
千
代
ト
云
猟
師
、
山
へ
行
、
一
疋

ノ
大
熊
ヲ
射
ル
。
矢
ヲ
負
テ
逃
行
ア
ト
ヲ
追
フ
ニ
、
一
ノ
楠
ノ
下

ニ
テ
、
千
代
ノ
連
タ
ル
犬
仕
切
リ
ニ
吠
ユ
。
仰
ク
ニ
、
八
角
ノ

水
日
間
ノ
玉
ア
リ
。一
一
一
体
ノ
月
輪
ト
拝
レ
玉
フ
。
答
メ
テ
、
「
月
輪

何
故
ソ
天
ヲ
離
レ
テ
愛
ニ
下
リ
玉
フ
ャ
。
」
ト
。
月
輪
声
ア
リ
テ

日
、
「
我
ハ
西
天
ノ
慈
悲
顕
王
ナ
リ
。
日
本
ヲ
度
セ
ン
カ
タ
メ
ニ

来
ル
。
汝
社
ヲ
立
、
ヮ
レ
ヲ
崇
メ
ヨ
。
」
ト
ノ
玉
フ
。
其
由
崇
神
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天
皇
へ
奏
ス
。
本
宮
ヲ
草
創
ス
。
ソ
ノ
三
体
ノ
月
輪
カ
、
本
宮
三

本処
(
所
)
権
現
ナ
リ
。
ソ
ノ
ト
キ
東
ノ
御
前
ハ
証
誠
殿
、
本
地
阿

弥
陀
如
来
。
奥
ノ
御
前
ハ
結
ヒ
ノ
宮
、
本
地
千
手
観
音
。
中
ノ
御

前
早
玉
男
ノ
宮
ハ
、
本
地
薬
師
如
来
也
。
夫
レ
ヨ
リ
百
六
十
一
年

ス
キ
テ
、
人
皇
十
二
代
景
行
天
皇
、
九
十
八
丁
隔
、
本
宮
ニ
少
シ

モ
違
ヌ
如
夕
、
宮
ヲ
造
リ
移
シ
玉
フ
カ
新
宮
也
。
又
、
新
宮
ヨ
リ

三
里
隔
、
那
智
ト
云
フ
日
本
一
ノ
滝
ア
リ
。
地
主
ハ
飛
竜
権
現
、

*
 

本
地
ハ
千
手
観
音
也
。
此
レ
ヲ
熊
野
三
処
(
所
)
ト
云
フ
。
阿
堵

ノ
千
代
、
能
…
ヲ
射
テ
ア
ト
ヲ
追
来
リ
止
リ
玉
フ
処
ヲ
、
熊
野
ト
云*
 

フ
。」

(
対
ウ
)
社
家
ノ

『縁
記
』

ニ
、
昔
武
蔵
ノ
人
参
詣
シ
テ
后

(
後
)
世
ヲ
祈
ル
。

色
フ
カ
ク
オ
モ
ヒ
ケ
ル
コ
ソ
ウ
レ
シ
ケ
レ
本
ト
ノ
誓
ヲ
我
モ

ワ
ス
レ
シ

{
国
}

『元
祖
絵
詞
伝
」
一
一
、
遠
江
ノ
作
仏
ト
云
フ
者
、
四
十
八
度

参
リ
、
有
縁
ノ
法
ヲ
問
フ
。
夢
二
黒
谷
法
然
ニ
往
テ
間
決
ス
へ
シ

*

*

 

卜
云
フ
。
『
千
載
集
』
ニ
、
后
(
後
)
白
川
(
河
)
ノ
法
皇
三
十
三

*
 

度
御
幸
、
室
(
牟
婁
)
ノ
郡
ノ
ミ
モ
ト
、
ト
云
処
テ
、
権
現
ノ
夢

ノ
止
口
ニ
、有
漏
ヨ
リ
モ
無
漏
ニ
入
ヌ
ル
道
ナ
レ
ハ
是
ソ
仏
ノ
ミ
モ
ト
ナ

リ
ケ
リ

『玉
葉
集
』

也晶
φT

申

徳
治
三
年
ノ
春
、
三
十
三
間
堂
ノ
南
一
一
、
后

(後
)
白
川
(
河
)

ノ
法
皇
、
新
熊
野
ト
テ
紀
州
ヲ
移
シ
玉
フ
。
折
柄
殿
上
人
等
ヲ
引

テ
能
ル
。
念
仏
シ
テ
箆
ル
人
ア
リ
。

夜
モ
ス
カ
ラ
仏
ケ
ノ
御
名
ヲ
ト
ナ
フ
レ
ハ
コ
ト
ヒ
ト
ヨ

リ
モ

320 

ナ
ツ
カ
シ
キ
カ
ナ

ト
告
ケ
玉
フ
。

{親
鷲
聖
人
絵
伝

化
・
葬
送
茶
毘
}

御
往
生
ノ
段

*

*

 

{
1
i
}

御
企
口
弟
尋
有
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。
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呈
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ノ
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ヲ
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ソ
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ヲ
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卜
云
フ
。
俗
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ミ
ノ
坊
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顕
智
、
実
、
気
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舞
ニ
登
リ
ア
ワ
セ
、
専
信
モ
同
道
セ
リ
。

*

シ
ン
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}
火
鉢
ニ
向
ヒ
玉
フ
処
ハ
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(
日
オ
)
宮
内
卿
慈
善
(
信
)
坊

善
鷲
ヲ
御
諌
当
、
ワ
ピ
ノ
テ
イ
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リ
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モ
イ
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。
又
御
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ヨ
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テ
、
安
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ノ
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第
て
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。
京
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八
才
慈
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弟
子
ト
ナ
リ
テ
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範
意
御
一
房
。
御
短
命

一
て
ア
、
承
久
三
年
辛
巳
七
月
廿
六
日
、
十
六
才
一
一
テ
遷
化
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J

砕

け
マ
第
二
ハ
、
昌
姫
サ
マ
。
常
州
誕
生
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一
吋
ヰ
仕
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践
し
間
一
畑
一
u
u
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日日ノ
コ
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七
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、
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υ叩岬
血
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、
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弘
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安
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年
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六
日
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才
往
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墓
ハ
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大
網
ニ
ア
リ
。
第
四

第
十
八
図
・
第
十
九
図

(第
四
幅
)
説
法
遷



*
 

ハ
、
益
方
ノ
太
夫
有
一房
卿
。
后
(
後
)
ニ
出
家
シ
テ
粟
津
道
性
ト

申
。
貞
応
二
年
ニ
生
レ
、
弘
安
九
年
八
月
、
六
十
四
才
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。
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年
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東
ノ
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連
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月
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、
三
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ニ
テ
往
生
。
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黒
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リ
。
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、
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字
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白
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第
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ハ
弥
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サ
マ
。
究
喜
元
年
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生
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、
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テ
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広
綱
卿
ニ
嫁
シ
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恵
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ヲ
生
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野
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ヘ
嫁
シ
玉
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)
ニ
入
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ナ
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善
念
様
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申
ス
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サ
マ
ノ
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カ
唯
善
坊
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リ
。
因
違
ノ
兄
弟
カ
覚
恵
ト
唯
善
ト
ナ
リ
。
弥
女

サ
マ

二
十
四
歳
ニ
シ
テ
、
小
野
ノ
宮
サ
マ
ニ
御
別
ナ
サ
レ
、
尼
ト

ナ
リ
玉
ヒ
テ
、
覚
信
尼
公
サ
マ
也
。
五
十
七
歳
ニ
テ
、
弘
安
八
年

本

十
二
月
二
十
三
日
ニ
往
生
。
御
開
山
御
往
生
ノ
后
(
後
)
廿
四
年

目
也
。
丸
山
安
養
寺
ニ
葬
ル
。
御
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ハ
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薬
師
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御
伝
私
考
上
冊

御
伝
紗
上
巻
第
一
段

出
家
学
道
①

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

一
幅

第

一
図

車
問
蓮
門
前

61 6 61 6 414 3 1 3 31312 212 212 1 1 1 1 1 1 1 了数
ウオ オオ ウウ ウオ オオ ウ ウウ ウオ ウウ オオ オ

20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 91 8 7 1 6 5 1 4 3 1 2 1 1 

輪 折掛垣
居 侍 松 桜 松 キ公 駒 牛 牛 縄 柄長 車 車 車 桜

青蓮
MR 本
り 人 の 院

指の 松
前門

侍

図

近
駒留 車留

日
所御車
代身 柄家
i卸
候時

背遡E 山習
縞型範I 所車

め め

発'L、 親

不命疋露
イ鴛云I 

九 'L、四 十
十 親鷲翌
四 'L、疑

生老 痴 生
流

界 の 人 }¥ 

狭意馬

し、 間 死 転
t前 。コ 願 五 病 の の ノ、

浄土わ
機類

願 人
根ざ

死 体'L、迷 道
ぬ の

1fW 0卸多
し、 輪

真Fホゐ~I 
生実 す十

妊 廻
と f珂

のJ¥ の
教説I 願 迷

v、

侍介従之

徳

築韮補
待i 割l ，ム~、 日

後白
j康家11 

(f) の
卿知行
野家F譜'* 霊 匠 I可

1、-' 石 院 例
の -̂ σ〉
縫 ぷ口;. との 白

事喜起

話

之戦 巡 王 土
介 キL1.、、 塗 比
の 。コ

唱誌{云 議
め

俳句
徳太聖
和歌 荘子
公寿経択選本

'L、
和歌
カ世
和歌

地 )継
出

経観
の

子
雑篤 願念

翁 典
の の

和歌
集

物語十 ヲ|

四

今鏡

用

大無



717 7 7 1 7 6 
オオ オ オオ ウ

26 2う24 23 22 21 

日
若君 番車
四二 牛

長柄

野源十自rl 

幅巻
の ノノ

供御 伝御{云

面一幅白臼復言i己
相)

家出
狭若介之

の

l度採

憂悲

真宗安'L、

痴愚 生
死

の

流

出家 陀芳主
紫式部

の 太

作法
子 の

源氏

ノ、

十帖

i原

氏物圭n五u 

御f紗云

御
伝
紗
上
巻

第

一
段

出
家
学
道
②

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

一
幅

第
二
図

青
蓮
客
殿
・
得
度
剃
髪

11 10 10 10 10 10 10 919 9 818 オ8 了数
オ ウ ウ オオ オオ ウオ オ オオ

13 12 11 10 918 716 5 1 4 3 1 2 1 1 

草?喜Ij 香炉
日 表 御 AすL守iY 祐 梅寒 牡 鳳風 日

鋲僧正主主 青蓮院
野範綱
の
召使
円 丹

綱監範I 。コ
方丈 十旨髪

香箱
の
祐存

身，~、、 の
で
伴僧

入
方丈の の

松若君 図
水瓶 得度 絵御

槌髪
得式度
松若君九
めさ性範 鋲茸主

髪 比叡
松若君 松若君

lt 
叡

の の
和尚

山 山

fimr卸ノ< 
入

剃万 修1T 
lま 刀£

座主 親
用 歳 鳳恩 tH 
の で

給仕 家を の

土光女台
具 家出 俗体 十年 住居

驚

。コ
願つ f云。コ 児

千平
み
お

ii':l 
干我刀且て
生衆

根深 済度 浄

繁門昌 土

甚露陸〈 哀古"'""ミ

発 の

'L、 説教

釆陀太 本山 こ問子 性ニ穴エニユ
上 鋲茸主

太白
で 。コ の の

子 の
花咲き '発L、
子 {云 例

。コ
得度式

σコ
話

家出
法
覚文
風寺建立来門 比

の の
再詰

燕すり 発'L、

る

句俳 経寿士信清 歌~ 日 和歌 和歌
大報恩経
和歌 美経子松若1L 鋲

野範綱 の 出

大無意寿経

度人
の
和歌 典

の
和歌経

和歌 和歌 ヲl

h大主口正E 
書言司

大畠量E 
用
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二
十
年
の
修
行
、
竹
谷
・

三
井

・
醍
醐
・
南
都
に
遊
学
、

磯
長
の
霊
告

隠
遁
の
志
、
慈
鎖
和
尚
に
恋
の

題
歌

信
を
得
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前
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雑
行
、
自
力
雑

行
を
捨
て
御
助
け

信
の
前
は
夜
中
の
道
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信
の

一

念
で
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戸
へ
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俗
謡
、
和
歌
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御
伝
紗
、
摩
詞
止
観
慈

鋲
の
和
歌
範
宴
の
和
歌

御
伝
紗
上
巻

第
二
段

吉
水
入
室

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

一
幅

第
三
図

吉
水
入
室

20 20 1オ9 19 18 17 15 15 15 14 14 14 14 13 丁数
オオ オ ウ ウ オ オ オ ウウ ウ ウ ウ

14 13 12 11 10 9 817 6 I 5 4 I 3 2 1 1 

鴛駕 御 御 i'，t 性空 範宴と 性範
召御{吏 御家来
御輿
イ範宴都曽 水=l室奄と内門 前門

。コ の
記法た

の 。〉 指

相F 相1 」巴 {曽
( 詮

図
雑木

西
イム

鴛驚は 祖]c 
の祖冗 尻向

範宴は
近
水三入室ELZ ， {都首

範宴少納

箆二

御弟子衆風春は

習 、十

は ft 六年自
狙]c 相P て 法妹

幸仕御吉
ノ、

角堂参縫力の
親

座 の 人 言

我祖
lま る

見届け
驚

祖我 l主 雑木我祖 往生 、修行

春風
lま を

観音夢告Z!参苗E 
相P

問つ
外

イ御中 順の普知 雑行 ぬ宿善 キ婦命ー文
迷
つ

の 心i龍 iま 台、 て
よ の 悪 な

不知

力自を
土!刀浄dz ? て

し、

御数イヒ

け の
れ
往生

と (i 捨

臆聞
て
の

な 親驚
る 説教

び 力ミ

イく言
ゆ の
台、

阿
和歌 和歌 法妹

舎利iJl~ {乍寺縁起楽返西 本山 恵知院、曾 状仏
沼 。コ 、の の
の

和歌
の

範宴と{云 事法 縁起 例

鴛3署
伽l
藍

2法の霊家譜
で と 官首

の ，、
境内

縄張り
人 比限笹儒 の

案内

絵のf製云答問
重 l戦

子

康、都南

三の和歌 和歌 和歌 主法た
圭平家物五 出の

石沙集 和歌 典

巻
写i四

巻 用
J¥. 
上



25 23 22 20 20 20 
オ オ オ ウウ ウ

20 19 18 17 16 15 

=水と 水=と 水='= 池
鴛翁と羽

の の の の r手
r也 池 池 鴛鴛

鴛驚く
池

岩

後三 十Iill 岩は鴛鴬はに百
残人 の

叡山祖我る一 十余 法妹
祖フじ人

との
池

干我且安心
の
内
i主

の
47U E 異解

養物
斎物徳
水 陀ー 水

力自
の の阿 lま

徳
千百
願本に 卑 のし、

見識

疑主を兵報主実 所
卑徳流

戸、 の
流 高
れ し、

生往
る
と

、と

『ホ

賛の光寺普水の悟御 たの信心帰命宿善
の天

般若寺の大弘法日iff
に子

がり みののの 法 ・

帳開諸宗料の の実柏え田 があるl白Zもl 節が地

観僧正賢喜延のの
、の理 {共い付に

智者大師根本
るけ聴 狛、イ仰言

、南鉦
、間

号ら、d往~7]のy の 帝

、竜遊説師 名貧な
〆¥

理定一

(1) 

一陀 る 望t事t 
休仏、仏 、の念 も

経疏弥w記部経、華経薬法 話鼠親鷲盟 和歌

の人

俳句、大入定記師玉格品
嫁御

入り一
、代記

和歌阿、土三 和歌昔

御
伝
紗
上
巻

第
三
段

八
角
夢
想

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

一
幅

第
四
図

ハ
角
夢
想

30 29 28 28 26 了数
オ オ ウ オー ウ

う 4 3 2 1 

2中V 実華驚見 蓮
衣白

」ーノ、
華

角4 量の
音観 指~ 

妙法と
ノ、
角

九 図

責~守任、

信を殿= 音観
が人

玉在家が の
日同 夢£ヒ 毅
ののじ

婿と念Eを~， 骨町

す仏を見
{云

る阿つ る

普、輪月

ノ観2E包ヨ、
の拠坊守

多果の徳の、貌淡泥 食姿帯肉在家の
巡明E'慢語

疑の 猟旧気習
い名号の 浄をは

徳花不也i栄 素人 識の食欲

万土Z，三~言， 観音
は 、じ 、来 の夢、
ら随類め 虚中時間徳 安四夢の す

弥|吃
徳功
応肉 外真の

夢霊主童の

の

衆生同、食妻干証if 

徳一 の 増 四 教説
の 、茎

願本。 の穐徳一一
多:鉦Tt.1t. 

回.. " 占ハ
清盛1頼光1京 観音 める 在家 れ谷騒i慢

の角川主ん主
芦タ左ー 、

夢告縁
が 。の に御の

の lll! 左甚紫 見関心 伊l
起 鬼 華人 る山は

話
治退
に五に は峰

r工
釆迎り 自の日弥陀

我 、.

1+1 々食欲 比
長尾 f官磐卸i 

鼠の
ZをEの 11稔え

願本をキす る い1菜
の

前と
こい

飯 弘 がは

水{抄胡 俳句

観ii 観無 f寿経4旺置
緩童普夢言話恕己
出

典

和歌
論 門ロ口ロ 、

号|
第Fヒ

、普

イEE1ニ
灯明律見 f.Ii 

言己
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35 34 34 32 32 32 31 31 
オ オ オ ウ オ オ ウ オ

13 12 11 10 9 8 7 6 
~ ~ 

相F t霊 金 鐙ノ、 ノ、

夢想角 夢角本目
灯続

主~与. 

よる音銀然法 音観 玉 な他
日いの

食委帯肉化の身、勢至はの

治宝 の 、門

玉 宮我祖人
日 には
と

自す1同己は -
太子化身 な 命』こ祖冗lこ; 

る
の るしし

行状太子
たた
がが

には いわ

仏阿 祈を真刀τ
便他力方 僧立はた食姿帯肉

雑正帰雑行捨 木の真宗姿帯
同手を商無E t 
鐙悪

の弥陀 る除けは
往生人

真宗は て脇 て
、立 ず て の

ff!ll: 人
真中のち 五 自 血

歩き
種 カ離 脈代 の

精舎国
の阿音観 の 火

持肉
れ 々 lま

弥陀 よ 煩。悩 の
尊
を歪勢 '業常 四

清 捻 の の

観音の人太夫薬師
敷居を御本山
る坂大 にの酔酒 柳

聖徳太
石 〈桓武

や
j丈山11 ・入内歩きに ・ 日

馬糞イ曽、い
柏

天皇
勢至阿、 、えさ不動 除けの阿 橋本

鰻の lま 子

腰の一弥陀織部り付ニ人役ー

の五
春JlR 

の
た弥 で

焼蒲とき歩歩十百
橘諸
俊乗坊
町

こと 陀堂 侍 害りj 
7連Eののの な 兄

花姫く行者 や
家出

び
れ見の

影堂御
女 か 鐙堂遊一帝 ・ カミ

重箱妾持ち
な

山人の喜 詫 、，、 カ£
はでー 。コ び‘ 動

平記太 寿経無量拐伽経
和歌

御伝紗
因

経来

書聖経
大、菩捷'経L、

和歌

談義原

大

御
伝
紗
上
巻

第
四
段

蓬
位
夢
想

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

一
幅

第
五
図

蓮
位
夢
想

37 37 36 36 丁数
オ オ ウ オ

4 3 1 2 l 

太貌鷲 親鷲 親鷲
子十八

六十 指

歳入

姿の歳と 図

聖徳

紅衣古髪L 
我祖

の

本地 親の

徳聖太
は t! 阿

子 弥陀 イ云

霧弥 正
安心を年序にに陀 直

~t1!.は の
土浄れ足 'L、

取扱つりかて下 台、
し、』こ わ η真て
るあ わ
り ら

の

煩悩

ず 教説

法明の

頭朝霧 母 助九
(f) 
十九

の 6串』、
中 U、
左新衛
智1

で の

船底
お 話

か F可
わ 比
寝 取り 奉o 日命て
、，、 す
る る
船 道

j柳11 
仇討、瑠璃浄
出

和歌箱根
』亀

霊 ヲ|

験記 用

建
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来
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を 生勢引 の 、勢
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fま
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譲
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雀 若葉
水手鉢 社務

竹
姫百
葵 雑

法主主 法妙、。コ
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~q の
;l，:i; 

とく 寿{象撫
子 」、

ろ

ず逃性真僧正殿下叡山
の三

形に寿{象
祖一 白姫 千体丁 タト

選択集 空自の市寿{を象
イ心言J百1 

の祖7c 
百.g.百ぷEh3 

σ〉
れ出の 咲の 徳の 正

御子弟
る 合真性f曽 なると 十余人

〈賛 は広 がは し の 賛授
とい の 虎い 型軽ー し、 附 か

論法 一正
内 学 子祖7c 1卸 の 属 る

の の 問 の、 開 {執扇 lま
正で祖JCの

偏執
l立
v 燦
山 祖我

一司、 」子 詮
相手の時 必

竹薮 とは 房カす 」ー
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に代名我
宿善

の 人
の

せで祖 字 我 要科 画

罪
宿善
映疑

必得往生

人外 聖 信
念仏
を選

人 ずらいの
はは 人 'L、 属附択集

救済 名を清僧 法 カさ
弘道

信'L、
主E 先 は
あ
約束 残す内

仁 で 'L、
女 れ ぷ.，トa・ 煩 を

往生人
li l立 忠節、

仏為本
悩 附

本願 f助却 の 属

の は
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薗

影月
定 f長 取 lま

る Jf~ 

てけれら伊勢参り
心の偏執 かお杜若 君子竹は 染 加茂葵は ら主芭E 

もに る、切腹草原実方と委殿
挨拶が

紅1す主催のに
よは の四 のの足 四敵の
草並 徳季

御女撫 祭にり盛花衡
初 十の短

かで ん
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め 八首刀

すわ酔酒 るf普首 で て
人を 古屋阿咲 子 冠 江 取 を

u、 の く
皮残す外直l止

に足 戸 の る由

自際を吉
葛

イ陸ま中 挿す下を
〆、、 、良の

の
行後き

弥陀の松
業 守 の 介

し カミ じ 内 る 解 とに塩
か 信 U、 l主 台、 説 と議谷

諺言 和歌 和歌 和歌 和歌 抄、南t佳
集大伴家持

俳句

喜本願念イ集ム

力弥の本忠臣藤原実方

教行信吉正

夫木集子 歌蔵
。コ 、の

枕草子
和歌 良由歌

化巻
車k
古4-

介之イ季反
異
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叡
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仏
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勧
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往
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立
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松
仏房性f房言
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指

勢観房
五
百 勢観房

親鷲

人
図J¥ 

~ ・
十余 ~トL 

イ言 行

言とう 信心争論性信房-

~T きー 年長学問 翌

Ei E 不退 不退
の 畳 日
座 あけ けの 来集

た身
事晃

で削もi勢観i芳
若く
てもの 。コ
あり入つ 相談 明監日市

の・
両l折
た 翌 f云信念
あもり

終Z£日h 35 は房仏 の

f裁制違うは の

:土l在断i生i 、
WJ る択選集
-機
傍に

司土浄zeEz p ミ

、自は
の住信 行力男
法 不退不
r~ 行者転退 不退他力の

、あ念 の

、往生 り仏 教説

光摂明不常退思ごメムモ 廃.'Jけa ι 

背よ 唐 西
の の I知Rl 
l雨時 -帝)コ，'， 

の 例
と 地

色調9ιて 后呂 震 話

え 比
ぬ 太

寄託子
の

確執

主主

毒棄念
和歌 諺言
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出上

御文￥ 人~- 典

イ集ム 51 
用
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群 四

信聖二番不
不退 不退 と不退 居 番 番
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え わ五 てに の遅

聖瓦信 ば行 つ香 行
釈縛グU 事御執来た〈不

眠る不主切
と日

不退
退

男泣き 着 j些 番
く 1房性 lま

と
イ空言

」 普

証。念仏fの言 常念 憶念御己 正 か文面か姿 癖聖道 '{ 女L、

書

御
行。なつ ぬに 己

安'L、が千同丁
の証 は 。目

諸r~ 証

4念1は

喜片正f 専修 違問脱解がつ 冨雪き

極4 楽9 り仏あ つ、き

言修奉善 不退霊善提果
o It、 他 て光、

称名あさ 是必 力 も明体

名具号

f節おに
正目

位行念往生f卸さ 意EHJ75、
己の に同っ の

つめに好酒き
常念屋j酉 くで口 カ雑行 崎のる主 魔関商人 てつ古物 字治せの水吉 への事食斎を殿に禅

御縁法念仏に 右衛長の女も朝。が人 は土 が癖行き僧
仏の 他力正。 はは

古銭も好むを
川雲気に 抜俵 勝興寺 がせは のハ おに 築着 嘆帳 の雲 けで 医

よ日
坊王尺柄

のを が行

門防け紅里はりて

くの

革手参ノ
ら伊i が者

とに 秋忘 わ 汚
欲で持金 れれ非時とに出に

は三 の、 にi'L
から雑修
のな戻 れ ぬて いる化

いな飲度む 死大坂 称名ても
婆さる る しち 真実報 る 。け

ぬ ーのると の カミカさ
言う。時に加賀女郎貿て

花の信心 専修 違問 。て犬
喜びを
る食乞 。コロコ。

'L、 泉州 。が 先隊合矢
土近の

唱え 寺 がの い 不|次え の関化士習が相宰いの 咲根 自 尾具 な 、わ

本願念遂如上 上人在原 駄諺 骨白諺言 和歌
平物音家五

歌諺言

御業

民31 
の、

仏人 一平 章蓮
徳本
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、如

和歌上 の
弟

ん
御文章人 子

択選 慈
」

0) 「

女日 下 和
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葉日り召
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櫨
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SH 
空楽i房占空

翌覚
は三 -つ7祖E ある{房普言争論
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イ空言 十余 り信'とL、
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人
阿弥信心

明暗
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中
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の
も
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親鴛 と にも

機徳i言信心一
他力信'L、

イ'L言、善万iT行自乳の信心 で問聖道

イ法徳言
力、は の門

宗Z土浄E 
致 こ 、慈悲 同 違で

るも南無 じ いの
萩

智見

広大如来

の
阿弥陀命一念帰商無

の

徳
の
説教深i主

の
仏』こ 、弥陀| 珂

，恩 万幸!E仏 i!!: 
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宿普 純〈l親鷺ニ百 松ぬイ心言行力自命い乳 天と計内行同

恩をが木
。は
子重盛 つの

の は)¥のは

の喜号持i 弓
さ て五が

{昔りの 秋

他カ信'L、十余人(J) 

ご時 ま も人安'L、晋』
と雨
毒胎をの と香車と小組て信心

イ'L言、
しに 五母 乞食 判のの 話

咲く弥は あ
下香をむ慈の悲 は仲エ間昼

の の雑木 つ 角六問 比
陀 :/t. 

色深くの中
て す飲まの 十入り い

再結
本願
i!'ミ

紅葉も
がも 蜂と 目 話

咲く
せ一二 。 し

の !りlIqもこ 雑、念j掃つな 蛾。盛η172がffr町
校 せ
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和歌 義光 進遥
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王
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風
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信'L、
と
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給仕す西も
る人 商
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真仏
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t三豆n 
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あ 三て iま 拝
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』ま 申書 し、 ごわ 房 で四 |吃は天 もし寺 塗影七

。の説法 {，Jg云d。z の か
鶴の婆裟
とい の

半金年七
仏七

極楽 我て如来
御童たつ親鴛話、十歳殿司晃然i法中

縁 うく 弱の 伝
の日程両

で 起 長日σ)0コ 色月 体 、H艮 で
祖へ縁起

の足の顔を 名を
る ごと御化

つ々 tl の七 を南が 鉦蔵
i鵠ilJ} るし 石 導善法日

略無日 与 、

看病引きかし 残す
し益 し、

寺縁
すが月

寿如
えそ の刻

の 千年 の
に然

みぐグ向" 
たの

'後百本がののめ 志 lま 起
会つが 来 立日

画 f車卸~ る。 の
女郎

しが 来 を廟
真葛 、山 七ミ 砕の

和歌
和
和歌 素性 起如法 和歌 倶舎 親鷲 和 二親

歌 歌 月驚
の の 吾日ふ附 翌 二十消息

厳華経
和歌

手口 人 光善
E欽 御

寺如来縁起

日寛
枕

代記 弥女元ー

縁石寺 へ I年十E 
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分
身
で
な
く
正
真
の
阿
弥
陀
如

来
、
衆
生
済
度

信
波
善
光
寺
と
甲
斐
普
光
寺
と
の
一
和
歌

検
分
、
善
光
寺
如
来
の
の
分
身
、

法
隆
寺
の
舎
利
の
分
身
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祖
師
に
宿
貸
さ
ぬ
者
が
信
者
と

な
り
御
尋
ね

御
伝
紗
下
巻

第
一
段

師
資
遷
諦
①

親
鴛
聖
人
絵
伝

第
三
幅

第
十
図

念
仏
停
止

29 29 29 29 28 28 28 28 28 28 28 γ 数
オ オオ オ ウ ウ ウ オ オ オ オ

11 10 9 I 8 7 6 3 4 3 2 I 1 

前布ヲき| 
ノ、 柳 ノ、

住蓮 正住 賀の周防 |明場 五
角 願蓮 位

条装内桜 納中 の

判官末貞 判官元の

の p~ 
j昔同

安楽 趨耳;.:

親'卿言恒

fi 

普 国 図

縛
伊

念仏後自然法 布で常非
J¥ て祖我

入牢住蓮に履草を のも停念仏止 役人る物停難
そ ず念

，後鳥座
共内F の を地 の 仏

へi法王可の 覆う役の の 捕に 1J;f 
停止
羽

の大
評r耳を~ 三 従 I警えら落ちの 止 の 院

殺

帰依公ー原問答
人

弟兄

社奉寺イ丁

の の
の らた札 つ キをし

仮裏内 型車た 言 れかを

非常をき
家 め し、 死 ると見 略 {云
、諸'刀三ァて

す渡
罪 念仏 て し

菱の 前ヲき| 
を
出り がる て

難 す日 戒 画
の霊 じ て、 る月 め か

者南H 

浄 lの

徒衆
宗真土

の

教説

19~ 

話

上t
l除

素性
f云御fMJh云会Zえ

出。コ
和歌

RH 典

蒙百己
事l

康寺楽
用



29 29 29 29 
ウ ウ ウ オ

lう 14 13 12 

流
念仏家出住建 空の法然1

1J~ 

停止羽後烏、安楽と. 

判の
七

箇条

上皇松虫
の

起請文の

鱗逆鈴虫

、の 品事

浄土安座雑行力自

勧
イヒ

生後

大事

上で大事雑行力自 ちり 本家

安座柿の
iJ'ミ

庖閉にの

なり、柿渋を
め
る
と

浄土取り 家日1) 

の " 
柿の生後

と
』ま

俳句 歌炊法

の

和歌

親鷲

の
平日

御
伝
紗
下
巻

第

一
段

師
資
遷
諦
②

親
鴛
聖
人
絵
伝

第
三
幅

第
十

一
図

九
卿
詮
議

31 30130 30 30 30 30 30 30 了
オ ウウ ウウ オオ オオ 数

9 81 7 615 4 1 3 2 1 1 

佐

親白1恒RD 
J¥ 街l橘

嫁竹 仁寿々 座 JII 
木 の の 殿

十旨

自τ実仁と日3 
評，耳衆~ 三 水

凶

し、安楽
願処刑原にて近江に住蓮

死 J¥ 
罪 座

口は を の
よ首
安楽処刑て室木

言
評費t 毅

T連主り主T打れたな
{蓮主りm 
、，、

渡す
の 驚

、処青1) 旬
人 イ云がもミ 善、母

出る念ら
ノム、の
ι昨願|嘆

仏 正河

らし 傍法

めの 浄
ん人
たの 土

め目 真家
のを

方使驚か
の

説教
イ言

入

源イ言、

副で長持

天
賀茂 右近 の持ち嫁竹
下

政を 、はの の )11 の 長

往生 訴 の 橘 執行私し 例
ヲ日i向丸 水 なな お

話

評定す八康
を

御庭前が
す'くL、や

さ

青蓮華 裁く
る治、 ま
こで る 比

るの とを君子 御
カま

衆評
メ寸乙、

" を持 殿 時量

生 lま t中JIL 表す ちの
え で ノ、 れ 下天徳を
fこ 人 る

撰集抄
歌住建 一首大伴

平日
歌
出!J) 

持家
和歌

の
O!-

安楽
和歌 ヲi

。コ 百
用

手日 人
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住
建
が
念
仏
停
止
の
札
の
前
で

念
仏
を
唱
え
た
の
は
不
惜
身
命

江
州
堅
固
の
源
右
衛
門
が
親
子
三

人
の
生
首
で
三
井
寺
か
ら
御
真
影

を
取
り
返
す

(
蓮
如
上
人
絵
伝
)

336 

御
伝
紗
下
巻

第
一

段

師
資
選
論
①

親
鷺
聖
人
絵
伝

第
三
幅

第
十
二
図

法
然
配
流

35 35 34 34 34 34 34 34 33 32 32 丁数
ウウ ウ ウ ウ オ オ オ ウ オ オ

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 

輿張
九 の小

讃岐ま
輿

墨染
賀周

小松谷条 f由松 の防 中止
ヨ在 谷 め

判官末貞判官元の

谷
指実 の で 衣 。コ の

御堂
お の

堂御を 御堂法 供 祖:n; 図y)< 預 の 国
か f自 出
り 伊 立

よ法 事F 二関 縁 い火 と張 は色実 追い小小 言、信~ る法似と
り然 領 目白 車 思り 略のは いを御松
)11は {史 問は 立 のえ子 )す水千谷人 立う堂谷を 法扶が 1;'ミ

舟に性法 佐 の法
セコ かばの てけに

の然法
水ゴゴ 親々 教性 て わ態輿 、は のて入出

乗寺 木 化寺 、，、 りし の白打梨 官出り立
fこに か 鴛

るを 武 の る とい火 人立し し隠 ら
出次 門 ，思 車 指烏 諸

めな念し
松谷
イ云立 で え の n帽

人の暇性寺法し 出 li 也、 子 イをム
迎 熔 わ 絵に

~lÊ え、 し り に水 乞の 進 移

念て浄

生ろう、真報土実一仏土
生と門

告争称なの

刃土真句会，之
念る人 た
。は

ぬえ代末十態
悪痴 t定jと衆の

の

五に 教説
逆か 生
え の
十り 往

浄
終臨 九

法華を日大坂十こ土ヲ宝ミ 条様

の
獄卒

の f問J
繰り

所御{牌立

1目j議
話カす めの

上 追 る信者

今仏げ
し、

比
立 の

l聡て
病気の る

由
来 百

キZiHk 親鴛聖
諺
和歌

出

絵{人詞云

典

51 

用



36 36 36 36 36 36 
オオ オ オ オ オ

17 16 15 14 13 12 

中公 桜

寺縁起明母が讃岐
の扶法

水往生引山で寄11 然弟の小松谷

鬼事11塩
園
鬼

神をが
阿
する
然
法
子と
の

へ飽

度す

i高波
国

な庵
室

度済す
の ilミ

傾 るに
る。橋主入道'"主I る歳万 j成 盗

11J を 人

郭J同w 
教 カさ

丸立光i西忍の
化
入法りの し

i甫 入

在
和歌 和歌

行平原

の

和歌

御
伝
紗
下
巻

第

段

師
資
選
論
①

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

幅

第
十
三
図

親
鷲
配
流

37 37 37 37 37 36 36 36 数了
オ オ オ オ オ ウウ ウ

8 7 6 4 3 I 2 1 

西
{主立主 輿尚朝倉

使右術送小槻官人
張輿 崎岡

イム
主 の

t旨勝
御坊

伊賀守貞
尉秋査門長 行巡の 図

領

守f，J!1叡111 供お御聖 後ま輿に
月 い騎 浜張

兼実公
あ祖

輪様
立馬 でり

り。在師世の
教を
では ての

乗船輿』こ
徒ず位 送四 よ る追

貌驚に 親
背負
る十 り し、 乗 玉

の
(絵八人
つ 立 り 日 が掘 驚

待伏ち
u、 け て

Lと15 
崎岡を少納るにの ら の

大i打幸
j泣きき立
は勢同 れ 官 の

せ
略すで

た 人 glj 出言
七、 侍 古ミ 出れ 立井
ら 越 追 。コ 戸

浄
土

~方品1てー
の

説教

伊l

話

比

再詰

和歌

出

典

ヲ!
用

『術l伝私考j337 



38 38 38 37 37 
ウ オ オ ウ オ

13 12 11 10 

蓮 l!s1 
位 位 l

• I 

西
仏

信f昌背に
鏡
裟掛け場村法
景が府国 多大神明す毅金福井津蓮ケ べ不知沢 {立

和讃負のう
池

親驚をの
り ・・荒 ー

の小 官官木地西
禿
松来白丸山にB時代i に駒比山 山仏l主 の 着返丘一:"-'1'.の!

往生
御影由 くをし尼転市ニ日金津ム庄寸みをIて

論経
教 経ば 連 l

来 化 てし市小府オモ

正 袈
る粥敏 居 ~'ii 振松中 梅

七 |日 l日 |日 |日

祖釈
跡
跡巡 跡巡拝

跡巡 l 

巡
迦 f平 t平 拝
。コ
|日 信
跡 .L、

往生

心抜EきさE 背
ぬお

の自 生号往に
、姿

御の
心御

跡の の旧
正 御跡
信{島号経ロ問ふ 旧で

跡を は

和讃が選択集

巡往生

るは
な

御の ら

讃往生 和
歌

論経

正
イ言
{昂

和

御
伝
紗
下
巻

第
二
段

稲
田
興
法

親
鴛
聖
人
絵
伝

第
三
幅

右

越
後
巡
錫

第
十
四
図

39 39 3オ9 38 38 38 了数
ウ オ ウウ ウ

6 う 4 312 1 

塩
親鴛 往還 親鷲

汲む
の

指
屋苫
迩 橋 主主
{立 {立

試
図汲 西 み 西

み イム の 仏
桶 橋

着き、崎岡中 合i酉八
き順

歩行居多
ケ梅房

、徳

越後院が
、の

勅免納言
イ乍 五浜

華草
繁ぎ豊喜野 に佐 逗年

範光glP 
てi度

留イ導と犀浜を
鴛

権 親鴛へ
る新潟 伝もミ が左 日弟市

府国 度粟
の 教化遷の
f経旬

と 人

|日 |日 |日 !日
跡 跡

跡巡
跡巡f平巡 巡

真宗浄土
拝 拝 拝

の

説教

基上勝 法自土

、人縁興寺起
lま

今と

津高説先E 豊
はな 例

古越中佐渡り 話

府国勝に彦成親王 比

勝の寺興をは
除、

あり
興寺開其念

出

典

ヲ|

用
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40 40 39 39 39 
ウ オ ウ ウ ウ

11 10 9 8 7 

て寄進源海上京 稲回今津 を智明詣上

常陸すがし にで 知る房碓井峠を、京の

へ下がる京者11参内 逗留陰中 にた
会め

る事参詣を、科山近
勤行 い信、越

興正にr荒木国工
し 伏法えi農

、普

常陸
の四光

往生辻で寺参I経寺をの 国

敵討智i 密 |日 |日 |日|

跡巡
跡 跡
巡 巡

拝 十平 t平

も
つ

l 

煩悩

。〉

は担1毒革
如仏人

上寺光との

ま門 依帰勅号す 興正
す

青井
る天寺
。皇 七

下坂 そを世
の照了
後ら海

寺伝仏光

f云高
主御{云1: 、回

仏関

伝寺光親鷺聖山

人

正統

御
伝
紗
下
巻

第
二
段

稲
田
興
法

親
鷲
聖
人
絵
伝

第
三
億

第
十
四
図

左

稲
田
興
法

41 41 41 41 41 41 41 丁数
ウ オ オ オ オ オ オ

7 6 う 4 1 3 2 I 1 

群 橋 S自
素模
色

集す
!l) 衣
金 人 の の

f首る
水銀
物
武士 貌驚人

々
関

墓教三小郡島
迎えるり結城友光

に親驚
鹿神明島

近

千幅循あH 足がを

郷

信?託を?逗留月の弘司武
の

。が 大名家
親

執筆地をの
御玉

わらすすぐ
骨量

子日
、経方
七人宮を イ云

玉てに れ

日稲逗留 都京 る足
富田 の
ので 、 よ 裏

!日

如釈迦来
跡
巡

真家土浄
f手

の

光明
の

教説

縁起下妻 田に砂糖

1洋に

寺縁起月
集す赤蟻 fflJ 

るカま 話
た
治、 比

結 る
I総

城称寺名

よ

つ

和歌

出

典

ヲ|

用
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42 42 42 42 41 
オ オ オ オウ

12 11 10 918 

如来寺下
なる。神鹿明島
か常 1度斉常陵 下
ら陸 野

済度与国

鹿a国島鳥
花見国

分皇身えの夢官よ
神主が

村沢

!が11買帰依
iJ{ 

。コ の 岡

信房と信てし
亡
栖村
の

る普光寺り善光での
者を

大蛇度済
で

な海 血
妖怪ると 盆

l日 |日 !日 !日|日

跡巡拝

跡、 跡 跡、
跡巡

巡 巡 巡
拝 拝 f芋千平

高 ，鳥 花
田
栖E担IE 

見

専事禄起
iJミ

蓮岡

寿寺縁起 寺華

縁起

340 

御
伝
紗
下
巻

第

段

弁
円
済
度

親
鷲
聖
人
絵
伝

第
三
幅

第
十
五
図

板
敷
摂
化

・
弁
円
済
度

43 43 43 43 43 43 42 42 42 了数ウ ウウ ウ ウ オ ウ ウ ウ

9 81716 う 4 3 2 1 1 

弁
板敷山
f膳描 11.1 山 弁

弁円円 人 坊JlI イ大 伏 円
の の

t首公 111 
弁 伏 =祥坊Ek 3 
円

12?1 

刺し弁円 段の目板敷山 弁円 弁円長刀
む稲

足 回

Hつ児は σ〉
飛び
。コσコ で

が親驚 手向から
{云 十翰 の

華Ej¥、は 教
歯の か稲 行 人ず

化を 習量
が土 い田 くのし
立人 の 徒て 山

イ云た?杉
庵室 党待ち 伏

ぬに カミ

釘を '" 伏 ね
せ た

菩薩獄地 順機

昇餓鬼
逆機
浄

人
家土真

界間1畜生
疑傍 の

善信 教説

!1逆b庄一jc 

ご主主 鰹山 派をE宝E 
とで 節伏

当-聖宝僧正しこ はは
し

lが山床不動尊 派山{正首の
伊j

ら
話え のが{云

た 伏の 山退

牛を
は卜 伏iす台大峰 比

蚊
姿が界を る山 時量

が 怖表す
。の

車IJ し、
本山大蛇す

句俳 蓮如

Iil 上
人 典

御章文
ヲi
用



46 46 45 45 45 44 44 44 44 
オ オ ウ オ オ ウ ウ ウ オ

18 17 16 15 14 13 12 11 10 

弁 親驚
弁 親驚 弁円

円 円
の
遺

3物ロ-ロaロ~ ・

庵室弁円
な悪
悔すり てし親驚を し弟子 甲腎よし弁円い人

には る杖刀を とうは

留守厨す明法房と

慣
捨泣だき-目

人
刀山一毅驚をれ
けもつて

頭て巾を しtむ手
-人

し、
矢弓を でだるな る

取恨旬縁端へ上の害消減とし、

た 山ま
り σ〉 と

新す伏装束討ちしで お
回 驚 出
!J) か ま にに

|日 !日Iら党一
阿弥安心

豆!lI!:、

跡巡
i{]; 
なに念発起

人

如来陀
いす ド;t. 

f手 る
如来報謝 発露。の

の 占{言 。コ ー
機悔

施 し、，をL、 四卜徳日市
し

祈務もも {仏の専
J¥・

手法度

い正

宮寺笈は懐剣
地 かプL干し

負け十八柱本安心 111 
1試
いなE屯機f[ 子も 伏

ぁに幸号E八勾 の な手をの・ lま

貧乏 い 中報謝
中人を目る角

現へ不而占
聞で

頭巾金
を く、 ー

杖附l
逃 と|可徳師 見
し

終臨弥陀如来 ・
る

て
柿衣 は 〈

鬼の 法度
は事西

れ
る にのの

上 し は四四

和歌 者の歌、左宮無註寿経
論語巻教

首
和歌i者需の
の平歌日大

手歌口、者医、太りT 

革口口n イ巻ヒ
布道1
1和の和卦"~ 、行

第
四
段
指

箱
根
室
告

図

親
鴛
聖
人
絵
伝

第

四

幅

親

鷲

伝

北
条
義
時
が

一
切
経
の
校
合
を

行
い
、
相
帆
驚
も
論
ぜ
ら
れ
る
。

親
驚
は
袈
裟
を
若
な
が
ら
食
す

第
十
六

図

右

箱

根

示

現

浄
土
真
宗
の
説
教

袈
裟
の
徳

『御{云私考j

例

話

・
比

除

出

典

・
引
引
用

康
楽
寺
伝
、
寸
問
凹
開
山
親

鷺
聖
人
正
統
伝
、
口
伝
抄
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性信房
性信 清水

m 

殿山奇・者尽11 供御影を阿氏近 き三 粟寺i箪三 す寄遠 部ii等部豆(1f 箱 水湖 箱根 箱根原江

え i弥陀を象連江
の河 るる 7工 川をの川に ・ 根

大泉寺五で る。授け 夢想の木部因 御影を安城i君
の旧) 作河矢国

笠原。桑畑国
波す弥陀阿が歪り、校藤を

御 よ

所権現
童三所橋湯木兵寺楽条西小は

跡に 5l1J 
流り

ーて れ J曾拶l 。

)にi院岡松谷法 る安置にの 授の
説法す御堂の

のの れ
。 よ地

ける 善円 桜専 老霞経 根性 出 (J) 
に港坂併を山E 住の 天し霞り頭 池ケ{房言 僧と ケて でf言 る
祭事Il 会立

!す苦花園勝寺
女 、 将民部大i 

。房

焼るき。~柳堂勝 なtに甫洪水 V通l、伝の 水
が足l箭ケ をへ 。 し

るの 錦を i甫 て 見物立ち りての
。

本 経ノj、

御岡 のの 明a 阿感阿 下 地 て回

IEI |日 |日 !日 |日 |日 |日 l日
跡、 跡 E事; 跡巡、 跡 跡

跡巡 跡巡
巡 巡 巡 3笠 巡
f芋 拝 拝 f平 t平 t平 t平 t平

垂lを実盛別当にり織寺t錦宅妻
寺た熊谷 正月尾を飯沼
の古

主跡が 二十信性天の
升領す:が書物をも

( メ.~入白I 

藤2 人にネ111
日供の

主質 のえ5
告

2r 
生に

講
i卸る
、』こ寺入

赤地り る
。は

)れ
の報寺恩
よ

、銭
来由 鎚り! 錦斎牒芝 錦借

の刈 織り の二

和
歌

の正
餅いの
本

毎
山 干歌
11 
懐
集

本

歌和末
(象

諺
言

和
讃
見
聞

由来朔
月

日
。コ
せ

親
驚

ん
さ

342 



法
然
の
墓
に
参
詣
す
る

劉
廷
芝
の
詩
、
在
原
業
平

の
和
歌
、
伊
勢
物
語

序
分
義
、
観
加
熱
長
寿
経
。

諺
言

在
家
に
教
化

伝
教
大
仰
が
神
楽
関
に
て
阿
弥
陀

を
彫
刻
し
比
叡
山
に
住
む

五
条
西
洞
院
の
市
中
に
住
む
。

御
伝
紗
下
巻

第
五
段

熊
野
霊
告
①

親
鴛
聖
人
絵
伝

第
四
幅

第
十
六
図

左

洛
陽
訪
問

51 51 51 うl 50 50 50 50 了
ウ ウ オ オ ウ ウ ウ オ数

8 7 6 う 4 3 2 l 

親驚
平太自11 

~!(l 
健穏 平太郎

指

親驚

~ 

聖方遠方 親鷲平太 頭歩の発起我 ある平郎太 親鷲
が!託7陸j;" 
わの

万差 か に自11 もざ1f~国

御調ら
尋は みし の 1L、

車わさit'野参詣佐竹の
貌

ねる後生
て
本願参 な

型Eカξ
司大王

る の る 驚をつにj部flJ 
来 で I芋 道

イ云
る の な か を wiき左衛
t.:. し、 ぶ 教

ね平太郎と め 瀬も え る 末門
く 地 る

報謝本願、世祈現り有唯浄
往生

イ言
便方

主t姐イ'額ーーE r E 
雑修

'L、
σ〉

亥土f浄R 
終臨光明 、土一 際り

I定夫 を

、樗1凶門
術助けl 

往生 幸蒜虚It 
の

{ -Y{L口E 必 説教

、摂光議市μ人

御

し生本物現が遠方 でで j孟 中練 事る11いな参り大峰
木 教み 御 ~t

て治定と願は世浄 下梁律E師u'i へお足参り
戸 えと 座参わ々

:度の祈土へ 3橋í~ の
気逮が狂気物やlち折金

の るの

る 座数摂光必講のり門、行き の武帝は 舞見せ
万 ま るざ 似l
作 ぐ もわ

品ぱで光の胸1煩悩紘2一E 下に駈 ず いlの時 比総 。コ は がざ 話
で殺郎| と ののに 大病

ノ¥ てど
し明衣 員組さを も

こと約束願立
。コ らこ lt 

術報謝lの裳 に をれ殺 彼方
夫 参りでろ

縫矩に の泊ま 釣るし ばはし 指i i験
る 。た

光明
、信て 。〉 t主

の 替えの袋笠と る 江者i J;l心お 道 な
枕往 、着の 戸い (f) だの礼 を し、

和歌
梁僧{云
五節俳句

ノ、
四fi' 相1払1 

i主
要 原

出の

安楽集

きn附，，_ 
和歌 I3巨1 典

百苦

第 守!

平讃日
σ〉 F再

f御伝私考』343 



53 52 52 
ウ ウ オ

11 10 9 

古L一 三てー い導普竜
'L、
心経三部専念向
こ樹

諸 と -
仏 は信i原天

には な親

執持号名
陰往生
し、

顕すの 然法i鴛E 

JるE肝耳 l主

キ芸E道縛'L、 Z世に
不 、し

一心前渓 迦釈らな寺
P称弥陀佐雑無間雑行疑・、どの

をの
が袈の打布ちき説王 動弥は自

〈陵 一力 .-P佳い

の
に面糸模様のが 往生有伊ー母
lま号勧名をの 表 極楽土，c.、

死を {カ也が獅は ":"'j命帝

も めのあり子
蒜向温ま語

て〉 る相な牡
て が丹

阿

主)導釈の概無語経大無経日ホ

*陀E土x 

経正観九三

宗分散 品輩、章

善
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御
伝
紗
下
巻

第
五
段

熊
野
霊
告
②

親
鴬
聖
人
絵
伝

第
四
幅

第
十
七
図

熊
野
参
詣

う355 う355 55 うう 55 54 54 54 
丁数

ウウ ウウ ウ オ オ ウ オ オ

10 918 7 1 6 う 4 3 2 

平太郎
佐竹
山

佐竹左衛
狛犬 証誠殿 平太自11 

殿E誠E 殿Z誠E 伏
の

指室

末賢門
~ 

I黄 女中 先達 鼠色
驚忽然と平f太良m 

我

発起
寝 の
る

装束 親現野 あ
れに ら

驚

る参詣す
ず。

ゆ 伝

る め
ゆ

華晃 め

悪邪 重韮主

和光座同
念帰命殿証誠

の

土刀z浄z 守近づ
カミdコ

台、
委主E
好き本地

ぬ lま

阿弥陀

の

教説

諸 日御 カミj申+1 望のの金 庁、仏 呑重好き誓い
獣 殿

放光つを福万寺

ま残め比 、法
もミ

愛染明赤のい れるぱ羅信仰を
r工カ、 子は

~凡、 て下部あ 戸ら i酉、牛王 例
~1. 

主も女をた 長-神道 話る 王の 011コ )i、
I;J: 
絵御伝 人殿t地f、i るや

崎へ
股のお好餅き持国慈悲 はまめ に出 比

憎ま いて も庖
天の らか弥 出 ろは 時最
の姿 lま な妾f同i。陀 庖す本庖

ち餅
赤 親驚 いに季年たを
朝 るは J酉f酉

f釘伝却J 紗1伝卸 の経、止観慈如

和歌天六上 出

t鷲宿毎
釈台の、孝子経、御文章人

典

ヲ|

の

雀朱院維摩摩詞
用

和歌



57 56 56 う656 う655 55 
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親鷲

夢E
の
中
で
答
え

る

随 悪 名

類!芯
の

聞を
機

同
嫌つ

気つ

正
直

熊がとし遠 三 し天 薬をの熊 佐竹
蟻尽 1，9冊~ 

時さ脱解上I
野を土三室のEコ主ιL、の国 所権 、竺丙 求事。権現野

、中 。コ にず
は 節勝 絵

不浄と和泉詰へ人現と猟師阿王が め秦 帰国 戸福
l土

移す一度が申っと作仏 さのの 」寺 薄墨
のあが 現部水

せ熊始皇帝 事
し
訪平太向歯湾1い・
な春

御幸 る。法扶をm 出
れの品 て で

るが明干面日111 
る、千代 ι 
， 野 1'J

定寺光を

地
で後白 十 bこカ£けた を 官E

熊がな き宮五御の 皇

野参りあを古市に王i法可訪ね八度参 野射り り 至るf福仙に余徐福り
立建 読む影が

すく

新より
縁起 、飛来

る のわ

集j可然法 地、社家
御{紗云 平太 俳句

権現の和泉式音11玉法上
平歌日の 郎物

主i司氏i伝 縁起
言昔 和歌の

熊 和歌

野

千il主後白
。コ 官E
本 野

御
伝
紗
下
巻

第
六
段

洛
陽
遷
化

親
鴛
聖
人
絵
伝

第
四
幅

第
十
八
・
十
九
図

説
法
遷
化
・
葬
送
茶
毘

う7 57 57 57 プ数ウ オ オ オ

4 3 I 2 I 1 

親驚 顕智
イ都尋有首

専 指

の

坊里 lli1l 

るする火鉢
寒気舞見

弟子向か 親し、

Lこし、
驚

安 上

まを1普驚を

Jjl， 
{云

せら勘当

，{ 女L、

浄
土

2系翼

教説の

女の益方親鷲
虎石5中1 

履歴のの
例

年没太夫査房子七人
町
話

角 ・
-大 み 上七

墓地峨姫暖弐
σ〉
時最坊

姫Eヨ

弥 .

ヲi

|用

御
伝
紗
下
巻

第
七
段

親
驚
聖
人
絵
伝

本
廟
創
立

↓

(
記
載
な
し
)

廟
堂
創
立

第
四
幅

第
二
十
図
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第
五
図

第
四
国

第
三
図

第
二
図

第
一
図
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勝見寺蔵 『親驚聖人絵伝J(寛文9年)第 1幅図⑬



図⑬ 同第 2幅
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第
八
図

第
七
回

第
六
回



第
十
五
図

第
+
四
国

第
十
三
図

第
十
二
図

第
十
一
回

第
十
図
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同第 3幅図@
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資
料
② 

往
生
寺
の
絵
紙

刈
萱
堂
往
生
寺

(長
野
市
往
生
地
)
で
絵
解
き
さ
れ
て
い
る

『刈

萱
親
子
御
絵
伝
』
二
幅
を
縮
少
し
て
一
枚
刷
り
に
し
た

『刈
萱
絵

詞
伝
弐
拾
分
壱
之
図
』
(
筆
者
架
蔵
二
点
、
A
本

・
B
本
)
と
往
生

寺
の
境
内
図
二
種
を
紹
介
す
る
。

凡

例
刷
物
の

『刈
萱
絵
詞
伝
弐
拾
分
壱
之
図
」
(
二
種
)
・
『信
濃
国

刈
萱
堂
往
生
寺
略
図
』
・
『信
州
善
光
寺
之
真
景
及
苅
萱
上
人
石
童

丸
旧
蹟
苅
萱
山
並
往
生
寺
の
図
』
の
詞
書
を
翻
刻
す
る
。

て

本

文

中
の
正
字

・
略
字

・
異
体
字

・
変
体
仮
名
は
常
用
漢
字

体
ま
た
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
仮
名
遣
い

・
濁
点
は
原
本

の
ま
ま
と
し
た
。
誤
脱
等
に
つ
い
て
は

*
を
付
し
(
)
で

注
記
し
た
。

て

判
読
の
便
の
た
め
に
、
新
た
に
句
読
点
を
付
し
た
。

350 

付
『
刈
萱
絵
詞
伝
弐
拾
分
壱
之
図
』
A
本
[
図
⑬
]

石
版
刷
。
黒
色
単
色
刷
。
三
七

・
一二×

二
八
・
九
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
。
左
に
「
明
治
廿
九
年
五
月
日
印
刷
/
全

年

全

月

日

発
行
」
「
大
日
本
帝
国
長
野
県
信
濃
国
上
水
内
郡
長
野
町
三
千
九

拾
八
番
地
/
水
野
善
瑞
」
、
左
下
に
「
定
価
金
五
銭
」
、
下
中
央
に

「
長
野
市
若
松
町
西
津
活
版
社
石
版
部
印
行
」
と
あ
る
。
水
野
善

瑞
師
は
、
往
生
寺
第
四
十
世
で
あ
る
。

初
段
筑
前
の
国
博
多
の
城
、
王
、
加
藤
左
ヱ
門
尉
重
氏
公
、
桜
の

馬
場
に
於
て
花
見
遊
参
の
体
相
也
。

二
段
重
氏
公
、
無
常
を
感
じ
て
叡
山
叡
空
上
人
の
弟
子
と
成
玉

ふ
。段

重
氏
公
、
廿

一
歳
に
て
薙
髪
し
名
を
寂
照
坊
等
阿
と
賜
は



る四
段
筑
前
国
箱
崎
八
幡
宮
、
重
氏
公
へ
霊
夢
を
告
け
玉
ふ
。

五
段
神
勅
を
蒙
り
、
黒
谷
法
然
上
人
の
弟
子
と
な
り
玉
ふ
。

六
段
国
元
よ
り
妻
子
の
尋
ね
来
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
、
長
寛
二
年

の
三
月
高
野
山
へ
旅
の
御
姿
。

七

段

石

章
一丸
、
父
の
行
衛
を
慕
て
、
母
桂
御
前
に
旅
立
を
願
ふ

所
な
り
。

八
段
桂
御
前
・
石
童
丸
、
都
を
指
し
て
登
る
旅
の
道
中
。

九
段
都
黒
谷
法
然
上
人
の
御
禅
室
に
御
尋
ね
の
処
。

拾
段
高
野
山
の
麓
、
学
文
路
宿
、
玉
屋
与
次
迄
着
の
姿
。

拾

一
段
石
童
丸
、
父
を
尋
ね
て
高
野
山
に
登
り
、

三
千
坊
を
廻

り
玉
ふ
と
こ
ろ
な
り
。

拾
二
段
蓮
花
谷
往
生
院
に
於
て
、
親
子
対
面
あ
り
と
難
も
、
終

に
名
の
り
玉
は
ず
。

拾
三
段
泣
く
/
¥
玉
屋
へ
下
て
見
玉
へ
ば
、
母
上
命
終
と
聞
き

歎
き
王
ふ
と
こ
ろ
な
り
。

拾
四
段
石
童
丸
、
母
の
白
骨
を
背
負
て
、
再
び
蓬
花
谷
往
生
院

へ
登
り
玉
ふ
体
な
り
。

拾
五
段
石
童
丸
、
父
上
と
も
知
ら
ず
、
等
阿
法
師
の
弟
子
と
な

り
、
名
を
信
生
房
道
念
と
玉
は
る
。

拾
六
段
親
子
同
居
ハ
障
り
あ
り
と
て
、
高
野
山
よ
り
善
光
寺
へ

旅
の
御
姿
。

拾
七
段
差
ロ
光
寺
御
堂
前
に
来
て
、
自
身
往
生
の
地
を
祈
誓
し
、

霊
夢
に
よ
り
此
の
地
を
授
け
ら
る
。

拾
八
段
此
の
処
に
来
て
庵
を
結
で
修
行
す
る
こ
と
多
年
、
或
時

ハ
一
光
三
尊
に
御
参
迎
、
又
或
る
時
ハ

三
光
三
尊
に
御
来
迎
。

*
 

拾
九
段
末
世
衆
生
済
度
つ

(の
)
為
に
地
蔵
菩
薩
を
彫
刻
す
。

二
拾

段

建

保

二
年
四
月
廿
四
日
、
西
方
に
紫
雲
毅
数
き
八
十
三

*
 
才

(
歳
)
に
て
寂
す
。

廿

一
段

高

野

山

の
石
童
丸
も
、
此
に
来
て
往
生
す
。

(往
生
寺
境
内
図
)
三
観
亭

善

光

寺

来

迎

松

刈

萱
塚

左
か

る

か

や

道

庫

裡

波

切

不

動

本

堂

六

地

蔵

七

観

音

刈

萱
杉

鐘

楼

堂

口
『
刈
萱
絵
詞
伝
弐
拾
分
壱
之
図
』

B
本

[
図
⑮
]

四
色

(茶

・
主円・

黄

・
赤
)
刷
。
三
六・

O
×
二
六
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
。
左
に
「
昭
和
十
四
年
十
月
印
刷
/
全
年
十

一
月
発
行
」
、

左
下
に

「長
野
県
長
野
市
往
生
地
/
水
野
善
凱
」
と
あ
る
。
水
野

義
口
凱
師

(明
治
三
十
七

1
昭
和
五
十
四
年
)
は
往
生
寺
第
四
十
二
世

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
発
行
当
時
は
て

二
銭
で
頒
布
さ
れ
て
い
た
。

『絵
詞
伝
』
A
本
と
比
較
す
る
と
、
各
段
の
構
図
は
同
じ
で
あ

る
が
、
線
質
が
簡
略
・
粗
雑
で
あ
り
、
大
き
さ
も
や
や
小
さ
い
。

全
二
十
一
段
を
左
右
に
配
列
し
た
の
は
同
じ
だ
が
、

B
本
で
は
、
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上
か
ら
下
へ
と
段
番
号
順
と
な
る
よ
う
に
配
列
が
改
変
さ
れ
、
左

下
の
往
生
寺
境
内
図
は
な
い
。
段
順
通
り
に
上
か
ら
下
へ
と
配
列

し
、
物
語
を
た
ど
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
詞
警
は
、

A
本
と
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
が
、
次
の
異
同
が
あ
る
。
初
段

・
遊
参

(
A
本
)

-
遊
山
吉
本
)
、
二
段
感
じ
て
|
感
し
、
四
段

・
告
け
|
告
げ
、

拾
八
段
一
結
で
|
結
て
、
拾
九
段
済
度
つ
|
済
度
の
。

臼
『
信
濃
国
刈
萱
堂
往
生
寺
略
悶
』
[
図
⑪
]

木
板
刷
。
黒
色
単
色
刷
。
江
戸
後
期
。
二
九
九
×
四

0
・
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
題
目
の
下
に
「
善
光
寺
本
/
堂
ヨ
リ
六
丁
」

と
分
ち
書
き
が
あ
る
。
半
紙
大
の
格
紙
一
枚
に
刷
ら
れ
て
い
る
。

信
濃
国
刈
萱
堂
往
生
寺
略
図
錦
刊
一
内
対
丁

抑
刈
萱
堂
往
生
寺
ハ
、
刈
萱
道
心
往
生
ノ
地
ナ
リ
。
道
心
ハ
筑

前
国
刈
萱
ノ
庄
博
多
ノ
城
主
加
藤
左
ヱ
門
佐
重
氏
ナ
ル
者
也
。
故

ア
リ
テ
発
心
シ
、
京
一
一
上
リ
、
黒
谷
源
空
上
人
ノ
御
弟
子
ト
ナ
リ
、

寂
照
一
房
等
阿
ト
号
ス
。
修
行
中
、
御
台
桂
御
前
、
御
子
石
堂
丸
ヲ

携
へ
尋
来
ル
ト
聞
キ
、
高
野
山
ニ
登
り
給
フ
ニ
、
石
堂
丸
亦
高
野

ニ
尋
来
リ
、
御
弟
子
ト
ナ
リ
道
念
ト
号
ス
。
然
レ
ト
モ
障
碍
ヲ
慮

リ
、
未
タ
親
子
ノ
名
乗
シ
給
ハ
ズ
。
後
、
等
阿
法
師
善
光
(
寺
脱

カ
)
ニ
来
リ
、
当
地
ニ
草
庵
ヲ
結
ヒ
、
日
夜
参
詣
信
心
怠
慢
ナ
シ
。

或
参
龍
ノ
夜
、
夢一一

、
汝
チ
親
子
ハ
地
蔵
菩
薩
ノ
化
身
ナ
リ
ト
如

来
ノ
御
告
ヲ
蒙
リ
、
コ
レ
ニ
因
リ
テ
地
蔵
菩
薩
ヲ
自
作
シ
、
建
保

二
年
四
月
廿
四
日
、
八
十
三
歳

子
ン
テ
ニ
此
地
ニ
往
生
シ
給
フ
ナ

リ
。
道
念
法
師
モ
高
野
山
ニ
ア
リ
テ
、
同
夜
間
夢
ヲ
蒙
リ
、
釜
感

余
リ
善
光
寺
如
来
井
ニ
等
阿
法
師
ヲ
慕
ヒ
来
リ
、
其
往
生
ノ
草
庵

ニ
於
テ
、
同
ク
地
蔵
菩
薩
ヲ
彫
刻
、
ン
、
合
セ
テ
当
寺
ニ
安
置
シ
給

フ
刈
萱
親
子
地
蔵
尊
コ
レ
ナ
リ
。

善

光

寺

本

堂

往

生

寺

一

丁

二
丁

刈

萱

塚

三
丁

六

丁

本

堂
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水観亭
三乞
日

左
往
生
寺

金
比
羅

吉
良
桜

観

来
迎
松

四

丁

稲

荷

嗣

七

刈

萱

杉

柳

清

五
丁

鏡
池

四
『
信
州
善
光
寺
之
真
景
及
苅
萱
上
人
石
童
丸
旧
蹟
苅
萱
山
並
往

生
寺
の
図
』
[
図
②
]

三
色

(赤

黄

・
背
)
制
。
筆
者
架
蔵
。
三
九

二

x
五
三

・
三

セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。
左
端
に
「
昭
和
十
五
年
三
月
十
日
発
行
」

「
東
京
市
神
田
区
司
町
二
丁
目
十
三
番
地
/
発
行
者
兼
印
刷
人

三
光

商

店

秦

光

平

」

と

あ

る

。
右
上
か
ら
、
善
光
寺
本
堂

・

善
光
寺
仁
王
門
苅
萱
山
西
光
寺
、
中
央
上
に
往
生
寺
本
堂
が
描

か
れ
、
そ
の
下
に
大
き
く
高
野
山
で
の
苅
萱
上
人
と
石
童
丸
の
出

会
い
の
場
面
が
捕
か
れ
、
左
上
に
善
光
寺
山
門

・
大
勧
進
、
牛
に



引
か
れ
て
善
光
寺
参
り
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。

〈右
上
〉
御
本
堂
、
東

定

額

山

善

光
寺
、

南

南

命

山

無

国重寺
、

西

不

捨

山

浄

土

寺、

北

比

空

山

雲
上
寺
、

高

サ
十
丈
二
重
壁
屋
根
、
表
間
口
十
五
閥
、
奥
行
廿
九
間
三
尺
、

柱
数
百
制
六
本
、

(
本
堂
前
の
香
炉
の
横
に
「
大
香
炉
」
と
あ

る
)

〈右
中
〉
仁
王
門
、
(
扇
額
中
に
「
定
額
山
」
)

〈
右
下
〉
苅
萱
堂
並
苅
萱
上
人
石
童
丸
の
銅
像

〈中
央
上
〉
往
生
寺
本
堂
、

(
扇
額
中
に
「
往
生
寺
」
)

*
 

〈中
央
下
〉
筑
紫
の
大
守
加
藤
左
衛
門
重
氏
、
世
の
無
情

(常
)

を
き
と
り
、
妻
子
を
捨
て
高
野
に
入
り
、
道
心
と
な
り
、
一
子

石
童
丸
、
母
上
に
死
別
れ
、
善
光
寺
の
父
に
あ
ひ
、
共
に
剃
髪

し
て
仏
に
仕
ふ
。

〈左
上
〉
山
門

〈左
中
〉
(
扇
額
中
に

「
大
勧
進
」
)

〈左
下
〉
昔
、
信
州
に
心
あ
し
き
老
婆
あ
り
け
る
。
軒
下
に
さ
ら

せ
し
布
を
、
牛
に
と
ら
れ
し
を
い
か
り
、
追
行
き
し
に
、
本
堂

に
て
其
姿
消
へ
失
せ
ぬ
。
『
牛
を
の
み
思
ひ
居
り
し
は
、
此
道

*
 

に
い
る
を
み
ち
び
く
我
心
を
』
と
我
家
の
傍
、
勧

(
観
)
音
堂

に
其
の
布
あ
り
け
れ
ば
、
忽
ち
善
人
と
な
れ
り
。
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資
料
③ 

高
野
山
苅
萱
堂
の
絵
解
き
台
本
と
詞
書

付
絵
解
き
台
本
『
石
童
丸
の
お
話
」

「石
童
丸
の
お
話
』
は
、
高
野
山
苅
萱
堂
で
昭
和
初
期
か
ら
昭

和
五
十
年
代
ま
で
絵
解
き
を
行
っ
た
山
田
義
行
氏
が
、
昭
和
五
十

五
年
に
孫
の
山
田
昌
弘
氏
の
た
め
に
筆
録
し
た

「絵
伝
』
の
絵
解

き
台
本
で
あ
る
。
写
本
一
冊
(
縦
二
五

・
五
x
敏
一
八

・
二
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
)
。
本
文
は
、
コ
ク
ヨ

B

3
版
、
縦
書
き
書
簡
用
便
婆

を
用
い
る
。
本
文
と
同
じ
用
紙
の
仮
表
紙
一
一
枚
と
本
文
十
二
枚
の

右
上
端
を
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
仮
綴
じ
し
、
裏
表
紙
は
な
い
。
事
務

用
ク
ラ
フ
ト
紙
茶
封
筒
に
入
る
。
封
筒
表
の
中
央
に
「
石
童
丸
の

お
話
/
苅
萱
堂
」
と
あ
り
、
本
文
第
一
紙
の
右
端
に
「
石
童
丸
の

お
話
」
と
あ
る
。
本
文
用
紙
の
十
二
枚
に
は
、
左
上
に
「
①
尚
」

「ぬ

2
」
j

「ぬ
ロ
」
と
付
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
用
便
築
の
縦
罫

全
十
五
行
に
一
行
お
き
に
記
し
、
一
枚
が
八
行
で
あ
る
。
封
筒

358 

表

・
本
文
と
も
青
色
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
さ
れ
て
い
る
。
場
面
ご
と

に
①
か
ら
⑮
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
『絵
伝
』
三
十
幅
と

は
必
ず
し
も
一
致
し
て
は
い
な
い
。

凡

例
て
本
文
中
の
正
字

・
略
字

・
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、

旧
仮
名
遣
い

・
捨
て
仮
名
振
り
仮
名
は
原
本
の
ま
ま
と
し

た
。

一
、
宛
字
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
当
該
箇
所
に
*
を
付
し

下
に
(
)
で
注
し
て
訂
正
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
さ
れ
た
語
句
は
《
》
で
囲
み
、
訂
正
詩
句
の
あ

る
場
合
は
、
原
本
の
ま
ま
に
右
傍
や
そ
の
下
に
示
し
た
。

一
、
句
読
点
は
、
原
本
の
ま
ま
付
し
た
。

て
改
丁
(
頁
)
は
、
』
印
で
示
し
、

そ
の
下
に
(
ぬ
2
)
の
よ



う
に
頁
数
を
記
し
た
。

て
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
場
面
を
表
わ
す
①
1
@
の
番
号
は
、

原
本
の
位
置
に
記
し
た
。
⑫
は
原
本
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

『絵
伝
』
三
十
幅
と
対
応
す
る
場
面
は
、
山
田
昌
弘
氏
の
現

行
絵
解
き
を
参
考
に
し
て
、
新
た
に

(絵
1
)
1

(絵
叩
)

の
番
号
を
付
し
た
。

石
童
丸
の
お
話
苅
萱
堂
』
(
封
筒
表
)

石
童
九
の
お
話
、

①
(
絵
1
)
今
か
ら
八
百
四
十
年
の
昔
、
九
州
博
多
の
津
に
加
藤

*
 

兵
衛
の
じ
よ
う
繁
昌
と
一
言
う
九
州
六
ケ
(
箇
)
国
の
殿
様
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
人
、
四
十
才

(歳
)
を
過
ぎ
て
も
世
継
ぎ
が
な
い

た
め
に
、
石
童
川
の
お
地
蔵
さ
ま
に
深
き
御
心
願
を
、
お
か
け
に

な
り
、
そ
し
て
、
お
さ
ず
か
り
に
な
っ
た
の
は
、
す
な
わ
ち
加
藤

左
衛
門
繁
氏
経
(
卿
)
で
あ
り
ま
す
、

(絵
2
)
若
年
で
す
が
、
繁
氏
経
(
卿
)
は
、
文
武
同
道
に
秀
い
で

し
ょ
り
』
(ぬ
l
)

②
近
国
の
代
(
大
)
名
、
原
田
種
昌
経
(
卿
)
に
み
こ
ま
れ
、

③
(
絵
3
)
原
田
氏
の
息
女
、
桂
子
姫
と
、
御
婚
儀
が
整
の
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

④

(絵
4
)
そ
し
て
、
あ
る
日
、
花
見
の
宴
が
開
か
れ
、
繁
氏
始

め
、
本
妻
の
桂
子
、
千
里
姫
の
三
名
は
、
コ
ト
を
た
ん
じ
詩
を
吟

じ
、
む
つ
ま
じ
そ
う
に
盃
を
く
み
か
わ
し
て
お
り
ま
す
が
、
互
い

サ
イ

に
ね
た
み
合
う
心
の
内
は
、
次
の
如
く
、

(絵
3
)
妻
よ

(と
)
共

に
双
六
を
し
て
居
り
ま
す
が
、
そ
の
髪
の
毛
の
終
わ
り
が
、
』
(
ぬ

2
)
蛇
に
な
っ
て
、
も
つ
れ
合
う
、
こ
の
あ
さ
ま
し
い
姿
を
ひ
そ

か
に
見
た
、
繁
氏
の
心
の
鏡
に
映
っ
た
の
で
、
あ
々
我
は
罪
な
こ

と
を
し
た
と
さ
と
っ
た
の
で
す
、

⑤

(
絵
6
)
桂
子
は
千
里
を
、
な
き
も
の
に
せ
ん
と
考
え
、
お
つ

き
の
家
来
、
中
村
早
タ
ル
に
、
こ

の
こ
と
を
計
り
ま
し
た
。

⑤
(
絵
7
)
レ
ン
ケ
ツ
ム
ル
イ
の
早
タ
ル
は
千
里
を
殺
す
に
忍
び

ず
う
る
し
川
の
、
ほ
と
り
を
、
は
い
か
い
す
る
弥
生
と
い
う
、
女

の
首
を
切
り
、

(絵
8
)
こ
れ
が
千
里
の
首
な
り
と
、
い
つ
わ
り
』

(M
3
)
桂
子
の
前
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
す
、

⑦
こ
の
こ
と
を
、
ひ
そ
か
に
聞
い
た
繁
氏
経

(卿
)
は
、
こ
の
世

*
 

無
情

(常
)
を
ま
す
/
{
¥
感
じ
、

(絵
9
)
そ
の
夜
、
我
が
住
み
な

た

れ

《
つ
》
城
閣
を
忍
び
て

@
(
絵
日
)
巡
り
/
¥
っ
て
高
野
山、

て
、

こ
の
苅
萱
堂
に
落
ち
つ
き

@

(絵
日
)
そ
の
時
の
住
職
、
覚
心
上
人
の
お
弟
子
と
な
り
、
法

(発
)
心
テ
イ
ハ
ツ
、
し
名
を
苅
萱
円
空
と
改
め
て
、
ひ
た
す
ら

念
仏
三
昧
(
昧
)
に
重
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
』
(
ぬ
4
)

⑮
(
絵
ロ
)
あ
と
に
残
っ
た
身
代

(御
台
)
の
千
里
は
、
国
に
悪

高野山苅萱堂の絵解き台本と詞書3う9



人
が
は
び
こ
り
、
身
の
あ
や
う
き
を
安
(
案
)
じ
、
ク
モ
イ
と
云

う
の
を
友
(
供
)
に
つ
れ
、
(
絵
日
)
播
州
明
石
の
太
山
寺
と
云
う

お
寺
ま
で
落
ち
来
て
、
石
童
丸
が
生
ま
れ
た
の
で
す
、

⑪
石
童
丸
、
十
四
の
春
の
こ
と
、
父
は
高
野
に
お
わ
す
る
と
、
風

便
り
に
聞
き
、
(
絵
M
)
母
上
と
、
も
ろ
と
も
に
、
な
れ
な
い
、

ワ
ラ
ジ
に
足
を
痛
め
、

(絵
口
)
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
の
は
、

こ
の
、

高
野
か
ら
三
里
ふ
も
と
の
学
文
路
の
宿
玉
屋
と
』
(
ぬ

う
)
一
玄
う
、
茶
屋
に
宿
を
と
り
、
(
絵
凶
)
高
野
の
様
子
を
、
た

ず
ね
る
と
、
昔
は
弘
法
大
師
の
、
い
ま
し
め
で
、
女
は
こ
の
山
に

は
登
れ
な
い
、
せ
ん
か
た
な
く
、
母
を
、
ふ
も
と
の
玉
屋
に
残
し

て
、
(
絵
口
)
石
童
丸
は
、
た
だ
一
人
杖
に
す
が
っ
て
登
り
来
る
、

⑬
途
中
の
険
し
い
清
自
の
不
動
坂
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
も
は
や
、

日
は
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
わ
た
る
、

⑪
(
絵
凶
)
そ
の
夜
は
せ
ん
か
た
な
く
、
不
動
の
軒
下
に
、
ひ
じ

を
枕
に
、
カ
サ
を
、
ビ
ヨ
(
ウ
脱
カ
)
ブ
に
、
淋
し
い
一
夜
を
明

か
し
、
」
(ぬ
6
)

⑮
明
け
く
れ
ば
、
高
野
に
登
り
つ
い
て
、
九
百
九
十
の
寺
々
を
、

く
ま
な
く
、
さ
が
し
廻
れ
ど
も
、
父
か
と
思
う
人
は
な
く
、

⑮
(
絵
印
)
泣
く
/
¥
参
る
奥
ノ
院
無
明
の
橋
に
さ
し
か
か
り
し

時⑫
お
り
は
か
ら
ず
も
、
一
人
の
出
家
に
出
合
い
、
(
絵
却
)
そ
の

*
 
夜
(
人
)
の
袖
に
と
り
す
が
り
、
こ
の
御
山
に
、
今
、
同
心
の
方

が
お
わ
す
る
か
と
、
た
ず
ね
る
と
、
今
、
同
心
で
は
分
か
ら
な
い
、

そ
の
人
の
た
ず
ね
る
国
は
、
い
づ
こ
で
、
名
は
な
ん
と
申
す
か
。

⑬
幼
い
声
で
石
童
丸
、
元
は
九
州
、
築

(
筑
)
前
、
築
(
筑
)

*
 

後
、
』
(
ぬ
7
)
肥
前
、
肥
後
、
大
州
(
隅
)
、
薩
摩
六
ケ
(
箇
)
国

の
殿
様
で
あ
っ
た
加
藤
左
衛
門
繁
氏
が
、
私
の
《
訪
》
尋
ね
る
父

上
で
あ
り
ま
す

⑬
と
、
聞
い
た
苅
萱
胸
せ
ま
り
、
さ
て
は
我
が
子
で
あ
る
か
な
つ

か
し
い
、
我
は
そ
な
た
の
、
父
な
り
と
、
言
お
う
と
せ
し
が
侍
て

し
ば
し
、
(
絵
れ
)
い
っ
た
ん
仏
に
、
ち
か
い
を
か
け
、
仏
門
に

入
り
し
上
か
ら
は
、
妻
や
子
の
愛
情
に
引
か
さ
れ
て
親
子
の
名
乗

り
を
す
る
の
は
、
出
家
の
道
な
ら
ず
、
せ
き
く
る
一
課
を
、
お
し

と
ど
め
、
我
と
心
を
取
」
(ぬ
8
)

り
直
し
、
そ
な
た
の
父
は
去

年
の
秋
、
重
き
病
の
た
め
に
、
こ
の
世
を
去
ら
れ
た
ど
(
ぞ
)
よ
。

は
か
な
く
な
っ
た
印
は
こ
れ
で
あ
り
と
、
そ
の
こ
ろ
立
て
た
新
し

い
他
人
の
石
碑
の
前
に
つ
れ
て
来
て
、
い
つ
わ
り
教
へ
ま
す
れ
ば
、

(
絵
刀
)
石
童
丸
、
そ
れ
と
も
つ
ゆ
し
ら
ず
に
、
冷
た
い
石
碑
を
、

な
で
さ
す
り
な
が
ら
、
父
上
ボ
ダ
イ
の
、
と
む
ら
い
を
、
ふ
し
拝

み
、
な
げ
き
、
か
な
し
む
、
こ
の
い
じ
ら
し
い
姿
を
後
で
見
つ
め

た
現
在
実
父
、
苅
萱
の
胸
の
』
(
尚

9
)
内
は
、
げ
に
、
は
り
さ

け
る
思
い
で
す
が
、
名
乗
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
基
金
口
事
)
場
に

泣
き
し
ず
む
、
(
絵
お
)
石
童
丸
を
抱
き
起
こ
し
早
く
、
ふ
も
と

に
帰
り
な
さ
い
。
そ
し
て
母
上
に
は
孝
行
を
、
つ
く
し
な
さ
い
、

360 



い
ろ
/
¥
と
や
さ
し
く
さ
と
さ
れ
て
、

@
(
絵
M
)
泣
く
/
¥
石
童
丸
、
別
れ
を
告
げ
て
、

@
(
絵
お
)
は
せ
、
下
っ
て
見
る
と
、
(
絵
話
)
こ
わ
、
い
か
に
、

哀
れ
な
る
か
な
母
上
は
、
我
が
子
が
帰
る
の
が
、
あ
ま
り
に
も
、

お
そ
』
(
尚
叩
)
い
の
で
、
行
方
い
ず
こ
と
、
案
じ
ら
れ
、
持
病

の
シ
ヤ
ク
に
な
や
ま
さ
れ
、
石
童
丸
よ
/
¥
と
呼
び
な
が
ら
わ
ず

*
 

か
に
三
十
二
才
(
歳
)
を
最
後
(
期
)
と
し
て
、
ふ
も
と
の
野
辺

に
枯
れ
残
る
草
業
の
露
と
消
え
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
、

@
(
絵
幻
)
宿
屋
の
主
人
が
力
を
、
そ
え
て
、
野
辺
の
送
り
を
す

ま
せ
た
も
の
の
、
あ
と
に
残
っ
た
石
童
丸
。

@
も
う
、
ど
こ
に
行
く
あ
て
も
な
く
、
せ
ん
か
た
な
い
、
』
(
ぬ

@
(
絵
却
)
又
も
や
、
高
野
に
登
り
着
い
て
、

@
(
絵
却
)
苅
萱
さ
ん
の
、
お
弟
子
と
な
り
、
(
絵
刊
)
こ
の
お
堂

で
四
十
年
の
長
い
問
、
親
子
の
名
乗
り
を
、
せ
ず
御
修
行
な
さ
い

ま
し
て
、
今
の
世
に
も
残
る
親
子
地
蔵
尊
で
あ
り
ま
す
。

終
』
(
札
川

口
)

口
『
苅
萱
上
人
石
童
丸
御

一
代
記
絵
伝
』
と
詞
書

高
野
山
苅
萱
堂
の

『苅
萱
上
人
石
童
丸
御

一
代
記
絵
伝
』
(三

十
幅
額
絵
)
に
は
、
各
幅
に
場
面
題
と
詞
書
(
説
明
文
)
が
付
さ

れ
て
い
る
。
場
面
題
は
、
左
か
ら
横
書
き
に
墨
書
し
た
紙
で
、
各

幅
の
下
部
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
詞
書
は
、
縦
約
三

O
×
横
約
四
0

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
板
に
紙
を
覆
せ
た
パ
ネ
ル
で
、
墨
で
左
か
ら

横
書
き
五
行
に
書
か
れ
て
い
る
。
各
幅
ご
と
に
そ
の
約
五

0
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
下
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
場
面
題

・
詞
書
と
も
、

昭
和
五
十
八
年
に
密
厳
院
の
美
馬
隆
男
氏
に
よ

っ
て
記
さ
れ
た
。

凡

例
本
文
中
の
略
字
・
異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
正
字
・

仮
名
遣
い
・
捨
て
仮
名
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
ほ
ぼ
す
べ

て
の
漢
字
に
振
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
難
読
語
に
つ

い
て
の
み
振
り
仮
名
を
翻
刻
し
た
。

一
、
句
読
点
や
(
)
は
原
本
の
ま
ま
付
し
た
。

て
「
場
面
題
」
と
「
詞
書
」
は
別
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本

翻
刻
で
は
、
各
場
面
ご
と
に
並
記
し

(
「
場
面
題
」

は
ゴ
シ
ッ

ク
体
で
表
記
し
た
)
、
『
絵
伝
』
三
十
幅
と
の
対
応
は
、

〈絵

1
〉
1
〈絵
知
〉
の
番
号
を
付
し
て
示
し
た
。

て

誤

字
等
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
判
断
で
き
る
も
の
は
*

を
付
し
下
に

(
)
で
注
し
た
。

〈絵
1
〉
石
童
川
の
ほ
と
り

今
か
ら
八
百
余
年
前
、
筑
前
の
守

し

げ

ま

さ

あ

と

つ

ぎ

か

し

い

護
職
、
加
藤
兵
衛
尉
繁
昌
は
後
嗣
な
く
香
椎
の
宮
に
お
祈
り
し
、
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授
か
っ
た
の
が
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
で
あ
る
加
藤
左
衛
門
繁
氏

(後
の
苅
萱
道
、
主
で
あ
り
ま
し
た
。

お

や

こ

〈絵
2
〉
(
穏
正
)
菊
見
の
宴

或
る
日
、
繁
昌
、
繁
氏
父
子
が
隣

国
の
大
名
原
田
種
正
の
催
す
菊
見
の
宴
に
招
か
れ
た
時
、
一
頭
の

あ
ば狂
れ
馬
が
乱
入
し
ま
し
た
。
こ
の
時
一
人
の
若
武
者
走
り
出
で
荒

れ
狂
う
馬
の
背
に
飛
び
乗
り
走
り
去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

〈絵

3
〉
佳
子
姫
を
妻
に
迎
え
る

此
の
若
武
者
こ
そ
誰
あ
ろ
う

僅
か
十
七
歳
の
繁
氏
そ
の
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
此
の

と

ま

か

つ

ら

こ
ひ
め

事
が
種
正
の
自
に
止
り
繁
氏
は
種
正
の
娘
、
桂
子
姫
を
妻
に
迎
え

た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

に
ん
び
ょ
う

〈絵

4
〉
(繁
氏
)
花
見
の
宴

仁
平
元
年
の
春
繁
氏
が
花
見
に

に
わ
か
あ
め

出
か
け
其
の
帰
り
俄
雨
に
逢
い
或
る
家
に
雨
よ
け
を
し
た
。
所
が

ち
さ
と
ひ
め

其
の
家
に
千
里
姫
と
い
う
美
し
い
娘
が
お
り
繁
氏
は
ひ
と
目
見
て

め
か
け

こ
と

ほ
か

そ
の
美
貌
に
心
ひ
か
れ
妾
と
し
て
迎
え
殊
の
外
寵
愛
し
た
。

〈絵
う
〉
桂
子
、
千
里
の
嫉
妬
心

或
る
時
繁
氏
は
、
妻
桂
子
姫

た
が
い

と
千
里
姫
と
は
お
互
表
面
は
陸
じ
そ
う
に
見
え
る
が
内
心
は
憎
悪

に
燃
え
る
心
情
を
か
い
ま
見
て
、
後
悔
し
つ
つ
出
家
の
機
会
を
う

か
が
う
毎
日
で
し
た
。

〈絵

6
〉
桂
子
、
早
足
密
談

嫉
妬
の
あ
ま
り
桂
子
姫
は
千
里
姫

は
や
た
る

を
亡
き
も
の
に
せ
ん
と
家
臣
、
中
村
早
足
に
千
里
姫
の
首
を
持
ち

帰
へ
る
よ
う
万
を
渡
し
命
じ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

〈絵
7
〉
う
る
し
川
の
ほ
と
り

千
里
姫
を
殺
す
に
は
し
の
び
な

*

*

 

い
と
思

っ
た
早
足
は
う
る
し
川
の
ほ
と
り
を
排
回

(俳
個
)
す
る

や

よ

い

わ

け

千
里
姫
に
よ
く
似
た
弥
生
と
い
う
理
由
の
あ
る
女
の
首
を
は
ね
こ

い
つ
わ

れ
が
千
里
姫
の
首
で
あ
る
と
偽
り
桂
子
姫
に
差
し
出
し
た
。

〈絵
8
〉
域
内
で
の
出
来
事

そ
の
様
子
を
ふ
す
ま
の
影
か
ら
見

や
か
た

て
い
た
繁
氏
は
意
を
決
し
、
そ
っ
と
館
を
出
ま
し
た
。

一
方
、
早

足
は
、
う
っ

て
返
し
そ
の
事
を
千
里
姫
に
う
ち
あ
け
、
す
ぐ
に
館

を
去
る
よ
う
に
す
〉
め
ま
し
た
。

*
 

〈絵

9
〉
繁
氏
、
出
家
へ
の
旅
立

散
り
ゆ
く
花
に
世
の
無
情

(常
)
を
感
じ
た
繁
氏
は
紀
州
高
野
山
へ
と
め
ざ
し
、
行
く
道
す

て

ら

で

ら

ま

い

が
ら
の
寺
、
に
詣
り
祈
願
を
箆
め
、
或
は
不
動
明
王
な
ど
に
お
祈

り
し
っ
、
旅
を
続
け
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。

〈絵
叩
〉
繁
氏
、
覚
心
上
人
と
接
見

繁
氏
は
遂
に
紀
州
高
野
山

か
〈
し
ん

に
登
り
着
き
当
時
有
名
で
あ

っ
た
覚
心
上
人
に
逢
い
出
家
を
思
い

h

U

H

H

 

立
っ
た
理
由
を
話
し
、
上
人
の
お
言
葉
に
決
意
し
、
許
し
を
得
て
、

362 

お
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

み
ほ
と
け

〈絵
日
〉
繁
氏
、
出
家

(円
空
坊
等
阿
と
改
名
)
繁
氏
は
御
仏
の
前

で
黒
髪
を
剃
り
落
と
し
遂
に
出
家
の
志
を
果
た
し
ま
し
た
。
名
を

「
円
空
坊
等
阿
」
と
称
し
、
仏
法
修
行
の
道
に
い
そ
し
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
時
に
繁
氏
が
廿

一
歳
の
春
で
あ
り
ま
し
た
。

〈絵
ロ
〉
千
里
、
館
を
お
わ
れ
る

中
村
早
足
の
す
、
め
で
千
里

じ

じ

よ

ふ

る

さ

と

だ

い
さ
ん
じ

姫
は
侍
女
の
雲
井
の
故
郷
で
あ
る
播
州
大
山
寺
を
尋
ね
る
こ
と
に

な
り
、
女
二
人
の
旅
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
千
里
姫
は
子
供



を
宿
し
て
お
り
お
産
の
日
も
近
づ
い
て
い
ま
し
た
。

〈絵
日
〉
石
童
丸
誕
生

(播
州
、
大
山
寺
)
千
里
姫
は
其
の
年
の
八

月
に
無
事
玉
の
よ
う
な
男
の
子
を
生
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。
幼
い

な
が
ら
も
夫
、
繁
氏
に
よ
く
似
て
い
た
の
で
繁
氏
の
幼
名
で
あ
っ

た
石
室
丸
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

〈絵

M
〉
父
を
た
づ
ね
て
高
野
山

石
童
丸
十
四
歳
の
春
、
父
は

高
野
に
お
わ
す
る
と
風
の
防
に
聞
い
た
石
童
丸
は
ま
だ
見
ぬ
父
に

逢
い
た
く
て
母
と
共
に
住
み
慣
れ
た
大
山
寺
を
あ
と
に
高
野
山
へ

と
旅
立
ち
ま
し
た
。

〈絵
日
〉
学
文
路
玉
屋
の
宿

や
が
て
蓑
い
た
の
が
高
野
山
の
麓

か

h
U

ろ

た

ま

や

の
学
文
路
の
玉
屋
と
い
う
宿
屋
で
あ
り
ま
し
た
。
頃
は
三
月
で
、

あ

す
明
日
は
高
野
の
山
に
登
っ
て
繁
氏
に
出
逢
う
嬉
し
さ
に
胸
を
躍
ら

お
や

ニ

す
千
里
姫
、
母
子
で
あ
り
ま
し
た
。
あ

る

じ

お

き

て

〈絵
凶
〉
女
人
禁
制

所
が
宿
の
主
人
か
ら
山
の
錠
と
し
て
女
の

登
山
は
竪
く
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
事
を
知
ら
さ
れ
、
仕
方
な
く
千
里

姫
は
石
室
丸
を

一
人
で
山
に
登
ら
す
こ
と
、
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

母
と
子
の

一
生
の
別
れ
に
な
り
ま
し
た
。

〈絵
口
〉
高
野
山
へ
の
参
拝
道

泣
き
つ
、
見
送
る
母
を
石
童
丸

い
〈
た
び

は
幾
度
も
あ
と
振
り
返
り
つ
冶
玉
屋
の
宿
を
あ
と
に
村
を
越
へ
川

け
わ

を
渡
り
山
を
越
へ
や
っ
と
着
い
た
の
が
見
る
も
険
し
い
不
動
坂
で

ふ
め
れ
〆宇品
、し
れ
~
。

〈絵
日
〉
不
動
堂
で
の
一
夜

石
童
丸
は
山
か
ら
降
り
て
く
る
お

坊
様
に
出
逢
う
毎
に
「
筑
前
の
人
で
名
を
加
藤
左
衛
門
繁
氏
」
と

よ

い
う
お
坊
様
を
ご
存
知
な
い
か
と
尋
ね
つ
3

そ
の
夜
は
不
動
堂
で

い
ち
ゃ

一
人
淋
し
く
一
夜
を
明
か
す
の
で
し
た
。

ち

ょ

う

ど

む

み

よ

う

〈絵
印
〉
奥
の
院
、
無
明
の
橋

石
童
丸
が
丁
度
奥
の
院
の
無
明

の
橋
ま
で
来
た
時
一
人
の
お
坊
嫌
に
出
逢
い
ま
し
た
。
其
の
お
坊

様
こ
そ
石
童
丸
が
尋
ね
慕
っ
て
い
る
父
の
繁
氏
で
あ
っ
た
の
で
あ

杓
ノ
宇
品
、し
れ
~
。

〈絵
却
〉
石
童
丸
親
子
対
面

繁
氏
は
世
を
捨
て
し
修
行
の
身
で

あ
り
、
今
こ
、
で
名
乗
り
を
し
て
は
か
つ
て
の
誓
を
破
る
こ
と
に
ょ
う
ゃ

な
り
十
四
年
の
修
行
が
水
の
泡
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
と
漸

そ

ぷ

く
心
を
取
り
直
し
他
人
の
素
振
り
を
す
る
繁
氏
で
し
た
。

〈絵
訂
〉
出
家
の
定
め

(提
)

繁
氏
は
心
を
鬼
に
し
て
そ
な
た
の

尋
ね
て
い
る
お
坊
様
は
先
頃
ま
で
拙
僧
と
共
に
修
行
し
て
い
た
が

や
ま
い

ふ
と
し
た
病
が
も
と
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
こ
れ
が
そ
の
お
墓
で
あ

る
と
石
童
丸
に
教
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〈絵
辺
〉
奥
の
院
、
玉
川
の
ほ
と
り

そ
れ
を
聞
い
た
石
童
丸
は

そ
の
お
墓
の
前
で
唯
々
泣
き
伏
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。
傍
で

金
め
納
ツ
キ

C

$

-

-

】
ス
リ
'
b

こ
の
有
様
を
眺
め
て
い
た
繁
氏
も
た
ま
り
か
ね
衣
で
目
を
お
お
い
、

い
よ
、
と
泣
く
ば
か
り
で
あ
り
ま
し
た
。

〈絵
お
〉
苅
萱
堂
で
の
一
室

繁
氏
は
石
童
丸
を
苅
賞
品
早
一
の
自
分

の
部
屋
に
連
れ
て
行
き
、
ね
ん
ご
ろ
に
悟
し
て
下
山
を
す
、
め
ま

し
た
。
石
童
丸
は
慣
れ
ぬ
わ
ら
じ
を
は
き
頭
を
垂
れ
一
人
で
出
て

高野山Jij1f堂の絵解き台本と詞諮363 



行
く
の
で
し
た
。

い
ち
る

〈絵

M
〉
石
童
丸
悲
し
み
の
下
山

石
童
丸
は
一
綾
の
望
み
も
絶

え
果
て
も
杖
を
頼
り
に
と
ぼ
と
ぼ
と
繁
氏
に
別
れ
下
山
へ
の
道
を

う
し
ろ
す
が
た

た
ど
る
の
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
姿
を
見
送
る
繁
氏
で
あ
っ
た
。

う
し
ろ

〈絵
お
〉
苅
萱
道
心
、
心
の
こ
り

石
室
丸
が
後
を
振
り
返
る
と

繁
氏
は
珠
数
を
と
り
合
掌
を
し
て
頭
を
垂
れ
販
を
静
か
に
閉
じ
て

去
り
行
く
吾
が
子
の
行
く
末
を
安
す
か
れ
と
祈
る
の
で
あ
り
ま
し

た
。

〈絵
話
〉
千
里
、
永
遠
の
旅
立

石
童
丸
は
母
の
身
を
案
じ
っ
、

や

ど

あ

る

じ

玉
屋
の
宿
に
帰
り
着
く
と
、
宿
の
主
人
夫
婦
が
泣
き
倒
れ
、
母
の

か
た
わ
ら

傍
に
は
、
お
坊
様
が
経
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。
今
ま
さ
に
母
と

も
死
別
を
し
た
石
童
丸
で
し
た
。

〈絵
幻
〉
野
辺
の
送
り

天
涯
孤
独
の
身
と
な

っ
た
石
童
丸
は
悲

ね
ん
ご
ろ

し
み
の
う
ち
に
母
の
野
辺
の
送
り
を
懇
に
す
ま
せ
ま
し
た
。
が
そ

れ
に
し
て
も
思
い
出
す
の
は
山
で
逢

っ
た
お
坊
様
の
こ
と
で
あ
り
、

再
び
山
に
登
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

〈絵
犯
〉
石
童
丸
出
家
の
奮
い

僅
か
十
四
歳
の
子
供
が
山
で
は

父
の
死
を
今
又
自
の
前
で
母
の
死
を
見
た
事
は
こ
の
上
も
な
い
悲

い
ま
い
ち
ど

し
い
こ
と
で
そ
れ
に
つ
け
て
も
山
で
逢

っ
た
お
坊
様
に
ム
ユ
度
お

逢
い
し
た
く
又
高
野
山
へ
と
登
り
ま
し
た
。

〈絵
訪
〉
石
童
丸
出
家

(
得
度
)
再
び
山
に
登
っ
た
石
童
丸
は
苅

萱
堂
に
行
き
父
繁
氏
で
あ
る
と
も
知
ら
ず
に
山
を
降
り
て
母
の
死

に
逢
っ
た
事
を
物
語
り
是
非
に
と
お
頼
み
し
弟
子
に
し
て
貰
い
ま

l
ν
h
~

。
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〈絵
叩
〉
苅
萱
親
子
地
蔵

か
く
て
苅
萱
父
子
は
師
と
弟
子
と
し

お

や

ニ

て
仏
に
供
へ
る
修
行
に
入
り
、
四
十
数
年
の
問
、
父
子
の
名
乗
り

を
せ
ず
、
今
に
名
高
い
親
子
地
蔵
尊
を
彫
刻
し
て
世
の
為
人
の
為

や
〈
よ
け

に
と
厄
除
祈
願
を
入
魂
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。



資
料
①

「

補

陀
落

山

祖

秘

録

」
|
|
日
光
流
布
の

『日
光
山
縁
起
』

「
補
陀
落
山
祖
秘
録
」
は
、
第
一
種

『日
光
山
縁
起
』
に
属
す

る
伝
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
第
一
種

『日
光
山
縁
起
』
は
十
六
世

紀
初
期
ま
で
に
真
名
本
と
し
て
成
立
し
た
が
、
近
世
に
は
そ
れ
を

訓
読
し
た
仮
名
本
の
写
本
に
よ
っ
て
流
布
し
た
。
こ
れ
ま
で

『日

光
山
縁
起
』
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
絵
巻
本
の
詞
書
は
、
宇
都
宮

に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
第
一
種
の
日
光
系
写

本
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
種
の
仮
名
本
は
神
宮
文
庫

蔵
「
日
光
山
宇
都
宮
因
位
御
縁
起
」
が
『
神
道
大
系
』
文
学
編
二

「
中
世
神
道
物
語
」
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
日
光
の
在
地
伝
承

を
含
ん
だ
日
光
系
写
本
と
し
て
本
書
を
紹
介
す
る
。

本
書
は
、
栃
木
県
立
宇
都
宮
高
等
学
校
所
蔵
文
書
の
一
つ
と
し

て
同
校
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
現
在
で
は
栃
木
県
立
文
書

館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
、
旧
制
宇
都
宮
中
学
校
の

教
員
で
あ
っ
た
石
川
隆
氏
が
、
昭
和
十
年
ご
ろ
に
収
集
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
書
に
は
年
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
裏
表
紙
に
は

「
黒
羽
藩
中
高
梨
氏
所
持
/
試
筆
者
如
来
寺
内
林
順
介

(花

押
こ
と
、
本
文
と
同
筆
で
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
黒
羽
藩
は
、
下

野
国
那
須
郡
黒
羽
(
栃
木
県
大
田
原
市
黒
羽
)
で
あ
り
、
天
正
年

間
よ
り
明
治
維
新
ま
で
大
関
氏
の
城
下
で
あ
っ
た
。
黒
羽
藩
の
高

梨
氏
に
つ
い
て
は
、
盟
十
'
羽
藩
郷
方
吟
味
役
鈴
木
武
助
の
配
下
の

郷
方
役
人
と
し
て
「
高
梨
藤
大
夫
」
が
い
た
。
「
検
見
廻
村
に
つ

き
申
達
」
等
の
「
郷
方
取
締
法
令
」
に
は
、
宝
暦
二
年
(
一

七
五

一
一
)
か
ら
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
に
か
け
て
、
郷
方
役
人
と
し

て
「
藤
太
夫
」
の
名
が
み
え
る
(
「栃
木
県
史
』
史
料
編
四
、
一
九

七
五
年
)。

如
来
寺
は
、
今
市
街

(栃
木
県
日
光
市
今
市
)
に
あ
り
、

浄
土
宗
で
あ
る
。
今
市
宿
内
に
六
つ
の
院
坊
を
も
ち
、
宿
内
の
ほ

と
ん
ど
を
檀
徒
と
し
て
い
る
。
寛
永
九
年

(一

六
一
二
二
)
に
徳
川

家
光
が
如
来
寺
御
殿
を
建
て
、
寛
保
二
年

(一

七
四
二
)
に
焼
失

「補陀落山祖秘録」365 



す
る
が
、
そ
の
問
、
将
軍
が
日
光
社
参
の
折
に
は
宿
泊
し
、
幕
府

は
普
請
料
を
出
し
て
い
る
。
林
順
介
に
つ
い
て
は
如
来
寺
に
記
録

が
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
補
陀
落
山
祖
秘
録
」
は
、
{
玉

暦
i
文
政
年
間
(
十
八
世
紀
中
期
1
十
九
世
紀
中
期
)
に
、
下
野
国

今
市
街
の
如
来
寺
に
お
い
て
、
林
順
介
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、
塁
…

羽
藩
家
臣
で
あ
る
高
梨
藤
大
夫
方
に
渡
っ
た
も
の
と
い
え
る
。

「
補
陀
落
山
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
種
『
日
光
山
縁
起
』
(
絵

巻
)
に
、
「
其
後
一
男
太
郎
大
明
神
、
同
国
河
内
郡
小
寺
山
の
上

に
う
つ
り
ま
し
/
¥
て
、
若
補
陀
落
大
明
神
と
号
し
奉
る
」
と
あ

る
。
『
{
予
知
都
宮
大
明
神
代
々
奇
瑞
之
事
」
に
も
「
奉
移
河
内
郡
小

寺
峰
、
号
補
陀
洛
大
明
神
失
」
と
あ
る
。
前
者
に
若
の
字
を
つ
け

た
の
は
、
親
神
た
る
日
光
権
現
が
、
二
荒
山
権
現
と
よ
ば
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
区
別
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

若
補
陀
落
大
明
神
は
そ

の
御
子
神
と
し
て
の
こ
荒
山
林
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
補
陀
溶
は
二
荒
山
信
仰
で
は
い
ず
れ
も
フ
タ
ラ
と
訓

ま
せ
る
の
で
、
本
書
は
「
フ
タ
ラ
サ
ン
ソ
ヒ
ロ
ク
」
と
訓
む
べ
き

で
あ
る
。

高
藤
晴
俊
氏
は
、
日
光
東
照
宮
蔵
の

『晃
山
叢
書
」
(
明
治
十

年
代
、
保
利
近
延
〔
西
郷
頼
母
〕
編
)
巻
九
に
所
収
の
「
二
荒
山
神

社
名
義
考
」
の
後
半
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
日
光
山
縁
起
」
は

「
補
陀
落
山
祖
秘
録
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
指
摘
す
る
(
「
翻
刻

柴
田
家
蔵
本

『日
光
山
御
縁
起
』
l
日
光
系
書
写
本
の
周
辺
|
」

『栃

木
史
心
会
報
』
一
九
八
四
年
)
。
『
晃
山
叢
書
』
所
収
本
は

「
当
地
伝
ノ
本
文
」
と
注
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の
祖
本
は
、
日
光

に
伝
え
ら
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
。

五
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書

誌
栃
木
県
立
宇
都
宮
高
等
学
校
蔵
、
栃
木
県
立
文
書
館
寄
託
。
写

本
一
冊
。
外
題
は
前
表
紙
左
中
央
に
「
補
陀
落
山
祖
秘
録
」
と
打

付
書
で
墨
書
。
内
題
な
し
。
後
表
紙
に
「
黒
羽
藩
中
高
梨
氏
所

持
/
試
筆
者
如
来
寺
内
林
順
介
(
花
押
こ
と
墨
書
。
縦
二

二
・
五
×
横
一
七

・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
四
ツ
目
仮
綴
。
表
紙
・

本
文
と
も
符
紙
。
紙
数
は
二
十
二
丁
。
の
ど
に一

1
二
十
二
の
丁

付
を
付
す
。
一

而
の
行
数
は
七
行
。
平
仮
名
を
主
と
し
た
漢
字
混

じ
り
文
で
あ
る
が
、
片
仮
名
の
箇
所
も
多
い
。
振
り
仮
名

・
濁
点

の
箇
所
が
あ
り
、
和
歌
の
頭
に
は
O
印
を
付
す
。

凡

例
籾
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
原
本
に
忠
実
に
翻
刻
す
る

こ
と
と
し
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

て
平
仮
名
と
片
仮
名
の
別
、
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

合
字
は
ひ
ら
が
な
に
直
し
た
。

一
、
誤
字
脱
字

・
仮
名
遣
い
の
誤
り
は
原
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、



判
断
で
き
る
も
の
は

*
を
付
し
下
に

(
)
で
注
し
た
。

o

印
も
原
本
の
ま
ま
で
あ
る
。

一
、
読
解
の
た
め
に
、
句
読
点
や
「

」
、
段
落
を
新
た
に
施
し

た
。

て
改
丁
は

』
で
示
し
て
、
そ
の
下
に

(
1
オ
)
の
よ
う
に
丁

数
と
表
裏
の
略
口
す
を
示
し
た
。

家
J

秒
、
議
長
，
d

十
成
金

4

支
£
以

Z
I句
協
直
海
作
ぷ
存
J

両
方
俊

弘
多
診
手
ゑ
A
m
J

た
智
ゑ
7ww
よかパ
tg番
号

イ
お
す
噴
庁

gz・41
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J

身
参
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政
船
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Z
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弘
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ら
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イ
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悦
1

叫

一
理
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ふ
え
を
う
た
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為
ー
ち
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不
許
他
見

補
陀
落
山
祖
秘
録
』
(
前
表
紙
)

抑
、
此
書
ハ
極
秘
密
ニ
而
、
黍
も
人
王
四
十
八
代
称
徳
天
皇
御

字
、
神
護
景
雲
一
元
年
、
沙
門
勝
道
二
荒
山
御
開
基
之
後
、
先
エ
海
御

本

入
山
之
節
、
日
光
改
、
数
年
経
而
、
慈
眼
(
覚
)
大
姉
御
来
依
之

上
、
今
霊
場
専
而
、
世
の
行
事
、
賢
御
代
之
例
也
。
去
は
、
此
書

は
仏
之
御
再
来
の
為
、
有
御
紗
扇
照
給
処
云
云
。
夢
二
疑
心
不
可

本

朝
能
々
惟
し
勝
道
之
聖
り
、
出
流
山
よ
り
程
々
権
(
勤
)
行
の
為

遊
峰
よ
り
」
(
1
オ
)
谷
々
幡
難
も
不
厭
、
終
に
為
入
之
刷
、
星

之
宿
ニ
而
山
菅
之
蛇
橋
御
通
行
、
幾
先
世
之
縁
也
。
夫
よ
り
御
緑

*
 

之
頂
に
権
現
御
出
現
社
遊
、
上
人
ニ
宣
様
「
開
ヲ
持
(
待
)
事
三

千
年
」
ト
社
仰
候
問
、
御
弟
子
衣
之
袖
之
内
よ
り
奉
拝
、
小
指

也
事

ヲ
喰
切
、
血
俗
(
浴
)
ヲ
御
影
ヲ
奉
写
し
、
今
御
宝
物
之
第
一
也
。

此
所
、

今
対
面
石
有
。

此
外
神
変
委
処
は
別
書
記
ス
。
仮
ニ
も
不

可
為
沙
汰
者
也
。
穴
賢
」
(l
ウ
)

夫
、
殿
上
に
大
将
殿
と
申
大
臣
お
わ
し
ま
す
御
子
に
、
有
宇
中

将
と
申
渡
ら
せ
給
ふ
聖
臣
あ
り
。
或
時
、
大
王
の
勅
堪
ヲ
奉
蒙
り
、

「
其
も
と
ハ
都
に
住
所
に
不
可
有
。
」
と
仰
有
け
れ
ハ
、
母
君
聞
しヲ

召
、
衣
引
か
っ
き
臥
袷
ふ
。
又
、
中
将
殿
思
召
け
る
ハ
、
「
人
ニ

供
足
し
て
、
行
末
も
不
知
歎
か
せ
け
れ
。
不
便
な
り
。
我
身
壱

人
出
ん
。
」
と
思
ひ
給
ひ
、
車
問
鹿
毛
と
い
ふ
馬
に
向
ひ
て
社
仰
け

る
ハ
、
「
我
、
奈
何
勅
堪
を
こ
を
む
り
、
都
を
出
ん
と
す
。
我
行

可
』
(2
オ
)
住
所
に
供
足
し
給
へ
。
」
仰
け
れ
ハ
、
馬
ハ
一
涙
を
目

コレ

に
う
か
め
う
な
っ
き
て
見
へ
る
。
中
将
殿
、
是
を
御
覧
に
悦
ひ
、

馬
に
鞍
を
置
。
雲
の
上
と
い
ふ
鷹
、
悪
回
丸
と
云
犬
は
物
心
身
白
く

尾
黒
き
犬
也
。

固
定
を
相
供
し
袷
ふ
て
、
馬
に
乗
り
出
給
ひ
、
何
固
と
も
な
く
ゆ

く
ほ
と
に
、
一
日
一
夜
ニ
、
東
海
道
ヲ
二
荒
山
の
麓
に
着
給
ふ
。

馬
ハ
木
の
本
ニ
立
止
り
、
鷹
ハ
木
の
枝
ニ
居
る
。
中
将
殿
馬
よ
り

下
り
、
一
夜
を
明
し
給
ふ
。
夜
明
れ
ハ
」
(
2
ウ
)
又
、
馬
に
向

ひ
宣
様
ハ
、
「
愛
に
可
止
る
ヵ
。
ま
た
行
て
住
所
可
有
か
。
」
と
有

け
れ
ハ
、
馬
ハ
立
む
か
ふ
。
去
程
に
、
中
将
殿
ハ
馬
に
乗
り
給
ひ

行
給
ふ
に
、
峰
続
き
谷
深
く
大
河
有
。
彼
川
波
あ
ら
く
し
て
渡
か

た
し
。
此
方
よ
り
山
菅
多
く
生
ひ
繁
り
、
是
を
結
合
て
漸
々
向
ふ

ニ
渡
り
給
ひ
、
何
固
に
定
な
く
馬
に
任
せ
て
行
給
へ
ハ
、
程
な
く

行
て
、
四
十
丈
斗
の
築
地
有
。
棟
門
、
平
門
を
立
、
誠
美
し
け
な

る
所
あ
り
。
中
将
殿
、
「
内
に
入
ら
ん
。
」
と
思
ひ
け
る
所
、
』
(
3

オ
)
何
と
か
し
け
ん
、
馬
ハ
引
返
し
城
の
外
な
る
小
家
に
寄
て
立

た
り
。
「
扱
ハ
。
」
と
愛
を
か
り
給
ひ
、
二
、
三
日
泊
り
給
ふ
。

或
時
、
主
の
女
、
内
よ
り
出
に
、
其
時
中
将
殿
宣
ふ
様
、
「
築

地
之
内
に
如
何
成
人
之
座
し
ま
し
袷
ふ
。
」
と
御
尋
有
け
れ
ハ
、

主
女
房
答
て
申
様
、
「
い
ま
た
知
ら
せ
給
わ
す
や
。
此
国
の
主
そ

か
し
。
」
と
語
給
ふ
。
「
未
タ
不
知
候
。
此
所
如
何
成
塁
。
」
と
宣
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ふ
。
主
申
様
、
「
是
社
ハ
陸
奥
朝
日
の
里
と
申
処
。
」
と
云
。
中

将
殿
嬉
敷
思
召
、
近
く
立
寄
』
(
3
ウ
)
宣
ふ
様
、
「
御
殿
も
あ

ら
ば
、
見
参
に
い
れ
て
た
へ

。
宮
仕
へ
申
さ
ん
。
」
と
仰
け
れ
ハ
、

主
の
女
申
様
、
「
さ
れ
ハ
、
男
子
座
し
ま
さ
す
。
姫
君
只
壱
人
座

*
 

し
ま
す
。
御
形
チ
た
ん
ら

(こ
)
ん
美
麗
座
し
ま
し
て
詞
に
申
難

し
。
国
の
内
に
井
な
き
美
人
成
。
」
と
誇
給
ふ
。
中
将
殿
聞
し
召
、

御
心
移
い
て
、
「
去
れ
ハ
、
姫
君
に
宮
仕
申
さ
ん
問
、
見
参
に
入

*
 
に

(て
)
た
へ

。
」
と
宣
ふ
。
主
申
様
ハ
、
「
我
娘
は
日
影
と
申
て
、

姫
君
之
御
方
に
住
し
て
候
。
彼
に
付
て
見
参
に
』
(4
オ
)
入
ら

せ
給
へ

。」
と
申
け
る
。
去
れ
ハ
、
夫
に
付
可
見
参
り
、
入
ら
ん

と
有
け
れ
。
主
、
娘
を
呼
寄
て
ま
ミ
ヘ
給
ふ
。
中
将
殿
、
姫
君

の
御
方
御
覧
参
に
、
「
入
而
た
へ

。
」
と
仰
れ
ハ
、
「
易
き
御
事
な

り
。
」
と
申
、
中
将
殿
、
御
悦
、
文
遊
し
け
る
。
文
之
内
に
歌
を

室
田
地
内
ふ

。

O
陸
奥
の
朝
日
の
光
い
か
に
し
て
袖
に
や
と
せ
ん
雲
一
の
上
人

遊
し
て
、
日
影
に
御
頼
有
。
彼
娘
ハ
、
中
将
殿
の
御
文
女
房
達
座

し
ま
す
所
に
行
、
御
目
に
懸
け
れ
ハ
、
女
房
達
』

(
4
ウ
)
取
上

ケ
見
る
に
、
宮
仕
の
文
に
ハ
あ
ら
す
、

化
粧
の
文
也
。
め
の
と
の

女
房
、
此
由
長
者
に
語
る
。
長
者
間
給
ひ
、
「
文
を
越
程
な
ら
は
、

あ
た
な
る
人
に
余
も
あ
る
ま
し
。
呼
て
見
に
ひ
と
し
く
見
へ
ハ
、

鐸
に
定
へ
し
。
」
と
中
将
殿
ヲ
し
ゃ
う
し
給
ふ
。
中
将
殿
、
な
を

し
の
御
装
束
ニ
冠
り
着
給
ひ
て
引
給
、
長
者
の
元
に
ゐ
入
給
ふ
。

*
 

長
者
是
を
見
も
あ
へ
す
、
橡
(
縁
)
よ
り
下
り
、
し
ら
す
の
下
に

*
 

畏
る
。
中
将
殿
、
』
(
う
オ
)
沓
を
は
き
な
か
ら
縁
(
縁
)
の
上
に

上
り
、
上
座
に
御
入
有
。
其
時
、
長
者
申
様
、
「
我
国
此
に
て
は
、

今
珍
敷
美
宝
に
あ
き
み
は
て
恩
ふ
事
な
し
。
猶
壱
人
の
娘
有
。
都

の
辺
に
住
居
な
き
殿
上
人
、
関
白
殿
様
召
て
は
裂
に
せ
ん
と
思
ひ
、

し
る
君
を
見
奉
る
に
、
只
人
に
て
ハ
座
し
ま
さ
す
。
娘
の
あ
た
り

に
並
見
参
ら
さ
ん
事
の
嬉
し
さ
よ
。
」
姫
君
諸
共
互
の
御
心
浅
か

ら
す
座
し
ま
し
、
六
年
を
過
さ
せ
給
ふ
。
扱
又
」
(3
ウ
)
都
に
ハ
、

中
将
殿
出
さ
せ
給
ふ
よ
り
、
母
君
恩
ひ
に
一課
ミ
て
、
歎
き
給
ふ
事

限
リ
な
く
。
去
程
に
、
大
将
殿
ハ
帝
に
此
由
奏
聞
有
給
ふ
。
帝

尋
給
ひ
て
、
七
道
に
勅
使
を
使
給
ふ
程
、
大
将
殿
、
北
政
所
ハ
中

将
殿
の
母
君
成
し
か
、
中
将
殿
御
出
他
行
衛
は
歎
か
せ
給
ふ
事
限

り
な
く
、
遂
に
病
せ
給
ふ
。

儲
又
、
中
将
殿
、
或
時
朝
日
姫
の
御
腰
を
枕
と
し
て
、
昼
寝
を

社
成
拾
ふ
。
其
時
夢
に
御
覧
し
け
る
様
は
、
』
(
6
オ
)
萩
薄
茂
り

*
 

た
る
野
辺
に
、
箕
(
笈
)
笠
を
着
し
立
た
る
女
性
あ
り
。
露
に
ぬ

*
 

れ
け
る
所
も
な
く
、
打
し
ほ
れ
立
給
ふ
。
中
将
殿
せ
(
を
)
見
て

宣
ふ
ハ
、
「
汝
は
如
何
成
敬
ニ
我
を
す
て
有
に
、
六
年
之
間
一
俣
の

露
に
し
ほ
れ
、
汝
ゆ
へ
ニ
世
に
な
き
身
と
ハ
成
そ
。」
と
仰
有
て
、

失
さ
せ
給
ふ
。
中
将
殿
、
母
上
を
悲
給
ふ
事
限
り
な
く
、
打
歎
か

せ
給
ふ
時
、
御
前
す
ハ
さ
め
た
り
。
又
、
打
明
て
御
一
涙
を
流
し
て

宜
ふ
様
ハ
、
「
我
、
都
に
壱
人
の
」
(6
ウ
)
母
座
し
ま
す
。
然
に
、
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大
玉
の
勅
勘
を
蒙
リ
し
ゅ
へ
、
行
共
不
申
国
ニ
来
り
。
只
今
の
夢

に
、
汝
故
に
此
身
と
成
し
由
と
仰
、
頓
て
失
さ
せ
給
ふ
。
此
上
ハ
、

*
 

我
、
都
に
登
り
母
上
の
御
事
を
開
ん
と
思
ひ
ハ
(
し
)
問
、
暇
乞

ひ
た
ひ
給
へ

。
」
と
宣
ひ
け
れ
は
、
朝
日
姫
の
宣
ふ
株
ハ
、
「
自
も

*
 

君
の
御
供
申
せ
(
さ
)
ん
あ
い
た
、
出
立
せ
給
ひ
。
」
と
有
け
れ
ハ
、

中
将
殿
仰
に
ハ

、
「
我
、
都
よ
り
下
し
時
は
、
青
鹿
毛
と
い
ふ
馬
、

雲
の
上
と
云
騰
、
悪
太
丸
の
犬
、
」
(7
オ
)
固
定
等
を
供
足
し
て
下

リ
し
也
。
是
皆
今
に
有
ニ
よ
っ
て
、
固
定
等
斗
供
足
し
て
の
ほ
る
へ

し
。
外
の
人
ハ
無
益
也
。
」
と
て
頓
て
出
立
せ
給
ふ
に
そ
。
朝
日

姫
、
関
心
ひ
の
余
り
一疾
を
流
し
、
花
田
帯
の
は
し
を
結
取
替
て
仰
け

る
ハ
、
「
我
も
人
も
、
身
に
し
る
へ
あ
ら
ん
と
き
ハ
、
結
ひ
目
解

*
 

ん
。
」
と
契
り
置
て
出
在

(立
)
給
ふ
。
中
将
殿
を
呼
返
し
の
給

事

ふ
様
ハ
、
「
此
国
ハ
不
思
儀

(
議
)
成
事
之
多
く
候
。
是
よ
り
一

日
」
(
7
ウ
)
路
打
出
て
大
川
有
。
名
ハ
妻
逆
川
と
申
也
。
彼
何

の
水
を
呑
し
も
の
、
立
帰
り
し
と
思
ふ
人
、
再
度
あ
わ
す
。
」
と

仰
け
れ
ハ
、
中
将
殿
「
承
り
侯
。
」
と
て
出
立
給
ふ
。

一
日
打
出
給
ひ
け
れ
ハ
、
大
河
あ
り
。
何

の
水
を
見
る
よ

り
、
「
呑
度
。
」
と
恩
ふ
心
し
き
り
に
出
来
ぬ
る
。
其
時
、
中
将
殿
、

「
扱
ハ

此
川
の
事
。
」
と
思
ひ
出
し
、
打
渡
り
行
給
ふ
程
に
、
「
此
百

水
の
ま
す
し
て
ハ
息
続
難
く
。
」
と
思
召
、
「
去
と
は
。
」
と
思
ひ
、
キ

馬
引
返
し
て
水
を
』
(
8
オ
)
結
上
て
呑
給
ふ
。
其
時
俄
に
気
も

く
ら
み
、
心
も
心
共
覚
え
す
、
其
億
野
辺
に
臥
給
ふ
事
両
三
日、

漸
御
心
っ
き
御
覧
す
れ
ハ
、
馬
ハ
傍
に
立
、
鷹
ハ
水
の
校
ニ
居
る

ニ
、
犬
も
動
か
す
し
て
有
け
れ
ハ
、
中
将
殿
、
馬
に
向
の
給
ふ
株

*
 

ハ
、
「
跡
(
後
)
へ
返
る
べ
し
共
、
又
都
に
可
行
と
も
不
覚
。
我

の
給

骸
を
置
所
に
供
足
し
て
行
け
。
」
と
宣
ひ
ハ

、
馬
一疾
を
流
し
立
向

に
ぞ
。
中
将
殿
、
馬
に
め
さ
れ
心
静
に
行
程
に
、
四
、
五
日
し
て

二
荒
」
(
8
ウ
)
山
之
麓
、
一
夜
泊
リ
し
処
行
給
ひ
ぬ
。
倍
、
馬

の
供
足
し
て
来
り
し
ハ
、
「
我
骸
を
可
置
処
。
」
と
息
ひ
給
ふ
事
よ

り
下
り
給
ひ
臥
給
ふ
。
乍
去
、
此
由
都
に
届
度
恩
給
ひ
、
文
を

書
給
ふ
ハ
、
「
夢
に
母
上
を
見
参
ら
せ
、
急
き
都
へ
登
り
度
候
得

共
、
道
に
て
諸
労
の
病
ひ
を
受
、
有
山
中
に
て
骸
を
さ
ら
す
へ
き

様
に
て
、
今
生
に
て
は
あ
い
参
ら
せ
難
く
候
。
来
せ
ハ
必
逢
参
ら

せ
候
わ
ん
。
」
と
遊
し
、
鞍
の
前
輪
に
』
(9
オ
)
結
付
て
官一
ふ
様

ハ
、
「
其
方
、
心
あ
ら
ハ
都
に
行
て
こ
の
文
を
参
ら
す
へ
し
。
」
と

*
 

仰
け
れ
ハ
、
馬
は
頭
を
各

(揺
)
て
一一一
声
い
な
、
き
け
る
。
中
将

殿
、
御
名
残
を
お
し
ミ
給
ひ
、

「我
に
志
あ
ら
ば
急
都
に
登
り
候

へ
。
」
と
仰
け
れ
ハ
、
馬
ハ
残
り
お
し
け
に
都
の
方
に
行
に
け
る
。

*
 

扱
赤
(
亦
)
、
鷹
を
召
寄
け
れ
。
歌
を
遊
し
給
ふ
御
歌
に

o
契
り
置
妻
逆
川
の
水
ゆ
へ
に
つ
ゅ
の
命
と
な
る
そ
悲
し
き
』
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(9
ウ
)

書
給
ひ
て
、
「
是
を
朝
日
姫
に
参
ら
せ
よ
。」
と
鷹
に
結
付
て
は
な

し
給
ふ
。
扱
亦
、
犬
は
、
下
野
之
国
都
賀
郡
奈
佐
原
角
屋
与
左
衛

門
之
方
ニ
止
る
と
か
や
。
鷹
ハ
夫
よ
り
飛
去
け
り
。



亦
、
朝
日
姫
ハ
結
た
る
帯
の
と
け
し
を
御
覧
し
て
悲
し
ミ
給
ひ
、

人
目
を
忍
ひ
て
中
将
と
の
の
御
影
を
し
た
ひ
出
給
ふ
事
そ
、
哀
へ

し
。
漸
七
日
に
し
て
、
妻
逆
川
の
傍
に
行
ぬ
。
旅
人
の
行
を
見
て

*ι
 

漸
川
を
』
(
叩
オ
)
越
歩
ミ
給
ふ
-
一
、
元

(鑑
…)
坐
し
き
樹
よ
り
の

音
の
ミ
聞
へ
、
い
と

、
あ
わ
れ
ミ
所
な
つ
か
し
く
仰
見
給
ふ
ニ

、

鷹
来
り
て
有
け
れ
ハ
、
朝
日
姫
ハ
、
「
是
社
。」

と
思
召
、
よ
ひ
と

り
て
御
覧
す
れ
ハ
、
中
将
殿
の
御
文
有
。
直
に
御
返
し
文
と
遊
け

る
歌
に
、

O
結
ひ
置
し
花
田
の
帯
の
し
る
べ
に
は
君
の
行
ゑ
を
尋
て
そ
行

と
書
て
、
「
中
将
と
の
死
せ
給
わ
す
ハ
、
此
文
持
行
ケ
。」
と
仰
け

れ
は
、
鷹
は
』
(
叩
ウ
)
其
佳
飛
去
け
り
。

扱
又
、
青
鹿
毛
之
馬
ハ
、
程
な
く
都
ニ
登
り
、
大
将
殿
の
御
内

ニ
入
て
い
な
、
き
け
れ
ハ
、
人
々
是
ヲ
見
て
驚
、
「
中
将
殿
乗
り

給
ふ
馬
こ
そ
参
り
候
。」

と
申
け
れ
ハ
、
御
覧
有
に
、
鞍
の
前
輪

ニ
御
文
あ
り
。
取
上
て
見
給
ふ
に
、
母
君
の
死
せ
給
ひ
て
よ
り
五

日
目
に
此
馬
来
に
、

(
有
脱
カ
)
{
子
中
将
殿
の
文
也
。
人
々
是
を

見
て
悲
し
み
給
ふ
中
ニ
、
御
弟
中
納
言
殿
を
呼
、
頓
て
此
由
社
申
、

「
此
馬
ニ
乗
り
参
り
候
由
候
。」
仰
』
(
日
オ
)
候

ニ
に
付
、
早
々

青
鹿
毛
之
馬
に
乗
給
ひ
、
「
我
を
彼
所
に
と
も
な
へ

。」

と
御
申
社

遊
、
何
回
と
も
な
く
出
給
ふ
。
一

日
一
夜
に
二
荒
山
の
麓
へ
と
着

マ
〈
ラ

給
ふ
。
山
辺
之
溝
ニ
眠
る
が
如
く
臥
居
給
ふ
。
枕
辺
の
石
ニ
歌
あ

り
。
見
給
へ
は
、

ホ

O
打
忍
ふ

E
の
こ
、
ろ
河

(変
)
ら
し
と
ハ
あ
ぶ
く
ま
川
の
名

こ
そ
つ
ら
け
れ

と
社
遊
け
る
。
夫
よ
り
妻
逆
川
を
あ
ぶ
く
ま
川
と
申
也
。

又
、
鷹
、
文
を
持
来
に
、
早
く
も
ひ
ら
き
見
給
へ
ハ
、
中
将
』

(日
ウ
)
殿
之
妻
、
朝
日
姫
て
ふ
文
也
。「
扱
ハ
、
是
も
影
を
し
た

ふ
て
出
ら
れ
候
と
や
。
早
く
も
御
迎
ニ
参
ら
ん
。」

と
馬
に
打
乗

*
 

り
給
ふ
。
是
に
盤

(任
)
せ
て
行
給
に
、
白
川
の
関
と
云
所
ニ
て
、

向
よ
リ
女
性
壱
人
、
足
よ
り
血
を
流
し
歩
ミ
来
る
者
有
。
行
進
ふ

時
、
馬
を
見
て
女
、
「
其
も
と
ハ
如
何
成
者
ニ
て
、
何
回
来
る
。」

と
仰
け
れ
ハ
、
中
納
言
と
の
ハ
姫
君
と
心
得
、
馬
よ
り
飛
下
り
、

「
我
ハ
有
宇
中
将
弟
、
有
頼
中
納
言
と
申
者
』
(
ロ
オ
)
な
り
。
君

の
御
迎
ひ
に
参
り
た
り
。
此
馬
に
御
召
給
へ

。
」
と
社
申
て
、
夫

よ
り
し
て
五
日
斗
に
、
又
も
や
二
荒
山
之
麓
来
拾
へ
ハ
、
中
将
殿

の
穴
浦
に
成
給
ふ
有
様
ニ
、
朝
日
姫
ハ
打
行
歎
か
せ
給
ふ
事
限
り

*
 

な
し
。
去
程
一
一
、
幾
ほ
と
も
な
く
終
ニ
枕
を
並
べ
て
元

(無
)
敷

成
給
ひ
け
れ
ハ
、
中
納
言
殿
ハ
只
ほ
ふ
せ
ん
と
し
て
お
わ
し
け
る
。

*
 

扱
、
中
将
と
の
ヲ
見
給
ふ
ニ
炎

(閤
)
魔
王
之
宮
也
。
時
に
こ

ア

は
、
あ
ほ
・
ら
せ
っ
・
牛
頭

・
』
(
ロ
ウ
)
馬
頭
之
有
て
、
様
々

か
し
ゃ
く
之
中
也
。
其
節
、
壱
人
の
女
を
連
来
る
。
是
を
見
給
ふ

に
母
君
也
。
又
、
壱
人
ノ
女
来
れ
り
。
是
を
見
給
へ
ハ
我
妻
朝
日

ナ
E
タ

*

姫
也
。
互
ニ
一
疾
を
流
し
歎
給
ふ
。
其
恩
ひ
ほ
の
う
と
な
り
、
円

(
閤
)
魔
王
の
宮
之
内
も
へ
あ
か
り
け
り
。
ミ
ゃ
う
く
わ
ん
是
を
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見
て
申
様
、
「
此
の
(
有
脱
カ
)
宇
中
将
殿
ハ
宿
願
也
。
弐
人
の

本

女
ニ

(
ハ
)
非
業
也
。
中
将
殿
を
慈
、
死
し
け
る
よ
り
、
其
思
ひ

*
 

ほ
む
ら
と
な
れ
り
。」
と
申
。
又
、
明
(
冥
)
官
」
(日
オ
)
宣
く
、

「
中
将
殿
を
無
間
に
落
せ
ば
、
い
か
に
是
、
前
せ
に
有
て
功
徳
有

故
、
今
壱
度
裟
婆
に
返
る
べ
し
。
猶
又
、
過
去
宿
願
あ
り
。
」
と

*

*

 

定
張

(浄
波
璃
)
の
鏡
に
移
し
見
れ
ハ
、
中
将
殿
ハ
二
荒
山
之
麓

猟
師
也
。
今
、
野
口
山
王
之
御
在
所
に
て
生
れ
給
な
り
。
此
方
年

コ
*

過
て
、
鹿
を
取
て
父
母
妻
子
せ
(
を
)
養
け
る
が
、
或
時
、
山
行

猟
も
な
く
、
又
、
山
深
く
し
て
迷
ひ
給
ふ
七
日
之
問
、
鹿
も
不
取

家
居
近
く
帰
ら
ん
と
』
(
日
ウ
)
し
給
ふ
。
其
母
、
形
ニ
而
案
事

給
ひ
、
是
も
影
を
尋
て
出
給
ふ
時
、
道
ニ
テ
い
た
む
る
事
有
。
木

の
根
に
寄
て
臥
給
ふ
。
其
時
是
を
見
て
、
鹿
の
皮
を
着
給
ひ
し
母

也
に
、
鹿
と
心
得
射
た
り
け
れ
ハ
、
あ
や
ま
た
す
立
た
り
。
出
寄

て
見
給
へ
ハ
、
母
君
也
。
驚
き
近
よ
り
給
へ
ハ
、
母
宣
ふ
様
、
苦

し
け
な
る
御
声
に
て
、
「
あ
や
ま
ち
な
ら
す
。
是
非
も
な
し
。
是

と
て
も
い
ん
ね
ん
の
む
く
い
。
其
替
り
に
ハ
、
此
所
に
た
ま
し
い

争
、

h

を
止
め
、
此
山
の
』

(
M
オ
)
神
と
也
、
衆
生
を
利
益
せ
ん
。
」
と

云
て
失
給
ふ
。
猟
師
是
を
見
て
驚
、
直
に
弓
の
つ
る
を
切
、
母

の
骸
を
覧
し
、
「
我
も
此
山
之
神
と
な
り
、
諸
共
に
利
益
せ
ん
為
、

*
 

御
供
申
さ
ん
。
」
と
て
、
腰
万
を
一
服

(抜
)
、
腹
か
き
切
て
失
に
け

り
。
却
、
此
猟
師
、
有
宇
中
将
と
生
た
り
。
青
鹿
毛
之
馬
ハ
彼
猟

師
之
父
也
。
雲
一
の
上
の
鷹
ハ
子
也
。
悪
田
丸
之
犬
ハ
母
也
。
朝
日

姫
ハ
妻
也
。
今
あ
か
ぬ
心
思
ひ
せ
し
も
、
妻
よ
る
鹿
ヲ
』
(M
ウ
)

殺
せ
し
故
也
。
母
を
殺
せ
し
ハ
、
此
罪
科
不
逃
む
く
ひ
な
り
と
、

見
聞
せ
し
と
覚
、
夫
婦
共
に
夢
の
覚
た
る
心
地
也
。

鹿
と
心
得
殺
せ
し
処
二
荒
山
、
今
又
生
返
リ
し
所
、
生
岡
と
云
。

夫
よ
り
中
将
殿
、
青
鹿
毛
向
ひ
給
ひ
け
れ

ハ
、
馬
ハ
俄
に
死
ん
と

す
。
宣
ふ
様
ハ
、
「
汝
は
過
去
ニ
て
我
父
也
。
今
愛
ハ
我
子
に
生

れ
よ
c
」
と
そ
仰
け
れ
ハ
、
是
を
聞
て
声
細
い
な
、
き
、
空
し
く

本

成
に
』
(
口
オ
)
け
る
。
夫
よ
り
、
此
辺
ニ
官
(
宮
)
造
し
お
わ
せ

*
 

し
に
、
幾
程
な
く
し
て
九
月
下
向

(
旬
)
、
男
子
を
産
給
ふ
。
御

名
を
馬
王
と
名
付
奉
る
。
是
、
青
鹿
毛
之
生
れ
替
也
。

其
後
、
中
将
と
の
、
中
納
言
殿
諸
共
都
に
登
り
給
ひ
、
帝
に
此

由
委
く
奏
聞
社
申
け
れ
ハ
、
帝
御
憐
ミ
給
ひ
て
、
中
将
と
の
を
大

*
 

将
殿
と
社
成
、
関
東
八
ケ
(
箇
)
園
、
陸
奥
、
出
羽
の
国
を
社
下

給
ふ
内
、
奥
羽
国
を
朝
日
之
長
者
ニ
」
(
口
ウ
)
譲
り
、
関
東
八

本ケ
(
箇
)
国
を
中
将
殿
の
住
所
と
す
。

扱
又
、
午
(
馬
)
王
七
歳
之
御
時
、
都
に
登
り
給
ひ
、
拾
五
歳*
 

ニ
て
少
将
と
也
、
其
後
中
納
言
ニ
社
成
け
る
。
扱
、
大
将
殿
儲

(
諸
)
共
二
荒
山
に
帰
り
給
ひ
、
今
之
神
社
之
所
館
造
て
逐
ニ
失

給
ふ
。
是
則
、
新
宮
大
権
現
と
あ
か
め
奉
に
、
扱
又
、
御
子
ハ

中
納
言
殿
二

十問
、
奥
州
に
下
り
朝
日
の
長
者
の
元
に
坐
し
ま
し

け
る
か
、
都
よ
り
御
姫
君
御
出
』
(
凶
オ
)
有
て
、
程
な
く
御
妊

*
 

懐
、
日
を
経
て
男
子
せ

(を
)
産
給
ふ
。
形
を
見
る
に
、
人
に
勝
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れ
坐
ま
す
。
二
歳
の
御
時
、
父
中
納
言
と
の
に
現
参
に
入
給
し

に
、
御
覧
じ
て
、
「色

ハ
猿
ニ
似
た
り
。」
と
て
、
猿
丸
と
御
名
付

給
ふ
。
殺
へ
て
、
都
に
登
り
現
参
に
入
給
ひ
し
に
、
余
り
御
形
チ

*
 
替
(
変
)
り
し
を
、
笑
給
ひ
陸
奥
の
主
と
そ
成
け
る
。
又
、
中
納

言
殿
は
父
母
之
御
忍
を
思
召
、
二
荒
山
へ
帰
り
給
ふ
。
母
君
御
失

さ
せ
給
ふ
。
則
、
滝
尾
女
』
(
凶
ウ
)
体
也
。
中
納
言
殿
失
給
ひ
、

則
、
太
郎
本
宮
大
権
現
と
あ
か
め
け
り
。
倍
、
小
野
猿
丸
ハ
奥
の

国
之
主
と
成
、

弓
矢
取
て
の
名
人
也
。

扱
又
或
時
、
二
荒
山
女
体
権
現
、
赤
木
明
神
と
水
海
を
論
す
る

事
有
。
此
二
荒
山
麓
、
長
サ
二
十
皇
あ
る
湖
水
あ
り
。
是
ハ
上
野

之
国
と
か
や
。
去担任
に、

赤
木
明
神
来
り
宣
ふ
様
、「
是
ハ
我
領

地
也
。
湖
水
の
内
に
嶋
有
。
去
依
而
上
野
嶋
と
』
(
口
オ
)
申
な

り
。
下
野
の
内
に
あ
ら
す
。」
と
宣
ふ
。
女
体
権
現
宣
目
、
「
固定
社

ハ
、
我
住
家
と
し
て
子
孫
を
守
る
へ
き
所
な
り
。」
と
、
互
に
論

し
給
ひ
、
既
に
箪
と
な
る
へ
き
様
宣
り
け
り
。
依
去
、
女
体
権
現

ハ
鹿
嶋
明
神
に
御
出
有
て
、
此
由
可
仰
合
給
ふ
。
其
時
鹿
嶋
明
神

宣
ふ
様
、
「
女
体
之
御
孫
、
陸
奥
の
弓
取
有
。
夫
を
供
足
し
て
御

形
に
成
候
へ

。
軍
に
御
勝
利
可
有
之
。」
宣
ふ
。
「
心
得
た
り
。」

と
て
、
』
(
口
ウ
)
直
に
金
色
之
鹿
と
変
し
て
、
彼
猿
丸
殿
の
方
に

御
入
由
に
て
、
辺
り
に
立
せ
給
ふ
。
猿
丸
ハ
是
を
見
て
、
弓
矢
抑

故
取
ら
ん
と
成
し
給
ハ
、
忽
矢

(失
)
隠
れ
、
又
帰
ら
ん
と
成
給

へ
ハ
、
顕
れ
、
「
こ
わ
い
か
に
。」
と
御
心
に
お
っ
か
け
給
ひ
、
二

荒
山
之
麓
に
来
り
給
ふ
時
、
又
、
彼
鹿
の
呼
声
い
と
?
身
ニ
し
ミ

て
、
其
時
之
御
歌

O
奥
山
に
紅
葉
ふ
ミ
わ
け
な
く
鹿
の
声
き
く
と
き
そ
秋
は
か
な

?
し
品
己

と
そ
遊
し

(一

字
桁
字
)
』
(
国
オ
)
さ
れ
け
る
時
、
見
給

へ
は
、

*
 

あ
ら
不
思
儀

(議
)
や
、
た
ん
こ
ん
美
麗
な
る
女
性
あ
ら
わ
れ
、

薄
衣
を
か
っ
き
出
給
ひ
宣
様
ハ
、
「
汝
猿
丸
、
我
孫
也
。
我
ハ

此

山
之
女
体
権
現
也
。
汝
を
是
よ
り
招
た
る
事
、
別
の
事
な
ら
す
。

我
敵
を
討
得
さ
せ
よ
。
万
事
頼
。」
と
有
て
宣
ふ
様
ハ
、
「
明
日
午

之
刻
に
箪
有
。
敵
ハ
赤
木
明
神
也
。
軍
の
場
所
ハ
獄
の
西
、
蒲

ナ
ラ

原
有
沼
あ
る
へ
し
。
又
ふ
し
』
(
国
ウ
)
の
木
楢
の
木
弐
本
弁

有
。
其
木
校
ヲ
変
に
た
る
所
ニ
矢
倉
を
揚
可
持
。」
と
あ
り
け
れ

ハ
、
猿
丸
ハ
、
「
易
き
御
事
に
候
。
心
得
申
候
。」
由
答
へ
給
へ
ハ
、

*
 

た
ち
ま
ち
矢
(
失
)
さ
せ
給
ひ
け
る
。

「
あ
ら
不
思
議
ゃ
。」
と
、
猿
丸
ハ
明
日
を
ま
ち
か
ね
山
に
登

り
峰
を
さ
し
、
山
森
の
西
浦
と
お
ほ
し
き
所
に
行
見
給
へ
ハ
、
案

*
 

の
て
(
こ
と
)
く
平
に
沼
有
。
又
弐
本
の
木
枝
を
夫
へ
あ
り
け
れ

ハ
、
「
是
社
。」
と
猿
丸
ハ
早
も
其
木
に
矢
」
(
印
オ
)
倉
を
し
よ

け
ま
ち
給
へ
ハ
、
早
午
之
刻
に
も
成
し
か
ば
、
如
案
双
方
よ
り
ち

い
さ
き
百
足
と
く
ち
な
わ
、
寄
合
せ
段
々
か
ミ
合
た
り
。
是
を
始

と
し
て
い
く
ら
共
な
し
。
集
合
喰
合
い
と
み
合
ふ
。
猿
丸
、
是

*
 
せ
(
を
)
御
覧
す
れ
ば
、
あ
れ
を
そ
れ
と
見
分
難
く
飛
去
、
能
々
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気
を
付
見
給
へ
ハ

、
角
生
ひ
た
る
蛇
と、

又
角
生
ひ
た
る
百
足
と
、

し
き
り
に
い
と
ミ
合
た
る
有
様
、
ょ
の
一
年
と
ハ
覚
給
わ
ね
は
、

「
是
社
正
敷
成
給
也
」
(円
ウ
)
な
ら
ん
。」
と
、
弓
ニ
矢
を
つ
か
へ

、

し
は
し
か
た
め
て
、

丁
と
射
渡
す
。
此
矢
あ
や
ま
た
す
、
百
足
の

左
の
眼
ニ
の
ふ
か
に
立
。
百
足
は
大
事
の
急
所
手
負
け
れ
ハ
、
何

か
わ
た
ま
ら
ん
、
引
別
れ
逃
行
を
、
追
而
ハ
責
付
、
上
野
の
峠
迄

行
給
ふ
。
其
時
猿
丸
申
様
、
「
固
定
よ
り
御
帰
り
て
某
射
ん
。」
と
宣

て
、
上
野
赤
木
の
山
迄
追
而
ハ
、
百
足
も
逃
行
く
跡
、

血
汐
流
木

か
や
と
も
赤
く
染
る
。
夫
故
、
赤
木
山
と
申
也
。

猿
丸
は
夫
よ
り
引
』
(
却
オ
)
返
し
給
ふ
ハ
、
女
体
権
現
顕
れ

給
ひ
、
猿
丸
ニ
宣
け
る
様
、
「
敵
を
打
取
事
ハ
汝
故
也
。
是
依
、

我
此
山
ニ
住
、
衆
生
利
益
す
へ
し
。」
と
宣
ふ
。
其
時
、
御
子
太

郎
大
明
神
顕
れ
給
ひ
、
「
其
方
ハ
我
子
也
。
子
孫
長
久
を
祈
也
。」

*
 

と
宣
ふ
て
、
御
悦
の
余
り
皆
々
た
ひ
舞
給
ふ
。
今
歌
の
演

(浜
)

と
申
と
か
や
。
去
程
に
、
小
野
猿
丸
ハ
、
「
麓
に
下
ら
ん
。」
と
仕

*
 

給
ふ
析
(
折
)
柄
、
御
滋
よ
り
紫
雲
た
な
ひ
き
」
(
却
ウ
)
金
色
白

衣
之
鶴
顕
れ
、
上
に
観
音

・
勢
至
乗
り
給
ふ
と
見
へ
し
か
、
不
思

*
 
儀
(
議
)
や
、

此
鶴
、
又
女
体
と
現
し
、
猿
丸
ニ
宣
ふ
。
「
馬
頭

観
音
ハ
太
郎
太
明
前
の
本
地
な
り
。
又
、
勢
至
菩
薩
ハ
汝
か
本
地

*
 

也
。」
と
宜
よ
、
と
見
へ
し
か
、
た
ち
ま
ち
矢

(失
)
さ
せ
給
ふ
。

依
之
、
小
野
猿
丸
、
信
心
き
も
に
め
い
し
宇
都
宮
(
宮
)
に
座
を

*

*

 

講
(
構
)
へ

、
太
郎
大
明
神
と
帰
せ
り
。
国
中
大
(
泰
)
平
の
神

と
し
て
、
敵
を
宇
都
の
宮
と
は
』
(幻
オ
)
名
付
給
ふ
。
下
野
国

第
一
之
宮
、
又
常
陸
に
て
は
鹿
嶋
大
明
神
も
則
御
ゆ
か
り
と
か
や
。

扱
又
、
雲
の
上
之
鷹
ハ
本
地
虚
空
歳
、
星
の
{
呂
是
也
。
ま
た
、

青
鹿
毛
之
馬
ハ
中
納
言
と
生
れ
、
太
郎
本
宮
、
馬
頭
観
音
本
地
な

り
。
朝
日
姫
は
本
地
阿
弥
陀
如
来
、
女
体
権
現
是
な
り
。
有
宇
中

*
 

将
殿
、
本
地
千
手
観
世
音
、
男
骸

(体
)
権
現
固
定
な
り
。
又
、
悪

田
丸
之
犬
ハ
高
尾
』
(
幻
ウ
)
大
明
神
也
。
中
将
殿
母
君
ハ
、
則

羽
黒
大
権
現
也
。
中
納
言
殿
姫
君
ハ
本
地
弁
財
天
、
寂
光
権
現
是

也
。
皆
目
定
菩
薩
の
変
座
也
。
衆
生
さ
ゐ
と
の
為
な
り
。
此
猿
と
申

す
は
、
日
光
・
宇
都
宮
の
御
本
地
な
り
。
是
を
福
し
奉
る
処
ハ
、

権
現
明
神
候
影
を
ハ
移
し
守
ら
ん
と
の
御
誓
願
な
り
。
如
何
に

*
 

も
昇

(精
)
進
い
た
し
、
能
可
奉
聞
召
な
り
。
信
心
不
怠
時
ハ
如

意
満
足
、
仰
』
(
ロ
オ
)
願
ハ
権
現
憐
懲
を
垂
、
衆
生
平
等
利
益

座
し
ま
ら
ん
と
、
現
世
安
穏
、
請
願
令
成
就
給
ふ
。
返
々
而
も
不

可
疑
恐
々
建
白
。
』
(
辺
ウ
)

374 

黒
羽
藩
中

試
筆
者

如草
来民
寺所
内侍*

林蒔
)1[頁)

介

イじ

押
b=. 

lii: 
表
紙



あ

と

が

き

本
書
は
、
初
出
一
覧
に
示
し
た
通
り
、
私
が
一
九
八
二
年
か
ら
二

O
O七
年
の
聞
に
執
筆
し
た
「
絵
解
き
と
縁
起
」
に
関
す
る
論

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
初
出
原
稿
を
大
幅
に
修
正

・
改
稿
し
、
原
形
を
と
ど
め
て
い

な
い
も
の
が
多
い
。
栃
木
県
の
高
校
に
勤
務
し
な
が
ら
、
二
十
五
年
間
研
究
を
続
け
き
て
、
こ
う
し
て
本
書
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
民
俗
学
・
国
文
学
の
諸
先
生
・
諸
兄
姉
に
出
会
っ
て
御
指
導
・
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
賜
物
で
あ
る
。

私
は
宇
都
宮
市
縁
辺
の
農
村
地
域
に
育

っ
た
。
ム
ラ
づ
き
あ
い
や
行
事
の
担
い
手
で
あ
り
、
近
所
の
方
か
ら
ム
ラ
し
ご
と
の
や
り

方
を
教
わ
り
、
母
か
ら
俗
信
・
世
間
話
や
伝
説
を
聞
い
た
。
民
俗
社
会
の
中
で
自
分
も
そ
の
一
員
で
あ
っ
た
。
中
学
生
の
時
、
柳

田
国
男
氏
の

『地
名
の
研
究
」
「
遠
野
物
語
』
を
読
ん
で
、
自
分
が
見
聞
き
し
た
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
思
い
、

考
と
資
料
を
も
と
に
編
集
を
加
え

そ
れ
が
民
俗
学
だ
と
知
っ
た
。
高
校
の
頃
は
大
学
で
文
化
史
か
民
俗
学
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
国
文
学
科
に
入
学
し
て
し

ま
っ
た
。

都
留
文
科
大
学
の
民
俗
学
研
究
会

(民
研
)
で
は
、
先
輩
か
ら
調
査
地
の
歩
き
方
、
民
俗
調
査
と
報
告
の
仕
方
を
徒
弟
の
よ
う
に

教
わ
っ
た
。
理
論
よ
り
も
実
地
中
心
で
、
民
俗
事
象
に
分
け
入
っ
て
い
く
試
行
錯
誤
の
研
究
会
で
あ

っ
た
。
国
文
学
科
の
民
俗
学
は

未
開
講
だ
っ
た
が
、
初
等
教
育
学
科
に
非
常
勤
で
来
ら
れ
て
い
る
福
田
ア
ジ
オ
先
生
の
少
人
数
の
講
義
を
、
無
理
に
お
願
い
し
て
聴

講
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
国
文
学
科
に
紙
谷
威
虞
先
生
の
民
俗
学
が
開
講
さ
れ
て
受
講
し
た
。
民
研
で
都
留
市
周
辺
を
調

査
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
二
十
年
間
、
富
士
吉
田
市
史

・
西
桂
町
史
民
俗
編
の
調
査
員
と
し
て
、

山
梨
県
の
民
俗
調
査
を
行
う
き
っ

あとがき375 



か
け
と
な
っ
た
。
私
が
学
問
と
し
て
の
民
俗
学
を
学
び
、
今
日
ま
で
研
究
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
民
研
で
身
に
つ
け
た
フ
ィ

l

ル
ド
ワ
l
ク
の
方
法
と
、
福
田
先
生

・
紙
谷
先
生
か
ら
受
け
た
理
論
的
な
講
義
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
深
謝
申
し
上

376 

ギ
j
'

宅-、
0

3
h
v
J
J
'
L
V
 

国
文
学
の
中
で
は
伝
説
や
昔
話
に
近
い
文
学
と
し
て
説
話
文
学
に
惹
か
れ
、
説
話
文
学
研
究
会
(
説
研
)
に
も
入
っ
た
。
説
研
で

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
『
古
本
説
話
集
」
な
ど
を
影
印
で
講
読
し
た
。
中
野
猛
先
生
の

『日
本
霊
異
記
』
『
今
昔
物
語
集
』
な
ど
の
講

義
で
は
伝
承
と
の
関
連
が
印
象
深
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
講
義
で
、
寺
社
の
縁
起
説
話
が
民
間
伝
承
と
関
係
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
二

lまつ
の
研
究
会
で
民
俗
と
説
話
に
ふ
れ
、
そ
の
交
差
す
る
と
こ
ろ
が
寺
社
縁
起
だ
っ
た
。
寺
社
縁
起
は
文
学
と
し
て
は
不
整
合
だ
が
、

文
学
・
歴
史
を
軸
に
仏
教
・
神
道
・
修
験
・
民
間
信
仰

・
神
話
・
伝
説
な
ど
を
取
り
込
ん
で
、
混
然
と
し
て
膨
ら
ん
で
い
る
と
こ
ろ

に
魅
力
を
感
じ
た
。
そ
の
頃
中
野
先
生
は
、
略
縁
起
集
の
所
在
調
査
と
目
録
作
成
と
い
う
新
し
い
研
究
課
題
に
向
か
っ
て
お
ら
れ
る

最
中
で
あ
っ
た
。
中
野
先
生
は
民
俗
と
縁
起
に
関
す
る
私
の
卒
論
を
認
め
て
く
だ
さ
っ
た
。
国
文
学
科
で
民
俗
学
と
縁
起
を
学
べ
た

の
は
中
野
先
生
の
ふ
と
こ
ろ
の
深
き
の
お
蔭
で
あ
る
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
書
W
で
紹
介
し
た
『
日
光
山
縁
起
』
の
一

本

(
『補
陀
落
山
祖
秘
録
』
)
は
、
大
学
四
年
時
に
宇
都
宮
高
校
で
の
教
育
実
習
中
に
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
含
め
て
私
は

『日
光
山
縁
起
』
で
卒
論
を
書
い
た
。

大
学
院
で
民
俗
学
と
縁
起
を
研
究
し
た
い
と
考
え
、
東
洋
大
学
大
学
院
に
進
学
し
て
大
島
建
彦
先
生
に
御
指
導
い
た
だ
い
た
。
大

島
先
生
は
、
民
俗
学
や
国
文
学
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
研
究
対
象
に
即
し
た
方
法
論
に
取
り
組
む
姿
勢
を
お
示
し
く
だ
さ
っ
た
。
そ

ひ
ろ
く
民
俗
の
資
料
を
集
め
、
民
俗
事
例
の
実
態
を
把
握
し
て
、
事
例
の
比

較
や
分
布
を
も
と
に
考
察
す
る
と
い
う
民
俗
と
文
献
の
方
法
論
で
あ
る
。
修
論
は
「
近
世
寺
社
開
帳
と
略
縁
起
」
で
あ
っ
た
。
毎
月

れ
は
、
地
道
な
民
俗
調
査
や
文
献
調
査
に
も
と
づ
き
、

大
島
先
生
の
御
宅
で
行
わ
れ
る
西
郊
民
俗
談
話
会
で
報
告
し
、
何
か
と
御
指
導
い
た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
大
島

先
生
の
は
か
り
知
れ
な
い
御
学
恩
に
、
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
本
書
の
民
俗
と
文
献
と
い
う
視
角
は
、
西
郊
民
俗
談
話
会
で
の



報
告
談
話
の
中
か
ら
培
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
西
郊
民
俗
談
話
会
の
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

大
学
院
の
頃
か
ら
絵
解
き
研
究
会
に
参
加
し
て
、
何
度
か
研
究
発
表
を
行
っ
た
中
で
、
林
雅
彦
先
生
・
徳
田
和
夫
先
生
は
じ
め
多

く
の
方
々
か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
絵
解
き
研
究
会
の
会
誌
「
絵
解
き
研
究
』
に
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
原
稿
が
本
書
W
の
主

要
部
を
構
成
し
て
い
る
。
絵
解
き
研
究
会
の
諸
先
生

・
先
輩
諸
兄
姉
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
絵
解
き
の
調
査
に
あ
た

っ
て
、

長
野
市
西
光
寺
の
竹
浮
繁
子
氏
、
往
生
寺
の
水
野
善
朝
師
、
高
野
山
苅
萱
堂
の
大
川
正
雄
氏
・
山
田
昌
弘
氏
、
上
越
市
勝
見
寺
の
八

越
康
成
師
に
は
、
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

っ
た
。
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

思
い
出
せ
ば
中
学
生
か
高
校
生
の
頃
、
狭
い
家
に
読
ん
だ
本
を
散
ら
か
し
て
い
た
ら
、
怒
っ
た
母
か
ら
、
「
そ
ん
な
に
散
ら
か
す

ん
な
ら
、
本
書
く
人
に
な
っ
て
み
ろ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
一
言
に
動
か
さ
れ
て
き
た
。
本
は
今
も
散
ら
か
し
た
ま
ま
だ
が
、
小
言

に
と
ど
め
て
支
え
て
く
れ
る
妻
に
感
謝
し
た
い
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
刺
激
を
く
れ
る
日
本
史
が
専
門
の
兄
は
、
大
学
生
の
時
に
千
葉

徳
爾
先
生
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
千
葉
先
生
か
ら
は
、
商
人
の
由
来
書
(
偽
文
書
)
・
日
光
山
縁
起

・
間
引
き
絵
馬
の
三
つ
の
宿
題

を
い
た
だ
い
た
。
本
書
に
よ

っ
て
偽
文
書
に
続
く
二
つ
め
を
提
出
で
き
た
。

本
書
の
企
画
か
ら
編
集
の
全
般
に
わ
た
り
、
森
話
社
の
西
村
篤
氏
か
ら
適
切
な
助
言
を
い
た
だ
き
、
丁
寧
な
編
集
作
業
の
う
え
に

本
堂
聞
が
成

っ
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二
O
O
九
年
九
月
九
日

久
野
俊
彦

あとがき377 
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絵
解
き
と
縁
起
へ
の
視
角
|
|
語
り

・
文
字
・
絵
画

新
稿

近
世
の
絵
解
き
と
縁
起

『
親
驚
聖
人
絵
伝
』
の
絵
解
き
の
書

「
勝
見
寺
旧
蔵

「御
伝
私
考
」
(
架
蔵

『親
鷺
聖
人
絵
伝
」
絵
解
き
備
忘
録
)
上
」
(
『絵
解
き
研
究
」

縁
起
の
メ
デ
ィ
ア
|
|
開
帳
に
お
け
る
縁
起

四

一
九
九
八
年
)

同
名
(
徳
田
和
夫
・
堤
邦
彦
編

『寺
社
縁
起
の
文
化
学
』
森
話
社
、

二
O
O
五
年
)

宝
物
の
展
観
と
絵
解
き

「
下
野
高
田
山
専
修
寺
の
開
帳
と
絵
解
き
」

(『
絵
解
き
研
究
」

一
九
八
三
年
)、
「
片
瀬
龍
口
寺
の
開
帳
に
お
け
る

『日
蓮
上
人

龍
の
口
御
難
の
絵
相
」
の
絵
解
き
」
(
「絵
解
き
研
究
』

一
九
八
四
年
)
、
「
近
世
寺
社
開
帳
と
略
縁
起
」
(
『武
蔵
野
文
学
』
一一一一一一
、

武
蔵
野
省
院
、

一
九
八
八
年
)
、
「
話
と
物
の
「
え
と
き
」
」
(
『〈
口
承
〉
研
究
の
「
現
在
」
|
|
こ
と
ば
の
近
代
史
の
な
か
で
』
筑
波
大
学
歴

史
人
類
学
系
日
本
民
俗
学
研
究
室
、

一
九
九
一
年
)
、
「
翻
刻

・
蓬
左
文
庫
蔵
『
開
帳
談
話
』
|
|
近
世
名
古
屋
の
開
帳
記
録
」
(
『芸

能
史
研
究
』
九
O
、
芸
能
史
研
究
会
、

一
九
八
五
年
)
、
「
『下
野
高
田
山
開
帳
図
会
稿
」
の
影
印
と
翻
刻
解
説
」
(
『芸
能
文
化
史
」
七、

芸
能
文
化
史
研
究
会
、

一
九
八
六
年
)

略
縁
起
の
板
行

「
略
縁
起
の
流
行
」

(『国
文
学

解
釈
と
鑑
f

貨
』
六三

T
=
一
、
至
文
堂

一
九
九
八
年
)

略
縁
起
の
成
立
と
変
化
|
|
『愛
敬
稲
荷
略
縁
起
」



E 第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

皿第
一
章

「
「
愛
敬
稲
荷
略
縁
起
」
の
成
立
」
(
『国
文
学
論
考
」一一一
四
、
都
留
文
科
大
学
園
諸
国
文
学
会
、

一
九
九
八
年
)

近
代
に
生
き
る
絵
解
き
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

善
光
寺
と
高
野
山
周
辺
の
苅
萱
の
絵
解
き

「
絵
解
き
と
刈
萱
」
(
『一

冊
の
講
座
絵
解
き
」
有
精
堂
、
一
九
八
五
年
)
、
「
高
野
山
刈
萱
堂
『
刈
萱
道
心
石
堂
丸
御
一

代
記
絵
伝
」
」

(林
雅
彦
編

『絵
解
き
万
華
鏡

聖
と
俗
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
一
一
一
一
書
房
、

一
九
九
三
年
)

高
野
山
の
苅
萱
伝
説
と
絵
解
き
の
成
立

「
高
野
山
と
刈
萱
伝
説
」
(
林
雅
彦
編

『山
岳
霊
場
と
絵
解
き
』
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
日
本
と
ユ
ー
ラ
シ
ア

交
流
と
表
象
」

「
唱
導
文
化
の
比
較
研
究
班
」
、
二

O
O
六
年
)

絵
解
き
の
現
代
的
成
長
。|
|
苅
萱
山
西
光
寺
の
絵
解
き

「
絵
解
き
の
現
代
的
成
長
|lE「
苅
事
百
己
の
絵
解
き
」
(
『民
博
通
信
』

一
O
六
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、

二
O
O
四
年
)

地
獄
絵
の
唱
導
と
近
代
文
学

「
雲
祥
寺
「
地
獄
絵
」
の
唱
導
と
太
宰
治
の
文
学
」

(研
究
代
表
者
山
田
厳
子
編

『青
森
県
に
お
け
る
仏
教
唱
導
空
間
の
基
礎
的
研
究

|
|
図
像
・
音
声

・
身
体
』
平
成
十
五

1
十
七
年
度
科
学
研
究
助
成
金
萌
芽
研
究
研
修
成
果
報
告
書
、
弘
前
大
学
、
二
O
O
六
年
)

縁
起
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

縁
起
絵
巻
の
成
立
|
|
『日
光
山
縁
起
』

「絵
は
語
る

蛇
と
娯
松
の
神
い
く
さ
|
|
『
日
光
山
縁
起
』
」
(
『月
刊
百
科
』
二
四
二
、
平
凡
社
、

一
九
八
二
年
)
、
「
蛇
と
峡
必
の
神

い
く
さ

「日
光
山
縁
起
』
」
(
小
松
和
彦
他
著

「絵
画
の
発
見
|
|
〈
か
た
ち
〉
を
読
み
解
く
印
章
』
平
凡
社
、

一
九
八
六
年
)
、
「
寺
社
縁

起
と
縁
起
絵
」

(
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
a公
』
六
三
|
入
、
至
文
堂

一九
九
八
年
)
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第
二
章

第
三
章

第
四
章

N 資
料
①

資
料
② 

資
料
③

資
料
④

縁
起
と
民
間
伝
承
|
|
日
光

・
赤
城
山
麓
の
神
戦
伝
承

「
日
光
赤
城
山
麓
の
神
戦
伝
承
」
(
『群
馬
歴
史
民
俗
』
六
、
群
馬
歴
史
民
俗
研
究
会
、
一
九
八
五
年
)

縁
起
と
儀
礼
|
|
素
麺
地
蔵
の
縁
起
と
日
光
責
め

「
素
麺
地
蔵
の
説
話
と
日
光
責
め
」
(
『下
野
民
俗
』一一一
五
、
下
野
民
俗
研
究
会
、

一九
九
五
年
)

縁
起
と
民
間
信
仰
|
|
『庚
申
縁
起
」
と
庚
申
信
仰
の
変
容

「
庚
申
縁
起
と
庚
申
待
ち
の
変
容
」
(
『青
函
金
剛
と
庚
申
信
仰
』
町
田
市
立
博
物
館
図
録
、

一九
九
五
年
)

絵
解
き
と
縁
起

資
料

「御
伝
私
考
』
l
l近
世
後
期

『親
驚
聖
人
絵
伝
』
絵
解
き
本

「
勝
見
寺
旧
蔵

『御
伝
私
考
』
(
架
蔵

『
親
驚
聖
人
絵
伝
』
絵
解
き
備
忘
録
)
上
十
下
」

(
『
絵
解
き
研
究
」

九
年
)

往
生
寺
の
絵
紙

「
〈
翻
刻

・
影
印
〉
『
刈
萱
絵
詞
伝
弐
拾
分
壱
之
図
』

一四

・
一五、

付

・
『刈
萱
堂
往
生
寺
略
図
』
二
種
」
(
『
絵
解
き
研
究
』
八

高
野
山
苅
萱
堂
の
絵
解
き
台
本
と
詞
書

「
補
陀
落
山
祖
秘
録
」
|
|
日
光
流
布
の
『
日
光
山
縁
起
』

「
高
野
山
刈
萱
堂

『刈
萱
上
人
石
堂
丸
御
一
代
記
絵
伝
」
|

|
〈翻
刻
〉
『
石
堂
丸
の
お
話
」
」
(
『
絵
解
き
研
究
』
五
、

「
『補
陀
落
山
祖
秘
録
』
翻
刻
|
|
『
日
光
山
縁
起
」
異
本
の
形
態
」
(
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』

九

一
九
八
三
年
)
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モノの「ゑどきJ56 
モノの由来 56.57 

[ゆ ・よ]

由緒書 11，90 

由来書 11，12，90，204 

読み縁起 45.56.85 

[り]

略縁起 14，16，45，46，49--53，55--57，60 

--64， 67， 1第四章， 1第五章， 106， 120， 

130，131，145，225，230--232 

略縁起集 81，86--88，90，92 

龍口寺うう， 60，61，64，66，70--72， 74， 76， 

77，79，80 

輪王寺 182，183，185，186，194，203，210， 

219 

[る・れ・ろ]

流布軸 33，40，41 

霊場参詣 85 

筆跡寺院の，84--86

霊宝場 45，う0，54--う7，59--61， 68， 71， 

73，75， 106 

六角堂 35，51，52，54 

[わ]

和i賛 20，54，118，121，136，137，139，145，
148 

382 



祖先伝承 206 

[た]

題経寺 86 

太山寺 122，125 

大梅寺 92，93，95 

当麻寺 60，66-69， 112 

高田山 25，46-54，56-60，64，70，84，85 

太宰聖地 166 

太宰ファン 161，164 

龍ノ口法要I 61，70，71，73，76，77，92 

太郎明神 176，177，181-183，192 

[ち・つ・て・と]

長命寺 20-22，24，26 

鶴ヶ同八幡宮 78 

出開帳 44，45，47，52，う3，63， 66， 69， 70， 

71，84-87，112，145 

東照宮 178，179，192，203，210，212 

堂原地蔵堂 213-216 

徳融寺 56 

[な・に・ね]

男体権現 176，177，180-182，184，188 

西本願寺 19，22，23，32，39，42，43 

日光権現 177，179-181，197，198，200-

202 

日光修験 182，226 

日光責め E第三章

日光と赤城の神戦 177， 186 

日光の神 176，184，ゅう， 197，201

日光三所権現 182-184，188 

女体権現 176，177，181，182，188，200 

仁徳寺 119， 120， 126， 128-130， 132-

134 

鼠の嫁入り(昔話) 34 

[ひ]

東本願寺 21，22 

彼岸 lう7，168，169

383 ~九日l 

秘伝の書 22，31 

琵琶歌 118，136，137 

[ふ・へ]

i奈川八幡宮 145 

伏見稲荷 95 

藤森稲荷 95 

札場 45，46 

二荒山神 191，198，207，208 

編年体伝記増補型 24，25 

[ほ]

報恩講 18-20，33 

宝物のエ トキ 56，57 

ホームページ 165，167，170 

盆 157，158，168，169

本縁起 82-84，87，89 

本覚寺 161 

本門寺 71，77，86 

[ま ・み]

松葉ケ谷の草庵 70，86 

漫画 137，139 

満願寺 182， 192， 198， 201-203， 213-

216，219，223 

見世物 46，51，62，64 

妙心寺 69， 70 

妙法寺 77，86，90，92 

民間伝承と文字文化 41 

[む・め]

昔話 34，155，156，32う

武射祭 204 

無量寿院 47 

名所記 82-84 

メデ9イア 14，44，62，63 

[も]

物語世界の具現 76， 169 

モノの「エトキJ120 



庚申講 229，231--233，235，238--240 

庚申待ち 229，231，233--236，239 

庚申まほり 234 

光則寺 92，93，95--98，100，102 

強飯式 14，210，211，226 

光明|淀 134 

高野山 14， 1I第一章，1I第二章， 140，141，

143 

康楽寺 20--25，27，31，32，34，35，41 

小狐 99， 100， 102 

極楽 13，67，113，154，157，1う9

H卸伝量生j訪11古型 24 
H，卸伝室長、j伝記増補型 24 

[さ]

西光寺 105--107，109，115，120，126， 1I 

第三主主

在地伝承 14，204，223 

申待 234 

三戸の呪言 236 

[し]

慈恩寺 45，46，63 

地獄 13，153，154，157--1う9，165， 167， 

168，229 

地獄絵 9，14，148，153，15う，157--159，

165--170.172 

地獄絵の絵解き 15う， 157，168

寺社案内パンフレ ット 81，82 

寺社伝説 89 

時衆 186 

地蔵の素麹 216，223 

四天王寺 230--233 

斜陽館 161，164--166，170，172 

1況歌 231，236--238 

修験者 183，184，188，189 

呪文 236，238 

狩猟守護神 191，208 

巡拝 34，36，43，81，84，212，213，222， 

224，226 

巡礼 14，83，84，90， 160， 161， 164--166， 

228 

正覚|淀 66 

正月 33，157，158，168，169，192，198，199， 

201--204，228--230 

正行寺 20--22 

勝見寺 32--35，39，42 

浄心寺 61，71，95，96 

唱導空間 169 

青面金剛 229--231，233，235，236 

小流寺 39，42 

信行院 47--49，う1，52，54，57--59，70，85

J~福寺 87，227 

親鴛伝説 41 

[す]

蚤迩絵 14，181，188， 189 

図像化 184，188 

図像の寓意性 37 

諏訪大明神 180， 184 

[せ]

清安寺 60，66，68，112 

清滝寺 227 

善光寺 14，38，44，47--51，54，58，59，63， 

65， 70， 85， 1I第一章， 126，131，136，137，

141--143，145，149，1うl

善光寺如来 38，47，50，51，59，63，70，104，

109，110，112，113，121 

千手院 227 

専修寺 39，46，47，49，う1--53，56，57，59，

64 

禅僧の素麺食うよう 222 

[そ]

宗延寺 95，96 

素麺地蔵 14，210，213--215，217，219， 

220，222--227 

俗謡 34，324 

千且師信料11 84，85，90，97 

384 



事項索引

[あ・う]
愛敬稲荷 92~102 

愛敬稲荷大明神 93， 95~98 

合槌稲荷 97，99 

中目槌稲荷 99，100 

赤城神社 199，206，207，209 

赤城大明神 19う， 197，198，201，206

赤城の神 176， 177 ， 181 ， 186， 19う~ 197 ，

199， 200， 204~208 

安養寺 56，115，126，131 

宇都宮大明神 177，180， 181， 183~ 186， 

189，196，200 

雲祥寺 1う3，157~ 1 う 9 ， 161， 164~ 170 ， 

172 

[え・お]

永代寺 100 

品会紙 15，110，112，114，134，136 

絵伝の家 21，22 

エトキ 14，日， 56，57，62，63，85，119，120

画解日， 56，67

ゑどき う0，54，56，う7，59，65

エトキ師う7

ゑどきし う7

絵解きの禁止令 22，34 

絵解ノ書 19~2 1 ， 31， 32 

絵解きの寺 112，148 

絵解き本 14， 15， 20~23 ， 26， 31 ~37 ， 41， 

43 

絵所 17う， 186

絵本 63，64，71， 112， 1 37~ 1 39 

絵巻 11， 14， 15， 18，21， 39，62， 69， 77~ 

80，82， 117， 174~ 181 ， 184~ 186 ， 188~ 

191，193， 196 

縁起絵 11， 14，82， 119， 174~ 176， 181， 

185， 186， 188~192 

縁起学 11 

38ぅ 索引

縁起語り 11，12，14，46，56，84，106，110， 

118，119 

往生寺 105， 107~11 う ， 1 20， 121 ， 126

大方家文書 83 

[か]

絵画化 9，11，82，119，120，174，175，183， 

186， 188， 189 

開帳 14， I第二章， I第三掌， 83~88， 90， 

95~98 ， 100， 102， 106， 112， 121， 143~ 

145 

香椎宮 118，121，141 

金木町太宰治記念館斜陽館 165 

萱堂 104， 10工115，123， 126~ 131 ， 140 

-142 

萱堂聖 104，105 

苅萱伝説 124，12う

苅(刈)萱堂 104，105，107，109-112，11う

-123， 126~ 1 39， 141， 143 

勧進聖 185，186， 189， 194 

[き]

偽文書 16，90，91 

旧跡寺院 86 

旧跡巡拝 34，36，43 

旧津島家住宅 16う

近世親鷺伝 1う，26，41，43

[け]

慶竜寺 225 

結縁 13，44，71，87，88，95，113，185，186， 

221 

玄乗寺 61，71，72 

建長寺 222 

[こ]

広縁起 82，83，92 



二荒山村!伝 177，178，180，193 

仏光寺伝 306，339 

仏寺小志叢 61，64，86，90，102 

武徳編年集成 238 

夫木和歌抄(夫木集) 280，328 

婦美車紫野 101 

文化六巴於信行院善光寺開帳 47，59 

平家物語 124，324，330 

平太郎物語 345 

[ほ]

蓬原 314，343 

保元物語 102， 192 

法然上人絵詞伝(元祖絵詞伝) 320，345 

法然上人行状絵図 68 

抱朴子 228，236，278，327 

宝物縁起う6

僕の幼時 155，156 

法華経(普門品) 100，263，26う， 325

法華霊場縁起集 86，90 

菩提心経 269， 326 

発心集 124 

本懐集 312，342 

[ま・み ・む・め・も]

摩言可止観(止観) 254，318，324，344 

枕草子 237，328 

三輪山独案内 83 

1黒門関 277，327 

明月記 44 

文選 257 

[や ・ゆ・よ]

矢田地蔵縁起絵巻 191 

大和国長谷寺縁起 87

級摩経 258，318，344 

世延焼草 222 

[り・れ・ ろ]

龍口寺霊宝開帳記 60，64，66，71，72，74 

務伽経 269，326 

梁僧伝 315，343 

麗気記 185， 186 

蓮如上人絵伝 336 

蓮如上人御伝画指抄 38 

老子守庚申求長生経 228，234，236，237 

六道地獄絵 148 

論語(干し子) 310，315，343 

[わ]
和州信貨山歓喜院朝護孫子寺略縁起 83 

和州当麻寺蓮糸大量陀羅百分之ー図 112 

和州布留大明神御縁起 99 

和州山辺郡多国来迎寺普導大師広縁起の抜

書 83

386 



高田山絵縁起 47，う8

高田山開l阪参案内図会 47，う0，59 

高田山御縁起 う2，84

高田山略縁起う1，52

高田如来続m告縁起 う2，53，円

高田如来伝う8，59

高山彦九郎日記 199，207 

陀羅尼集経 236 

歎異抄 280， 328 

[ち・つ・て]

竹生嶋縁起 83 

沈石寺縁起 333 

津軽 153， 156， 160， 161， 164， 166， 169， 

170 

天台ノ釈 318 

天王寺(行列の次第・霊宝の次第) 83 

天拝一光三尊仏略縁起 日，64

[と]

東叡山 清水観世音縁起 88

東海道宇津之谷峠地蔵大菩薩略縁起 22う

東京案内 101 

道成寺縁起絵巻 176 

東遊行嚢抄 202 

言経卯1I記 228 

栃木通鑑 224，227 

土中出現日蓮大菩薩略縁起 86 

[な・に]

那須記 214--217，219，222，225 

商都大仏革富IJ由来 83 

二十四輩巡拝図会 43 

日蓮聖人龍の口御難の絵相 61，64， 70--

73，7う--79

日蓮聖人註函讃 77，78，80，92 

日光山(狂言) 211，223 

日光山(謡曲) 179 

日光山縁起 14， 1う，m第一章， 195--197， 
200，201，204--207，36う， 366

387 索引

日光山縁起絵巻 14， 181， 185， 186， 188， 

190 

日光山権現因位縁起 177， 179， 180， 184， 

188，19う， 198，200，203

日光山志 192，198，203，211，213，224 

日光三所権現像 182， 183， 188 

日光山満願寺勝成就院堂社建立記 182， 

192，198，201--203 

日光山名跡誌 198，204 

日光巡拝図誌 212， 2l3， 222， 226 

新田大明神御一代記 87 

入唐求法巡礼行記 228 

日補辞書 235，239，240 

賂川親俊日記 234 

日本紀 185，186 

日本諸国寺院縁起集 64 

人間失格 161--163 

[は・ひ]

配紙 22，42 

官|風柳多留 101 

破戒 114，269 

白鳥記 20，21，31，32 

白鳥山康楽寺伝御絵伝私考 31 

白鳥山日次記述意 21 

羽車 314，343 

箱根霊験記号童仇討 326 

花園天皇震記 234 

坂東十二番 慈恩寺l略縁起 46，63

百人一首 299，33う

百人一首湖水抄(湖水抄) 268，325 

[ふ・ヘ]

風雅和歌集(風雅集) 291，331 

風流志道軒伝 101 

風流甚目寺参詣の記う7

袋草子 237，238 

武江年表う3，63，71，80，95，96，100

補陀治山建立修行日記 182 

補陀落山祖秘録 178，193， N資料④



浄耀細科文 20，21 

正暦寺開帳略縁起 83 

続撰吟集(続撰吟) 291，332 

続千載和歌集(統千載集) 288，331 

諸国寺社略縁起 64 

諸寺縁起集 174 

E昔社寺縁起井地図帳 83 

5昔寺略縁起 83 
於信行院善光寺開帳 47-49，54，58，59 

新札往来 99 

新式和歌集 181 

真宗故実伝来量生 18 

信州善光寺之真景及苅萱上人石童丸旧蹟苅

萱山並往生寺の図 W資料弓澗

新樹の言葉 156 

心地観経 245，322 

村l道庚申記 229-232 

や"道集 179-181，184，197，198，200，206，

209 

新編鎌倉志 92，93，95 

新編鎌倉撹勝考 97 

新編相模国風土記稿 80，89，97，98，102 

新編武蔵風土記稿 89 

甚目寺開帳図会 65 

親驚消息、 333 

親驚聖人絵詞伝 34，336 

親鷲聖人絵伝(四幅ノ絵棺 -四幅ノ御絵)

9，14，15， I第一章 ，N資料①
親驚聖人行状記 20，2l， 34，41 

親驚聖人御因縁 23，42 

親鴛聖人御因縁秘伝紗 23，42 

親鴛聖人御旧跡廿四輩巡拝記 43 

親驚蛮人御伝絵指説講話 40，42

親驚聖人正明伝 20 

親鷲夢想記 51，う2，265，325

[す・せ・そ]

図解親驚聖人御一代記 25，34，261，294， 

325， 332 

駿府巡検記 226 

清信士度人経 252，323 

尺素往来 99 

せっきゃうかるかや 104， 106， 107， 121， 

143 

摂津名所図会 230 

善見律毘婆沙(善見律) 265， 325 

善光寺如来絵伝 38，50，51，う9，110， 112， 

121 

善光寺如来御絵詞伝 112 

善光寺如来縁起 333 

善光寺如来略縁起 63 

戦国策 257 

千載和歌集(千載集) 291，320，332 

選択本願念仏集(選択集) 245， 275， 278， 

279， 283， 287， 292， 305， 322， 327-330， 

332，338 

撰集抄 300，335 

普i言聖人親驚伝絵 18，21，39，41，53 

善導の釈 316，344 

泉j雨寺開帳 64 

荘子 245，322 

続古事談 181 

[た]

台記 234，237 

大師入定記 264，325 

大集月蔵経 310，341 

大智度論 325 

大般若経 259 

太平記 216，271，326 

太平広記 327 

大報恩経 251，323 

大宝八幡宮略縁起 88 

当麻長茶羅 60，66，69，112 

当麻長奈緩十分のー図 60，69 

当麻長陀羅変相弁釈 69 

大無量寿経(大経)245，250，252，265，269， 

276，310，316，317，322，323，326 

高田開山親驚聖人正統伝(高田正統伝)20， 

34，306，311，339，341 

388 



高野山独案内名笠集 131 

高野山名勝案内 132，133 

高野山名所図会 132，133 

高野のしをり 115，131，132 

康楽直授御伝絵指南紗 31

康楽寺伝 20，297，334，341 

康楽寺白鳥記(j:j鳥記) 20，21 

康楽寺白鳥伝 20，32，34，35，41 

御絵相 37，40，249，323 

倒l絵伝 18，19，22，23，26，31--38，40，41， 

147，318 

街l絵伝解説 42 

御絵伝教授抄 38 

御絵伝指図(絵伝指図) 32，242，244，278 

御絵伝図説 31 

小鍛冶 (能) 99， 100， 102 

御伽藍御宝物略御縁由 88 

粉河寺大率者IS婆建立縁起 191 

御祈稽本尊帝釈天王永代常夜灯建立 86 

古今和歌集(古今集) 328 

御弘通縁起 56 

後千載和歌集(後千載集) 288，331 

御伝科文 20，21 

御伝試解 35 

御伝私考 15，32--38，40，N資料①

御伝私考並指図記 35 

御伝私考録 35 

街l伝紗(御伝・御伝記・御当流ノ二巻ノ伝)

15， 18--26，31--33，36，38，39，42，249， 

254，306， N資料① 『御伝私考j構成一覧

表， 323，324，326，339，344，345

御伝室生、諮録 35 

術l伝f会解 22，34，37 
御伝絵指示記 19--22，31，32 

御伝絵詞照蒙記(照蒙記) 21，297，334 

御伝絵説詞略抄 20，22，31 

御伝絵の説明 36 

話jl伝絵報恩紗 31 

街l伝略私考 31 

御文章(御文) 54，287，289，294，308，318， 

389 索引

329--331，340，344 

御利讃 305 

[さ]

細科文 20，21 

西行物語 124 

西仏ノ簿双紙 20，21，32 

西仏日次記 20，21 

嵯峨開帳 64 

春秋左氏伝 257 

笑|監公記 17う

参詣記念帳(雲祥寺) 165， 166， 169， 170， 

172 

三山雅集 224 

散善義 344 

三代笑録 203 

[し]

慈恩寺諸記録 46 

史記 246，257 

寺社縁起集 64，87，91 

嗣曹雑識 101 

下谷稲荷大明神l略縁起 88 

信泌国刈萱堂往生寺田告図 l11，N資料②

臼

信i段国善光寺苅笠親子地裁尊由来記 107， 

145， 146 

下野国誌 216 

下野高田山御縁起 52 

下野風土記 189，194，216，217，225，226 

沙石集 181，324 

拾逃和歌集(拾遺集) 290，331 

十王長陀羅 157 

十王めぐり 148 

拾莱集 181，196，198，200 

鷲峰山高台寺諸堂画工御什物記 訂

正信偽 272，305，338 

正{象末和讃見聞 312，342 

浄土三音[S経 264 

青面金岡IJ王垂化記 229--231，233 



苅萱(謡曲) 104，124，140 

苅萱石童丸一代記萱のいほり 118，136 

かるかや石室丸写真帳 137，138 

かるかや石童丸和讃 136 

:tii萱絵詞伝 113， 114 
刈萱絵詞伝弐拾分壱之図 110， N資料②

(ー)・口

JiJ萱親子一代記 134 

276，314，316，317 

[き]
紀伊統風土記 115，126--129 

紀伊国名所図会 115，127，129 

紀伊名所案内 133 

義経記 99 

紀州那智山開帳 51 

北野天神縁起絵 175 刈萱親子御絵伝 107，108， 110， 121， 122， 

350 教行信証(行巻化巻)281，289，307，310， 

Jij萱親子地蔵尊縁起 苅萱道心と石室丸

147，1う1

Jij萱山寂照院西光寺親子地蔵縁起 145 

Jij萱山寂照院西光寺之景 145 

苅萱上人石室丸御一代記絵伝 115，116， 

328，331，339，341 

経釈文問書 52 

享保世話 95，96 

享和i江戸開帳用記 63 

京童 82 

玉菜和歌集(玉葉集) 320， 34う

清輔雑談集 237，238 

121，122，138，139， N資料@コ

苅萱と石童丸(絵入り本) 136，137 

苅萱と石室丸絵伝 117，118，139 清翰朝臣集(清輔ノ歌ノ集) 288，331 

苅萱と石童丸和讃 118，121，136，137，139

刈萱堂往生寺縁起 109，112 

かるかや道心(説経) 107 

苅萱道心石室丸御親子御絵伝 105， 121， 

122，140，142，151 

かるかや道心石童丸のくどき 118， 121 

苅萱道心行状記 110， 113， 118， 121， 125， 

128--132， 134， 136， 137， 140， 143--145， 

[く]

倶舎論 294，333 

口{云抄; 311，341 

熊野の本地 345 

革ま馬寺道之名所 83 

桑実寺縁起 175，193 

148 [け]

苅萱道心行状長茶羅 134--136 契国策 101 

苅萱桑門筑紫際 107，118，119，121，125， i美嵐拾葉集 99 

140，145 '1if厳経 295，333 
苅萱道心と石童丸(野寺元隆作)117，136， 源氏物語(源氏六十l陥) 249， 323 

139 
苅萱道心物語 125 

苅萱道心和讃 118 

刈萱父子地蔵略縁起之写 145 

感興漫筆 52，59，64 

観経序分義 314，343 

観経正宗分散善義 344 

勧進帳(歌舞伎) 327 

観無量寿経(餓経) 263， 264， 266， 271， 

[こ]

康永本 本願寺聖人伝絵 21

孝子経 318，344 

庚申因縁記 228，231 

庚申縁起 14，228--232.234--240 

庚申の本地 229--231 

上野国赤城山之本地 206 

高野山通念集 126 

390 



書名 ・絵画名・史料名索引

[あ]
愛敬稲荷略縁起 92，93，96--100，102 

東路日記 145，151 

阿弥陀経(小経) 316 

阿弥陀経疏(弥陀経ノ疏) 264，325 

安楽集 266，316，343 

[ぃ]
石鏡図略縁記 67 

石童丸苅萱物語 125 

石童丸(浄瑠璃) 125 

石童丸のお話(絵解き台本) 117， 138， IV 

資宇崎X一)
石室丸のお話(紙芝居) 149，150，152 

石童丸琵琶歌 118，136 

石童丸由来 120，131 

石童丸田告伝 119 

和泉式部来由 83 

伊勢物語 343 

一枚起請 27う， 327

一遍聖絵 191 

伊都郡学文路村誌 119 

稲荷記 99 

今鏡(世継ノ翁ノ物語) 244，322 

伊巴波字類抄 191 

因果経 268， 326 

[う]

氏家記録伝 214，217，219，225，226 

宇都宮記 178，189，193 

宇都宮弘安式条 181 

宇都宮叢嗣釜瑞 181， 196 

宇都宮大明干111代々奇瑞之事 200，366 

[え]

恵信尼消息 43 

恵信尼文書 41 

391 索引

江戸砂子 101 

江戸名所図会 89 

准南子 257，280 

縁起叢沓ー 86 

猿f侯庵日記 46，47，49，52--54，う9，63，66，

70.71 

延命地蔵菩薩経直談紗 220，222，22う， 226

延齢高祖大菩薩l略縁起 93，95--98，100 

[お]

黄金風景 1う6

往生論経 305，338 

大須開l限参詣案内記 65 

大谷本願寺親驚聖人之縁起 33 

大原談義 270， 326 

岡場所遊郭考 102 

小野家系譜 202，203 

疋[ひ出 153--159，164--167，170，172 

御湯殿の上の日記 234，235 

ヲロシア器物 64 

尾張名所図会 47 

[か]

関連 延齢高祖大菩薩l格縁起 96--98， 

100 

開祖聖人伝絵拝紗記目録 20，21 

開帳差免帳 71，95，96 

開帳談話 60，61，65--68，70，79，121 

党主fI上人御伝科文 20，21 

春日権現験記絵 175 

かたこと 222 

片瀬龍口 高祖略縁起 61

仮名手本忠臣蔵(忠臣蔵) 279，328 

鎌倉物語 92，93，97 

{加~~縁起舛流記資材帳 174 

~ij萱(説経) 107， 118， 119， 125， 140， 143 

--146 



[ま]

間島由美子 90 

松井嘉JI;事太 67 

丸谷しのぶ 193 

満米 67 

[み ・も]

三浦祐之 15 

水野善凱 112，113 

水野善瑞 112 

水野菩朝 109 

水!Iff'・普豊 109， 112， 114 

水野恒子 109 

三宅千代二 193 

宮崎図遵 23，42 

宮崎法子 42 

宮田登 15 

宮本瑞夫 90 

民部イ首都 230 

森朝男 15 

[や]

八越忍成 33 

八越忍聴 34，42 

八烏正治 102 

矢代和夫 90 

宿谷光則 92-98 

柳田国男 177，192，193，209 

築瀬一雄 90 

山形聖道 134 

山上‘泉 80 

山田昭全 16 

山田昌弘 117，138 

山田実 116 

山田義行 116，117，119，138 

山中共古 102 

山本祐子 63，64 

矢守勇精 40，43 

[よ]

横笛 124 

吉田友之 193 

吉田伸之 91 

吉原忠雄 39，42 

吉原浩人 110，121 

米持善明尼(スズ) 109 

[り・れ]

T"a 33 

蓮如I 18， 19，23，33，38-40，42，86 

[わ]

脇田修 91 

和久博隆 43 

渡辺昭五 15 

渡辺信和 42 

渡浩一 151，226 

392 



田辺聖子 1うl

谷原博信 16 

田原慈雲 36，42 

田原忠綱 →足利又太郎忠綱

回原藤太Oi事Jjj(秀郷) 198， 199， 204， 206， 
207 

山形玄浄 134 

玉目姫 23，43 

玉屋与次(主人) 119， 122， 125， 126， 128， 

130，136 

[ち]

近村タケ →越野タケ

千里 119-123，125，126，128-131，133， 

135，136，139，141 

千回孝明 194 

中将姫 66-69 

千代鶴 141 

[つ]

津島キヱ 155，160 

津島修治 153，155-1う8，162， 166 

→太宰治

津島美知子 164，170 

堤邦彦 16，90 

[て・と]
貞伝上人 161 

等阿 113，122，125，130，135 

道念 113，115，123，125，131，132，136 

時枝務 16，91 

徳田和夫 15，16，90，120，150，151，194 

徳田浩淳 193 

土佐光信う9，175

[な]

内藤正敏 226 

中野玄三 192 

中野猛 15，90 

中村習斎 52，84 

393 索引

[に・の]

錦fニ 158，169，170
西山松之助 64，90 

日蓮 61，64，65， 70-72， 74-80， 84-86， 

90，92，93，95-98，100，102 

日朗 92，93，96 

日i登 77，92

日法 71，93，97，98 

二宮金嶺 115，139 

野寺(徳富)元降 136，137 

[は]

荻原龍夫 15 

馬頭御前 176，181，184 

林雅彦 15， 79， 120， 121， 139， 146， 147， 

151，152 

林経山 180， 189， 193 

原因種正 118，134，141 

針生宗伯 193 

繁翁茂和尚 153 

[ひ]

久野俊彦 16，64，79，90，91，102，121，139，

152，193，194，226 

人見卜幽軒 189 

日野西氏定 119， 121， 128， 139 

比留間尚 64，90 

[ふ・ほ]

福原敏男 210，226 

藤沢衛彦 113，121 

藤原iilf車ili 237，238，331 
藤原秀郷 →田原藤太

藤原頼長 234，237 

舟橋一也 227 

古橋信孝 15 

古谷消 194 

法然 38，39，66，68，69，84，120，122，141 

細野要斎 52，64 

細矢藤策 177，193，194，209 



[く・け]

日下無倫 24，26，42 

日下幸男 41 

草野顕之 43 

九条兼実 23，43 

窪徳忠 229，232，240 

栗林茂治 116 

黒川春村 87 

黒川真頼 87 

慶順 33 

顕如 33 

[こ]

小池淳一 16 

甲賀三郎諏方 180 

208 

三条小鍛冶宗近 95-97，99，100 

三条西実隆 17う

[し]

司回純道 21，41 

烏崎藤村 114 

志村有弘 90 

寂如 33 

浄賀 21 

貞祥 179，185，186 

庄司千賀 →複本千1~

白石克 90 

新川武紀 194 

兵好 33 

高下恵 43 親驚 9，14，15， I第一章， 47，51-う4，84，

高力種信(猿猿庵) 46-う0，う2-54，57， 86 

59，60，63-67，69-71，73-75 

越野(近村)タケ 155-160，165，166，169 

小島理櫨 193 

小花j皮平六 240 

小林一郎 121，1う1，152 

小林健二 120，151，152 

五来重 16，120 

[さ]

西園寺公fff1i175 
西行 70， 124 

斎藤月本 80 

西仏 20-22，32 

沙加戸弘 42 

桜井徳太郎 11，15，16 

佐々木一義 36，37，42 

佐々木月樵 41 

笹原亮二 16 

佐藤喜久一郎 16 

佐藤義清 124 

佐藤正行 147，151 

猿丸大夫 176， 177， 181， 184， 186， 191， 

192，195-198，200-202，204，205，207， 

[す・せ]

鈴木昭英 15 

須藤敬 102 

聖限雲祝和l肖 153 

先啓 19-21 

[た]

大黒屋光太夫 うう

妙中勝一 117 

高木豊 84，90 

高崎寿 226 

l騰司誓玉 65 

高藤晴俊 193 

i竜口入道 124 

たけ (作中人物) 153-158，160，170 

竹i畢繁子 106， 146-151 

竹i畢環江 149，150，152 

竹I幸俊雄 106， 146 

竹津信宏 149 

竹i峯道雄 106， 146 
太宰治 E第四章

問中一松 80 

394 



[凡例]

「人名H書名 ・絵画名 ・史料名H事項」にわけで索引を付す。現代仮名遣いの五十音順に配

列し、序章と 1. II . mの各論文を対象とした。「書名 -絵画名 -史料名索引」のみNi絵
解きと縁起 資料Jも対象とし、原則として列挙された書名は除外した。

人名索引 (作中・架空人名も含む)

[あ]

赤井達郎 15，43，56，の

朝日君 176，190 

朝日の長者 176 

足利有綱 192 

足利又太郎忠、綱(田原忠綱) 198，206，207 

足利義晴 175 

有字中将 176， 177， 180， 181， 184， 190， 

200-203 

[ぃ]

飯田真 194，198，199，204 

五十嵐文蔵 238，240 

池田広司 226 

石童:JL II第一章-II第三章

石破洋 15 

石1喬義秀 90 

伊藤博之 16 

稲垣泰一 90 

今成元昭 16 

[う ・え]

氏家左衛門尉永山 215，216 

恵信尼 41，43 

抜本(庄司)千賀 16，64，65 

複本直樹 102 

円空 115，122，131，132 

円慶 115，131，132 

猿f侯J奄 →高力稜信

円イ二 228 

395 索引

塩谷菊美 21，41，42 

[お]

大川正雄 117，138，139 

大桑斉 41 

大島建彦 152 

大鳥由起夫 16 

大瀧晴子 193，209 

大野九郎兵衛 161 

尾島利雄 226 

小田宅子 145，151 

小野源大夫 192，196，198，201-203 

[か]

覚心 115，117，122，126，130 

覚如 18，20，21，39 

桂子 121，122，135，141 

加藤重氏 107，110，115，121，145 

→苅萱道心

加藤重昌 121，141 

蒲池勢至 42 

苅萱道心 E第一主主-II第三章

川口久雄 15 

冠賢一 80 

[き]

菊池政和 90 

北原保雄 226 

北村行遠 64，90 

木村文輝 225，227 
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1959年生。都留文科大学文学部卒業。東洋大学大学院文学研究科博士前期

謀程修了。現在、栃木県立栃木朔南高等学校教諭 ・東洋大学講師 ・国立歴史
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日本民俗学説話文学専攻3

編著書

『念仏和讃御詠歌集J(単編、芳賀町史報待望1'4、 1999年)、f一四巻本地蔵
菩薩霊験記j上下 (共編、三弥井書居、 2002. 2003年)、 『偽文書学入門j

(共編、柏書房、 2004年)、 『日本古典偽書殻干IJJ三(共著、現代思潮l新社、

2004年)。

論文

11連雀商人の巻物」の世界J(地方史研究協議会編 『宗教 ・民衆 ・伝統j雄

山閣出版、199う年)、「商人の巻物に見る民俗J(国立歴史民俗博物館編 『中

世隣人の世界』 日本エディタースクール出版部、 1999年)、「境界を越え

る商人J(赤坂愈雄他編 『さまざまな生業jいくつもの日本N、岩波{Ir応、
2002年)、11児符の伝機J(大島建彦編 I民俗のこころとかたちj岩田告q淀、

2002年)、「由来の物語から偽文書、職人巻物へJa歴史と民俗J24、平凡
社、 2007年)、「書きとめられた伝説J(笹原亮二編 f口頭伝承と文字文化j

思文閤出版、 2009年)など。
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寺社縁起の文化学

堤邦彦 ・徳田和夫編 あらゆる「縁起的なるもの」を捕捉し、系統解剖学の

ごとく体系化することで、縁起研究を宗教研究の補助手段から解放し、文化

学の要音1¥へ位置づける。Aう判 368頁/6825円 (定価 各消費税 5%込)

民俗芸能研究という神話

橋本裕之著 始原 古風などのイデオロギーがたたみこまれている「民俗芸

能jの現在をいかに調査し、記述すべきか。変貌する対象を前に、民俗芸能

研究の方法を問い直し、脱一神話化する試み。Aう判 320頁/6195円

シャーマニズムの文化学一一日本文化の隠れた水脈[改訂版]

岡部隆志・斎藤英喜・津田博幸 ・武田比呂男著 陰陽道 呪術 ・神楽 ・易

い ・2E学など、「シャーマニズム」とも呼ばれる、死者や異界と交信するた

めの〈知〉と (技〉の体系を、聖徳太子や安倍H青明の伝説、異界遍歴の物

語、宮沢賢治などの近現代の作家に探求する。四六判 256頁/2415円

狩猟と供犠の文化史

中村生雄・ 三浦佑之・赤坂憲雄編 ヒトの生存の基本的手段である 〈狩猟)

の営みや、神と人間と自然、の三項を祭犯の坊で象徴的に関係づける(f共犠)

儀礼を通し、JfJl.と暴力をもふくむ人間と自然との本源的な関係を再検討す

る。四六判 368頁/3360円

ケガレの文化史ー一物語 ・ジ‘エンダー・儀礼

服藤早苗 ・小嶋菜温子・増尾伸一郎 ・戸川点編 ケガレという観念は決して

過去のものではなく、今日もさまざまな形で日本社会に浸透している。ケガ

レの歴史的 ・文化的な形成過程を多面的にさぐる。四六判 336頁/3150円

呪術の知とテクネ一一一世界と主体の変容

斎藤英喜編 (r況術〉といわれる思考法の「テクネー(技)Jは自然/技術、
主観/客観、言語/意識、社会/個人など近代的な二分法を超えるもう一つ

の「知」のありかを教えてくれる。四六判 280頁/2940円



看聞日記と中世文化

松岡心平編 中世の政治・社会の動静を記す一方で、当時の芸能や文化に関

連した記事なども残した、室町時代の皇族 -伏見宮貞成王のバラエティに富

んだ日記を読み、多面的に考察する。A5判 376頁/7140円

中世王権と即位瀧頂一一聖教のなかの歴史叙述

松本郁代著 天皇が即位儀礼の場で行っていた密教修法「即位i腹頂」。その

史的全体像をとらえるとともに、寺院に伝来した「即位法」史料の読解か

ら、「中世王権jをめぐる仏教的世界観を構想する。Aう判 408頁/8190円

日本史の脱領域一一多様性へのアプローチ

方法論懇話会編 自国中心の狭い歴史 ・文化認識に陥らず、世界の多様性と

いかに向き合うべきか。従来の枠組みを越え、日本史 歴史学の最新の知と

方法を多面的に紹介。四六判 280頁/2520円

説話の言説一一 中世の表現と歴史叙述

小峯和明箸 説話が生成する坊やその表現の位相を追究し、注釈や歴史叙述

との関連をさく由って、文字と口承がかたちづくる中世の言説世界を多方位か

らとらえかえす。 Aう判 400頁/6090円

「乱世」のエクリチュール一一転形期の人と文化

樋口大祐著 中世日本における三つの「乱世J(源平争乱期南北朝動乱期
戦国時代)を記述したテクス トを動態的にとらえなおし、その苧み持つ多元

性-異種混交性を照射する。A5判 392頁/ う985円

『愚管抄』の〈ウソ〉と〈マコト〉

一一歴史語 りの自己言及性を超え出て

深沢徹著 『愚管抄jは、どのように「虚」を構えることによって、現実の

歴史を超え出て、 あるべき来来の歴史のピジョンを打ち出すこ とができたの

か。多分に「虚構」をまじえた、その「主体Jのあり方と「叙述」のメカニ
ズムを解明する。Aう判 376頁/5880円


